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オラクル社の HyperionR EnterpriseR は財務の連結に使用できます。

オラクル社の HyperionR EnterpriseR Reporting はレポートの生成に使用できます。

システム設定には、Hyperion Enterprise をインストールできるようにネットワーク

とワークステーションを準備して、アプリケーションをデザインする作業が含ま

れます。この章では、必要なシステムの条件、テスト、バックアップ、アプリケー

ションデザインに関する考慮事項などの情報や、Hyperion Enterprise をインストー

ルするための一般情報を説明します。特定のデザインや実装決定について詳しく

は、Oracle のサポート担当者に連絡してください。Hyperion Enterprise で使用でき

る他の Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアについては、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

テスト環境
テスト環境を使用して、実稼動システムとデータに影響を与えずにアプリケーショ

ンで作業をしたりソフトウェアをアップグレードしたりすることができます。ファ

イルサーバにアプリケーションを保存する場合は、Hyperion Enterprise プログラ

ム、アプリケーション、データ用に別のディレクトリセットを作成してテスト環

境を設定することができます。

図 1 に、ファイルサーバ環境でテスト環境ディレクトリと実稼動ディレクトリを

分ける方法を示します。
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図 1 実稼働ディレクトリとテストディレクトリ

上の図では、Hypentディレクトリに実稼働プログラムが、APPS ディレクトリに

実稼働アプリケーションが含まれています。Programsディレクトリに、テストプ

ログラムのセットまたは実稼働プログラムの重複セットが含まれています。Test

ディレクトリには、Applic1と Applic2の 2 つのサブディレクトリがあり、テス

トアプリケーションが含まれています。

プログラムファイルとアプリケーションファイルを別々のディレクトリに保存す

ると、システム管理とプログラムのアップグレードが簡単になります。テスト環

境を管理可能なサイズに抑えるため、全体のコピーではなく代表的なデータベー

スのサブセットを使用します。実稼動アプリケーションをテストディレクトリに

コピーして、ソフトウェアプログラムをテストプログラムディレクトリにインス

トールします。

アプリケーション設定とオプションをテストする環境を作成するには、テストす

る設定やオプション以外は同一のアプリケーションを 2 つ作成します。例えば、

「期間およびデータ種別ごとの親子関係」アプリケーション設定がワークステー

ション、ネットワークパフォーマンス、記憶領域に与える影響をテストするとし

ます。テスト環境で、テストディレクトリのサブディレクトリに同一のアプリケー

ションを 2 つ作成します。そのうちの 1 つのアプリケーションで、［期間および

データ種別ごとの親子関係］オプションを選択します。次に、両方のアプリケー

ションで同じデータを使用して、オプションがアプリケーションのパフォーマン

スにどのような影響を与えるかを調べることができます。

注： テスト結果がネットワークトラフィックや複数のプログラムの同時実行に

よって変化を受けていないことを確認します。Hyperion Enterprise アプリケー

ションの構造とデータをテスト目的で他のアプリケーションに読み込む場

合は、アプリケーション読み込みファイル、データ、ロジック、レポート

を読みむ前にアプリケーションセキュリティを読み込んでください。

テストアプリケーションやソフトウェアアップグレードが予想どおりに実行され

ていることが確認できたら、次の順序に従って次の変更を実稼働システムに移行

してください。

l 現在のシステムと並行してテストシステムを実行します。
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l プログラム、アプリケーション、データを含めて現在のシステムをバックアッ

プします。

l 実稼働システムに変更を適用し、新しいアプリケーションまたはソフトウェ

アのバージョンを実行します。

通常、アプリケーションのサイズと複雑さに応じて、テストの範囲が異なります。

パフォーマンスベンチマークの記録を保管して、ハードウェアオプション、ソフ

トウェアオプション、および設定がどのようにシステムパフォーマンスに影響す

るかを調べることもできます。

ネットワークデザインと設定はパフォーマンスに影響します。ネットワークパ

フォーマンスに関する問題は、Oracle サポート担当者までお問い合わせください。

注： Hyperion Enterprise デスクトップのユーザインターフェイスを正しく表示す

るには、［画面のプロパティ］ダイアログボックスの［設定］タブで、［画

面の色］を［High Color（16 ビット）］、または可能であれば［True Color（32

ビット）］に設定します。『Hyperion Enterprise インストールガイド』の「シ

ステム要件」セクションを参照してください。

アプリケーションバックアップユーティリティ
アプリケーションバックアップユーティリティを使用すると、ハードウェアまた

はストレージメディアが故障したときにデータの偶発的な消失を防ぐことができ

ます。ユーザがシステムで連結、データ読み込み、データ入力、仕訳帳入力など

のタスクを行っている間に、アプリケーションを継続的にバックアップすること

ができます。

アプリケーションで重要な作業を行う前後に、アプリケーションとデータをバッ

クアップしてください。次の操作を行う場合、アプリケーションをバックアップ

する必要があります。

l ソフトウェアアップグレードをインストールする

l 新しいアプリケーションを作成する

l 期別替を実行する

l 決算を行う

l 大量のデータまたはメタデータを入力する

ネットワークや企業のバックアップ手順とは別に、バックアップ手順を策定する

必要があります。ネットワークや企業のバックアップ手順では、決算の周期や財

務データの他の要素を考慮しない可能性があります。

バックアップは、データ変更の量と頻度に基づいてスケジュールする必要があり

ます。 も確実な時点に戻ってデータを評価できる必要があります。例えば、月

末決算のバックアップが行われていれば、前月または前年度から月末決算のデー

タにアクセスできます。

アプリケーションバックアップ時に即時メッセージを送信できます。アプリケー

ションバックアップ時に即時メッセージを送信するには、メッセージサーバサー

ビスを起動します。「メッセージサーバサービスのアプリケーションに対する有効

化」を参照してください。アプリケーションバックアップのステータスは進行状

況バーで示されます。
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アプリケーションバックアップユーティリティを使用して、次のことを行うこと

ができます。

l 複数のアーカイブプロファイルを作成する

l ハードディスク、ネットワークドライブ、または外部ストレージメディアに、

選択したアプリケーションをアーカイブする

l アーカイブされたアプリケーションを復元する

l アーカイブされたデータを 新の状態に保つために定期的なバックアップを

スケジュールする

アプリケーションのバックアップと復元
アプリケーションをバックアップするには、次のタスクを実行します。

1. 22 ページの「バックアッププロファイルの作成」

2. 25 ページの「アプリケーション全体のバックアップロジックの選択」

3. 27 ページの「アプリケーションバックアップのスケジュール選択」

アプリケーションバックアップワークフローを編集するには、次のタスクを実行

します。

1. 24 ページの「バックアッププロファイルの編集」

2. 26 ページの「アプリケーション全体のバックアップロジックの編集」

3. 28 ページの「アプリケーションバックアップのスケジュールの編集」

アプリケーションを復元するには、次のタスクを実行します。

l 28 ページの「バックアップの復元」

バックアッププロファイルの管理
アプリケーションをバックアップするには、バックアッププロファイルを作成し

ます。これらのプロファイルを編集して、パスワードの更新、アプリケーション

の選択、ユーザメッセージの再スケジュール、アーカイブ場所の変更を行うこと

ができます。

注： アプリケーションのバックアッププロファイルが作成される前にログオン

したユーザには、自動化された警告メッセージを送信できません。

バックアッププロファイルの作成

ä バックアッププロファイルを作成するには、次の手順に従います。

1. 次のどちらかのオプションを選択します。

l ［ファイル］メニューの［デスクトップ］から［アプリケーション］を選

択し、アプリケーションモジュールで、［タスク］メニューから［Backup

Application(s)（バックアップアプリケーション）］を選択します。
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注：

l ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］、［Hyperion Solutions］、

［Hyperion Enterprise］、［Hyperion Enterprise Application Backup］の順に選

択します。

注： バックアッププロファイルを作成するため、Enterprise アプリケー

ションを指定しました。

［Application Backup（アプリケーションバックアップ）］ダイアログボックスが

開きます。

2. ［Backup Profiles（バックアッププロファイル）］で［New Profile（新規プロファ

イル）］をクリックします。

3. 「Profile 1」などのプロファイル名を入力し、［OK］をクリックします。

4. アプリケーションをバックアッププロファイルに含めるには、［選択可能なア

プリケーション］リストで適切なボタンをクリックしてアプリケーションを

選択し移動します。次の表に各ボタンの機能を示します。

表 1  ［Application Backup（アプリケーションバックアップ）］ダイアログボックスのボタ

ン

ボタ
ン

機能

選択したアプリケーションを［Included Applications（含まれているアプリケー

ション）］に移動します。

すべてのアプリケーションを［Included Applications（含まれているアプリケー

ション）］に移動します。

選択したアプリケーションを［選択可能なアプリケーション］に移動します。

すべてのアプリケーションを［選択可能なアプリケーション］に移動します。

選択したアプリケーションを［Included Applications（含まれているアプリケー

ション）］の一番上に移動します。

選択したアプリケーションを［Included Applications（含まれているアプリケー

ション）］の 1 つ上に移動します。

選択したアプリケーションを［Included Applications（含まれているアプリケー

ション）］の 1 つ下に移動します。

選択したアプリケーションを［Included Applications（含まれているアプリケー

ション）］の一番下に移動します。

5. アプリケーションのバックアップをアーカイブするには、［参照］をクリック

して場所を選択します。

6. ［Run as（実行者）］に、スケジュールしたバックアップを実行する、Windows

またはドメインで認証されたユーザ名を入力します。
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7. ［Set Password（パスワードの設定）］をクリックし、［Run as（実行者）］で指

定したユーザ名のパスワードを入力します。

8. ［Run as（実行者）］で指定されたユーザがプロファイルを実行するコンピュー

タにログオンしたときのみアプリケーションをバックアップするに、［Run only

if logged on（ログオンしたときにのみ実行）］を選択します。

9. スケジュールどおりにバックアップを実行するには、［Enabled (Scheduled task

runs at specified time)（有効（指定された時刻にスケジュールされたタスクを

実行））］を選択します。

10. バックアップを開始する前に、アクティブな Hyperion Enterprise または

Hyperion Enterprise Reporting アプリケーションのユーザに通知するには、

［Messaging（メッセージング）］で［Send a broadcast message（即時メッセージ

の送信）］を選択します。

l バックアップの何分前に即時メッセージを送信するか、およびメッセージ

を何分間隔で送信するかを指定します。例えば、バックアップ開始の 10

分前から即時メッセージを 3 分間隔で送信するように設定した場合、ユー

ザは次のメッセージを 3 分ごとに受信します。

図 2  即時メッセージのポップアップ

11.［適用］をクリックします。

12. プロファイルの作成後、アプリケーションのバックアップロジックを割り当

てることができます。25 ページの「アプリケーション全体のバックアップロ

ジックの選択」を参照してください。割り当てない場合は、［OK］をクリック

してください。

バックアッププロファイルの編集

ä バックアッププロファイルを編集するには、次の手順に従います。

1. ［タスク］メニューから［Backup Application(s)（バックアップアプリケーショ

ン）］を選択します。

［Application Backup（アプリケーションバックアップ）］ダイアログボックスが

開きます。

2. プロファイルを選択します。
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3. アプリケーションをバックアッププロファイルに含めるには、［選択可能なア

プリケーション］リストで適切なボタンをクリックしてアプリケーションを

選択し移動します。表 1 に各ボタンの機能に関する説明が記載されています。

4. アーカイブ場所を変更するには、［参照］をクリックして場所を選択します。

5. ［Run as（実行者）］で、スケジュールを作成したバックアップを実行する

Windows またはドメインで認証されたユーザ名を変更します。

6. ［Set Password（パスワードの設定）］をクリックし、［Run as（実行者）］で指

定したユーザ名のパスワードを変更します。

7. ［Run as（実行者）］で指定されたユーザがプロファイルを実行するコンピュー

タにログオンしたときのみアプリケーションをバックアップするに、［Run only

if logged on（ログオンしたときにのみ実行）］を選択します。

8. スケジュールどおりにバックアップを実行するには、［Enabled (Scheduled task

runs at specified time)（有効（指定された時刻にスケジュールされたタスクを

実行））］を選択します。

9. バックアップを開始する前に、アクティブな Hyperion Enterprise または

Hyperion Enterprise Reporting アプリケーションのユーザに通知するには、

［Messaging（メッセージング）］で［Send a broadcast message（即時メッセージ

の送信）］を選択し、バックアップの何分前に即時メッセージを送信するか、

およびメッセージを何分間隔で送信するかを指定します。

10.［適用］をクリックします。

11. プロファイルの編集後、アプリケーション全体のバックアップロジックを編

集することができます。26 ページの「アプリケーション全体のバックアップ

ロジックの編集」を参照してください。編集しない場合は、［OK］をクリック

してください。

アプリケーション全体のバックアップロジックの
管理
プロファイルの作成後、アプリケーションのバックアップロジックを割り当てる

必要があります。

アプリケーション全体のバックアップロジックの選択

ä プロファイルのアプリケーション全体のバックアップロジックを選択するには、

次の手順に従います。

注： アプリケーションのバックアップロジックを割り当てるには、バックアッ

ププロファイルが必要です。22 ページの「バックアッププロファイルの作

成」を参照してください。

1. ［Application Backup（アプリケーションバックアップ）］ダイアログボックスの

［Backup Profiles（バックアッププロファイル）］でプロファイルを選択しま

す。
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2. ［ロジック］でアプリケーションを選択し、選択したアプリケーションのユー

ザ ID とパスワードを入力します。

注： ユーザ ID とパスワードは、Common Security Services のものでもネイティ

ブの Hyperion Enterprise のものでも、アプリケーションに合わせて使用

できます。

3. ［適用］をクリックします。

4. バックアッププロファイルとメソッドの作成後、アプリケーションバックアッ

プをスケジュールできます。27 ページの「アプリケーションバックアップの

スケジュール選択」を参照してください。作成しない場合は、［OK］をクリッ

クしてください。

アプリケーション全体のバックアップロジックの編集

ä アプリケーション全体のバックアップロジックを編集するには、次の手順に従い

ます。

1. ［タスク］メニューから［Backup Application(s)（バックアップアプリケーショ

ン）］を選択します。

［Application Backup（アプリケーションバックアップ）］ダイアログボックスが

開きます。

2. プロファイルを選択します。

3. ［ロジック］でアプリケーションを選択し、選択したアプリケーションのユー

ザ ID とパスワードを変更します。

注： ユーザ ID とパスワードは、Common Security Services のものでもネイティ

ブの Hyperion Enterprise のものでも、アプリケーションに合わせて使用

できます。

4. ［適用］をクリックします。

5. アプリケーション全体のバックアップメソッドの編集後、アプリケーション

バックアップのスケジュールを編集できます。28 ページの「アプリケーショ

ンバックアップのスケジュールの編集」を参照してください。編集しない場

合は、［OK］をクリックしてください。

アプリケーションバックアップのスケジュール管
理
プロファイルの作成後、バックアップをスケジュールする必要があります。
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アプリケーションバックアップのスケジュール選択

ä バックアッププロファイルをスケジュールするには、次の手順に従います。

注： アプリケーションバックアップのスケジュール作成には、バックアッププ

ロファイルとアプリケーションのバックアップロジックを割り当てる必要

があります。22 ページの「バックアッププロファイルの作成」および 25

ページの「アプリケーション全体のバックアップロジックの選択」を参照

してください。

1. ［Application Backup（アプリケーションバックアップ）］ダイアログボックスの

［Backup Profiles（バックアッププロファイル）］でプロファイルを選択しま

す。

2. スケジュールされたバックアップの頻度のパラメータを設定するには、

［Schedule（スケジュール）］の［Schedule Task（タスクのスケジュール）］を選

択します。

注： 表示されるオプションは、スケジュールされたタスクの選択内容によっ

て異なります。

l バックアップ頻度を日単位で設定するには、［日次］を選択します。

l バックアップ頻度を週単位で設定し、バックアッププロファイルを実行す

る曜日を指定するには、［週次］を選択します。

l バックアップ頻度を月単位で設定し、バックアッププロファイルを実行す

る月日を指定するには、［月次］を選択します。

l バックアップを 1 度行い、バックアッププロファイルを実行する日を指定

するには、［Once（1 回）］を選択します。

3. ［開始時刻］でバックアップの開始時刻を選択します。

4. ［Duration（期間）］でバックアップの［開始日］および［終了日］（オプショ

ン）を選択します。

5. ［Scheduled Task Completed（スケジュールされたタスクの終了）］で次の操作

を行います。

1. バックアップ後にタスクを削除するには、［Delete the task if it is not scheduled

to run again（再度実行がスケジュールされていない場合はタスクを削除す

る）］を選択します。

2. バックアップが指定した時間を超えた場合にタスクを停止するには、［Stop

the task if it runs hour(s) and minute(s)（指定の時間を超えたらタスクを停止

する）］を選択します。

6. ［OK］をクリックします。
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アプリケーションバックアップのスケジュールの編集

ä アプリケーションバックアップのスケジュールを編集するには、次の手順に従い

ます。

1. ［タスク］メニューから［Backup Application(s)（バックアップアプリケーショ

ン）］を選択します。

［Application Backup（アプリケーションバックアップ）］ダイアログボックスが

開きます。

2. プロファイルを選択します。

3. スケジュールされたバックアップの頻度のパラメータをリセットするには、

［Schedule（スケジュール）］の［Schedule Task（タスクのスケジュール）］を選

択します。

注： 表示されるオプションは、スケジュールされたタスクの選択内容によっ

て異なります。

l バックアップ頻度を日単位で設定するには、［日次］を選択します。

l バックアップ頻度を週単位で設定し、バックアッププロファイルを実行す

る曜日を指定するには、［週次］を選択します。

l バックアップ頻度を月単位で設定し、バックアッププロファイルを実行す

る月日を指定するには、［月次］を選択します。

l バックアップを 1 度行い、バックアッププロファイルを実行する日を指定

するには、［Once（1 回）］を選択します。

4. ［開始時刻］でバックアップの開始時刻を選択します。

5. ［Duration（期間）］でバックアップの［開始日］および［終了日］（オプショ

ン）を選択します。

6. ［Scheduled Task Completed（スケジュールされたタスクの終了）］で次の操作

を行います。

1. バックアップ後にタスクを削除するには、［Delete the task if it is not scheduled

to run again（再度実行がスケジュールされていない場合はタスクを削除す

る）］を選択します。

2. バックアップが指定した時間を超えた場合にタスクを停止するには、［Stop

the task if it runs hour(s) and minute(s)（指定の時間を超えたらタスクを停止

する）］を選択します。

7. ［OK］をクリックします。

バックアップの復元

ä バックアップされたアプリケーションを復元するには、次の手順に従います。

注： アプリケーションを復元するには、そのアプリケーションのバックアップ

を作成しておく必要があります。
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1. 次のどちらかのオプションを選択します。

l ［ファイル］メニューの［デスクトップ］から［アプリケーション］を選

択し、アプリケーションモジュールで、［タスク］メニューから［Backup

Application(s)（バックアップアプリケーション）］を選択します。

l ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］、［Hyperion Solutions］、

［Hyperion Enterprise］、［Hyperion Enterprise Application Backup］の順に選

択します。

［Application Backup（アプリケーションバックアップ）］ダイアログボックスが

開きます。

2. ［Backup Profiles（バックアッププロファイル）］でプロファイルを選択します。

3. ［復元］タブを選択します。

4. ［Selected Application To Restore（復元を選択したアプリケーション）］でバック

アップファイルの復元先のアプリケーションを選択します。

5. ［Selected Backup Application To Copy（コピーを選択したバックアップアプリ

ケーション）］で復元するアプリケーションバックアップファイルを選択し、

［復元］をクリックします。

6. 「ユーザー指定の場所への復元」から、「ユーザー指定の場所への復元」を選

択するか、バックアップアプリケーションを復元する場所を参照してから適

切な「アプリケーション ID」を指定します。

7. ［復元］をクリックします。

注： ［Selected Backup Application To Copy（コピーを選択したバックアップア

プリケーション）］のファイル一覧は、［Selected Application To Restore

（復元を選択したアプリケーション）］で行った選択内容に基づいて作成

されます。

8. ［閉じる］をクリックします。

即時メッセージ
バックアッププロファイルを作成後、バックアップが開始される前にバックアッ

プユーティリティによって即時メッセージが送信されます。バックアップユーティ

リティによりシステムにログオンしているユーザはロックされ、バックアップ中

はすべての処理が中断されます。

Hyperion Enterprise または Hyperion Enterprise Reporting のユーザには次のメッセー

ジが表示されます。

l バックアップ中にシステムにログオンしようとすると、"An Application Backup

is in progress. Please try logging in at a later time.（アプリケーションをバックアッ

プしています。しばらくしてからログインしてください。）"というメッセージ

が表示されます。

l バックアップの開始前にシステムにログインした場合は、"An Application Backup

is in progress.You should complete any work and exit immediately.If you remain logged

in, any processes you are running will be suspended while the backup occurs.（スケ

ジュールされたアプリケーションバックアップが X 分以内に開始されます。
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作業を完了し、すぐに終了してください。ログインしたままの場合、バック

アップが開始されると実行中の処理は中断されます。）"というメッセージが表

示されます（X は、［Messaging（メッセージング）］にバックアッププロファ

イルを作成したときに指定した分数です）。

［Application Backup（アプリケーションバックアッ
プ）］ウィンドウとダイアログボックスのヘルプ

［Application Backup（アプリケーションバックアッ
プ）］ダイアログボックスのオプション
システムで連結、データ読み込み、データ入力、仕訳帳入力などのタスクを行っ

ているときに使用してアプリケーションをバックアップします。

［Backup Profiles（バックアッププロファイル）］タブ

バックアッププロファイルの作成、アプリケーションの選択、バックアップアー

カイブの選択、有効な NT パスワードの設定、即時メッセージングサービスの有

効化を行うときに使用します。

［ロジック］タブ

アプリケーション全体のバックアップロジックを選択したり、選択したアプリケー

ションにユーザ ID とパスワードを設定したりするときに使用します。

［データ入力表］タブ

アプリケーションバックアップをスケジュールするときに使用します。

［復元］タブ

アーカイブからバックアップされたアプリケーションを復元するときに使用しま

す。

［Application Backup（アプリケーションバックアッ
プ）］ダイアログボックスのオプション：［Backup
Profiles（バックアッププロファイル）］タブ

プロファイル

ドロップダウンリストからバックアッププロファイルを選択するか、［New Profile

（新規プロファイル）］をクリックしてプロファイルを作成します。

選択可能なアプリケーション

一覧からバックアップするアプリケーションを選択します。
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Included Applications（含まれているアプリケーション）

バックアップするために選択されたアプリケーションの一覧を表示します。

Archive application backups to（アプリケーションバックアップのアーカイブ先）

［参照］をクリックしてアーカイブ場所を選択します。

Run as（実行者）

スケジュールしたバックアップを実行する Windows またはドメインで認証された

ユーザ名を入力します。

Set Password（パスワードの設定）

［Run as（実行者）］に指定されたユーザのパスワードを入力します。

Run only if logged on（ログオンしたときにのみ実行）

［Run as（実行者）］に指定されたユーザがコンピュータにログオンしたときにプ

ロファイルを実行する場合のみ選択します。

Enabled (Scheduled task runs at specified time)（有効（指定された時刻にスケジュー

ルされたタスクを実行））

スケジュールどおりにプロファイルを実行するときに選択します。

Send a broadcast message every minute(s) starting minute(s) prior to running the profile

（プロファイルを実行する何分前に即時メッセージを送信するか、およびメッセー

ジを何分間隔で送信するかの指定）

Hyperion Enterprise または Hyperion Enterprise Reporting コンポーネントのユーザ

に、アプリケーションバックアッププロセスが開始される前に即時メッセージを

送信するときに選択します。バックアップの何分前に即時メッセージを送信する

か、およびメッセージを何分間隔で送信するかを指定します。

［Application Backup（アプリケーションバックアッ
プ）］ダイアログボックスのオプション：［ロジッ
ク］タブ

Profile Applications（プロファイルアプリケーション）

バックアッププロセスに使用するアプリケーションの一覧を表示します。

Full Application Backup（アプリケーション全体のバックアップ）

アプリケーション全体をバックアップするときに選択します。

ユーザー名

［Profile Applications（プロファイルアプリケーション）］で選択したアプリケーショ

ンのユーザ ID を入力します。
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パスワード

［Profile Applications（プロファイルアプリケーション）］で選択したアプリケーショ

ンのパスワードを入力します。

［Application Backup（アプリケーションバックアッ
プ）］ダイアログボックスのオプション：［スケ
ジュール］タブ

Schedule Task（タスクのスケジュール）

アプリケーションをバックアップする頻度を選択します。

開始時刻

バックアップの開始時刻を選択します。

Schedule Task（タスクのスケジュール）、日次

バックアップ頻度を日単位で設定するときに選択します。

Schedule Task（タスクのスケジュール）、週次

バックアップ頻度を週単位で設定するときに選択します。

月 木 土

火 金 日

水   

バックアッププロファイルを実行する曜日を選択します。

Schedule Task（タスクのスケジュール）、月次

バックアップ頻度を月単位で設定するときに選択します。

Day（日）

バックアッププロファイルを実行する日を選択します。

1 月 4 月 7 月 10 月

2 月 5 月 8 月 11 月

3 月 6 月 9 月 12 月

バックアッププロファイルを実行する月を選択します。

Schedule Task（タスクのスケジュール）、Once（1 回）

バックアッププロファイルを 1 回実行するときに選択します。
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Run on（実行日）

バックアッププロファイルを実行する日を選択します。

開始日

バックアップの開始日を選択します。

終了日

バックアップの終了日を選択します。

Delete the task if it is not scheduled to run again（再度実行がスケジュールされていな

い場合はタスクを削除する）

バックアップ後にタスクを削除することを選択します。

Stop the task if it runs hour(s) and minute(s)（指定の時間を超えたらタスクを停止す

る）

バックアップが指定した時間を超えた場合にタスクを停止することを選択します。

［Application Backup（アプリケーションバックアッ
プ）］ダイアログボックスのオプション：［復元］
タブ

Application backup archive location（アプリケーションバックアップのアーカイブ

場所）

アプリケーションバックアップのアーカイブ場所を表示します。

Selected Application To Restore（復元を選択したアプリケーション）

バックアップを復元するアプリケーションを選択します。

Selected Backup Application To Copy（コピーを選択したバックアップアプリケー

ション）

復元するアプリケーションバックアップファイルを選択します。

アプリケーションデザイン上の考慮事項
Hyperion Enterprise でアプリケーションを作成する前に、そのアプリケーション設

定とセキュリティデザインを決定する必要があります。

後で変更できないアプリケーション設定
アプリケーション構造は［新規アプリケーション］ダイアログボックスの［設定

オプション］で選択した設定によって決定され、変更できません。変更できない

設定を変更する必要が生じたら、アプリケーションを抽出して、適切な設定で定

義した新規アプリケーションに読み込む必要があります。
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アプリケーションを作成する場合、連結詳細を保存するかどうか、また組織構造

が時間の経過に伴って変化できるかどうかなど、変更できないアプリケーション

設定を指定します。［新規アプリケーション］ダイアログボックスの［設定オプ

ション］で行った決定は、システムパフォーマンスとディスク記憶領域の必要条

件に大きな影響を与えます。

後で変更できないアプリケーション設定の使用を開始すると、機能に必要なディ

スク記憶領域と処理が増えるため、システムパフォーマンスに影響を与えること

があります。例えば、換算の詳細を保存すると、保存されるデータの量が増えま

す。各機能を評価し、アプリケーションの現在および将来の条件に必要な機能の

みを有効にする必要があります。特定のデザイン決定やワークステーション、

サー、ネットワークの必要条件について詳しくは、Oracle のサポート担当者に連

絡してください。

記憶領域と処理をさらに必要とする設定はオプションですが、これらのオプショ

ンを設定した後で変更するには、アプリケーションを抽出し、設定を変更した新

規アプリケーションを作成して、アプリケーションを読み込んで再連結を行う必

要があります。これらの設定を行うと、法的および管理上のレポート必要条件な

ど、さまざまな必要条件に合わせてアプリケーションを調整することができます。

セキュリティ
初のアプリケーションを定義する前に、システムセキュリティをどのように実

装するかを定義する必要があります。セキュリティの実装と維持を簡単にするた

め、アプリケーションの構築を開始する前にアプリケーション要素のユーザグルー

プとセキュリティクラスを設定する必要があります。ユーザ、ユーザグループ、

アプリケーション要素、セキュリティクラスを追加して、ユーザをロックアウト

せずにセキュリティを拡張することができます。

セキュリティはアプリケーション要素を作成したときに割り当てられるため、ア

プリケーション要素を作成した後にシステム全体でセキュリティを変更するのは

困難です。アプリケーション要素を定義した後でセキュリティに大幅な変更を加

える必要がある場合、セキュリティを抽出してテキストエディタで編集し、再度

読み込みます。

API リファレンス
『Hyperion Enterprise API リファレンス』を使用して、Hyperion Enterprise と相互作

用するプログラムを開発し、既存の Hyperion Enterprise アプリケーションをカス

タマイズすることができます。『Hyperion Enterprise API リファレンス』では、ア

プリケーション要素、勘定科目残高、親子関係データ、仕訳帳の詳細などにアク

セスできる Hyperion Enterprise アプリケーションプログラミングインターフェイ

ス（API）に高レベルでアクセスできます。
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2
アプリケーションの作成

この章の内容

アプリケーションの概要. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 35

アプリケーションオプション . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 35

アプリケーションの定義. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44

この章では、Hyperion Enterprise でアプリケーションを作成するために必要となる

作業および考慮事項について説明します。

アプリケーションの概要
アプリケーションとは、組織、勘定科目、データ種別など、まとめて使用する要

素のセットのことです。アプリケーションは必要な数だけ作成できます。例えば、

複数の組織の税務データのレポートを作成するアプリケーションを設定し、他の

組織の証券取引委員会（SEC：Security and Exchange Commission）データのレポー

トを作成するアプリケーションを別に作成できます。

アプリケーションは、次の 3 つの基本的な手順に従って作成します。

l アプリケーション情報を保存する場所およびアプリケーションを構成する方

法を指定するアプリケーションシェルを作成します。 初にアプリケーショ

ン ID および説明を定義し、データベースサーバまたはアプリケーションのシ

ステムファイル、データおよびレポートのパスを指定する必要があります。

連結詳細を保存するかどうか、仕訳帳に自動的に番号を付けるかどうかなど、

アプリケーションが作成された後では変更できないその他のオプションを定

義します。

l セキュリティ、勘定科目表、エンティティと組織、ロジックおよびその他の

アプリケーション要素を定義します。

l アプリケーションのデフォルトの通貨換算、連結および保護勘定科目のオプ

ションを設定します。

アプリケーションオプション
アプリケーションを作した場合は、アプリケーション ID、ドライバおよび他の

セットアップオプションを指定する必要があります。システムは、これらのオプ

ションを使用してアプリケーションの構造を形成する表を構築します。これらの

オプションの一部は、転結詳細の領域を予約するかどうかなど、アプリケーショ
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ンが必要とするディスク領域の量に影響します。他のオプションは、仕訳帳に自

動的に番号を付けるかどうかなど、アプリケーション全体の動作に影響します。

注： ［新規アプリケーション］ダイアログボックスを閉じた後は、これらのオプ

ションを変更できません。

アプリケーションの作成時には次のオプションを指定する必要があります。

l ドライバ

l アプリケーションカレンダー

l エラーログオプション

l 期間およびデータ種別ごとの親子関係

l 期別連結

l Input Shares（株式の入力）

l 連結の詳細

l Statutory Consolidation Engine（SCE）の使用

l Share Subaccount Signatures（サブ勘定科目の記号を共用）

l 子のレート勘定科目を使用

l 仕訳帳に自動的に番号を付ける

l アプリケーション読み込みの 適化

図 3 に、［新規アプリケーション］ダイアログボックスを示します。

図 3 ［新規アプリケーション］ダイアログボックス
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［ドライバ］オプション
アプリケーションを、ファイルサーバまたはスタンドアロンコンピュータのどち

らのファイルベースのシステムに保存するかはドライバによって指定されます。

［アプリケーションカレンダー］オプション
アプリケーションで財務データを保存する期間または時間の単位はアプリケーショ

ンカレンダーによって指定されます。システムにはアプリケーション内の期間を

定義する 13 のカレンダーシステムファイルが含まれています。カレンダーファイ

ルによって、1 年の日数、週の数、四半期の数、三半期の数および半期の数が定

義されます。標準のカレンダーシステムファイルでは、1 年には平日が 260 日、

52 の週、12 の月、4 つの四半期、3 つの三半期および 2 つの半期があります。

また、標準のシステムファイルで会計年度の開始月を定義します。月次の期間単

位があるデータ種別の標準の開始月は 1 月です。標準の 12 の月次期間ではなく 13

の月次期間をアプリケーションに含めるには、LOAD13M.PER ファイルを選択し

ます。標準のシステムカレンダーのファイル形式については、438 ページの「カ

レンダーファイルの書式」を参照してください。

表 2 に、使用可能なカレンダーファイルを示します。必要なカレンダーファイル

が提供されていない場合は、Oracle サポート担当者にお問い合わせください。

表 2 カレンダーファイル

カレンダーファイル 会計年度の定義

LOAD.PER 1 月を会計年度の開始月とする。

LOADJAN.PER 1 月を会計年度の開始月とする。

LOADFEB.PER 2 月を会計年度の開始月とする。

LOADMAR.PER 3 月を会計年度の開始月とする。

LOADAPR.PER 4 月を会計年度の開始月とする。

LOADMAY.PER 5 月を会計年度の開始月とする。

LOADJUN.PER 6 月を会計年度の開始月とする。

LOADJUL.PER 7 月を会計年度の開始月とする。

LOADAUG.PER 8 月を会計年度の開始月とする。

LOADSEP.PER 9 月を会計年度の開始月とする。

LOADOCT.PER 10 月を会計年度の開始月とする。

LOADNOV.PER 11 月を会計年度の開始月とする。

LOADDEC.PER 12 月を会計年度の開始月とする。

LOAD13M.PER 1 月を会計年度の開始月とする 13 の月次期間を持つ。
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データ種別を定義する場合は、その期間単位を指定して、そのデータ種別の 1 年

間の期間の数を決定します。例えば、データ種別の期間単位を週次に設定した場

合は、1 年間に 52 期間のデータを収集できます。データ種別を定義する方法につ

いては、164 ページの「データ種別の定義」を参照してください。

抽出ファイルの変換
抽出ファイルの変換を使用すると、Hyperion Enterprise 4.7 から 6.5 で作成されたア

プリケーションから、Hyperion Enterprise 6.5.1 アプリケーションを構築できます。

このオプションを使用すると、このファイルの情報に基づいてアプリケーション

の設定が完了します。詳しくは、『Hyperion Enterprise インストールガイド』を参

照してください。

エラーログオプション
［エラーログ］オプションを使用すると、エラーログを保存する方法を指定できま

す。現在のセッションのエラーログを 後のセッションのエラーログに追加する

か、または Hyperion Enterprise を終了するたびにエラーログを消去するように指

定できます。

［期間およびデータ種別ごとの親子関係］オプショ
ン
時間の経過による親子関係の変化を調整し、追跡する必要がある場合は、［期間お

よびデータ種別ごとの親子関係］オプションを使用できます。このオプションを

使用すると、現在と将来の期間に対して組織を再編成し、以前のレポート期間の

組織の履歴は残されます。

このオプションを使用する場合は、期間とデータ種別の組み合わせごとの組織構

造を作成する必要がありますが、既存の組織構造を別のデータ種別や期間にコピー

することもできます。期間およびデータ種別ごとの親子関係については、216 ペー

ジの「連動組織」および226 ページの「組織構造のコピーおよび貼り付け」を参

照してください。

注： このオプションを使用した場合、複数の期間を選択すると連結および計算

式の実行に時間がかかる場合があります。

［期別連結］オプション
データ種別累計の代わりにデータを期別で連結するように指定できます。連結ロ

ジック、トランザクションロジックおよび連結は、この設定を選択したかどうか

に基づきます。入力ロジックは、データ種別のデータ表示形式に基づきます。
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［株式の入力方法］オプション
［株式の入力方法］オプションを使用すると、アプリケーション内のエンティティ

間の直接的な親子関係を入力する方法を指定できます。株式は株単位または比率

で入力できます。エンティティ所有株とエンティティ発行済み株式の数を入力す

るには、［単位］を選択します。エンティティが所有する比率を入力するには、［比

率］を選択します。詳しくは、203 ページの「エンティティの設定」を参照して

ください。

注： このオプションは、［期間およびデータ種別ごとの親子関係］オプションが

選択されている場合にのみ使用可能です。

［連結詳細］オプション
子エンティティのデータを親エンティティに連結した結果生じる値を連結詳細と

して保存できます。連結詳細を保存すると、それぞれの子の詳細監査証跡を個別

に得ることができます。この監査証跡は、法定レポートの必要条件など、さまざ

まなレポートの必要条件に使用できます。

図 4 に、連結詳細のために保存された値のレポートを示します。

図 4 連結詳細レポート

前の図では、France、Israel および Norway の 3 つの子エンティティが親 HQ に集

計されます。各国の数値はそれぞれの子エンティティの現地通貨での値です。そ

の他の数値は、それぞれの子エンティティと親エンティティの関係に対して連結

詳細として保存された値です。

注： 値は HQ 列には保存されません。これらの数値は、レポートに含まれてい

る場合にのみ表示されます。

図 5 に、連結詳細に保存された値がどのように派生しているかを示します。
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図 5 連結詳細のデータフロー

前の図では、子エンティティの現地通貨のデータは現地通貨の為替レートで親の

通貨に変換されます。換算ロジックを定義して、デフォルトの換算方法を上書き

できます。子エンティティの値は連結時にその親に集計されるので、システムで

は次の情報を保存できます。

l デフォルトの換算ロジックまたは特定の換算ロジックの結果を換算の詳細と

して保存します。換算の詳細として保存された値は、連結比率を乗算して親

に集計されます。連結比率は、親とその子の間の出資比率と支配比率に基づ

きます。これらの値は親エンティティの通貨で保存されます。換算ロジック

について詳しくは、249 ページの「ロジックの設定」を参照してください。

l 連結ロジックの更新ルールトランザクションの結果を比率の詳細および消去

の詳細として保存します。更新ルールを使用して、比率詳細、消去詳細また

は親の消去詳細に値を分配します。詳しくは、255 ページの「更新ルール」を

参照してください。

l 親子のエンティティのペアへの仕訳帳入力結果を親の調整の詳細として保存

します。

l 比率、消去および親の調整の詳細の合計が調整後の値です。調整後の値を保

存する場合は、これらの詳細構成要素を保存する必要があります。
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アプリケーションの作成時に、アプリケーションによって保存される連結詳細の

要素を設定します。連結詳細値は［データベース］ウィンドウまたは［データ入

力表］ウィンドウに表示できます。連結の設定については、61 ページの「連結

の設定」を参照してください。調整後の値の表示方法については、『Hyperion

Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

［換算の詳細］オプション
［換算の詳細］オプションを使用した場合は、異なる通貨で親に集計される各エン

ティティの変換された値が保存されます。換算の詳細は、換算ロジックを適用し

た結果です。

注： 親エンティティの通貨の換算演算子を変更しても、その親の子エンティティ

の表示は変わりません。

［データベース］ウィンドウに表示される値は、親の通貨に換算された子の値で

す。親の通貨と異なる通貨を持つエンティティのみ、この詳細がシステムによっ

て保存されます。アプリケーションの通貨が米国ドルと仮定します。子の通貨が

ユーロで親の通貨がユーロの場合は、換算の詳細を保存しないで親に集計します。

ただし、子の通貨がユーロで親の通貨がクローネの場合は、2 つの換算が実行さ

れます。 初に子の値がドルに換算されます。この値は保存されません。次に、

子の値がアプリケーションの通貨から親の通貨であるクローネに換算され、この

値が保存されます。

注： グローバル勘定グループ以外のグループに保存されたレートがあった場合

は、親のレート値および子のレート値を使用して換算が実行されます。

換算詳細を保存しない場合は、換算された親エンティティを設定してこの詳細を

取り込むことができます。これを行うには、異なる通貨で親に集計されるそれぞ

れの子の換算された親エンティティを定義する必要があります。

［比率と消去の詳細］オプション
［比率と消去の詳細］オプションを使用すると、連結処理時にエンティティの比率

と消去の詳細を保存してレポートできます。比率の詳細には、システムによって

連結ロジックが実行された後の換算後の値が含まれ、それぞれの子の連結比率に

適用されます。消去の詳細には、それぞれの子に対してシステムが処理したすべ

ての会社間消去が含まれます。比率と消去の詳細を保存する場合は、この詳細を

保存する特定のデータ種別と親エンティティを選択できます。

［親の調整の許可］オプション
［親の調整の許可］オプションを使用すると、仕訳帳を使用して子が親会社のデー

タを調整できるかどうかを指定できます。親会社のデータを調整する場合は、エ

ンティティおよびその親を指定する必要があります。このエンティティと親の関

係をノードと呼びます。アプリケーションに対してこのオプションを選択すると、
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［組織］ウィンドウ内の［詳細設定オプション］ダイアログボックスの［親の調整

の許可］が有効になります。組織内のエンティティを定義する場合は、個々のノー

ドに対してこのオプションを選択します。

特定のエンティティに対して親の調整を可能にするかどうかを指定する方法につ

いては、208 ページの「エンティティのデフォルトの設定」および210 ページの

「エンティティの定義」を参照してください。親会社のデータの調整方法について

は、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

各ノードの連結詳細の一部として、親の調整残高が保存されます。このオプショ

ンを選択してもパフォーマンスに影響しませんが、親のデータを煩雑に調整する

と連結および計算式の実行に時間がかかる場合があります。

注： 調整後の詳細の保存と処理は、システムのパフォーマンスに影響を与えま

す。使用しているシステムに連結の詳細の保存および処理のための能力が

あることを確認してください。

Statutory Consolidation Engine（SCE）の使用

Statutory Consolidation Engine（SCE）は、連結のパフォーマンスと機能を向上させ

る必要がある場合に、アプリケーションのデータ密度が低く、次のいずれかの状

態が該当するときに使用できます。

l 勘定科目表のサイズが、会社間詳細の多用により増大している。

l 会社間トランザクションに暫定的なルールを定義する必要がある。

l 営業権や少数株主持分などの項目と連結のリザーブを計算するために、複雑

な連結ロジックを定義する必要がある。

l 連結処理の詳細な監査証跡が必要である。

Statutory Consolidation Engine は、連結エンティティの換算表、比率表、消去デー

タ表への Hyperion Enterprise による書き込み処理を上書きします。SCE を使用す

ると、次の 2 点により Hyperion Enterprise の換算および連結処理のパフォーマン

スレベルが改善されます。

l SCE は、配賦先の勘定科目ではなく配賦元の勘定科目ごとに計算式を算出しま

す。

l SCE は、影響を受ける連結を親ごとではなく子ごとに実行します。

Statutory Consolidation Engine について詳しくは、『Hyperion Enterprise Statutory

Consolidation Engine ガイド』を参照してください。

［サブ勘定科目の記号を共有］オプション
新規サブ勘定科目 ID が既存のサブ勘定科目と一致する場合、同じ内部識別子を使

用するか、または同じ記号を使用するかを指定できます。［サブ勘定科目の記号を

共用］オプションを使用した場合、アプリケーション内で同じ ID を持つすべての

サブ勘定科目は同じ内部識別子を使用します。このオプションを使用しない場合

は、既に存在するサブ勘定科目 ID が新規サブ勘定科目の ID と一致するかどうか

にかかわらず、アプリケーション内に作成する各サブ勘定科目は一意の内部識別
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子を持ちます。詳しくは、284 ページの「表内のサブ勘定科目の定義」を参照し

てください。

［子のレート勘定科目を使用］オプション
［子のレート勘定科目を使用］オプションを使用すると、子エンティティおよび親

エンティティの非グローバル為替レートを子レベルのレート勘定科目に読み込む

ことができます。このオプションを選択した場合は、通貨換算時に親の為替レー

トおよび子の為替レートが子のエンティティから取得されます。

図 6 に、［子のレート勘定科目を使用］オプションを選択しない場合の換算処理を

示します。この場合は、親の為替レート NONGLOBALRATE.USD は親エンティティ

から取得され、子の為替レートは子のエンティティから取得されます。

図 6 ［子のレート勘定科目を使用］オプションを使用しない換算

［子のレート勘定科目を使用］オプションを選択すると、親および子のレートは子

の非グローバル勘定科目から取得されます。図 7 に、［子のレート勘定科目を使

用］オプションを選択した換算を示します。

図 7 ［子のレート勘定科目を使用］オプションを使用する換算

［仕訳帳に自動的に番号を付ける］オプション
システムによって仕訳帳に自動的に番号を順番に付けるかどうかを指定できます。

監査する仕訳帳入力の順序を指定するには、［仕訳帳に自動的に番号を付ける］オ

プションを使用します。このオプションを使用しない場合は、仕訳帳の ID のみが

アプリケーション内の仕訳帳の識別子となります。詳しくは、156 ページの「デー

タ種別」を参照してください。
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［アプリケーション読み込みの 適化］オプション
アプリケーションで使用する勘定科目、エンティティ、データ種別、レポートの

数を指定できます。この情報によって、システムは ASCII テキストファイルから

のアプリケーション要素の 初の読み込みを 適化できます。テキストファイル

からアプリケーションを 初に読み込んだ後は、このオプションは無効になりま

す。

アプリケーションの定義
アプリケーションを定義するときは、ID、説明およびアプリケーションの保存場

所を指定します。また、アプリケーションで必要な表の構造を作成する前に、シ

ステムで必要となる他のオプションを指定します。これらのオプションには、ア

プリケーションで長期にわたる組織構造の変更を追跡するかどうか、連結詳細を

保存するかどうかなどを指定するオプションがあります。レポートの必要条件に

応じてアプリケーションを定義します。

アプリケーションは、ファイルサーバ、スタンドアロンパーソナルコンピュータ

またはデータベースサーバ上に作成できます。アプリケーションをファイルサー

バまたはスタンドアロンコンピュータ上に作成すると、指定したパスに基づくサ

ブディレクトリがシステムによって作成されます。アプリケーションパスを指定

した後、その他のすべてのパスのテキストボックスでアプリケーションパスを表

す@APP を指定できます。これを行うと、各パスのアプリケーションディレクト

リの下にサブディレクトリが作成されます。

例えば、アプリケーションのディレクトリとして<インストールディレクトリ>

\Hyperion Solutions\Hyperion Enterprise\TAXを、レポート用のパスとして

@APP\REPORT を指定した場合は、図 8 に示すように<インストールディレクトリ>

\Hyperion Solutions\Hyperion Enterprise\TAX\REPORTというサブディレク

トリが作成されます。
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図 8 TAX アプリケーションのディレクトリ構造

作成した各アプリケーションに関する情報は、hypent.ini ファイルおよび

application.iniファイルに保存されます。ここで、application はアプリケーション

ID の 初の 6 文字、チルダ（~）、およびファイル名を一意にするための番号で

す。例えば、アプリケーション ID が Worldwide の場合は、INI ファイルの名前は

worldw~1.iniです。アプリケーションを編集したりユーザデフォルトを変更した

りした場合は、hypent.iniおよび application.iniファイルが更新されます。

注： 長いファイル名をサポートしているオペレーティングシステムを使用して

いる場合は、application.iniファイルにはアプリケーション ID のすべての

文字が含まれます。

アプリケーションのデータ、レポート、インボックスまたはアウトボックスのパ

スを編集すると、application.iniファイルに変更内容が記録され、指定に基づい

てディレクトリおよびサブディレクトリが作成されてデータは新しいディレクト

リに保存されます。以前に保存されたデータの削除や移動は行われません。既存

のファイルは、Windows のファイルマネージャまたは他のファイル管理ツールを

使用して古いデータパスから新しいパスへ移動する必要があります。アプリケー
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ションを編集する場合は、アプリケーション ID またはアプリケーションパスを変

更できません。

アプリケーションを作成した後、次のタスクをこの順序で実行してアプリケーショ

ン要素を定義します。

l アプリケーションに必要なセキュリティクラス、ユーザおよびグループを定

義します。詳しくは、第 4 章「セキュリティの設定」を参照してください。

l エンティティ、勘定科目、仕訳帳およびロジックのコードを定義します。詳

しくは、179 ページの「コードの定義」を参照してください。

l データ種別および期別替を定義します。詳しくは、164 ページの「データ種別

の定義」および169 ページの「期別替セットの定義」を参照してください。

l 通貨を定義します。詳しくは、182 ページの「通貨の定義」を参照してくださ

い。

l 勘定科目表を定義し、グローバル勘定グループ内に換算レート勘定科目を作

成します。詳しくは、第 9 章「勘定科目の定義」を参照してください。

l アプリケーション基本通貨とデフォルトの通貨換算レート勘定科目およびロ

ジックを定義します。詳しくは、50 ページの「通貨換算のデフォルトの設

定」を参照してください。

l エンティティおよび組織を定義します。詳しくは、216 ページの「連動組織」

および203 ページの「エンティティの設定」を参照してください。

l 入力ロジック、換算ロジックおよび連結ロジックを定義します。詳しくは、

249 ページの「ロジックの設定」を参照してください。

ä アプリケーションを定義するには、次の手順に従います。

1 次のいずれかの操作を行います。

l デスクトップからアプリケーションを作成するには、［ファイル］メニューか

ら［新規アプリケーション］を選択します。

l アプリケーションを編集するには、編集するアプリケーションを開きます。

次に、［アプリケーション］ウィンドウで、［ファイル］メニューから［アプ

リケーションの属性］を選択します。

2 ID、説明、ドライバ、およびカレンダーを指定し、［次へ］を選択します。

3 ファイルサーバまたはデータベースサーバにアプリケーションを作成するために必要

な情報を指定し、［次へ］を選択します。

4 アプリケーションオプションを指定し、［次へ］を選択します。

5 次のいずれかの操作を行います。

l ASCII テキストファイルから大きなアプリケーションを読み込む場合は、アプ

リケーション読み込みファイルに含まれている勘定科目、エンティティ、デー

タ種別およびレポートの個数を指定し、［終了］を選択します。

l 小さなテキストファイルからアプリケーションを作成する場合、またはアプ

リケーションの作成にテキストファイルを使用しない場合は、［終了］を選択

します。
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ユーザアカウント制御機能（UAC）
Windows Vista および Windows 2008 Server のユーザアカウント制御では、安全では

ない可能性があるソフトウェアが明示的な許可なくコンピュータに変更を加える

ことができないため、コンピュータの安全性とセキュリティが向上します。

ユーザアカウント制御（UAC）機能に対応するため、インストールプロセスで

HYPENT_HOMEフォルダが作成されます。このフォルダには、hypent.iniおよび

repeng.iniの Hyperion Enterprise システム INI ファイルが含まれています。

HYPENT_HOMEの場所はインストールプロセスで定義できます。Windows Vista およ

び Windows 2008 Server の新たなセキュリティ機能によって、この 2 つの Hyperion

Enterprise システム INI ファイルは WINDOWS システムフォルダから

HYPENT_HOMEフォルダに移動されます。

<application>.iniファイルはアプリケーションフォルダ内に存在します。

注： インストール時にシステム全体のファイルの場所を指定する場合、デフォ

ルトの<Install Drive\hypent_home>を選択するか、カスタムの場所を指

定します。Program Files フォルダまたは Windows フォルダは選択しないで

ください。

Hypent.ini ファイル

hypent.iniファイルは、すべてのアプリケーションに適用される指示が含まれて

いるデフォルトセクションと各アプリケーションのセクションで構成されていま

す。アプリケーションが作成されると、そのアプリケーションのセクションが

hypent.iniファイルに追加されます。アプリケーションを編集したりアプリケー

ションのユーザデフォルトを変更したりした場合は、hypent.iniファイルが変更

されて変更内容が反映されます。アプリケーションが削除された場合は、そのア

プリケーションのセクションが hypent.iniファイルから削除されます。

hypent.iniファイルについて詳しくは、436 ページの「Hypent.ini のサンプルファ

イル」を参照してください。

hypent.iniファイルには、ユーザが定義した各アプリケーションに関する次の情

報が格納されます。

l アプリケーションパス、ID および説明。詳しくは、44 ページの「アプリケー

ションの定義」を参照してください。

l 組織、エンティティ、データ種別、期間、勘定科目およびデータ入力表のデー

タの視点。詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してく

ださい。

l 色の選択やユーザパスなどのユーザ設定情報。詳しくは、『Hyperion Enterprise

セットアップガイド』を参照してください。

Application.ini ファイル

アプリケーションが作成されるとアプリケーションのディレクトリに

Application.iniファイルが作成されます。application にはアプリケーションの名

前が入ります。このファイルには、次の情報が含まれています。
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l レポートパス

l データパス

l インボックスパス

l アウトボックスパス

l アプリケーション基本通貨

l デフォルトの通貨換算

l 通貨換算のレート勘定科目

l 保護勘定科目

l 換算ロジックを常に実行するかどうかの指定

application.iniファイルについて詳しくは、428 ページの「Application.ini のサン

プルファイル」を参照してください。

注： application.iniファイルを直接編集しないでください。このファイルは、変

更が行われたときにシステムによって更新されます。

アプリケーションパスについて詳しくは、44 ページの「アプリケーションの定

義」を参照してください。アプリケーション基本通貨およびデフォルトの通貨換

算またはレート勘定科目の設定について詳しくは、50 ページの「通貨換算のデ

フォルトの設定」を参照してください。保護勘定科目について詳しくは、52 ペー

ジの「保護勘定科目の選択」を参照してください。

Hyperion Enterprise Web のアプリケーションを設定するには、『Hyperion Enterprise

インストールガイド』の「追加のインストール手順」の章を参照してください。
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アプリケーション保守の概要
アプリケーションを作成する場合、アプリケーション情報の保存場所およびアプ

リケーションの設定方法を指定するシェルを作成します。セキュリティ、勘定科

目表、エンティティと組織、ロジックなどのアプリケーション要素を定義します。

アプリケーションのこれらの要素を定義するか、またはこれらの要素の定義を含

んでいるアプリケーションの ASCII テキストファイルを読み込むことができます。

アプリケーション要素を作成した後に、データを表示する数値書式や通貨換算の

ルールなどのアプリケーション全体に影響を与える他の設定を行うことができま

す。

データをデータ種別の間で移動したり、データ種別の日付を更新するには、期別

替を実行します。データ種別モジュールの［期別替］ウィンドウで期別替を設定

しますが、［アプリケーション］ウィンドウで期別替を実行します。

［アプリケーション］ウィンドウ
［アプリケーション］ウィンドウでは、アプリケーション全体に影響を与えるオプ

ションの選択、および通貨換算や連結のデフォルトの設定ができます。保護勘定

科目、数値書式、仕訳帳、アプリケーションのログオプションも選択できます。
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［アプリケーション］ウィンドウのオプションを使用するには、アプリケーション

に勘定科目、エンティティ、およびロジックが含まれている必要があります。

図 9  ［アプリケーション］ウィンドウ

［アプリケーション］ウィンドウのタブを次に示します。

l ［換算］：アプリケーション基本通貨の詳細を選択できます。デフォルトの換

算レート勘定科目およびアプリケーションデータのデフォルトの換算方法を

設定できます。［期別値］を選択すると期別値を入力できます。

l ［オプション］：アプリケーションの数値書式の定義および保護勘定科目が表

示されます。仕訳帳オプションでは、ステータスの承認を使用するかどうか、

仕訳帳を転記、再転記、および編集するときに計算式を実行するかどうかを

選択できます。データベースのログオプションを設定して、アプリケーショ

ンを参照のみモードに設定できます。

l ［アプリケーションサーバー］：アプリケーションサーバ ID および

HEServers.xmlファイルの場所を表示します。［参照］ボタンをクリックし

て、デフォルトの HEServers.xmlファイルの場所を変更します。

l ［ユーザー］：アプリケーションにログオンしているユーザの追跡や、ユーザ

が実行しているタスクの識別が可能です。また、アプリケーションがデータ

サーバでクライアントモードのときには即時メッセージを送信できます。シ

ステムでデータサーバサービスが有効の場合、管理者はユーザに即時メッセー

ジを送信できます。ユーザ一覧を更新することもできます。

アプリケーションオプション
アプリケーションを作成する場合に、［アプリケーション］ウィンドウで通貨換算

のデフォルト、仕訳帳オプション、保護勘定科目、数値書式を設定する必要があ

ります。

通貨換算のデフォルトの設定
各アプリケーションに対してアプリケーション基本通貨を選択し、通貨換算のデ

フォルトを設定する必要があります。アプリケーション基本通貨は、通常は本社

のレポート通貨です。システムはすべての通貨をアプリケーション基本通貨と関

連させて換算します。例えば、米国ドルがアプリケーション基本通貨の場合にユー
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ロをイギリスポンドに換算するには、まずユーロが米国ドルに換算され、次にそ

の米国ドルがイギリスポンドに換算されます。通貨を定義する方法については、

182 ページの「通貨の定義」を参照してください。

通貨換算を設定するときは、通貨レート勘定科目、および値の換算を期別値と累

積値のどちらに基づいて実行するかを指定します。期別値は、現在の期間と前の

期間のローカル値と、前の期間の換算後の値に追加される現在の期間の累積値か

ら算出される差異です。累積値では、データ種別累計値とレート勘定科目が使用

されます。

通貨レート勘定科目を 1 つ設定し、収益、費用、およびフローの勘定科目に期別

値または累積値を指定し、資産、負債、および残高の勘定科目に異なるレート勘

定科目とロジックを設定できます。換算ロジックについて詳しくは、244 ページ

の「ロジック」を参照してください。デフォルトの通貨ロジックの上書きについ

ては、391 ページの「PVA - 期別値で換算関数」および400 ページの「VAL - 累積

値で計算関数」を参照してください。

通貨換算は連結の際に実行されます。通貨換算を設定する前に、アプリケーショ

ン通貨とレート勘定科目を定義する必要があります。レート勘定科目とは、通貨

サブ勘定科目表が添付されている勘定科目です。デフォルトのレートを使用して

換算を定義することも、換算ロジックに別のレート勘定科目や計算を指定するこ

ともできます。詳しくは、第 9 章「勘定科目の定義」を参照してください。

アプリケーション通貨、レート勘定科目、または勘定科目のデフォルトの換算を

変更すると、データを含むすべての親の連結ステータスが「影響あり」に変わり

ます。詳しくは、付録 A「連結ステータス」を参照してください。

ä 通貨換算のデフォルトを設定するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［換算］タブを選択します。

2 アプリケーション通貨、レート勘定科目、および収益、費用、フローの勘定科目の計

算を指定し、資産、負債、残高の勘定科目のレート勘定科目と計算を指定します。

3 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

アプリケーションの仕訳帳オプションの選択
仕訳帳の承認ステータスを使用するかどうか、および仕訳帳を転記、再転記、ま

たは編集するときに計算式を自動的に実行するかどうかを選択します。これらの

オプションは随時変更できます。

［ステータスの承認］オプションを使用する必要がなくなった場合は、このオプ

ションを変更する前に承認済仕訳帳をすべて転記または編集します。これを行わ

ないと、承認済仕訳帳にアクセスできなくなります。『Hyperion Enterprise ユーザ

ガイド』を参照してください。

注： ［計算の実行］オプションを選択すると情報を処理するための時間がさらに

必要になり、仕訳帳の転記に時間がかかることがあります。

ä アプリケーションの仕訳帳オプションを選択するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［オプション］タブを選択します。
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2 次のオプションの 1 つまたは両方を選択します。

l 仕訳帳を転記する前に仕訳帳をすべて承認するには、［ステータスの承認］を

選択します。

l 仕訳帳を転記、転記取消、または編集するときに計算式を実行するには、［計

算の実行］を選択します。

3 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

保護勘定科目の選択
レポート期間を保護する前に、システムは［アプリケーション］ウィンドウで指

定した勘定科目を使用して勘定科目の値を確認します。期間を保護する場合、保

護勘定科目の値がゼロになっている必要があります。通常は、残高勘定科目が保

護勘定科目として選択されます。保護勘定科目を割り当てる前に、勘定科目表に

勘定科目を定義する必要があります。勘定科目を定義する方法については、第 9

章「勘定科目の定義」を参照してください。期間の保護について詳しくは、

『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

ä 保護勘定科目を選択するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［オプション］タブを選択します。

2 保護勘定科目を指定するには、次のいずれかの操作を行います。

l ［保護勘定科目］に勘定科目 ID を入力します。

l 勘定科目 ID を知らない場合は、 をクリックしてリストから勘定科目を選択

します。

ヒント： 値を指定してその値に一致する 初の勘定科目を表示するには、テ

キストボックスに勘定科目 ID の先頭の何文字かを入力します。そ

の値と一致する次の勘定科目をハイライトするには、［>>］を選択

します。

3 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

数値書式の設定
アプリケーションの数値書式は、アプリケーションにアクセスする各ワークステー

ションの Windows 国際数値フォーマットを使用するか、［アプリケーション］ウィ

ンドウで指定するカスタム数値フォーマットを使用して設定します。数値書式を

変更すると、その数値書式は［データベース］ウィンドウおよび［データ入力］

ウィンドウで使用されます。［データベース］ウィンドウおよび［データ入力］

ウィンドウのデータは、単位指定されていない保存データ用の区切り文字を使用

して表示されます。これらの区切り文字の意味は次のとおりです。

l 小数（ .）

l 千（'）

l 百万（''）

l 10 億（'''）
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例えば単位が 0 の場合、次の書式が表示されます。

9'''999''999'999.99

例えば単位が 3 の場合、次の書式が表示されます。

9'''999''999'

数値書式は変更することができ、アプリケーションのデータに影響を与えること

はありません。Windows 国際数値フォーマットについて詳しくは、Microsoft

Windows のユーザガイドを参照してください。

ä 数値書式を設定するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［オプション］タブを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

l Windows 国際数値フォーマットを使用するには、［システム設定の使用］を選

択します。

l 数値フォーマットをカスタマイズするには、［システム設定の使用］の選択を

クリアし、十億、百万、千、および小数の区切り文字を指定します。

3 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

イベントログオプション
イベントログオプションでは、フラットファイルの Hyperion Enterprise アプリケー

ションまたはデータベースに行った変更を記録できます。Hyperion Enterprise アプ

リケーションで発生するイベントを記録することによって、レポート処理能力が

向上し、内部の財務情報を制御できます。

フィルタ基準および選択条件のオプションを使用して、イベントレコードをさら

にカスタマイズし、記録されたイベントログを表示できます。

管理者は、各組織のセキュリティポリシーに基づいてユーザにイベントログ権限

を割り当てることができます。ユーザ権限の割り当ておよびセキュリティに関す

る他のタスクについては、第 4 章「セキュリティの設定」を参照してください。

ä イベントログにイベントおよびエラー情報を記録し、データベースに記録した情

報を保存するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［オプション］タブを選択します。
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2 ［ログオプション］で［データベースのログ］を選択します。

［ログオプション］のオプションが選択可能になります。

3 ［接続文字列］に汎用データリンクファイルへのパスを入力するか、［参照］をクリッ

クしてファイルの場所を指定します。

Microsoft Access データベース（MDB）またはリレーショナルデータベース管理シ

ステム（RDBMS）の汎用データリンク（.udl）ファイルの作成方法については、

54 ページの「UDL ファイルの作成」を参照してください。

4 記録する情報を選択して、［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

注： ［データ］、［メタデータ］、［セキュリティ］、および［レポート］は、イベ

ントログに記録する異なる情報の種類です。

ä イベントログにイベントおよびエラー情報を記録し、記録した情報をフラットファ

イルに保存するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［オプション］タブを選択します。

2 ［ログオプション］で［データベースのログ］の選択をクリアします。

3 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

UDL ファイルの作成

Microsoft Data Access Components（MDAC）のユーザインターフェイスを使用し

て、Windows 2003 以降のオペレーティングシステムのデータプロバイダへの接続

情報を指定できます。ユーザインターフェイスを使用して、.udl ファイルに接続

情報を保存できます。

注： Hyperion Enterprise アプリケーションからのイベントおよびエラーログ情報

が、記録する必要のある膨大な情報量になると予想される場合は、MS-SQL

Server や Oracle のようなリレーショナルデータベースを使用してこれらのイ

ベントログ情報を記録することをお勧めします。

ä Microsoft Access データベースの汎用データリンクファイルファイルを作成するに

は、次の手順に従います。

1 Microsoft Access で空のデータベースを作成します。

2 テキストファイルを作成し、ファイルの拡張子を「.udl」に変更します。

テキストのアイコンが UDL のアイコン に変わります。

注： テキストファイルのファイル拡張子を.udl に変更してもテキストファイルの

アイコンが UDL アイコンに変更されない場合は、Windows エクスプローラ

を開き、［ツール］メニューから［フォルダオプション］を選択します。

［フォルダオプション］ダイアログボックスで［表示］タブを選択して［登

録されている拡張子は表示しない］チェックボックスをオフにします。［適
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用］をクリックします。［OK］をクリックします。ファイルの名前を変更し

ます。

3 .udl ファイルをダブルクリックします。

［データリンクプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

4 ［プロバイダ］タブで、［Microsoft Jet 4.0 for OLEDB Provider］を選択しま

す。

5 ［接続］タブで、空のデータベースへのパスを入力するか、 を選択して作成した空

のデータベースの場所を指定します。

6 ［詳細設定］を選択し、［アクセス許可］の［ReadWrite］を選択します。

7 ［接続のテスト］をクリックします。

［Microsoft データリンク］ダイアログボックスに接続ステータスが表示されます。

接続できない場合は、手順を再試行し接続を再テストします。

8 ［Microsoft データリンク］で［OK］をクリックします。

9 ［OK］をクリックします。

ä リレーショナル データベース管理システムの汎用データリンクファイルファイル

を作成するには、次の手順に従います。

1 テキストドキュメントを作成し、ファイルの拡張子を「.udl」に変更します。

テキストのアイコンが UDL のアイコン に変わります。
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注： テキストファイルのファイル拡張子を.udl に変更してもテキストファイルの

アイコンが UDL アイコンに変更されない場合は、Windows エクスプローラ

を開き、［ツール］メニューから［フォルダオプション］を選択します。

［フォルダオプション］ダイアログボックスで［表示］タブを選択して［登

録されている拡張子は表示しない］チェックボックスをオフにします。［適

用］、［OK］の順にクリックし、ファイルの名前を変更します。

2 .udl ファイルをダブルクリックします。

［データリンクプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

3 ［プロバイダ］の［OLE DB Provider］を選択し、［次へ］をクリックします。

4 ［接続］タブで、サーバ名を入力するか、 を選択しサーバの場所を指定します。

5 ユーザ名とパスワードを入力します。

6 ［接続のテスト］をクリックします。

［Microsoft データリンク］ダイアログボックスに接続ステータスが表示されます。

接続できない場合は、手順を再試行し接続を再テストします。

7 ［Microsoft データリンク］で［OK］をクリックします。

8 ［OK］をクリックします。

ä イベントログ情報を MS-SQL Server に記録するには、次の手順に従います。

1 MS-SQL で空のデータベースを作成します。

2 次の手順で ODBC 接続を作成します。

1. ［スタート］メニューから［設定］、［コントロールパネル］、［管理ツール］、

［データソース（ODBC）］の順に選択します。

［ODBC Data Source Administrator］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［追加］をクリックします。

［Create Data Source］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［SQL Server］を選択し、［完了］をクリックします。

［Create a New Data Source to SQL Server］ダイアログボックスが表示されます。

4. このデータソースの一意の名前を入力し、サーバを選択して［次へ］をク

リックします。

5. 表示されたダイアログボックスで、デフォルト設定を選択して［次へ］をク

リックします。

6. 表示されたダイアログボックスで次の手順に従います。

1. ［Change default database（デフォルトのデータベースの変更）］チェック

ボックスをオンにして、ドロップダウンリストを有効にします。

2. ドロップダウンリストで MS-SQL Server で作成したデータベースを選択

して、［次へ］をクリックします。

7. 表示されたダイアログボックスでデフォルト設定を受け入れ、［完了］をク

リックすると、［ODBC Microsoft SQL Server Setup（ODBC Microsoft SQL Server

セットアップ）］ダイアログボックスが表示されます。
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8. ［Test Data Source（データソースのテスト）］をクリックします。

1. テスト結果が［SQL Server ODBC Data Source Test（SQL Server ODBC デー

タソースのテスト）］ダイアログボックスに表示されます。

2. ［OK］をクリックします。

3 .udl ファイルを作成するには、次の手順に従います。

［Data Link Properties］ダイアログボックスで、次の操作を行います。

1. ［Provider］タブで、［Microsoft Jet 4.0 for OLE DB Provider］を選択

し、［次へ］をクリックします。

2. ［Connection］タブで、次の操作を行います。

1. ［サーバー］を選択します。

2. ［Use Windows NT Integrated Security］を選択します。

3. ［database on the server］を選択します。

4. MS-SQL で作成した空のデータベースを選択します。

5. ［接続のテスト］をクリックして接続ステータスを確認します。

3. ［OK］をクリックします。

4 Hyperion Enterprise の［アプリケーション］ウィンドウで設定を変更します。

イベントログの表示
エラーおよびイベント情報を記録するためのイベントログのオプションを設定す

ると、Hyperion Enterprise からイベントログを表示できます。

ä イベントログを表示するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise デスクトップの、［表示］メニューから［イベントログ］を選択しま

す。

［イベントログ］ダイアログボックスが表示されます。
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2 ［フィルタ条件］および［ソート順］でオプションを選択します。

3 ［ファイル］メニューから［デフォルト条件として保存］を選択します。

4 ［フィルタ条件］および［ソート順］を表示または非表示にするには、次のいずれか

の操作を行います。

l ［表示］メニューから［Show Criteria（条件の表示）］を選択します。

l （条件ウィンドウの表示／非表示）をクリックします。

注： データサーバが他のユーザによって起動されると、イベントログの情報

には管理者が通常のユーザとして表示されます。ユーザ情報が正しく表

示されるようにするには、ログオンし直す必要があります。

データベースの消去およびリセット
データベースから不要なデータを消去できます。

イベントログ情報をデータベースから削除するには、データベースの消去機能を

使用します。［リセット］では表示から情報が消去されるだけで、イベントログ

データはデータベース内に保持されます。

ä データベースを消去するには、次の手順に従います。

1 ［イベントログ］で、消去するデータを表示するのに必要なフィルタの条件を選択し

ます。

消去するデータが表示されます。

2 ［操作］メニューから［データベースの消去］を選択します。

ダイアログボックスが表示され、影響を受けるレコード数が表示されます。

3 ［OK］をクリックします。
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ä データベースをリセットするには、次の手順に従います。［イベントログ］で、［操

作］メニューから［リセット］を選択します。

Microsoft Access データベースの圧縮

Microsoft Access がイベントログ情報を記録するように設定されている場合、デー

タベースからオブジェクトを削除してもデータベースのサイズは自動的に縮小し

ません。これは、オブジェクトが削除される際、そのオブジェクトが占めていた

領域が使用可能としてマーキングされるためです。ただし、データベースのサイ

ズは縮小しません。

データベースからオブジェクトを削除し、そのデータベースを前のサイズに戻す

場合は、データベースを圧縮する必要があります。

ä Microsoft Access 2000 以上のリリースの終了時にデータベースを圧縮するには、次

の手順に従います。

l ［ツール］メニューから［オプション］を選択します。

l ［一般］タブを選択します。

l ［Compact On Close（終了時に圧縮）］オプションをクリアして、［OK］をク

リックします。

連結オプション
連結は、子エンティティからデータを収集し、そのデータをそれぞれの子エンティ

ティの親エンティティに集計します。連結中、子勘定科目の値は、親勘定科目に

集計されます。

Hyperion Enterprise は、アプリケーションの作成時に選択された設定に応じてさま

ざまにデータを連結します。この設定をデフォルト設定から変更しない場合、シ

ステムは計算式モジュールで作成された入力ロジック、換算ロジック、および連

結ロジックを使用してデータを連結します。

注： Hyperion Enterprise では、時間の経過により組織が変化するアプリケーショ

ンの場合は、連結が実行されるのは一度に 1 つの期間です。それ以外の場合

は、すべての期間の連結は同時に開始されます。

この設定が変更されたり、Statutory Consolidation Engine を使用する場合は、シス

テムは本社の所在地の法律や規制に従って、アプリケーションのデータを連結し

ます。Statutory Consolidation Engine を使用して連結する場合は、システムは

Hyperion Enterprise で定義された換算ロジックおよび連結ロジックを使用せず、

Statutory Consolidation Engine で定義されたロジックを使用します。詳しくは、

『Hyperion Enterprise Statutory Consolidation Engine ガイド』を参照してください。
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連結処理
標準連結を使用してデータを連結する場合、システムは入力、換算、連結、連動

表示、および連結詳細の計算式を使用します。この計算式はそれぞれの子エンティ

ティからデータを親エンティティに集計するときに計算式モジュールで定義され

たものです。

データを集計するときは、システムは次の処理を行います。

l CHARTDSM というラベルの入力ロジックを除くすべての入力ロジックの計算

式を結合および計算します。消去コンポーネントが親に連結している場合、

計算式は連結詳細の消去コンポーネントを計算します。

l すべての換算ロジックの計算式を結合および計算します。

l すべての連結ロジックの計算式を結合および計算します。

l CHARTDSM ロジックの計算式を実行します。このロジックは、比率、調整

後、換算、親の調整、および消去の詳細を計算します。

l 親レベルのエンティティのすべての入力ロジックで計算式を結合および計算

します。

注： CHARTDSM ロジックの計算式は、比率詳細、消去詳細、換算詳細、お

よび親の調整から構成される連結詳細を保存しているアプリケーション

でのみ計算されます。

Statutory Consolidation Engine
Statutory Consolidation Engine を使用してデータを連結する場合は、システムは表

計算式および連動表示計算式を使用します。この計算式はそれぞれの子エンティ

ティからデータを親エンティティに集計するときに計算式モジュールで定義され

たものです。しかし、この連結のロジックは各国固有の連結であり、計算式モ

ジュールで定義されたいずれの換算計算式および連結計算式も無視されます。こ

れには、定義可能なルールの更新も含まれます。

Statutory Consolidation Engine を使用すると特定の状況下で複数回実行でき、連結

のパフォーマンスを向上できます。Statutory Consolidation Engine ロジックは、ア

プリケーションのデータ密度が低く、次のいずれかの状態が該当する場合に使用

することを考慮してください。

l 勘定科目表のサイズが、会社間詳細の多用により増大している。

l 会社間トランザクションについて暫定的なルールを定義する必要がある。

l 営業権や少数株主持ち分などの項目と連結のリザーブを計算して、連結処理

の詳細な監査証跡を作成するために、複雑な連結ロジックを定義する必要が

ある。

Statutory Consolidation Engine を使用すべきかどうかについては、Oracle のサポー

ト担当者にお問い合わせください。

データを連結するとき、システムでは次の処理を行います。

l すべての入力ロジックの計算式を結合および計算します。

l データを適切な通貨に換算します。
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l エンティティ間の会社間トランザクションを実行します。

l 親レベルエンティティにデータを集計します。

連結の設定
組織がデータ種別と期間ごとに異なる場合は、親子関係のデータは各会社間エン

ティティの株式または比率でアプリケーションに表示されます。他のエンティティ

の所有株は読み込むか、手動で入力できます。

すべての株式データが読み込みまたは入力されると、この情報は［組織］ウィン

ドウの親子関係算出オプションの実行時に使用されます。これにより、組織構造

が作成され、連結ロジックが組織の各エンティティに割り当てられます。また、

連結比率、 終出資比率、および 終支配比率も割り当てられます。詳しくは、

203 ページの「エンティティの設定」を参照してください。

連結ロジック表の［連結比率］列に比率を入力する他にも、%OWN また

は%OWNMIN のいずれかを割り当てることができます。値%OWN を支配比率の

範囲に割り当てると、 終出資比率と等しい連結比率が指定されます。

値%OWNMIN を割り当てると、エンティティの少数親子関係を使用する連結比率

が指定されます。

%OWNMIN の計算は、一般に、資本ロジックまたは比率ロジックを使用して連結

する会社で使用されます。例えば、会社 A の会社 B に対する所有率が 90 パーセ

ントで、会社 B の会社 C に対する所有率が 30 パーセントの場合、会社 C

の%OWNMINは 30 パーセントで、%OWNは 27 パーセントです。

連結ロジック表を設定する場合は、まず表内に参照する連結ロジックを定義する

必要があります。詳しくは、249 ページの「ロジックの設定」を参照してくださ

い。

ä 連結を設定するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［連結ロジック］を選択します。

2 各支配比率の範囲に連結ロジックと連結比率を指定します。

3 持株会社の連結ロジックを選択します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

アプリケーションサーバオプションの設定
サーバベース処理を使用するアプリケーションを設定する場合は、Hyperion

Enterprise の特定のタスクはクライアントコンピュータではなくアプリケーション

サーバで実行されます。アプリケーションを設定するときに、デフォルトのサー

バをアプリケーションサーバとして動作するように設定できます。サーバベース

処理のタスクを特定のサーバに送信する場合に、タスクのステータスは処理中に

追跡されます。タスクステータスはクライアントコンピュータの［サーバータス

クステータス］ダイアログボックスに表示されます。複数のタスクをサーバに送

信する場合は、［タスクステータス］ダイアログボックスを無効にして、非表示に

します。アプリケーションの設定時に、クライアントコンピュータにタスクステー
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タスを表示するかどうかも指定できます。このオプションのデフォルトでは、タ

スクステータスが表示されます。

注： アプリケーションサーバは、初回インストール時の 初にインストールす

る必要があります。

タスクステータスの表示のアプリケーションデフォルト設定は上書きできます。

詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』および第 13 章「Hyperion

Enterprise Server Administration」を参照してください。

ä アプリケーションサーバオプションを設定するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［アプリケーションサーバー］を選択します。

2 ［アプリケーションサーバー ID］からアプリケーションのデフォルトのアプリケーショ

ンサーバを選択します。

3 ［参照］を選択して、HEServers.xmlファイルの場所を指定します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

［ユーザー］タブのオプション
［ユーザー］タブのオプションにより、アプリケーションにログオンしているユー

ザの追跡や、ユーザが実行しているタスクの識別が可能です。また、アプリケー

ションがクライアントモードのときには即時メッセージを送信できます。システ

ムの保守やアプリケーションのバックアップをする場合など、すべてのユーザが

アプリケーションからログオフする必要のある場合、即時メッセージを送信でき

ます。また、システムで特定のタスクを実行しているユーザを選択して即時メッ

セージを送信することもできます。

注： この機能を使用するには、セキュリティで即時メッセージを送信するタス

クの「変更」、「表示」、または「制限」の権限が必要です。ユーザはすべ

て、割り当てられた権限にかかわらずメッセージを受信することができま

す。

詳しくは、第 13 章「Hyperion Enterprise Server Administration」を参照してくださ

い。

ユーザ一覧の手動または自動更新
即時メッセージを送信する前に、システムにログインしているユーザの一覧を更

新して、 新のユーザ一覧であることを確認します。一覧は手動または自動で更

新できます。

ä ユーザ一覧を手動で更新するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［ユーザー］タブを選択します。

2 ［ユーザー一覧の更新］をクリックします。

62 アプリケーションタスクおよびユーザ情報の保守



ä ユーザ一覧を自動で更新するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［ユーザー］タブを選択します。

2 ［Auto Refresh List（リストの自動更新）］を選択して、［保存］をクリックします。

ユーザ一覧自動更新の間隔の変更
ユーザ一覧の自動更新の時間遅延を設定できます。

ä ユーザ一覧自動更新の間隔を変更するには、次の手順に従います。

1 <application>.iniで、APP_TIME_AUTOREFRESH_USERLIST変数の時間遅延の値を

入力します。

注： <application>.iniファイルを更新する前に、Hyperion Enterprise アプリ

ケーションを終了してください。APP_TIME_AUTOREFRESH_USERLIST変数の

デフォルト値はゼロです。時間遅延には、正の値を入力します。

2 ファイルを保存して閉じます。

即時メッセージの送信
即時メッセージは、現在システムにログオンしているすべてのユーザまたは特定

のユーザに対して送信できます。

注： 即時メッセージを送信するには、アプリケーションをクライアントモード

にしておく必要があります。

ä 即時メッセージを送信するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［ユーザー］タブを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

l すべてのユーザに即時メッセージを送信するには、［すべてのユーザーを選

択］をクリックします。

l 特定のユーザに即時メッセージを送信するには、目的のユーザを選択します。

ヒント： 連続する複数のユーザを選択するには、 初のユーザを選択し、次

に Shift キーを押しながら 後のユーザを選択します。連続してい

ない複数のユーザを選択するには、Ctrl キーを押したまま各ユーザ

を選択します。

3 ［メッセージの送信］をクリックします。

4 メッセージを入力し、［送信］をクリックします。
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アプリケーションの読み込みまたは抽出
アプリケーションからアプリケーション要素を抽出して、ASCII テキストファイ

ルを作成します。次に、アプリケーションテキストファイルを使用して、設定ま

たは再作成するアプリケーションにアプリケーション要素を読み込むことができ

ます。

例えば、アプリケーションの組織を再編成するとします。開始前に、アプリケー

ションを抽出することを考えます。後で元のアプリケーション構造を保持するこ

とにした場合は、ファイルを読み込んで、元のアプリケーションを復元できます。

再編成を終了したら、アプリケーションを再度抽出し、ファイルを 新の状態に

更新できます。

既存のアプリケーションと同じ勘定科目表と通貨を使用するアプリケーションを

設定する場合は、既存の勘定科目表と通貨を新しいアプリケーションに読み込む

ことによって時間を削減します。エンティティ、勘定科目、および他のアプリケー

ション要素のテキストファイルを総勘定元帳などの別のソフトウェアパッケージ

から読み込むこともできます。

注： Hyperion Enterprise では、連結比率、出資比率または支配比率に 100 パーセ

ントを超える値を使用できません。これらの属性の値が、1 つのエンティ

ティにつき 100 パーセントを超える値を含むファイルを読み込むと、読み込

み時に警告メッセージが表示されます。読み込みを実行する前にこれらの

値を変更してください。

アプリケーションのすべてのアプリケーション要素の定義を 1 つのファイルに保

存することも、異なる要素の定義を別のファイルに保存することもできます。例

えば、あるファイルにデータ種別の定義を保存し、別のファイルに勘定科目モ

ジュールで設定された勘定科目グループ、サブ勘定科目表、および他のアプリケー

ション要素の定義を保存できます。

すべての定義を 1 つのファイルに保存する場合は、通常管理が簡単になり、読み

込みが速くなります。選択したアプリケーション要素を個別のファイルに抽出す

ると、アプリケーション全体を 1 つのファイルに抽出するより速く処理できます。

個別のファイルを使用すると、複数のユーザがアプリケーションのさまざまな部

分を管理できるようにもなります。例えば、あるユーザが勘定科目定義の管理を

担当し、別のユーザがエンティティ定義の管理を担当することが可能です。各ユー

ザがアプリケーションの他の部分を干渉せずに、特定の定義を読み込みおよび抽

出できます。

アプリケーションファイルはさまざまなタイプのアプリケーション要素の定義を

含むセクションに分かれています。このタイプのファイルは、データ種別の定義、

組織の定義、各勘定科目グループなどのセクションを含むことができます。

ロジックの定義を含むセクションの例を次に示します。

[FORMULA]

CHART    !Chart method for application    !A

CHART1    !Chart 1 method - override    !A

CONSOL    !Consol method for application    !C

CONSOL1    !Consol 1 method - override    !C
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注： ［アプリケーション］ウィンドウでロジックの読み込みまたは抽出を行う場

合は、ID、説明、およびロジックのタイプのみを読み込みまたは抽出でき

ます。Hyperion Enterprise とテキストファイル間でロジックの内容を転送す

るには、［計算式］ウィンドウでロジックをインポートまたはエクスポート

する必要があります。詳しくは、259 ページの「計算式の読み込み」または

260 ページの「計算式の抽出」を参照してください。

テキストファイルでテキストエディタを使用する方法について詳しくは、489 ペー

ジの「テキストファイルの変更」を参照してください。

アプリケーションの読み込みまたは抽出にサーバベースの処理を使用している場

合は、読み込みまたは抽出の進捗状況を示すウィンドウが表示されます。このウィ

ンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理中に Hyperion Enterprise で他

のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終了することができます。サーバで

処理が終了するとこのウィンドウは閉じます。問題が発生した場合は、エラーメッ

セージが表示されます。

アプリケーションの再構築
ASCII テキストファイルを使用してアプリケーションを再構築する場合は、アプ

リケーションに特定の順序でファイルを読み込むことが重要です。次の手順の一

部がアプリケーションに適用されない場合もありますが、これらの順番に従って

ください。

1. セキュリティを読み込みます。

2. アプリケーション読み込みファイルからアプリケーション要素を読み込みま

す。

3. アプリケーションのデータの視点を設定します。

4. 株式を読み込みます。これは、期間とデータ種別ごとに組織が異なるアプリ

ケーションにのみ適用されます。

5. 親子関係を算出します。これは、期間とデータ種別ごとに組織が異なるアプ

リケーションにのみ適用されます。

6. ロジックを読み込みます。

7. ロジックをチェックします。

8. データを読み込みます。

9. 仕訳帳を読み込みます。

10. 仕訳帳を転記します。

11. 連結します。

12. レポートとパッケージを読み込みます。

13. レポートとパッケージをチェックします。
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アプリケーションの読み込み
アプリケーションテキストファイル全体の読み込みや、ファイルの特定のセクショ

ンの読み込みが可能です。例えば、アプリケーションテキストファイルから他の

セクションを読み込むことなく、勘定科目変換表の定義のみを読み込むことがで

きます。

アプリケーションテキストファイルを読み込むと、アプリケーション内で同じ ID

を持つ要素の定義が、ファイル内のアプリケーション要素の定義で上書きされま

す。例えば、アプリケーションに「北アメリカ」エンティティがある場合、アプ

リケーションテキストファイルからエンティティを読み込むと、アプリケーショ

ン内の「北アメリカ」エンティティが、ファイル内の「北アメリカ」エンティティ

で上書きされます。

注： ASCII テキストファイルからアプリケーションを再度作成する場合は、 初

にセキュリティを読み込む必要があります。アプリケーション読み込みファ

イルからセキュリティクラスを読み込む前にアプリケーション要素を読み

込むと、セキュリティクラスが「Maximum」のアプリケーション要素のみ

新しいアプリケーションに読み込まれます。

ä アプリケーションを読み込むには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［タスク］メニューから［アプリケーションの読

込］を選択します。

2 ［ファイル］を選択し、読み込むアプリケーションテキストファイルのファイル名を

入力するか、［参照］を選択します。

3 感嘆符（!）以外の文字を区切り文字として使用する場合、［区切り文字］にその文字

を入力します。

4 ファイル内の特定のセクションを読み込むには、次のいずれかの操作を行います。

l ファイル内に指定されているすべてのセクションを読み込むには、［アプリ

ケーション全体の読込］を選択します。

l ファイルから特定のセクションのみを読み込むには、［アプリケーション全体

の読込］をオフにし、読み込む各セクションを［エンティティ］、［勘定科

目］、および［オプション］タブで選択します。

ヒント： ［エンティティ］、［勘定科目］、および［オプション］タブですべて

のチェックボックスをオンにする場合は、［すべてセット］を選択

します。タブにあるすべてのチェックボックスをオフにするには、

［すべてクリア］を選択します。

5 ［OK］をクリックします。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

6 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。
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l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

アプリケーションの抽出
アプリケーション全体またはアプリケーション要素の定義の一部を ASCII テキス

トファイルに抽出できます。アプリケーションに変更を加えた場合は、アプリケー

ションを再度読み込み、ファイルを 新の状態に更新できます。例えば、データ

入力表の定義をアプリケーションに追加したばかりで、エンティティ、勘定科目

などの要素を追加していない場合、他の定義を抽出することなくデータ入力表の

定義を抽出できます。アプリケーション要素の定義を抽出するときは、その定義

を既存のテキストファイルまたは新しいテキストファイルに保存できます。抽出

した情報を既存のファイルに保存すると、その情報によってファイルの内容が上

書きされます。

アプリケーションテキストファイルを作成するときは、アプリケーションを識別

するファイル名を付けて、他のアプリケーションテキストファイルと区別できる

ようにします。例えば、すべてのアプリケーション要素を保存するアプリケーショ

ンテキストファイルには、次の書式で名前を付けます。

<app>all.asc

<app>にはアプリケーション ID の先頭の 3 ～ 5 文字を指定します。例えば、TAX

アプリケーションファイルの場合、ファイル名を taxall.ascにできます。ファ

イル名には 大 20 文字まで使用できます。

注： 抽出するテキストファイルの拡張子にはデフォルトで「.asc」が使用され

ますが、他の拡張子に変更もできます。

ä アプリケーションを抽出するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［タスク］メニューから［アプリケーションの抽

出］を選択します。

2 ［ファイル］を選択し、抽出するアプリケーションテキストファイルのファイル名を

入力するか、［参照］を選択してファイルの場所を指定します。

3 感嘆符以外の文字を区切り文字として使用する場合、［区切り文字］にその文字を入

力します。

4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーション全体をファイルに抽出するには、［アプリケーション全体の

抽出］を選択します。

l 特定のセクションをファイルに抽出するには、［アプリケーション全体の抽

出］をクリアし、抽出するセクションを［エンティティ］、［勘定科目］、およ

び［オプション］タブで選択します。

ヒント： ［エンティティ］、［勘定科目］、および［オプション］タブですべて

のチェックボックスをオンにする場合は、［すべてセット］を選択

します。タブにあるすべてのチェックボックスをオフにするには、

［すべてクリア］を選択します。
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5 ［OK］をクリックします。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

6 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

ページ書式とページ設定の読み込みおよび抽出
ページ書式とページ設定は、アプリケーションを作成するときに定義します。ペー

ジ書式と設定を変更した場合は、アプリケーションから変更部分を抽出して別の

アプリケーションに読み込むことで、変更部分を他のアプリケーションにコピー

できます。ページ書式とページ設定の情報は、Hyperion Enterprise を使用する場合

にのみ変更できます。ページ書式とページ設定の情報を抽出すると、バイナリ

フォーマットでファイルに書き込まれるため、ファイル内の情報を編集できませ

ん。『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

ä ページ書式とページ設定を読み込みおよび抽出するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、次の操作を行います。

l 読み込むには、［タスク］メニューから［ページ書式と設定の読込］を選択し

ます。

l 抽出するには、［タスク］メニューから［ページ書式と設定の抽出］を選択し

ます。

2 読み込むまたは抽出するファイル名を入力するか、［参照］をクリックしてファイル

を検索し、［OK］をクリックします。

アプリケーションバックアップ
バックアップアプリケーションを使用すると、ハードウェアまたはストレージメ

ディアが故障したときに、データの偶発的な消失を防ぐことができます。ユーザ

がシステムで連結、データ読み込み、データ入力、仕訳帳入力などのタスクを行っ

ている間に、アプリケーションを継続的にバックアップすることができます。詳

しくは、21 ページの「アプリケーションバックアップユーティリティ」を参照し

てください。

期別替の実行
期別替セットを実行して、送り側データ種別から受け側データ種別に情報を移動

したり、送り側データ種別のデータをクリアできます。期別替が実行されると、

送り側データ種別と送り先データ種別の開始日が増分されます。どのデータ種別

間でデータを交換するかをセットで指定します。
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注： 期別替を実行するには、期別替タスクおよび使用する期別替セットへのア

クセス権が必要です。例えば、期別替セットへのアクセス権があれば、デー

タ種別へのアクセス権限が「なし」の場合でも、セットに指定されたすべ

てのデータ種別に対して期別替を実行できます。期別替を実行しても、期

別替元のデータ種別に定義されているセキュリティは、期別替先のデータ

種別に集計されません。

詳しくは、165 ページの「期別替」を参照してください。

ä 期別替を実行するには、次の手順に従います。

1 アプリケーションのデータをバックアップし、期別替を実行するのに十分なディスク

容量があることを確認します。

ヒント： 期別替に必要なディスク容量は、期別替元のデータ種別のディレクトリ

にある category.exaおよび psflok.exaのサイズを追加して評価でき

ます。

2 ［アプリケーション］ウィンドウで、［タスク］メニューから［期別替の実行］を選択

します。

3 セット ID を入力するか、リストから選択します。

4 ［OK］をクリックします。

アプリケーションのユーザレポートの作成
アプリケーションレポートの［ユーザー］タブでは、現在のアプリケーションに

ログオンしているユーザを判断できます。レポートには、ユーザの説明、コン

ピュータ名、およびモジュールとタスクの情報などのユーザ情報が表示されます。

注： ユーザがアプリケーションを移動した場合、元のユーザパスが hypent.ini

ファイルに保持されます。

ä アプリケーションのユーザレポートを実行するには、次の手順に従います。

1 ［アプリケーション］ウィンドウで、［タスク］メニューから［アプリケーションの

ユーザーレポートの作成］を選択します。

2 レポートに表示するオプションを選択し、［OK］をクリックします。

3 プレビューウィンドウのオプションを使用して、レポートを表示または印刷します。

印刷方法の手順については、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してくだ

さい。

Web ユーザタスクの表示
［タスクステータス］ページには、ユーザの［データの読込］または［連結］の送

信されたタスクが表示されます。タスクは、状態、日付、時間によってフィルタ
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することができます。条件に一致するタスクは、［タスクステータス］ページのタ

スク一覧領域にステータス情報とともに表示されます。

注： すべての拒否されたデータ読み込みレコードはユーザログに書き込まれま

す。ユーザログを表示するには、タスク一覧のログ列で指定されたデータ

読み込みのログアイコンをクリックします。

ä ユーザタスクを表示するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise Web デスクトップのグローバル選択ペインで［ログ］を選択します。

ログモジュールで実行できるタスクがローカル選択ペインに表示されます。

2 ［タスクステータスの表示］を選択します。

タスクの表示ペインが表示されます。

3 ［タスクのステータス］からタスクのステータスを選択します。

注： 手順 4 ～ 7 を実行しない場合、すべての日付および時刻のタスクが表示され

ます。

4 オプション：次のいずれかの操作を行います。

l 特定のユーザのタスクを表示するには、［ユーザーの選択］から、ユーザ名を

選択します。

l すべてのユーザのタスクを表示するには、［全ユーザーのタスクの表示］を選

択します。

5 オプション：MM/DD/YYYY 形式で［開始日］に入力するか、カレンダーから日付を選

択します。

6 オプション：［開始時間］を選択します。

7 オプション：MM/DD/YYYY 形式で［終了日］に入力するか、カレンダーから日付を選

択します。

8 表示されているタスクの終了時間を選択します。

9 ［送信］をクリックします。

注： ［タスクの取り消し］をクリックして進行中のタスクを取り消すことができ

ます。

Hyperion Enterprise Web イベントログの表示
イベントログオプションでは、エラーおよびイベント情報を Hyperion Enterprise

Web デスクトップに表示できます。

ä イベントログ情報を表示するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise Web デスクトップのグローバル選択ペインで［ログ］を選択します。

ログモジュールで実行できるタスクがローカル選択ペインに表示されます。

2 ローカル選択ペインで［イベントログの表示］を選択します。
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エラーおよびイベント情報がイベントログフレームに表示されます。

イベントログ情報をカスタマイズする方法については、57 ページの「イベントロ

グの表示」を参照してください。

アクティブな Web ユーザ情報の表示
［アクティブな Web ユーザー一覧］ページを使用して、Hyperion Enterprise Web に

ログオンしているユーザ、実行しているタスク数、ログオン時間、およびセッショ

ン IP アドレスを確認できます。保守管理、バックアップ、またはプロセスフロー

のチェックのため Web サーバをシャットダウンする必要がある場合に、この情報

は役立ちます。

ä 現在の Hyperion Enterprise Web ユーザ情報を表示するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise Web デスクトップのグローバル選択ペインで［ログ］を選択します。

ログモジュールで実行できるタスクがローカル選択ペインに表示されます。

2 ローカル選択ペインで［新規アクティブ Web ユーザー］を選択します。

アクティブな Web ユーザ一覧ペインが表示されます。
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この章では、Hyperion Enterprise アプリケーションデータのセキュリティに必要な

情報と手順を説明します。

セキュリティの概要
セキュリティによって Hyperion Enterprise のタスクやアプリケーション要素への

アクセスを制御します。セキュリティは、データを保護し、権限のないユーザに

よるデータの表示、アクセス、変更を防ぐために使われます。セキュリティは特

定のタスクやアプリケーション要素に適用できます。例えば、データの読み込み

のようなタスクへのアクセスや、エンティティ、レポート、勘定科目といった特

殊なアプリケーション要素へのアクセスを制限できます。

各セキュリティクラス、ユーザグループ、およびユーザもセキュリティクラスに

割り当ててアクセスを保護する必要があります。例えば、ユーザを定義して、そ

のユーザを Maximum セキュリティクラスに割り当てるとします。Maximum セ

キュリティクラスに対して「変更」権限を持つユーザのみがこのユーザのパスワー

ドやセキュリティクラスなどの属性を変更できます。
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セキュリティ要素を定義する前に、セキュリティシステムを設計する必要があり

ます。アクセス保護可能な項目は、その機能、部署、エンティティ、その他の基

準によってセキュリティクラスに割り当てることができます。ユーザをユーザグ

ループに分類するときも類似の基準を適用できます。セキュリティクラス、ユー

ザ、およびユーザグループを設定したら、個々のユーザおよびユーザグループに各

セキュリティクラスに対するアクセス権を設定します。

勘定科目などのアプリケーション要素は、作成されるときにセキュリティクラス

に割り当てられます。ユーザが割り当てられているセキュリティクラスが、その

要素を作成するユーザのデフォルトのセキュリティクラスです。ユーザには［ア

プリケーションの設定変更］ダイアログボックスでデフォルトのセキュリティク

ラスが割り当てられます。ユーザが作成するアプリケーション要素には、このセ

キュリティクラスが割り当てられます。要素に割り当てられたセキュリティクラ

スを変更する場合は、要素を定義したウィンドウで行います。

次のセキュリティオブジェクトからセキュリティを設定します。

l 設定 - グループの定義、ユーザの定義、クラスの定義...

l グループを保持 - グループの定義、グループメンバの割り当て、グループ権限

の割り当て

l ユーザーを保持 - ユーザの定義、ユーザメンバシップの割り当て、ユーザ権限

の割り当て

l クラスを保持 - クラスの定義、クラス権限の割り当て

l タスクを保持 - Hyperion Enterprise タスクへのセキュリティクラスの割り当て

l 権限を保持 - グループ権限の割り当て、セキュリティクラス権限の割り当て、

ユーザ権限の割り当て

Hyperion Enterprise セキュリティの要素
Hyperion Enterprise セキュリティ要素はユーザ、ユーザグループ、セキュリティク

ラス、およびアクセス権で構成されます。ユーザには Hyperion Enterprise アプリ

ケーションへのアクセス権が与えられます。ユーザグループはユーザのセットで

す。セキュリティクラスはアクセス保護可能な Hyperion Enterprise タスクとユー

ザ定義によるアプリケーション要素の集合です。ユーザグループ、ユーザ、およ

びセキュリティクラスを定義したら、ユーザグループおよびユーザにセキュリティ

クラスへの 5 つのレベルのアクセス権のいずれかを割り当てることができます。

これにより、さまざまなタスクに多数のユーザのセキュリティを簡単に設定でき

ます。

セキュリティクラス
セキュリティクラスは、アクセスを制限できるアプリケーション内の項目の集合

です。セキュリティクラスの作成はセキュリティ管理者が担当します。セキュリ

ティクラスに含める項目には、データ読み込みなどのタスクと、エンティティや

勘定科目などのアプリケーション要素があります。セキュリティの設定では、セ

キュリティクラスを各種の項目に割り当てて、ユーザやユーザグループにそれら

のクラスへのアクセス権を割り当てます。例えば、Medium というセキュリティ

クラスを定義して、そのクラスをデータの読み込みタスクに割り当てます。次に、
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アナリストなどのユーザやユーザグループに Medium セキュリティクラスに対す

るアクセス権を割り当てます。

［タスクを保持］オブジェクトのタスクにセキュリティクラスを割り当てる作業は

［セキュリティ］デスクトップで行います。アプリケーション要素にセキュリティ

クラスを割り当てる作業は要素を作成するときに行います。セキュリティクラス

の作成方法について詳しくは、88 ページの「セキュリティクラスの定義」を参

照してください。

図 10 にアクセス保護可能な項目とセキュリティクラスの例を示します。

図 10  アクセス保護可能な項目とセキュリティクラスの例
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ユーザとユーザグループ
ユーザには Hyperion Enterprise アプリケーション、タスク、またはアプリケーショ

ン要素へのアクセス権を与えます。ユーザの定義は［セキュリティ］デスクトッ

プの［設定］または［ユーザーを保持］オブジェクトで行います。類似のセキュ

リティを必要とするユーザのセットからなるユーザグループも、［設定］または

［グループを保持］オブジェクトで定義します。例えば、所属部署、機能、その他

の基準に基づいてユーザをグループに分けることができます。

注： ユーザとグループを 初に簡単に定義する場合は、［設定］オブジェクトを

使用できます。ユーザやユーザグループを編集するときは、それぞれ［ユー

ザーを保持］と［グループを保持］オブジェクトを使用します。

ユーザに個人アクセス権を与えることができます。このアクセス権は所属ユーザ

グループに割り当てられているアクセス権に優先します。例えば、社員 A はセ

キュリティクラスの「表示」権限が与えられているユーザグループのメンバであ

る一方、個人のユーザ権限として「なし」を指定されているとします。この場合、

社員 A のセキュリティクラスへのアクセス権は「なし」になります。

ユーザとユーザグループは複数のユーザグループに所属できます。ユーザやユー

ザグループが複数のユーザグループに所属しているためにアクセス権の不一致が

生じた場合は、 も制限の少ないアクセス権が優先されます。

図 11 にユーザグループの例を示します。
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図 11  ユーザグループの例

アクセス権限
アクセス権によってユーザが実行できるタスクやアクセスできるアプリケーショ

ン要素が決まります。例えば、実行できるタスク、表示できる勘定科目やエンティ

ティ、編集できるデータ、表示や変更ができるデータ入力表やロジックは、その

ユーザのアクセス権によって決まります。

セキュリティクラス、ユーザ、およびユーザグループを定義した後、アプリケー

ションの各セキュリティクラスへのアクセス権を 4 つのレベルから選んでユーザ

およびユーザグループに割り当てます。例えば、あるユーザグループに Minimum

クラスへのアクセス権として「なし」を、Medium クラスは「制限」を、Maximum

クラスは「変更」を割り当てることができます。

表 3 にアクセス権の要約を示します。

表 3 アクセス権限

権限 説明

変更
l タスクを実行できる。

l データを変更できる。

l アプリケーション要素を定義または変更できる。
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権限 説明

l レポートとパッケージを作成、変更、および印刷できる。

表示
l データを表示できるが、変更できない。

l アプリケーション要素を表示できるが、変更できない。

l レポートとパッケージを表示および印刷できる。

制限
l アプリケーション要素を表示できるが、変更できない。

l データを表示また変更できない。

l 会社間トランザクションまたは連結の実行時を除き、データにアクセスできな
い。

l 親エンティティへのアクセス権なしでエンティティデータを表示または変更でき
る。

なし
l メニューコマンドが無効になり、タスクを実行できない。

l データやアプリケーション要素があっても表示されない。アクセス保護されてい
る要素やデータは画面にもレポートにも表示されません。

l レポートとパッケージを印刷できない。

割り
当て
なし

l 新しいユーザに割り当てられるデフォルト設定

ユーザ個人のアクセス権とユーザグループのアクセス権が一致しない場合は、個

人のアクセス権が適用されます。ユーザやユーザグループが複数のユーザグルー

プに所属しているためにアクセス権の不一致が生じた場合は、 も制限の少ない

アクセス権が優先されます。

図 12 に、2 つのユーザグループのアクセス権が一致しないときに、どのユーザグ

ループのアクセス権が採用されるかを示します。

図 12  アクセス権限

78 セキュリティの設定



ユーザ A が上図の Staff および Tax Department という 2 つのユーザグループに所属

しているとします。

l ユーザ A は Staff ユーザグループで Medium クラスに対する「表示」権限を取

得します。

l ユーザ A は Tax Department ユーザグループで Medium クラスに対する「変更」

権限を取得します。

「変更」は「表示」より制限が少ないので、ユーザ A は Medium クラスへの「変

更」権限を維持します。

注： グループに割り当てられたクラス権限の要約を表示するには、［タスク］、

［グループセキュリティ権の表示］の順に選択します。

設計上の考慮事項
Hyperion Enterprise のセキュリティ機能によってアプリケーション要素やタスクの

セキュリティを柔軟に設定できます。アプリケーション要素のセキュリティクラ

スは要素の作成時に割り当てられるので、セキュリティシステムの設計はアプリ

ケーションを設定する前に行う必要があります。あるアプリケーションのセキュ

リティシステムを設計した後は、そのセキュリティ要素を抽出して別のアプリケー

ションに読み込むことができます。詳しくは、117 ページの「セキュリティの読

み込み」および119 ページの「セキュリティの抽出」を参照してください。

Hyperion Enterprise でセキュリティシステムを設定する前に、次の項目を検討して

ください。

l Hyperion Enterprise のタスクやアプリケーション要素をどう分類しグループ化

するか。例えば、管理者によってのみ実行されるタスクは「Admin」というセ

キュリティクラスに割り当てることができます。また、通常システム管理者

以外のユーザが実行するタスクは「Minimum」というセキュリティクラスに

割り当てることができます。データの種類ごとにクラスを割り当てることも

できます。例えば、「FINANCE」や「TAX」というクラスを使用して、個々の

勘定科目、エンティティ、データ種別などへのアクセスを制限できます。詳

しくは、74 ページの「セキュリティクラス」を参照してください。

l ユーザをどのようにグループ化するか。ユーザが扱うデータのデータ種別に

応じて、「Actual」や「Budge」などのグループに分類できます。ユーザの属す

る地理的な場所や会社の部門に応じてグループに分類することもできます。

同じセキュリティレベルのユーザを 1 つのグループにまとめた場合は、アク

セス権をそのグループに割り当てることができます。詳しくは、76 ページの

「ユーザとユーザグループ」を参照してください。

l 各ユーザグループにどのようなアクセス権を定義すべきか。ユーザグループ

に割り当てるアクセス権には、「なし」、「表示」、「制限」、「変更」、「割り当て

なし」の 5 つのレベルがあります。詳しくは、77 ページの「アクセス権限」

を参照してください。

l 個々のユーザについてセキュリティクラスのアクセス権を上書きするかどう

か。例えば、Medium クラスの「表示」アクセス権を持つユーザグループに

ユーザを割り当てたとします。タスクの実行やデータの変更ができるように、
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そのユーザに Medium クラスの「変更」アクセス権を割り当てることができま

す。詳しくは、77 ページの「アクセス権限」を参照してください。

l 作成する要素にどのセキュリティクラスを割り当てるか。アプリケーション

要素を作成すると、要素を作成したユーザに割り当てられているセキュリティ

クラスがその要素のセキュリティクラスになります。個々のユーザが新しく

作成されるアプリケーション要素やデータにどのセキュリティクラスを適用

することになるのかを考慮しておく必要があります。詳しくは、74 ページの

「セキュリティクラス」および81 ページの「セキュリティのデフォルト設定」

を参照してください。

セキュリティタスク
セキュリティの設定タスクを実行する順番は多少入れ替わってもかまいません。

次の手順は 1 つの例です。

1. セキュリティを設計します。

2. ユーザグループを作成します。

3. ユーザを作成します。

4. セキュリティクラスを作成します。

5. ユーザをユーザグループに割り当てます。

6. 各セキュリティクラスに対するアクセス権をユーザグループに割り当てます。

7. タスクとアプリケーション要素にセキュリティクラスを割り当てます。

8. 必要に応じて、個々のユーザにグループと異なるアクセス権を割り当てます。

9. 必要に応じて、ユーザを別のグループに割り当てます。

セキュリティシステムを設計した後、ユーザグループ、ユーザ、およびセキュリ

ティクラスを作成します。例えば、「Budgrp」と「Actgrp」というユーザグループ

を作成し、次に ID、説明、およびパスワードを入力してユーザを作成できます。

その後、ユーザを Budgrp や Actgrp ユーザグループに追加し、「Budget」と

「Actual」というセキュリティクラスを作成できます。ユーザ、ユーザグループ、

およびセキュリティクラスは［設定］オブジェクトで作成します。

ユーザ、ユーザグループ、およびセキュリティクラスを作成した後、それぞれに

アクセス権を割り当てます。各ユーザグループが Hyperion Enterprise の要素とタ

スクへアクセスするために必要なアクセス権を把握するには、すべての可変項目

を表にまとめると役に立ちます。例えば、Budget データ種別の Texas のデータを

変更する必要のあるユーザには、表 4 に示すようなアクセス権を割り当てる必要

があります。

表 4 ユーザに割り当てるアクセス権の例

モジュール
アプリケーション要素または
タスク アクセス権

エンティティ Texas 変更

データ種別 Budget 変更
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モジュール
アプリケーション要素または
タスク アクセス権

データ種別 Actual 表示

データ入力 データの入力 変更

データベース データの読み込みデータの編
集

変更

仕訳帳 作成編集転記 変更

次に、アクセス権をユーザグループに割り当てます。例えば、「Budget」データ種

別の「変更」アクセス権と「Actual」データ種別の「表示」アクセス権を割り当て

ます。アクセス権は［権限を保持］オブジェクトで割り当てます。

次に、タスクにセキュリティクラスを割り当てます。例えば、［計算式の実行］タ

スクに Budget セキュリティクラスを割り当てることができます。データ種別や勘

定科目などのアプリケーション要素のセキュリティクラスを変更するには、適切

なオブジェクトでクラスを変更します。例えば、Actual データ種別のセキュリティ

クラスは Hyperion Enterpris デスクトップの［データ種別］モジュールで変更しま

す。タスクのセキュリティクラスは［タスクを保持］オブジェクトで割り当てま

す。

必要に応じて、ユーザグループに割り当てられたアクセス権と異なるアクセス権

を個々のユーザに割り当てることができます。また、ユーザを別のユーザグルー

プに割り当てることもできます。ユーザをユーザグループに追加することも、ユー

ザグループから削除することもできます。これらのタスクは、［グループを保持］

または［ユーザーを保持］オブジェクトで行います。

ユーザグループが特定のレポートを変更できないように制限することもできます。

例えば、「HQREPORT」というセキュリティクラスを作成したとします。HQ ユー

ザグループには HQREPORT クラスの「変更」アクセス権を割り当て、他のすべ

てのユーザグループには「表示」または「なし」アクセス権を割り当てます。

HQREPORT セキュリティクラスを特定のレポートに割り当てます。

セキュリティのデフォルト設定
Hyperion Enterprise は次のデフォルト設定でインストールされます。

l 「Maximum」という名前のセキュリティクラス

l アプリケーションを作成するために使用するデフォルトのユーザ名

l 「UNASSIGNED」と「HQ」という名前のユーザグループ

初はすべての Hyperion Enterprise タスクにデフォルトの Maximum セキュリティ

クラスが割り当てられています。このデフォルトクラスを使用する必要はありま

せん。独自のセキュリティクラスを作成してタスクやデータに適用できます。

ユーザグループ HQ にはデフォルトユーザが含まれています。デフォルトユーザ

にはデフォルトの Maximum セキュリティクラスに対する「変更」アクセス権が

割り当てられています。ユーザを作成すると、新規ユーザは UNASSIGNED ユー

ザグループにデフォルトで割り当てられます。
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HQ ユーザグループには Maximum セキュリティクラスに対する「変更」アクセス

権が割り当てられています。アプリケーションを作成する前に、他のセキュリティ

クラスを作成してタスクや要素に割り当てる必要があります。

勘定科目などのアプリケーション要素は、作成されるときにセキュリティクラス

に割り当てられます。ユーザには［アプリケーションの設定変更］ダイアログボッ

クスでデフォルトのセキュリティクラスが割り当てられます。このデフォルトク

ラスはそのユーザが作成する要素にも割り当てられます。ユーザが作成するアプ

リケーション要素には、このセキュリティクラスが割り当てられます。要素に割

り当てられたセキュリティクラスの変更は、その要素を作成したウィンドウで行

います。

デフォルトの Maximum セキュリティクラスにタスクを追加したり、除去したり

できます。デフォルトの HQ ユーザグループにはユーザを追加できます。これら

のデフォルトは削除できません。

セキュリティモジュールのアクセス方法
［セキュリティ］は、Windows の［スタート］メニューまたは［アプリケーショ

ン］モジュールの［ナビゲート］メニューからアクセスできます。

ä セキュリティにアクセスするには、次のいずれかの操作を行います。

l ［スタート］メニューから、［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion

Enterprise］、［Hyperion Enterprise セキュリティモジュール］の順に選択しま

す。

l Hyperion Enterprise デスクトップで、［アプケーション］モジュールを選択し、

［ナビゲート］メニューの［セキュリティ］を選択します。

［セキュリティ］デスクトップ
セキュリティの設定と管理は［セキュリティ］デスクトップから開始します。［セ

キュリティ］デスクトップの左側に表示されるナビゲーションリスト領域にはオ

ブジェクトが表示されます。このデスクトップには各オブジェクトに関連付けら

れているオプションも表示されます。オプションはデスクトップ上部のオプショ

ン領域に表示されます。デスクトップの中央は作業領域で、データの表示や入力

に使用されます。作業領域の内容は選択されているオブジェクトやオプションに

よって異なります。

［セキュリティ］デスクトップには［ファイル］、［表示］、［ナビゲート］、［タス

ク］、［ヘルプ］の各メニューも表示され、追加のオプションを選択できます。オ

ブジェクトや関連オプションは［セキュリティ］デスクトップの［ナビゲート］

メニューからも選択できます。

図 13 に、［設定］オプションが上部右側に表示された［セキュリティ］デスクトッ

プを示します。
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図 13  ［設定］オプションが表示された［セキュリティ］デスクトップ

表 5 に、［セキュリティ］デスクトップに表示されるアイコンと関連オプションを

示します。

表 5 ［セキュリティ］オブジェクトとオプション

主要オブジェクト オプション

設定

グループの定義

ユーザーの定義

クラスの定義

グループを保持

グループの定義

グループメンバーの割り当て

グループ権限の割り当て

ユーザーを保持

ユーザーの定義

ユーザーメンバーシップの割り当て

ユーザー権限の割り当て

クラスを保持

クラスの定義

クラス権限の割り当て

［セキュリティ］デスクトップ 83



主要オブジェクト オプション

タスクを保持

Hyperion Enterprise タスクへのクラス指定

権限を保持

グループ権限の割り当て

セキュリティクラス権限の割り当て

ユーザー権限の割り当て

［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索
［セキュリティ］デスクトップのワークスペース領域にある表で、グループ、ユー

ザ、クラス、およびタスクなどの特定の項目を検索できます。例えば、長い一覧

をスクロールしながら探す代わりに、項目を検索できます。

ä［セキュリティ］デスクトップで一覧を検索するには、次の手順に従います。

1 表の上にあるボックスに、グループ、ユーザ、クラス、またはタスクの名前を入力し

ます。項目が存在する場合は、その項目が表内でハイライトされます。

2 次のいずれかの操作を行います。

l 項目の完全な名前を入力します。

l 項目の名前の一部を入力します。

ヒント： ［前を検索］または［次を検索］ボタンを使用して、入力した文字

に一致する前の項目または次の項目を一覧でハイライトします。

l 何も入力せず、［前を検索］または［次を検索］ボタンを使用して、一覧全体

をスクロールします。

グループ、ユーザ、およびセキュリティクラスの設
定

セキュリティシステムを初めて設計するとき、 初にグループ、ユーザ、および

セキュリティクラスを設定する必要があります。グループ、ユーザ、およびセキュ

リティクラスを作成して、Hyperion Enterprise の機能やタスクにアクセスします。

グループとユーザを作成した後、それらにセキュリティクラスを割り当てること

ができます。［設定］オブジェクトはグループ、ユーザ、およびセキュリティクラ

スを作成するときに管理者が 初に使用するオブジェクトです。

ユーザグループの定義
システムのタスクや機能に対してすべて同じアクセス権を持つ複数のユーザを 1

つのグループに割り当てるために、グループを定義します。ユーザグループを定
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義する場合は、ユーザグループ ID、説明、およびセキュリティクラスを指定しま

す。ユーザグループは、［設定］または［グループを保持］オブジェクトから［グ

ループの定義］を使用して追加または修正します。

各ユーザグループは、セキュリティクラスに割り当てることでアクセス保護する

必要があります。例えば、HQ ユーザグループを Maximum セキュリティクラスに

割り当てます。Maximum セキュリティクラスへの「変更」アクセス権を持つユー

ザのみ、HQ ユーザグループの属性を変更できます。

ユーザグループを作成した後、ユーザグループのメンバを追加します。ユーザグ

ループのメンバには、ユーザと他のユーザグループがあります。また、ユーザグ

ループに関してセキュリティクラスへのアクセス権を割り当てます。詳しくは、

77 ページの「アクセス権限」を参照してください。

ä ユーザグループを作成するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 次のいずれかの操作を行います。

l 初めてグループを定義する場合は、［設定］オブジェクトを選択します。

l グループを変更する場合は、［グループを保持］オブジェクトを選択します。

3 表で 初の空白行を選択するか、［編集］メニューから［挿入］を選択して、空白行

を挿入します。

4 ユーザグループの ID と説明を入力します。ユーザグループ ID は 20 文字まで、説明は

40 文字まで入力できます。

5 ユーザグループに適用するセキュリティクラスを、次のいずれかの方法で選択しま

す。

ヒント： 検索テキストボックスを使用して、ユーザグループを検索できます。詳

しくは、84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参

照してください。

l ユーザグループを割り当てるセキュリティクラスのセルをダブルクリックし、

［セキュリティクラスの選択］ダイアログボックスでセキュリティクラスを選

択して［OK］をクリックします。
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図 14 ［セキュリティクラスの選択］ダイアログボックス

l ユーザグループに関連するセルで、セキュリティクラスの名前を入力します。

l ［セキュリティクラスの設定］  ボタンをクリックし、セキュリティクラス

を選択して、［OK］をクリックします。

6 ［保存］を選択します。

ユーザの定義
ユーザを定義して、それらユーザのシステムへのアクセスを制御したり、グルー

プに割り当てることができます。新しくユーザを定義すると、そのユーザは

UNASSIGNED ユーザグループに追加されます。ユーザの設定を修正できるユーザ

数を制限するには、各ユーザにセキュリティクラスを割り当てる必要があります。

例えば、Admin ユーザを Administrator セキュリティクラスに割り当てます。Admin

ユーザは、アプリケーションを作成するユーザです。このユーザは、HQ グルー

プに所属します。Administrator セキュリティクラスへの「修正」アクセス権を持

つユーザのみ、Admin ユーザの属性を変更できます。

ユーザを定義するときは、ユーザ名と説明の指定、ユーザのパスワードの割り当

て、ユーザの現在の状態の変更、およびセキュリティクラスの割り当てを行いま

す。また、ユーザ名を削除せずに、それらのユーザ名の現在の状態を変更すること

によって、アプリケーションから特定のユーザまたは複数のユーザを保護できま

す。

ユーザを作成した後、そのユーザをユーザグループに追加できます。ユーザには、

そのユーザが所属するグループのアクセス権が設定されます。個々のユーザにア

クセス権を割り当てることによって、セキュリティクラスへのユーザグループの

アクセス権とは異なるアクセス権を設定できます。

ä ユーザを定義するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 次のいずれかの操作を行います。

l 初めてユーザを定義する場合は、［設定］オブジェクトを選択します。

l ユーザを変更する場合は、［ユーザーを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［ユーザーの定義］を選択します。
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4 次のいずれかの操作を行います。

l ユーザを作成するには、表内の先頭の空白行を選択します。

l 既存のユーザを編集するには、編集するユーザを選択します。

5 ユーザ名と説明を入力します。ユーザ名は 20 文字まで、説明は 40 文字まで入力でき

ます。

6 ユーザの現在の状態を選択するには、次のいずれかの操作を行います。

l ［保護］/［保護解除］  ボタンをクリックします。

l 選択したユーザのセルに、現在の状態を入力します。

ヒント： 修正するすべてのユーザをハイライトすることによって、2 人以上

のユーザに現在の状態とセキュリティクラスを割り当てることがで

きます。

7 デフォルトのセキュリティクラスを変更するには、次のいずれかの操作を行います。

セキュリティクラスをまだ定義していない場合は、88 ページの「セキュリティクラ

スの定義」を参照してください。

ヒント： ボックスを使用して、表内でセキュリティクラスを検索できます。詳し

くは、84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照

してください。

l そのユーザグループに関連したセキュリティクラスのセルをダブルクリック

し、セキュリティクラスを選択して、［OK］をクリックします。

l ユーザグループに関連するセルで、セキュリティクラスの名前を入力します。

l ［セキュリティクラスの設定］  ボタンをクリックし、セキュリティクラス

を選択して、［OK］をクリックします。

図 15 ［セキュリティクラスの選択］ダイアログボックス

8 ユーザにパスワードを設定するには、次の手順に従います。

1. ［パスワードの変更］  ボタンをクリックします。

2. ［新しいパスワード］ボックスにパスワードを入力します。
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3. ［パスワードの確認］ボックスに再度パスワードを入力します。

4. ［OK］をクリックします。

9 ［保存］を選択します。

セキュリティクラスの定義
セキュリティクラスの定義には、クラス ID、説明、およびセキュリティクラスを

指定します。次に、これらのセキュリティクラスに対して、ユーザとユーザグルー

プのアクセス権を割り当てます。その後、［タスクを保持］オブジェクトで、仕訳

帳の転記などのタスク、またはエンティティや勘定科目などのアプリケーション

要素に、セキュリティクラスを割り当てます。

また、別のセキュリティクラスに作成するセキュリティクラスを割り当てること

もできます。セキュリティクラスの属性を修正できるユーザ数を制限するには、

各セキュリティクラスをセキュリティクラスに割り当てる必要があります。例え

ば、Journals_Class を Medium セキュリティクラスに割り当てます。Medium セキュ

リティクラスへの「変更」アクセス権を持つユーザのみ、Journals_Class の属性を

変更できます。

セキュリティクラスを作成すると、作成者にそのセキュリティクラスに対する「変

更」権限が与えられます。そのセキュリティクラスに割り当てられたユーザに与

えられる権限は「割り当てなし」です。

ä セキュリティクラスを定義するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 次のいずれかの操作を行います。

l 初めてセキュリティクラスを定義する場合は、［設定］オブジェクトを選択し

ます。

l クラスを変更する場合は、［クラスを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［クラスの定義］を選択します。
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図 16 ［クラスの定義］ウィンドウ

4 表内の 初の空白行を選択します。

5 セキュリティクラスの ID と説明を入力します。セキュリティクラス ID は 20 文字ま

で、説明は 40 文字まで入力できます。

6 セキュリティクラスにセキュリティクラスを選択するには、次のいずれかの操作を行

います。

ヒント： ［クラス］ボックスを使用して、クラスを検索できます。詳しくは、84

ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してくだ

さい。

l そのセキュリティクラスに関連したセキュリティクラスのセルをダブルクリッ

クし、セキュリティクラスを選択して、［OK］をクリックします。

l セキュリティクラスに関連するセルで、セキュリティクラスの名前を入力し

ます。

l ［セキュリティクラスの設定］  ボタンをクリックし、セキュリティクラス

を選択して、［OK］をクリックします。

7 ［保存］をクリックします。

グループとグループの権限
グループを定義したら、グループにメンバや他のグループを割り当てることがで

きます。ユーザグループは類似のセキュリティを必要とするユーザのセットです。

ユーザグループにはセキュリティクラスに対するアクセス権を割り当てます。ユー
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ザグループのメンバには、個々のユーザと他のユーザグループを指定できます。

ユーザは少なくとも 1 つのユーザグループに所属する必要があります。異なるア

クセス権を持つ複数のユーザグループに所属しているユーザには、 も制限の少

ないアクセス権が優先されます。76 ページの「ユーザとユーザグループ」の例を

参照してください。

Hyperion Enterprise には「HQ」と「UNASSIGNED」という 2 つのデフォルトのユー

ザグループが用意されています。アプリケーションを作成するユーザは HQ ユー

ザグループに含まれます。HQ ユーザグループには Maximum セキュリティクラス

に対する「変更」アクセス権がデフォルトで割り当てられています。他のユーザ

グループに所属していない、権限を割り当てられていないユーザは UNASSIGNED

ユーザグループに含まれます。新規ユーザは、デフォルトで「UNASSIGNED」

ユーザグループに割り当てられます。

グループのセキュリティクラスに割り当てることのできるアクセス権には 5 つの

レベルがあります。新しく作成したユーザグループには、アプリケーションのす

べてのセキュリティクラスに対する「割り当てなし」アクセス権が割り当てられ

ます。新しいユーザグループには別のアクセス権を再度割り当てる必要がありま

す。詳しくは、77 ページの「アクセス権限」を参照してください。

グループに含まれているユーザ
ユーザグループはメンバで構成され、メンバはユーザまたはユーザグループです。

ユーザグループでは、メンバの追加や削除、セキュリティクラスへのアクセス権

の割り当てなどを行います。デフォルトでは、ユーザグループのすべてのメンバ

が、所属するユーザグループに割り当てられたアクセス権を持ちます。

個々のユーザにセキュリティクラスへのアクセス権を割り当てることによって、

グループのアクセス権を上書きできます。個々のユーザに与えたアクセス権はユー

ザグループのアクセス権に優先します。グループの権限とは異なる権限をユーザ

に与える方法について詳しくは、97 ページの「ユーザグループのアクセス権の

上書き」を参照してください。

メンバは、複数のユーザグループに所属することができます。セキュリティクラ

スに対するアクセス権が異なる 2 つのユーザグループに所属しているユーザやユー

ザグループには、 も制限の少ないアクセス権が優先されます。

類似のセキュリティ条件を必要とするメンバやグループは同じユーザグループに

割り当てることができます。所属部署、機能、その他の基準に基づいてユーザを

グループに分けることができます。

注： セキュリティレポートを印刷して、ユーザやユーザグループが所属するユー

ザグループを調べることができます。セキュリティレポートの実行方法に

ついて詳しくは、114 ページの「セキュリティレポート」を参照してくださ

い。

グループへのユーザの追加

選択したユーザグループにユーザを追加すると、ユーザはそのグループに割り当

てられているアクセス権を継承します。
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ä ユーザをユーザグループに割り当てるには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［グループを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［グループメンバーの割り当て］を選択します。

4 ［グループの選択］タブで、メンバを追加する先のユーザグループを選択します。

ヒント： ［グループ］ボックスを使用して、グループを検索できます。詳しくは、

84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してく

ださい。

5 ［ユーザーの割り当て］タブを選択します。

6 次の操作を任意に組み合わせてユーザを選択します。

l ［選択可能なユーザー］ウィンドウでユーザを選択して、［Include Selected Users

（選択したユーザを含める）］  ボタンをクリックします。［選択したユー

ザー］ウィンドウに、選択したユーザの名前が表示されます。

l 複数のユーザを選択するには、複数のユーザを選択し、［選択したユーザーを

割り当て］  ボタンをクリックします。

l ［選択可能なユーザー］ウィンドウで、選択可能なすべてのユーザを選択する

には、［すべてのユーザーを含める］ ボタンをクリックします。［選択した

ユーザー］ウィンドウに、選択したユーザの名前が表示されます。

7 ［保存］をクリックします。

グループからのユーザの除去

特定のユーザグループからユーザまたはユーザグループを除去できます。ユーザ

グループからメンバを除去するとユーザグループからは除去されますが、アプリ

ケーションからは除去されません。除去したユーザが他のユーザグループに所属

していない場合、そのユーザはセキュリティクラスへの「割り当てなし」アクセ

ス権を持つ UNASSIGNED ユーザグループのメンバになります。

ä グループからユーザを除去するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［グループを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［グループメンバーの割り当て］を選択します。

4 ［グループの選択］タブで、メンバを除去するユーザグループを選択します。

ヒント： ［グループ］ボックスを使用して、グループを検索できます。詳しくは、

84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してく

ださい。

5 ［ユーザーの割り当て］タブを選択します。
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6 ［選択したユーザー］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行ってユーザを除去しま

す。

l 除去するユーザを選択して［選択したユーザを除去］ ボタンをクリックし

ます。

l すべてのユーザを除去するには、［すべてのユーザを除去］ ボタンをクリッ

クします。

7 ［保存］を選択します。

グループに含まれているグループ
グループを別のグループに追加したり、除去したりできます。グループを別のグ

ループに割り当てたり除去したりすることもできます。グループは、複数のグルー

プに所属することができます。グループがセキュリティクラスに対して異なるア

クセス権を持つ複数のグループに所属している場合は、 も制限の少ないアクセ

ス権が優先されます。

他のグループへのグループの割り当て

グループを他のグループに追加できます。これによって、別のグループのメンバ

に同じグループ権限を割り当てることができます。例えば、グループ 1 が「変更」

アクセス権を持ち、グループ 1 にグループ 2 を割り当てると、グループ 2 はグルー

プ 1 のアクセス権を継承します。

ä グループを他のグループに割り当てるには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［グループを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［グループメンバーの割り当て］を選択します。

4 ［グループの選択］タブで、ユーザグループを割り当てるユーザグループを選択しま

す。

ヒント： ［グループ］ボックスを使用して、グループを検索できます。詳しくは、

84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してく

ださい。

5 ［グループの割り当て］タブを選択します。

6 ［使用可能なグループ］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行って、グループを選

択し、現在選択されているグループに追加します。

l 割り当てるグループを選択して、［選択したグループを割り当て］ ボタンを

クリックします。［選択したグループ］ウィンドウに、選択したグループが表

示されます。

l 使用可能なグループをすべて選択するには、［すべてのグループを割り当て］

ボタンをクリックします。［選択したグループ］ウィンドウに、使用可能な

すべてのグループが表示されます。
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7 ［保存］をクリックします。

他のグループからのユーザグループの除去

選択したグループからユーザグループを除去できます。選択したグループからユー

ザグループを削除すると、あるタスクまたはアプリケーション要素へのアクセス

権が制限されます。

ä グループからユーザグループを除去するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［グループを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［グループメンバーの割り当て］を選択します。

4 ［グループの選択］タブで、除去する対象のグループを含むユーザグループを選択し

ます。

ヒント： ［グループ］ボックスを使用して、グループを検索できます。詳しくは、

84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してく

ださい。

5 ［グループの割り当て］タブを選択します。

6 ［選択したグループ］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l グループを選択して［選択したグループを除去］  ボタンをクリックしま

す。［使用可能なグループ］ウィンドウに、選択したグループが表示されま

す。

l すべてのグループを除去するには、［すべてのグループを除去］  ボタンを

クリックします。［使用可能なグループ］ウィンドウに、すべてのグループが

表示されます。

7 ［保存］をクリックします。

他のグループへのユーザグループの割り当て

他のグループ内に、グループを割り当てることができます。例えば、

「Accounting」というグループが存在し、このグループには会社のあらゆる会計業

務に関連するグループが含まれているとします。「Bookkeeping」という別のグルー

プを作成し、Accounting グループに Bookkeeping グループを含めることができま

す。

ä ユーザグループを他のグループへ割り当てるには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［グループを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［グループメンバーの割り当て］を選択します。
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4 ［グループの選択］タブで、他のユーザグループに割り当てるユーザグループを選択

します。

ヒント： ［グループ］ボックスを使用して、グループを検索できます。詳しくは、

84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してく

ださい。

5 ［別のグループへの割り当て］タブを選択します。

6 ［使用可能なグループ］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l グループを選択して［選択したグループを割り当て］ ボタンをクリックし

ます。［選択したグループ］ウィンドウに、選択したグループが表示されま

す。

l グループをすべて選択するには、［すべてのグループを割り当て］ ボタンを

クリックします。［選択したグループ］ウィンドウに、使用可能なすべてのグ

ループが表示されます。

7 ［保存］を選択します。

他のグループからのグループの除去

含める必要のなくなったグループを所属先のグループから除去できます。

ä グループを他のグループから除去するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［グループを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［グループメンバーの割り当て］を選択します。

4 ［グループの選択］タブで、除去するグループを含むグループを選択します。

ヒント： ［グループ］ボックスを使用して、グループを検索できます。詳しくは、

84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してく

ださい。

5 ［別のグループへの割り当て］タブを選択します。

6 ［選択したグループ］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l グループを選択して、［選択したグループを除去］ ボタンをクリックしま

す。［使用可能なグループ］ウィンドウに、選択したグループが表示されま

す。

l すべてのグループを選択するには、［すべてのグループを除去］ ボタンをク

リックします。［使用可能なグループ］ウィンドウに、［選択したグループ］

ウィンドウのすべてのグループが表示されます。

7 ［保存］をクリックします。
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ユーザグループへのアクセス権の割り当て
アプリケーションの各セキュリティクラスに対するアクセス権を個々のユーザグ

ループに割り当てます。各ユーザグループのメンバは、そのユーザグループに割

り当てられたアクセス権を継承します。ユーザグループを作成すると、デフォル

トではすべてのセキュリティクラスへの「割り当てなし」アクセス権が割り当て

られます。新しく作成したユーザグループのクラスにアクセス権を割り当てた後、

「UNASSIGNED」グループのメンバを新しいグループに再度割り当てることによっ

て、メンバのアクセス権を変更できます。アクセス権について詳しくは、77 ペー

ジの「アクセス権限」を参照してください。

ä ユーザグループにアクセス権を割り当てるには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 次のいずれかの操作を行います。

l ［グループを保持］オブジェクトで、［グループ権限の割り当て］を選択しま

す。

l ［権限を保持］オブジェクトから、［グループ権限の割り当て］を選択します。

3 ［グループの選択］タブで、アクセス権を割り当てるグループを選択します。

4 ［権限の割り当て］タブを選択します。

図 17 ［権限の割り当て］タブ

5 アクセス権を指定するグループを選択します。
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ヒント： 複数のクラスにアクセス権を割り当てるには、クラスをハイライトし、

アクセス権の 1 つを選択します。

6 アクセス権を指定します。

l セキュリティクラスに対して「変更」権限を適用するには、［変更］ ボタ

ンをクリックします。

l セキュリティクラスに対して「表示」権限を適用するには、［表示］ ボタ

ンをクリックします。

l セキュリティクラスに対して「制限」権限を適用するには、［制限］ ボタ

ンをクリックします。

l セキュリティクラスに対して権限なしを適用するには、［なし］ ボタンを

クリックします。

l 権限を割り当てないセキュリティクラスには、［割り当てなし］ ボタンを

クリックします。

注： 権限を割り当てないセキュリティクラスを表示しないようにするには、

［権限を割り当てないクラスを隠す］チェックボックスをオンにします。

7 ［保存］を選択します。

ユーザグループの削除
不要になったユーザグループは削除できます。ユーザグループを削除しても、ユー

ザグループのメンバはアプリケーションからは削除されません。ユーザグループ

を削除した場合、そのグループ以外に属していないメンバは UNASSIGNED ユー

ザグループのメンバになります。

注： HQ と UNASSIGNED ユーザグループは削除できません。

ä ユーザグループを削除するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 次のいずれかの操作を行います。

l ［設定］オブジェクトを選択します。

l ［グループを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［グループの定義］を選択します。

4 削除するユーザグループを選択し、［編集］、［削除］の順に選択します。

5 ［保存］を選択します。
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ユーザおよびユーザ権限
まずグループにユーザを割り当てます。次に、グループに権限を割り当てます。

グループに権限を割り当てることによって、ユーザグループが Hyperion Enterprise

の要素やタスクにアクセスできるようになります。

Hyperion Enterprise にはデフォルトユーザが 1 つ用意されています。このユーザ名

はアプリケーションを作成するために指定されています。デフォルトユーザには

「Maximum」というデフォルトのセキュリティクラスに対する「変更」アクセス

権が与えられています。デフォルトユーザは削除できません。

ユーザの現在の状態を「保護済」に変更して、そのユーザによるアプリケーショ

ンへのアクセスを禁止できます。この設定は以前に設定されていたアクセス権に

優先します。この機能は、ユーザが一定期間非アクティブになっている場合や、

システムメンテナンスを行うときにユーザがアプリケーションへアクセスするこ

とを禁止する場合に便利です。

ユーザが Hyperion Enterprise にログインしていて、システム管理者がステータス

を「保護済」に変更した場合、そのユーザが新しいモジュールや新しい POV にア

クセスしようとするたびに、「セキュリティステータスが保護されています。アプ

リケーションをログオフしてください。」というメッセージが表示されます。但

し、それまでに行っていた作業は続行できます。アプリケーションを終了すると、

保護解除されるまでログインできません。Hyperion Enterprise の外部モジュール、

例えば、Autopilot、Allocations、Retrieve などにログインしていたユーザは影響を

受けません。但し、ユーザ名が保護されている場合は、終了した後に外部モジュー

ルにもアクセスできなくなります。詳しくは、97 ページの「アプリケーション

へのユーザアクセスの制限」を参照してください。

ユーザグループのアクセス権の上書き
個々のユーザがセキュリティクラスに対して持っているグループのアクセス権を

上書きできます。所属するユーザグループのアクセス権とは異なるアクセス権を

特定のユーザに割り当てることができます。ユーザに割り当てたアクセス権は、

そのユーザがユーザグループから継承するアクセス権に優先します。このような

アクセス権の上書きは個々のユーザのみが対象です。グループには適用できませ

ん。

例えば、Medium クラスに対して「表示」アクセス権のみを与えられているユー

ザグループに属するユーザに、より高いレベルのアクセス権を与える必要がある

とします。タスクの実行やデータの変更ができるように、そのユーザに Medium

クラスへの「変更」アクセス権を割り当てることができます。詳しくは、108 ペー

ジの「ユーザへの権限の割り当て」を参照してください。

アプリケーションへのユーザアクセスの制限
ユーザの現在のステータスを「保護済」に変更して、そのユーザによるアプリケー

ションへのアクセスを禁止できます。この設定はすべてのアクセス権より優先さ

れます。ある一定の期間ユーザが非アクティブになる場合には、このように設定

しておくとよいでしょう。［保護／保護解除］トグルボタンは、選択したユーザの

現在のステータスを逆にするために使用します。1 人のユーザまたは連続する複

数のユーザを選択して、現在のステータスを変更できます。

ユーザおよびユーザ権限 97



注： セキュリティを抽出しても、現在のステータス情報は ASCII テキストファイ

ルにはコピーされません。これは、このテキストファイルを使用してアプ

リケーションを再度作成した場合、抽出時に「保護済」であったステータ

スを持つユーザはすべて「保護解除済」のステータスになることを意味し

ます。これによって、アクティブなユーザが永久にアプリケーションから

ロックアウトされることを防ぎます。

Hyperion Enterprise の特定のタスクやアプリケーション要素へのユーザアクセスの

制限について詳しくは、77 ページの「アクセス権限」を参照してください。

ä アプリケーションへのユーザアクセスを制限するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［ユーザーを保持］オブジェクトをクリックします。

3 ［ユーザーの定義］を選択し、ステータスを変更するユーザを選択します。

4 次のいずれかの操作を行います。

l ［現在の状態］列に「保護済」と入力します。

注： 複数のユーザの状態は「保護済み」と入力しても変更できません。複数

のユーザの状態を変更するには［保護］または［保護解除］トグルボタ

ンをクリックします。

l ユーザを選択して、［保護／保護解除］ トグルボタンをクリックします。

複数のユーザを選択した場合、［保護］または［保護解除］トグルボタンは現

在の状態を保護済から保護解除に、または保護解除から保護済に変更します。

5 ［保存］をクリックします。

パスワードの指定
Hyperion Enterprise アプリケーション、要素、またはタスクにアクセスするため

に、ユーザにパスワードを指定します。パスワードを表示することはできません

が、パスワードを忘れた場合は新しいパスワードを指定できます。パスワードを

新しく指定しても、後で変更できます。

パスワードは、大文字と小文字を区別します。大文字を使用してパスワードを設

定した場合は、ログオン時に大文字を使用する必要があります。詳しくは、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

ä パスワードを設定するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［ユーザーを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［ユーザーの定義］を選択し、新しいパスワードを指定するユーザを選択します。
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4 ［パスワードの変更］ ボタンをクリックします。［パスワードの変更］ダイアログ

ボックスが表示されます（図 18 を参照）。

図 18 ［パスワードの変更］ダイアログボックス

5 新しいパスワードを入力し、確認します。

6 ［OK］をクリックします。

パスワードの有効期間の設定
ユーザのパスワードには、有効期間を設定できます。また、［セキュリティ］モ

ジュールへの「変更」アクセス権を持つユーザは、パスワードが有効な日数を設

定することもできます。

注： パスワードは、ユーザ名のパスワードが作成された"X"日後に期限が切れま

す。ユーザ名を別の日に作成した場合は、パスワードも別の日に期限が切

れます。

セキュリティモジュールや Hyperion Enterprise（［開始］メニュー、アプリケーショ

ンモジュール、管理ツール）にアクセスするときに、パスワードの有効期間が検

証されます。

注： パスワードの有効期間は、AutoPilot、LedgerLink、および Hyperion Reporting

製品にログオンするときには検証されません。

パスワードの有効期間が設定されている場合は、パスワードの有効期限日になる

と、Hyperion Enterprise またはセキュリティモジュールにログオンするときに、パ

スワードを変更する必要があります。
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ユーザは、パスワードを Hyperion Enterprise デスクトップの［ファイル］メニュー

から変更することもできます。

ä パスワードの有効期間を設定するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［タスク］メニューから［パスワードの有効期間の設定］を選択します。

3 ［期限切れのパスワードを無効にする］を選択します。

図 19 ［パスワードの有効期間の設定］ダイアログボックス

4 ［パスワードの有効期間（日数）］テキストボックスで、パスワードが有効な日数を入

力します。

5 ［OK］をクリックします。

パスワードの同期
パスワードの同期機能により、ユーザの hypent.ini ファイル内で、複数のアプリ

ケーションに同一の ID が使用されていれば、まとめてパスワードを変更できま

す。各 Hyperion Enterprise アプリケーションで同一の ID に対するパスワードのみ

を変更できます。

注： パスワードの同期は、ファイルベースのアプリケーションのみに適用され

ます。

同期されたパスワードは、すべての Hyperion Enterprise アドオン（Hyperion

Allocations、Hyperion Autopilot、Hyperion Ledger Link、Hyperion Retrieve、Hyperion

SCE など）でも有効です。Hyperion Enterprise のコアアプリケーションに使用して

いるパスワードは、Hyperion Enterprise アドオンモジュールにも使用できます。
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注： パスワードの同期機能は、Hyperion Enterprise Reporting、Hyperion Enterprise

Reporting Web、Hyperion Enterprise Web では有効ではありません。有効期限

が切れたパスワードを使用して、Hyperion Enterprise Reporting、Hyperion

Enterprise Reporting Web、および Hyperion Enterprise Web にアクセスしよう

とすると、「ログインができない」、「アプリケーションを開く際にエラーが

発生」、「ログイン名／パスワードが無効」、「エラー：アプリケーションを

開くことができない」のいずれかのエラーを示すメッセージが表示されま

す。Hyperion Enterprise Reporting、Hyperion Enterprise Reporting Web、また

は Hyperion Enterprise Web を起動するには、Hyperion Enterprise またはアド

オンから新しいパスワードを入力する必要があります。

パスワードの有効期限日は、ユーザ名が作成された日または 後にパスワードが

変更された日から計算されます。例えば、システム管理者が 3 つのアプリケーショ

ンを 30 日で期限が切れるように設定したとします。各アプリケーションで、

「FINANCE」というユーザが別の日に作成されています。

l APP1 のユーザ FINANCE は 10 月 1 日に作成されました。

l APP2 のユーザ FINANCE は 10 月 2 日に作成されました。

l APP3 のユーザ FINANCE は 10 月 3 日に作成されました。

各アプリケーションにはユーザ名 FINANCE が作成されていますが、作成された

日が異なります。従って、パスワードの有効期限日も異なります。ユーザの

hypent.ini ファイルにはアプリケーションごとにエントリが存在します。

10 月 31 日にユーザ FINANCE が APP1 にログオンすると、パスワードを変更する

ように指示されます。ユーザはこのときパスワードを同期するアプリケーション

を選択する必要があります。ユーザ FINANCE が 3 つのアプリケーションをすべ

て選択すると、APP1、APP2、および APP3 の各パスワードがセキュリティ表で更

新されます。10 月 31 日には APP2 と APP3 アプリケーションのパスワードの有効

期限はまだ切れておらず、APP2 と APP3 でユーザ FINANCE が作成されてから 30

日が経過していないにもかかわらず、更新されます。

ä パスワードの同期を有効にするには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise デスクトップで、［ファイル］メニューの［設定変更］から［ユー

ザー］を選択します。［ユーザー設定変更］画面が表示されます。
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図 20 パスワードの同期

2 ダイアログボックスの下部にある［パスワードの同期］領域の［全アプリケーション

のパスワードを同期する］チェックボックスを選択します。

3 ［OK］をクリックします。

パスワードの同期シナリオ

次の項では、パスワードの同期に関連したシナリオを説明します。各シナリオの

後に例を示します。

シナリオ 1

ユーザがサーバからアプリケーションを削除して、hypent.ini ファイルからそのア

プリケーションを削除していない場合は、次回にシステムでそのアプリケーショ

ンのパスワードを更新するとき、エラーメッセージが表示されます。従って、ア

プリケーションが hypent.ini ファイルに指定されたパスに存在しているとともに、

システムがサーバ上のそのディレクトリにアクセスできる必要があります。デー

タサーバがアプリケーションを実行する場合、サーバは稼動している必要があり

ます。データサーバについては、第 13 章「Hyperion Enterprise Server

Administration」を参照してください。
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シナリオ 1 の例

ユーザの hypent.iniファイルに次の 3 つのアプリケーションがあります。

l APP1

l APP2

l APP3

APP3 はサーバから削除されていますが、ユーザの hypent.ini ファイルからは削除

されていません。ユーザが APP1 にログオンしようとしたとき、パスワードを変

更されるように指示されました。［全アプリケーションのパスワードを同期する］

ダイアログボックスに 3 つのアプリケーションすべてが表示され、ユーザはすて

のアプリケーションを選択してパスワードの更新を実行します。APP1 と APP2 の

パスワードは更新されますが、APP3 を更新しようとして、APP3 が見つからない

ため APP3 のパスワードを更新できないというエラーメッセージが表示されます。

シナリオ 2

ユーザが hypent.ini ファイルに存在するすべてのアプリケーションのパスワードを

更新するオプションを選択しなかった場合は、すべてのアプリケーションのパス

ワードは同じになりません。

シナリオ 2 の例

APP1、APP2、および APP3 に存在するユーザ名があり、その hypent.ini ファイル

には 3 つのアプリケーションがすべて存在します。APP1 のパスワードを変更する

ようにメッセージが表示されるとき、システムでは hypent.ini ファイルを調べて自

動的に［全アプリケーションのパスワードを同期する］ダイアログボックスを表

示します。ダイアログボックスには APP1、APP2、および APP3 が選択可能なアプ

リケーションとして表示されます。ユーザは 3 つのアプリケーションから 2 つを

選択してパスワードを更新します。hypent.iniファイルでのアプリケーションの

順番が次のようになっているとします。

l APP2

l APP3

l APP1

システムではパスワードの更新を、APP1、APP2、APP3 の順に行います。ユーザ

が APP2 にログオンしようとしてパスワードの変更を指示され、3 つのアプリケー

ションすべてを更新するように選択した場合は、APP2、APP3、APP1 の順にパス

ワードが更新されます。

ユーザが APP2 にログオンしようとして APP2 のパスワードの変更を指示され、

APP2 と APP3 のみを更新するように選択した場合は、APP2、APP3 の順にパスワー

ドが更新されます。APP1 のパスワードは更新されません。その結果、APP1 のパ

スワードは APP2 および APP3 のパスワードとは異なったものになります。
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シナリオ 3

ユーザが複数のアプリケーションのパスワードをまとめて更新する場合は、更新

するアプリケーションで該当するユーザ名が一致している必要があります。指定

したアプリケーションにユーザ名が存在しない場合、パスワードを変更しようと

してもアプリケーションは更新されません。これにより、他のアプリケーション

が更新されない場合もあります。

シナリオ 3 の例

APP1 と APP2 にユーザ名が存在して、APP3 には存在しないとします。但し、ユー

ザの hypent.ini ファイルには 3 つのアプリケーションがすべて存在します。この

ユーザが APP1 または APP2 でパスワードを変更するように指示されたとき、シス

テムでは hypent.ini ファイルを自動的に調べて［全アプリケーションのパスワード

を同期する］ダイアログボックスを開き、APP1、APP2、APP3 を選択可能なアプ

リケーションとして表示します。ユーザは 3 つのアプリケーションすべてを選択

して新しいパスワードに更新します。システムでは APP3 を更新しようとしたと

きに、APP3 にユーザ名を見つけることができません。その結果、［パスワードの

同期の結果］ダイアログボックスに APP3 アプリケーションのエラーステータス

が表示されます。

次の例では、hypent.ini ファイルでのアプリケーションの順番が次のようになって

います。

l APP2

l APP3

l APP1

ユーザは APP1 のパスワードを変更するよう指示され、3 つのアプリケーションす

べてを更新するように選択します。システムでは APP1 と APP2 のパスワードを更

新しますが、次に APP3 のパスワードを更新しようとしても、ユーザが存在しま

せん。APP3 ではユーザ名が有効でないというエラーメッセージが表示されます。

その結果、［パスワードの同期の結果］ダイアログボックスに APP3 アプリケー

ションのエラーステータスが表示されます。

ユーザが APP2 にログオンしようとしてパスワードの変更を指示され、3 つのアプ

リケーションすべてを更新するように選択した場合、システムでは APP2 のパス

ワードを 初に更新し、次に APP3 を更新しようとします。APP3 にはユーザが存

在しないのでこの更新はエラーになりますが、システムは処理を続行して残りの

アプリケーションを更新します。選択されたアプリケーションがすべて処理され

ると、［パスワード同期の結果］ダイアログボックスにパスワード同期を変更しよ

うとしたアプリケーションとその結果が表示されます。

シナリオ 4

ユーザの hypent.iniファイルにパスワードが存在しない場合アプリケーション

のパスワードは更新できません。
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シナリオ 4 の例

ユーザ名が APP1、APP2、APP3、および APP4 に存在しますが、そのユーザの

hypent.iniファイルには APP1、APP2、APP3 しか存在しません。このユーザが

APP1 のパスワードを変更するように指示されたとき、システムでは hypent.ini ファ

イルを自動的に調べて［全アプリケーションのパスワードを同期する］ダイアロ

グボックスを開き、APP1、APP2、APP3 を選択可能なアプリケーションとして表

示します。APP4 は表示されません。ユーザは 3 つのアプリケーションすべてを選

択して新しいパスワードに更新します。

hypent.iniファイルでのアプリケーションの順番が次のようになっているとしま

す。

l APP2

l APP3

l APP1

システムでは APP1、APP2、APP3 の順にパスワードを更新しますが、APP4 のパ

スワードは新しいパスワードに更新されません。ユーザが hypent.ini ファイルに

APP4 を追加した場合、パスワードが APP4 あるいは他の 3 つのアプリケーション

で期限切れになって、ユーザがパスワードを更新するまでパスワードの更新は行

われません。

ユーザパスワードの同期
アプリケーション間でパスワードを同期させると、1 つのパスワードで複数のア

プリケーションにアクセスできます。但し、パスワードを同期させるには、更新

する複数のアプリケーションのユーザ名が同じである必要があります。

ä ユーザパスワードを同期させるには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise デスクトップで、［ファイル］メニューから［パスワードの変更］を

選択します。

2 現在のパスワードを入力します。

3 新しいパスワードを入力して、［パスワードの確認］ボックスに再度そのパスワード

を入力します。

4 次のいずれかの操作を行って、［選択可能なアプリケーション］リストに表示される

アプリケーションのパスワードを変更します。

l ［選択可能なアプリケーション］リストでアプリケーションをハイライトし、

［追加］ボタンをクリックします。指定したアプリケーションが［選択された

アプリケーション］リストに表示されます。

l ［選択可能なアプリケーション］リストで複数のアプリケーションをハイライ

トし、［追加］ボタンをクリックします。指定したアプリケーションが［選択

されたアプリケーション］リストに表示されます。

l ［選択可能なアプリケーション］リストのアプリケーションすべてのパスワー

ドを変更するには、［すべて追加］ボタンをクリックします。すべてのアプリ

ケーションが［選択されたアプリケーション］リストに表示されます。
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5 新しいパスワードを適用するアプリケーションの一覧からアプリケーションを除去す

るには、次のいずれかの操作を行います。

l ［選択されたアプリケーション］リストでアプリケーションをハイライトし、

［除去］ボタンをクリックします。

l ［選択されたアプリケーション］リストで複数のアプリケーションをハイライ

トし、［すべて除去］ボタンをクリックします。

注： 現在の Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアアプリケー

ションは、常に［選択されたアプリケーション］リストに表示され、除

去することはできません。

6 ［OK］をクリックします。

図 21 ［全アプリケーションのパスワードを同期する］ダイアログボックス

［パスワード同期の結果］ダイアログボックスに結果が表示されます。図 22 を参

照してください。

図 22 ［パスワード同期の結果］ダイアログボックス
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7 各アプリケーションのステータスが OK になっていることを確認します。

8 ［OK］をクリックします。

グループへのユーザの割り当て
グループにユーザを割り当てることができます。ユーザは、1 つ以上のグループ

に所属することができます。

ä ユーザをユーザグループに割り当てるには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［ユーザーを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［ユーザーメンバーシップの割り当て］を選択します。

4 ［ユーザーの選択］タブで、ユーザグループに割り当てるユーザを選択します。

ヒント： ［ユーザー］ボックスを使用して、ユーザを検索できます。詳しくは、

84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してく

ださい。

5 ［グループへの割り当て］タブを選択します。

6 ［使用可能なグループ］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l グループを選択して［選択したグループを割り当て］ ボタンをクリックし

ます。［選択したグループ］ウィンドウに、選択したグループが表示されま

す。

l 使用可能なすべてのグループにユーザを追加するには、［すべてのグループを

割り当て］ ボタンをクリックします。［選択したグループ］ウィンドウに、

グループが表示されます。

7 ［保存］をクリックします。

ユーザからのグループ割り当ての除去
ユーザがグループにアクセスする必要がなくなった場合は、そのグループからユー

ザを除去します。

ä ユーザをグループから除去するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［ユーザーを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［ユーザーメンバーシップの割り当て］を選択します。

4 ［ユーザーの選択］タブで、グループから除去するユーザを選択します。
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ヒント： ［ユーザー］ボックスを使用して、ユーザを検索できます。詳しくは、

84 ページの「［セキュリティ］デスクトップ一覧の検索」を参照してく

ださい。

5 ［グループへの割り当て］タブを選択します。

6 ［選択したグループ］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l グループを選択して、［グループを除去］ ボタンをクリックします。［使用

可能なグループ］ウィンドウに、選択したグループが表示されます。

l すべてのグループを除去するには、［すべてのグループを除去］ ボタンを選

択します。［使用可能なグループ］ウィンドウに、グループが表示されます。

7 ［保存］を選択します。

ユーザへの権限の割り当て
アプリケーションのユーザの各クラスに権限を割り当てます。ユーザに割り当て

る権限のタイプは、ユーザ権限とグループ権限の 2 つがあります。下の手順に含

まれている図に示すように、権限を表示する列が 2 つあります。［権限］列には、

セキュリティクラスのユーザに割り当てられた特定のアクセス権限が含まれます。

ユーザに割り当てたアクセス権は、そのユーザが所属するグループのアクセス権

より優先されます。［有効権限］は、ユーザが割り当てられたグループからのグ

ループ権限です。ユーザが複数のグループに所属する場合は、 も制限の少ない

アクセス権が優先されます。ユーザを作成すると、そのユーザにはすべてのセキュ

リティクラスへの「UNASSINGED」アクセス権が割り当てられます。

下の手順に含まれている図に従って、いくつか例を説明します。

l ユーザの［権限］列および［有効権限］列に「変更」アクセス権が割り当て

られている場合は、Admin ユーザのそれらの列にも明確に「変更」アクセス

権が割り当てられます。これらの権限はグループ権限より優先するため、派

生する［有効権限］は「変更」になります。

l ［権限］列に「割り当てなし」、および［有効権限］列に「表示」または「制

限」を持つユーザの場合、そのユーザは明確な権限を持たず、「表示」または

「制限」アクセス権を持つグループに所属します。

l 列がともに「割り当てなし」の場合は、そのユーザにユーザ権限またはグルー

プ権限が割り当てられていないことを示します。

ä ユーザに権限を割り当てるには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 次のいずれかの操作を行います。

l ［ユーザーを保持］オブジェクトをクリックします。

l ［権限を保持］オブジェクトをクリックします。

3 ［ユーザー権限の割り当て］を選択します。

4 ［ユーザーの選択］タブでユーザを選択します。

5 ［権限の割り当て］タブを選択します。
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図 23 ［権限の割り当て］タブ

6 ユーザおよびグループアクセス権を割り当てるセキュリティクラスを選択します。

ヒント： ワークスペース領域の表の上にあるボックスを使用して、セキュリティ

クラスを検索できます。詳しくは、84 ページの「［セキュリティ］デス

クトップ一覧の検索」を参照してください。

7 選択したセキュリティクラスに対するアクセス権を指定します。

l セキュリティクラスに対して「変更」権限を適用するには、［変更］ ボタ

ンをクリックします。

l セキュリティクラスに対して「表示」権限を適用するには、［表示］ ボタ

ンをクリックします。

l セキュリティクラスに対して「制限」権限を適用するには、［制限］ ボタ

ンをクリックします。

l セキュリティクラスに対して権限なしを適用するには、［なし］ ボタンを

クリックします。

l 権限を割り当てないセキュリティクラスには、［割り当てなし］ ボタンを

クリックします。

注： 権限を割り当てないセキュリティクラスを表示しないようにするには、

［権限を割り当てないクラスを隠す］チェックボックスをオンにします。
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8 ［保存］をクリックします。

ユーザの削除
不要になったユーザは削除できます。ユーザを削除するとユーザグループからも

除去されます。デフォルトのユーザは削除できません。

ユーザを削除する代わりに、アプリケーションから特定のユーザを保護できます。

この機能を使用すると、ユーザを再度アクティブにするときに柔軟に対応できま

す。詳しくは、97 ページの「アプリケーションへのユーザアクセスの制限」を参

照してください。

ä ユーザグループを削除するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［ユーザーを保持］オブジェクトを選択します。

3 ［ユーザーの定義］を選択し、削除するユーザを選択して、［編集］、［削除］の順に選

択します。

4 ［保存］を選択します。

セキュリティクラスに対するクラス権限の割り当て
セキュリティを設定するとき、セキュリティクラスを各種の項目に割り当てて、

ユーザやユーザグループにそのセキュリティクラスに対するアクセス権を割り当

てます。セキュリティクラスは、アプリケーションの設計に基づいてジョブの機

能、部署、その他の基準によって分類したアクセス保護可能な項目のセットです。

ユーザグループは、アプリケーションのセキュリティクラスに対してさまざまな

レベルのアクセス権を持つ。個々のユーザもセキュリティクラスに特定のアクセ

ス権を持つことができ、この権限は、所属するユーザグループのアクセス権に優

先します。

Hyperion Enterprise には「Maximum」というデフォルトセキュリティクラスが用

意されています。すべての Hyperion Enterprise タスクが 初はデフォルトの

Maximum セキュリティクラスに含まれています。アプリケーションを作成する前

に、追加のセキュリティクラスを作成して、ユーザにデフォルトクラスを割り当

てる必要があります。

セキュリティクラスを作成したら、Hyperion Enterprise タスクをセキュリティクラ

スに割り当てることができます。アプリケーション要素をセキュリティクラスに

割り当てる作業は要素を作成するときに行います。

注： セキュリティクラスの属性を変更できるユーザ数を制限するには、各セキュ

リティクラスにセキュリティクラスを割り当てる必要があります。セキュ

リティクラスを定義すると、 初はそのアクセス権が「割り当てなし」に

設定されます。
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クラス権限の割り当て
クラス権限を割り当てる場合、選択したセキュリティクラスに対して各グループ

が所有するアクセス権を割り当てます。セキュリティクラス権限について詳しく

は、77 ページの「アクセス権限」を参照してください。

ä クラス権限を割り当てるには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 次のいずれかの操作を行います。

l ［クラスを保持］ オブジェクトを選択します。

l ［権限を保持］オブジェクトを選択します。

3 ［クラス権限の割り当て］を選択します。

4 ［セキュリティクラスの選択］タブを選択して、ワークスペース領域からセキュリティ

クラスを選択します。

5 ［権限の割り当て］タブを選択して、セキュリティクラスにセキュリティクラス権限

を割り当てます。

図 24 ［権限の割り当て］タブ

6 選択したセキュリティクラスに、次のアクセス権のうちの 1 つを選択します。

l セキュリティクラスに対して「変更」権限を適用するには、［変更］ ボタ

ンをクリックします。
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l セキュリティクラスに対して「表示」権限を適用するには、［表示］ ボタ

ンをクリックします。

l セキュリティクラスに対して「制限」権限を適用するには、［制限］ ボタ

ンをクリックします。

l セキュリティクラスに対して権限なしを適用するには、［なし］ ボタンを

クリックします。

l 権限を割り当てないセキュリティクラスには、［割り当てなし］ ボタンを

クリックします。

注： 権限を割り当てないグループを表示しないようにするには、［権限を割

り当てないグループを隠す］チェックボックスをオンにします。

7 ［保存］をクリックします。

タスクのセキュリティ
Hyperion Enterprise のタスクにはセキュリティクラスが割り当てられます。ユーザ

やユーザグループは、セキュリティクラスに割り当てられた権限に基づいて、タ

スクにアクセスできます。

タスクとアプリケーション要素をセキュリティクラスに分類できます。タスクは

メニューやダイアログボックスから行う操作です。例えば、データの読み込みは

アクセス保護可能なタスクです。アプリケーション要素は、勘定科目、データ種

別、エンティティ、ロジックなどのアプリケーションデータを格納するために作

成する項目です。アプリケーション要素にセキュリティクラスを割り当てる作業

は、要素を作成する Hyperion Enterprise ウィンドウで行います。例えば、勘定科

目を作成する場合は、［勘定科目表］ウィンドウで要素にセキュリティクラスを割

り当てます。ユーザには［アプリケーションの設定変更］ダイアログボックスで

デフォルトのセキュリティクラスが割り当てられます。このデフォルトクラスは

そのユーザが作成する要素にも割り当てられます。デフォルトのセキュリティク

ラスの割り当てについて詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を

参照してください。

個々のタスクやアプリケーション要素が所属できるセキュリティクラスは 1 つだ

けです。クラスは空（タスクが割り当てられていない）でなければ削除できませ

ん。また、セキュリティクラスはコピーできません。

アプリケーションモジュール、例えば、エンティティ、勘定科目、データ種別は

セキュリティクラスに割り当てられます。ユーザがモジュールを使用するには、

そのモジュールに対する「変更」、「制限」、または「表示」アクセス権が必要で

す。例えば、勘定科目を追加するタスクに対する権限が必要なユーザには、勘定

科目モジュールと勘定科目タスクに対する「変更」権限が必要です。モジュール

とタスクでは も制限された権限が優先されます。データベースモジュールに対

する「表示」権限と、データの読み込みタスクに対する「変更」権限を持ってい

るユーザは、データベースモジュールに対する「変更」権限を割り当てられるま

ではデータの読み込みを行うことができません。
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セキュリティはモジュールレベルで割り当てられたアクセス権に基づいて決定さ

れ、そのモジュールでのタスクへのアクセス権を決定します。モジュールでタス

クを行うには、そのモジュールに対する「変更」権限が必要です。さらに、ユー

ザが行う必要のないモジュールタスクに「表示」、「制限」、「なし」などの制限の

多い権限を割り当てることもできます。

タスクへのセキュリティクラスの割り当て
アクセス保護するタスクにセキュリティクラスを割り当てます。タスクはセキュ

リティクラスによってグループ分けできます。グループ分けすると、ユーザグルー

プが持つアクセス権をそのセキュリティクラスごとに割り当てることができ、個々

のタスクに対してアクセス権を割り当てる必要がなくなります。例えば、システ

ム管理者以外のユーザが実行するタスクを「DataEntry」というセキュリティクラ

スにグループ化します。DataEntry セキュリティクラスに、データ入力表と仕訳帳

の入力、レポート作成などのタスクを含めます。そして、この DataEntry セキュ

リティクラスへの「変更」アクセス権を Staff ユーザグループに割り当てます。

Staff に所属するユーザは、データ入力表と仕訳帳にデータを入力したり、レポー

トを作成することができます。

ä タスクにセキュリティクラスを割り当てるには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［タスクを保持］オブジェクトを選択します。

図 25 ［タスクを保持］オブジェクト
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3 セキュリティクラスを割り当てるタスクを選択します。

ヒント： ワークスペース領域の表の上にある［タスク］ボックスを使用して、タ

スクを検索できます。詳しくは、84 ページの「［セキュリティ］デスク

トップ一覧の検索」を参照してください。

4 特定のオブジェクトのタスクのみを表示するには、［モジュール用タスクの表示］か

らオブジェクトを選択します。

5 次のいずれかの操作を行います。

l セキュリティクラスのセルをダブルクリックし、［セキュリティクラスの選

択］ダイアログボックスからセキュリティクラスを選択して、［OK］をクリッ

クします。

l セキュリティクラスに関連するセルで、セキュリティクラスの名前を入力し

ます。

l （セキュリティクラス）をクリックし、［セキュリティクラスの選択］ダイ

アログボックスでセキュリティクラスを選択して、［OK］をクリックします。

6 ［保存］をクリックします。

セキュリティレポート
作成できるレポートは次のとおりです。

l アクセス権レポート

l タスクレポート

l アプリケーション要素レポート

l セキュリティアクセスレポート

セキュリティレポートを使用すると、セキュリティの定義を調べることができま

す。セキュリティレポートの内容と書式を選択した後で、レポートをプレビュー

または印刷します。ページ書式やページ設定の変更方法、印刷方法、プレビュー

方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してく

ださい。プリンタの選択または設定方法については、Microsoft Windows のユーザ

ガイドを参照してください。

アクセス権レポートの作成
アクセス権レポートを作成すると、セキュリティクラス、ユーザグループ、ユー

ザ、グループ権限、メンバ権限、および特定のユーザまたはユーザグループに有

効な権限を調べることができます。レポートを印刷することも、印刷前に画面で

プレビューすることもできます。

ä アクセス権レポートを作成するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。
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2 ［タスク］、［セキュリティレポートの作成］、［アクセス権レポート］の順に選択しま

す。

3 個々のユーザのレポートを印刷するか、グループのレポートを印刷するかを指定しま

す。

4 レポートの対象となるユーザまたはグループを選択します。

5 印刷するセキュリティ属性を選択します。

6 次のいずれかの操作を行います。

l レポートを印刷するには、［印刷］を選択します。

l 印刷前にレポートをプレビューするには、［プレビュー］を選択します。

7 ［閉じる］をクリックします。

タスクレポートの作成
タスクレポートでは、特定のセキュリティクラスに割り当てるタスクを決めます。

レポートを印刷することも、印刷前に画面でプレビューすることもできます。ペー

ジ書式やページ設定の変更方法、印刷方法、プレビュー方法について詳しくは、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。プリンタの選択

または設定方法については、Microsoft Windows のユーザガイドを参照してくださ

い。

ä タスクレポートを作成するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［タスク］メニューの［セキュリティレポートの作成］から［タスクレポート］を選

択します。

3 セキュリティクラスを選択します。

4 次のいずれかの操作を行います。

l レポートを印刷するには、［印刷］を選択します。

l 印刷前にレポートをプレビューするには、［プレビュー］を選択します。

5 ［閉じる］をクリックします。

アプリケーション要素レポートの作成
アプリケーション要素レポートでは、セキュリティクラスに割り当てられている

アプリケーション要素を調べることができます。レポートを印刷することも、印

刷前に画面でプレビューすることもできます。ページ書式やページ設定の変更方

法、印刷方法、プレビュー方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアッ

プガイド』を参照してください。プリンタの選択または設定方法については、

Microsoft Windows のユーザガイドを参照してください。

ä アプリケーション要素レポートを作成するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。
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2 ［タスク］メニューの［セキュリティレポートの作成］から［アプリケーション要素

レポート］を選択します。

3 セキュリティクラスを選択します。

4 レポートに印刷する情報を次の項目から選択します。

l アプリケーション要素

l アプリケーション要素の説明

5 次のいずれかの操作を行います。

l レポートを印刷するには、［印刷］を選択します。

l 印刷前にレポートをプレビューするには、［プレビュー］を選択します。

6 ［閉じる］をクリックします。

セキュリティアクセスレポートの作成
セキュリティアクセスレポートを使用すると、アプリケーションに割り当てられ

ているセキュリティアクセスに関する情報を確認できます。これらのレポートに

アクセスできるのは「Admin」ユーザと「Power」ユーザです。このレポートに

は、ネイティブユーザのみに関するユーザ名、ユーザグループ、セキュリティク

ラス、パスワード変更日、パスワード有効期限日、メンバ権限、グループ権限、

有効権限、およびパスワード有効期間（パスワードの有効期限が切れるまでの日

数）の詳細が含まれます。但し、CSS ユーザがパスワード変更日とパスワード有

効期限日の詳細を取得することはできません。CSS ユーザの資格情報は、Hyperion

Enterprise データベースではなく、対応するセキュリティポリシーサーバで管理さ

れるためです。CSS ユーザのパスワードの変更やパスワード有効期限日の設定は、

NTLM、LDAP、MSAD などの外部認証プロバイダで実行できます。

ネイティブユーザ用レポートのデフォルトビューには、ユーザ名、ユーザグルー

プ、セキュリティクラス、パスワード変更日、およびパスワード有効期限日の詳

細が表示されます。オプションで、メンバ権限、グループ権限、有効権限、パス

ワードの有効期間などのセキュリティ属性を［フィルタ基準］ボックスで選択す

ることもできます。

レポートは、昇順または降順でのソート、Excel（.xls）またはテキスト（.txt）形

式へのエクスポート、印刷、または印刷前のプレビューができます。ページ書式

やページ設定の変更方法、印刷方法、プレビュー方法について詳しくは、『Hyperion

Enterprise セットアップガイド』を参照してください。プリンタの選択または設定

方法については、Microsoft Windows のユーザガイドを参照してください。

ä セキュリティアクセスレポートを作成するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［タスク］、［セキュリティレポートの作成］、［セキュリティアクセスレポート］の順

に選択します。

［セキュリティアクセスレポート］ダイアログボックスが開きます。
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ä レポートをソートするには、次の手順に従います。

1 ［ソート順］のフィールドで［ユーザ］または［ユーザグループ］、あるいは［セキュ

リティクラス］を指定し、［昇順］または［降順］のソートを選択します。

2 ［フィルタ基準］の［次のようなユーザー ID］で、特定のユーザまたはすべてのユー

ザを選択します。

3 ［表示項目］で、レポートに表示するセキュリティ属性を選択します。

ä レポートを生成するには、次の手順に従います。

1 レポートを生成するには、［操作］から［更新］を選択します。

2 レポートをキャンセルするには、［操作］から［リセット］を選択します。

ä レポートを保存するには、次の手順に従います。

1 レポートを.xls 形式で保存するには、［ファイル］、［Excel へのエクスポート］の順に選

択します。

2 レポートを.txt 形式で保存するには、［ファイル］、［レポートの保存］の順に選択しま

す。

ä レポートを印刷するには、次の手順に従います。

1 レポートを印刷するには、［ファイル］、［レポートの印刷］の順に選択します。

2 レポートを印刷前にプレビューするには、［ファイル］、［レポートのプレビュー］の

順に選択します。

ä レポートを終了するには、［ファイル］メニューの［終了］を選択します。

セキュリティの読み込み
セキュリティを読み込むと、すべてのセキュリティデータが既存のデータで上書

きされます。そのため、テキストエディタでセキュリティを編集することができ

ます。ASCII セキュリティテキストファイル全体、または必要なセクションのみ

読み込むことができます。例えば、アプリケーションテキストファイルからユー

ザ定義を読み込む場合、ファイル内の不要なセクションは読み込まずにユーザ定

義の部分のみ読み込むことができます。

セキュリティを読み込む前に、セキュリティ読み込みファイルの［SECRIGHT］

セクションにファイルの読み込みを実行するユーザの名前が含まれていないこと

を確認します。セキュリティを読み込むと、読み込みを実行したユーザのセキュ

リティ権限が上書きされます。読み込みファイルの［SECRIGHT］セクションに

読み込みを実行しているユーザの権限が含まれていなければ、そのユーザには読

み込みファイルに存在するすべてのクラス（クラスが読み込まれた場合）に対す

る「変更」権限が割り当てられます。

注： パスワードは、暗号化されて ASCII ファイルに抽出されます。これらのパス

ワードは、ASCII ファイルでは編集できません。
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ASCII セキュリティテキストファイルからアプリケーションを再度作成する場合

は、 初にセキュリティを読み込む必要があります。アプリケーション読み込み

ファイルからセキュリティクラスを読み込む前にアプリケーション要素を読み込

むと、セキュリティクラスが「Maximum」のアプリケーション要素のみ新しいア

プリケーションに読み込まれます。

別のユーザグループ内のユーザグループ（「サブグループ」）を含むアプリケーショ

ンのセキュリティを読み込む場合は、読み込みを実行する前に、ASCII 読み込み

ファイルを編集する必要があります。「サブグループ」は、ASCII 読み込みファイ

ル内で、そのサブグループを含むユーザグループの前に指定されている必要があ

ります。例えば、Journal_Entry というサブグループを含む Accounting ユーザグ

ループを持つアプリケーションの読み込みファイルは、次の順序で設定する必要

があります。

[Journal_Entry]

user1

user2

[Accounting]

Journal_Entry

user3

user4

サーバベースの処理を使用してセキュリティを読み込む場合は、読み込みの進行

状況を示すウィンドウが表示されます。このウィンドウは別のプログラムである

ため、サーバの処理中に Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion

Enterprise を終了することができます。サーバで処理が終了すると、またはエラー

メッセージが表示されると、このウィンドウは閉じます。

ä セキュリティを読み込むには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［タスク］メニューから［セキュリティの読込］を選択します。

3 読み込む ASCII セキュリティテキストファイルの名前を入力するか、［参照］をクリッ

クしてファイルを検索します。

4 読み込むセキュリティテキストファイルで区切り文字として感嘆符（!）が使用され

ていない場合は、［区切り文字］ボックスに文字を入力します。

注： ［区切り文字］ボックスに入力した文字とセキュリティテキストファイルの

区切り文字は一致しなければなりません。一致しない場合、エラーが発生

します。

5 ファイルから読み込むセクションを選択します。

6 ［OK］をクリックします。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

7 次のオプションのいずれかを選択します。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。
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l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

セキュリティの抽出
アプリケーションからセキュリティのすべてを抽出することも、一部のセキュリ

ティ定義を抽出することもできます。テキストファイルに抽出したセキュリティ

の定義はテキストエディタで編集できます。バックアップコピーとして保管する

こともできます。抽出に選択できるセキュリティ定義は、ユーザとグループ、ア

クセス権、セキュリティクラス、およびタスクです。Hyperion Enterprise でセキュ

リティに変更を加えたときは、セキュリティを再度抽出してバックアップファイ

ルを更新できます。

セキュリティを抽出して他のテキストエディタでユーザを編集するときは、ユー

ザとユーザグループの両方を抽出する必要があります。ユーザだけを抽出すると、

セキュリティを再度読み込んだときすべてのユーザグループが失われます。

セキュリティを抽出する場合、現在のステータス情報とパスワードが含まれます

が、パスワードは暗号化されます。個々のユーザのパスワードは、ASCII セキュ

リティテキストファイルにコピーされ、暗号化されます。ASCII ファイルがアプ

リケーションに読み戻されると、既存のパスワードは上書きされます。このテキ

ストファイルを使用してアプリケーションを再度作成した場合、抽出時に「保護

済」であったステータスはすべて「保護解除済」になります。

注： 抽出ファイルにある暗号化されたパスワードは修正しないでください。修

正すると、元のユーザ名とパスワードの組み合わせを使用してアプリケー

ションにログインできなくなります。Hyperion Enterprise のユーザパスワー

ドは、Hyperion Enterprise セキュリティモジュールを使用して修正できます。

詳しくは、98 ページの「パスワードの指定」を参照してください。

アプリケーションを作成するのに使用したユーザ名が抽出され、デフォルトユー

ザを読み込む場合はセキュリティクラス、パスワード、または説明を変更するこ

とはできません。

サーバベースの処理を使用してセキュリティを抽出する場合は、その進行状況を

示すウィンドウが表示されます。このウィンドウは別のプログラムであるため、

サーバの処理中に Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion

Enterprise を終了することができます。サーバで処理が終了すると、またはエラー

メッセージが表示されると、このウィンドウは閉じます。

ä アプリケーションを抽出するには、次の手順に従います。

1 ［セキュリティ］モジュールを開始します。詳しくは、82 ページの「セキュリティモ

ジュールのアクセス方法」を参照してください。

2 ［タスク］メニューから［セキュリティの抽出］を選択します。

3 抽出ファイルの名前を入力するか、［参照］を選択してファイルを検索します。

感嘆符（!）以外の文字を区切り文字として使用する場合、［区切り文字］ボック

スに文字を入力します。
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4 抽出するセキュリティのセクションを選択し、［OK］をクリックします。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

5 次のオプションのいずれかを選択します。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

アクセス保護可能なアプリケーション要素
次のアプリケーション要素にセキュリティクラスを割り当てることができます。

l 勘定科目

l 勘定科目変換表

l 勘定グループ

l 勘定科目一覧

l パッケージ

l パッケージセット

l データ種別

l コード

l 通貨

l データベース書式

l エンティティ

l エンティティ変換表

l エンティティ一覧

l 計算式

l 会社間照合グループ

l 仕訳帳

l 組織

l レポート

l レポートセット

l 期別替

l データ入力表

l セキュリティ

l 単一ユーザモード

l サブ勘定科目

l サブ勘定科目表

l サブエンティティ
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l 下位構造

アクセス保護可能な Hyperion Enterprise タスク
この項ではアクセス保護可能な Hyperion Enterprise タスクを説明します。これら

のタスクには、セキュリティクラスを割り当てることができます。通常、複数の

タスクに同じセキュリティクラスを割り当て、そのセキュリティクラスに対する

アクセス権をユーザやユーザグループに割り当てます。「変更」と「なし」アクセ

ス権はどのタスクでも同様に機能しますが、「表示」と「制限」アクセス権はタス

クによって機能が異なります。

例えば、仕訳帳モジュールを「Medium」セキュリティクラスに割り当て、User1

にそのクラスに対する「表示」または「制限」アクセス権を割り当てると、その

ユーザは仕訳帳モジュールに対して「表示」または「制限」アクセス権を持つこ

とになり、［ファイル］メニューの［新規仕訳帳］オプションは使用できなくなり

ます。

セキュリティはモジュールレベルで割り当てられたアクセス権に基づいて決定さ

れ、そのモジュールでのタスクへのアクセス権を決定します。モジュールでタス

クを行うには、そのモジュールに対する「変更」権限が必要です。さらに、ユー

ザが行う必要のないモジュールタスクに「表示」、「制限」、「なし」などの制限の

多い権限を割り当てることもできます。

例えば、モジュールでタスクを行うには、そのモジュールに対する「変更」権限

が必要です。さらに、ユーザが行う必要のないモジュールタスクに「表示」、「制

限」、「なし」などの制限の多い権限を割り当てることもできます。

この章の後半のページでは、モジュールごとにアクセス保護可能な Hyperion

Enterprise タスクを一覧表示し、それぞれのタスクでの「表示」と「制限」アクセ

ス権の影響を説明します。表に示す情報に加えて、「表示」と「制限」アクセス権

は常に次のように影響します。

l 「表示」アクセス権がある場合は、データとアプリケーション要素を表示でき

ます。

l エンティティ、サブエンティティ、勘定科目、サブ勘定科目、またはデータ

種別に対する「制限」アクセス権がある場合は、要素の属性を表示できます

が、データは表示できません。その他の要素に対する「制限」アクセス権が

ある場合は、データとアプリケーション要素を表示できます。

表 6 勘定科目のアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能
なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

勘定科目モジュー
ル

m 勘定科目または表を編集できない。勘定科目または勘定科目グ
ループを挿入できない。

m ［編集］メニューコマンドを使用できない。

サブ勘定科目一覧
管理

m ［編集］メニューコマンドは、［サブ勘定科目の検索］コマン
ドを除いて、使用できない。

m サブ勘定科目表でサブ勘定科目の ID と説明を編集できない。

勘定科目変換表管
理

m 勘定科目変換表を編集できない。
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アクセス保護可能
なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

m ［編集］メニューコマンドは、［検索］コマンドを除いて、使
用できない。

勘定科目一覧管理
m 勘定科目一覧を作成できない。

m ［編集］メニューコマンドを使用できない。

会社間照合管理
m 一覧を更新できない。

m ［編集］メニューの［行の挿入］と［行の削除］コマンドを使
用できない。

表 7 アプリケーションのアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

アプリケーションモジュー
ル

［タスク］メニューの［アプリケーションの読込］コマンドを
使用できない。

セキュリティ管理 ［タスク］メニューの［セキュリティの読込］コマンドを使用
できない。

アプリケーションの読込 ［タスク］メニューの［アプリケーションの読込］コマンドを
使用できない。

アプリケーションの抽出 「変更」アクセス権を割り当てられる。

ページ書式とページ設定の
読込

［タスク］メニューの［ページ書式と設定の読込］コマンドを
使用できない。

ページ書式と設定の抽出 ［タスク］メニューの［ページ書式と設定の抽出］コマンドを
使用できない。

期別替の実行 ［タスク］メニューの［期別替の実行］コマンドを使用できな
い。

コードの管理 コードおよびコードのセキュリティクラスを編集できない。

エラーログのクリア エラーログをクリアできない。

サーバベースの処理オプ
ション

l 「変更」権限があれば、Hyperion Enterprise Server Administration
でサーバオプションを変更できる。

l 「表示」または「制限」権限では、Hyperion Enterprise Server
Administration でサーバオプションを変更できない。

同報通信メッセージのユー
ザへの送信

同報通信メッセージを送信できる。

アプリケーションを参照の
みとして設定

アプリケーションを参照のみモードに設定できる。

アプリケーションを単一
ユーザとして設定

アプリケーションを単一ユーザモードに設定できる。

アプリケーションをクライ
アントモードとして設定

「変更」権限があれば、アプリケーションをクライアントモー
ドに設定できる。
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アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

データサーバオプション ［変更」権限があれば、データサーバ内のアドレス、ポート、
ログインの各フィールドを変更できる。

データベースのログ ［変更」権限があれば、イベントとエラー情報のログを作成で
きる。

アプリケーションのバック
アップ

「変更」権限があれば、アプリケーションをバックアップでき
る。

メッセージサーバオプショ
ン

「変更」権限があれば、メッセージサーバオプションを変更で
きる。

FDM 設定オプション 「変更」権限があれば、FDM オプションを変更できる。

表 8 パッケージのアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

パッケージの作成 「変更」アクセス権を割り当てられる。

パッケージスクリプトエディタ
l パッケージを実行できる。

l パッケージスクリプトを編集できない。

パッケージモジュール パッケージを実行できる。

パッケージセットの管理
l パッケージスクリプトを編集できない。

l パッケージセットを表示できるが、追加および編集で
きない。

Hyperion Reporting の起動 Hyperion Reporting を起動できる。

パッケージのページ書式と設定
の変更

l 書式と設定を変更できない。

l 書式と設定を表示できる。

表 9 データ種別のアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

データ種別モジュール
l データ種別を作成できない。

l ［編集］メニューコマンドを使用できない。

期別替セット管理 期別替セットを作成および変更できない。

表 10 連結のアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

連結モジュール ［連結］メニューコマンドを使用できない。
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アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

すべての連結 ［タスク］メニューの［すべての連結］コマンドを使用でき
ない。

データのあるものすべての連
結

［タスク］メニューの［データのあるものすべての連結］コ
マンドを使用できない。

変更に影響されたものすべて
の連結

［タスク］メニューの［変更に影響されたものすべての連
結］コマンドを使用できない。

会社間照合レポートの実行 ［タスク］メニューの［会社間照合レポートの実行］コマン
ドを使用できない。

表 11 データ入力のアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能な
タスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

データ入力モジュー
ル

l ［タスク］メニューの［データ入力表オプションの設定］コマン
ドと［ファイル］メニューの［新規データ入力表］コマンドを使
用できない。

l ［編集］メニューの［切り取り］コマンドを使用できない。

データ入力表の計算
式の実行

l 「変更」アクセス権を割り当てられる。

l ［タスク］メニューの［計算式の実行］コマンドを使用できない。

データ入力表管理 ［ファイル］メニューの［新規データ入力表］コマンドを使用できな
い。

表 12 データベースのアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタ
スク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

データベースモジュー
ル

l ［編集］メニューコマンドを使用できない。

l ［タスク］メニューの［データベースオプションの設定］コマン
ドを使用できない。

データの読込 ［タスク］メニューの［データの読込］コマンドを使用できない。

データの抽出 データを抽出できる。

データの保護 ［タスク］メニューの［データの保護］コマンドを使用できない。

データの保護解除 ［タスク］メニューの［データの保護解除］コマンドを使用できな
い。

仕訳帳の保護 ［タスク］メニューの［仕訳帳の保護］コマンドを使用できない。

仕訳帳の保護解除 ［タスク］メニューの［データの保護解除］コマンドを使用できな
い。

計算式の実行 ［タスク］メニューの［計算式の実行］コマンドを使用できない。
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アクセス保護可能なタ
スク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

データの消去
l ［タスク］メニューの［データの消去］コマンドを使用できな

い。

l ［データなしはゼロに設定］メニュー項目にアクセスできない。

書式管理 書式の属性を変更できない。

保護されたデータのみ
抽出

「変更」アクセス権を割り当てられる。

連結詳細の抽出 DMS の使用中に連結詳細を抽出できる。

無効な連結詳細のクリ
ア

［タスク］メニューの［無効な連結詳細のクリア］を使用できな
い。

仕訳帳の転記保護 エンティティと親の組み合わせに仕訳帳の転記保護を設定するこ
とも設定解除することもできない。

仕訳帳の転記保護解除 エンティティと親の組み合わせに仕訳帳の転記保護解除を設定す
ることも設定解除することもできない。

データの移入 ［編集］メニューの［データの移入］コマンドを使用できない。

データの削除 ［編集］メニューの［データの削除］コマンドを使用できない。

表 13 デスクトップのアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

新規アプリケーションの作
成

l 何も表示できない。

l ［ファイル］メニューの［デスクトップ］コマンドを使用で
きない。

アプリケーションの追加と
削除

［ファイル］メニューの［アプリケーションを開く］コマンド
を使用できない。

設定変更
l ユーザとアプリケーションの設定を表示できる。

l ［ファイル］メニューの［設定変更］コマンドを使用できな
い。

パッケージモジュールのデ
フォルト

パッケージモジュール内のすべてのタスクは「表示」または
「制限」に設定される。

データ種別モジュールのデ
フォルト

データ種別モジュール内のすべてのタスクは「表示」または
「制限」に設定される。

勘定科目モジュールのデ
フォルト

勘定科目モジュール内のすべてのタスクは「表示」または「制
限」に設定される。

連結モジュールのデフォル
ト

連結モジュール内のすべてのタスクは「表示」または「制限」
に設定される。

データベースモジュールの
デフォルト

データベースモジュール内のすべてのタスクは「表示」または
「制限」に設定される。

エンティティモジュールの
デフォルト

エンティティモジュール内のすべてのタスクは「表示」または
「制限」に設定される。
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アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

計算式モジュールのデフォ
ルト

計算式モジュール内のすべてのタスクは「表示」または「制
限」に設定される。

仕訳帳モジュールのデフォ
ルト

仕訳帳モジュール内のすべてのタスクは「表示」または「制
限」に設定される。

レポートモジュールのデ
フォルト

レポートモジュール内のすべてのタスクは「表示」または「制
限」に設定される。

データ入力モジュールのデ
フォルト

データ入力モジュール内のすべてのタスクは「表示」または
「制限」に設定される。

アプリケーションモジュー
ルのデフォルト

アプリケーションモジュール内のすべてのタスクは「表示」ま
たは「制限」に設定される。

表 14 エンティティのアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

通貨単位管理 通貨単位を作成および編集できない。

エンティティ変換表管理 エンティティ変換表を作成および編集できない。

エンティティ一覧管理 エンティティ一覧を作成および編集できない。

エンティティモジュール ［ファイル］メニューの［新規組織］コマンドを使用できない。

株式の読み込み ［タスク］メニューの［株式の読込］コマンドを使用できない。

株式の抽出 ［タスク］メニューの［株式の抽出］コマンドを使用できない。

株式の編集 ［編集］メニューの［株式］コマンドを使用できない。

親子関係の算出 ［タスク］メニューの［親子関係の算出］コマンドを使用でき
ない。

下位構造管理 ［ナビゲート］メニューの［下位構造］コマンドを使用できな
い。

会社間の子の更新 ［タスク］メニューの［会社間の子を更新］を使用できない。

表 15 計算式のアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタス
ク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

計算式モジュール
l 計算式を作成および削除できない。

l 計算式の抽出と計算式オプションの設定を行うことができ
る。

カスタム関数管理 カスタム関数を作成できない。

更新ルール管理 ［ナビゲート］メニューの［更新ルール］コマンドを使用できな
い。
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表 16 仕訳帳のアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

仕訳帳モジュール ［ファイル］メニューの［新規仕訳帳］コマンドを使用できな
い。

仕訳帳の承認 ［タスク］メニューの［仕訳帳の承認］コマンドを使用できな
い。

仕訳帳の転記 ［タスク］メニューの［仕訳帳の転記］コマンドを使用できな
い。

仕訳帳の転記取り消し ［タスク］メニューの［仕訳帳の再転記］コマンドを使用でき
ない。

仕訳帳の読み込み ［タスク］メニューの［仕訳帳の読込］コマンドを使用できな
い。

転記済み仕訳帳の読み込み 転記済み仕訳帳の読み込みができない。

仕訳帳の抽出 ［タスク］メニューの［仕訳帳の抽出］コマンドを使用できな
い。

経常テンプレートの適用 ［タスク］メニューの［経常テンプレートの適用］コマンドを
使用できない。

期間を開く ［タスク］メニューの［期間を開く］コマンドを使用できな
い。

仕訳帳作成レポート 「変更」アクセス権を割り当てられる。

転記済み仕訳帳の編集 ［仕訳帳］ウィンドウで［編集］ボタンを使用できない。

仕訳帳の逆仕訳 ［仕訳帳］ウィンドウで［仕訳帳の逆仕訳］ボタンを使用でき
ない。

親レベルの調整 ［親］オプションを使用できない。

仕訳帳の自動逆仕訳 ［自動逆仕訳］オプションを使用できない。

アンバランス ［アンバランス］属性オプションを使用できない。

バランス ［バランス］属性オプションを使用できない。

エンティティ単位でバラン
ス

［エンティティ単位でバランス］属性オプションを使用できな
い。

将来期間の転記 ［仕訳帳］ウィンドウで［将来の期間に影響させる］オプショ
ンを使用できない。

表 17 Hyperion Retrieve のアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

Retrieve でのエクスポート このメニューオプションを選択すると「アクセスが拒否され
ました。」というメッセージが表示される。
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表 18 レポートのアクセス保護可能なタスク

アクセス保護可能なタスク 「表示」または「制限」アクセス権の制約

Hyperion Reporting の起動 レポートモジュールの［Hyperion Reporting の起動］タスクを

使用できない。

レポートモジュール
l レポートを編集できる。

l レポートを削除できない。

レポートの作成 「変更」アクセス権を割り当てられる。

レポートスクリプトエディタ レポートスクリプトを変更できない。

レポートセットの管理 レポートモジュールの［レポートおよびパッケージの管理］
タスクを実行できない。

レポートのページ書式と設定
の変更

ページ書式とページ設定に関連するタスクを実行できない。

表 19 アクセス保護可能な Web タスク

アクセス保護可能なタ
スク 「変更」、「表示」または「制限」アクセス権の制約

Web 管理 アプリケーションを Web 使用可能にできる。Web 使用可能アプリ

ケーションを除去できる。

Web データ入力 Web を介してデータを入力できる。
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5
外部認証の設定
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外部認証について
外部認証とは、Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアアプリケー

ションへのログインに必要なユーザ情報が、そのアプリケーション以外の場所に

保存されていることを意味します。つまり、ユーザ情報は、Lightweight Directory

Access Protocol（LDAP）Directory、Microsoft Active Directory、Windows NT LAN

Manager など、中央の認証ディレクトリで管理されます。認証ディレクトリとは、

ログイン名やパスワードなどのユーザ情報やその他の企業情報が集中管理される

場所です。このリポジトリは、電話帳のような役割を果たします。認証ディレク

トリには、ユーザ名やパスワードの他にも多くの情報が格納されています。例え

ば、電子メールアドレス、従業員 ID、役職名、アクセス権、電話番号などが含ま

れています。また、ユーザ以外のオブジェクトが含まれている場合もあります。

例えば、企業の所在地やその他のエンティティに関する情報などです。Oracle

Enterprise Performance Management ソフトウェアアプリケーションで外部認証を使

用するには、企業ユーザ情報が格納された認証ディレクトリを用意する必要があ

ります。また、製品に関連付けられている XML ベースのセキュリティ設定ファイ

ルを変更し、企業の認証ディレクトリに関する適切な情報を指定する必要があり

ます。サポートされている認証リポジトリは次のとおりです。

l Windows NT 4.0 以降、Windows 2003、および Windows 2008 で実行されている

Windows NT LAN Manager（NTLM）

l Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）バージョン 3 以降

l Microsoft Active Directory サーバ（MSAD）、Windows 2003 SP2 以降

シングルサインオンについて
シングルサインオンは、一度ログインすると複数の Oracle Enterprise Performance

Management ソフトウェアにアクセスできる機能です。外部認証されたユーザが
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Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェア製品にログオンすると、暗

号化されたトークンが生成されます。このトークンには、ユーザ証明書が含まれ

ています。

l ユーザ名

l ユーザのパスワード（場合による）。トークンにパスワードが含まれるかどう

かは、設定によって異なります。信頼されている認証ディレクトリを使用す

る場合、パスワードはトークンには含まれないか、必要ありません。

図 26 に示すように、トークンは他の Oracle Enterprise Performance Management ソ

フトウェア間で受け渡しされ、ユーザが別のアプリケーションに移動するときに、

そのユーザを自動的に再認証するために必要に応じて使用されます。シングルサ

インオンは、ある Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアら別の製

品を起動する場合に便利です。ユーザが［スタート］メニューから別の製品を単

独で起動した場合は、製品間でトークンを受け渡しできず、ユーザの再認証が必

要になります。

図 26  外部認証プロバイダによる複数のアプリケーションへのサインオンの有効化

トークンは暗号化されていますが、反射攻撃や中間者攻撃を防ぐために、Secure

Sockets Layer（SSL）プロトコルなどの追加セキュリティの使用をお勧めします。

SSL プロトコルは攻撃を防ぎませんが、他のセキュリティツールと併用すること

で攻撃を防御します。

互いに起動し合う複数の Hyperion Enterprise アプリケーション間でシングルサイ

ンオンを有効にするには、複数の製品インストールで共有される 1 つの XML 設定

ファイルを使用する必要があります。

プラットフォームのサポートと要件
Hyperion Enterprise アプリケーションでの外部認証とシングルサインオンを実装す

る前に、次の内容を検討してください。

1. 表 20 には、Hyperion Enterprise と外部認証機能をインストールできるオペレー

ティングシステムがリストされています。

130 外部認証の設定



表 20 サポートされているオペレーティングシステム

オペレーティングシステム

Windows 2003 Server、SP2

Windows 2008 Server

2. 表 21 には、セキュリティ領域で使用できるサポート対象プラットフォームと

認証プロバイダがリストされています。

表 21 サポートされている認証プロバイダとプラットフォーム

 

Lightweight Directory
Access Protocol
（LDAP）バージョン

3 の互換ディレクト

リ

NT LAN Manager
（NTLM）

Microsoft Active
Directory 2003

Windows 2003 X X X

UNIX X  X

注： テスト済みのサポートされている LDAP サーバは、SunONETM（iPlanet）

5.2、Sun Java System Directory Server 5.2、Novell eDirectoryTM 8.7、IBM

Directory Server 5.1、Domino LDAP 5.x および 6.0 以降です。

始めるには
外部認証を管理するには、Hyperion Enterprise Security Module を使用することをお

勧めします。これは、製品の外部やアプリケーション内から起動できます。

Hyperion Enterprise 製品の外部認証を設定するには、次の手順に従います。

1. 使用する Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアをダウンロー

ドしてインストールします。

2. Windows NT LAN Manager の認証を使用する場合は、141 ページの「NT LAN

Manager プロバイダの追加または編集」を参照してください。

注： 外部認証を使用して Hyperion Enterprise セキュリティを設定する場合は、

application.ini ファイル内で XML 設定ファイルへのパスを UNC 形式を使用

して宣言する必要があります。

Microsoft Active Directory（MSAD）を使用した外部認
証の設定
Hyperion Enterprise Security Module を使用すると、MSAD からの外部ユーザおよび

ログオン情報のインポートや、ユーザへ権限の付与を実行できます。外部認証を

設定するには、config.xmlファイルを作成するか、選択する必要があります。
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ä MSAD を使用して外部認証を指定するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise Security Module から、［タスク］、［Using External Authentication（外部認証

を使用する）］の順に選択します。

2 ［外部認証］で、［外部認証の使用］を選択します。

l ［参照］をクリックし、ファイルを選択して既存の設定ファイルを変更しま

す。

l ［設定］をクリックし、新しい設定ファイルを作成します。

3 ［Configure External Authenticate Providers（外部認証プロバイダの設定）］で、［次へ］をク

リックして続行します。

4 ［Create a New Configuration File（新しい設定ファイルの作成）］を選択します。［参照］を

クリックして設定ファイルを作成するフォルダを選択し、［OK］をクリックします。

5 新しい設定ファイル（.xml 拡張子は必須）の名前を入力し、［次へ］をクリックしま

す。

6 ［Provider Type（プロバイダのタイプ）］で、［Microsoft Active Directory（MSAD）］を選択し、

一意のプロバイダ名を入力して、［次へ］をクリックします。

注： 既存のプロバイダを選択するには、［Modify Existing Provider（既存のプロバ

イダを変更）］を選択し、［参照］をクリックしてそのプロバイダを選択し

ます。

7 ［Configure External Authentication Provider（外部認証プロバイダの設定）］で、ホスト、ポー

ト、およびディレクトリ情報ツリー（DIT）の詳細を入力し、［次へ］をクリックしま

す。

注： MSAD をホストするシステムのホスト名、ポート番号、およびディレクトリ

情報を入力します。

8 ［匿名バインド］をオフにし、少なくとも、Base DN フィールド（dc=company、dc=com

など）で指定されているディレクトリ情報ツリーへの読み取り権限を持っているユー

ザアカウントのユーザ識別名とパスワードを入力します。［次へ］をクリックします。

注： MSAD と匿名バインドを併用することはできません。

9 ［次へ］、［次へ］、［次へ］の順にクリックします。

10 ［Search Order（検索順序）］でプロバイダをソートし、［次へ］をクリックします。

注： すべてのユーザが 1 つのプロバイダに置かれている場合は、そのプロバイダ

を 初に指定します。プロバイダをソートするには、適切なボタンを選択

してクリックします。各ボタンの機能については、表 22 を参照してくださ

い。

11 ［完了］をクリックします。

12 ［外部認証］で、［外部認証の使用］を選択します。

13 ［参照］をクリックし、.xml 設定ファイルを作成したフォルダを選択します。

14 ［更新］をクリックし、外部認証プロバイダを選択して［インポート］をクリックし

ます。
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［外部グループとユーザーのインポート］ダイアログボックスが開きます。

15 ［グループの選択］で、［Refresh Group List（グループ一覧の更新）］を選択してグループ

とプロバイダを表示してグループを選択します。

16 ［ユーザー一覧］で、［ユーザー一覧の更新］を選択して選択可能なユーザを表示しま

す。

17 ［選択可能なユーザー］で、ユーザを選択して次の操作を実行します。

l ［追加 > ］をクリックして選択したユーザをインポートします。

l ［すべて追加 >>］をクリックして選択したユーザをインポートします。

l 選択したユーザを削除するには、［< 削除］をクリックします。

l すべてのユーザを削除するには、［<< すべて除去］をクリックします。

18 ［インポート］をクリックします。

ユーザが正常にインポートされると、インポート完了のメッセージが表示されま

す。

19 ［OK］をクリックして［外部認証］ダイアログボックスを閉じます。

Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）を使用し
た外部認証の設定
Hyperion Enterprise Security Module を使用すると、LDAP からの外部ユーザおよび

ログオン情報のインポートや、ユーザへ権限の付与を実行できます。外部認証を

設定するには、config.xmlファイルを作成するか、選択する必要があります。

注： Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）を使用した外部認証の設定で

は、カスタムオブジェクトクラスはサポートされません。

ä LDAP を使用して外部認証を指定するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise Security Module から、［タスク］、［Using External Authentication（外部認証

を使用する）］の順に選択します。

2 ［外部認証］で、［外部認証の使用］を選択します。

l ［参照］をクリックし、ファイルを選択して既存の設定ファイルを変更しま

す。

l ［設定］をクリックし、新しい設定ファイルを作成します。

3 ［Configure External Authenticate Providers（外部認証プロバイダの設定）］で、［次へ］をク

リックして続行します。

4 ［Create a New Configuration File（新しい設定ファイルの作成）］を選択します。［参照］を

クリックして設定ファイルを作成するフォルダを選択し、［OK］をクリックします。

5 新しい設定ファイル（.xml 拡張子は必須）の名前を入力し、［次へ］をクリックしま

す。

6 ［Provider Type（プロバイダのタイプ）］で、［Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）］

を選択し、一意のプロバイダ名を入力して、［次へ］をクリックします。
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注： 既存のプロバイダを選択するには、［Modify Existing Provider（既存のプロバ

イダを変更）］を選択し、［参照］をクリックしてそのプロバイダを選択し

ます。

7 ［Configure External Authentication Provider（外部認証プロバイダの設定）］で、ホスト、ポー

ト、およびディレクトリ情報ツリー（DIT）の詳細を入力し、［次へ］をクリックしま

す。

注： LDAP をホストするシステムのホスト名、ポート番号、およびディレクトリ

情報を入力します。138 ページの「ホスト名、ポート番号、およびディレク

トリ情報ツリー（DIT）の指定（必須）」を参照してください。

8 ［次へ］、［次へ］、［次へ］の順にクリックします。

9 ［Configure External Authentication（外部認証の設定）］で、次の詳細を入力します。

l ユーザノード URL（必要に応じて）

l ログイン属性

10 ［次へ］、［次へ］、［完了］の順にクリックします。

11 ［外部認証］で、［外部認証の使用］を選択します。

12 ［参照］をクリックし、.xml 設定ファイルを保存したフォルダを選択します。

13 ［更新］をクリックし、外部認証プロバイダを選択して［インポート］をクリックし

ます。

［外部グループとユーザーのインポート］ダイアログボックスが開きます。

14 ［グループの選択］で、［Refresh Group List（グループ一覧の更新）］を選択してグループ

とプロバイダを表示してグループを選択します。

15 ［ユーザー一覧］で、［ユーザー一覧の更新］を選択して選択可能なユーザを表示しま

す。

16 ［選択可能なユーザー］で、ユーザを選択して次の操作を実行します。

l ［追加 > ］をクリックして選択したユーザをインポートします。

l ［すべて追加 >>］をクリックして選択したユーザをインポートします。

l 選択したユーザを削除するには、［< 削除］をクリックします。

l すべてのユーザを削除するには、［<< すべて除去］をクリックします。

17 ［インポート］をクリックします。

ユーザがインポートされると、インポート完了のメッセージが表示されます。

18 ［OK］をクリックして［外部認証］ダイアログボックスを閉じます。

NT LAN Manager（NTLM）を使用した外部認証の設定

Hyperion Enterprise Security Module を使用すると、NTLM からの外部ユーザおよび

ログオン情報のインポートや、ユーザへ権限の付与を実行できます。外部認証を

設定するには、config.xmlファイルを作成するか、選択する必要があります。
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ä NTLM を使用して外部認証を指定するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise Security Module から、［タスク］、［Using External Authentication（外部認証

を使用する）］の順に選択します。

2 ［外部認証］で、［外部認証の使用］を選択します。

l ［参照］をクリックし、ファイルを選択して既存の設定ファイルを変更しま

す。

l ［設定］をクリックし、新しい設定ファイルを作成します。

3 ［Configure External Authenticate Providers（外部認証プロバイダの設定）］で、［次へ］をク

リックします。

4 ［Create a New Configuration File（新しい設定ファイルの作成）］を選択します。［参照］を

クリックして設定ファイルを作成するフォルダを選択し、［OK］をクリックします。

5 新しい設定ファイル（.xml 拡張子は必須）の名前を入力し、［次へ］をクリックしま

す。

注： CSS 3.0 形式のファイルを選択し、.xml ファイルを CSS 3.0 形式で保存しま

す。

6 ［Provider Type（プロバイダのタイプ）］で、［NT Lan Manager（NTLM）］を選択し、一意の

プロバイダ名を入力して、［次へ］をクリックします。

注： ［Modify Existing Provider（既存のプロバイダを変更）］を選択し、［参照］を

クリックしてプロバイダを選択します。

7 ［ドメイン］で、NT のドメイン名を入力して［次へ］をクリックします。

注： ドメイン名のテキストボックスを空のままにしておくと、システムによっ

て使用可能なすべてのドメイン名が検索されます。

8 ［Search Order（検索順序）］でプロバイダをソートし、［次へ］をクリックします。

注： ユーザが 1 つのプロバイダに置かれている場合は、そのプロバイダを 初に

指定します。

プロバイダをソートするには、適切なボタンを選択してクリックします。次の表

に各ボタンの機能を示します。

表 22  ［Configure External Authentication Providers（外部認証プロバイダの設定）］ダイアログボッ

クスのボタン

ボタン 機能

プロバイダ名を変更します。

プロバイダを削除します。

選択したプロバイダを上方に移動します。
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ボタン 機能

選択したプロバイダを下方に移動します。

9 設定ファイルを更新するには、［完了］をクリックします。他のプロバイダを追加す

るには、［Add another provider（他のプロバイダを追加）］を選択し、［次へ］をクリック

し、ステップ 5 から上記の手順を繰り返します。

10 外部認証を指定するには、［外部認証］で、［参照］をクリックし、作成した.xml 設定

ファイルを選択します。

11 ［外部認証プロバイダの選択］で、［更新］をクリックしてプロバイダを選択します。

12 ［OK］をクリックして［外認証］ダイアログボックスを閉じます。

NT LAN Manager をサポートするための環境の設定
この項では、複数の Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアアプリ

ケーションを有効にして NT Lan Manager（NTLM）ドメインで外部認証を使用す

る方法について説明します。

NT LAN Manager に対するユーザ権限の設定

NTLM プロバイダを有効にするには、アプリケーションまたはアプリケーション

サーバが実行されている Windows 2003 および Windows 2008 のユーザアカウント

用のアクセス権限が必要です。

注： NT ドメインのマシンではなく、アプリケーションプロセスが実行されてい

るマシンに対してユーザアクセス権限を設定したことを確認します。

エンドユーザにも特定のアクセス権限が必要です。NTLM プロバイダで外部認証

を使用するには、次のアクセス権限が必要です。

l 「ネットワーク経由でコンピュータへアクセス」（デフォルトでは管理者に付

与されます）。外部認証を使用する Oracle Enterprise Performance Management ソ

フトウェアアプリケーションのエンドユーザには、この権限が必要です。

l 「オペレーティングシステムの一部として機能」（通常は誰にも付与されませ

ん）。Oracle Enterprise Management ソフトウェアアプリケーションのプロセス

を実行するためのアカウントで外部認証を使用するには、この権限が必要で

す。

l ドメインユーザのみがアプリケーションまたは Hyperion Enterprise アプリケー

ションサーバにログインできます。
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Windows 2003 でのユーザ権限の設定

ä Windows 2003 でユーザ権限を設定するには

1 ［スタート］メニューから、［コントロールパネル］、［管理ツール］、［ローカルセキュ

リティポリシー］の順に選択します。

［ローカルセキュリティ設定］ダイアログボックスが開きます。

2 ［ローカルセキュリティ設定］の左側のペインで、［ローカルポリシー］を展開しま

す。

3 ［ユーザー権利の割り当て］をクリックし、右側のペインで、［ネットワーク経由でコ

ンピュータへアクセス］をダブルクリックします。

［ネットワーク経由でコンピュータへアクセス］ダイアログボックスが開きます。

4 関連するユーザアカウントがポリシーに追加されている場合は、［キャンセル］をク

リックして、手順 9 に進みます。

5 ［ユーザーまたはグループの追加］をクリックします。

［Select Users or Groups（ユーザーまたはグループの選択）］ダイアログボックスが

開きます。

6 ［Enter the object name to select（選択するオブジェクト名を入力）］で、ユーザ権限を設

定するユーザまたはグループの名前を選択します。

7 ［OK］をクリックします。

8 ［適用］をクリックし、［OK］をクリックし、［ネットワーク経由でコンピュータへア

クセス］ダイアログボックスを閉じます。

9 ［ローカルセキュリティ設定］の右側のペインで、［オペレーティングシステムの一部

として機能］をダブルクリックします。

［オペレーティングシステムの一部として機能］ダイアログボックスが表示されま

す。

10 関連するユーザアカウントがポリシーに追加されている場合は、［キャンセル］をク

リックして、この手順の残りは省略します。

11 ［ユーザーまたはグループの追加］をクリックします。

12 ユーザ権限を設定するユーザまたはグループの名前を選択します。

13 ［OK］をクリックします。

14 ［適用］をクリックして［OK］をクリックします。

外部認証の設定
この項では、LDAP、MSAD、または NTLM に保存されているユーザに外部認証を

設定する方法について説明します。
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LDAP または MSAD プロバイダの追加または編集

Hyperion Enterprise Security Module を使用して、外部認証用の LDAP または MSAD

の追加または編集を実行します。また、既存の LDAP または MSAD プロバイダも

設定できます。

LDAP または Active Directory プロバイダを追加するには、次のタスクを実行しま

す。

l 138 ページの「プロバイダ設定の命名（必須）」

l 138 ページの「ホスト名、ポート番号、およびディレクトリ情報ツリー

（DIT）の指定（必須）」

l 139 ページの「読み取り専用ユーザアカウントの設定または匿名バインドの選

択（必須）」

l 139 ページの「ユーザの場所の指定（オプション）」

l 139 ページの「グループの場所の指定（オプション）」

l 140 ページの「プロバイダの信頼設定の指定（オプション）」

プロバイダを編集するには、［編集］をクリックし、上記にリストされている関連

タスクを完了します。追加のヘルプが必要な場合は、Configuration Console の［ヘ

ルプ］をクリックします。

プロバイダ設定の命名（必須）

各外部認証プロバイダの設定名を指定する必要があります。プロバイダ設定名に

より、同じ種類のプロバイダを複数の目的で区別できます。例えば、2 つの LDAP

プロバイダに ldapserver1と ldapserver2という名前を付けることができます。

設定する名前は、実際のサーバ名と一致していなくてもかまいません。

ä LDAP または Active Directory プロバイダに名前を付けるには

1 ［名前］ボックスに名前を入力します（ldapServer1、ldapserver2など）。

2 設定を保存するか、または次の項に進みます。

ホスト名、ポート番号、およびディレクトリ情報ツリー（DIT）
の指定（必須）

外部認証プロバイダのアドレスを指定する必要があります。

ä ホスト情報を指定するには

1 ［ホスト］に、LDAP または MSAD プロバイダリポジトリをホストするコンピュータの

名前を入力します。

例えば、myHost2と入力します。

2 ［ポート］に、LDAP または MSAD プロバイダリポジトリで使用するポート番号を入力

します。

138 外部認証の設定



例えば、デフォルトのポートである 389と入力します。MSAD ではこの番号を変

更できません。

3 ディレクトリ情報ツリー（DIT）に、LDAP または MSAD ディレクトリのディレクトリ情

報を入力します。Domain Component 属性（DC）を含める必要があります。

たとえば、DC=company、DC=com などを含めます。

4 設定を保存するか、または次の項に進みます。

読み取り専用ユーザアカウントの設定または匿名バインドの
選択（必須）

Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアを外部認証ディレクトリに

接続するためのデフォルトのパスを指定する必要があります。

ä 接続方法を指定するには

1 ユーザ情報を指定するには

1. ［User DN（ユーザ DN）］、［パスワード］、および［パスワードの確認］に、

Base DN フィールドで指定した DIT（cn=useraccount、cn=users、

dc=company、dc=comなど）への読み取りアクセス権を持つユーザアカウン

トの情報を入力します。

2. 管理者が DIT への匿名アクセスを指定している場合は、［匿名バインド］を

選択します。［匿名バインド］は、専用の LDAP リポジトリとのみ併用でき

ます。MSAD では、認証されているユーザアカウントを使用する必要があり

ます。

2 設定を保存するか、または次の項に進みます。

ユーザの場所の指定（オプション）

ディレクトリ情報ツリーに保存されているユーザの場所を特定できます。

［Base DN（基本 DN）］で指定したディレクトリをプロバイダで検索する場合は、

この項の手順を省略してください。

ä ユーザの場所を指定するには

1 ［User URL（ユーザ URL）］に、ユーザエントリが含まれているディレクトリサーバ内の

分岐を示す値を入力します。

例えば、ou=Peopleと入力します。

2 設定を保存します。

グループの場所の指定（オプション）

ディレクトリ情報ツリーに保存されているグループの場所を特定できます。

［Base DN（基本 DN）］で指定したディレクトリをプロバイダで検索する場合は、

この項の手順を省略してください。
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ä グループの場所を指定するには

1 ［Group URL（グループ URL）］に、グループエントリが含まれているディレクトリサー

バ内の分岐を示す値を入力します。

例えば、ou=Groupsと入力します。

2 設定を保存します。

プロバイダの信頼設定の指定（オプション）

プロバイダの信頼設定を指定するには、LDAP または MSAD プロバイダが信頼さ

れていない場合は［Trusted（信頼）］チェックボックスをオフにし、信頼されて

いるプロバイダである場合はチェックボックスをオンにします。

l 信頼設定が trueの場合、認証時に生成されるトークンにはパスワードが必要

ありません。この場合もユーザはユーザ名とパスワードを使用してログオン

する必要がありますが、パスワードはトークンに保存されません。

l 信頼設定が falseの場合、パスワードはトークンに含まれます。

詳細情報：信頼されている場合と信頼されていない場合

信頼設定が TRUEの場合、Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェア

アプリケーションが受け取ったトークンに含まれているユーザ証明書は外部認証

リポジトリに対して検証されません。このため、認証プロセスが迅速化されます。

シングルサインオンのシナリオで信頼設定が TRUEの場合は、次の処理が行われま

す。

1. Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアアプリケーション 2 で、

このアプリケーションを起動した別の Oracle Enterprise Performance Management

ソフトウェアアプリケーション 1 からトークンが受信されます。パスワード

はトークンに含まれていません。

2. Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアアプリケーション 2 か

ら、トークンがシングルサインオンメカニズムに送信されます。

3. シングルサインオンメカニズムで、トークンが作成されている（トークンの

復号と読み取りが正常に行われる）ことが検証されます。

4. シングルサインオンメカニズムで、トークンのタイムアウトが検証されます。

5. シングルサインオンメカニズムで、トークンから ID が抽出され、その ID が

認証プロバイダ内に存在することが検証されます。

6. シングルサインオンメカニズムから、ID 文字列が Oracle Enterprise Performance

Management ソフトウェアアプリケーション 2 に返送され、認証が完了しま

す。

シングルサインオンのシナリオで信頼設定が FALSEに設定されている場合は、追

加の処理が実行されます（ステップ 5 および 6 は、信頼されていないプロバイダ

でのみ処理されます）。

1. Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアアプリケーション 2 で、

このアプリケーションを起動した別の Oracle Enterprise Performance Management
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ソフトウェアアプリケーション 1 からトークンが受信されます。パスワード

はトークンに含まれています。

2. Oracle Enterprise Performance Management ソフトウェアアプリケーション 2 か

ら、トークンがシングルサインオンメカニズムに送信されます。

3. シングルサインオンメカニズムで、トークンが作成されている（トークンの

復号と読み取りが正常に行われる）ことが検証されます。

4. シングルサインオンメカニズムで、トークンのタイムアウトが検証されます。

5. シングルサインオンメカニズムで、トークンから ID とパスワードが抽出され

ます。

6. シングルサインオンメカニズムで、設定で指定されている認証プロバイダに

対してユーザとパスワードが検証されます。

7. シングルサインオンメカニズムで、認証プロバイダから認証の承認または拒

否が受信されます。

8. シングルサインオンメカニズムから、ID 文字列が Oracle Enterprise Performance

Management ソフトウェアアプリケーション 2 に返送され、認証が完了しま

す。

NT LAN Manager プロバイダの追加または編集
Hyperion Enterprise Security Module を使用すると、外部認証用 NT LAN Manager の

プロバイダを追加および編集できます。既存の NT LAN Manager プロバイダも設

定できます。

NT LAN Manager プロバイダを追加するには、［External Authentication Configuration

（外部認証の設定）］セクションに移動し、［追加］をクリックし、［NTLM］を選

択して、これらの作業を行います。

l 141 ページの「プロバイダ設定の命名（必須）」

l 142 ページの「ドメインの指定（オプション）」

l 142 ページの「適切なログ優先順位の設定」

プロバイダを編集するには、［編集］をクリックし、上記の関連タスクを完了しま

す。

追加のヘルプが必要な場合は、Configuration Console の［ヘルプ］をクリックしま

す。

プロバイダ設定の命名（必須）
各外部認証プロバイダの設定名を指定する必要があります。プロバイダ設定名に

より、同じ種類のプロバイダを複数の目的で区別できます。例えば、2 つの NT

LAN Manager プロバイダに ntlmserver1と ntlmserver2という名前を付けること

ができます。

プロバイダの設定名は、サーバ名と一致していなくてもかまいません。
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ä NT LAN Manager の設定に名前を付けるには

1 ［名前］に名前を入力します（ntlmServer、ntlmserver2など）。

2 設定を保存するか、または次の項に進みます。

ドメインの指定（オプション）
NT LAN Manager プロバイダは、指定されたドメインの動作に対して責任を負いま

す。ドメイン要素が空の場合、プロバイダはすべての信頼できるドメイン上で動

作します。

ä NT LAN Manager のドメインを指定するには

1 ［ドメイン］にドメイン名を入力します（HYPERIONなど）。認証プロバイダには、使

用している Windows ドメインの名前を使用する必要があります。

2 設定を保存するか、または次の項に進みます。

適切なログ優先順位の設定
関与しているすべての Hyperion Enterprise アプリケーションでログに記録される

認証関連メッセージのレベルを調整できます。表 23 にはログレベルの説明が記載

されています。

表 23 ログレベルの説明

DEBUG（デバッグ） デバッグに役立つ情報が含まれます。

INFO（情報） 操作およびリクエストのステータスに関する情報が含まれます。

WARN（警告） 操作およびリクエストに関する警告情報が含まれます。

ERROR（エラー） 失敗した操作およびリクエストに関連する説明のみが含まれます。

FATAL（致命的） 接続の切断の原因になるエラーに関する情報が含まれます。

ログファイル HyperionCSS.logは、オペレーティングシステムの tempディレク

トリに格納されます。

その他の設定要素
次のオプションの設定要素は、Hyperion Enterprise Security Module で使用できま

す。次の設定要素を使用するには、テキストまたは xml ファイルエディタで.xml

ファイルを編集する必要があります。このファイルは、ファイルの編集前に外部

認証モジュールの事前設定で作成されなければなりません。また、編集前に.xml

ファイルのバックアップをとることをお勧めします。

この項には次のトピックが含まれています。

l 143 ページの「ユーザのログイン属性（オプション、LDAP または MSAD の

み）」
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ユーザのログイン属性（オプション、LDAP または MSAD のみ）

ユーザのログイン属性を使用して、すべてのユーザエントリを識別するディレク

トリ属性を指定できます。

ä ユーザのログイン属性を設定するには

1 XML の Provider セクションに User セクションがない場合は追加し、その User セクショ

ンに loginAttribute要素を追加します。タグは次のようにネストする必要がありま

す。追加部分は太字で示されています。

<spi>

 <provider>

  <ldap name="ldapserver">

   ...

    <user>

     <loginAttribute></loginAttribute>

    </user>

   ...

  </ldap>

 </provider>

</spi>

2 <loginAttribute></loginAttribute>タグの間に、ユーザエントリを一意に識別す

るディレクトリ内の属性の値を入力します。

属性には、cnや uidなどのディレクトリノード（DN）の一部、employee_IDな

どのカスタマイズした属性、またはユーザのディレクトリノードで使用されるそ

の他の属性を指定できます。<loginAttribute>セクションが削除されている場

合、デフォルト値は cnになります。Windows MSAD ユーザの NETBIOS 名を使用

するには、ログイン属性を samaccountnameに設定する必要があります。

次の設定には、"common name"属性を使用したユーザ名が表示されます。

<loginAttribute>cn</loginAttribute>

上記のサンプルは、次の企業ディレクトリストアの LDAP ブラウザビューにある

Autumn Smith のように、すべてのユーザ名が cn=UserNameによって識別されてい

れば正常です。

上記の例では、DN のサブセットがハイライトされています。但し、

loginAttributeプロパティでは、ユーザのディレクトリノードの属性を参照で

きます。例えば、次のエントリ詳細のように、loginAttributeで uidを指すこ

とができます。
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ユーザ名とグループ名に関する注意事項
@は、ユーザ名またはグループ名をプロバイダ名と区別するための予約文字です。

次にその例を示します。

username@providerName => jsmith@ntlmServer

groupname@providerName => marketing@ntlmServer

ユーザ名またはグループ名に@が含まれている場合、@の後ろの文字は、検索順序

に登録されているプロバイダ名と見なされます。プロバイダ名が存在しない場合

は、エラーメッセージが返されます。

LDAP 検索フィルタまたは DN 用に予約されている文字は、LDAP または MSAD

のユーザ名またはグループ名に使用できません。次に、RFC 2254 として発行され

ている予約文字を示します。

LDAP 検索フィルタの予約文字：

*

(

)

\

NUL

LDAP DN の予約文字

,（コンマ）

=

+

<

>

;

\

"

#

スペース

例外：MSAD プロバイダでは、ユーザ名とグループ名にコンマを含めることがで

きます。上記の文字は、ユーザ名、グループ名、または DN の一部としてサポー

トされていません。

Secure Sockets Layer（SSL）の使用
SSL プロトコルを使用して、認証プロバイダとデータを安全にやりとりすること

ができます。SSL は、アクセスされているサーバの ID を認証し、クライアントと

サーバ間でやりとりされるデータを暗号化します。トークンはデフォルトで暗号
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化されます。しかし、反射攻撃や中間者攻撃などの攻撃に対して防御するには、

SSL プロトコルなどの追加的なセキュリティメカニズムをお勧めします。

Hyperion Enterprise セキュリティプラットフォームでは、Sun Microsystems の LDAP

サービスプロバイダを使用して、Novell eDirectory、SunTM Open Net Environment

（SunONE）（以前の iPlanet）、Microsoft Active Directory などの LDAP 互換ディレク

トリ内に外部保存されているユーザを認証します。LDAP サービスプロバイダは、

アプリケーションの JavaTM Virtual Machine で実行されます。ディレクトリサーバ

に安全に接続するための方法として SSL を使用する場合、セキュリティプラット

フォームの LDAP サービスプロバイダでは、SSL をサポートするために Java Secure

Socket Extension（JSSE）ソフトウェアを使用します。

その他の必要な作業
SSL を使用する場合は、次のタスクを実行します。

l ディレクトリサーバで、証明書がインストールされており、使用可能である

ことを確認します。

l アプリケーションを実行する Java Virtual Machine 上で、証明書データベースを

作成します。

l アプリケーションを実行する Java Virtual Machine で、サーバ証明書を発行する

証明機関（CA）を信頼します。

SSL の設定方法について詳しくは、ディレクトリサーバと JRE のマニュアルを参

照してください。

SSL アクセスのための Microsoft Active Directory の設
定
Active Directory ドメインが Windows 2003 システムで設定され、構成済であり、証

明機関（CA）が Windows Active Directory ドメインにインストールされ、構成済で

あるか、確認してください。

ä 証明機関（CA）がインストールされていない場合は、次の手順に従って Active

Directory サーバにインストールします。

1 ［スタート］、［コントロールパネル］、［プログラムの追加と削除］の順にクリックし

ます。

2 ［Windows コンポーネントの追加と削除］をクリックし、［証明書サービス］を選択し

ます。

3 ［Installation Setup Wizard（インストールのセットアップウィザード）］を使用して証明書

サービス CA を設定します。
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SSL が Active Directory サーバで有効であることの検
証

ä SSL が Active Directory サーバで有効になっているか検証するには、次の手順に従

います。

1 Windows サポートツールが Active Directory マシンにインストールされていることを確認

します。suptools.msiセットアッププログラムは、Windows のインストール CD の

\Support\Toolsディレクトリにあります。

2 ［スタート］、［すべてのプログラム］、［Windows Support Tools（Windows サポートツー

ル）］、［コマンドプロンプト］の順に選択します。コマンドプロンプトで ldpと入力

して ldp ツールを起動します。

3 ldp ウィンドウで、［Connection］、［Connect］の順に選択して、ホスト名とポート番号

（636）を指定します。また、［SSL］チェックボックスをオンにします。

注： Active Directory ドメインサーバ名を正しく入力していることを確認します。

接続が成功した場合は、Active Directory SSL 接続に関連する情報の一覧が

ウィンドウに表示されます。接続が失敗した場合は、システムを再起動し

て、この手順を繰り返します。

Active Directory サーバからの証明書のエクスポート

ä Active Directory サーバから CA 証明書をエクスポートするには、次の手順に従い

ます。

1 ドメイン管理者として Active Directory ドメインサーバにログオンします。

2 Active Directory サーバからファイルに証明書をエクスポートするには、次の手順に従い

ます。

1. ［スタート］、［コントロールパネル］、［管理ツール］、［Certificate Authority

（証明機関）］の順にクリックして、CA の［Microsoft Management Console

(MMC)（Microsoft 管理コンソール（MMC））］の GUI を開きます。

2. CA マシンをハイライト表示して右クリックし、CA の［Properties（プロパ

ティ）］を選択します。

3. ［General（全般）］メニューから［View Certificate（証明書の表示）］をクリッ

クします。

4. ［Details（詳細）］ビューを選択し、ウィンドウの右下隅にある［Copy to File

（ファイルにコピー）］ボタンをクリックします。

5. ［Certificate Export Wizard（証明書のエクスポートウィザード）］を使用して、

CA 証明書をファイルに保存します。

注： CA 証明書は、DER Encoded Binary X-509 形式または Based-64 Encoded X-509

形式のどちらかで保存できます。Active Directory サーバの証明機関（CA）

の公開鍵証明書を抽出した後、CSS を使用して Active Directory と安全に通信
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する対象のあらゆる Hyperion Enterprise システムに証明書を配布する必要が

あります。

LDAP クライアントシステムへの証明書のインポー
ト

ä Active Directory サーバから証明書をエクスポートした後、CSS を使用して Active

Directory に接続する対象の各 Hyperion Enterprise システムに、証明書をインポー

トする必要があります。これを実行するには、次の手順に従います。

l JDK が HYPERION_HOME の下にインストールされている場合、次のコマンド

を実行する必要があります。

HYPERION_HOME\common\JRE\Sun\1.4.2\bin>keytool -import -alias <aliasname>

-file <exported .crt file in the above step> -keystore

HYPERION_HOME\common\JRE\Sun\1.4.2\lib\security\cacerts

keytool のインポートではインポート時のパスワードが求められます（JVM で

設定されたパスワード、changeitを指定します）。

l Trust this certificate? [no]:というプロンプトが表示されたら、Active Directory サー

バのキーインポートを確認するために yesと入力します。

Enter keystore password: changeit

Owner: CN=ad01, C=US Issuer: CN=ad01, C=US

Serial number: 15563d6677a4e9e4582d8a84be683f9

Valid from: Tue Aug 21 01:10:46 ACT 2007 until: Tue Aug 21 01:13:59 ACT 2012

Certificate fingerprints:

MD5: D6:56:F0:23:16:E3:62:2C:6F:8A:0A:37:30:A1:84:BE

SHA1: 73:73:4E:A6:A0:D1:4E:F4:F3:CD:CE:BE:96:80:35:D2:B4:7C:79:C1

Trust this certificate?[no]: yes Certificate was added to keystore

外部セキュリティサービスの設定

ä SSO 設定ユーティリティを使用して Microsoft Active Directory を設定します。正し

い SSL ポート 636 を指定するように注意してください。設定後、

<authProtocol>ssl</authProtocol>タブを手動で XML に追加する必要があ

ります。

XML のサンプル

<css xmlns:xsi="https://adc-tele-sslvpn.oracle.com/prx/000/http/

www.w3.org/2001/XMLSchema-instance 

xsi:noNamespaceSchemaLocation="css.xsd”>

<spi>
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 <provider>

  <msad name="msad">

    <trusted>true</trusted>

    <url>ldap://<localhost>>:636/dc=domain,dc=com</url>

      <userDN>userid@dmomain.com</userDN>

      <password>password</password>

     <authType>simple</authType>

     <identityAttribute>dn</identityAttribute>

     <authProtocol>ssl</authProtocol>

     <user>

       <url/>

        <loginAttribute>cn</loginAttribute>

       <nameAttribute/>

       <objectclass/>

     </user>

     <group>

      <url/>

      <nameAttribute/>

      <objectclass/>

     </group>

   </msad>

  </provider>

</spi>

<searchOrder>

 <el>msad</el>

</searchOrder>

<token>

 <timeout>480</timeout>

</token>

<logger>

  <priority>FATAL</priority>

</logger>

</css>

サンプル導入シナリオ
次のトピックでは、導入シナリオについて説明します。

単一の LDAP ディレクトリ

図 27 は、LDAP を使用する導入シナリオを示しています。
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図 27  LDAP ディレクトリの単一のインスタンスに対する認証

Hyperion Enterprise Security Module を使用して、外部認証を設定します。アプリ

ケーションサーバおよびディレクトリサーバには、Windows 2003 server または

Windows 2008 server を使用できます。

安全な SSL 接続を使用できます。

単一の LDAP ディレクトリでは、次の内容が適用されます。

l すべてのユーザは、cnや uidなどの同じ接頭辞を持つ必要があります。

l すべてのグループは、cnや ouなどの同じ接頭辞を持つ必要があります。

l 参照はサポートされていません。

l データ取得のパフォーマンスを 適化するには、ユーザとグループを

ou=Peopleや ou=Groupsなどのノードの下に配置する必要があります。

企業ディレクトリスキーマのサンプルは次のとおりです。

単一の Microsoft Active Directory
図 28 は、Microsoft Active Directory を使用する導入シナリオを示しています。
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図 28 Microsoft Active Directory の単一のインスタンスに対する認証

Hyperion Enterprise Security Module を使用して、外部認証を設定します。アプリ

ケーションサーバサービスおよびディレクトリサーバサービスには、Windows 2003

server または Windows 2008 server を使用できます。安全な SSL 接続を使用できま

す。

単一の Microsoft Active Directory では、次の内容が適用されます。

l すべてのユーザは、cnや samaccountnameなどの同じ接頭辞を持つ必要があ

ります。

l すべてのグループは、cnや ouなどの同じ接頭辞を持つ必要があります。

l データ取得のパフォーマンスを 適化するには、ユーザとグループを

cn=Usersや ou=Hyperionなどのノードの下に配置する必要があります。

企業ディレクトリスキーマのサンプルは次のとおりです。

Windows アプリケーションと単一の NTLM ドメイン

Hyperion Enterprise Security Module を使用して、外部認証を設定します。NTLM の

接続には、NTLM サポートライブラリファイル（.dll）が必要です。NTLM Primary

Domain Controller サーバには、Windows 2003 server または Windows 2008 server を

使用できます。

図 29 は、Windows ベースのアプリケーションが Windows NT LAN Manager のドメ

インコントローラからの情報にアクセスする導入シナリオを示しています。
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図 29 NTLM の単一のインスタンスに対する Windows ベースアプリケーションサーバからの認

証

LDAP、MASD、および NTLM に対する Windows アプ
リケーション
図 30 は、Windows ベースのアプリケーションが複数のディレクトリストアからの

情報にアクセスする導入シナリオを示しています。
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図 30 LDAP Directory、Microsoft Active Directory、および NTLM に対する Windows ベースアプリケー

ションサーバからの認証

Hyperion Enterprise Security Module を使用して、外部認証を設定します。NTLM の

接続には、NTLM サポートライブラリファイル（.dll）が必要です。NTLM Primary

Domain Controller サーバには、Windows 2003 server または Windows 2008 server を

使用できます。

LDAP 互換ディレクトリの場合は、安全な SSL 接続を使用できます。

XML 設定ファイル内の検索順序の設定によって、各ディレクトリストアがアプリ

ケーションから情報のリクエストを受信する順序が決定されます。例えば、検索

順序に従って 初に検出されたリクエスト対象ユーザのインスタンスは、そのユー

ザの情報を取得してアプリケーションに返すために外部認証が使用されます。ユー

ザ情報は 3 つのディレクトリでホストされますが、ユーザ情報が重複すると誤っ

たユーザオブジェクト認証が行われる可能性があるため、ディレクトリ全体でユー

ザ情報が重複しないようにしてください。

複数の Microsoft Active Directory インスタンス

図 31 は、ユーザ認証情報を保持している複数の Microsoft Active Directory インス

タンスの導入を示しています。
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図 31 複数の Microsoft Active Directory インスタンスを使用した認証

Hyperion Enterprise Security Module を使用して、外部認証を設定します。アプリ

ケーションサーバでディレクトクリサーバを使用して認証できるようにするには、

ディレクトリサーバを検索順序に指定する必要があります。 も頻繁に使用する

ディレクトリサーバを検索順序の 初に指定します。

安全な SSL 接続を使用できます。

複数の LDAP ディレクトリインスタンス

図 32 は、ユーザ認証情報を保持している複数の LDAP インスタンスの導入を示し

ています。
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図 32 複数の LDAP ディレクトリインスタンスを使用した認証

Hyperion Enterprise Security Module を使用して、外部認証を設定します。アプリ

ケーションサーバでディレクトクリサーバを使用して認証できるようにするには、

両方のディレクトリサーバを検索順序に指定する必要があります。 も頻繁に使

用するディレクトリサーバが 初に示されなければなりません。

安全な SSL 接続を使用できます。

LDAP 製品ベンダーから提供されている、導入に関す
る英文参考文献

『SunONE Directory Server 5.2 Deployment Guide』：

http://docs.sun.com/app/docs/doc/816-6700-10

『iPlanet Directory Deployment Guide for v5.1』

http://docs-pdf.sun.com/816-5609-10/816-5609-10.pdf

『iPlanet Directory Deployment Guide for v4.16』

http://docs-pdf.sun.com/816-6679-10/816-6679-10.pdf

『MSAD Deployment Guide』：

http://www.microsoft.com/technet/prodtechnol/windows2000serv/

technologies/activedirectory/deploy/default.mspx
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アプリケーションの基本要素の概要
基本要素は、Hyperion Enterprise アプリケーションの一部であり、アプリケーショ

ンの構成要素として定義します。この章で説明する基本要素に加えて、アプリケー

ションの基本要素にはエンティティ、勘定科目、勘定科目とエンティティの変換

表、および勘定科目とエンティティの一覧が含まれます。基本要素の追加や変更

はいつでもできますが、通常はアプリケーションにデータを入力する前に基本要

素を定義します。

基本要素の定義には次のウィンドウを使用します。

l 期間のデータ値を保存するために使用するデータ種別の定義には、データ種

別モジュールの［データ種別］ウィンドウを使用します。

l データをデータ種別間で移動するための期別替の定義には、データ種別モ

ジュールの［期別替］ウィンドウを使用します。

l 勘定科目、エンティティ、ロジック、および仕訳帳のグループ化やフィルタ

の適用を行うためのコードの定義には、アプリケーションモジュールの［コー

ド］ウィンドウを使用します。

l エンティティの通貨を定義するには、エンティティモジュールの［通貨］ウィ

ンドウを使用します。

基本要素の検索
［通貨］ウィンドウでは特定の通貨を、［データ種別］ウィンドウまたは［期別替］

ウィンドウでは特定のデータ種別を、［コード］ウィンドウでは特定のコードを検

索することができます。この方法では、通貨表、データ種別表、期別替表、また

はコード表をスクロールするより速く見つけることができます。
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ä 基本要素を検索するには、次の手順に従います。

1 次のいずれかの操作を行います。

l ［通貨］ウィンドウで、［編集］メニューから［通貨の検索］を選択します。

l ［データ種別］ウィンドウまたは［期別替］ウィンドウで、［編集］メニュー

から［データ種別の検索］を選択します。

l ［コード］ウィンドウで、［編集］メニューから［コードの検索］を選択しま

す。

2 通貨、データ種別、またはコード ID を入力するか、一覧から選択します。

ヒント： 入力項目に一致する 初の通貨、データ種別、またはコードを表示する

には、ボックスに ID の 初の数文字を入力します。入力項目と一致す

る次の通貨、データ種別、またはコードをハイライトするには、［>>］

を選択します。

3 ［OK］をクリックします。

データ種別
データ種別はアプリケーションが使用するデータの種類を定義するグループです。

データ種別を使用して、さまざまな条件でレポートを作成するために必要なデー

タを保存します。1 つのアプリケーションに定義できるデータ種別の数に制限は

ありません。例えば、予算データ、前年のデータ、過去 5 年間のデータ、および

実データを管理するアプリケーションでは 4 つのデータ種別を設定します。

データ種別を定義するとき、データ種別に含まれる期間数、年間の期間数、開始

期間など、一連の属性を定義します。期間は財務データを保存する時間の単位で

す。データ種別の期間単位によって、そのデータ種別では 1 年間をいくつの期間

に等分するかが決定します。例えば、週次を期間単位に持つデータ種別では 1 年

に 52 の期間があります。

アプリケーションのデータ種別は、データ種別モジュールの［データ種別］ウィ

ンドウで設定します。データ種別を設定した後、期別替を設定できます。期別替

はデータをデータ種別間で定期的に移動するために使用されます。期別替につい

て詳しくは、165 ページの「期別替」を参照してください。

［データ種別］ウィンドウ
［データ種別］ウィンドウではアプリケーションで使用するデータ種別を定義しま

す。メニューコマンドを使用すると効率よくデータ種別を検索できます。詳しく

は、155 ページの「基本要素の検索」を参照してください。データ種別の情報を

印刷したり、プレビューすることもできます。詳しくは、『Hyperion Enterprise セッ

トアップガイド』を参照してください。

図 33 に、［データ種別］ウィンドウを示します。
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図 33  ［データ種別］ウィンドウ

［データ種別］ウィンドウには、そのアプリケーションで定義されているデータ種

別の ID と説明がデータ種別表として表示されます。表の操作方法について詳しく

は、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

［データ種別］ウィンドウにある次の 2 つのタブには、ハイライトされているデー

タ種別の属性が表示されます。

［設定］タブ

［設定］ - 期間単位、開始期間と年、期間数、データ表示形式など、データ種別の

定義に必要なオプションが表示されます。図 33 にこのタブを示します。

［オプション］ - コード、前期のデータ種別、単位など、データ種別をさらに詳し

く定義するオプションが表示されます。図 33 にはこのタブは表示されていませ

ん。

データ種別の設定
アプリケーションのデータ種別の設定では、データ種別の定義や削除、その属性

の割り当てなどを行います。企業で必要とされるレポート条件によって、定義す

るデータ種別が異なります。データ種別の属性はいつでも変更できます。

不要になったデータ種別は、データが含まれていなければ削除できます。例えば、

予算年度が 3 段階に分かれているため、予算の段階を分けておくために 3 つのデー

タ種別を作成したとします。そのような場合、予算年度が終了した後、3 段階の

データ種別を削除して 終的な予算のみを保存しておくことができます。データ

種別からデータを削除する方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガ

イド』を参照してください。
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別のデータ種別で前期のデータ種別として定義されているものは削除できません。

例えば、Last Year データ種別が Actual データ種別の［前期のデータ種別］である

場合、Last Year データ種別を削除するには、Actual データ種別の［前期のデータ

種別］属性から削除する必要があります。

期別替セットに表示されているデータ種別を削除する場合は、データ種別を期別

替セットからも削除する必要があります。削除したデータ種別を参照する期別替

セットを実行すると、エラーメッセージが表示されます。詳しくは、169 ページ

の「期別替セットの定義」を参照してください。

注： データ種別を参照しているデータ種別固有のロジックがある場合には、デー

タ種別を削除できません。ロジックが割り当てられているこのようなデー

タ種別を削除しようとすると、次のメッセージが error.logに記録されま

す。

データ種別の削除について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』

を参照してください。

データ種別属性
データ種別属性によって、データ種別のデータの表示、処理、編成などの方法が

決定されます。データは、期間と期間単位によって組織化されます。データ種別

属性を使うと、データ種別内の期間数や、データを保存する 1 年の期間数を設定

できます。

データ種別をデータ種別表に追加するとき、システムによってデータ種別に割り

当てられる属性を変更できます。データ種別属性の変更は、そのデータ種別にデー

タが含まれていない場合や別のデータ種別で前期のデータ種別として指定されて

いない場合にのみ可能です。データが含まれている場合や前期のデータ種別とし

て使用されている場合に変更できる属性は、ID、説明、セキュリティクラス、お

よび［データなしはゼロ］属性のみです。詳しくは、164 ページの「データ種別

の定義」を参照してください。

データ種別には次の属性があります。

l 期間単位

l 開始期間

l 開始年

l 期間数

l 表示形式

l データなしはゼロ

l データパス

l 単位

l 前期のデータ種別

l 仕訳帳の番号付け

l 比率および消去の詳細を使用可能にする
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注： ［データ種別］ウィンドウでデータ種別を保存した後にデータ種別の ID

を変更すると、そのデータ種別の ID を使用するすべてのロジックが無

効になります。ロジックが有効かどうかを確認するために、ロジックを

チェックできます。詳しくは、250 ページの「ロジックのチェック」を

参照してください。

期間単位

期間単位はデータ種別がデータを保存する期間の数を決めます。期間単位と期間

数によってデータを収集する期間の長さが決まります。例えば、期間単位が四半

期で、データ種別の期間数が 8 の場合、2 年分のデータを保存できます。データ

種別には、次の期間単位のいずれかを割り当てます。

l 日次

l 週次

l 月次

l 四半期

l 三半期

l 半期

l 年次

期間単位によって、そのデータ種別のデフォルトの［開始期間］および［期間数］

属性が決まります。例えば、期間単位として四半期を選択すると、［期間数］のデ

フォルトが 4 に、［開始期間］のデフォルトが第 1 四半期になります。

データ入力表で期間単位を変更する方法については、『Hyperion Enterprise ユーザ

ガイド』を参照してください。レポートやパッケージで期間単位を変更する方法

について詳しくは、『Hyperion Reporting ユーザガイド』を参照してください。

［データベース］ウィンドウで期間単位を変更する方法について詳しくは、

『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

開始期間

開始期間はどの期間からデータの保存を開始するかを指定します。通常、開始期

間は会計年度の 初の期間ですが、会計年度内の任意の期間を使用できます。ま

た、開始期間はデータ種別の期間単位によっても異なります。例えば、［月次］を

期間単位として選択すると、週や四半期ではなく、特定の月を開始期間として選

択する必要があります。

開始年

開始年はデータ種別の 初の期間の年度です。例えば、当年のデータのみを保存

するデータ種別では当年を開始年に指定します。2 年以上のデータを保存するデー

タ種別の場合、データが開始する年度を入力します。例えば、会計年度が 2002 年

7 月から 2003 年 6 月までの場合、データ種別の開始年は 2002 です。開始年は 4 桁

で入力します。
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期間数

データ種別を定義するとき、データを収集する期間数を指定します。期間数は期

間単位とデータを保存する期間の長さによって決まります。例えば、期間単位が

月次のデータ種別で 1年分のデータを保存するには、期間数に 12 を指定します。

期間単位が年次のデータ種別で 5 年分のデータを保存するには、期間数に 5 を指

定します。

表示形式

データ表示形式によって、［データベース］および［データ入力］ウィンドウでの

デフォルト表示形式が決まります。期別表示では各期間の値が表示され、累計表

示では各期間まで累計された値が表示されます。

データ入力表でデータ表示形式を変更する方法について詳しくは、『Hyperion

Enterprise ユーザガイド』を参照してください。レポートやパッケージでデータ表

示形式を変更する方法について詳しくは、『Hyperion Reporting ユーザガイド』を

参照してください。［データベース］ウィンドウでデータ表示形式を変更する方

法について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

データなしはゼロ

後の期間にはデータが存在するにもかかわらず、データが欠落していて、データ

の入力や読み込みが行われなかった期間が存在する場合があります。システムは

データを処理する際、データなしを常にゼロと見なします。［データなしはゼロ］

属性は、特定のデータ種別においてゼロを期別値または累計値として表示するか

どうかを決定します。この属性により、ゼロ値に基づいて算出されたデータがど

ちらのデータ表示形式でも同じになります。

データ種別を定義するとき、［データなしはゼロ］属性によって［データベース］

および［データ入力］ウィンドウでデータの欠落がどのように表示されるかを指

定できます。仕訳帳を転記できるエンティティと転記できないエンティティに対

して異なった設定が可能です。

注： この設定は、フロー、収益、および費用の勘定科目のみに適用されます。

残高、資産、および負債の勘定科目は影響されません。

データが欠落している期間の値の表示方法は、データ種別に指定されているデー

タ表示形式によって異なります。［期別］設定では、データが欠落している期間に

数値ゼロが表示されます。［累計］設定では、データが欠落している期間の累計値

として数値ゼロが表示されます。例えば、デフォルトのデータ表示形式が期別に

なっているときに、累計を選択したとします。1 月の値が 100 で 2 月のデータが

欠落している場合は、自動的に 2 月に-100 の期別値が入力され、2 月の累計値が

ゼロになります。

［データ表示形式］と［データなしはゼロ］の属性に基づいてデータの欠落がどの

ように扱われるかを次の例に示します。
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データなし（ND）=累計値ゼロ

期別表示での入力データ

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期
 

10 ND 25 5 ND Gr Sales

5 4 7 ND ND Cost Gds

100 125 200 100 130 Cash

期別表示での表示データ と累計表示での表示データ

10 -10 25 5 -30
Gr
Sales 10 0 25 30 0

5 4 7 -16 0 Cost
Gds

5 9 16 0 0

100 125 200 100 130 Cash 100 125 200 100 130

累計表示での入力データ

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期
 

10 ND 25 30 ND Gr Sales

5 9 16 ND ND Cost Gds

100 125 200 100 130 Cash

期別表示での表示データ と累計表示での表示データ

10 -10 25 5 -30
Gr
Sales 10 0 25 30 0

5 4 7 -16 0 Cost
Gds

5 9 16 0 0

100 125 200 100 130 Cash 100 125 200 100 130

データなし（ND）=期別ゼロ

期別表示での入力データ

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期
 

10 ND 25 5 ND Gr Sales

5 4 7 ND ND Cost Gds

100 125 200 100 130 Cash

期別表示での表示データ と累計表示での表示データ
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10 0 25 5 0
Gr
Sales 10 -10 35 40 -40

5 4 7 0 0 Cost
Gds

5 9 16 -16 -16

100 125 200 100 130 Cash 100 125 200 100 130

累計表示での入力データ

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期
 

10 ND 25 30 ND Gr Sales

5 9 16 ND ND Cost Gds

100 125 200 100 130 Cash

期別表示での表示データ と累計表示での表示データ

10 0 15 5 0
Gr
Sales 10 -10 25 30 -30

5 4 7 0 0 Cost
Gds

5 9 16 -16 -16

100 125 200 100 130 Cash 100 125 200 100 130

上の例では、まず Gross Sales、Cost of Goods、Cash の各勘定科目について累計表

示形式と期別表示形式で入力された値を示し、次に各データ表示形式と［データ

なしはゼロ］の組み合わせのデータ表示を示しています。

注： 累計残高を読み込む場合も、期別表示に［データなしはゼロ］オプション

を設定できます。設定しないと、データの欠落した期間にデータが含まれ

るまで、その期間以降のすべての期間にゼロが表示されます。

データパス

データパスは各データ種別のデータファイルが保存されているディレクトリを示

します。データファイルには、そのデータ種別のアプリケーション要素とデータ

のすべてが含まれています。データ種別のデータパスには任意のディレクトリを

指定できます。いったんデータ種別にデータが保存されると、データパスは変更

できません。

単位

単位によって、［データ入力］ウィンドウと［データベース］ウィンドウでデータ

種別のデータが表示および解釈される方法が決まります。例えば、単位が千に設

定されている場合、値 123 を入力すると、123 が表示されますが、保存される値

は 123,000 になります。単位を設定すると、必要な精度でのデータ入力が可能に

なり時間を短縮できます。
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Hyperion Enterprise には単位を定義して表示に反映するモジュールがいくつかあり

ます。勘定科目、エンティティおよびデータ種別に単位を使用するかどうかを［勘

定科目］、［組織］および［データ種別］の各ウィンドウで定義します。設定され

た単位は、［データ入力］ウィンドウと［データベース］ウィンドウおよびレポー

トの実行時にデータの表示に反映されます。勘定科目に単位を適用しない場合、

データ入力表やデータベースでのデータの表示は元の値のままです。

データベースモジュールでのデータ読み込み書式で指定する単位は読み込みファ

イル内の値の単位です。テキストファイルを読み込むとき、読み込みファイル内

の値は実際の値に変換されます。例えば、読み込みファイルで値 100 の単位が 3

になっている場合、読み込まれて保存される値は 100,000 になります。データの

読み込み以外では、設定した単位が［データ入力］ウィンドウと［データベース］

ウィンドウで値が表示される単位になります。

勘定科目での数値の単位を設定するには、その勘定科目で［単位］属性を選択し、

個々のエンティティに対して単位を選択する必要があります。データ種別にも単

位を指定できます。これはエンティティに指定されている単位に優先します。［デー

タ入力］ウィンドウと［データベース］ウィンドウでデータを表示すると、デー

タはエンティティまたはデータ種別に選択した単位で表示されます。これらのモ

ジュールでの単位は現在のセッション内で変更できます。勘定科目の単位設定に

ついて詳しくは、273 ページの「勘定科目属性」を参照してください。エンティ

ティの単位の選択について詳しくは、203 ページの「エンティティ属性」を参照

してください。

データ種別の単位は、エンティティに設定されている単位属性とは異なる単位を

使用する場合にのみ設定します。例えば、Budget データ種別の単位として千を選

択すると、エンティティに指定されている単位にかかわらず、すべてのエンティ

ティで Budget データ種別に千単位でデータを入力できます。データ種別の単位に

［なし］を指定すると、そのエンティティに指定されている単位が使用されます。

データ入力表と［データベース］ウィンドウで単位を変更する方法については、

『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。レポートおよびパッケー

ジで単位を変更する方法については、『Hyperion Enterprise Reporting ユーザガイ

ド』を参照してください。

前期のデータ種別

データ種別の定義で、過去の期間のデータに基づいた値を初期値として使用する

場合、初期値の算出に使用する前期のデータ種別を指定する必要があります。例

えば、当年の実データに Actual データ種別を定義し、期首残高を前年のデータの

後の期間の値に基づいて設定するとします。その場合、Actual データ種別の前

期のデータ種別として前年のデータを含んでいるデータ種別を指定できます。

注： 前期のデータ種別を指定すると、前期のデータ種別のデータを保存して取

得する必要があるので、連結でのデータ処理に時間がかかる場合がありま

す。

仕訳帳の番号付け

仕訳帳の番号付けは、監査に備えて仕訳帳の記録を残すたに使用します。アプリ

ケーションの作成時に［仕訳帳に自動的に番号を付ける］オプションを選択する
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と、［データ種別］ウィンドウの［仕訳帳の番号付け］オプションを使って、現在

のデータ種別で仕訳帳に番号を付ける方法を設定できます。仕訳帳の開始番号を

指定して、データ種別の各期間の自動番号付けをその番号から始めるかどうかを

指定できます。詳しくは、33 ページの「後で変更できないアプリケーション設

定」を参照してください。仕訳帳がどのように番号付けされるかについて詳しく

は、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』の「仕訳帳の入力」の章を参照してくだ

さい。

比率および消去の詳細を使用可能にする

［比率および消去の詳細を使用可能にする］オプションを使用すると、連結処理時

にエンティティの比率と消去の詳細を保存してレポートを作成できます。アプリ

ケーション作成時に［比率および消去の詳細を使用可能にする］オプションを選

択すると、［データ種別］ウィンドウで［比率および消去の詳細を使用可能にす

る］オプションを使用して、現在のデータ種別の比率および消去の詳細を保存す

るための領域を割り当てるかどうかを決定できます。データ種別にこのオプショ

ンを選択すると、詳細を保存するように選択したエンティティの詳細のみが保存

されます。比率と消去の詳細について詳しくは、39 ページの「［連結詳細］オプ

ション」を参照してください。比率と消去の詳細について詳しくは、33 ページの

「後で変更できないアプリケーション設定」を参照してください。特定のエンティ

ティの比率と消去の詳細を保存する方法について詳しくは、207 ページの「詳細

設定オプション」を参照してください。

注： ［比率および消去の詳細を使用可能にする］オプションは、アプリケーショ

ン用に見積もったものより大きな記憶領域を必要とし、連結でのデータ処

理に時間がかかる場合があります。これは、追加のデータを保存して取得

する必要があるためです。

データ種別の定義
データ種別表にデータ種別を追加するか、またはデータ種別表の既存のデータ種

別を編集します。例えば、Forecast という ID で、予測データのデータ種別を追加

することができます。後で Forecast データ種別の説明を編集し、よりわかりやす

い説明にすることができます。

注： ［データ種別］ウィンドウに表示されるデータ種別の順序によって、［計算

式］ウィンドウに表示されるデータ種別の順序が決まります。

ä データ種別を定義するには次の手順に従います。

1 ［データ種別］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l データ種別を作成するには、表の 初の空白行を選択します。

l データ種別を編集するには、編集するデータ種別を選択します。

2 ［データ種別］表で、ID と説明を指定します。

3 ［設定］タブと［オプション］タブで、データ種別の属性を指定します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。
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期別替
期別替によってデータ種別間で情報を移動すると、送り側データ種別からデータ

がクリアされ、送り側データ種別と受け側データ種別の両方で開始日が更新され

ます。

期別替を定義するには、その実行方法の仕様を含んでいるセットを作成します。

各セットには送り側データ種別と、必要に応じて受け側データ種別が含まれます。

Hyperion Enterprise はセットに含まれるデータ種別をスキャンして、データを送り

側データ種別から受け側データ種別に移動します。

受け側データ種別なしで期別替を定義すると、送り側データ種別のデータがクリ

アされ、開始日が更新されます。送り側データ種別から削除されたデータは、復

元できません。

期別替を実行する前に次の項目を検討してください。

l 期別替の実行は単一ユーザのタスクです。そのアプリケーションにアクセス

しているユーザがいる間は、そのユーザのセキュリティ権限にかかわらず、

期別替は実行できません。

l 期別替に必要なディスク容量は、送り側データ種別のディレクトリにある

0000.DATファイルと 0000.PLKファイルのサイズを加算して評価できます。

l ユーザが過去のデータ種別に対して再連結処理を実行できないようにするに

は、期別替セットの送り側データ種別の期間ごとにエンティティを保護する

必要があります。ロジックが編集されると、ステータスインジケータが「影

響あり」に変わります。

期別替では次の処理が行われます。

l 情報が送り側データ種別から受け側データ種別に移動されます。

l 送り側データ種別内のデータが削除されます。

l 送り側、受け側ともにデータ種別の開始日が、送り側データ種別の期間の長

さ分、先の日付に更新されます。例えば、送り側データ種別が 1 年間である

場合、期別替を行うと、送り側および受け側のデータ種別の開始日が 1 年先

の日付に更新されます。

l アプリケーションがデータ種別と期間ごとの組織から構成されている場合、

送り側データ種別ではその構成が削除されます。

アプリケーションでデータ種別固有のロジックや GET または CAT 関数が使用さ

れている場合、期別替を実行した後、ロジックと SCE ルールを編集する必要があ

る場合があります。ロジックを変更すると、そのロジックを使用するデータ種別

で連結ステータスのフラグが「影響あり」に変わります。

タイミングの異なる期別替は、別の期別替セットとして設定できます。例えば、

Actual データ種別の年度末データを完了する前に、予算を使用した作業を開始す

るとします。Actual データ種別の期別替セットとは別に Budget データ種別の期別

替セットを作成することによって、年度末になる前に予算の期別替を行うことが

できます。年度末の後、当年の年度末データの期別替セットを実行できます。期

別替のタスクとセットはアクセス保護できます。

期別替の実行を設定できます。例えば、2001 年の当年データを Actual データ種別

から Prior Year データ 種別に移動するための年度末期別替を設定できます。この

期別替によって、Actual データ種別の開始日が 2002 年に、Prior Year データ種別
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の開始日が 2001 年に更新されます。Prior Year データ種別のデータは置き換えら

れ、Actual データ種別のデータは削除されます。

期別替の設定方法については、166 ページの「期別替セット」を参照してくださ

い。その他の例として、173 ページの「期別替の例」または170 ページの「期別

替のケーススタディ」を参照してください。

期別替セット
期別替セットを定義するにはデータ種別を指定します。各期別替セットには送り

側データ種別が含まれ、場によっては受け側データ種別が含まれる場合もありま

す。期別替セットを実行して、送り側データ種別から受け側データ種別に情報を

移動したり、送り側データ種別のデータをクリアできます。期別替が実行される

と、送り側データ種別と送り先データ種別の開始日が増分されます。

送り側データ種別内の次の項目は、アプリケーションで指定されている場合は、

受け側データ種別に継承されます。

l 連結詳細

l データ

l エンティティコード

l 仕訳帳エンティティ、テンプレートも含む

l 出資比率、親表データも含む

l 期別の組織定義、組織がデータ種別と期間によって異なる場合

l 所有率

l ステータスと保護

次の設定は送り側データ種別でも受け側データ種別でも期別替によって変更され

ません。

l データパス

l 前期のデータ種別

l 計算式、レポート、パッケージ、および全アドオンモジュール内のデータ種

別への参照

l データ種別のセキュリティクラス

l 送り側データ種別の ID と説明

期別替セットを定義するときに考慮すべき要素と属性がいくつかあります。

期間単位

送り側データ種別の期間単位属性は、受け側データ種別の期間単位と同じか、そ

れより小さい必要があります。例えば、週次データ種別から週次や月次データ種

別へのデータの期別替が可能です。

送り側データ種別の期間単位が受け側データ種別の期間単位より大きい場合は、

期別替を実行できません。例えば、週次データ種別から日次データ種別へのデー

タの期別替は実行できません。

期間単位はデータ種別モジュールで設定します。
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期間の長さ

送り側データ種別の期間の長さは、受け側データ種別の期間の長さと同じかそれ

より短い必要があります。例えば、2 年間のデータ種別は、2 年以上の期間を持つ

データ種別に移動できますが、1 年の期間を持つデータ種別に移動することはで

きません。期間の長さはデータ種別モジュールで設定します。

データ表示形式、非仕訳帳エンティティでのデータなしはゼ
ロ、仕訳帳エンティティでのデータなしはゼロ、連結詳細

データ表示形式、非仕訳帳エンティティでのデータなしはゼロ、仕訳帳エンティ

ティでのデータなしはゼロ、連結詳細のどれかが送り側と受け側のデータ種別で

異なる場合、次の操作のいずれかを行う必要があります。

l 期別替をキャンセルする。

l 設定が不一致のまま期別替を実行する。

これらのオプションはデータ種別モジュールで設定します。

ステータスと保護

期別替では、送り側データ種別の各エンティティと期間のステータスと保護は、

受け側データ種別に移動されます。計算式の実行結果と連結処理の結果はそのス

テータスに関係なく継承されます。例えば、連結処理の結果は、ステータスが

「OK」でなくても継承されます。ステータスと保護の要素は連結モジュールにあ

ります。

仕訳帳入力

期別替では、送り側と受け側のデータ種別期間単位が同じ場合、親の調整を含め

て仕訳帳入力の詳細データが受け側データ種別に移動されます。これには、転記

済、転記前、テンプレート、および削除済のすべての仕訳帳が含まれます。

送り側と受け側のデータ種別期間単位が異なる場合、仕訳帳入力の残高のみが受

け側データ種別に移動されます。

仕訳帳の自動番号付け

期別替では、次の条件下でのみ仕訳帳の自動番号付けが受け側データ種別にコピー

されます。

l 送り側データ種別と受け側データ種別の期間数が同じ場合

l 送り側データ種別から受け側データ種別にコピーされた期間数が送り側デー

タ種別の期間数と同じ場合

仕訳帳の自動番号付けはデータ種別モジュールで設定します。

仕訳帳の記録

期別替では、送り側と受け側のデータ種別期間単位が同じ場合、仕訳帳の記録が

受け側データ種別に移動されます。
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送り側と受け側のデータ種別期間単位が異なる場合、仕訳帳の記録は受け側デー

タ種別に移動されません。

仕訳帳テンプレート

期別替では、期間単位が同じ場合、すべての仕訳帳テンプレートが受け側データ

種別に移動されます。仕訳帳テンプレートは仕訳帳モジュールで管理します。

データ種別と期間ごとの組織

期別替では、送り側と受け側の期間単位が同じ場合、データ種別と期間ごとの組

織構造が受け側データ種別に移動されます。

送り側データ種別の期間単位が受け側データ種別の期間単位より小さい場合は、

次の処理が行われます。

l データ種別と期間ごとの組織構造と、送り側の期間の累計値が受け側の期間

に移動されコピーされます。詳しくは、176 ページの「データ種別と期間ごと

の組織の期別替 - 例」を参照してください。

l 期別替の後、受け側データ種別の連結処理結果の詳細と親データは、送り側

データ種別の連結結果を正確に反映しています。

l 期別替の後、受け側データ種別で連結を行うと、送り側データ種別の連結処

理と同じ結果にはなりません。

l 期別替の後、送り側データ種別には、すべての期間で組織の 上位エンティ

ティのみが残ります。組織の構造を復元するには、組織を手動で貼り付けま

す。

データ種別と期間ごとの組織はエンティティモジュールのエンティティごとに設

定されます。

［期別替］ウィンドウ
［期別替］ウィンドウは個々のアプリケーションに期別替セットを定義するために

使用します。メニューコマンドを使用すると効率よく期別替セット内でデータ種

別を検索できます。詳しくは、155 ページの「基本要素の検索」を参照してくだ

さい。期別替セットの印刷やプレビューもできます。

詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。図 34

に［期別替］ウィンドウを示します。
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図 34 ［期別替］ウィンドウ

図 34 では、Actual データ種別のデータは LastYr データ種別への期別替が実行され

ます。Budget データ種別のデータは、受け側データ種別が定義されていないので、

期別替が実行されません。Actual と Budget データ種別ではデータが削除され、

Actual、LastYr、および Budget データ種別の開始日が更新されます。

期別替セットの定義
期別替セットを定義して、新しい期別替セットを追加したり既存の期別替セット

を編集することができます。各期別替セットには送り側データ種別が含まれ、場

によっては受け側データ種別が含まれる場合もあります。詳しくは、166 ページ

の「期別替セット」を参照してください。

期別替を実行するには、期別替タスクおよび使用する期別替セットへのアクセス

権が必要です。例えば、期別替セットへのアクセス権があれば、データ種別への

アクセス権限が「なし」の場合でも、セットに指定されたすべてのデータ種別に

対して期別替を実行できます。期別替を実行するとき、送り側データ種別に定義

されているセキュリティは受け側に継承されません。

ä 期別替セットを定義するには、次の手順に従います。

1 ［データ種別］ウィンドウで［ナビゲート］メニューから［期別替］を選択して、次

のいずれかの操作を行います。

l 期別替セットを作成するには、［新規作成］を選択します。

l 期別替セットの属性を編集するには、セットをハイライトして［OK］をクリッ

クします。
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2 期別替セットの ID、説明、種類、およびセキュリティクラスを指定し、［OK］をクリッ

クします。

3 送り側の列または受け側の列で行を挿入または削除するには、次のいずれかの操作を

行います。

l 期別替の送り側データ種別および受け側データ種別を挿入するには、［編集］

メニューから［行の挿入］を選択します。

l 期別替の送り側データ種別および受け側データ種別を削除するには、［編集］

メニューから［行の削除］を選択します。

4 期別替の送り側データ種別を定義するには、［送り側］列のセルにデータ種別 ID を入

力するか、［編集］メニューから［データ種別の貼り付け］を選択し、リストからデー

タ種別を選択します。

5 期別替の受け側データ種別を定義するには、［受け側］列のセルにデータ種別 ID を入

力するか、［編集］メニューから［データ種別の貼り付け］を選択し、リストからデー

タ種別を選択します。

ヒント： 送り側データ種別のデータを保存しないで削除するには、受け側の列を

空白のままにします。送り側データ種別の開始日も増分されます。

6 期別替セットの種別として［期別］を選択した場合は、送り側データ種別および受け

側データ種別からコピーする期間とクリアするデータを指定します。

7 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

期別替のケーススタディ
会計年度の始まりが暦年の 1 月 1 日だとします。実データが月単位で集計され、

月次レポートが作成されます。また、詳細データは四半期単位で集計され、四半

期ごとの完全な損益計算書と貸借対照表が作成されます。予測データも四半期単

位で集計され、アプリケーションに保存されます。

アプリケーションには次の 8 つのデータ種別が含まれています。

l MRActual - 当会計年度の実データが含まれている月次データ種別

l MRLast_Year - 前会計年度の実データが含まれている月次データ種別

l MRHistory - 過去 10 年度分の実データが含まれている四半期データ種別

l Actual - 現会計年度の詳細実データが含まれている四半期データ種別

l Last_Year - 前会計年度の詳細実データが含まれている四半期データ種別

l 10_Year_History - 過去 10 年度分の詳細実データが含まれている年次データ種

別

l Forecast - 現会計年度の予測データが含まれている四半期データ種別

l LY_Forecast - 前会計年度の予測データが含まれている四半期データ種別

アプリケーションは 2001 年 4 月に作成され、過去のデータが MRLast_Year、

MRHistory、Last_Year、10_Year_History、LY_Forecast の各データ種別のすべての期

間に読み込まれています。 初の 3 期間（1 月、2 月、3 月）のデータが MRActual
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データ種別に読み込まれています。第 1 期（第 1 四半期）のデータが Actual と

Forecast の各データ種別に読み込まれています。

新しいシステムの導入に伴うリスクを軽減するために、四半期末の導入を避け、

5 月に実稼動を開始して、4 月の月次レポートを作成しました。

この期別替は次の 2 段階で実行されました。

l データ種別に開始日と終了日を設定

l 期別替の処理

データ種別に開始日と終了日を設定 - ケーススタ
ディ

月次データ種別

表 24 に、開始日と終了日が設定された月次データ種別を示します。

表 24 月次データ種別

データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

MRActual 12 月次 2004 年 1 月 2004 年 12 月

MRLast_Year 12 月次 2003 年 1 月 2003 年 12 月

MRHistory 12 四半期 2000 年第 1 四

半期

2002 年第 4 四

半期

4 月の実データは MRActual データ種別に読み込まれ、連結調整（仕訳帳入力）が

転記され、MRActual データ種別は 5 月 12 日に連結を完了しています。この処理

は、年度末まで毎月繰り返されます。

Forecast データ種別

表 25 に、開始日と終了日が設定された Forecast データ種別を示します。

表 25 Forecast データ種別

データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

Forecast 4 四半期 2004 年第 1 四

半期

2004 年第 4 四

半期

LY_Forecast 4 四半期 2003 年第 1 四

半期

2003 年第 4 四

半期

第 3 四半期の予測は 6 月に集計されて Forecast データ種別に読み込まれます。2004

年の 後の予測は 9 月に集計されて Forecast データ種別に読み込まれます。

Actual データ種別

表 26 に、開始日と終了日が設定された Actual データ種別を示します。
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表 26 Actual データ種別

データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

Actual 4 四半期 2004 年第 1 四

半期

2004 年第 4 四

半期

Last_Year 4 四半期 2003 年第 1 四

半期

2003 年第 4 四

半期

10_Year_History 10 年次 1992 2002

第 2 四半期の実データは Actual データ種別に読み込まれ、連結調整は転記され、

第 2 四半期の実データは 2004 年 6 月 12 日に連結が完了しています。この処理は、

2004 年 10 月に第 3 四半期の実データに対して繰り返され、2005 年 1 月に 2004 年

第 4 四半期の実データに対して繰り返されます。

期別替の処理 - ケーススタディ

月次データ種別の期別替の処理は、2003 年 12 月の月次連結が 2004 年 1 月 20 日前

後に完了した後、すぐに始まります。

次の月次期別替セットが実行されます。

l MRLast_Year から MRHistory への期別替

l MRActual から MRLast_Year への期別替

表 27 に、月次データ種別を示します。

表 27 月次データ種別

データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

MRActual 12 月次 2004 年 1 月 2004 年 12 月

MRLast_Year 12 月次 2003 年 1 月 2003 年 12 月

MRHistory 12 四半期 2000 年第 1 四

半期

2002 年第 4 四

半期

この期別替は、2004 年 2 月に四半期および 2003 年度末レポートが完了した後、す

ぐに予測データ種別と四半期実データ種別に対して実行されます。

次の四半期期別替セットが実行されます。

l Actual から Last_Year への期別替

l Last_Year から 10_Year_History への期別替

注： 受け側データ種別には、第 4 四半期の年次累計値のみが保存されます。

l Forecast から LY_Forecast への期別替

表 28 に、四半期実データ種別を示します。
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表 28 Actual データ種別

データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

Actual 4 四半期 2004 年第 1 四

半期

2004 年第 4 四

半期

Last_Year 4 四半期 2003 年第 1 四

半期

2003 年第 4 四

半期

10_Year_History 10 年次 1993 2002

表 29 に、予測データ種別を示します。

表 29 Forecast データ種別

データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

Forecast 4 四半期 2004 年第 1 四

半期

2004 年第 4 四

半期

LY_Forecast 4 四半期 2003 年第 1 四

半期

2003 年第 4 四

半期

期別替の例
次に有効な期別替の例を示します。

l 年度末期別替

l 経年期別替

l 月次期別替

l 月次から四半期への期別替

l 月次から年次への期別替

l データ種別と期間ごとの組織の期別替

次に無効な期別替の例を示します。

l 期間単位の組み合わせが無効なデータ種別間での期別替

l 期間の長さが異なるデータ種別間での期別替

年度末期別替 - 例
年度末期別替によって、一連の会計期間を保管し、次の会計年度を保存するため

の新しい一連の期間を作成できます。多くのアプリケーションでは、会計年度が

月次期間で定義され、1 つの会計年度に 12 の月次期間がまれています。会社に固

有の会計年度を定義できます。

年度末期別替は、通常、会計年度の完了直後に実行します。例えば、暦年が始ま

ると、 後に完了した年度のデータは前期の会計データとなり、新しい年度のデー

タは当期の会計データとなります。

表 31 と表 30 に、それぞれ期別替の前と後の送り側と受け側のデータ種別を示し

ます。
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表 30 期別替の後

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 Actual 4 四半期 2004 年第 3
四半期

2005 年第 2
四半期

受け側 Last_Year 4 四半期 2003 年第 3
四半期

2004 年第 2
四半期

表 31 期別替の前

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 Actual 4 四半期 2003 年第 3
四半期

2004 年第 2
四半期

受け側 Last_Year 4 四半期 2002 年第 3
四半期

2003 年第 2
四半期

経年期別替 - 例
この例では、3-Year History 送り側データ種別と、10-Year History 受け側データ種

別を示します。表 33 と表 32 に、それぞれ期別替の前と後の送り側と受け側のデー

タ種別を示します。

表 32 期別替の後

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 3YrHistory 12 四半期 2003 年第 1
四半期

2005 年第 4
四半期

受け側 10YrHistory 10 年次 1993 2002

表 33 期別替の前

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 3_Year_History 12 四半期 2000 年第 1
四半期

2002 年第 4
四半期

受け側 10_Year_
History

10 年次 1990 1999

月次期別替 - 例
この例では、24 期からなる月次の送り側データ種別と、24 期からなる月次の受け

側データ種別を示します。表 35 と表 34 に、それぞれ期別替の前と後の送り側と

受け側のデータ種別を示します。
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表 34 期別替の後

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 2YrActual 24 月次 2003 年 1 月 2001 年 12
月

受け側 2YrPrior 24 月次 2001 年 1 月 2002 年 12
月

表 35 期別替の前

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 2YrActual 24 月次 2001 年 1 月 2002 年 12
月

受け側 2YrPrior 24 月次 1999 年 1 月 2000 年 12
月

月次から四半期への期別替 - 例
この例では、24 期からなる月次の送り側データ種別と、8 期からなる四半期の受

け側データ種別を示します。

表 37 と表 36 に、それぞれ期別替の前と後の送り側と受け側のデータ種別を示し

ます。

表 36 期別替の後

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 2YrActual 24 月次 2003 年 1 月 2004 年 12
月

受け側 2YrPrior 8 四半期 2001 年第 1
四半期

2002 年第 4
四半期

表 37 期別替の前

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 2YrActual 24 月次 2001 年 1 月 2002 年 12
月

受け側 2YrPrior 8 四半期 1999 年第 1
四半期

2000 年第 4
四半期

月次から年次への期別替 - 例
この例では、24 期からなる月次の送り側データ種別と、10 期からなる年次の受け

側データ種別を示します。表 39 と表 38 に、それぞれ期別替の前と後の送り側と

受け側のデータ種別を示します。
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表 38 期別替の後

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 LastYR 24 月次 2003 年 1 月 2004 年 12
月

受け側 10YrHist 10 年次 1993 2003

表 39 期別替の前

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 LastYR 24 月次 2001 年 1 月 2002 年 12
月

受け側 10YrHist 10 年次 1991 2000

データ種別と期間ごとの組織の期別替 - 例
これはデータ種別と期間ごとの組織の期別替の例です。この期別替セットでは、

送り側データ種別の期間単位が受け側データ種別の期間単位より小さくなってい

ます。

送り側データ種別の期間単位は月次で、Entity1 は 2 月から 7 月までの組織の一部

です。受け側データ種別の期間単位は四半期です。

図 35 に、Entity1 の期別替で送り側データ種別から受け側データ種別に移動され

た情報を示します。

図 35 データ種別と期間ごとの組織のアプリケーションでの期別替

期別替の後、受け側データ種別には次の値が含まれます。

l Q1 - Entity1 と 1 月から 3 月までの累計値が含まれます。

l Q2 - Entity1 と 1 月から 6 月までの累計値が含まれます。

l Q3 - Entity1 と 1 月から 7 月までの累計値が含まれます。

l Q4 - 1 月から 12 月までの累計値が含まれます。Entity1 は組織の一部として存

在しません。

期間単位の組み合わせが無効なデータ種別間での
期別替 - 例
受け側データ種別の期間単位が送り側より小さい場合は期別替を実行できません。

この例では、受け側データ種別期間単位（月次）が送り側データ種別期間単位（四

半期）より小さくなっています。この期別替は実行できません。
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表 40 に、期別替を行う前の送り側と受け側のデータ種別を示します。

表 40 期別替の前

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 Forecast 4 四半期 2003 年第 1
四半期

2003 年第 4
四半期

受け側 PriorFCST 12 月次 2002 年 1 月 2002 年 12
月

期間の長さが異なるデータ種別間での期別替 - 例
受け側データ種別の期間全体の長さが送り側より短い場合は期別替を実行できま

せん。この例では、送り側データ種別の期間全体の長さが 2 年間であるのに対し、

受け側は 1 年間です。この期別替は実行できません。表 41 に、期別替を行う前の

送り側と受け側のデータ種別を示します。

表 41 期別替の前

 データ種別 期間 期間単位 開始日 終了日

送り側 Actual 24 月次 2003 年 1 月 2004 年 12
月

受け側 LastYR 12 月次 2002 年 1 月 2002 年 12
月

コード
コードは、勘定科目、エンティティ、ロジック、仕訳帳などの要素に割り当てる

ID であり、アプリケーションの要素のグループ化に使用されます。コードは、レ

ポート用ツールとして使用したり、エンティティや勘定科目などのアプリケーショ

ン要素をエンティティ一覧や勘定科目一覧でフィルタするために使用できます。

アプリケーションのコードを設定するにはアプリケーションモジュールの［コー

ド］ウィンドウを使用します。コードは、勘定科目、エンティティ、ロジック、

および仕訳帳の任意の組み合わせに対して定義できます。また、勘定科目などの

単一要素に対して定義して、特殊な勘定科目を識別するために使用することもで

きます。例えば、アプリケーション内のすべての貸借対照表勘定科目の期首残高

のレポートを作成するときには、各期首残高サブ勘定科目に Open_Bal というコー

ドを割り当てることができます。このコードを持つ貸借対照表勘定科目を追加ま

たは削除すると、Open_Bal コードを持つサブ勘定科目が連動勘定科目一覧内で自

動的に追加または削除されます。

アプリケーション要素にコードを割り当てるとき、その要素に定義されているコー

ドのみが使用可能なコードの一覧に表示されます。例えば、コード OEM をエン

ティティのみに定義すると、OEM はエンティティのコード一覧にのみ表示されま

す。勘定科目、ロジック、および仕訳帳では有効なコードとして表示されません。

各要素に割り当てることのできるコードは 1 つのみです。他のエンティティ属性

とは異なり、サブエンティティは添付先のエンティティのコードを継承しません。
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サブエンティティのコードは別に割り当てる必要があります。また、データ種別

と期間ごとに組織構造が異なるアプリケーションでは、期間ごとにエンティティ

のコードを定義することもできます。

［コード］ウィンドウ
［コード］ウィンドウはアプリケーションにコードを定義するために使用します。

コードを設定するには、［コード］ウィンドウでコードの定義や削除を行います。

コードを定義した後、勘定科目、エンティティ、計算式、仕訳帳の各モジュール

でコードを勘定科目、サブ勘定科目、エンティティ、サブエンティティ、ロジッ

ク、および仕訳帳に割り当てることができます。アプリケーション要素に割り当

てられているコードは削除できません。

メニューコマンドを使用すると［コード］ウィンドウで効率よくコードを検索で

きます。詳しくは、155 ページの「基本要素の検索」を参照してください。アプ

リケーション内のコードの印刷やプレビューもできます。詳しくは、『Hyperion

Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

エンティティおよびサブエンティティにコードを割り当てる方法について詳しく

は、203 ページの「エンティティ属性」を参照してください。期間とデータ種別

ごとに異なるエンティティにコードを割り当てる方法について詳しくは、218 ペー

ジの「連動組織オプションの設定」を参照してください。勘定科目およびサブ勘

定科目にコードを割り当てる方法について詳しくは、273 ページの「勘定科目属

性」を参照してください。ロジックにコードを割り当てる方法について詳しくは、

249 ページの「ロジックの定義」を参照してください。仕訳帳にコードを割り当

てる方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してくだ

さい。

図 36 に、［コード］ウィンドウを示します。
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図 36 ［コード］ウィンドウ

［コード］ウィンドウには次の領域があります。

l コード表 - アプリケーション内のコードを表示します。表の操作方法について

詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l セキュリティクラス - ハイライトされているコードのセキュリティ クラスを

表示します。

l 選択済コードを使用 - ハイライトされているコードを割り当てることができる

アプリケーション要素を表示します。

コードの定義
コードを定義して、アプリケーションに新しいコードを追加したり既存のコード

を編集することができます。コードの ID、説明、およびセキュリティクラスだけ

でなく、コードが使用されるアプリケーション要素の種別も編集することができ

ます。

ä コードを定義するには、次の手順に従います。

1 ［コード］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l コードを作成するには、表の 初の空白行を選択します。

l コードを編集するには、編集するコードを選択します。

2 コードの ID、説明、およびセキュリティクラスと、そのコードを割り当てるアプリ

ケーション要素を指定します。

3 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。
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通貨
システム内の各エンティティに対して、そのデータを保持する通貨を指定します。

通常、エンティティの通貨はそのエンティティが所在する国の通貨です。例えば、

フランスの会社はユーロを使用し、日本の会社は円を使用します。

アプリケーションに複数の通貨でレポートを作成する複数のエンティティがある

場合、アプリケーション基本通貨を定義します。これには通常本社が所在する国

の通貨を指定します。通貨の換算では、データ値は子の通貨からアプリケーショ

ン基本通貨へ換算され、次にアプリケーション基本通貨から親の通貨へ換算され

ます。

アプリケーション内の複数のエンティティが、異なる通貨で取り引きする事業単

位である場合、各エンティティの通貨は現地通貨と呼ばれます。さまざまな現地

通貨を定義することで、各エンティティの現地通貨でデータを入力して取得でき

ます。例えば、本社がアメリカにありヨーロッパとアジアに子会社があるとしま

す。本社の通貨は米国ドルです。ヨーロッパの子会社は、ノルウェークローネな

どそれぞれの現地通貨を使用します。アジアの子会社は、日本円などそれぞれの

現地通貨を使用します。

図 37 に、各事業単位に割り当てられた現地通貨を持つ組織を示します。

図 37 組織とその現地通貨

上の図の Norway エンティティで値 1000 を入力すると、その値は 1000 クローネと

して表示されます。連結処理では、データ値がエンティティ Corporate HQ に集計

されるとき、1000 クローネは米国ドルに換算されます。

アプリケーションで通貨を設定するには、エンティティモジュールの［通貨］ウィ

ンドウを使用します。
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［通貨］ウィンドウ
［通貨］ウィンドウで、アプリケーションで使用する通貨のリストを定義します。

メニューコマンドを使用すると［通貨］ウィンドウで効率よく通貨を検索できま

す。詳しくは、155 ページの「基本要素の検索」を参照してください。アプリケー

ション内の通貨の印刷やプレビューもできます。詳しくは、『Hyperion Enterprise

セットアップガイド』を参照してください。

図 38 に、［通貨］ウィンドウを示します。

図 38 ［通貨］ウィンドウ

［通貨］ウィンドウには次の領域があります。

l 通貨表 - 各通貨の ID、説明、およびオプションの通貨記号が表示されます。

l 換算 - 通貨表で選択されている通貨の換算オプションが表示されます。

l セキュリティクラス - ［換算］と［セキュリティクラス］は通貨表で選択され

ている通貨のオプションを示します。

表の操作方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参

照してください。

通貨の設定
アプリケーションで異なる現地通貨のデータを保持するには、通貨を設定します。

通貨の設定では、アプリケーションのエンティティごとに異なる通貨を定義し、

組織に存在しないエンティティの通貨を削除します。例えば、イスラエルの事業

を売却し、そのエンティティのデータを保持する必要がなくなった場合、［通貨］
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ウィンドウでイスラエルシェケルを削除できます。エンティティに割り当てられ

ている通貨をアプリケーションから削除することはできません。エンティティの

通貨属性を変更する方法について詳しくは、210 ページの「エンティティの定義」

を参照してください。

アプリケーションで通貨を定義するために［通貨］ウィンドウを使用した後、別

のウィンドウを使用して、レート勘定科目を定義し、為替レートデータを入力す

る必要があります。また、アプリケーション通貨と換算デフォルトを選択し、通

貨のエンティティへの割り当ても行います。

レート勘定科目は勘定科目表の主要勘定科目で、各通貨の為替レートの値を格納

します。［通貨］ウィンドウで通貨を定義すると、「通貨」という名前のサブ勘定

科目表が自動的に作成されて更新されます。作成する各レート勘定科目にこのサ

ブ勘定科目表を添付します。

複数のレート勘定科目を定義することによって、各期間の通貨に複数の為替レー

トを保持できます。例えば、期間の平均為替レートを表す為替レートを定義した

り、期末の為替レートを表すレートを定義できます。

為替レートを定義した後、さまざまな勘定科目をデフォルトでどのように換算す

るかを設定します。デフォルトの換算方法は、収益、費用、およびフロー勘定科

目に 1 つと、資産、負債、および残高勘定科目に 1 つ設定できます。例えば、収

益、費用、およびフロー勘定科目にデフォルトとして平均レート勘定科目と［期

別値で換算］ロジックを設定できます。また、資産、負債、および残高勘定科目

にデフォルトとして期末レート勘定科目と［為替レートでの値］ロジックを設定

できます。特殊な換算条件がある場合は、デフォルトの換算に優先する換算ロジッ

クを作成できます。詳しくは、249 ページの「ロジックの定義」を参照してくだ

さい。

通貨を設定するには、次のタスクを順番に行います。

l Accounts モジュールの［勘定科目表］ウィンドウで、グローバル勘定科目グ

ループのレート勘定科目を定義します。グローバル勘定科目グループについ

て詳しくは、270 ページの「グローバル勘定科目グループ」を参照してくださ

い。レート勘定科目に通貨サブ勘定科目表を添付する方法について詳しくは、

278 ページの「勘定科目属性の定義」を参照してください。

l アプリケーションモジュールの［アプリケーション］ウィンドウで、アプリ

ケーション通貨とレート勘定科目を選択して換算デフォルトを設定します。

詳しくは、50 ページの「通貨換算のデフォルトの設定」を参照してください。

l ［データ入力］ウィンドウまたは［データベース］ウィンドウで、その通貨の

為替レートの値を入力します。為替レートの入力または読み込みの方法につ

いては、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

l エンティティモジュールの［組織］ウィンドウで、通貨をエンティティに割

り当てます。詳しくは、203 ページの「エンティティ属性」を参照してくださ

い。

通貨の定義
通貨を定義して、新しい通貨を定義したり既存の通貨を編集することができます。

通貨を定義すると、［通貨］のサブ勘定科目表が更新されます。例えば、ノルウェー

の企業を買収した場合は、［通貨］ウィンドウでノルウェークローネを追加するこ

とができます。また、既存の通貨の属性を変更することもできます。
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ä 通貨を定義するには、次の手順に従います。

1 ［通貨］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l 通貨を作成するには、表の 初の空白行を選択します。

l 通貨を編集するには、編集する通貨を含む行を選択します。

2 通貨の ID と説明を指定します。

3 レポートに表示する通貨記号を指定するには、その通貨の記号または略称を入力しま

す。

ヒント： ドル（$）やポンド（￡）など一部の通貨については、記号となる特殊

記号をキーボードまたは Windows の文字コード表から入力できます。

通貨記号が使用できない場合は、略称を使用します。詳しくは、Windows

の文字コード表のオンラインヘルプまたは Microsoft Windows のユーザ

ガイドを参照してください。

4 通貨で表す値を通貨の為替レートで乗算するか除算するかを指定します。

5 セキュリティクラスを指定します。

6 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。
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組織の概要
組織とは、ビジネス構造を定義するために相互にリンクされたレポート上のエン

ティティの集まりです。Hyperion Enterprise アプリケーションのエンティティは、

データを管理するためのレポート作成単位です。エンティティは、部門、子会社、

工場、地域、製品などの組織単位を表すことができます。

図 39 に、地域組織を示します。

図 39 地域組織
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図 39 では、本社の下に Europe と North America という 2 つの子会社があります。

各子会社には、東部地域と西部地域があります。これらの地域が本社への連結パ

スを使用して 終的なレポートを作成します。

アプリケーションでエンティティおよび組織を設定するには、エンティティモ

ジュールのウィンドウを使用します。エンティティ設定に関連するタスクは次の

とおりです。

l ［組織］ウィンドウを使用して、エンティティおよび組織構造を定義します。

l ［下位構造］ウィンドウを使用して、 下位エンティティの詳細を定義して保

存するために組織内で頻繁に使用する組織部分のテンプレートを作成します。

アプリケーションにエンティティを設定すると、次に示すウィンドウを使用して、

エンティティを含む他のアプリケーション要素を定義します。

l Hyperion Enterprise エンティティと他のシステムからのエンティティ間でデー

タを転送するには、［エンティティ変換表］ウィンドウを使用します。詳しく

は、299 ページの「変換表のエンティティの検索」を参照してください。

l ［エンティティ一覧］ウィンドウを使用すると、データ入力およびレポート作

成を簡単に行うことができるエンティティのサブセットを作成できます。詳

しくは、310 ページの「エンティティ一覧」を参照してください。

組織構造
組織構造には、アプリケーション内のエンティティ間の親子関係が反映されてい

ます。組織内のエンティティは、親エンティティ、子エンティティ、または 下

位エンティティのいずれかになります。親エンティティは、組織内の他のエンティ

ティを所有しています。各組織には、 上位エンティティと呼ばれる、親を持た

ない親エンティティが 1 つあります。エンティティはすべて、 上位エンティティ

に集計されます。子エンティティは、組織内の他のエンティティによって所有さ

れ、その親エンティティのすぐ下のレベルに位置しています。子エンティティも、

組織内で下にさらに子エンティティがある場合に、親エンティティとなることが

できます。 下位エンティティは組織構造内の一番下のレベルにあるエンティティ

で、他のエンティティを所有しません。

図 40 に、組織表の例を示します。

図 40 組織表

図 40 では、Corporate が USA Operations の親です。Corporate は、この組織の一番

上に位置しているため、 上位エンティティでもあります。USA Operations は、

Corporate の子で、US Hardware と US Software の親です。US Hardware と US

Software は、USA Operations の子で、他のエンティティを所有しないため、 下位

エンティティとなります。
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組織構造は、組織内のデータフローを表す連結パスも指定します。子エンティティ

から親エンティティへデータを連結して、親の値を計算します。計算後は、それ

らの値に関するレポートを実行できます。連結ロジックと呼ばれるルールのセッ

トによって、子エンティティデータを親エンティティに集計する方法が指定され

ます。連結ロジックについては、249 ページの「ロジックの設定」を参照してく

ださい。

連結パスで、子エンティティは、親のすぐ下のレベルに位置します。子エンティ

ティに関するレポートを作成したり、親でもある子エンティティにデータを連結

することもできます。 下位エンティティは連結パスの一番下のレベルにあり、

他のエンティティを所有しません。一般的には、 下位エンティティにデータを

入力してから、組織構造を通じてデータを連結します。

1 つのアプリケーションに複数の組織を設定できます。この機能は、同じアプリ

ケーション内でデータを異なる方法で集計する場合に便利です。例えば、製品デー

タを管理する組織と、地域データを管理する組織を設定できます。

図 41 に、同じデータを異なる方法で追跡する製品組織と地域組織を示します。
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図 41 複数組織アプリケーション

図 41 では、製品組織は製品ラインに基づいてデータを集計します。また、地域組

織は地理的な場所に基づいてデータを集計します。

連動組織を作成すると、時間の経過に伴う組織構造の変化を追跡できます。連動

組織は、組織と期間によって変化するアプリケーションです。連動組織には、各

データ種別の各期間で異なる構造、出資比率、連結ロジックおよび換算ロジック

が保存されています。詳しくは、216 ページの「連動組織」を参照してください。

下位構造
下位構造は、詳細を定義して保存するための 下位エンティティに添付するエン

ティティのテンプレートです。下位構造内のエンティティは、組織内でサブエン

ティティを他のサブエンティティの子としてリンクする場合と同様の方法でリン

クできます。下位構造を定義すると、組織内の任意の 下位エンティティにテン

プレートを添付できます。下位構造内のエンティティは、 下位エンティティの

子のようなサブエンティティを作成します。
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下位構造を定義して、さまざまな用途に使用できます。例えば、下位構造を定義

して、入力データ、調整データ、調整後データを保存できます。下位構造を設定

して、通貨換算を行って追跡することもできます。同じ下位構造を 1 つのアプリ

ケーション内で繰り返して使用すると、さまざまなエンティティについて同じ種

類の詳細情報を保存できます。

図 42 Translation and Adjustment 下位構造

図 42 に、Translation and Adjustment という下位構造を示します。入力データ、調

整済みデータ、および換算済みデータを保存するために設定されています。処理

は次のように行われます。

1. 入力データと調整データを、下位構造の一番下にある Input および Adjustments

という 2 つの入力サブエンティティに入力します。これらのサブエンティティ

には通貨属性は設定されていません。

2. 連結処理中に、Input と Adjustments の値は、調整後のデータ値を保存する Post-

adjustments に集計されます。このサブエンティティには通貨属性は設定され

ていません。

3. Translated の通貨属性は、イギリスポンドに設定されているので、Post-

adjustments の値は連結処理中にポンドに換算されます。

4. Translation Adjustments に調整データを入力すると、Translated サブエンティ

ティ内の換算済みの値を調整できます。Translation Adjustments の通貨属性も

イギリスポンドです。

5. 連結中に、Translated と Translation Adjustments は、Post-translated Adjustments

に集計されます。このエンティティには、換算後調整値がイギリスポンドで

保存されます。

組織の 下位エンティティに下位構造を添付すると、下位構造テンプレートによっ

て、指定したエンティティの下にサブエンティティのセットが作成されます。次

の形式を使用してサブエンティティを識別します。

Entity.Sub-entity
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ここで、Entity は下位構造を添付するエンティティを示し、Sub-entity は下位構造

で指定されたサブエンティティを示します。

図 43 に、Translation and Adjustment 下位構造を European エンティティに添付した

結果を示します。通貨属性はユーロです。

図 43 Translation and Adjustment 下位構造のある France エンティティ

作成されたサブエンティティは、France Input、France Adjustments、France Post-

adjustments、France Translated、France Translation Adjustments、および France Post-

translated Adjustments です。France Input、France Adjustments、および France Post-

adjustments の通貨属性はユーロです。これらのサブエンティティには、通貨属性

が指定されていないので、 下位エンティティである France からユーロ通貨属性

を取得します。

Translation and Adjustment 下位構造のイギリスポンド通貨属性がユーロ通貨属性に

優先するため、France Translated、France Translation Adjustments、および France

Post-translation Adjustments の通貨属性はイギリスポンドです。下位構造を 下位

エンティティに添付する方法について詳しくは、210 ページの「エンティティの

定義」を参照してください。

エンティティグループ
グループとは、持株会社を割り当てられている親のあるエンティティのセットで

す。グループは、親とその子によって構成されています。

注： エンティティグループは、連動組織のみで使用できます。連動組織は、組

織と期間によって変化するアプリケーションです。

図 44 は、グループを示しています。
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図 44 グループ

この例では、GROUP が、CORP_OPS、France、Norway、UK、Israel のグループの

親です。GROUP は、そのグループの持株会社として定義されている CORP_OPS

のある非会社間エンティティです。エンティティ GROUP の株を抽出すると、

CORP_OPS、France、Norway、Israel、および UK の情報のみが抽出されます。エ

ンティティ UK は会社間エンティティであり、持株会社を割り当てられていない

ため、グループの親を構成しません。

［組織］ウィンドウ
［組織］ウィンドウを使用すると、アプリケーション内で組織およびエンティティ

を定義、表示、および変更できます。［組織］ウィンドウは、組織表フレームとエ

ンティティフレームに分かれています。組織表フレームには、組織構造を定義す

るエンティティがグラフィックで表示されます。エンティティフレームには、組

織表フレームで選択されているエンティティについての情報が表示されます。

エンティティモジュールにアクセスすると、現在の組織をデータの視点で示す［組

織］ウィンドウが表示されます。ウィンドウに別の組織を開くこともできます。

注： データの視点でデータ種別と期間が選択されていない連動組織は開くこと

ができません。

図 45 に、フレームに分かれた［組織］ウィンドウを示します。
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図 45 ［組織］ウィンドウ

l 組織表フレーム - 組織内のエンティティを示します。インデントおよび表の区

切り線は組織構造の階層を示します。グラフィックに表現されている表の特

性を活かして、構造内を簡単に移動したり、組織の外観を変更したりできま

す。

l 分割バー - ウィンドウ内のフレームのサイズを変更できます。

l エンティティフレーム - 組織表フレームで選択されているエンティティの属性

情報と親子情報を示します。

［組織］ウィンドウでは、以下の作業を行うことができます。

l 表示する組織を開きます。

l 異なるレベルの子を表示および非表示にします。

l サブエンティティを表示および非表示にします。

l 特定のエンティティを検索します。

l 特定の組織分岐を表示します。

l 組織表の表示をカスタマイズします。

l 組織表フレームとエンティティフレームのサイズを変更します。

l エンティティを追加します。

l 新規組織を作成します。

l 組織を削除します。

表内の移動
組織は、非常に大規模な場合もあり、通常、［組織］ウィンドウの組織表フレーム

内に収まりません。垂直スクロールバーと水平スクロールバーを使用すると、組

織表フレームに入りきらない組織の部分に移動できます。また、キーボードを使

用しても表内を移動できます。表 42 に、使用するキーの説明を示します。
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表 42 組織表内の移動に使用するキー

キー 機能

↑ 同一レベルにある前のエンティティにカーソルを移動します。

↓ 同一レベルにある次のエンティティにカーソルを移動します。

← 現在選択されているエンティティの親にカーソルを移動します。

→ 選択されているエンティティの 初の子にカーソルを移動します。

［Home］キー 組織表の一番上にカーソルを移動します。

［End］キー 組織表の一番下にカーソルを移動します。

子の表示／非表示の切り替え
組織表内のエンティティの子の表示／非表示を切り替えることができます。直属

の子や、選択した親エンティティのすべてのレベルの子を表示できます。選択し

たエンティティのすべての子を非表示にすることもできます。

図 46 に、［表示］メニューにある［レベルをすべて表示］、［すべてを表示］、およ

び［子の表示／非表示］コマンドがエンティティ「North America」とその子の表

示にどのように影響するかを示します。
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図 46 子の表示／非表示の切り替え

親エンティティに非表示になっている子がある場合、エンティティの前にプラス

記号（+）が表示され、［表示］メニューの［子の表示／非表示］コマンドが使用

できます。親エンティティに表示されている子がある場合、エンティティの前に

マイナス記号（-）が表示され、［表示］メニューの［子の表示／非表示］コマン

ドが使用できます。

注： サブエンティティのある 下位エンティティでは、［表示］メニューの［サ

ブエンティティの表示］コマンドが選択されていない場合、［表示］メニュー

にある［子の表示／非表示］と［すべてを表示］コマンドは使用できませ

ん。

ä 子の表示と非表示を切り替えるには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで子のあるエンティティを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

l エンティティの直属の子を表示するには、［表示］メニューから［子の表示／

非表示］を選択するか、エンティティの前にあるプラス記号（+）を選択しま

す。
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l すべてのエンティティのすべてのレベルの子を表示するには、［表示］メニュー

から［すべてを表示］を選択します。

l エンティティの子を非表示にするには、［表示］メニューから［子の表示／非

表示］を選択するか、エンティティの前にあるマイナス記号（-）を選択しま

す。

サブエンティティの表示／非表示の切り替え
組織表内のサブエンティティの表示／非表示を切り替えることができます。サブ

エンティティを表示すると、下位構造が添付されている 下位エンティティは、

下位構造の 上位サブエンティティに指定されているサブエンティティ拡張とと

もに表示されます。例えば、 上位サブエンティティ「Post-adjustments」を持つ

下位構造を 下位エンティティ「Canada」に添付している場合、サブエンティティ

を表示すると「Canada」は CANADA.PADJ として表示されます。

［表示］コマンドと［非表示］コマンドを使用するか、 下位エンティティの前に

あるプラス記号（+）またはマイナス記号（-）を使用して、サブエンティティの

他のレベルを展開および縮小することができます。サブエンティティについて詳

しくは、188 ページの「下位構造」を参照してください。

図 47 に、サブエンティティの表示が「North America」組織にあるエンティティ

「Canada」の表示にどのよう に影響するかを示します。

図 47 サブエンティティの表示／非表示の切り替え

図 47 では、エンティティ Canada に下位構造 Post Adjustments が添付されていま

す。［表示］メニューの ［サブエンティティの表示］コマンドを選択すると、

CANADA.PADJ として表示されます。［表示］メニューの［サブエンティティの表

示］コマンドの選択を解除すると、CANADA として表示されます。

注： ［編集］メニューの［エンティティの追加］コマンドを使用して、［組織］

ウィンドウにエンティティ「Canada Post Adjusted」を追加すると、
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CANADA.PADJ として表示されます。［表示］メニューの［サブエンティティ

の表示］コマンドの選択を解除すると、CANADA.PADJ の前にプラス記号

（+）が表示されます。これは、Canada Post Adjusted のサブエンティティを

展開できることを示しています。エンティティの追加方法について詳しく

は、209 ページの「組織へのエンティティの追加」を参照してください。

ä サブエンティティの表示と非表示を切り替えるには、［表示］メニューから［サブ

エンティティの表示］を選択します。

組織内のエンティティの検索
組織表内では、指定したエンティティに簡単に移動できます。検索を実行すると、

スクロールバーを使用するよりも簡単に大きな組織を調べることができます。指

定するエンティティが縮小されている部分にある場合は、この部分を展開して、

選択されたエンティティをハイライトします。

ä 組織内でエンティティを検索するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、［編集］メニューの［検索］から［エンティティ］を選択しま

す。

2 エンティティの一覧にフィルタを適用します。

3 エンティティ ID を入力するか、一覧から選択します。

4 ［OK］をクリックします。

組織内の親の検索
組織表内では、選択されたエンティティの親に簡単に移動できます。検索を実行

すると、スクロールバーを使用するよりも簡単に大きな組織を調べることができ

ます。

ä 組織内で親を検索するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウでエンティティを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

l ［編集］メニューの［検索］から［親］を選択します。

l 左矢印キーを押します。

組織分岐の表示
組織表内の特定の部分や特定の分岐を操作することができます。これは、複雑な

組織表で現在のセッションを実行中、特定の部分のみ操作するのに便利です。エ

ンティティを選択して組織内の特定の部分を表示すると、そのエンティティとそ

の下位にある組織分岐のみが組織表フレームに表示されます。エンティティの子

とサブエンティティをすべて表示することもできますが、連結パスで選択されて

いるエンティティより上位の組織部分は表示されません。
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図 48 に、North America 組織にある US West 分岐を分けて表示する方法を示しま

す。

図 48 組織分岐の表示

ä 組織分岐を表示するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、［表示］メニューから［分岐］を選択します。

2 エンティティの一覧にフィルタを適用します。

3 ウィンドウに表示する分岐の親エンティティを入力するか、一覧から親エンティティ

を選択します。

4 ［OK］をクリックして、その親を持つ組織分岐を表示します。

5 組織を全体表示に戻すには、次のいずれかの操作を行います。

l ［表示］メニューから［分岐］を再度選択し、組織内の 上位エンティティを

選択します。

l ［ファイル］メニューから［組織を開く］を選択し、表示する組織を選択しま

す。

組織オプションの設定
［組織］ウィンドウの表示をカスタマイズするには組織オプションを設定します。

ウィンドウをカスタマイズすると、エンティティの ID、説明、またはその両方、

フォントのスタイル、サイズ、および種類、あるいは親子関係、子、および株式

の表で表示する小数点以下の桁数を変更できます。
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図 49 には、［組織］ウィンドウにエンティティ ID と説明の両方が表示された組織

が示されています。

図 49 エンティティ ID と説明を表示した組織

ä 組織のオプションを設定するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、［タスク］メニューから［組織オプションの設定］を選択しま

す。

［組織オプション］ダイアログボックスが表示されます。
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図 50 ［組織オプション］ダイアログボックス

2 ［エンティティ表示］ボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

l ［ラベル］ - USELIM など、各エンティティの ID のみを表示します。

l ［説明］ - 「United States Division w/Elimination」など、各エンティティの説明

のみを表示します。

l ［ラベルと説明］ - 「USELIM - United States Division w/Elimination」など、各エ

ンティティの ID と説明の両方を表示します。

3 ［比率に使用する小数表示］ボックスに小数点以下の桁数を入力します。

4 フォントのオプション、スタイル、サイズを選択します。

1. ［フォント］リストからフォントを選択します。

2. ［スタイル］リストからスタイルを選択します。

3. ［サイズ］リストからフォントのサイズを選択します。

5 ［OK］をクリックします。

会社間の子の表示
会社間の子の表には、直接的な子も間接的な子も含め、組織内の任意の親の会社

間エンティティがすべて表示されます。この表では、各会社間の子の連結に関す

る情報、連結比率、出資比率、支配比率、連結ロジックなどの列の情報が表示さ

れます。選択したオプションは hypent.ini ファイルに保存されるため、常に表に表

示されます。この機能は、連動組織でのみ使用可能です。
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注： 親の間接的な子はすべて太字で表示されます。直接的な子はすべて通常の

テキストで表示されます。

会社間の子の表にアクセスする前に、親の連結比率、出資比率、および支配比率

を求めるために親子関係を算出する必要があります。この計算を実行すると、シ

ステムは、連結されているグループ外でエンティティの株式を所有する持株会社

に関する情報など、相互親子関係情報に関する追加記録で更新されます。

例えば、図 51 の Group1 の会社間の子を表示した場合、A、B、および C が［会社

間の子］表で常に表示される直属の子です。C1、C2、C3 などのグループ外で株

式の計算ルーチンを実行すると、［会社間の子］表には、A、B、C および C1、

C2、C3 の情報が表示されます。親子関係の算出方法について詳しくは、224 ペー

ジの「親子関係の算出」を参照してください。

注： また、アプリケーションモジュールでアプリケーションを読み込むことに

よってこの情報を読み込むこともできます。会社間の子に関する情報は、

ASCII ファイルである必要があります。連結比率、出資比率、被支配比率、

ロジックを算出するために親子関係の算出を行う場合にのみ株式を読み込

む必要があります。

図 51 に、上記の例を示します。
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図 51 Group 1 の会社間の子

［会社間の子］表では、ある期間から別の期間に会社間の子に関する情報をコピー

できます。詳しくは、226 ページの「組織構造のコピーおよび貼り付け」を参照

してください。
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ä 会社間の子を表示するには、次の手順に従います。

1 ［エンティティ］モジュールで、会社間の子を表示する親を選択します。

2 選択した親の親子関係を算出します。詳しくは、224 ページの「親子関係の算出」を

参照してください。

ヒント： 相互親子関係の算出を実行していない場合、または親子関係を 後に算

出してから変更を加えた場合は、親子関係の算出を必ず実行します。

3 一番下のフレーム内の任意の場所をクリックします。

4 ［表示］メニューから［表をフィルタ］を選択します。

5 ［表をフィルタ］ダイアログボックスの［子］タブで、［会社間の子］を選択します。

6 ［会社間の子］タブを選択します。

7 特定の会社間の子を表示するには、［編集］メニューの［検索］から［会社間の子］

を選択します。

8 エンティティ ID を入力するか、スクロールボックスでリストからエンティティを選択

します。

9 ［OK］をクリックします。

組織の作成と編集
組織を作成および変更してアプリケーションの連結パスを定義します。新しく定

義する組織にはそれぞれ一意の ID、説明（オプション）、およびセキュリティク

ラスがあります。組織の説明とセキュリティクラスは変更できますが、ID は変更

できません。

連結パスが不要になった場合は、その連結パスを表す組織を削除します。組織を

削除しても、組織内のエンティティはシステムから除去されません。そのエンティ

ティを他の組織に追加すると、エンティティと親の関係は元の組織の場合と同様

に表示されます。

ä 組織を作成または編集するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l 組織を作成するには、［ファイル］メニューから［新規の組織］を選択しま

す。

l 組織の属性を編集するには、編集する組織を開き、［ファイル］メニューから

［組織の属性］を選択します。

2 ID、説明、およびセキュリティクラスを指定し、［OK］をクリックします。

3 組織のエンティティを定義します。エンティティを定義する手順については、203

ページの「エンティティの設定」を参照してください。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。
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エンティティの設定
組織の各部分を表現するエンティティを設定します。エンティティをドラッグア

ンドドロップしたり、エンティティや分岐をメニューコマンドを使用して移動し

たり、コピーしたりすることによって、組織構造を簡単に変更できます。エンティ

ティを設定するには、次のタスクを行います。

l 新規および既存のエンティティを組織に追加します。

l エンティティ属性および親子関係を定義します。

l エンティティのデフォルトを設定します。

l 組織内でエンティティを移動します。

l エンティティをコピーします。

l 組織内の特定の位置からエンティティを削除します。

l 親が定義されていないエンティティをアプリケーションから消去します。

エンティティの属性と親子関係の属性
エンティティの属性と親子関係の属性によって、組織の構造が定義されます。エ

ンティティ属性は、アプリケーションにある個別のエンティティを定義します。

親子関係属性は、組織内のエンティティ間の関係を定義します。連結詳細を保存

するかどうか、親調整を許可するかどうかなど、親エンティティの詳細設定オプ

ションを設定することもできます。

エンティティ属性

エンティティ属性はエンティティに一意で、組織全体で同じ値を維持します。あ

るアプリケーションの組織または期間で 1 つのエンティティの属性を変更すると、

そのアプリケーションの他の組織と期間でそのエンティティのすべてのインスタ

ンスで属性が変更されます。

サブエンティティに属性が割り当てられていない場合は、サブエンティティに割

り当てられているエンティティの属性を継承します。例えば、サブエンティティ

Plant を作成し、通貨を割り当てないとします。この Plant を、ユーロを使用して

レポートを作成するエンティティ France に添付すると、Plant はユーロを通貨とし

て継承します。

通貨

通貨は、エンティティが使用する貨幣の種別を表します。以前にアプリケーショ

ンで定義されたすべての通貨の中から、各エンティティの通貨を 1 つ選択します。

通貨を定義する方法について詳しくは、182 ページの「通貨の定義」を参照して

ください。

下位構造

下位構造を選択して、あるエンティティの下にサブエンティティのセットを作成

できます。下位構造は、 下位エンティティにのみ割り当てることができます。

下位構造の選択は、アプリケーションで以前に定義したすべての下位構造の一覧
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から行います。下位構造を定義する方法について詳しくは、228 ページの「下位

構造の定義」を参照してください。

入力ロジック

入力ロジックでは、勘定科目表で勘定科目を算出する方法を決定する、エンティ

ティ用のルールセットを定義します。入力ロジックは、アプリケーションで事前

に定義済みの入力ロジックの一覧から選択します。入力ロジックについては、249

ページの「ロジックの設定」を参照してください。

コード

コードは、類似したエンティティを識別するために使用できる、ユーザ定義の 20

文字の長さのオプションのフィールドです。エンティティコードは、計算式やレ

ポートで使用したり、エンティティ一覧の作成時にフィルタ基準として使用でき

ます。

例えば、グローバル連結ロジックを使用するエンティティで定期的にレポートを

実行する場合には、そのロジックを使用しているすべてのエンティティにコード

Global Consol を割り当てます。その後、GlobalConsol コードをフィルタとして使

用してエンティティの一覧を作成したり、エンティティの一覧を含むレポートを

作成したりできます。エンティティコードについては、177 ページの「コード」

を参照してください。

エンティティに割り当てたコードが、そのエンティティに対するユーザのセキュ

リティアクセス権に影響する場合があります。エンティティとコードには、両方

ともセキュリティクラスを割り当てます。エンティティとそのエンティティに割

り当てられているコードが異なるセキュリティクラスに属している場合は、ユー

ザのアクセス権には、より制限の多いセキュリティクラスが適用されます。例え

ば、ユーザがエンティティ France のセキュリティクラスへの「変更」権限と、

コード Global Consol のセキュリティクラスへの「表示」権限を持っているとしま

す。コード Global Consol をエンティティ France に添付すると、このユーザの

France へのアクセス権は「表示」権限に変わります。

組織の［期間およびデータ種別ごとの親子関係］オプションをアプリケーション

で選択している場合には、期間およびデータ種別ごとにエンティティコードが変

わるオプションを使用できます。［詳細設定オプション］タブの表を使用すると、

データ種別の期間ごとに異なるコードを入力できます。詳しくは、218 ページの

「連動組織オプションの設定」を参照してください。

セキュリティクラス

セキュリティクラスによって、ユーザのエンティティへのアクセス権レベルが決

定されます。セキュリティクラスは、アプリケーションで事前定義済みのセキュ

リティクラスの一覧から選択します。詳しくは、74 ページの「セキュリティクラ

ス」を参照してください。

単位

単位では、百、千、百万など、エンティティのデータを入力または表示するため

に使用する単位を決定します。例えば、エンティティ US Region の単位を千と設
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定し、US Region の Sales 勘定科目で値 6 を入力した場合は、数字 6 が表示されま

すが、内部では数字 6,000 が保存されます。［単位］ドロップダウンリストには、

システムで定義済みの一から十億までの単位値が表示されます。

また、アプリケーションのデータ種別ごとに単位を選択することもできます。デー

タ種別に単位を指定すると、エンティティの単位が上書きされます。勘定科目を

定義するときに、その勘定科目に単位を適用するかどうかを選択します。勘定科

目に単位を適用するように選択した場合に、勘定科目の値を表示すると、データ

種別の単位が定義されている場合にはデータ種別の単位が使用され、それ以外は

エンティティの単位が使用されます。データ種別の単位について詳しくは、158

ページの「データ種別属性」を参照してください。勘定科目の単位について詳し

くは、273 ページの「勘定科目属性」を参照してください。

消去

［消去］を選択すると、エンティティにより会社間消去を保存できます。詳しく

は、289 ページの「会社間照合グループの定義」を参照してください。

会社間

［会社間］を選択すると、エンティティにより会社間トランザクションを追跡でき

ます。詳しくは、289 ページの「会社間照合グループの定義」を参照してくださ

い。

仕訳帳

［仕訳帳］を選択すると、エンティティに対して仕訳帳を調整できます。このオプ

ションがオフになっている場合、仕訳帳の入力や仕訳帳のエンティティへの転記

を行うことができません。仕訳帳の調整について詳しくは、『Hyperion Enterprise

ユーザガイド』を参照してください。

エンティティの親子関係

エンティティの親子関係では、組織内の子エンティティと親エンティティとの間

の関係が定義されます。この関係をノードと呼びます。ノードの親子関係情報は、

ノードに一意であり、アプリーション全体で一定に維持されます。あるアプリケー

ションの組織で親子関係の情報を変更すると、そのアプリケーションの他の組織

にあるその親子関係のすべてのインスタンスで親子関係情報が変更されます。親

子関係の算出方法について詳しくは、224 ページの「親子関係の算出」を参照し

てください。

エンティティの親子関係は、連結比率、出資比率、支配比率、連結ロジック、換

算ロジックから構成されます。これらの属性の定義には、エンティティフレーム

の［親子関係］タブを使用します。アプリケーションの設定に［期間およびデー

タ種別ごとの親子関係］を選択すると、異なる期間およびデータ種別に、さまざ

まなエンティティ出資比率、支配比率、および連結比率や、連結ロジック、換算

ロジックを維持できます。期間およびデータ種別ごとの親子関係の変更について

詳しくは、216 ページの「連動組織」を参照してください。

エンティティの設定 205



出資比率

出資比率は、あるエンティティの普通株への別のエンティティによる直接的また

は間接的な出資比率です。連動組織では、この値は、エンティティフレームに直

接入力することも、読み込むか入力した株式の値に基づいてシステムで算出する

こともできます。静的組織では、エンティティフレームでの入力のみを使用でき

ます。株式について詳しくは、218 ページの「株式または比率の入力」を参照し

てください。親子関係の算出方法について詳しくは、224 ページの「親子関係の

算出」を参照してください。

計算式で出資比率を使用すると、部分的親子関係に基づいた消去を算出したり、

連結比率を判定したりできます。組織やロジックで出資比率を使用または入力す

るかどうかを選択できます。

支配比率親子関係

支配比率は、あるエンティティの議決権株への別のエンティティによる直接的ま

たは間接的な出資比率です。連動組織では、この値は、エンティティフレームに

直接入力することも、読み込むか入力した議決権株の値に基づいてシステムで算

出することもできます。静的組織では、［エンティティ］タブでの入力のみを使用

できます。株式について詳しくは、218 ページの「株式または比率の入力」を参

照してください。親子関係の算出方法について詳しくは、224 ページの「親子関

係の算出」を参照してください。

支配比率を使って、連動組織での連結ロジックの割り当てを決定できます。組織

で支配比率を使用または入力するかどうかを選択できます。詳しくは、61 ページ

の「連結の設定」を参照してください。

連結比率親子関係

連結比率は、親に連結されるエンティティの値の比率です。連動組織では、この

値は、エンティティフレームに直接入力することも、［アプリケーション］ウィン

ドウの［連結］タブで定義済みのロジックに基づいて表示することもできます。

静的組織では、［エンティティ］タブでの入力のみを使用できます。親子関係の算

出方法について詳しくは、224 ページの「親子関係の算出」を参照してください。

連動組織での連結ロジックの決定について詳しくは、61 ページの「連結の設定」

を参照してください。

換算ロジック親子関係

換算ロジックでは、連結時にエンティティの通貨を換算する方法を決定するルー

ルセットを定義します。換算ロジックは、アプリケーションで事前に定義済みの

換算ロジックの一覧から選択します。換算ロジックについて詳しくは、249 ペー

ジの「ロジックの設定」を参照してください。

連結ロジック親子関係

連結ロジックは、エンティティからその親にデータを連結する方法を決定するルー

ルセットです。連動組織では、エンティティフレームで連結ロジックを直接選択

することも、［アプリケーション］ウィンドウの［連結］タブで定義済みの支配比

率とその範囲に基づいて表示することもできます。静的組織では、エンティティ
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フレームでのロジックの選択のみを使用できます。親子関係の算出方法について

詳しくは、224 ページの「親子関係の算出」を参照してください。連動組織での

連結ロジックの決定について詳しくは、61 ページの「連結の設定」を参照してく

ださい。

詳細設定オプション

詳細設定オプションを設定して、連結の詳細を保存できます。会社間エンティティ

の任意の親で、次のオプションを選択します。

l 調整後の詳細の保存

l 親の調整の許可

l 持株会社

l 親の調整の入力ロジック

調整後の詳細を保存

グループ内のエンティティの比率、消去、および換算の詳細を保存するかどうか

を選択します。親レベルで表に詳細が保存されます。

［比率および消去の詳細を保存］と［換算の詳細を保存］アプリケーションオプ

ションによって、この親の設定の影響が異なります。［比率および消去の詳細を保

存］アプリケーションオプションがオンの場合は、［調整後の詳細を保存］親オプ

ションを選択して、選択されているグループの比率と消去の詳細を保存できます。

［換算の詳細を保存］アプリケーションオプションがオンの場合は、［調整後の詳

細を保存］親オプションを選択して、選択されているグループの換算の詳細を保

存できます。両方のアプリケーションオプションがオンの場合は、［調整後の詳細

を保存］親オプションを選択して、グループの比率、消去、および換算の詳細を

保存できます。アプリケーションの設定については、50 ページの「アプリケー

ションオプション」を参照してください。

また、データ種別内の調整後の詳細を保存するかどうかを選択できます。親とデー

タ種別の組み合わせの詳細を保存するには、データ種別と親の両方で詳細オプショ

ンを選択する必要があります。エンティティのグループおよびデータ種別のオプ

ションを選択した場合は、そのデータ種別のグループの詳細が保存されます。デー

タ種別のオプションの選択を解除した場合は、そのデータ種別のエンティティの

詳細は保存されません。同様に、グループのオプションの選択を解除した場合は、

そのデータ種別のグループの詳細は保存されません。データ種別の設定について

詳しくは、158 ページの「データ種別属性」を参照してください。

持株会社

親エンティティには持株会社を割り当てることができます。持株会社の割り当て

によって、子の 終的な出資比率を決定できます。持株会社は、グループ内の同

レベルのエンティティの株式を所有し、グループの親は持株会社とグループの他

のエンティティの連結データを保管します。持株会社は、計算ルーチンを実行で

きる参照点として機能します。

グループの親の連結データには、持株会社がグループ内の他のエンティティの持

分から取得する値を連結して、持株会社の値を 100 パーセントとして示します。

持株会社のデータには、グループ内の他のエンティティから取得した値とは別に、
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持株会社の自社業務から取得した値が表示されます。例えば、UK を UK、France、

Israel、および Norway で構成されるグループの持株会社に指定します。UK を含

め、これらの各会社は、UK Consolidated の直属の子です。エンティティ UK には、

その業務データのみが記録されます。親の UK Consolidated には、グループ内のす

べてのエンティティのデータが記録されます。

注： 初の期間で持株会社に指定されたエンティティは、すべての期間とデー

タ種別で持株会社となります。

親の調整の許可

グループ内のエンティティがグループの親に調整を行うことができるかどうかを

選択します。親レベルで表に調整の詳細が保存されます。グループのこのオプショ

ンを選択できるのは、［親の調整の許可］アプリケーションオプションが選択され

ている場合のみです。このオプションを選択すると、親仕訳帳の作成時に［仕訳

帳］ウィンドウの［親］一覧で親が選択できるようになります。アプリケーショ

ンの設定については、50 ページの「アプリケーションオプション」を参照してく

ださい。親仕訳帳について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照

してください。

親の調整の入力ロジック

親調整を算出するための入力ロジックを選択します。一覧にはアプリケーション

にあるすべての入力ロジックが表示されます。この一覧が使用できるのは、［親の

調整の許可］が選択されている場合のみです。

エンティティのデフォルトの設定
エンティティ属性と親子関係属性には、デフォルトの属性があらかじめ定義され

ており、新しいエンティティを組織に追加する際、そのエンティティに適用され

ます。アプリケーションごとに 1 組のエンティティのデフォルト設定セットがあ

ります。新しいエンティティを追加する際、これらのデフォルト設定をそのまま

使用できます。また、新しい設定を選択することもできます。エンティティ属性

と親子関係属性のデフォルト設定は随時変更できます。

エンティティのデフォルト設定は、［デフォルト設定］ウィンドウを使用して設定

します。このウィンドウには、［属性］タブ、［親子関係］タブ、および［詳細設

定オプション］タブがあります。

ä エンティティのデフォルトを設定するには、次の手順に従います。

1 ［タスク］メニューから［エンティティのデフォルト設定］を選択します。

2 各タブでデフォルト設定を選択します。

3 ［OK］をクリックします。
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組織へのエンティティの追加
［組織］ウィンドウでエンティティを追加して、新しい組織を作成したり、既存の

組織を拡張および編集することができます。例えば、North American 社が 2 つの

子会社を取得した場合には、［組織］ウィンドウでこれらの子会社を表すエンティ

ティを追加できます。

組織には、子エンティティ、親エンティティ、および既存のエンティティと同一

レベルのエンティティを追加できます。既存のエンティティを組織に追加したり、

新しいエンティティを作成してからそのエンティティを組織に追加することがで

きます。追加するエンティティの種類は、エンティティをどの位置に追加するか

によって異なります。同一レベルのエンティティを追加すると、選択されている

エンティティと同じレベルにエンティティが作成されます。子を追加すると、選

択されているエンティティのすぐ下にエンティティが作成されます。親を追加す

ると、選択されているエンティティのすぐ上のレベルにエンティティが作成され

ます。

図 52 に、組織にエンティティを追加する 3 つの方法を示します。

図 52 エンティティの追加

エンティティを組織に追加する場合には、エンティティフレームでエンティティ

の属性と親子関係を定義します。エンティティは追加するときに定義できます。

また、追加した後で定義することもできます。詳しくは、210 ページの「エンティ

ティの定義」を参照してください。
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注： データを含むエンティティを組織に追加すると、連結パスですべての親の

ステータスが「影響あり」に変わります。連結ステータスについて詳しく

は、付録 A「連結ステータス」を参照してください。

組織に新しいエンティティを追加すると、そのエンティティにエンティティ属性

と親子関係属性のデフォルト設定が適用されます。このデフォルト設定はそのま

ま使用できます。また、エンティティごとに編集することもできます。例えば、

新しいエンティティを追加して、単位、ラベル、仕訳帳などにはデフォルト設定

を使用し、親子関係属性や下位構造などの属性は変更することができます。詳し

くは、208 ページの「エンティティのデフォルトの設定」を参照してください。

組織に既存のエンティティを追加すると、そのエンティティには元の属性が継続

して使用されます。この設定をそのまま使用することも、編集することもできま

す。ある組織内で 1 つのエンティティの属性を編集する場合は、すべての組織内

でそのエンティティの属性を変更します。

ä 組織にエンティティを追加するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、エンティティを選択し、次のいずれかの操作を行います。

l 同一レベルのエンティティを追加するには、［編集］メニューから［エンティ

ティの追加］を選択します。

l 子エンティティを追加するには、［編集］メニューから［子の追加］を選択し

ます。

l 親エンティティを追加するには、［編集］メニューから［親の追加］を選択し

ます。

注： ［親の追加］は、連動アプリケーションでは使用できません。

2 新規または既存のエンティティ ID を入力するか、［エンティティの選択］ボタンをク

リックして［エンティティ］ダイアログボックスから既存のエンティティを選択しま

す。

3 必要に応じて次の作業を行います。

l エンティティ属性と親子関係属性の定義を続けるには、［エンティティの編

集］でオプションを選択します。

l 組織表にさらにエンティティを追加するには、ステップ 1 と 2 を繰り返しま

す。

4 組織への変更を保存するには、［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

注： 新しい組織に初めてエンティティを追加するときは、［組織］ウィンドウに

は何も表示されず、［編集］メニューで使用できるコマンドは［エンティ

ティの追加］コマンドのみです。新しい組織に 初のエンティティを追加

するには、［編集］メニューから［エンティティの追加］を選択します。

エンティティの定義
エンティティにエンティティ属性と親子関係属性を割り当てることにより、エン

ティティを定義します。組織に新しいエンティティを追加すると、そのエンティ
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ティにエンティティ属性と親子関係属性のデフォルト設定が適用されます。この

デフォルト設定はそのまま使用できます。また、エンティティごとに編集するこ

ともできます。

エンティティの定義後にエンティティを組織に割り当てた場合には、そのエンティ

ティは事前に割り当てた属性を維持します。この設定をそのまま使用することも、

編集することもできます。エンティティ属性および親子関係属性のデフォルト設

定について詳しくは、208 ページの「エンティティのデフォルトの設定」を参照

してください。エンティティの組織への追加方法について詳しくは、209 ページ

の「組織へのエンティティの追加」を参照してください。

注： エンティティの属性を変更すると連結ステータスに影響する場合がありま

す。連結ステータスについて詳しくは、付録 A「連結ステータス」を参照し

てください。

ä エンティティを定義するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l 組織表内のエンティティを編集するには、目的のエンティティをダブルクリッ

クするか、目的のエンティティを選択し、［編集］メニューから［エンティ

ティ］を選択します。

l エンティティを追加するには、適切なメニューコマンドを選択します。

2 必要に応じてエンティティ属性と親子関係情報を設定し、［OK］をクリックします。

3 次のいずれかの操作を行います。

l さらにエンティティを定義するには、組織内の他のエンティティに対して上

記の手順に従います。

l 組織への変更を保存するには、［ファイル］メニューから［保存］を選択しま

す。

メニューコマンドを使用したエンティティの移動
エンティティを移動すると、組織表を簡単に変更できます。エンティティの移動

は、同じ組織内でも異なる組織間でも可能です。

エンティティを移動すると、組織表内の元の位置から移動元のエンティティと子

が除去され、選択した移動先のエンティティに結合されます。移動元のエンティ

ティは、移動先のエンティティと同じレベルに貼り付けることも、その子として

貼り付けることもできます。

下位構造を持つエンティティに子を貼り付けることはできません。この場合、エ

ンティティから下位構造を削除した後で子を貼り付けます。

注： エンティティを移動すると連結ステータスに影響する場合があります。デー

タを含むエンティティを移動すると、元の連結パスと新しい連結パスです

べての親のステータスが「影響あり」に変わります。連結ステータスにつ

いて詳しくは、付録 A「連結ステータス」を参照してください。
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ä メニューコマンドを使用してエンティティを移動するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウでエンティティを選択し、［編集］メニューから［切り取り］を選

択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

l 同じ組織、データ種別、および期間内でエンティティとその子を移動するに

は、エンティティを貼り付ける位置より 1 つ上のエンティティを選択します。

l 他の組織にエンティティを移動するには、移動先の組織、データ種別、およ

び期間を選択し、エンティティを貼り付ける位置より 1 つ上のエンティティ

を選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

l 選択したエンティティと同じレベルにエンティティを貼り付けるには、［編

集］メニューから［貼り付け］を選択します。

l 選択したエンティティの子としてエンティティを貼り付けるには、［編集］メ

ニューから［子の貼り付け］を選択します。

4 組織への変更を保存するには、［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

エンティティのドラッグアンドドロップ
同じ組織内でエンティティを移動するには、移動するエンティティをクリックし

て新しい場所にドラッグし、同じレベルにドロップするか、移動先のエンティティ

の子としてドロップします。ドラッグアンドドロップでは、［切り取り］および

［貼り付け］メニューコマンドを使用した場合よりもすばやくエンティティを移動

できます。図 53 に、ドラッグアンドドロップを使用してエンティティを移動する

方法を示します。

図 53 エンティティのドラッグアンドドロップ

図 53 には、移動するエンティティをクリックし、有効な貼り付け位置にドラッグ

すると、そのエンティティの境界線が細い二重線になる様子が示されています。

移動元のエンティティを移動先のエンティティのすぐ下に配置してマウスボタン

を離すと、移動先のエンティティと同じレベルにエンティティが貼り付けられま

す。移動元のエンティティを移動先のエンティティの右側に配置してマウスボタ

ンを離すと、移動先のエンティティの子としてエンティティが貼り付けられます。
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下位構造を持つエンティティに子を貼り付けることはできません。この場合、エ

ンティティから下位構造を削除した後で子を貼り付けます。

注： エンティティを移動すると連結ステータスに影響する場合があります。デー

タを含むエンティティを移動すると、元の連結パスと新しい連結パスです

べての親のステータスが「影響あり」に変わります。連結ステータスにつ

いて詳しくは、付録 A「連結ステータス」を参照してください。

ä エンティティをドラッグアンドドロップするには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、エンティティを選択してマウスボタンを押したままにします。

2 目的の位置までエンティティをドラッグします。

ヒント： 移動先のエンティティが［組織］ウィンドウの表示範囲外にある場合

は、移動元のエンティティを［組織］ウィンドウの端までドラッグしま

す。移動元のエンティティをドラッグしている方向にウィンドウがスク

ロールします。

3 次のいずれかの操作を行います。

l 移動元のエンティティを移動先のエンティティと同じレベルに貼り付けるに

は、移動元のエンティティを移動先のエンティティのすぐ下に配置します。

l 移動元のエンティティを移動先のエンティティの子として貼り付けるには、

移動元のエンティティを移動先のエンティティの右下に配置します。

4 二重線が表示されたらマウスボタンを離します。

5 組織への変更を保存するには、［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

エンティティのコピー
エンティティをコピーすると、簡単に組織表を変更したり作成したりできます。

エンティティのコピーおよび貼り付けは、組織内でも異なる組織間でも実行でき

ます。

エンティティをコピーすると、コピー元のエンティティとその子が組織表内の元

の位置からコピーされ、貼り付け先のエンティティに結合されます。移動元のエ

ンティティは、移動先のエンティティと同じレベルに貼り付けることも、その子

として貼り付けることもできます。

注： 下位構造を持つエンティティに子を貼り付けることはできません。この場

合、エンティティから下位構造を削除した後で子を貼り付けます。

ä エンティティをコピーするには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウでエンティティを選択し、［編集］メニューから［コピー］を選択

します。

2 次のいずれかの操作を行います。
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l 同じ組織、期間、およびデータ種別内の位置にエンティティとその子を貼り

付けるには、エンティティを貼り付ける位置より 1 つ上のエンティティを選

択します。

l 同じ組織の他の期間またはデータ種別にエンティティとその子を貼り付ける

には、データの視点を変更し、エンティティを貼り付ける位置より 1 つ上の

エンティティを選択します。

l 他の組織にエンティティとその子を貼り付けるには、貼り付け先の組織を開

き、エンティティを貼り付ける位置より 1 つ上のエンティティを選択します。

詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』 を参照してください。 

3 次のいずれかの操作を行います。

l 選択したエンティティと同じレベルにエンティティを貼り付けるには、［編

集］メニューから［貼り付け］を選択します。

l 選択したエンティティの子としてエンティティを貼り付けるには、［編集］メ

ニューから［子の貼り付け］を選択します。

4 組織への変更を保存するには、［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

組織からのエンティティの除去
不要になったエンティティは、そのすべての子とともに組織から除去できます。

例えば、会社を売却する場合、組織からそのエンティティを削除します。組織か

らエンティティを削除しても、アプリケーション全体からそのエンティティが削

除されるわけではありません。現在の組織から除去されるだけです。エンティティ

に関するデータはすべて元のまま残ります。エンティティが他のどの組織にも所

属していない場合、そのエンティティは親が未定義のエンティティになります。

親が未定義のエンティティは、他の組織に追加することができます。

注： エンティティを除去すると連結ステータスに影響する場合があります。エ

ンティティにデータが含まれている場合、削除するエンティティの連結パ

スですべての親のステータスが「影響あり」に変わります。連結ステータ

スについて詳しくは、付録 A「連結ステータス」を参照してください。

ä エンティティを組織から除去するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで削除するエンティティを選択します。

2 ［編集］メニューから［エンティティの除去］を選択します。

3 組織への変更を保存するには、［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

親が未定義のエンティティの除去
親が未定義のエンティティとは、どの組織にも属さないエンティティです。例え

ば、「CORP」という組織からエンティティ「USWEST」を削除した場合、

「USWEST」が他のどの組織にも所属していないと、親が未定義のエンティティに

なります。親が未定義のエンティティになると、そのエンティティに関連したす

べてのデータはシステムで維持されます。
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注： 除去の必要なエンティティに仕訳帳が転記されている場合、仕訳帳を再転

記してから削除します。この操作を行わないと、仕訳帳の値は詳細のない

値となってしまいます。

親が未定義のエンティティを組織に追加しても、そのエンティティのデータは元

のまま残ります。親が未定義のエンティティが不要になった場合は、そのエンティ

ティをアプリケーションから除去できます。エンティティを除去すると、そのエ

ンティティはアプリケーションから完全に除去され、関連データもすべて削除さ

れます。

エンティティは、データ種別または期間の別のエンティティによって直接所有さ

れていない場合にのみ、親が未定義と見なされます。したがって、エンティティ

の直接の親が、親が未定義のエンティティの場合には、親に所有されているので、

親が未定義のエンティティではありません。例えば、子を持つエンティティを削

除する場合、親が除去されるまでは、その子は親が未定義のエンティティではあ

りません。

注： エンティティを除去すると連結ステータスに影響する場合があります。エ

ンティティにデータが含まれている場合、除去するエンティティの連結パ

スですべての親のステータスが「影響あり」に変わります。連結ステータ

スについて詳しくは、付録 A「連結ステータス」を参照してください。

ä 親が未定義のエンティティを除去するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、［タスク］メニューから［親が未定義のエンティティ］を選択

し、［親が未定義のエンティティを除去］を選択します。

2 必要に応じて次の作業を行います。

l 親が未定義のエンティティを［除去するエンティティ］リストに移動するに

は、目的のエンティティを選択し、［追加］を選択します。

l 親が未定義のすべてのエンティティを［除去するエンティティ］リストに移

動するには、［すべて追加］を選択します。

l 親が未定義のエンティティを［除去するエンティティ］リストから除去する

には、目的のエンティティを選択し、［除去］を選択します。

l ［除去するエンティティ］リストからすべてのエンティティを除去するには、

［すべて除去］を選択します。

l 隣接する複数のエンティティを選択するには、 初のエンティティを選択し、

ドラッグして残りのエンティティを選択するか、［Shift］キーを押しながら

後のエンティティを選択します。

l 隣接しない複数のエンティティを選択するには、［Ctrl］キーを押しながら各

エンティティを選択します。

3 ［OK］をクリックします。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のオプションのいずれかを選択します。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。
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l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

連動組織
連動組織では、時間の経過に伴うビジネス構造の変化を反映します。連動組織の

構造および親子関係は、データ種別と期間によって変化します。例えば、連動組

織では、ある期間にある親の子になっているエンティティが、別の期間では別の

親の子になる場合があります。図 54 に、Actual データ種別の January 期間と

February 期間の連動組織 European Regions を示します。

図 54 European Regions 連動組織

図 54 では、January 期間のエンティティ Denmark は Europe West の子であり、

Nordic にレポートしません。February 期間には、Denmark は Nordic の子となり、

Europe West の子ではなくなっています。Belgium が、Europe West の新しい子と

なっています。

連動組織構造での出資比率、支配比率、連結比率は、連結ロジックおよび換算ロ

ジックと同様に、期間およびデータ種別によって変化する場合があります。例え

ば、Europe は、Actual データ種別で January 期間に Europe West の 70 パーセント

を出資し、February 期間には 80 パーセントを出資できます。同じアプリケーショ

ンの Budget データ種別では、Europe は、January 期間に Europe West の 80 パーセ

ントを出資し、February 期間には 90 パーセントを出資できます。

下位構造は期間によって変化しませんが、エンティティに下位構造を追加したり、

エンティティから下位構造を削除したりすると、ステータスが変化する場合があ

ります。

連動組織を作成できるのは、アプリケーションの作成時に、［期間およびデータ種

別ごとの親子関係］を設定している場合のみです。このオプションを、アプリケー
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ションの設定後に変更することはできません。詳しくは、50 ページの「アプリ

ケーションオプション」を参照してください。

［組織］ウィンドウで連動組織を開くと、データの視点では期間とデータ種別が使

用できます。このウィンドウには、現在のデータ種別と期間での組織表が表示さ

れます。データの視点バーで、期間またはデータ種別を変更すると、組織表が変

わり、選択された期間とデータ種別に対して定義されている構造が表示されます。

同じ組織でも、期間とデータ種別の組み合わせが異なると、まったく別の組織表

が含まれている場合があります。

連動組織の設定は、静的組織の設定に類似しています。エンティティの追加、移

動、および削除や親子関係値の入力を行います。但し、連動組織の設定時には、

これらのタスクは現在のデータ種別の現在の期間の組織のみを定義および変更し

ます。期間のデータを連結するには、その期間の組織構造を設定する必要があり

ます。

注： 連結時に、複数の親に所属するエンティティが検出されると、 初に検出

されたアクティブな親の情報がエンティティに適用されます。例えば、サ

ブエンティティのロジックオプションを［なし］に設定し、そのエンティ

ティが複数の親に所属している場合は、 初のアクティブな親からロジッ

クが継承されます。ロジックを継承する親は、連結するエンティティと同

じエンティティであることはできません。

組織に対するエンティティの切り取り、コピー、および貼り付けは、期間および

データ種別の異なる組織間で実行できます。例えば、組織構造全体をコピーして、

他の期間に貼り付けることができます。

エンティティのコピー方法について詳しくは、213 ページの「エンティティのコ

ピー」を参照してください。異なる期間への組織構造全体の貼り付け方法につい

て詳しくは、226 ページの「組織構造のコピーおよび貼り付け」を参照してくだ

さい。

連動組織のあるアプリケーションでは、入力または読み込みを行った株式情報に

基づいて、構造内の 終的な出資比率および支配比率を算出できます。これらの

終的な比率を使用し、［アプリケーション］ウィンドウで設定する連結表に基づ

いて、エンティティの連結ロジックおび連結比率が表示されます。株式について

詳しくは、218 ページの「株式または比率の入力」を参照してください。連結ロ

ジックおよび連結比率の設定方法について詳しくは、61 ページの「連結の設定」

を参照してください。

期間を開く
ある期間における連動組織の構造を定義する場合、まず目的の期間を開く必要が

あります。 初にその期間にアクセスして期間を開きます。期間を開くのは一度

だけです。

期間を開くと、新しい期間の組織構造には、 初の期間に定義した 上位エンティ

ティのみ含まれています。この期間の連結パスを定義する必要があります。 上

位エンティティを変更することはできません。組織のエンティティを設定する方

法について詳しくは、203 ページの「エンティティの設定」を参照してください。
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ä 期間を開くには、次の手順に従います。

1 データの視点で期間を選択します。データの視点で期間を選択する手順については、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

2 ［組織］ウィンドウで組織を開きます。組織を開く方法について詳しくは、『Hyperion

Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

連動組織の表示
連動組織では、データの視点の期間とデータ種別によって、［組織］ウィンドウに

表示される組織構造が異なります。データの視点を変更すると、他の期間または

データ種別が表示されます。詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』

を参照してください。

ä［組織］ウィンドウで連動組織を表示するには、［編集］メニューから［データの

視点］を選択し、組織構造を表示するデータ種別と期間を選択します。

連動組織オプションの設定
連動組織では、期間データ種別ごとにエンティティコードを変更できます。これ

により、組織またはレポートで変更が必要な場合はエンティティに他のコードを

割り当てることができます。例えば、ある期間のエンティティ UK にコード Europe

Trend を割り当て、UK を特定のトレンドレポートに含めることができます。次の

期間のレポートに UK を含める必要がなければ UK のコードを変更することがで

きます。

期間とデータ種別ごとにエンティティのコードを変更しない場合は、エンティティ

フレームの［属性］タブにあるドロップダウンリストからエンティティのコード

を選択します。期間とデータ種別ごとにエンティティのコードを変更する場合は、

［詳細設定オプション］タブでエンティティのコードを定義します。

エンティティコードの管理方法について詳しくは、177 ページの「コード」を参

照してください。

ä 連動組織オプションを設定するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、エンティティをダブルクリックするか、エンティティを選択

し、［編集］メニューから［エンティティ］を選択します。

2 ［詳細設定オプション］を選択します。

3 1 つまたは複数の期間に有効なエンティティコードを入力します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択して、エンティティコードの変更を保存し

ます。

株式または比率の入力
連動組織では、組織内のエンティティ間で所有する株式を記録して、その組織の

親子関係と支配を設定できます。記録できる組織の株式には、普通株と議決権株
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の 2 種類があります。システムは、普通株を親子関係の算出のために使用し、議

決権株を支配比率の算出のために使用します。

エンティティが所有する株式の数を入力または読み込むことができます。また、

エンティティが所有する株式の比率を入力することができます。グループの親に

持株会社を割り当てると、システムは株式の値に基づいて 終出資比率と 終支

配比率を算出できます。また、 終比率を使用して、その親の下にあるエンティ

ティの連結比率と連結ロジックが表示されます。株式または比率は、連動組織の

各データ種別の期間ごとに入力します。株式の読み込み方法について詳しくは、

223 ページの「株式の読み込み」を参照してください。

アプリケーションを設定する際、株式の入力方法を決めます。［単位］を選択した

場合は、エンティティ間の関係を定義する普通株と議決権株を入力するか読み込

みます。［比率］を選択した場合は、エンティティ間の関係を定義する直接出資比

率と直接支配比率を入力します。この情報は［株式］ダイアログボックスで入力

します。アプリケーションの設定については、50 ページの「アプリケーションオ

プション」を参照してください。

エンティティの普通株数と議決権株数の入力を選択した場合は、 初に各エンティ

ティの発行済普通株数の合計と発行済議決権株数の合計を入力する必要がありま

す。システムは、これらの値から直接出資比率と直接支配比率を算出します。

システムは、組織内の他のエンティティが所有する各エンティティの発行済株式

の合計比率を保存します。この値は［株式］ダイアログボックスに表示したり、

レポートに含めることができます。

注： 株式情報は、アプリケーション設定で［期間およびデータ種別ごとの親子

関係］を選択している場合にのみ記録できます。詳しくは、50 ページの「ア

プリケーションオプション」を参照してください。

株式または株式の比率は、［株式］ダイアログボックスの［エンティティが出資］

タブまたは［エンティティに出資］タブで入力します。［エンティティが出資］表

には、選択したエンティティによって普通株または議決権株が所有される側のエ

ンティティが表示されます。［エンティティに出資］表には、選択したエンティ

ティの普通株または議決権株を所有するエンティティが表示されます。いずれの

表にも、株式の数または株式の比率を直接入力できます。一方の表に情報を入力

すると、もう一方の表にもその内容が反映されます。株式情報をアプリケーショ

ンに読み込むこともできます。

［組織の貼り付け］ダイアログボックスのオプションを使用して、組織を貼り付け

るときに株式情報をコピーすることができます。

注： 株式情報は、ノードまたは組織ごとにではなくエンティティごとにコピー

されます。

株式の数の入力を選択した場合、［エンティティが出資］表と［エンティティに出

資］表の株式の比率の列内の値を手動で編集することはできません。

注： 入力した株式情報はエンティティにのみ適用され、下位構造には適用され

ません。株式は会社間エンティティにのみ入力できます。
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ä 株式または比率を入力するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、エンティティを選択し、［編集］メニューから［株式］を選択

します。

2 ［エンティティが出資］表または［エンティティに出資］表で、必要に応じて次の操

作を行います。

l 株式を入力するエンティティが表にない場合は、［株式］ウィンドウにフォー

カスを移し、［編集］メニューから［パートナーの追加］を選択します。

l 指定したエンティティの所有普通株数、所有議決権株数、発行済普通株数、

および発行済議決権株数を入力します。

l 指定したエンティティの出資比率と支配比率を入力します。

ヒント： ［エンティティが出資］表と［エンティティに出資］表は、［表示］

メニューの［表をフィルタ］コマンドを選択して、フィルタを適用

できます。

3 ［ファイル］メニューから［保存］を選択すると、新しい情報を保存できます。

連動組織の表でのフィルタの使用
連動組織の表にフィルタを適用して情報の表示をカスタマイズします。表にフィ

ルタを適用するときは、どの行と列を表に表示するかを決めます。例えば、現在

の期間に関する情報のみ表示することができます。フィルタを適用できる表は次

のとおりです。

l ［エンティティの編集］ダイアログボックスの［親子関係］タブにある親子関

係の表

l ［エンティティの編集］ダイアログボックスの［子］タブにある子の表

l ［株式］ダイアログボックスの［エンティティが出資］タブにある［エンティ

ティが出資］表

l ［株式］ダイアログボックスの［エンティティに出資］タブにある［エンティ

ティに出資］表

フィルタ設定は表で作業するたびに保存されます。表にアクセスすると、前回の

作業セッションで選択していた情報が表示されます。

ä 連動組織で表にフィルタを適用するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、目的の表にアクセスし、次のいずれかの操作を行います。

l ［エンティティの編集］分割ウィンドウの表にアクセスするには、エンティ

ティをダブルクリックするか［編集］メニューから［エンティティ］を選択

します。

l ［株式］分割ウィンドウの表にアクセスするには、［編集］メニューから［株

式］を選択します。

2 ［表示］メニューから［表をフィルタ］を選択し、表に表示する列を選択します。

3 ［OK］をクリックします。
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株式の読み込みと抽出
株式を ASCII ファイルに読み込むか、ASCII ファイルから抽出することによって、

Hyperion Enterprise の異なるアプリケーション間、または Hyperion Enterprise と勘

定元帳など他のソフトウェアシステム間でデータを転送できます。総勘定元帳や

スプレッドシートなど、多くの外部システムで、Hyperion Enterprise に読み込むこ

とのできるテキストファイルを作成できます。テキストファイルは、必要に応じ

て、読み込む前にテキストエディタで編集できます。

Hyperion Enterprise で株式ファイルを認識するには、そのファイルに特定の情報が

記載されている必要があります。株式ファイルには、データ種別、株式を受領す

る 初と 後の期間、株式を受領するエンティティ、および未払い株の総額が指

定されている必要があります。株式ファイルには、多くのエンティティの株式を

含めることができますが、含められるデータ種別は 1 つに限られます。ファイル

には一連の期間の株式を含めることができますが、これらの期間は連続している

必要があります。

読み込み中に、正常に読み込まれたレコード数とエラーを生じたレコード数は、

Hyperion Enterprise ERROR.LOG に書き込まれます。

株式の読み込みファイルは、指定されている期間の株式にのみ影響します。例え

ば、12 か月分の月次期間が含まれている Actual データ種別で期間 1 ～ 4 を指定す

るファイルの場合は、期間 5 ～ 12 は読み込まれた株式の影響を受けません。

次に、期間 1 ～ 4 の Actual データ種別のエンティティの株式を指定する ASCII ファ

イルの例を示します。

ACTUAL

1

4

OV,USCORP,,10000

OS,USCORP,,10000

OV,DIV1,,100,200,300,400

OS,DIV1,,100,200,300,400

V,USCORP,DIV1,100,200,300,400

S,USCORP,DIV1,100,200,300,400

サンプルファイルの 1 行目は、Actual データ種別を指定します。2 行目は、データ

種別の 初の期間である 1 月を株式が読み込まれる 初の期間として指定します。

3 行目は、データ種別の 4 番目の期間である 4 月を、株式が読み込まれる 後の

期間として指定します。サンプルファイルの 4 ～ 9 行目では、エンティティ ID と

そのエンティティの出資先のエンティティの ID の後に、指定された各期間の株式

の値がそれぞれ記載されています。

注： OV = 未払いの議決権株、OS = 未払いの普通株、V = 他のエンティティが所

有する議決権株、S = 他のエンティティが所有する普通株

前述のサンプルファイルでは、4 行目に、株式の値 100、200、300 および 400 がエ

ンティティ US Corporation の Division 1 株式表から抽出または、同表に読み込まれ

ように指定されています。コンマ（,）は、このサンプルファイルの各行で株式要

素を区切る区切り文字です。
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アプリケーションに株式を読み込むときには、アプリケーションの既存の株式の

値を ASCII ファイルの値で置換するか、結合するかを選択します。

表 43 に、異なる読み込みモードが既存の値に与える影響を示します。

表 43 株式の読み込みモード

モード 機能

置換 すべての既存値をクリアし、読み込みファイル内の値に置き換えます。詳しくは、
222 ページの「置換モード」を参照してください。

結合 読み込みファイルで指定されたエンティティでのみ既存の値を置き換えます。詳
しくは、223 ページの「結合モード」を参照してください。

置換モード

［置換］オプションを使用すると、株式の読み込みファイルで指定されている期間

について、すべてのエンティティから既存の値をクリアし、株式読み込みファイ

ルの値で置き換えることができます。読み込みファイルにエンティティが指定さ

れていない場合は、読み込みによって、指定された期間の値がクリアされます。

例えば、アプリケーションに、期間 1 ～ 3 で US Division が出資している US West、

US East、および US South の株式の Actual データ種別の値が含まれているとしま

す。

表 44 に、アプリケーションに既に含まれているこれらのエンティティおよび期間

の株式の値を示します。

表 44 US Division の株式の値

US West 100 100 100

US East 100 100 100

US South 100 100 100

［置換］オプションを使用して同じデータ種別、エンティティ、および期間の株式

を読み込む場合は、各期間の既存の値が読み込まれた値に置き換えられます。

このサンプル読み込みファイルでは、各給与勘定科目について値を読み込み、置

き換えるように指定しています。

ACTUAL

1

3

USDIV,USEAST,250,0,250

USDIV,USSOUTH,50,0,50

表 45 に、［置換］オプションを使用した株式の読み込みの結果を示します。

表 45 置換された株式の値

US West 0 0 0

US East 250 0 250

US South 50 0 50
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結合モード

［結合］オプションを使用すると、株式読み込みファイルで指定されているエン

ティティから既存の値をクリアし、株式読み込みファイルの値で置き換えること

ができます。［結合］オプションがクリアするのは、株式を読み込む前に読み込み

ファイルで指定された勘定科目の値のみです。例えば、アプリケーションに、期

間 1 ～ 3 で US Division が出資している US West、US East、および US South の株式

の Actual データ種別の値が含まれているとします。

表 46 に、アプリケーションに既に含まれているこれらのエンティティおよび期間

の株式の値を示します。

表 46 US Division の株式の値

US West 100 100 100

US East 100 100 100

US South 100 100 100

次のサンプル読み込みファイルには、株式の読み込み中に結合する勘定科目と値

が指定されています。

ACTUAL

1

3

S,USDIV, USEAST,250,0,250

S,USDIV, USSOUTH,50,0,50

表 47 に、［結合］オプションを使用した株式の読み込みの結果を示します。

表 47 結合された株式の値

USWEST 100 100 100

USEAST 250 0 250

USSOUTH 50 0 50

株式の読み込み
株式の値をアプリケーションに読み込み、連動組織内のエンティティの直接出資

情報と直接支配情報を管理することができます。普通株と議決権株、または株式

比率をテキストファイルから読み込むことができます。

ä 株式を読み込むには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、［タスク］メニューから［株式の読込］を選択します。

2 モードと読み込むファイルを選択します。

3 ［OK］をクリックします。
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株式の抽出
連動組織内の 1 つまたは複数の期間、および 1 つまたは複数のエンティティから

株式をテキストファイルに抽出できます。株式情報を外部ソフトウェアプログラ

ムで管理する場合、Hyperion Enterprise アプリケーションからテキストファイルに

株式を抽出し、外部プログラムに読み込みます。株式を抽出して、他の Hyperion

Enterprise アプリケーションに読み込むこともできます。この方法を使うとアプリ

ケーション間で株式情報を簡単にコピーできます。

ä 株式を抽出するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、［タスク］メニューから［株式の抽出］を選択します。

2 株式の値を抽出する期間とエンティティを選択し、抽出先のファイルを選択します。

3 ［OK］をクリックします。

株式の除去
エンティティ全体の組織から株式を除去できます。例えば、会社を売却する場合、

その組織のエンティティから株式を削除できます。組織から株式を削除するとき

は、エンティティ全体の株式を削除します。エンティティに関するデータはすべ

て元のまま残ります。エンティティの株式を削除する方法は 2 通りあります。1

つはパートナーによる方法で、もう 1 つはコンピュータのキーボードにある［←］

キーを使用する方法です。

ä 株式をエンティティから除去するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、除去する株式を含んでいるエンティティを選択します。

2 ［編集］メニューから［株式］を選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

l ［パートナーの検索］ダイアログボックスでの操作

1. ［編集］メニューの［検索］から［パートナー］を選択し、株式を除去する

パートナーを選択します。

2. ［パートナーの検索］ダイアログボックスで、株式を除去するパートナーを

選択します。

3. ［OK］をクリックします。パートナーの行全体がハイライトされます。

l ［←］キーでの操作

1. ［株式］ダイアログボックスで、データを持つ 2 番目の列のデータセルを選

択します。

2. キーボードにある［←］キーを選択します。行全体がハイライトされます。

4 ［編集］メニューから［エンティティの除去］を選択します。

親子関係の算出
連動組織では、持株会社を持つエンティティのグループの株式に基づいて、シス

テムは連結比率と連結ロジックを決定できます。親子関係の算出では、グループ
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内のエンティティ間で互いに所有する直接株式比率を使用して、選択した親の子

に関する 終出資比率と 終支配比率を算出します。また、グループ内のエンティ

ティの連結ロジックと連結比率が表示されます。

注： 親子関係を算出する前に持株会社を割り当てる必要があります。

親子関係の算出を実行すると、計算に基づいて 1 つまたは複数の期間に単純なグ

ループ構造が作成されます。既存のグループ構造は、このグループ構造によって

上書きされます。

持株会社を持つエンティティのグループでは、持株会社によって直接的または間

接的に所有される議決権株の比率が子の 終支配比率になります。子の 終出資

比率は、持株会社によって直接的または間接的に所有される普通株の比率です。

システムでは、持株会社の 終支配比率と 終出資比率を使用して、子を連結す

る際の連結ロジックと連結比率が表示されます。

注： 指定された持株会社を持つグループの親子関係のみ算出できます。

親子関係の算出時には次のオプションを使用できます。

l ［組織構造の作成］ - 選択した親の持株会社が直接的または間接的に支配する

すべてのエンティティを含む組織分岐を作成します。その親に関して選択し

た期間に存在する構造は、システムが作成する分岐によって上書きされます。

l ［ 終支配比率の算出］ - 選択した親の持株会社が各子を支配する比率を算出

する場合に選択します。システムは、株の表に保存されている株式情報に基

づいて 終支配比率を算出します。詳しくは、61 ページの「連結の設定」を

参照してください。

l ［ 終出資率の算出］ - システムに保存されている直接および間接の親子関係

情報に基づいて、 終出資比率を算出します。詳しくは、61 ページの「連結

の設定」を参照してください。

l ［提案ロジック］ - ［ 終支配比率の算出］オプションを選択せずにこのオプ

ションを選択すると、システムはシステム内に保存されている支配比率から、

［アプリケーション］ウィンドウの連結ロジック表に定義されているロジック

に基づいてロジックを提案します。

［ 終支配比率の算出］オプションとこのオプションの両方を選択した場合

は、支配比率が算出され、新しく算出された 終支配比率に基づいてロジッ

クが表示されます。

l ［ 終連結比率の算出］ - ［アプリケーション］ウィンドウの［連結ロジック］

表で指定されている情報に基づいて 終連結比率を算出します。詳しくは、

61 ページの「連結の設定」を参照してください。

ä 親子関係を算出するには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、親子関係を算出する分岐の親を選択し、［タスク］メニューか

ら［親子関係の算出］を選択します。

2 親子関係を算出する 1 つまたは複数の期間を選択し、必要な計算オプションを選択し

ます。
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3 ［OK］をクリックして計算を実行します。

会社間の子の更新
親によって直接所有されていない子を追加した場合は、［会社間の子］表を手動で

更新する必要があります。次の方法で、会社間の子の表を更新できます。

l ASCII テキストファイルを読み込んで、株式情報を表に読み込みます。詳しく

は、454 ページの「アプリケーションの読み込みファイルと抽出ファイル」を

参照してください。

l 株式に基づいて会社間の子のレコードを生成する親子関係を算出します。詳

しくは、224 ページの「親子関係の算出」を参照してください。

l ［会社間の子を更新］表を実行します。

親によって直接所有されている子を追加すると、［会社間の子］表はシステムに

よって自動的に更新されます。

注： 会社間の子を更新すると、子の各組み合わせのレコードが［会社間の子］

表に作成されます。

ä 会社間の子を更新するには、次の手順に従います。

1 ［エンティティ］モジュールで、会社間の子を表示する親を選択します。

2 ［タスク］メニューから［会社間の子を更新］を選択します。

3 更新する期間を選択します。

4 次のいずれかの操作を行います。

l ［会社間の子］表を更新するには、［更新のみ］を選択します。

l 表をクリアして条件をリセットするには、［クリアして再起動］を選択しま

す。

5 現在のグループとすべてのサブグループ、現在のグループのみ、またはすべての組織

のすべてのグループのいずれの会社間の子を更新するかを選択し、［OK］をクリック

します。

組織構造のコピーおよび貼り付け
連動組織の期間またはデータ種別において組織構造全体をコピーし、他の期間や

データ種別に貼り付けることができます。この方法を使うと、各データ種別の期

間ごとに組織構造を作成するよりも簡単に組織構造を作成できます。

例えば、Actual データ種別の January 期間の組織構造を設定している場合、Actual

データ種別の February 期間と Budget データ種別の January 期間の構造が類似して

いるときは、January Actual の組織構造を February Actual と January Budget に貼り

付けることができます。その後で、新しい期間の構造と親子関係を調整します。

組織の特定の期間を開く方法については、218 ページの「連動組織の表示」を参

照してください。
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ä 組織構造をコピーおよび貼り付けるには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウで、データの視点をコピー先の期間に設定します。

2 ［編集］メニューから［組織の貼り付け］を選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

l コピー元で［現在のデータ種別のすべての期間］を選択し、貼り付け先とし

て同じ期間単位があるデータ種別を選択します。

l コピー元で［現在の期間のみ］を選択し、貼り付け先のデータ種別を選択し

ます。

4 ［OK］をクリックして、選択した期間に構造を貼り付けます。

［下位構造］ウィンドウ
［下位構造］ウィンドウを使用すると、アプリケーション内の下位構造を定義、表

示、および変更できます。［下位構造］ウィンドウは、［組織］ウィンドウと同様

に、組織表フレームとエンティティフレームに分かれています。

図 55 に、［下位構造］ウィンドウを示します。

図 55 ［下位構造］ウィンドウ

［下位構造］ウィンドウでは次のタスクを実行できます。

l 異なるレベルの子を表示または非表示にします。

l 特定のサブンティティを検索します。

l 特定の下位構造の分岐を表示します。

［下位構造］ウィンドウでの作業は、［組織］ウィンドウでの作業と同様の方法で

行います。詳しくは、216 ページの「連動組織」および 203 ページの「エンティ

ティの設定」を参照してください。

［下位構造］ウィンドウ 227



下位構造の定義
組織内の複数のエンティティ間で類似するデータを追跡するためのテンプレート

として下位構造を定義します。下位構造を定義する作業には、新しい下位構造を

作成する作業、既存の下位構造の属性を編集する作業などがあります。

下位構造を定義するときは、下位構造を構成する個々のサブエンティティにエン

ティティ属性と親子関係属性を設定します。また、これらの属性は設定せず空白

にしておくこともできます。下位構造を 下位エンティティに添付すると、未設

定の属性には 下位エンティティに指定されている対応する属性が設定されます。

既に設定している属性は、 下位エンティティの対応する属性によって上書きさ

れます。

注： エンティティが複数の親に属している場合は、その特定のエンティティの

初に検出されたアクティブな親からの情報が上書き情報として使用され

ます。

ある処理用に設定した下位構造が不要になった場合は削除できます。例えば、値

をユーロに変換する Translate France 下位構造がある場合、すべての France エン

ティティを削除するときは、Translate France 下位構造を削除します。下位構造を

削除しても、下位構造を構成するサブエンティティはアプリケーションからは除

去されません。これらのサブエンティティの除去について詳しくは、214 ページ

の「組織からのエンティティの除去」を参照してください。

下位構造でのサブエンティティの追加、削除、およびコピーは、［組織］ウィンド

ウでエンティティを管理する場合と同様に行います。詳しくは、210 ページの「エ

ンティティの定義」を参照してください。

ä 下位構造を定義するには、次の手順に従います。

1 ［下位構造］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l 下位構造を作成するには、［ファイル］メニューから［新規下位構造］を選択

します。

l 下位構造を編集するには、編集する下位構造を開き、［ファイル］メニューか

ら［下位構造の属性］を選択します。

ヒント： ［組織］ウィンドウから［下位構造］ウィンドウにアクセスするに

は、［ナビゲート］メニューから［下位構造］を選択し、下位構造

を選択するか、［新規作成］を選択します。

2 ID、説明、およびセキュリティクラスを指定し、［OK］をクリックします。

3 下位構造にエンティティを追加するか、下位構造のエンティティを変更します。

4 ［ファイル］メニューから［上書き保存］を選択します。

エンティティの印刷またはプレビュー
［組織］または［下位構造］ウィンドウで［印刷］および［プレビュー］オプショ

ンを使用して、現在のエンティティを印刷またはプレビューできます。すべての

エンティティまたはサブエンティティを印刷したり、ウィンドウに表示されたエ
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ンティティおよびサブエンティティの情報のみを印刷したりできます。例えば、

［組織］ウィンドウにエンティティ Corporate の第 1 レベルの子のみ表示されてい

るとします。組織内のエンティティに関するすべての情報を含めるか、エンティ

ティ Corporateとその第 1 レベルの子に関する情報のみ含めるかを指定できます。

印刷する前に情報をプレビューしてページ書式とページ設定を変更し、その後で

データをプリンタで印刷したり、ファイルに保存することができます。すべての

エンティティ一覧は、サイズに関わらず印刷できます。Hyperion Enterprise での印

刷とプレビューについて詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を

参照してください。

注： ［組織］ウィンドウに分けて表示した組織分岐がある場合は、分岐内のエン

ティティに関する情報のみ印刷することができます。組織分岐を分けて表

示する方法について詳しくは、196 ページの「組織分岐の表示」を参照して

ください。

組織または下位構造を印刷あるいはプレビューするときは、エンティティとサブ

エンティティの属性に関する情報を含めるかどうかを指定できます。例えば、指

定したすべてのエンティティまたはサブエンティティの説明、通貨属性、単位、

およびラベルを印刷できます。

ä エンティティを印刷またはプレビューするには、次の手順に従います。

1 ［組織］ウィンドウまたは［下位構造］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行いま

す。

l 組織または下位構造を印刷するには、［ファイル］メニューから［印刷］を選

択します。

l 組織または下位構造をプレビューするには、［ファイル］メニューから［プレ

ビュー］を選択します。

2 含める情報を選択し、［OK］をクリックします。

3 印刷またはプレビューのオプションを選択します。
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8
計算式の定義

この章の内容
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この章では、計算を自動化するために使用できる Hyperion Enterprise の計算式の

作成方法について説明します。

計算式の概要
計算式は、ロジック内の勘定科目、更新ルール、およびカスタム関数に割り当て

られる関数、演算子、条件式を含むステートメントです。計算式ごとに複雑さは

異なります。例えば、簡単な計算式では、勘定科目の値を他の 2 つの勘定科目の

値を加算して算出できます。複雑な計算式では、複数の算術演算と複数の勘定科

目が使用されます。

すべての計算式には、関数、条件式、またはその両方が含まれます。

l 関数は、システムに特定の値をどのように算出するかを指定します。多くの

関数は、あらゆるロジックで使用できますが、入力ロジックまたは連結ロジッ

クなど、1 種類のロジックでしか使用されない関数もあります。

l 条件式には、例えば、数字、アプリケーション要素の ID、算術記号、システ

ムにどの値を使うかを指定する関数などがあります。関数や他の条件式と区

別するために、条件式は小かっこで囲みます。

例えば、次の計算式を AccountA 勘定科目に割り当てることができます

勘定科目 計算式

ACCOUNTA OPE(#ACCOUNTB)

この計算式では、期首残高（OPE）の後に条件式が続き、AccountA の値が AccountB

の期首残高と等しいことを示しています。勘定科目 ID を示す条件式を小かっこで

囲んでいます。
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関数が条件式の使用を可能にする場合は、条件式の中に他の関数を含めることが

できます。例えば、次の計算式を勘定科目に割り当てることができます。

勘定科目 計算式

ACCOUNTC DUR(1,1,OPE(#ACCOUNTX))

この計算式では、期間 1 の AccountC の値が AccountX の期首残高と等しくなり、

条件式の前に範囲（DUR）関数が含まれます。また、条件式には、期首残高

（OPE）関数が含まれます。

関数には、条件式なしで使用されるものもあります。例えば、勘定科目グループ

内の勘定科目を合計する TOT 関数では条件式を使用できません。関数について詳

しくは、付録 B「計算式関数」を参照してください。

計算式モジュールのウィンドウ
計算式モジュールのウィンドウを使用して、Hyperion Enterprise のデータを算出す

るためのロジック、更新ルール、およびカスタム関数を定義します。

l ［ロジック］ウィンドウ。データを算出するための入力ロジック、換算ロジッ

ク、および連結ロジックの 3 種類のロジックを定義します。

l ［更新ルール］ウィンドウ。連結時に勘定科目を算出するためのルールを定義

します。

l ［カスタム関数］ウィンドウ。ロジックまたは更新ルールで使用されるカスタ

ム関数を定義します。

ロジック、更新ルール、およびカスタム関数について表に基づいた編集を行うこ

とができます。また、テキストベースのエディタを使用しても、ロジックのスク

リプトを管理できます。詳しくは、付録 C「計算式スクリプト」を参照してくだ

さい。

表記規則
計算式を作成または編集するときは、次の項目において Hyperion Enterprise の表

記規則に従う必要があります。

l 勘定科目 ID

l 計算記号

l 定数

l コメント

勘定科目 ID

計算式には、勘定科目表のあらゆる主要勘定科目またはサブ勘定科目の ID を含め

ることができます。次の例に示すように、計算式の先頭にシャープ（#）を付けて

計算式の勘定科目 ID を識別します。
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勘定科目 計算式

ACCOUNTA #ACCOUNTB+#ACCOUNTC

注： 勘定科目 ID の先頭にシャープ（#）がない場合は、ロジックをチェックす

るときに、エラーメッセージが表示されます。

サブ勘定科目の完全な ID を入力することによって、個々の第 1 レベルまたは第 2

レベルサブ勘定科目を指定できます。例えば、次のステートメントは、Average

Commission 1 勘定科目の値は Store 1 Commission サブ勘定科目の平均値と等しい

ことを示します。

勘定科目 計算式

AVECOMM1 AVE(#STORE1.COMM)

計算記号

計算式には、通常、計算号が含まれます。加算および減算には、プラス記号（+）

およびマイナス記号（-）を使用し、除算にはスラッシュ（/）、乗算にはアスタリ

スク（*）を使用できます。条件式は、左から右に除算および乗算し、次に加算お

よび減算して完了します。

例えば、ステートメントで、NMP 関数の前にスラッシュ（/）が使用されるとし

ます。

勘定科目 計算式

MONTHRENT #TOTRENT/NMP

この例では、Total Rent 勘定科目の値が期間数で除算され、結果は Monthly Rent

勘定科目に保存されます。

定数

計算式には定数の値を使用できます。定数として負または正の実数を使用できま

す。例えば、次の計算式では、Rent 勘定科目の値に 3 を乗算して、Fixed 勘定科目

の値を算出します。

勘定科目 計算式

FIXED #RENT*3

コメントの定義

コメントは、作成する計算式についての情報をシステム管理者やユーザに提供す

るものです。
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注： コメントは、78 文字以内で計算式ステートメントと同じ行にある必要があ

ります。

ä［ロジック］ウィンドウでコメントを定義するには、次のいずれかの操作を行いま

す。

l 計算式のコメントを定義するには、［コメント］ボックスにコメントを入力し

ます。

l ロジック全体のコメントを定義するには、［ファイル］メニューの［サマリー

情報］を選択し、［コメント］ボックスにコメントを入力して、［OK］をクリッ

クします。

計算式の作成
計算式を作成するには、ロジック、更新ルール、およびカスタム関数のウィンド

ウの表を使用します。また、テキストベースのエディタを使用してロジックを作

成することもできます。

ロジック表はスプレッドシートのグラフィカルインターフェイスとして設計され

ており、上部にはデータ種別が表示され、左部には勘定科目が表示されます。計

算式を作成するにはさまざまな方法があります。

l セルに式を直接入力できます。条件式について詳しくは、付録 B「計算式関

数」を参照してください。

l ［ロジック］ウィンドウの［関数］リストの関数を使用できます。関数を選択

すると、その関数は必要なパラメータと一緒に［計算式］ボックスに挿入さ

れます。続いて、［計算式］ボックス内の各 ID をシステムの正しい要素で置

き換えることができます。例えば、［計算式］ボックス内でデータ種別が引数

として表示される場合には、そのデータ種別をハイライトして Actual と入力

できます。関数について詳しくは、付録 B「計算式関数」を参照してくださ

い。

l 要素の貼り付け関数を使用すると、［計算式］ボックス内の ID を正しい要素

に置き換えることができます。例えば、［計算式］ボックスで勘定科目がパラ

メータとして表示される場合には、その勘定科目をハイライトして、計算式

に貼り付ける要素として勘定科目を選択できます。要素の貼り付け方法につ

いて詳しくは、240 ページの「計算式への要素の貼り付け」を参照してくださ

い。

l テキスト表示に切り替えて、式を入力するかまたは［関数］リストから関数

を選択できます。要素の貼り付け関数を使用して ID を置き換えることもでき

ます。テキスト操作については、248 ページの「計算式スクリプトの使用」ま

たは付録 C「計算式スクリプト」を参照してください。

表 48 に、ロジック、更新ルール、およびカスタム関数で使用できる動的キーワー

ドを示します。
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表 48 計算式のキーワード

キーワード 定義と例

@MAJ 主要勘定科目 ID を返します。#INVESTMENT.OPEN = OPE (@MAJ.TOT)次のよう

に展開されます。#INVESTMENT.OPEN = OPE (#INVESTMENT.TOT)

@SUB1 第 1 レベルのサブ勘定科目 ID を返します。#COGS.01 = #SALES.@SUB1 * .80
次のように展開されます。COGS.01 = #SALES.01 * .80

@SUB2 第 2 レベルのサブ勘定科目 ID を返します。#COST_OF_SALES.GOLF.CLUBS =
#SALES.@SUB1.@SUB2 * .80 次のように展開されます。#COST_OF_
SALES.GOLF.CLUBS = #SALES.GOLF.CLUBS * .80

@ACC 勘定科目 ID 全体を返します。#Longterm_Payables.TOT = OPE (@ACC) * 1.10 次

のように展開されます。#Longterm_Payables.TOT = OPE (#Longterm_Payables.TOT)
* 1.10

@CMAJ,@CSUB1,
@CSUB2,@CACC

更新ルールで使用されたとき、呼び出し側の勘定科目からそれぞれの ID
を返します。

表 49 に、［ロジック］ウィンドウで使用できる計算式関数を示します。関数につ

いて詳しくは、付録 B「計算式関数」を参照してください。

表 49 計算式関数

関数 ID および説明 関数の定義 有効なロジック

A12 - 12 期間の平均 勘定科目の 12 期間の平均を

計算します。

入力

A24 - 24 期間の平均 勘定科目の 24 期間の平均を

計算します。

入力

ABS - 絶対値 数式の絶対値を計算します。 入力、換算、連結

AVE - 平均 勘定科目の現在の期間と以前
のすべての期間の平均値を計
算します。

入力

BALANCE - 残高 指定の基準勘定科目を使用し
て、調整勘定科目の値を計算
します。

入力

BASE - 下位エンティティ 現在のデータ種別の配賦先勘
定科目の期首残高に、前期の
データ種別の配賦元勘定科目
の期末値を設定します。

入力、換算、連結

BASEFLOW ** - フロー勘定科目

の 下位エンティティ

現在のデータ種別の配賦先勘
定科目の期首残高に、前期の
データ種別の配賦元勘定科目
のデータ種別累計期末値を設
定します。

入力、換算、連結

CATEGORY - データ種別 指定したデータ種別から勘定
科目の値を取得します。

入力、連結

計算式の概要 235



関数 ID および説明 関数の定義 有効なロジック

CPN - 現在の期間番号 現在の期間の番号を取得しま
す。期間 1 は、データ種別の

初の期間です。

入力、換算、連結

CROSSRATE - クロスレート 通貨変更がある場合にノード
のクロスレートを計算しま
す。

換算

CTD - データ種別累計 デフォルトのデータ種別表示
形式にかかわらず、この勘定
科目のデータ種別累計値を計
算します。

入力、換算、連結

CUM - 累積 勘定科目の当年の第 1 期から

当期までの合計値を計算しま
す。

入力

DFB - 下位エンティティと

の差異

残高勘定科目の期首残高と期
間ごとの値との差異を計算し
ます。

入力、換算、連結

DIFF - 差異 ある勘定科目の今期と前期の
値の差異を計算します。

入力、換算、連結

DSUB - 詳細小計 一連のすべての勘定科目が同
じサブ勘定科目を持つ場合
に、一連の勘定科目のサブ勘
定科目ごとに小計を計算しま
す。

入力

DSUSA* - 第 1 レベルでの詳細

小計

特定の第 1 レベルサブ勘定科

目から開始されるある主要勘
定科目の一連の第 1 レベルお

よび第 2 レベルのサブ勘定科

目を合計します。

入力

DTOSA* - 第 1 レベルと第 2 レ

ベルのサブ勘定科目の詳細合
計

このサブ勘定科目に先行する
すべての第 1 レベルと第 2 レ

ベルのサブ勘定科目を合計し
ます。

入力

DTOT - 詳細合計 グループ内の勘定科目をサブ
勘定科目ごとに合計します。

入力

DUR - 範囲 一連の期間の勘定科目に値を
割り当てます。

入力

DWV - 日数による重み付け値 勘定科目の平均日数による重
み付け値を計算します。

入力、換算、連結

ECODE - エンティティコード IF ステートメント内のエン

ティティコードを取得しま
す。

入力、換算、連結

ECODEIC - 会社間パートナーエ

ンティティコード

IF ステートメント内の会社間

パートナーのエンティティ
コードを取得します。

入力、換算、連結
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関数 ID および説明 関数の定義 有効なロジック

GET - 値の取得 指定されたエンティティ、
データ種別、勘定科目、およ
び期間から値を取得します。

入力、換算、連結

GROW - 増加値 複合増加値レートを計算し、
指定された勘定科目をこの
レートだけ増やします。

入力、換算、連結

GTZ - ゼロより大きい 数式の値がゼロより大きい場
合に、数式の値を割り当てま
す。

入力、換算、連結

IF - IF 条件 数式が正しいかどうかテスト
し、結果に基づいて値を返し
ます。

入力、換算、連結

IFT - IF THEN 条件 数式が負、正、ゼロの値のど
れであるかテストし、結果に
基づいて値を返します。

入力、換算、連結

INC - 増分 指定の勘定科目を式の値だけ
増分します。

入力

INP - 入力 子の勘定科目から値を連結す
る代わりに、親エンティティ
勘定科目に値を入力できま
す。

入力

LEVEL - 会社間レベル 組織の現在のレベルから消去
する必要がある会社間エン
ティティの値を取得します。

連結

LOC - 現地通貨値 現地通貨値を使用する勘定科
目の値を計算します。

換算

LTZ - ゼロより小さい 数式の値がゼロより小さい場
合に、数式の値を割り当てま
す。

入力、換算、連結

MAX - 大値 2 つの数式を比較して、大き

い方の値を返します。

入力、換算、連結

MCODE - 連結ロジック IF ステートメント内の現在の

期間に含まれる現在のエン
ティティの連結ロジックの
コードを取得します。

連結

MCODEIC - 会社間パートナー

の連結ロジック

IF ステートメント内の現在の

期間に含まれる現在の会社間
エンティティの連結ロジック
のコードを取得します。

連結

MIN - 小値 2 つの数式を比較して、小さ

い方の値を返します。

入力、換算、連結

NEXT - 次の期間 この勘定科目の当期の後の期
間の値を取得します。

入力、換算、連結

NMP - 期間数 現在のデータ種別内の期間数
を取得します。

入力、換算、連結
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関数 ID および説明 関数の定義 有効なロジック

NOC - 勘定科目の連結なし 勘定科目の連結を禁止しま
す。

連結

NOINP - 入力なし 勘定科目への入力を禁止しま
す。

入力

NOSIGN - 属性識別を無効にす

る

計算式の実行時に勘定科目の
属性識別を無効にします。

入力、換算、連結

OPE** - 期首残高 勘定科目の開始値を取得しま
す。

入力、換算、連結

OPEN - 開始値 出資比率、連結比率、ロジッ
ク、またはエンティティコー
ドの開始値やテキスト文字列
を取得します。

連結

OPENELIM - 期首残高(消去) 現在の子の消去の詳細から開
始値を取得します。

連結

OPENPROP - 期首残高(比率) 現在の子の比率の詳細から開
始値を取得します。

連結

OPENTRAN** - 期首残高（換

算）

現在の子の換算の詳細から開
始値を取得します。

換算

PCH - 差異率を計算 ある勘定科目の当期と前期の
値の差異率を計算します。

入力

PCONS - 連結比率 現在の子の連結比率を取得し
ます。

連結

PCONSIC - 会社間パートナー連

結比率

現在の会社間パートナーの連
結比率を取得します。

連結

PER - 期間 勘定科目の指定した期間の値
を取得します。

入力、換算、連結

POWN - 出資比率 現在の子の出資比率を取得し
ます。

連結

POWNIC - 会社間パートナー出

資比率

現在の会社間パートナーの出
資比率を取得します。

連結

PRD - 期別値 データ表示形式にかかわらず
勘定科目の期別値を取得しま
す。

入力、換算、連結

PRE - 前期 勘定科目の前期の値を取得し
ます。

入力、換算、連結

PVA - 期別値で換算 期別値に基づいて勘定科目を
換算し、勘定科目の通貨換算
のアプリケーションデフォル
トを無効にします。

換算

RET - 勘定科目の値の検索 配賦先勘定科目の指定したエ
ンティティから値を取得しま
す。

入力、換算、連結

238 計算式の定義



関数 ID および説明 関数の定義 有効なロジック

ROUND - 勘定科目の四捨五入 勘定科目の値を指定した値の
も近い倍数に四捨五入しま

す。

入力、換算、連結

SCA - 単位 現在のエンティティの単位の
値を取得します。

入力、換算、連結

SIGN - 属性識別を有効にする 更新ルールの実行時に勘定科
目の属性識別を有効にしま
す。

入力、換算、連結

SUBTOTAL - 小計 一連の勘定科目の小計を計算
します。勘定科目種別を考慮
します。

入力

SUBSA* - 第 1 レベルサブ勘定

科目の小計

指定されたサブ勘定科目から
開始されるある主要勘定科目
の計算済み勘定科目を含む一
連の第 1 レベルサブ勘定科目

を合計します。

入力

SUM - 合計 一連の勘定科目を合計しま
す。勘定科目種別を考慮しま
せん。

入力

TOTAL - 合計 勘定科目グループの勘定科目
に先行するすべての勘定科目
を合計します。

入力

TOTSA - 第 1 レベルサブ勘定科

目の合計

このサブ勘定科目に先行する
すべての第 1 レベルのサブ勘

定科目を合計します。

入力

TRANSP - 転置 エンティティの値を親レベル
で会社間サブ勘定科目に連結
します。

連結

VAL - 累積値で計算 YTD 値に基づいて勘定科目を

換算し、この勘定科目の通貨
換算のアプリケーションデ
フォルトを無効にします。

換算

YTD - 年次累計 デフォルトのデータ種別表示
形式にかかわらず、この勘定
科目の年次累計値を計算しま
す。

入力、換算、連結

* - 算出された合計は、主要勘定科目に累積されず、この関数が重複して計算され

るのを回避します。

** - BASEFLOW、OPE、または OPENTRAN の計算式関数を期別連結のフロー勘定

科目に割り当てる場合は、Hyperion Enterprise では、前期のデータ種別のデータ種

別累計期末値ではなく期別期末値を使用します。

ä 計算式を作成するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、セルをダブルクリックします。

2 数式を入力します。あるいは関数をダブルクリックして、パラメータを選択し、次の

いずれかの操作を行います。
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l データ種別、勘定科目、またはエンティティの ID を入力します。

l ［編集］メニューから［要素の貼り付け］を選択して、［データ種別］、［勘定

科目］、または［エンティティ］を選択します。一覧から要素を選択し、［OK］

をクリックします。要素の貼り付け方法について詳しくは、240 ページの「計

算式への要素の貼り付け」を参照してください。

l ［表示］メニューの［テキスト］を選択して、計算式を入力するか、またはテ

キストエディタを使用して計算式の切り取り、コピー、または貼り付けを行

います。テキストエディタの使用方法について詳しくは、248 ページの「計算

式スクリプトの使用」を参照してください。

計算式への要素の貼り付け

特定のデータ種別、関数、勘定科目、およびエンティティを［計算式］ボックス

に貼り付けることができます。正しい ID がわからない場合は、この方法が便利で

す。

ä 計算式に貼り付けるには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［計算式］ボックスのパラメータを選択し、次のいずれか

の操作を行います。

l ［編集］メニューの［要素の貼り付け］から［データ種別］を選択します。

l ［編集］メニューの［要素の貼り付け］から［勘定科目］を選択します。

l ［編集］メニューの［要素の貼り付け］から［エンティティ］を選択します。

l ［編集］メニューの［要素の貼り付け］から［関数］を選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

l 一覧からデータ種別を選択し、［OK］を選択します。

l 一覧のデータ種別をダブルクリックします。

計算式の切り取り、コピー、貼り付け

計算式は、ある行から別の行へ、また 1 つのデータ種別から別のデータ種別へ、

切り取り、コピー、および貼り付けを行うことができます。例えば、合計売上勘

定の計算式を総売上高勘定に移動することもできます。総売上高勘定で計算式を

入力する代わりに、合計売上から計算式を切り取り、それを総売上高勘定に貼り

付けることができます。Actual データ種別と Budget データ種別に同じ計算式を使

用することもできます。Budget 列で計算式を再入力する代わりに、計算式を Actual

データ種別からコピーして、Budget データ種別に貼り付けることができます。

ä 計算式の切り取り、コピー、貼り付けを行うには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、変更する計算式を含んでいるセルを選択し、次のいずれ

かの操作を行います。

l 表から計算式を切り取るには、セルをクリックし、次のいずれか操作を行い

ます。

m ［編集］メニューから［除去］を選択します。

m ［Ctrl］キーを押しながら［X］キーを押し、［Enter］キーを押します。
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l ［計算式］ボックスから計算式を切り取るには、計算式をハイライトし、次の

いずれかの操作を行います。

m ［削除］キーを押し、［Enter］キーを押します。

m ［Ctrl］キーを押しながら［X］キーを押し、［Enter］キーを押します。

l 表から計算式をコピーするには、セルをクリックし、［Ctrl］キーを押しなが

ら［C］キーを押します。

2 計算式を貼り付けるには、次のいずれかの操作を行います。

l ［計算式］または［コメント］ボックスで、［Ctrl］キーを押しながら［V］キー

を押します。

l 表内で、［Ctrl］キーを押しながら［V］キーを押します。

計算式のリンク

計算式のリンクを使うと、データ種別間で計算式を共有できます。入力データ種

別を受け側データ種別にリンクしたら、入力データ種別でのみ計算式を変更でき

ます。受け側データ種別の計算式は変更できませんが、入力データ種別を割り当

てた他のすべてのデータ種別ではこの変更を行うことができます。

注： 計算式をリンクするには、受け側データ種別は空である必要があります。

他のデータ種別にリンクされているデータ種別を削除することはできませ

ん。

例えば、LastYr データ種別に適用する計算式が Actual データ種別に割り当てられ

ている場合には、Actual を LastYr にリンクできます。LastYr データ種別は、Actual

データ種別で指定された計算式を使用し、読み取り専用になります。LastYr デー

タ種別で計算式を変更するには、Actual データ種別で計算式を変更するか、この

2 つの間のリンクを削除する必要があります。Actual が LastYr にリンクされてい

る限り、Actual を削除することはできません。

計算式をリンクすれば、計算式を 1 つの場所で作成および管理できます。

ä 計算式をリンクするには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、受け側データ種別の先頭の行をダブルクリックします。

2 目的の計算式を含む入力データ種別を一覧から選択します。

計算式のリンクの表示

計算式のリンクを設定したら、選択したデータ種別にリンクされている計算式を

表示できます。

ä 計算式のリンクを表示するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［表示］メニューの［計算式のリンク］を選択します。

2 入力データ種別を選択します。
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四捨五入
データ種別の値を四捨五入すると、システムでは通貨換算後にそのデータ種別の

勘定科目の値が四捨五入されます。数値を四捨五入するときは、次の問題を考慮

します。

l 四捨五入によって、連結値に誤差が生じます。

l 四捨五入された数値が計算に使用されると、値の誤差は増幅されます。

l 各数値を四捨五入するために追加の計算セットが実行されるため、四捨五入

を行うことによってシステムのパフォーマンスが低下します。

四捨五入して数値を調整する場合は、数値が増加または減少されることによって

値に誤差が生じます。例えば、0.3333 を小数点以下 2 桁の数に四捨五入すると 0.33

になり、0.6666 の場合は 0.67 になります。

四捨五入した数値で計算を実行すると、結果を四捨五入した場合、または数値を

四捨五入する前に計算を実行した場合よりも結果の誤差が大きくなります。例え

ば、1.6 * 1.6 * 1.6 = 4.096 の論理式の結果を四捨五入すると、4 になります。 初

に、値を四捨五入してからこの式を計算すると、2 * 2 * 2 = 8 になります。

注： 四捨五入によって、連結結果に大幅な誤差が生じる可能性があります。四

捨五入によるエラーは、数値が合計および連結されるほど増幅されます。

四捨五入のガイドライン

Hyperion Enterprise の値を四捨五入する場合は、次のガイドラインに従ってくださ

い。

l サマリレベルで単位の変更された値を四捨五入します。

l 親レベルで値を四捨五入します。

l 換算および連結後の値を四捨五入します。

l 保存された値の代わりにレポートされる値を四捨五入します。

計算式およびレポートの関数を使用して値を四捨五入することができます。四捨

五入関数では、アプリケーションまたはレポートのすべての値に四捨五入を指定

できます。例えば、通貨換算によって小数部分のある値が得られた場合に、レポー

トから小数値を消去することもできます。

入力、換算、および連結ロジックの計算式関数を使用して四捨五入を指定できま

す。また、連動表示勘定科目では、指定した値の も近い倍数に勘定科目の値を

四捨五入するように指定できます。

レポート関連の関数を使用する数値の四捨五入については、『Hyperion Reporting

ユーザガイド』を参照してください。

単位変更した値の四捨五入

四捨五入されたデータ種別にデータを読み込む場合は、四捨五入数値書式で指定

された単位に基づいて実行されます。例えば、数値書式の単位を千として 3 に設

定された 下位エンティティに 5600 を入力すると、値は 6 に四捨五入されます。

次に、3 の単位が設定された 6 の値が親に連結されます。
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デフォルトの入力ロジックの四捨五入

デフォルトの入力ロジックのデータが四捨五入されると、アプリケーション全体

のデータが四捨五入されます。小数を含む値を入力または読み込む場合は、保存

されている値が入力ロジックでの定義に従い四捨五入されます。

表 50 に、次の式がデフォルトの入力ロジックを使用してどのように計算されるか

を示します。

20.8 x 2（レート）x 3（エンティティ）= 124.8 + 124.8 + 124.8（サブ勘定科目）=

374.4（主要勘定科目）

表 50 デフォルトの入力ロジックの四捨五入

勘定科目 Entity1 Entity2 Entity3 Rate Parent

Income.1 21 21 21 2 126

Income.2 21 21 21 2 126

Income.3 21 21 21 2 126

Income.Tot 63 63 63 2 378

上記の表では、3 つの 下位エンティティである Entity1、Entity2、および Entity3

のサブ勘定科目である Income.1、Income.2、および Income.3 に 20.8 を入力しま

す。入力ロジックによって、すべての入力が四捨五入されるため、各サブ勘定科

目では値 21 が保存されます。各値 21 は 2 のレートで換算されて 42 になります。

親レベルのサブ勘定科目で値が累計され、結果は 126 となります。入力ロジック

によって、親レベルの Income.Tot 勘定科目において 126 の値が合計され、結果は

378 となります。この結果は、四捨五入されていない結果の 374.4 と比較して 3.4

の誤差があります。

換算ロジックでの四捨五入

換算ロジックを使用して、デフォルトの換算ロジックを上書きできます。換算ロ

ジックの値を四捨五入する場合は、システムでは値を換算してから、親に累計さ

れる前に値を四捨五入します。複数の 下位エンティティを含む親では、四捨五

入によって生じる誤差が増幅される可能性があります。

表 51 に、次の数式が換算ロジックでどのように計算されるかを示します。

20.8 x 2（レート）x 3（エンティティ）= 124.8 + 124.8 + 124.8（サブ勘定科目）=

374.4（主要勘定科目）

表 51 換算ロジックでの四捨五入

勘定科目 Entity1 Entity2 Entity3 Rate Parent

Income.1 20.8 20.8 20.8 2 126

Income.2 20.8 20.8 20.8 2 126

Income.3 20.8 20.8 20.8 2 126
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勘定科目 Entity1 Entity2 Entity3 Rate Parent

Income.Tot 62.4 62.4 62.4 2 378

上記の表では、3 つの 下位エンティティである Entity1、Entity2、および Entity3

のサブ勘定科目である Income.1、Income.2、および Income.3 に 20.8 を入力しま

す。値 20.8 が保存され、値は 41.6 に換算されます。換算ロジックによって各値

41.6 は 42 に四捨五入され、各サブ勘定科目の親レベルで累計され、結果は 126 に

なります。結果値 126 を持つ親サブ勘定科目で値が累計されます。入力ロジック

によって、Income.Tot 勘定科目の親の 126 の値が合計され、結果は 378 となりま

す。この結果は、四捨五入されていない結果の 374.4 と比較して 3.4 の誤差があり

ます。一対一の親子関係が設定された場合には、換算ロジックでの四捨五入の結

果は正しくなります。

親レベルでの四捨五入

入力ロジックを使用して親レベルで四捨五入を実行し、親に値が累計された後に

連結された値を四捨五入できます。表 52 に、次の式がどのように親レベルで四捨

五入され、計算されるかを示します。

20.8 x 2（レート）x 3（エンティティ）= 124.8 + 124.8 + 124.8（サブ勘定科目）=

374.4（主要勘定科目）

表 52 親レベルでの四捨五入

勘定科目 Entity1 Entity2 Entity3 Rate Parent

Income.1 20.8 20.8 20.8 2 125

Income.2 20.8 20.8 20.8 2 125

Income.3 20.8 20.8 20.8 2 125

Income.Tot 62.4 62.4 62.4 2 375

この表では、3 つの 下位エンティティである Entity1、Entity2、および Entity3 の

サブ勘定科目である Income.1、Income.2、および Income.3 に 20.8 を入力します。

値 20.8 が保存され、値は 41.6 に換算されます。入力ロジックの計算式が算出され

るまで四捨五入されないため、各連結勘定科目の累計結果は、124.8 になります。

入力ロジックによって、124.8 が 125 に四捨五入され、125 のサブ勘定科目の値が

Income.Tot に合計されて 375 となります。これは、3 種類の四捨五入の方法の中

で も誤差の少ない方法です。結果は 375 となり、四捨五入されていない結果の

374.4 と比較して 0.6 の誤差があります。

ロジック
ロジックは、アプリケーションでデータを計算するために使用される計算式のグ

ループです。ロジックの定義では、ロジックの設計、作成、エラーチェックを行

う。必要に応じて編集することもできます。ロジックの作成、チェック、編集に

は、［ロジック］ウィンドウを使用します。ロジックはエンティティに割り当てら

れます。
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各データ種別への特定の計算式の割り当て、すべてのデータ種別に適用する計算

式の作成、2 つまたは 3 つのデータ種別への同じ計算式の使用などを行うことが

できます。

ロジックに割り当てられたコードを使用して、持ち分会社、グローバルに連結さ

れた会社などの連結されるエンティティの特性を識別できます。次に、これらの

ケースでの特殊な処理を定義できます。コードについて詳しくは、177 ページの

「コード」を参照してください。

ロジックには、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックの 3 種類があ

ります。

入力ロジック
新しいアプリケーションの作成時に、システムではデフォルトで自動生成される

入力ロジックが提供され、システム全体に使用される一般的なルールが定義され

ます。さらに、特殊な入力ロジックを作成し、これらの一般的なルールの例外を

定義できます。特殊な入力ロジックには特定のエンティティを割り当てます。計

算式を実行すると、特殊な入力ロジックはデフォルトの入力ロジックを上書きし

ます。特殊な入力ロジックを定義するときは、CHART ロジックに USE ステート

メントを含めることはできません。CHART ロジックは、関連付けられた特別なロ

ジックに関係なくすべてのエンティティに影響します。

注： デフォルトでシステムが生成する入力ロジックの名前が保存されます。

CHART は、新しいアプリケーションの作成時に生成されるデフォルトの入力ロ

ジックです。システム全体に適用されるステートメントや条件式が含まれていま

す。これらのステートメントまたは条件式の例では、データが入力または読み込

まれたときの算出勘定の値の取得方法および連結されたデータの合計と小計の再

計算の方法を示します。

CHARTDSM は、連結詳細をアプリケーションに格納するかどうか選択する、自

動的に生成される入力ロジックです。このロジックは、CHART の代わりに実行さ

れ、消去、換算、比率、調整後などの連結詳細に適用されます。CHARTDSM は、

USE_CHART が有効な選択肢である唯一のロジックです。

DYNVIEWACCTS は、連動表示勘定科目に計算式を入力するとき、自動的に生成

される入力ロジックです。このロジックは CHART とともに実行します。連動表

示勘定科目では、特定の関数しか使用できません。

連動表示勘定科目に定義された計算式は、データ種別に固有ではありません。連

動表示勘定科目について詳しくは、268 ページの「連動表示勘定科目」を参照し

てください。

換算ロジック
換算ロジックは、データの連結時に通貨換算を実行します。システムによってデ

フォルトの換算ロジック TRANS が生成され、これによって換算の計算式を入力で

きるようになります。
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注： 通貨換算が必要ない場合、TRANS ロジックは実行されません。これは、勘

定科目は為替レートが"1"で換算されるため、連結数に差異が生じる原因と

なります。application.ini ファイルの APP_ALWAYS_EXEC_TRANS_LOG 値を

0（No）から 1（Yes）に変更して、TRANS ロジックが常に実行されるよう

に設定できます。

連結ロジック
連結ロジックは、子エンティティデータを親エンティティに集計します。システ

ムによってデフォルトの連結ロジック CONSOL が生成され、これによって連結の

計算式を入力できるようになります。

Hyperion Enterprise SE のアプリケーションを変換する場合は、すべての連結ロジッ

クが換算ロジックに変換されます。四捨五入連結ロジックなど、換算を含まない

連結ロジックも同様に変換されます。アプリケーションの変換後は、計算式を正

しいロジック種別に分類し、再コンパイルする必要があります。連結ロジックは、

次のように変換されます。

l デフォルトの CONSOL は、デフォルトの TRANS に変換されます。

l 特殊な CONSOL ロジックは更新され、ロジックのフラグが換算に変更されま

す。名前と関数は変更されません。Hyperion Enterprise SE で CONSOL ロジッ

クが割り当てられたエンティティは、ロジックを保持しますが、連結ロジッ

クではなく換算ロジックとして割り当てられます。

また、Hyperion Enterprise SE から変換する場合は、すべてのエンティティに割り

当てられるデフォルトの連結ロジックは CONSOL です。すべての計算式は TRANS

に転送されるため、CONSOL はデフォルトでは空のロジックです。Hyperion

Enterprise SE で CONSOL の名前の付いたすべてのロジックは、変換前に名前を変

更する必要があります。

サブエンティティに割り当てられたロジック
デフォルトでは、CHART、TRANS、および CONSOL ロジックはすべてのエンティ

ティに適用されます。各エンティティおよびサブエンティティには特殊なロジッ

クが関連付けられている場合があります。但し、サブエンティティの入力ロジッ

クが Noneに設定されている場合、親に関連付けられている特殊なロジックはサブ

エンティティにも適用されます。

［ロジック］ウィンドウ
スプレッドシート形式の表でロジックを定義するには、［ロジック］ウィンドウを

使用します。［ロジック］ウィンドウには、［計算式］ボックスと［コメント］ボッ

クス、データ種別の列と勘定科目の行がある表、および計算式ビルダが含まれて

います。計算式を割り当て、アプリケーション内のすべてのデータ種別または個々

のデータ種別の勘定科目を計算します。［ロジック］ウィンドウに表示されるのは

一度に 1 つのロジックのみです。［ファイル］メニューのコマンドを使用して、

ウィンドウのロジックを管理します。行に異なる勘定科目を表示するには、［編

集］および［表示形式］メニューを使用します。［ロジック］ウィンドウを初めて
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開くと、勘定科目表の全体が表示されます。ロジックを印刷またはプレビューす

ることもできます。

図 56 に［ロジック］ウィンドウを示します。

図 56 ［ロジック］ウィンドウ

［ロジック］ウィンドウには、次の要素があります。

l ［計算式］ボックス - このボックス内に計算式を作成します。

l ［コメント］ボックス - このボックス内で各計算式のコメントを作成します。

l プラス記号とマイナス記号 - プラス記号とマイナス記号をそれぞれクリックし

て、勘定科目詳細を表示および非表示にします。

l ［勘定科目］列 - この列に勘定科目 ID が表示されます。例えば、勘定科目表全

体を表の行に表示できます。

l ［すべてのデータ種別］列 - アプリケーション内のすべてのデータ種別に適用

される計算式が表示されます。

l ［データ種別］列 - アプリケーション内のすべてのデータ種別に関する情報が

表示されます。データ種別は、アプリケーションに入力された順番で表に出

力されます。

l ［Formula Builder（計算式ビルダ）］ - 計算式ビルダを使用して関数、カスタム

関数、更新ルール、および演算子を選択し、計算式を作成します。

表 53 に、［ロジック］ウィンドウで使用できるキーボードショートカットを示し

ます。

表 53 ［ロジック］ウィンドウのキーボードショートカット

キー 説明

［Home］キー カーソルを 初の列に移動します。
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キー 説明

［End］キー カーソルを 後の列に移動します。

［Ctrl］キーを押しながら［Home］キーを押

す

カーソルを 初の行の 初の列に移動します。

［Ctrl］キーを押しながら［End］キーを押す カーソルを 後の行の 後の列に移動します。

勘定科目表の表示

勘定科目表を表形式で表示できます。

ä 勘定科目表を表示するには、［表示］メニューから［勘定科目］を選択します。

ヒント： 計算式のある勘定科目だけを表示するには、［表示］メニューの［計算

式を含む勘定科目］を選択します。

データ種別または勘定科目の検索

表で、特定のデータ種別または勘定科目を検索できます。この機能を使うと、表

全体をスクロールしてデータ種別または勘定科目を探すより早く検索できる場合

があります。データ種別および勘定科目は、アプリケーションに入力された順番

で表に出力されます。

ä データ種別や勘定科目を検索するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l ［編集］メニューの［検索］で［データ種別］を選択します。

l ［編集］メニューの［検索］で［勘定科目］を選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

l 一覧からデータ種別または勘定科目を選択し、［OK］をクリックします。

l 一覧のデータ種別または勘定科目をダブルクリックします。

計算式スクリプトの使用

テキストベースのエディタを使うと、ロジックの計算式スクリプトを表示したり、

簡単に変更したりできます。テキストベースのエディタを使用するときには、表

内の計算式をテキスト形式で表示、追加、または編集することができます。表の

表示に戻ると、表に変更が反映されます。テキストファイルとの間で計算式をイ

ンポートまたはエクスポートすることもできます。計算式スクリプトの使用方法

について詳しくは、付録 C「計算式スクリプト」を参照してください。

注： テキストファイルからスクリプトをインポートした後、システムでは、内

部表から計算式を読み込みます。従って、計算式は、未コンパイルのスク

リプトファイルに表示される順ではなく、勘定科目表の順にテキストウィ

ンドウに表示されます。
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テキストファイルに大幅な変更を加えるには、Hyperion Enterprise の外部でテキス

トエディタを使用して ASCII ファイルを編集してから、計算式をアプリケーショ

ンに再読み込みすることができます。このプロセスについては、260 ページの「計

算式の抽出」、259 ページの「計算式の読み込み」および261 ページの「ロジック

の読み込みと抽出ファイルの書式」を参照してください。

ä 計算式スクリプトを使用するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［表示］メニューの［テキスト］を選択します。

2 計算式を入力するか、計算式を切り取り、コピー、または貼り付けします。

3 関数やパラメータを選択してから、次のいずれかの操作を行います。

l データ種別、勘定科目、またはエンティティの ID を入力します。

l ［編集］メニューから［要素の貼り付け］を選択して、［データ種別］、［勘定

科目］、または［エンティティ］を選択します。

4 選択したステートメントをテキストファイルとの間でエクスポートまたはインポート

するには、［編集］メニューから［計算式のエクスポート］を選択するか、［編集］メ

ニューから［計算式のインポート］を選択します。パス、ファイル名、およびオプ

ションを指定して、［OK］をクリックします。

5 ［表示］メニューから［表］を選択して、表の表示に戻ります。

ロジックの設定
ロジックを使用して、入力、換算および連結ロジックで使用するルールを定義し

ます。会社で必要なレポート作成の条件に応じて、定義するロジックが決まりま

す。ロジックを定義、表示、コピー、および削除することで、アプリケーション

のロジックを設定します。あるロジックの内容を別のロジックに結合できます。

また、ロジックのウィンドウでの表示方法を決めたり、一度に 1 つまたは複数の

ロジックのエラーチェックを行ったり、ロジックの読み込みや抽出を行うことも

できます。

ロジックが表示されているか、エンティティに添付されている場合は、ロジック

を削除できません。ロジックの削除、表示、またはコピー方法については、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

ロジックの定義

ロジックを定義して、特定の勘定科目やデータ種別の計算式を追加または編集し

ます。

ä ロジックを定義するには、次の手順に従います。

1 次のいずれかの操作を行います。

l ［ロジック］ウィンドウで、［ファイル］メニューの［新規ロジック］を選択

します。

l ［ロジックを開く］ダイアログボックスの［新規作成］ボタンをクリックしま

す。
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ヒント： ロジックを編集している間は、［表示］メニューの［テキスト］を

選択して、ロジック表内の計算式をテキスト形式で表示できます。

また、計算式をテキスト表示で追加および編集することもできま

す。表の表示に戻ると、ロジック表に変更が反映されます。テキス

ト操作については、248 ページの「計算式スクリプトの使用」また

は付録 C「計算式スクリプト」を参照してください。

2 ロジック ID を 20 文字まで英数字で入力します。

3 説明を 40 文字まで英数字で入力します。

4 セキュリティクラスを選択します。

5 ロジックのコードを選択します。

6 次のいずれかの種類を選択します。

l 入力

l 換算

l 連結

7 オプション：SCE を使用している場合は、［Statutory Consolidation Engine］を選択して、

ロジックを SCE で使用することを指定します。

8 ［OK］をクリックします。

9 ロジックで計算式を追加または変更します。ロジックで計算式を追加または変更する

方法について詳しくは、234 ページの「計算式の作成」を参照してください。

10 ［ファイル］メニューから［上書き保存］を選択してロジックを保存します。

データ種別の設定の定義

選択したデータ種別に属性を割り当てるには、データ種別の設定を定義します。

値を換算するかどうか、およびデータ種別の換算値を四捨五入するかどうかを指

定できます。また、連結ロジックに対するデータ種別の設定も指定できます。換

算値を四捨五入する方法については、242 ページの「四捨五入」を参照してくだ

さい。データ種別オプションの計算式関数については、234 ページの「計算式の

作成」を参照してください。

ä データ種別の設定を定義するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、ロジックを開きます。ロジックを開く方法については、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

2 1 つまたは複数のデータ種別を選択し、［編集］メニューから［データ種別の設定］を

選択します。

3 目的のデータ種別の設定を指定して、［OK］をクリックします。

ロジックのチェック

ロジックを作成または編集したら、それをシステムで実行する前にチェックする

必要があります。チェックを行うことによって、ロジックが Hyperion Enterprise

の規則に準拠していることが保証され、システムは命令を正しく解釈できます。
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チェックしているロジックに構文エラーが検出された場合には、エラーの場所が

示されるため、それを訂正してロジックのチェックを継続できます。

［ロジックのチェック］ダイアログボックスからは、ロジックを開かずに複数のロ

ジックをチェックできます。また、ロジックを開いてそれを［ロジック］ウィン

ドウからチェックすることもできます。開いたロジックをチェックすると、［ロ

ジック］ウィンドウを開いたままエラーをチェックして修正できます。

注： システムにデータが含まれる場合はロジックをチェックするのに時間がか

かります。システムでロジックがチェックされると、エンティティに影響

を及ぼし、データがある場合にステータスインジケータが変更されるため

です。

ロジックをチェックした後、システムはロジック内で検出したエラーに関するエ

ラーログに情報を保管します。エラーログはいつでも表示できます。エラーログ

の表示方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照

してください。

注： 更新ルールやカスタム関数を参照するロジックをチェックするには、その

前に更新ルールやカスタム関数を作成する必要があります。作成しない場

合、エラーが発生します。

ä ロジックをチェックするには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［タスク］メニューの［ロジックのチェック］を選択し、

次のいずれかの操作を行います。

l 1 つのロジックをチェックするには、チェックするロジックを選択して［OK］

をクリックします。

l 複数のロジックをチェックするには、その範囲の 初のロジックを選択して、

［Shift］キーを押しながら範囲の 後のロジックを選択して、［OK］をクリッ

クします。複数のロジックを個々に選択するには、［Ctrl］キーを押しながら

複数のロジックを選択して、［OK］をクリックします。

2 ロジックに構文エラーが含まれる場合には、次のいずれかの操作を行います。

l 1 つのロジックの場合には、表示されたエラーを訂正します。

l 複数のロジックの場合には、［表示］メニューから［エラーログ］を選択しま

す。

ロジックの結合

1 つのロジックの内容を別のロジックに結合できます。結合されたロジックは、

オリジナルからのすべての計算式を変更なしに使用します。例えば、複数の計算

式換算計算を含んでいる TRANS1 というロジックを作成してから、TRANS1 を他

のロジックで使用することによって、これらの計算を再利用できます。TRANS1

で計算式を変更した場合には、その変更は、TRANS1 を使用する他のすべてのロ

ジックでも更新されます。
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計算式の編集は、オリジナルのロジックでのみ可能です。ロジックを結合すると、

オリジナルのロジック内のすべての計算式によって、使用されているロジック内

の計算式が無効になります。使用されるロジックで指定される計算式を選択する

と、使用されるロジックの ID と説明がステータスバーに表示されます。

ロジックを結合するときには、 初に、再利用するロジックを選択します。選択

できるロジックは、現在のロジックと同じタイプのロジックだけです。つまり、

入力、換算、または連結です。続いて、計算式を使用するデータ種別を指定しま

す。

また、他のロジックと結合されたロジックも結合できます。例えば、ロジック

CHRTFLOW は CHART1 ファイルと結合できます。続いて、CHART1 ファイルは

CHART2 ファイルと結合できます。システムは、7 レベルまでの入れ子をサポー

トしています。

ä ロジックを結合するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［編集］メニューの［ロジックの使用］を選択します。

2 ［ロジック］タブで、使用するロジックを［利用可能なロジック］リストから選択し、

［追加］をクリックします。

3 ［データ種別］タブで、使用するデータ種別を選択し、［追加］をクリックします。

4 ［OK］をクリックします。

ロジックオプションの選択

オプションを選択して、［ロジック］ウィンドウでのロジックの表示方法を決定で

きます。勘定科目 ID や説明を勘定科目列に表示するかどうかを指定したり、表に

おける計算式のフォントや列の幅を指定することができます。

ä ロジックオプションを選択するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［タスク］メニューの［計算式オプションの設定］を選択

します。

2 勘定科目 ID や説明を指定します。

3 勘定科目列と計算式列の幅を入力します。

4 ［フォント］をクリックして、フォントタイプ、スタイル、およびサイズを選択して、

［OK］をクリックします。

5 ［OK］をクリックします。

連動表示勘定科目の定義

連動表示勘定科目は DYNVIEWACCTS 入力ロジックで定義します。連動表示勘定

科目とは、現在の表示形式と期間単位に基づいて計算される勘定科目のことです。

連動表示勘定科目は入力ロジックにのみ使用され、常にアプリケーション内のす

べてのデータ種別に適用されます。勘定科目を作成するときに、その勘定科目が

連動表示勘定科目であるかどうかを指定します。一般には、ユーザは比率や他の

勘定科目の小計を計算する勘定科目に対して連動表示勘定科目を使用します。詳

しくは、268 ページの「連動表示勘定科目」を参照してください。
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図 57 に、［ロジック］ウィンドウでの連動表示勘定科目を示します。

図 57 連動表示勘定科目を表示した［ロジック］ウィンドウ

1. 連動表示勘定科目を示します。

2. 連動表示勘定科目の計算式を作成するとき使用できる列は、［すべてのデータ

種別］列のみです。

例

次の計算式を含む Gross Margin Percent 勘定科目があるとします。

#GrossMargin/#Sales

Gross Margin は、Sales 勘定科目および Margin 勘定科目の表示と期間単位に応じて

異なります。システムで、期間単位ごとに売上総利益率を格納する個々の勘定科

目を作成する代わりに、1 つの連動表示勘定科目を作成できます。売上総利益率

は、データ種別累計表示と期別表示では異なる方法で計算されます。

図 58 に、表示と期間単位に応じて値がどのように変化するかを示します。

図 58 連動表示勘定科目
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表 54 に、連動表示勘定科目を作成するときに使用できる関数を示します。

表 54 連動表示勘定科目で有効な関数

関数 説明

ABS 絶対値

CPN 現在の期間番号

CTD データ種別累計

DSUB 詳細小計

DTOSA 第 1 レベルと第 2 レベルのサブ勘定科目の詳細合計

DTOT 詳細合計

GROW 増加値

GTZ ゼロより大きい

IF 式、真、偽

IFT IF THEN 条件

LTZ ゼロより小さい

MAX 大値

MIN 小値

NOSIGN 属性識別を無効にする

PRD 期別値

ROUND 四捨五入

SCA 単位

SUBTOTAL 小計

SUBSA 第 1 レベルサブ勘定科目の小計

SUM 合計

TOTAL 合計

TOTSA 第 1 レベルサブ勘定科目の合計

YTD 年次累計

ä 連動表示勘定科目を定義するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで［ファイル］メニューの［ロジックを開く］から

［DYNVIEWACCTS］を選択します。

2 連動表示勘定科目を選択して、計算式を作成します。計算式の作成手順については、

234 ページの「計算式の作成」を参照してください。
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ヒント： 連動表示勘定科目を定義するときに、勘定科目表の他の勘定科目を表示

する場合には、［表示］メニューの［勘定科目表］を選択します。連動

表示勘定科目以外の勘定科目は、すべて灰色で表示されます。

更新ルール
更新ルールは、値を他のエンティティの勘定科目に配賦するときに使用される計

算式の ID を定義する特殊な関数です。更新ルールは連結ロジックでのみ使用され

ます。

更新ルールが作成されると、［ロジック］ウィンドウの［関数］リストに表示され

ます。消去表、比率表、またはパートナーの消去表の各配賦先勘定科目の計算式

を作成します。割り当てられる各計算式のパラメータも指定できます。各計算式

に割り当てることができるパラメータは 大 4 つです。更新ルール内でも更新ルー

ルを使用できます。

l アプリケーションの連結詳細を保存する場合、および連結ロジックで更新ルー

ルを使用する場合は、更新ルールに割り当てられる勘定科目の値は、比率、

消去、またはパートナーの消去の勘定科目に配賦されます。これによって、

連結処理に関する追加の詳細を保存できるようになります。詳しくは、39 ペー

ジの「［連結詳細］オプション」を参照してください。

l アプリケーションの連結詳細を保存せずに、更新ルールを使用する場合は、

更新ルールに割り当てられる勘定科目の値は、親エンティティに配賦されま

す。

［更新ルール］ウィンドウ
［更新ルール］ウィンドウで、更新ルールを定義します。更新ルールの定義を印刷

またはプレビューできます。

図 59 に［更新ルール］ウィンドウを示します。
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図 59 ［更新ルール］ウィンドウ

［更新ルール］ウィンドウには、次の要素があります。

l ［計算式］ボックス - ［計算式］ボックスで計算式を作成します。

l ［パラメータ］ボックス - ［パラメータ］ボックスで、更新ルールのパラメー

タを指定します。

l 表 - 表では、比率、消去、パートナーの消去表の勘定科目に値を配布する方法

を算出する計算式を作成できます。

更新ルールの設定
更新ルールは、連結ロジックで使用される特殊な関数です。更新ルールを設定し

て、値を他のエンティティの勘定科目に配賦するときに使用される計算式の ID を

定義します。更新ルールを定義、編集、コピー、および削除できます。ロジック

で使用されている場合は、更新ルールを削除できません。更新ルールの表示、コ

ピーまたは削除方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』

を参照してください。

更新ルールの定義

更新ルールを定義するには、ID、説明、およびセキュリティクラスを指定します。

更新ルールを定義すると、［更新ルール］ウィンドウで開いたり、計算式およびパ

ラメータを追加または編集できます。表 55 に、［更新ルール］ウィンドウの各列

に計算式を入力した結果を示します。
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表 55 更新ルールの追加

列 配賦先での結果

比率 現在のエンティティの比率の詳細

パートナーの消去 現在の会社間勘定科目で指定したエンティティの消去の詳細

消去 現在のエンティティの消去の詳細

ä 更新ルールを定義するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［ナビゲート］メニューの［更新ルール］を選択し、次の

いずれかの操作を行います。

l 更新ルールを作成するには、［新規］を選択し、ルール、説明、およびセキュ

リティクラスを指定し、割り当てられたルールを実行するか属性の処理を使

用するかを指定して、［OK］をクリックします。

ヒント： ［更新ルール］ウィンドウから更新ルールを作成するには、［ファイ

ル］メニューから［新規更新ルール］を選択します。

l 更新ルールを編集するには、編集する更新ルールを選択して［OK］をクリッ

クします。

2 ［勘定科目］列で、更新ルールが適用される対象の勘定科目を入力します。

3 更新ルールの計算式を格納する列を選択します。

4 ［計算式］ボックスに、計算式を入力します。計算式を追加または変更する方法につ

いては、234 ページの「計算式の作成」を参照してください。

5 ［ファイル］メニューから［上書き保存］を選択してロジックを保存します。

カスタム関数
カスタム関数を使用して、独自の関数を作成できます。既存の関数を使用するか、

新しい関数を作成できます。ロジックで使用するたびに計算式を再入力するより、

よく使用する計算式のカスタム関数を定義する方が簡単です。

アプリケーションファイルに含めることができるカスタム関数セクションは 1 つ

だけで、アプリケーションのすべてのカスタム関数をこのセクションで定義しま

す。カスタム関数は、特定の構文に従う必要があり、計算式の読み込みまたは抽

出を行うとこの構文が使用されます。

［カスタム関数］ウィンドウ
［カスタム関数］ウィンドウを使用して、独自の関数を定義します。カスタム関数

の定義を印刷またはプレビューできます。

図 60 に、［カスタム関数］ウィンドウを示します。
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図 60 ［カスタム関数］ウィンドウ

［カスタム関数］ウィンドウには次の要素があります。

l ［計算式］ボックス - ［計算式］ボックスを使用して計算式を作成します。

l ［パラメータ］ボックス - ［パラメータ］ボックスを使用してカスタム関数の

パラメータを指定します。パラメータの先頭のアット記号（@）によってパラ

メータを指定します。

注： ロジックファイル内のパラメータを使用するカスタム関数のパラメータ

セクションには、大文字を使用しないでください。例えば、次のような

ロジックステートメントがあるとします。

#income1 = cbd@NAM,lastyr,#income2,@PER

次のように変更します。

#income = cbd@nam,lastyr,#income2,@per

l カスタム関数表 - カスタム関数表を使用してカスタム関数をアプリケーション

間で挿入および削除します。［計算式］列を使用してカスタム関数に計算式を

割り当てることもできます。

アット記号（@）を使用して関数のパラメータ変数を指定します。［指示］ボッ

クスにパラメータの使用方法の手順を入力します。例えば、次の計算式を使

用して、SOURCE と PERCENT をパラメータとして指定できます。

GROWTH(@SOURCE,@PERCENT)=PRE(@SOURCE) * 1.@PERCENT

カスタム関数の定義
ロジックの計算式を作成するために、カスタム関数を作成して、他の関数および

更新ルールとともに使用できます。カスタム関数を編集して削除することもでき
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ます。カスタム関数の削除方法については『Hyperion Enterprise セットアップガイ

ド』を参照してください。

注： ロジックで使用されている場合は、カスタム関数を削除できません。

カスタム関数を定義すると、［ロジック］ウィンドウの関数一覧に表示されます。

注： カスタム関数と更新ルールは同じ ID を持つことはできません。

ä カスタム関数を定義するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［ナビゲート］メニューの［カスタム関数］を選択し、次

のいずれかの操作を行います。

l カスタム関数を作成するには、表で 初の空白行を選択します。

l 既存のカスタム関数を編集するには、編集するカスタム関数を選択します。

2 カスタム関数のパラメータとタイプを指定します。

3 カスタム関数の ID、説明、セキュリティクラス、および使用法を指定します。

4 カスタム関数の計算式を指定します。手順については、234 ページの「計算式の作成」

を参照してください。

5 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

計算式の読み込み
ロジック、更新ルール、またはカスタム関数は、計算式ファイルから読み込むこ

とができます。例えば、テキストエディタで計算式ファイルを編集して再読み込

みしたり、1 つのアプリケーションから計算式ファイルを抽出して別のアプリケー

ションに読み込んだりすることができます。

計算式を読み込むときには、計算式を置換するか結合するかを選択できます。［置

換］オプションを使用すると、システムは、既存の計算式を選択した計算式で書

式化されたテキストファイルに置き換えます。［結合］オプションを使用すると、

システムは、計算式で書式化されたテキストファイルの内容と既存の計算式を結

合します。

また、［ロジックのチェック］オプションを選択して、読み込み中のロジックを

チェックできます。［ロジックのチェック］オプションを選択して複数の計算式

ファイルを読み込む場合、その前にカスタム関数を読み込んで、ルールを更新す

る必要があります。

ロジック、更新ルール、またはカスタム関数を読み込むには、読み込みファイル

は特定の書式に従う必要があります。ロジックの読み込みと抽出ファイルの書式

について詳しくは、261 ページの「ロジックの読み込みと抽出ファイルの書式」

を参照してください。更新ルールの読み込みと抽出ファイルの書式について詳し

くは、262 ページの「更新ルールの読み込みと抽出ファイルの書式」を参照して

ください。カスタム関数の読み込みと抽出ファイルの書式について詳しくは、263

ページの「カスタム関数の読み込みと抽出ファイルの書式」を参照してください。
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注： ［ロジックのチェック］オプションを選択して複数の計算式ファイルを読み

込む場合、まずカスタム関数を読み込んで、ルールを更新する必要があり

ます。

サーバベースの処理を使用して計算式を読み込む場合は、読み込みの進行状況を

示すウィンドウが表示されます。このウィンドウは別のプログラムであるため、

サーバの処理中に Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion

Enterprise を終了することができます。サーバで処理が終了するとこのウィンドウ

は閉じます。問題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。

ä 計算式を読み込むには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］、［更新ルール］、または［カスタム関数］ウィンドウで、［タスク］メ

ニューの［計算式の読込］を選択します。

2 ［追加］をクリックして、読み込むファイルを追加します。

3 次のいずれかの操作を行います。

l ロジック、更新ルール、またはカスタム関数を置換するには、［置換］を選択

します。

l ロジックを結合するには、［結合］を選択します。

4 計算式の読み込みにロジック、更新ルール、およびカスタム関数を含めるかどうかを

選択します。

注： ［結合］オプションを選択した場合には、ロジックだけを含めることができ

ます。

5 ロジックを読み込み時にチェックするには、［ロジックのチェック］をクリックしま

す。

6 ［OK］をクリックします。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

7 次のオプションのいずれかを選択します。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

計算式の抽出
ロジック、更新ルール、またはカスタム関数を計算式ファイルに抽出できます。

例えば、テキストエディタで計算式ファイルを編集して、計算式ファイルを再読

み込みすることができます。また、1 つのアプリケーションからロジック、更新

ルール、およびカスタム関数を抽出して、別のアプリケーションに読み込むこと

もできます。

抽出されたロジック、更新ルール、およびカスタム関数を新しい計算式ファイル

に保存できます。また、既存の計算式ファイルを置換したり、それらを既存の計
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算式ファイルに追加することもできます。抽出されたロジックを計算式ファイル

に保存するとき、システムは特定の書式に従います。ロジックの読み込みと抽出

ファイルの書式について詳しくは、261 ページの「ロジックの読み込みと抽出ファ

イルの書式」を参照してください。更新ルールの読み込みと抽出ファイルの書式

について詳しくは、262 ページの「更新ルールの読み込みと抽出ファイルの書式」

を参照してください。カスタム関数の読み込みと抽出ファイルの書式について詳

しくは、263 ページの「カスタム関数の読み込みと抽出ファイルの書式」を参照

してください。

サーバベースの処理を使用して計算式を抽出する場合は、その進行状況を示すウィ

ンドウが表示されます。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの

処理中に Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終

了することができます。サーバで処理が終了するとこのウィンドウは閉じます。

問題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。

ä 計算式を抽出するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］、［更新ルール］、または［カスタム関数］ウィンドウで、［タスク］メ

ニューの［計算式の抽出］を選択します。

2 ［ファイル］タブで、ファイルの名前を入力するか、［参照］を選択してファイルを検

索します。

3 アプリケーション内のすべてのロジック、更新ルール、またはカスタム関数を抽出す

るには、［すべての計算式を抽出］を選択して、［OK］をクリックします。

4 ［ロジック］、［更新ルール］、または［カスタム関数］タブで、抽出するロジック、更

新ルール、またはカスタム関数を選択して、次の操作を行います。

l 抽出する個々のロジック、更新ルール、またはカスタム関数を選択するか、

または範囲をハイライトします。

l アプリケーション内のすべてのロジック、更新ルール、またはカスタム関数

を選択するには、［すべてを選択］を選択します。

l アプリケーション内のすべてのロジック、更新ルール、またはカスタム関数

を解除するには、［すべてクリア］を選択します。

5 ［OK］をクリックします。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

6 次のオプションのいずれかを選択します。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

ロジックの読み込みと抽出ファイルの書式
ロジックを計算式ファイルとの間で読み込みまたは抽出することができます。例

えば、テキストエディタでロジックを編集して、アプリケーションにロジックを

再読み込みすることができます。また、このオプションを使用して、あるアプリ
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ケーションからロジックを抽出して、他のアプリケーションに読み込むこともで

きます。

計算式ファイルには、あらゆる組み合わせの複数のロジックを含めることができ、

ファイルは、ファイルのヘッダー情報によって識別されます。複数の計算式ファ

イルを読み込むことができ、1 つのファイルに複数のロジックを含むことができ

ます。

読み込まれる各ロジックには、次のヘッダー情報が含まれる必要があります。

[METHOD = ID, Description, Security, Type, Code]

ヘッダー情報 説明

ID 20 文字以内のロジック ID

Description 40 文字以内のロジックの説明

Security 有効なセキュリティクラス

Type 入力ロジックは A、換算ロジックは T、連結ロジックは C

Code 有効なロジックコード（オプション）

注： ロジックの説明にはコンマを使用できません。コンマは、計算式の読み込

み時に区切り文字として使用されます。

次にロジックの例を示します。

[METHOD=CHART, Chart Logic, MAXIMUM, A, LOgCODE]

[CATEGORY=ALL]

#HA9999 = TOT #HI1999 = #HA1000

#RE2999 = SUB (#RE2100) #RE3999 = SUB (#3000)

#DX1999 = #DE1000 + #DI1000 ! Sum from  HA 1000

! Headcount (HA1000) ! Sum from RE2100

! Sum from RE3000 ! Sum of DE1000 + DI1000

更新ルールの読み込みと抽出ファイルの書式
更新ルールを計算式ファイルとの間で読み込みまたは抽出することができます。

例えば、テキストエディタで更新ルールを編集して、アプリケーションに更新ルー

ルを再読み込みすることができます。また、このオプションを使用して、あるア

プリケーションから更新ルールを抽出して、他のアプリケーションに読み込むこ

ともできます。

計算式ファイルには、あらゆる組み合わせの複数の更新ルールを含めることがで

き、ファイルは、ファイルのヘッダー情報によって識別されます。複数の計算式

ファイルを読み込むことができ、1 つのファイルに複数の更新ルールを含めるこ

とができます。
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注： 更新ルールは連結ロジックでのみ有効です。

読み込まれる各更新ルールには、次のヘッダー情報が含まれる必要があります。

[RULE = ID, Description, Execute, Attribute, Security,Inst,Param]

情報 説明

ID 20 文字以内の更新ルールの ID

Description 40 文字以内の更新ルールの説明

Execute 指定された勘定科目にデータが含まれるかどうかにかかわらず、更新ルールを必ず
実行するかどうか示すフラグ

Attribute 更新ルールが勘定科目種別を区別するためのフラグ

Security 有効なセキュリティクラス

Inst 更新ルールの使用に関する一般的な手順

Param 更新ルールのパラメータ

注： 更新ルールの説明にコンマを使用できません。コンマは、計算式の読み込

み時に区切り文字として使用されます。

［更新ルール］ウィンドウで計算式がどのように構成されるかを次に示します。

配賦先勘定科目 比率 消去 パートナーの消去

#ACCOUNT = <exp>; <exp>; <exp>;

ファイルの更新ルールの例を次に示します。

[RULE = INV, Investment, X, X, MAXIMUM]

INST = Pass the type of reserves as a parameter

PARAM = @TYP

@CACC.VAR = - ELIMINV (@cACC.ope);

# INVESTMENT = - #INVESTMENT;

# RESERVE@TYP = #INVESTMENT;

カスタム関数の読み込みと抽出ファイルの書式
カスタム関数を計算式ファイルとの間で読み込みまたは抽出することができます。

例えば、テキストエディタでカスタム関数を編集して、アプリケーションにカス

タム関数を再読み込みすることができます。また、このオプションを使用して、

あるアプリケーションからカスタム関数を抽出して、他のアプリケーションに読

み込むこともできます。

計算式ファイルには、あらゆる組み合わせの複数のカスタム関数を含めることが

でき、ファイルは、ファイルのヘッダー情報によって識別されます。また、複数

の計算式ファイルを読み込むことができ、1 つのファイルに複数のカスタム関数

を含めることができます。
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注： カスタム関数を作成し、入力ロジック、換算ロジック、連結ロジック、ま

たはこれらのロジック種別の組み合わせで使用できます。

読み込む各カスタム関数には、次のヘッダー情報が含まれている必要があります。

[FUNC = ID, Description, Security, Type, Par6am]

情報 説明

ID 20 文字以内の ID

Description 40 文字以内の説明

Security 有効なセキュリティクラス

Type 入力ロジックのカスタム関数は A、換算ロジックのカスタム関数は T、または連結

ロジックカスタム関数は C

注： カスタム関数の説明にはコンマを使用できません。コンマは、計算式の読

み込み時に区切り文字として使用されます。

［カスタム関数］ウィンドウでのカスタム関数を次に示します。

ID 数式

ID1 #A + #B + #C

MOV @MAJ_I - @MAJ.OPE

ファイルのカスタム関数の例を次に示します。

[FUNC = MOV, Movement for Short Term Account, MAXIMUM, A]

INST = Substitutes Major of the Invoking account

@MAJ_I - @MAJ.OPE

During formula execution,

#INVESTMENT = MOV

Expands to:

# INVESTMENT_I - #INVESTMENT.OPE

注： 管理しやすくするには、すべてのカスタム関数を 1 つの計算式ファイルに保

存します。

計算式の実行
計算式が実行されると、ロジックは結合され、次に関数がデータ種別およびロジッ

クによって順番に実行されます。理論的には、ロジックが 下位レベルで実行さ

れるとき、デフォルトの入力、特殊な入力の順に実行されます。これによって、

ステートメントを照合するための入力は特殊な入力で上書きされます。しかし、

実際にはシステムでは入力と特殊な入力は 1 つのロジックとして結合および実行

されるので、より効果的に処理されます。これによって、特殊なロジックが入力

／デフォルトロジックを上書きします。次に、ロジックがシステムでどのように

実行されるかを示します。
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注： この例では、ロジックの読み込み時に USE ステートメントは存在しないと

します。

1. 下位ロジック（入力、連結など） - データ種別 = ALL ケース

2. 下位ロジック（入力、連結など） - データ種別固有（例：データ種別 =

ACTUAL ケース）

3. 上書きロジック（Chart1） - データ種別 = ALL ケース

4. 上書きロジック（Chart1） - データ種別固有（例：データ種別 = ACTUAL ケー

ス）

勘定科目がこれらのステートメントの複数の場所で参照されている場合は、その

勘定科目で検出された 後のステートメントのみが実行されます。
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この章では、勘定科目を作成し、編集するのに必要な情報を説明します。

勘定科目の概要
勘定科目は、アプリケーションの各エンティティとデータ種別の財務データを格

納します。Hyperion Enterprise では、各アプリケーションにある全組織の全勘定科

目を 1 つの勘定科目表で定義します。勘定科目表は、データの読み込みや入力、

仕訳帳の調整、データの連結、レポートの作成や実行に使われる勘定科目をすべ

て含むマスタリストです。

勘定科目表には、アプリケーション内の全勘定科目の ID、説明、属性が含まれて

います。勘定科目表で指定された情報によって、システムがどのように勘定科目

を処理するかが決定されます。勘定科目表を構成する要素を次に示します。

l 勘定科目。入力を直接受け取るか、他の勘定科目やサブ勘定科目から受け取

ります。

l 連動表示勘定科目。現在のデータ表示形式と期間単位に基づいて値を表示し

ます。

l サブ勘定科目。他のサマリまたは主要勘定科目に集計される詳細勘定科目で、

入力を直接受け取るか、他の勘定科目やサブ勘定科目から受け取ることがで

きます。

l 勘定科目グループ。レポート作成のためにまとめられた関連勘定科目で、通

常類似した勘定科目属性を共有します。

l グローバル勘定科目。アプリケーション内のすべてのエンティティで使われ

る勘定科目が含まれます。
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注： グローバル勘定科目グループに加えた変更は、アプリケーション内のす

べてのエンティティに適用されます。

勘定科目表を設定するには、勘定科目モジュールの 2 つのウィンドウを使用しま

す。［勘定科目表］ウィンドウでは、勘定科目および勘定科目グループを定義しま

す。［サブ勘定科目表］ウィンドウでは、関連するサブ勘定科目の表を作成し、勘

定科目表で複数回使用できます。

勘定科目表を設定すると、次に示す勘定科目モジュールの他のウィンドウを使用

して、勘定科目を含む他のアプリケーション要素を定義できます。

l ［勘定科目変換表］ウィンドウを使用して、Hyperion Enterprise 勘定科目と他の

システムからの勘定科目間でデータを転送します。詳しくは、300 ページの

「変換表の勘定科目の検索」を参照してください。

l ［会社間照合］ウィンドウを使用して、組織内のエンティティ間の会社間トラ

ンザクションを設定したり、財務貸借対照表からこれらの値を消去したりで

きます。詳しくは、289 ページの「会社間照合の設定」を参照してください。

l ［勘定科目一覧］ウィンドウを使用して、勘定科目のサブセットを作成しま

す。詳しくは、第 12 章「一覧の定義」を参照してください。

勘定科目
勘定科目を使って、データ値を格納します。主要勘定科目を設定して、入力値や、

計算式で算出された値を保存できます。勘定科目のデータの処理方法を決定する

属性を割り当てることによって、勘定科目を定義します。

例えば、種別属性では、貸借対照表、損益計算書などのレポートのデータ値の処

理方法を決定します。負債勘定科目と資産勘定科目は、貸借対照表に与える影響

が異なるので、勘定科目の各種別のデータにはそれぞれ異なる処理が行われます。

指定した属性によって、勘定科目を連結するかどうか、および換算する必要があ

る通貨の値を勘定科目に含めるかどうかをシステムに指示します。勘定科目を定

義する方法については、267 ページの「勘定科目の定義」を参照してください。

勘定科目についてさらに細かい詳細を格納するために、サブ勘定科目表を主要勘

定科目表に割り当てることができます。このとき、主要勘定科目にはサブ勘定科

目の詳細データから計算された値が含まれます。例えば、Golf Gross Sales の主要

勘定科目に Men's Shoes と Women's Shoes というサブ勘定科目がある場合 は、Golf

Gross Sales の値は、Men's Shoes と Women's Shoes の値の合計と等しくなります。

サブ勘定科目表の定義について詳しくは、284 ページの「サブ勘定科目表の定義」

および284 ページの「表内のサブ勘定科目の定義」を参照してください。

連動表示勘定科目
連動表示勘定科目には、データ値ではなく計算式が格納されます。［データ入力］

ウィンドウまたは［データベース］ウィンドウで連動表示勘定科目を表示する場

合は、現在の期間単位と表示形式に基づいてその値が計算されます。期間単位ま

たは表示形式が変更された場合は、計算式を計算するときに勘定科目が再計算さ

れます。例えば、連動表示勘定科目を使用して、Gross Margin の値を Gross Sales

の値で除算して Gross Margin 比率を計算できます。計算式の実行について詳しく

は、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。
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表 56 に、データ表示形式に応じて Gross Margin Percentage の連動表示勘定科目の

値がどのように変化するかを示します。

表 56 連動表示勘定科目

勘定科目 期別表示 データ種別累計データ表示

Gross Sales 150 350

Gross Margin 100 200

Gross Margin Percentage 0.67 0.57

データ表示形式については、158 ページの「データ種別属性」を参照してくださ

い。

［勘定科目表］ウィンドウでは、連動表示勘定科目を勘定科目に指定できます。［計

算式］ウィンドウで、連動表示勘定科目の計算式を定義します。連動表示勘定科

目の計算式の定義については、268 ページの「連動表示勘定科目」を参照してく

ださい。

2,000 件を超える連動表示勘定科目があり、特にロジックが関連付けられている他

の勘定科目を参照する連動表示勘定科目がある場合は、Hyperion Enterprise では

データを 初の取得時に自動的に更新します。

連動表示勘定科目には、レポート、データ入力表、および勘定科目一覧を組み込

むことができます。連動表示勘定科目はデータ値を格納しないため、勘定科目変

換表またはデー読み込みでは無効です。

注： 主要勘定科目が連動表示勘定科目の場合は、そのサブ勘定科目のすべても

連動表示勘定科目です。主要勘定科目が連動表示勘定科目でない場合は、

そのサブ勘定科目のどれも連動表示勘定科目になりません。

サブ勘定科目
サブ勘定科目には、主要勘定科目または他のサブ勘定科目に表示される値の詳細

が含まれています。サブ勘定科目は、主要勘定科目またはこれらが関連付けられ

ているサブ勘定科目に集計されます。勘定科目のさらに細かい詳細を表示するた

め、サブ勘定科目のレベルを 2 つまで含めることができます。

例えば、Product Sales という主要勘定科目に、売上を表す Golf、Tennis、および

Soccer のサブ勘定科目があるとします。さらに、各サブ勘定科目には、製品ライ

ンの売上の詳細を示す Shoes、Balls、Equipment、および Apparel というサブ勘定科

目があるとします。

図 61 に結果として得られる勘定科目表を示します。
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図 61 詳細を表示した［勘定科目表］ウィンドウ

勘定科目グループ
勘定科目を編成し、デフォルト属性値を割り当てるには、勘定科目グループを定

義します。勘定科目表に勘定科目を表示すると、勘定科目は勘定科目グループ内

に表示されます。勘定科目グループはアプリケーションで必要な数だけ作成でき

ます。例えば、短期負債勘定科目のすべてを含む、短期負債勘定科目グループを

作成するとします。

各勘定科目グループには、グループに含まれる勘定科目の値の処理方法を決定す

るデフォルト属性があります。勘定科目を勘定科目グループに追加する場合は、

勘定科目には現在のグループのデフォルト属性が継承されますが、グループ内の

個々の勘定科目に属性を割り当てることができます。個々の勘定科目属性は、グ

ループ属性を上書きします。

グローバル勘定科目グループ
グローバル勘定科目グループには、アプリケーション内のすべてのエンティティ

で使用される勘定科目の情報が含まれます。この情報を一度に格納することによっ

て、グローバル勘定科目グループでは、アプリケーションで必要な記憶領域とア

プリケーション操作の変更を編集するのに必要なデータ容量の両方を削減できま

す。例えば、アプリケーション内のすべてのエンティティのグローバルグループ

の為替レートを一度に入力したり、変更したりできます。

アプリケーション作成時に、グローバル勘定科目グループは作成されます。グロー

バル勘定科目グループの名前の変更やグループ内の勘定科目の追加と削除はでき

ますが、グローバル勘定科目グループを削除することはできません。
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［勘定科目表］ウィンドウ
［勘定科目表］ウィンドウでは、勘定科目表を定義、表示、および変更できます。

［勘定科目表］ウィンドウには、勘定科目グループを表示する表と、これらのグ

ループ内の勘定科目やサブ勘定科目の階層が含まれます。勘定科目表の下に表示

される 2 つのタブには、ハイライトされた勘定科目グループ、勘定科目、または

サブ勘定科目の属性が示されます。

［勘定科目表］ウィンドウを開くと、勘定科目グループの情報のみが表示されま

す。勘定科目表全体を表示するには、表を展開する必要があります。

図 62 に［勘定科目表］ウィンドウを示します。

図 62 ［勘定科目表］ウィンドウ

［勘定科目表］ウィンドウには次の要素が含まれます。

l 勘定科目表 - グループ、勘定科目、またはサブ勘定科目 ID と説明を表示しま

す。［勘定科目］列には、勘定科目グループの下に勘定科目がインデントさ

れ、勘定科目の下にサブ勘定科目がインデントされて階層が表示されます。

［表示］メニューのコマンドを使用するか、表にあるプラス記号（+）または

マイナス記号（-）を使用して、勘定科目表の一部を展開および縮小できます。

勘定科目表の一部の表示および非表示について詳しくは、『Hyperion Enterprise

セットアップガイド』を参照してください。

l ［属性］タブと［サブ勘定科目表］タブ - 選択した勘定科目、サブ勘定科目、

または勘定科目グループの属性を表示します。勘定科目属性および現在の勘
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定科目に添付するサブ勘定科目表について詳しくは、273 ページの「勘定科目

属性」を参照してください。

勘定科目表の一部を次のように表示できます。

l 特定のグループまたは勘定科目を検索します。

l 1 つの勘定項目グループ内にある勘定科目だけを表示します。詳しくは、272

ページの「選択した勘定科目グループの表示」を参照してください。

l 勘定科目表の印刷またはプレビューを行います。詳しくは、『Hyperion Enterprise

セットアップガイド』を参照してください。

勘定科目表での勘定科目グループの検索
［勘定科目表］ウィンドウでは、特定の勘定科目グループを検索できます。場合に

よっては、勘定科目表全体をスクロールするよりも簡単に勘定科目グループを検

索できます。特に、グループや勘定科目の詳細が表示されている場合には効果的

です。

ä 勘定科目グループを検索するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウで、［編集］から［検索］を選択し、［グループ］を選択し

ます。

2 勘定科目グループ ID を入力するか、一覧から選択します。

3 ［OK］をクリックします。

勘定科目表での勘定科目の検索
［勘定科目表］ウィンドウでは、特定の勘定科目を検索できます。勘定科目が所属

する勘定科目グループが不明な場合でも検索可能です。選択した勘定科目が縮小

しているグループまたは勘定科目の詳細にある場合は、詳細が展開され、選択し

た勘定科目がハイライトされます。

ä 勘定科目表で勘定科目を検索するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウで、［編集］から［検索］を選択し、［勘定科目］を選択し

ます。

2 各チェックボックスを使用して勘定科目の一覧にフィルタを適用します。

3 勘定科目 ID を入力するか、一覧から選択します。

4 ［OK］をクリックします。

選択した勘定科目グループの表示
［勘定科目表］ウィンドウでは、単一の勘定科目グループを表示できます。例え

ば、行を挿入せずにグループの 後に勘定科目を追加する場合、収益勘定科目グ

ループのみを表示できます。
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注： グループを選択した後、勘定科目表内でスクロールして他のグループを表

示することはできません。

ä 選択した勘定科目グループを表示するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウで、［表示］メニューから［グループ］を選択します。

2 勘定科目グループ ID を入力するか、一覧から選択します。

3 ［OK］をクリックします。

ヒント： 他の勘定科目グループを表示するには、再度［表示］メニューから［グ

ループ］を選択します。勘定科目表全体を再度表示するには、［表示］

メニューから［勘定科目表］を選択します。

勘定科目属性
勘定科目属性のセットを勘定科目表の各勘定科目グループまたは勘定科目に割り

当てます。これらの属性によって、勘定科目およびその値の処理方法が決まりま

す。例えば、勘定科目に通貨属性を選択すると、その勘定科目は通貨換算に組み

込まれます。

勘定科目グループを定義する場合は、勘定科目グループの勘定科目のデフォルト

属性を定義します。グループに追加した各勘定科目にはデフォルトの属性が使用

されますが、手動で属性を変更できます。勘定科目グループのデフォルト属性を

変更した場合は、そのグループで作成される新しい勘定科目にのみ変更が適用さ

れます。変更を行っても、グループ内の既存の勘定科目やグループに移動した勘

定科目には影響しません。勘定科目グループの定義については、276 ページの「勘

定科目グループの定義」を参照してください。

次の項目では、割り当てることができる勘定科目属性ついて説明します。

種別
種別属性では、勘定科目の値の処理および格納方法を決定します。勘定科目の値

の処理方法を決定するには、次に示す勘定科目種別を勘定科目に割り当てます。

l 収益勘定科目は、値が正の場合に純資産を増加させる値を保存します。

l 費用勘定科目は、値が正の場合に純資産を減少させる値を保存します。

l 資産勘定科目は、会社の資産を表す値を保存します。

l 負債勘定科目は、会社の負債を表す値を保存します。

l 残高勘定科目は、ある特定の時点における値を保存します。

l フロー勘定科目は、ある期間を通して累計した値を保存します。

小数表示
小数表示属性によって、［データベース］ウィンドウと［データ入力］ウィンドウ

で表示する、勘定科目の値の小数点以下の桁数が決まります。例えば、勘定科目

の小数表示属性を 0（ゼロ）に設定すると、値は整数で表示されます。勘定科目
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の小数表示属性を 2 に設定すると、値は 8.25 などのように、小数点以下 2 桁の数

で表示されます。

注： 小数表示属性は、データの表示にのみ使用されます。システムでは、入力

または計算された厳密な値を使用してデータを保存および計算します。

単位
単位属性によって、［データ入力］ウィンドウと［データベース］ウィンドウの勘

定科目の単位が決まります。例えば、U.S. Region エンティティの単位を千（3）と

設定し、U.S. Region の Sales 勘定科目で 6 の値を入力した場合は、システムでは数

字 6 を表示しますが、数字 6,000 を保存します。Sales 勘定科目に単位を指定せず、

6 の値を入力した場合は、システムでは数字 6 を表示し、数字 6 を保存します。

エンティティ、データ種別、およびデータ読み込みの単位は、単位属性に割り当

てられた勘定科目にのみ適用されます。勘定科目の単位属性を選択し、エンティ

ティおよびデータ種別の単位を指定した場合は、データ種別に指定された単位で

勘定科目の値が表示されます。エンティティの単位設定については、208 ページ

の「エンティティのデフォルトの設定」および 210 ページの「エンティティの定

義」を参照してください。データ種別の単位設定については、158 ページの「デー

タ種別属性」を参照してください。データ読み込みの単位設定について詳しくは、

『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

連結
連結属性では、勘定科目のデータを連結に含めるかどうかを決定します。例えば、

利率および為替レートが含まれる勘定科目に連結属性を使用しない場合は、これ

らの値は連結されません。連結について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガ

イド』を参照してください。

通貨
通貨属性では、連結時に通貨換算を勘定科目に適用するかどうかを決定します。

例えば、売上原価のデータを含んでいる勘定科目に［通貨］を選択し、税率デー

タを含んでいる勘定科目には選択しません。

コード
コード属性では、あらかじめ定義されたコードを勘定科目に割り当てます。コー

ドは、レポート用ツールとして使用され、勘定科目一覧を作成するために勘定科

目にフィルタを適用できます。例えば、各期首残高サブ勘定科目に同じコードを

割り当てることによって、アプリケーション内のすべての貸借対照表勘定科目の

期首残高のレポートを作成できます。このコードを含む貸借対照表勘定科目が追

加されたり削除されたりすると、このコードに基づいて連動勘定科目一覧内のサ

ブ勘定科目が追加されたり削除されたりします。

サブ勘定科目は、異なるコードがサブ勘定科目に割り当てられない限り、関連付

けられた勘定科目と同じコードを持ちます。第 1 レベルサブ勘定科目にコードを
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割り当てる場合は、サブ勘定科目が独自に割り当てられたコードを保持していて

も、サブ勘定科目には付属する主要勘定科目のコードが継承されます。第 2 レベ

ルサブ勘定科目にコードを割り当てる場合は、第 2 レベルサブ勘定科目が付属す

るサブ勘定科目のコードと、第 1 レベルサブ勘定科目が付属する主要勘定科目の

コードが第 2 レベルサブ勘定科目に継承されます。コードの定義について詳しく

は、179 ページの「コードの定義」を参照してください。

サブ勘定科目表
サブ勘定科目表属性は、ウィンドウのラベルの付いた表で、サブ勘定科目表を主

要勘定科目またはサブ勘定科目に添付します。システムは、表が関連付けられて

いる勘定科目またはサブ勘定科目の下に表のサブ勘定科目を挿入します。例えば、

Golf Product Line のサブ勘定科目表を Golf Gross Sales、Golf Cost of Goods Sold、お

よび Golf Gross Margin 勘定科目に添付した場合は、Golf Product Line のサブ勘定科

目表のサブ勘定科目はこれらの勘定科目の下に詳細勘定科目として表示されます。

サブ勘定科目表について詳しくは、284 ページの「サブ勘定科目表の定義」を参

照してください。

注： データを含むサブ勘定科目表を主要勘定科目から分離した場合は、サブ勘

定科目のデータの合計は主要勘定科目に保持されます。

サブ勘定科目表タイプ
サブ勘定科目表を勘定科目に添付する場合は、サブ勘定科目を固定またはチェッ

ク済にするかどうかを指定します。［固定］サブ勘定科目は、サブ勘定科目にデー

タが含まれているかどうかにかかわらず、［データ入力］ウィンドウと［データ

ベース］ウィンドウで常に表示されます。［チェック済］サブ勘定科目は、サブ勘

定科目にデータが含まれている場合にのみ、［データ入力］ウィンドウと［データ

ベース］ウィンドウに表示されます。

第 1 レベルのみ

［第 1 レベルのみ］オプションを選択すると、第 1 レベルのサブ勘定科目のみが現

在の勘定科目に関連付けられます。選択された表で、個々のサブ勘定科目にサブ

勘定科目表が付属されている場合は、第 2 レベルのサブ勘定科目は勘定科目に関

連付けられません。このオプションが選択されていない場合は、すべてのサブ勘

定科目レベルが勘定科目に関連付けられます。

注意 複数のレベルのサブ勘定科目が関連付けられている勘定科目の［第 1 レベ

ルのみ］オプションを選択した場合は、あらゆる第 2 レベルのサブ勘定科

目に関連するすべてのデータは削除されます。
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勘定科目グループの設定
勘定科目グループを設定して、レポート生成用に類似する勘定科目をグループ化

します。例えば、短期負債の勘定科目グループや長期負債の勘定科目グループを

作成できます。

勘定科目グループを定義し、次に勘定科目を定義、移動、削除して勘定科目グルー

プを設定します。勘定科目グループの設定には、勘定科目グループのデフォルト

属性の定義も含まれます。［勘定科目グループ］のデフォルト属性は、勘定科目が

勘定科目グループに追加されたときに適用された勘定科目属性およびサブ勘定科

目属性です。勘定科目を作成すると、デフォルトの勘定科目グループ属性を保持

できます。または、新しい勘定科目グループ属性を選択できます。

勘定科目グループ属性を変更しても、勘定科目グループ内にある勘定科目は変更

されません。新しい勘定科目を作成すると、その勘定科目には現在の勘定科目グ

ループ属性が割り当てられます。

不要になった勘定科目グループは削除できますが、まず勘定科目グループからす

べての勘定科目を削除する必要があります。勘定科目および勘定科目グループの

削除について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してく

ださい。

勘定科目グループの定義
勘定科目表に新しい勘定科目グループを定義する必要がある場合は、勘定科目グ

ループを追加します。また、既存の勘定科目グループの ID と説明の編集も可能で

す。勘定科目グループは必要な数だけ追加できます。勘定科目グループを追加す

ると、デフォルトのグループ属性が適用されます。勘定科目属性については、273

ページの「勘定科目属性」を参照してください。

ä 勘定科目グループを定義するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l 勘定科目グループを作成するには、表内の先頭の空白行を選択します。

l 既存の勘定科目グループを編集するには、編集する勘定科目グループを選択

します。

2 勘定科目グループ ID と説明を入力します。

3 ［属性］タブで、勘定科目グループに勘定科目属性を選択します。

4 サブ勘定科目表を勘定科目に割り当てるには、［サブ勘定科目表］を選択し、表を選

択します。次に、表内のサブ勘定科目を［固定］または［チェック済］のいずれにす

るかを選択します。サブ勘定科目表を定義する手順については、284 ページの「サブ

勘定科目表の定義」を参照してください。

ヒント： サブ勘定科目表の第 1 レベルのサブ勘定科目にのみ添付するには、［第

1 レベルのみ］を選択します。
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勘定科目グループの移動
勘定科目表内で勘定科目グループを移動することができます。勘定科目グループ

を切り取ると、勘定科目グループがクリップボードにコピーされます。次に、切

り取った勘定科目グループを勘定科目表内の別の場所に貼り付けます。勘定科目

グループを移動すると、その中の勘定科目とサブ勘定科目がともに移動します。

勘定科目グループを移動すると連結ステータスに影響する場合があります。グルー

プを移動したことで計算や小計に影響があった場合、データを含む親エンティティ

のステータスが「影響あり」に変わり、データを含む 下位エンティティのステー

タスが「算出」に変わります。連結ステータスについて詳しくは、付録 A「連結

ステータス」を参照してください。

ロジックは、アプリケーション内の勘定科目グループをコピーおよび貼り付けす

る場合にも影響を受けます。連結を実行する前に再コンパイルして、ロジックが

正しいことを確認してください。

注： ある勘定科目グループを、他の勘定科目グループ内の既存の勘定科目間で

移動することはできません。例えば、「資産」グループを、「収益」グルー

プ内の勘定科目「売上」と「割引」の間で移動することはできません。

ä 勘定科目グループを移動するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウで、移動する勘定科目グループを選択します。

2 ［編集］メニューから［切り取り］を選択します。

3 勘定科目グループを貼り付けるには、次の操作のいずれかを行います。

l 勘定科目グループを勘定科目表の 後に移動するには、勘定科目表を 後ま

でスクロールし、［編集］メニューから［貼り付け］を選択します。

l 勘定科目グループを既存のグループ間で移動するには、勘定科目を配置する 1

つ前の勘定科目グループ ID までスクロールし、［編集］メニューから［貼り

付け］を選択します。

勘定科目の設定
勘定科目グループ内で勘定科目を定義、移動、削除して勘定科目を設定します。

個々の勘定科目の属性を定義して勘定科目グループのデフォルト属性を上書きす

ることもできます。

勘定科目を削除すると、すべての勘定科目データおよびサブ勘定科目データが削

除されます。期間が保護されていない場合は、データを含んでいる勘定科目を削

除できます。勘定科目の削除方法については『Hyperion Enterprise セットアップガ

イド』を参照してください。

勘定科目が計算式の計算または小計に影響する場合は、勘定科目を定義、移動、

および削除すると、連結ステータスに影響を与える可能性があります。連結ステー

タスについて詳しくは、付録 A「連結ステータス」を参照してください。
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勘定科目の定義
勘定科目表で勘定科目を定義するには、勘定科目を勘定科目グループに追加しま

す。勘定科目を作成すると、勘定科目グループのデフォルト属性が割り当てられ

ます。属性を変更して、勘定科目の勘定科目グループのデフォルトを上書きする

ことができます。勘定科目グループ属性の定義については、276 ページの「勘定

科目グループの定義」を参照してください。勘定科目属性の定義については、278

ページの「勘定科目属性の定義」を参照してください。

勘定科目を追加または編集すると連結ステータスに影響する場合があります。勘

定科目を追加したことで計算や小計に影響があった場合、データを含む親エンティ

ティのステータスが「影響あり」に変わり、データを含む 下位エンティティの

ステータスが「算出」に変わります。連結ステータスについて詳しくは、付録 A

「連結ステータス」を参照してください。

ä 勘定科目を定義するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l 勘定科目を勘定科目表の 後に追加するには、勘定科目表の 後の空白行ま

でスクロールします。

l ［表示］メニューから［グループ］メニューコマンドを使用して表示した勘定

科目グループの 後に勘定科目を追加するには、勘定科目グループの 後の

勘定科目の下にある空白行までスクロールします。

l 勘定科目を既存の勘定科目の間に追加するには、勘定科目グループを展開し、

新しい勘定科目を配置する 1 つ前の位置までスクロールし、［編集］メニュー

の［挿入］から［勘定科目］を選択します。

l 既存の勘定科目を編集するには、編集する勘定科目を選択します。

2 勘定科目の ID と説明を入力します。

3 ［属性］タブと［サブ勘定科目表］タブで、勘定科目の勘定科目属性を定義します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

勘定科目属性の定義
勘定科目を作成すると、その勘定科目には勘定科目グループの属性が割り当てら

れます。勘定科目またはサブ勘定科目の属性は随時変更できます。

勘定科目属性を変更すると連結ステータスに影響する場合があります。勘定科目

を変更したことで計算や小計に影響があった場合、データを含む親エンティティ

のステータスが「影響あり」に変わり、データを含む 下位エンティティのステー

タスが「算出」に変わります。連結ステータスについて詳しくは、付録 A「連結

ステータス」を参照してください。

注： 勘定科目のコードを変更しても連結ステータスには影響しません。

ä 勘定科目属性を定義するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウで、属性を設定する勘定科目またはサブ勘定科目を選択し

ます。
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2 ［属性］タブで、勘定科目の属性を選択します。

3 サブ勘定科目表を手動で勘定科目に割り当てるには、［サブ勘定科目表］を選択し、

サブ勘定科目表の属性を指定します。サブ勘定科目表を定義する手順については、

284 ページの「サブ勘定科目表の定義」を参照してください。

勘定科目の移動
勘定科目表内で勘定科目を移動することができます。勘定科目グループを移動す

ると、勘定科目グループがクリップボードにコピーされます。次に、切り取った

勘定科目グループを勘定科目表内の別の場所に貼り付けます。勘定科目とともに

サブ勘定科目の詳細も移動しますが、勘定科目属性に影響はありません。

勘定科目を移動すると連結ステータスに影響する場合があります。勘定科目を移

動したことで計算や小計に影響があった場合、データを含む親エンティティのス

テータスが「影響あり」に変わり、データを含む 下位エンティティのステータ

スが「算出」に変わります。連結ステータスについて詳しくは、付録 A「連結ス

テータス」を参照してください。

ä 勘定科目を移動するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウで、移動する勘定科目を選択します。

2 ［編集］メニューから［コピー］を選択します。

3 新しい位置に勘定科目を貼り付けるには、次のいずれかの操作を行います。

l 勘定科目を勘定科目表の 後に貼り付けるには、勘定科目表の 後にある空

白行までスクロールし、［編集］メニューから［貼り付け］を選択します。

l ［表示］メニューから［グループ］メニューコマンドを使用して表示した勘定

科目グループの 後に勘定科目を貼り付けるには、グループの 後の勘定科

目の下にある空白行までスクロールし、［編集］メニューから［貼り付け］を

選択します。

l 勘定科目を既存の勘定科目の間に貼り付けるには、勘定科目を配置する 1 つ

前の位置までスクロールし、［編集］メニューから［貼り付け］を選択しま

す。

［サブ勘定科目表］ウィンドウ
サブ勘定科目表は、関連するサブ勘定科目のグループで、勘定科目表で繰り返し

使用できます。サブ勘定科目表を使用して、サブ勘定科目を主要勘定科目または

他のサブ勘定科目に関連付けます。例えば、組織内の個々の製品をリストするサ

ブ勘定科目表を作成する場合は、表を 2 つの異なる主要勘定科目（1 つは売上デー

タを含み、もう 1 つ売上原価データを含むなど）に関連付けることができます。

［サブ勘定科目表］ウィンドウを使用して、サブ勘定科目表のサブ勘定科目を定

義、表示、および変更することができます。［サブ勘定科目表］ウィンドウには、

現在のサブ勘定科目表のサブ勘定科目を表示する表が含まれます。表には、現在

の表のサブ勘定科目に付属するサブ勘定科目表のサブ勘定科目である第 2 レベル

のサブ勘定科目も含まれます。特定のサブ勘定科目を選択するか、表のレベルを

展開して、さまざまな詳細レベルを表示できます。
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現在のサブ勘定科目表で特定のサブ勘定科目を検索できます。現在のサブ勘定科

目表やすべてのサブ勘定科目表の印刷やプレビューもできます。

［サブ勘定科目表］ウィンドウを開くと、第 1 レベルサブ勘定科目だけが示されま

す。サブ勘定科目表全体を表示するには、表を展開する必要があります。

図 63 に、［サブ勘定科目表］ウィンドウを示します。

図 63 ［サブ勘定科目表］ウィンドウ

サブ勘定科目表の展開方法については、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』

を参照してください。

［サブ勘定科目表］ウィンドウには、次の要素があります。

l 勘定科目表 - サブ勘定科目 ID と説明が表示されます。［勘定科目］列には、第

1 レベルサブ勘定科目グループの下に第 2 レベル勘定科目がインデントされて

階層が表示されます。［表示］メニューのコマンドを使用するか、表にあるプ

ラス記号（+）またはマイナス記号（-）を使用して、第 2 レベルサブ勘定科目

を表示および非表示できます。サブ勘定科目の表示および非表示について詳

しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l ［勘定科目属性］セクション - 現在のサブ勘定科目の属性に関する情報が含ま

れます。

l ［サブ勘定科目表］セクション - 現在のサブ勘定科目に添付される表に関する

情報が含まれます。サブ勘定科目表について詳しくは、284 ページの「サブ勘

定科目表の定義」を参照してください。
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サブ勘定科目表の一部を、次のように表示できます。

l 特定のサブ勘定科目を選択します。

l サブ勘定科目表の印刷またはプレビューを行います。詳しくは、『Hyperion

Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

表の操作方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参

照してください。

サブ勘定科目の検索
現在のサブ勘定科目表で特定のサブ勘定科目を検索できます。検索機能を実行す

ることで、場合によっては表全体をスクロールするよりも簡単に勘定科目を見つ

けることができます。選択したサブ勘定科目が縮小している添付のサブ勘定科目

表内にある場合は、サブ勘定科目が展開され、選択したサブ勘定科目がハイライ

トされます。

ä サブ勘定科目を検索するには、次の手順に従います。

1 ［サブ勘定科目表］ウィンドウで、［編集］メニューから［サブ勘定科目の検索］を選

択します。

2 サブ勘定科目 ID を編集ボックスに入力するか、リストから選択します。

3 ［OK］をクリックします。

サブ勘定科目の設定
サブ勘定科目表は関連するサブ勘定科目の一覧で、勘定科目または第 1 レベルサ

ブ勘定科目に添付できます。また、サブ勘定科目表をサブ勘定科目表のサブ勘定

科目に添付することもできます。サブ勘定科目表を添付すると、表のサブ勘定科

目は詳細勘定科目になり、表が添付された各勘定科目に集計されます。サブ勘定

科目表に指定された勘定科目種別がない限り、表のサブ勘定科目は、表が添付さ

れた勘定科目から勘定科目種別を継承します。

例えば、勘定科目表で収益勘定科目に添付されるサブ勘定科目表があるとします。

サブ勘定科目表に勘定科目種別がない場合は、サブ勘定科目表のサブ勘定科目も

「収益」の種別を使用します。サブ勘定科目表に「資産」の勘定科目種別がある場

合には、表のすべてのサブ勘定科目は資産勘定科目になります。

表のサブ勘定科目を定義することによってサブ勘定科目表を設定します。既存の

サブ勘定科目表をコピーして、他のサブ勘定科目表のベースとして使用すること

もできます。サブ勘定科目表を作成すると、表のサブ勘定科目を追加、移動、お

よび削除できます。また、現在のサブ勘定科目表のサブ勘定科目にサブ勘定科目

表を添付することもできます。サブ勘定科目表をコピーする方法については、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

サブ勘定科目を削除すると、いずれのサブ勘定科目のデータも削除されます。期

間が保護されていない場合は、データを含んでいるサブ勘定科目を削除できます。

サブ勘定科目の削除方法については『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を

参照してください。
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会社間サブ勘定科目表を使用して、連結中にシステムが会社間消去に使用する値

を保存できます。会社間サブ勘定科目表には、表にアプリケーションの会社間エ

ンティティと同じ ID を持つ勘定科目が含まれます。会社間サブ勘定科目表は、他

のサブ勘定科目表を設定するのと同じ方法で設定します。会社間サブ勘定科目表

について詳しくは、289 ページの「会社間サブ勘定科目表」を参照してください。

会社間消去の設定については、289 ページの「会社間照合の設定」を参照してく

ださい。

サブ勘定科目表は一度に定義しますが、複数の勘定科目または第 1 レベルサブ勘

定科目とともに使用できます。例えば、すべての製品のサブ勘定科目を含むサブ

勘定科目表を作成する場合は、これらの同じサブ勘定科目を売上と在庫のデータ

を追跡する勘定科目に割り当てることができます。

主要勘定科目には、サブ勘定科目を 2 つのレベルまで含めることができます。［勘

定科目表］、［データベース］、［ロジック］、および［データ入力］ウィンドウで、

サブ勘定科目 ID はこれらの主要勘定科目の下にインデントされます。

図 64 に、1 つのレベルのサブ勘定科目が Golf Gross Margin という主要勘定科目に

割り当てられているサブ勘定科目表を示します。

図 64 1 つのレベルのサブ勘定科目

Men's Golf Shoes と Women's Golf Shoes は、Golf Gross Margin 主要勘定科目の下に

インデントされています。サブ勘定科目表属性は、Golf Line サブ勘定科目表が

Golf Gross Margin に割り当てられており、［固定］サブ勘定科目種別です。種別属

性は、表が添付された勘定科目の勘定科目種別にかかわらず、表のサブ勘定科目

が収益勘定科目であることを示します。［第 1 レベルのみ］オプションがオフであ

るため、表のすべての第 2 レベルのサブ勘定科目は主要勘定科目に関連付けられ

ます。

2 つのレベルのサブ勘定科目を含むサブ勘定科目表を使用すると、複数のレベル

のサブ勘定科目詳細を主要勘定科目にすばやく割り当てることができます。例え
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ば、2 つのレベルのサブ勘定科目を含むサブ勘定科目表を主要勘定科目に添付す

ると、2 つのレベルのサブ勘定科目詳細が勘定科目表に表示されます。2 つのレベ

ルのサブ勘定科目を含むサブ勘定科目表を第 1レベルのサブ勘定科目に添付する

と、第 1 レベルのサブ勘定科目詳細のみが表示されます。

図 65 に、2 つのレベルのサブ勘定科目が Product Sales という主要勘定科目に割り

当てられている［勘定科目表］ウィンドウを示します。

図 65 2 つのレベルのサブ勘定科目

詳細の第 1 レベルは、Product Sales 勘定科目の下にインデントされて表示されま

す。Golf、Tennis、および Soccer の第 1 レベルサブ勘定科目の前にあるプラス記号

（+）またはマイナス記号（-）は、他の詳細レベルが存在することを示します。詳

細の第 2 レベルは、割り当てられたサブ勘定科目の下にインデントされて表示さ

れます。Shoes、Balls、Equipment、および Apparel は第 2 レベルサブ勘定科目で

す。上の図で、Shoes、Balls、Equipment、および Apparel サブ勘定科目が Soccer 勘

定科目の下にのみ表示されていても、同じ第 2 レベルサブ勘定科目が、Golf およ

び Tennis 第 1 レベルサブ勘定科目にも存在します。

注： ［第 1 レベルのみ］オプションを使用すると、表の第 1 レベルのサブ勘定科

目だけを勘定科目に添付できます。

不要になったサブ勘定科目表は削除できますが、勘定科目表で使用されるサブ勘

定科目表は削除できません。サブ勘定科目表を削除するには、まず勘定科目表の
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すべての勘定科目から削除する必要があります。サブ勘定科目表を勘定科目から

削除する方法について詳しくは、278 ページの「勘定科目属性の定義」を参照し

てください。サブ勘定科目表の削除方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise

セットアップガイド』を参照してください。

サブ勘定科目表の定義
サブ勘定科目表を定義してサブ勘定科目のセットを作成します。サブ勘定科目表

を作成した後、その表を 1 つまたは複数の主要勘定科目、あるいは勘定科目表の

第 1 レベルのサブ勘定科目に添付できます。また、サブ勘定科目表のサブ勘定科

目に添付することもできます。サブ勘定科目表を定義すると、［サブ勘定科目表］

ウィンドウで開いたり、サブ勘定科目を追加、編集、または移動することができ

ます。

注： 複数レベルのサブ勘定科目があるサブ勘定科目表を定義した場合は、［第 1

レベルのみ］オプションを選択して、勘定科目表の勘定科目にサブ勘定科

目表の第 1 レベルのサブ勘定科目のみ添付することができます。

ä サブ勘定科目表を定義するには、次の手順に従います。

1 ［サブ勘定科目表］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l 表を作成するには、［ファイル］メニューから［新規表］を選択します。

l 表を編集するには、編集するサブ勘定科目表を開き、［ファイル］メニューか

ら［表の属性］を選択します。

2 ID、説明、セキュリティクラス、表の種類、および会社間サブ勘定科目表にするかど

うかを指定し、［OK］を選択します。

3 表にサブ勘定科目を追加するか、表のサブ勘定科目を変更します。サブ勘定科目を追

加または編集する手順については、284 ページの「表内のサブ勘定科目の定義」を参

照してください。サブ勘定科目を移動する手順については、285 ページの「表内のサ

ブ勘定科目の移動」を参照してください。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

表内のサブ勘定科目の定義
サブ勘定科目表にサブ勘定科目を定義して、勘定科目表のサブ勘定科目を追加ま

たは編集します。例えば、Product Sales の追加詳細をレポートする必要がある場

合、Golf と Tennis のサブ勘定科目を追加して、製品ラインの売上詳細を示すこと

ができます。表にサブ勘定科目を追加すると、その表を 1 つまたは複数の主要勘

定科目またはサブ勘定科目に添付することができます。サブ勘定科目表を勘定科

目に添付する方法について詳しくは、278 ページの「勘定科目の定義」を参照し

てください。

アプリケーションでサブ勘定科目の記号を共有できる場合は、他の表に表示され

るサブ勘定科目を現在の表に追加できます。共有されたサブ勘定科目を使うと、

他の表からサブ勘定科目を挿入できます。そのサブ勘定科目は同一のサブ勘定科
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目と見なされます。共有されたサブ勘定科目について詳しくは、50 ページの「ア

プリケーションオプション」を参照してください。

サブ勘定科目を再利用する場合、アプリケーションのすべてのサブ勘定科目を含

むサブ勘定科目表を作成するときがあります。その後で、この表を使用して、ア

プリケーション内のサブ勘定科目のサブセットを含むサブ勘定科目表を作成する

ことができます。この方法では、1 つのサブ勘定科目表でのみサブ勘定科目の属

性を修正できますが、定義したサブ勘定科目は複数のサブ勘定科目表で使用でき

ます。

ä 表内でサブ勘定科目を定義するには、次の手順に従います。

1 ［サブ勘定科目表］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l サブ勘定科目を表の 後に追加するには、表を 後までスクロールし、 後

のサブ勘定科目の下にある空白行を選択します。次に、サブ勘定科目の ID と

説明を入力します。

l サブ勘定科目を既存のサブ勘定科目の間に追加するには、新しいサブ勘定科

目を追加する 1 つ前の位置までスクロールし、［編集］メニューから［行の挿

入］を選択します。次に、サブ勘定科目の ID と説明を入力します。

l 既存のサブ勘定科目を編集するには、編集するサブ勘定科目を選択し、サブ

勘定科目の ID と説明を入力します。

l アプリケーションで共有サブ勘定科目を使用している場合、他の表からサブ

勘定科目を追加するには、表の 後またはサブ勘定科目を追加する 1 つ前の

位置までスクロールし、［編集］メニューから［サブ勘定科目の貼り付け］を

選択します。

2 サブ勘定科目の勘定科目属性を定義します。

3 現在のサブ勘定科目のサブ勘定科目を定義するには、サブ勘定科目表を選択します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

表内のサブ勘定科目の移動
サブ勘定科目表内でサブ勘定科目を移動して、勘定科目表内での順序を変えるこ

とができます。サブ勘定科目を移動すると、そのサブ勘定科目は元の位置から除

去され、サブ勘定科目表が添付されている各勘定科目の新しい位置に挿入されま

す。サブ勘定科目の詳細もサブ勘定科目とともに移動します。

サブ勘定科目を移動すると連結ステータスに影響する場合があります。サブ勘定

科目を移動したことで計算に影響があった場合、データを含む親エンティティの

ステータスが「影響あり」に変わり、データを含む 下位エンティティのステー

タスが「算出」に変わります。連結ステータスについて詳しくは、付録 A「連結

ステータス」を参照してください。

ä 表内でサブ勘定科目を定義するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目表］ウィンドウで、移動するサブ勘定科目を選択します。

2 ［編集］メニューから［切り取り］を選択します。

3 サブ勘定科目を貼り付けるには、次の操作のいずれかを行います。
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l サブ勘定科目を表の 後に移動するには、表の 後までスクロールし、 初

の空白行で［編集］メニューら［貼り付け］を選択します。

l サブ勘定科目を既存のサブ勘定科目の間に移動するには、サブ勘定科目を配

置する 1 つ前の位置までスクロールし、［編集］メニューから［貼り付け］を

選択します。
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会社間トランザクションの追

跡
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この章では、組織で会社間トランザクションを追跡する情報や手順について説明

します。

会社間照合の概要
会社間照合を使用すると、組織内の会社間残高勘定科目を追跡することができま

す。会社間消去中に照合されるように Hyperion Enterprise 勘定科目を指定します。

システムはこれらの照合勘定科目を使用して、組織の連結済み合計から会社間ト

ランザクションをすべて消去します。システムでは、照合された勘定科目間の差

異を調整勘定科目と呼ばれる非会社間勘定科目に保存します。

例えば、会社に買掛金金額と売掛金金額の両方を持つ異なる部門がある場合、シ

ステムは会社間照合グループを使用してこれらの金額を照合し、差額をレポート

します。こうすることで、貸借対照表に表示される商業上の買掛金および売掛金

とは別に、会社間のアクティビティを追跡することができます。システムでは、

勘定科目における会社間の差異を保存してレポートします。会社間照合のカスタ

ムレポートのデザイン方法については、『Hyperion Reporting ユーザガイド』を参

照してください。

会社間照合レポートを実行すると、一致しない会社間トランザクションを識別す

ることができます。管理者は、連結前にこのレポートの作成と承認を行って、会

社間トランザクションがすべて一致していることを確認することができます。一

致しない条件がレポートに見つかった場合、データ入力モジュールで修正できま

す。会社間照合レポートは、Hyperion Enterprise または Hyperion Reporting で作成

できます。Hyperion Reporting を使用すると、カスタムレポートを柔軟にデザイン

することができます。Hyperion Enterprise を使用すると、あらかじめ定義されてい

る仕訳帳からレポートを作成できます。Hyperion Reporting における会社間照合の

カスタムレポートの実行方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise Reporting

ユーザガイド』を参照してください。Hyperion Enterprise における標準の会社間照

合レポートの実行について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照

してください。
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［会社間照合］ウィンドウ
［会社間照合］ウィンドウには、会社間照合グループの勘定科目を定義する表があ

ります。［会社間照合］ウィンドウに 初にアクセスした後で、会社間照合グルー

プを作成したり既存のグループを開くことができます。［行の挿入］と［勘定科目

の貼り付け］オプションを使用して、会社間照合グループの勘定科目を追加また

は編集できます。

［会社間照合］ウィンドウでは、次のタスクを行うことができます。

l 会社間照合グループの定義、コピー、削除

l 会社間照合グループへの勘定科目の追加

l 会社間照合グループのオーバライド

l 会社間照合グループの勘定科目の検索

会社間照合グループの印刷やプレビューもできます。詳しくは、『Hyperion

Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

図 66 に、［会社間照合］ウィンドウを示します。

図 66 ［会社間照合］ウィンドウ

表の操作方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参

照してください。

会社間照合グループの勘定科目の検索
［会社間照合］ウィンドウでは、特定の勘定科目を検索できます。検索機能を実行

することで、場合によっては表全体をスクロールするよりも簡単に勘定科目を見

つけることができます。
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ä 会社間照合グループで勘定科目を検索するには、次の手順に従います。

1 ［会社間照合］ウィンドウで、［編集］メニューから［勘定科目の検索］を選択しま

す。

2 勘定科目 ID を入力するか、一覧から選択します。

3 ［OK］をクリックします。

会社間照合の設定
会社間照合設定では、説明、セキュリティクラス、および調整勘定科目を指定し

て会社間照合グループ ID を定義します。会社間照合グループ ID を作成したら、

会社間勘定科目を追加して、会社間照合グループを作成します。会社間照合グルー

プは、コピーや削除することもできます。会社間照合グループを開く、コピーす

る、削除する方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』

を参照してください。

会社間照合グループの定義
連結中に照合および消去する勘定科目を指定するには、会社間照合グループを定

義します。会社間照合グループを作成した後、［会社間照合］ウィンドウでそのグ

ループを開き、勘定科目を追加または編集できます。グループの作成方法につい

て詳しくは、291 ページの「会社間照合グループの作成」を参照してください。

ä 会社間照合グループを定義するには、次の手順に従います。

1 ［会社照合］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l グループを作成するには、［ファイル］メニューから［新規グループ］を選択

します。

l グループを編集するには、編集するグループを開き、［ファイル］メニューか

ら［グループの属性］を選択します。グループを開く手順については、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

2 ID、説明、セキュリティクラス、調整勘定科目を指定し、［OK］をクリックします。

3 グループの勘定科目を追加または変更します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択してグループを保存します。

注： 会社間照合グループに割り当てられた調整勘定が前期算出残高を含む別の

調整勘定に変更された場合、データ種別の再連結の際にも変更された勘定

科目に存在する算出残高は削除されません。

会社間サブ勘定科目表
会社間サブ勘定科目表は、連結中にシステムが会社間消去に使用するエンティティ

の一覧です。これらの表のエンティティには、消去するデータが含まれています。

他のサブ勘定科目表と同様、会社間サブ勘定科目表も一度だけ定義しますが、繰

り返し使用できます。会社間消去はエンティティ間で発生するため、会社間サブ
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勘定科目表のサブ勘定科目 ID には、有効なエンティティ ID を使用する必要があ

ります。

アプリケーションを作成すると、アプリケーションの会社間エンティティがすべ

て含まれた会社間照合表が自動的に作成されます。この表のラベルは Intercompany

（会社間）で、説明は Intercompany Subaccount Table（会社間サブ勘定科目表）に

なります。この ID を変更したり表を削除したりしないでください。

アプリケーションに会社間エンティティが含まれていなければ、この表にサブ勘

定科目が含まれることはありません。会社間エンティティを読み込むかまたは追

加するか、既存のエンティティの会社間属性を選択すると、サブ勘定科目が自動

的に表に追加されます。アプリケーションからエンティティを削除するか、エン

ティティの会社間属性を選択解除すると、対応するサブ勘定科目が表から削除さ

れます。

また、アプリケーションの会社間エンティティのサブセットが含まれるカスタム

会社間サブ勘定科目表を作成することもできます。カスタム会社間サブ勘定科目

表を使用すると、サブ勘定科目表で指定されたエンティティだけが消去されます。

自動的に生成された表を使用すると、会社間エンティティがすべて削除されるた

め、システム処理に時間がかかることがあります。

例えば、図 67 に示すように、Greece、Israel、France などのサブ勘定科目を含む会

社間サブ勘定科目表を作成することができます。

図 67 会社間サブ勘定科目表

次に、この表を会社間売掛金と会社間買掛金の 2 つの勘定科目に添付します。会

社間照合表に勘定科目を入力すると、システムで会社間売掛金と会社間買掛金を

照合して適切な値を消去することができます。

会社間サブ勘定科目表を個々の勘定科目に添付することも、サブ勘定科目表のサ

ブ勘定科目に添付することもできます。会社間サブ勘定科目表を非会社間サブ勘
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定科目表に添付することもできますが、サブ勘定科目表を会社間サブ勘定科目表

に添付することはできません。会社間サブ勘定科目表について詳しくは、284 ペー

ジの「サブ勘定科目表の定義」を参照してください。

注： 会社間エンティティが組織に特定の期間存在しない場合、対応するサブ勘

定科目は消去できません。但し、ユーザがそのサブ勘定科目にデータを入

力することはできます。

会社間照合グループの作成
［会社間照合］ウィンドウで会社間照合グループに勘定科目を追加して、会社間照

合グループを作成します。会社間勘定科目とは、会社間サブ勘定科目表を添付で

きる主要勘定科目です。会社間照合グループを作成する前に、ID、説明、セキュ

リティクラス、および調整勘定科目を指定してグループを定義する必要がありま

す。会社間サブ勘定科目表について詳しくは、289 ページの「会社間サブ勘定科

目表」を参照してください。会社間照合グループの定義方法について詳しくは、

289 ページの「会社間照合グループの定義」を参照してください。

会社間照合グループを作成して、連結中にシステムが消去する会社間照合関係を

識別します。定義している会社間勘定科目関係の種類に応じて、会社間勘定科目

ID をグループに追加します。

次の種類の会社間関係を作成できます。

l 1 対 1 の関係。1 つの会社間勘定科目ともう 1 つ別の会社間勘定科目との間で

照合します。

l 1 対複数の関係。1 つの会社間勘定科目と複数の会社間勘定科目との間で照合

します。

l 複数対複数の関係。複数の会社間勘定科目間で照合します。

表 57 に、［会社間照合］ウィンドウで各種の会社間勘定科目関係を設定する方法

を示します。

表 57 会社間勘定科目関係

勘定科目関係 設定

1 対 1
l ［勘定科目 1］列に会社間勘定科目 ID を 1 つ指定します。

l ［勘定科目 2］列に会社間勘定科目 ID を 1 つ指定します。

1 対複数
l ［勘定科目 1］列に会社間勘定科目 ID を 1 つ指定します。

l ［勘定科目 2］列に複数の会社間勘定科目 ID を続けて指定します。

複数対複数
l ［勘定科目 1］列に複数の会社間勘定科目 ID を続けて指定します。

l ［勘定科目 2］列に複数の会社間勘定科目 ID を続けて指定します。

ä 会社間照合グループを作成するには、次の手順に従います。

1 ［会社間照合］ウィンドウで、［ファイル］メニューから［グループを開く］を選択し

ます。

2 作成するグループを選択し、［OK］を選択します。
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3 照合勘定科目情報を追加または編集する行を選択します。

l 照合勘定科目のペアを作成するには、表の先頭の空白行を選択します。表の

操作方法については、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してく

ださい。

l 既存の勘定科目を編集するには、編集する勘定科目の行を選択します。

4 次のいずれかの操作を行います。

l ［勘定科目 1］列と［勘定科目 2］列に勘定科目 ID を入力します。

l ［勘定科目 1］または［勘定科目 2］列で［編集］メニューから［勘定科目の貼

り付け］を選択し、勘定科目 ID を入力するか、一覧から選択して［OK］を

クリックします。

5 ［ファイル］メニューから［保存］を選択して変更内容を保存します。

会社間照合グループのオーバライド
データを連結するときは、会社間照合グループを使用します。アプリケーション、

エンティティ、またはデータ種別の連結詳細を保存する場合は、連結ロジックの

更新ルールを使用して会社間消去を実行することも可能です。更新ルールを定義

して、比率詳細、パートナー詳細、または消去詳細の調整勘定に会社間の差異を

分配します。連結詳細の保存方法について詳しくは、39 ページの「［連結詳細］

オプション」を参照してください。

連結ロジックの更新ルールを使用して、会社間照合グループに定義されている会

社間消去をオーバライドできます。連結詳細を保存する場合は、更新ルールを使

用して、比率詳細、パートナー詳細、または消去詳細の調整勘定に会社間トラン

ザクションを分配できます。更新ルールを定義した後、［ロジック］ウィンドウで

その更新ルールを勘定科目とデータ種別に割り当てます。

［ロジック］ウィンドウで連結ロジックを定義するとき、消去の際に会社間グルー

プを使用するかどうかを示します。連結の際に会社間グループを使用しない場合、

システムは連結ロジックに指定されている更新ルールを使用します。更新ルール

と連結ロジックについて詳しくは、255 ページの「更新ルール」を参照してくだ

さい。

ä 会社間照合グループをオーバライドするには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［ファイル］メニューから［ロジックを開く］を選択しま

す。

2 ロジック ID を編集ボックスに入力するか、リストから選択して、［OK］をクリックし

ます。

3 ［編集］メニューから［データ種別の設定］を選択します。

4 ［消去］チェックボックスをクリアして、［OK］をクリックします。

会社間照合レポート
会社間照合グループを定義したら、会社間照合レポートを使って、連結中に消去

された会社間トランザクションを一覧表示することができま。これらのレポート
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には組織のトランザクションが記録されるため、指定した通貨でデータを分析ま

たは監査できるようになります。Hyperion Reporting を使用すると、独自の会社間

照合カスタムレポートもデザインできます。会社間照合カスタムレポートのデザ

イン方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise Reporting ユーザガイド』を参照

してください。会社間照合について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』

を参照してください。

会社間照合レポート 293



294 会社間トランザクションの追跡



11
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この章では、Hyperion Enterprise アプリケーションで使用する外部勘定科目とエン

ティティ ID を変換するために使用される表の概要について説明します。また、変

換表を作成および編集する手順を説明します。

変換表の概要
変換表は、総勘定元帳などの他のシステムに属する外部勘定科目または外部エン

ティティの ID と、それに相当する Hyperion Enterprise の勘定科目またはエンティ

ティの ID を含む一覧です。変換表は、データの読み込み時および抽出時に［デー

タベース］ウィンドウで使用します。外部 ID と内部の Hyperion Enterprise ID を照

合することによって、Hyperion Enterprise との間でデータの読み込みや抽出を行う

場合に、そのデータを保存する場所をシステムに指定します。データの読み込み

および抽出方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照し

てください。

変換表を管理するには次のウィンドウを使用します。

l エンティティモジュールの［エンティティ変換表］ウィンドウを使用して、

エンティティの変換表を管理します。

l 勘定科目モジュールの［勘定科目変換表］ウィンドウを使用して、勘定科目

の変換表を管理します。

システムによって、勘定科目とエンティティの形式が異なる場合があります。変

換表を使用すると、外部ソースから Hyperion Enterprise にデータを直接読み込ん

だり、他のソフトウェアプログラムとともに使用するために Hyperion Enterprise

からデータを抽出したりできます。

変換表では、外部ソースと Hyperion Enterprise との間に、一対一、一対複数、ま

たは複数対一の関係を確立できます。一対一の関係では、1 つの外部勘定科目ま

たはエンティティのデータが Hyperion Enterprise の 1 つの勘定科目またはエンティ

ティに読み込まれます。一対複数の関係では、Hyperion Enterprise の複数の勘定科

目またはエンティティに属するデータが 1 つの外部勘定科目またはエンティティ

に抽出されます。複数対一の関係では、外部勘定科目またはエンティティのデー
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タが Hyperion Enterprise の 1 つの勘定科目またはエンティティに結合されて読み

込まれます。

図 68 に、一対一、一対複数、および複数対一の勘定科目の関係を示します。

図 68 勘定科目の関係

図 69 に、一対一、一対複数、および複数対一のエンティティの関係を示します。

図 69 エンティティの関係
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変換表を定義するときに、外部ソースから Hyperion Enterprise にデータを読み込

むか、Hyperion Enterprise からデータを抽出するか、またはデータを読み込んで抽

出するかどうかを指定します。定義する変換表の種類に応じて、一対一、一対複

数、または複数対一の関係を確立できます。表 58 に、変換表の種類と、各変換表

で定義可能な関係を示します。

表 58 変換表の形式

表の種類 関係

読み込み
l 複数の外部 ID から Hyperion Enterprise の 1 つの ID へ

l 1 つの外部 ID から Hyperion Enterprise の 1 つの ID へ

抽出
l 1 つの外部 ID から Hyperion Enterprise の複数の ID へ

l Hyperion Enterprise の 1 つの ID から 1 つの外部 ID へ

読み込みと抽出 1 つの外部 ID から Hyperion Enterprise の 1 つの ID へ

複数の外部勘定科目から Hyperion Enterprise の 1 つの勘定科目にデータを読み込

む場合は、データは 1 つの勘定科目に結合されます。データは個別に保存されま

せん。Hyperion Enterprise 勘定科目からデータを抽出する場合は、データは累積さ

れません。データは、抽出ファイルの個々の行に保存されます。

注： 勘定科目変換表の勘定科目の関係ごとに、勘定科目変換時にデータ値を加

算するか減算するかを指定します。

変換表のウィンドウ
［勘定科目変換表］と［エンティティ変換表］の 2 つのウィンドウがあります。変

換表のウィンドウを使用して、次の操作を行うことができます。

l 変換表を作成して編集する

l 変換表を開き、表示または変更する

l 新しい ID および説明を含む変換表をコピーする

l アプリケーションから変換表を削除する

l 変換表を印刷またはプレビューする

印刷またはプレビュー方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップ

ガイド』を参照してください。

図 70 に［勘定科目変換表］ウィンドウを示します。
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図 70 ［勘定科目変換表］ウィンドウ

図 71 に［エンティティ変換表］ウィンドウを示します。
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図 71 ［エンティティ変換表］ウィンドウ

表の操作方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参

照してください。

変換表のエンティティの検索
［エンティティ変換表］ウィンドウでは、特定の外部エンティティまたは Hyperion

Enterprise エンティティを検索できます。検索機能を使用することで、場合によっ

てはエンティティ変換表をスクロールするより簡単にエンティティを見つけるこ

とができます。

ä 変換表でエンティティを検索するには、次の手順に従います。

1 ［エンティティ変換表］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l 外部エンティティを検索するには、［編集］メニューの［検索］から［外部エ

ンティティ］を選択します。

l Hyperion Enterprise エンティティを検索するには、［編集］メニューの［検索］

から［Enterprise エンティティ］を選択します。

2 エンティティ ID を入力するか、一覧から選択します。

3 ［OK］をクリックします。
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変換表の勘定科目の検索
［勘定科目変換表］ウィンドウでは、特定の外部勘定科目または Hyperion Enterprise

勘定科目を検索できます。検索機能を使用することで、場合によっては勘定科目

変換表をスクロールするより簡単に勘定科目を見つけることができます。

ä 変換表で勘定科目を検索するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目変換表］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l 外部勘定科目を検索するには、［編集］メニューの［検索］から［外部勘定科

目］を選択します。

l Hyperion Enterprise 勘定科目を検索するには、［編集］メニューの［検索］から

［Enterprise 勘定科目］を選択します。

2 勘定科目 ID を入力するか、一覧から選択します。

3 ［OK］をクリックします。

変換表の設定
変換表の設定では、データの読み込み時および抽出時に使われる変換表の作成、

編集、コピー、削除などを行います。［勘定科目変換表］ウィンドウで、勘定科目

変換表を設定し、［エンティティ変換表］ウィンドウで、エンティティ変換表を設

定します。変換表の表示、コピー、および削除方法について詳しくは、『Hyperion

Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

勘定科目変換表の定義
勘定科目変換表を定義するときは、表を作成してラベルを付けるか、または既存

の表の情報を修正します。定義した勘定科目変換表には、固有の ID を割り当てる

必要があります。勘定科目変換表を作成するときは、読み込みのみ、抽出のみ、

または読み込みと抽出の両方のどの用途に使用するかを指定します。表を作成し

た後、表の説明およびセキュリティクラスを変更することができます。1 対複数

または複数対 1 の関係が含まれる場合、表の読み込みまたは抽出の種類を変更す

ることはできません。

ä 勘定科目変換表を定義するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目変換表］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l 表を作成するには、［ファイル］メニューから［新規表］を選択します。

l 表を編集するには、表を開き、［ファイル］の［表の属性］を選択します。表

を表示する手順については、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照

してください。

2 ID、説明、セキュリティクラス、および表の種類を指定し、［OK］をクリックします。

3 表内に勘定科目を追加または変更します。

l 表に行を挿入するには、行を挿入する位置のすぐ下のセルをハイライト表示

し、［編集］メニューから［行の挿入］を選択します。
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l Hyperion Enterprise 勘定科目を選択するには、［編集］メニューから［勘定科目

の貼り付け］を選択し、次にダイアログボックスから勘定科目を選択して

［OK］をクリックします。

l 勘定科目の変換時にデータ値を減算するには、［加算／減算］の列に「減算」

と入力します。

l 勘定科目の変換時にデータ値を加算するには、［加算／減算］の列に「加算」

と入力します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

エンティティ変換表の定義
エンティティ変換表を定義するときは、表を作成してラベルを付けるか、または

既存の表の情報を修正します。定義したエンティティ変換表には、固有の ID を割

り当てる必要があります。エンティティ変換表を作成するときは、読み込みのみ、

抽出のみ、または読み込みと抽出の両方のどの用途を使用するかを指定します。

表を作成した後に、表の説明およびセキュリティクラスを変更することができま

す。1 対複数または複数対 1 の関係が含まれる場合は、表の読み込みまたは抽出

の種類を変更することはできません。

ä エンティティ変換表を定義するには、次の手順に従います。

1 ［エンティティ変換表］ウィンドウから次のいずれかの操作を行います。

l 表を作成するには、［ファイル］メニューから［新規表］を選択します。

l 表を編集するには、編集する変換表を開いて、［ファイル］メニューから［表

の属性］を選択します。表を表示する手順については、『Hyperion Enterprise

セットアップガイド』を参照してください。

2 ID、説明、セキュリティクラス、および表の種類を指定し、［OK］をクリックします。

3 表内に勘定科目を追加または変更します。

l 表に行を挿入するには、行を挿入する位置のすぐ下のセルをハイライト表示

し、［編集］メニューから［行の挿入］を選択します。

l Hyperion Enterprise エンティティを挿入するには、［編集］メニューから［エン

ティティの貼り付け］を選択し、次にダイアログボックスからエンティティ

を選択して［OK］をクリックします。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。
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一覧の定義

この章の内容

一覧の概要. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 303

勘定科目一覧. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 304

固定勘定科目または連動勘定科目の検索. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 310

エンティティ一覧 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 310

固定エンティティまたは連動エンティティの検索 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 314

この章では、勘定科目表または組織表のサブセットでの作業に使用できる勘定科

目一覧およびエンティティ一覧の概要について説明します。また、これらの一覧

を定義する手順も説明します。

一覧の概要
標準的な Hyperion Enterprise アプリケーションには、多くの勘定科目およびエン

ティティが含まれます。勘定科目表または組織集計表のサブセットで作業する必

要がある場合に、勘定科目一覧またはエンティティ一覧を作成できます。

勘定科目一覧およびエンティティ一覧は、固定または連動させることができます。

固定一覧には、個別に選択した勘定科目やエンティティが含まれます。固定一覧

は、勘定科目やエンティティの追加または除去を手動で行わない限り変わりませ

ん。

連動一覧は、フィルタ基準の集まりによって決定されるさまざまな勘定科目また

はエンティティの集まりです。アプリケーションの勘定科目またはエンティティ

を追加、除去、または変更することによって連動一覧は変更されます。例えば、

Sales コードを持つ主要な勘定科目のみを含む Sales という連動勘定科目一覧を設

定します。Equipment という新しい主要勘定科目を追加して、Sales コードをその

勘定科目に割り当てる場合、システムは Equipment を Sales 勘定科目一覧に追加し

ます。

固定一覧および連動一覧に加えて、3 番目の種類の勘定科目一覧を作成できます。

連動サブ勘定科目付き固定勘定科目一覧は、主要な固定勘定科目を含む一覧です

が、動的にサブ勘定科目を含めることができます。この一覧には、別々に指定し

た主要勘定科目が含まれます。これらの勘定科目は手動で追加または除去しない

限り変更されません。但し、勘定科目表内で主要勘定科目のサブ勘定科目が追加

または除去されると、一覧はサブ勘定科目のステータスに応じて更新されます。

データベースモジュールまたはデータ入力表に連動サブ勘定科目付き固定勘定科

目一覧を表示するとき、一覧内の主要な勘定科目に割り当てられているサブ勘定

科目を展開することができます。
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一覧を設定するには、勘定科目一覧の作成、編集、コピー、削除などを行います。

連動一覧をコピーして、固定一覧として保存できます。フィルタ基準を満たすす

べての項目は固定一覧に追加されます。次に手動で一覧に対して項目を追加また

は削除できます。勘定科目一覧またはエンティティ一覧をコピーする、開く、ま

たは削除する方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』

を参照してください。

勘定科目一覧
勘定科目一覧は、勘定科目表のサブセットです。勘定科目一覧は、同時に使用す

る勘定科目をグループ化するために定義されます。特定の勘定科目セットで作業

を行うには、［データ入力］ウィンドウ、［データベース］ウィンドウ、［レポー

ト］ウィンドウで勘定科目一覧を使用します。

例えば、損益計算書を作成するには、収益勘定科目のみが含まれる勘定科目一覧

を使用します。データ入力表に人事勘定科目のみが含まれる勘定科目一覧を使用

して、人事データを入力することもできます。

［勘定科目一覧］ウィンドウでは、一度に 1 つの勘定科目一覧を作成するか、開き

ます。［勘定科目一覧］ウィンドウには、［一覧］タブおよび［フィルタ］タブの

2 つのタブがあります。両方のタブには、一覧を定義する、または選択基準を絞

り込むためのフィルタオプションがあります。［一覧］タブには、基準を満たす勘

定科目を表示するリストボックスも 1 つあります。図 72 に、［勘定科目一覧］ウィ

ンドウで連動一覧が開いている［一覧］タブを示します。
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図 72 連動勘定科目一覧

ウィンドウで固定一覧が開いている場合は、［一覧］タブには手動で一覧に追加す

る勘定科目を表示する 2 番目のリストボックスが表示されます。図 73 に、［勘定

科目一覧］ウィンドウで固定一覧が開いている［一覧］タブを示します。
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図 73 固定勘定科目一覧

勘定科目一覧の定義
連動一覧を定義するには、ID と説明を指定してから、フィルタ基準を選択しま

す。固定一覧および連動サブ勘定科目付き固定一覧を設定するには、ID と説明を

指定してから、一覧に特定の勘定科目を手動で追加します。連動サブ勘定科目付

き固定一覧にある、主要な勘定科目に関連するサブ勘定科目は、動的に更新され

ます。

新しい一覧を作成したり、既存の一覧の情報を変更したりできます。一覧を作成

するときには、固定一覧か連動一覧かを指定します。

一覧を作成した後、連動一覧を固定一覧に変更することはできますが、固定一覧

を連動一覧に変更することはできません。連動一覧を固定一覧に変更する場合、

フィルタ基準を満たす既存項目がすべて固定一覧に追加されますが、それ以降に

追加する項目は固定一覧に追加されません。

ä 勘定科目一覧を定義するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目一覧］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l 一覧を作成するには、［新規作成］をクリックします。
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l 一覧を編集するには、一覧を開き、［ファイル］の［一覧の属性］を選択しま

す。一覧を開く手順については、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を

参照してください。

2 ID、説明、およびセキュリティクラスを指定します。

3 次のいずれかの種類を選択します。

l 固定

l 連動

l 連動サブ勘定科目付き固定

4 ［OK］をクリックします。

5 一覧に組み込む勘定科目をフィルタします。手順については、307 ページの「勘定科

目のフィルタ」を参照してください。

6 固定一覧を作成するには、勘定科目を一覧に追加します。手順については309 ページ

の「固定勘定科目一覧の作成」を参照してください。

7 ［ファイル］メニューから［保存］を選択して一覧を保存します。

勘定科目のフィルタ
勘定科目をフィルタして、連動勘定科目一覧を定義します。連動勘定科目一覧を

保存したり、これを使用して固定勘定科目一覧に追加する勘定科目を選択したり

することができます。勘定科目のフィルタには、次のフィルタ基準の 1 つまたは

複数を指定する作業がともないます。

l 資産や負債など、勘定科目の種類

l 入力勘定科目または算出勘定科目

l 勘定科目が属するグループ

l 勘定科目に割り当てられたコード

l 勘定科目に付属するサブ勘定科目表

l 個々のサブ勘定科目

主要勘定科目を種類ごとにフィルタするには、［勘定科目種別］リストを使用しま

す。フィルタ基準によって指定された種類が主要勘定科目にない場合には、その

主要勘定科目は一覧に表示されません。

連動表示勘定科目、入力勘定科目、または算出勘定科目を一覧に組み込むかどう

かを選択できます。さらに、主要勘定科目、あるいは第 1 または第 2 レベルのサ

ブ勘定科目を表示するかどうかも選択できます。

［勘定グループ］リストには、システム内のすべての勘定グループの一覧が表示さ

れます。特定のグループから勘定科目を組み込む場合には、そのグループを一覧

から選択できます。

勘定科目コードは、主要勘定科目と第 1 および第 2 レベルのサブ勘定科目のフィ

ルタとして使用できます。このリストボックスで選択したコードと主要勘定科目

コードが一致しない場合には、その主要勘定科目コードは結果一覧に表示されま

せん。第 1 レベルのサブ勘定科目に None というコードがある場合には、システ

ムは、その主要勘定科目のコードをフィルタ基準として使用します。第 2 レベル
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のサブ勘定科目に None というコードがある場合には、システムは、第 1 レベル

のサブ勘定科目または主要勘定科目のコードをフィルタ基準として使用します。

［サブ勘定科目表］リストは、次のいずれかの方法で使用できます。2 番目の方法

を使用できるのは、［共用記号］アプリケーションオプションが選択されている場

合だけです。

l 選択したサブ勘定科目表が添付されるすべての主要勘定科目をフィルタする

場合、［サブ勘定科目］リストでサブ勘定科目を選択することによって、さら

にフィルタすることができます。結果一覧には、選択したサブ勘定科目表と

一致するサブ勘定科目表を持つ勘定科目がすべて表示されます。［サブ勘定科

目表］リストで None を選択した場合には、付属するサブ勘定科目表を持たな

い主要勘定科目と第 1 レベルのサブ勘定科目が結果一覧に表示されます。

l 隣接する［サブ勘定科目］リストに、選択したサブ勘定科目表のサブ勘定科

目を取り込む手段として使用する場合、サブ勘定科目が割り当てられている

主要勘定科目にかかわらず、［サブ勘定科目］リストでサブ勘定科目を選択し

てさらにフィルタすることができます。このオプションは、［上記の表が付属

している勘定科目を表示］チェックボックスをオフにすると有効になります。

結果一覧には、選択したサブ勘定科目と一致するサブ勘定科目を持つ勘定科

目がすべて表示されます。

複数の種類の基準を指定した場合には、一覧にある勘定科目は少なくとも 1 つの

基準を満たす必要があります。例えば、コード FCOST1 と VCOST1 を選択した場

合には、FCOST1 コードまたは VCOST1 コードを持つ勘定科目だけが一覧に組み

込まれます。

複数の種類の基準を指定した場合には、一覧にある勘定科目は両方の基準を満た

す必要があります。例えば、勘定科目種別 Liability と勘定科目グループ Personnel

を選択した場合には、一覧に含まれる唯一の勘定科目は、Personnel 勘定科目グ

ループの Liability 勘定科目となります。

ä 勘定科目をフィルタするには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目一覧］ウィンドウで、フィルタする勘定科目一覧を開くか作成します。

2 ［一覧］タブで、必要に応じて次の操作を行います。

l 勘定科目種別を選択します。

l 連動表示勘定科目、入力勘定科目、または算出勘定科目を一覧に組み込むか

どうかを選択します。

l 主要勘定科目、第 1 レベルサブ勘定科目、または第 2 レベルサブ勘定科目を表

示するかどうかを選択します。

3 フィルタ基準を反映するよう一覧を更新するには、［一覧の更新］を選択します。

4 ［フィルタ］タブで、必要に応じて次の操作を行います。

l 1 つまたは複数の勘定グループから、勘定科目を組み込むよう選択します。

l 勘定科目、および関連する勘定科目コードを持つサブ勘定科目を組み込むよ

う選択します。

l サブ勘定科目表が添付される勘定科目、または特定のサブ勘定科目を組み込

むように選択します。

5 次のいずれかの操作を行います。
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l 連動一覧への変更を保存するには、［ファイル］メニューから［保存］を選択

します。

l 固定一覧の作成を続行するには、固定一覧に勘定科目を追加します。手順に

ついては309 ページの「固定勘定科目一覧の作成」を参照してください。

固定勘定科目一覧の作成
固定一覧を作成するときには、基準を指定することによって作成する連動一覧か

ら特定の勘定科目を選択します。作業時には、固定一覧に影響を与えることなく

連動一覧をフィルタする基準を変更できます。これによって、組み込む勘定科目

を検索しやすくなります。

ä 固定勘定科目一覧を作成するには、次の手順に従います。

1 ［勘定科目一覧］ウィンドウで固定一覧を作成するか、変更する固定一覧を開きます。

2 連動一覧で項目をフィルタする基準を選択します。手順については、307 ページの「勘

定科目のフィルタ」を参照してください。

3 ウィンドウの固定一覧で、次のうち必要な操作を行います。

l 連動一覧のすべての項目を固定一覧に追加するには、［編集］メニューから

［すべてをコピー］を選択します。

l 連動一覧の特定の項目を固定一覧に追加するには、項目を選択してから、［編

集］メニューから［挿入］を選択します。

l 連動一覧の特定の項目を固定一覧の特定の位置に追加するには、次の操作を

行います。

1. 固定一覧で、勘定科目を挿入する位置の 1 つ下にある固定勘定科目を選択し

ます。勘定科目を検索するには、310 ページの「固定勘定科目または連動勘

定科目の検索」を参照してください。

2. 連動一覧で、挿入する勘定科目を選択します。勘定科目を検索するには、

310 ページの「固定勘定科目または連動勘定科目の検索」を参照してくださ

い。

注： 連動勘定科目一覧に値が挿入されない場合は、［一覧の更新］ボタンを

クリックします。

3. 選択した勘定科目を固定一覧に挿入するには、［編集］メニューから［挿入］

を選択します。

l 固定一覧から項目を除去するには、固定一覧で項目を選択してから、［編集］

メニューから［除去］を選択します。

l マウスを使用して項目を追加するには、連動一覧で項目を選択して、［Ctrl］

キーを押しながら、選択した項目を再びクリックします。プラス記号（+）が

表示されたら、選択した項目を挿入する位置の 1 つ下にある勘定科目にカー

ソルを移動して、選択した項目をドロップします。

l 連動一覧から連続していない勘定科目を選択するには、［Ctrl］キーを押しな

がら、左マウスボタンをクリックして挿入する勘定科目をハイライトします。

勘定科目を選択したら、項目を挿入する位置の 1 つ下にある勘定科目にカー
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ソルを移動します。プラス記号が表示されます。左マウスボタンをクリック

して、選択した勘定科目を挿入します。

固定勘定科目または連動勘定科目の検索
［編集］メニューから［勘定科目の検索］を使用すると、固定一覧または連動一覧

で特定の勘定科目を検索できます。連動一覧に多数の勘定科目が含まれている場

合は、スクロールオプションの代わりにこの機能を使用します。

ä 勘定科目を検索するには、次の手順に従います。

1 一覧を開き、検索する勘定科目一覧をアクティブにした状態で、［編集］メニューか

ら［勘定科目の検索］を選択します。

［勘定科目の検索］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［検索］ボックスに勘定科目を入力します。勘定科目がハイライト表示されたら、

［OK］をクリックします。アクティブな一覧で勘定科目が選択されます。

エンティティ一覧
エンティティ一覧は、アプリケーション内のエンティティのサブセットです。エ

ンティティ一覧は、同時に使用するエンティティをグループ化するために定義し

ます。［データベース］ウィンドウ、［レポート］ウィンドウでエンティティ一覧

を使用します。

例えば、［データベース］ウィンドウでは、フランスでレポートするすべての 下

位エンティティのデータを抽出したり、仕訳帳入力を使用して調整されたすべて

のエンティティのレポートを実行します。エンティティ一覧は独自に作成して、

特定の用途に合わせて修正できます。

［エンティティ一覧］ウィンドウでは、一度に 1 つのエンティティ一覧を作成する

か、開きます。［エンティティ一覧］ウィンドウには、［一覧］タブ、［エンティ

ティ］タブ、および［オプション］タブの 3 つのタブがあります。すべてのタブ

に、一覧を定義する、または選択基準を絞り込むためのフィルタオプションがあ

ります。［一覧］タブには、条件を満たすエンティティを表示するリストボックス

もあります。

図 74 に、［エンティティ一覧］ウィンドウで連動一覧が開いている［一覧］タブ

を示します。
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図 74 連動エンティティ一覧

ウィンドウで固定一覧が開いている場合に、［一覧］タブには手動で一覧に追加す

るエンティティを表示する 2 番目のリストボックスが表示されます。

図 75 に、［エンティティ一覧］ウィンドウで固定一覧が開いている［一覧］タブ

を示します。

図 75 固定エンティティ一覧

エンティティ一覧 311



エンティティ一覧の定義
連動一覧を定義するには、ID と説明を指定してから、フィルタ基準を選択しま

す。固定一覧を設定するには、ID と説明を指定してから、一覧に特定のエンティ

ティを手動で追加します。

新しい一覧を作成したり、既存の一覧の情報を変更したりできます。一覧を作成

するときには、固定一覧か連動一覧かを指定します。

連動一覧を固定一覧に変更することはできますが、固定一覧を連動一覧に変更す

ることはできません。連動一覧を固定一覧に変更する場合、フィルタ基準を満た

す既存要素がすべて固定一覧に追加されますが、それ以降に追加する要素は固定

一覧に自動的に追加されません。

ä エンティティ一覧を定義するには、次の手順に従います。

1 ［エンティティ一覧］ウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

l 一覧を作成するには、［新規作成］をクリックします。

l 一覧を編集するには、一覧を開き、［ファイル］の［一覧の属性］を選択しま

す。一覧を開く手順については、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を

参照してください。

2 ID、説明、セキュリティクラス、および一覧の種類を指定して、［OK］をクリックし

ます。

3 一覧に組み込むエンティティをフィルタします。手順については、312 ページの「エ

ンティティのフィルタ」を参照してください。

4 固定一覧を作成するには、エンティティを一覧に追加します。手順については、313

ページの「固定エンティティ一覧の作成」を参照してください。

5 ［ファイル］メニューから［保存］を選択して一覧を保存します。

エンティティのフィルタ
エンティティをフィルタして、連動エンティティ一覧を定義します。連動エンティ

ティ一覧を保存したり、エンティティを追加して固定エンティティ一覧として保

存することができます。エンティティのフィルタには、次のフィルタ基準のうち

1 つまたは複数を指定する操作がともないます。

l 親や仕訳帳など、エンティティの属性

l エンティティが属する組織

l エンティティが連結する親

l エンティティに割り当てられた下位構造

l 個々のサブエンティティ

l エンティティに割り当てられたコード

l エンティティの通貨

l エンティティの入力ロジック、換算ロジック、または連結ロジック

同じタイプの基準を複数件指定した場合には、一覧に含まれるエンティティは、

少なくとも 1 つの基準を満たす必要があります。例えば、Distribution コードと
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Plants コードを選択した場合には、一覧には Distribution コードまたは Plants コー

ドを持つエンティティだけが表示されます。

複数の種類の基準を指定した場合には、一覧に含まれるエンティティは両方の基

準を満たす必要があります。例えば、Chart5 入力ロジックと Legal 組織を選択し

た場合には、一覧には、Chart5 ロジックを使用する Legal 組織内のエンティティ

だけが表示されます。

エンティティが複数の基準を満たす場合には、エンティティが一覧に 2 回表示さ

れるのを防ぐために、［重複エンティティ］オプションをオフにします。例えば、

アプリケーションに Mexico エンティティが含まれており、このエンティティはペ

ソで North America にレポートするとします。［重複エンティティ］オプションを

オンにした状態で、一覧のフィルタ基準として Peso 通貨と North America 親を選

択した場合には、この Mexico エンティティは両方の基準を満たすため、一覧に 2

回表示されます。［重複エンティティ］をオフにした場合には、Mexico は一覧に 1

回だけ表示されます。

注： ［消去］、［会社間］、または［仕訳帳］オプションをオンにして［重複エン

ティティ］をオンにした場合は、重複を含むすべてのエンティティが表示

されます。［消去］、［会社間］、または［仕訳帳］オプションをオンにした

場合、重複エンティティのみがフィルタされません。

ä エンティティをフィルタするには、次の手順に従います。

1 ［エンティティ一覧］ウィンドウで、フィルタするエンティティ一覧を開くか作成し

ます。

2 ［一覧］タブ、［エンティティ］タブ、または［オプション］タブで、必要に応じて次

の操作を行います。

l エンティティが複数の基準を満たすようにするには、異なるタイプの基準を

選択します。

l 選択した基準の 1 つだけをエンティティが満たすようにするには、同じタイ

プの基準を複数選択します。

l 重複エンティティを消去するには、［一覧に追加］ボックスの［重複エンティ

ティ］チェックボックスをオフにします。

3 フィルタ基準を反映するように一覧を更新するには、［一覧の更新］をクリックしま

す。

4 次のいずれかの操作を行います。

l 連動一覧への変更を保存するには、［ファイル］メニューから［保存］を選択

します。

l 固定一覧の作成を続行するには、固定一覧にエンティティを追加します。手

順については、313 ページの「固定エンティティ一覧の作成」を参照してくだ

さい。

固定エンティティ一覧の作成
固定一覧を作成するときには、基準を指定することによって作成する連動一覧か

ら特定のエンティティを選択します。作業時には、固定一覧に影響を与えること
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なく連動一覧をフィルタする基準を変更できます。これによって、組み込むエン

ティティを検索しやすくなります。データベースモジュールおよびレポートモ

ジュールでエンティティ一覧を使用します。

ä 固定エンティティ一覧を作成するには、次の手順に従います。

1 ［エンティティ一覧］ウィンドウで固定一覧を作成するか、変更する固定一覧を開き

ます。

2 連動一覧で項目をフィルタする基準を選択します。手順については、312 ページの「エ

ンティティのフィルタ」を参照してください。

3 ウィンドウの固定一覧で、次のうち必要な操作を行います。

l 連動一覧のすべての項目を固定一覧に追加するには、［編集］メニューから

［すべてをコピー］を選択します。

l 連動一覧の特定の項目を固定一覧に追加するには、項目を選択してから、［編

集］メニューから［挿入］を選択します。

l 連動一覧の特定の項目を固定一覧の特定の位置に追加するには、次の操作を

行います。

1. 固定一覧で、エンティティを挿入する位置の 1 つ下にある固定エンティティ

を選択します。エンティティを検索するには、314 ページの「固定エンティ

ティまたは連動エンティティの検索」を参照してください。

2. 連動一覧で、挿入するエンティティを選択します。エンティティを検索する

には、314 ページの「固定エンティティまたは連動エンティティの検索」を

参照してください。

注： 連動エンティティ一覧に値が挿入されない場合は、［一覧の更新］ボタ

ンをクリックします。

3. 選択したエンティティを固定一覧に挿入するには、［編集］メニューから［挿

入］を選択します。

l 固定一覧から項目を除去するには、固定一覧で項目を選択してから、［編集］

メニューから［除去］を選択します。

固定エンティティまたは連動エンティティの検索
［編集］メニューから［エンティティの検索］を使用すると、固定一覧または連動

一覧で特定のエンティティを検索できます。連動一覧に多数のエンティティが含

まれている場合は、スクロールオプションの代わりにこの機能を使用します。

ä エンティティを検索するには、次の手順に従います。

1 一覧を開き、検索するエンティティ一覧をアクティブにした状態で、［編集］メニュー

から［エンティティの検索］を選択します。

［エンティティの検索］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［検索］ボックスにエンティティを入力します。エンティティがハイライト表示され

たら、［OK］をクリックします。アクティブな一覧でエンティティが選択されます。
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Hyperion Enterprise は、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Fusion

Edition へのデータのドリルバックに対応しています。

概要
Hyperion Enterprise サーバ管理には、ユーティリティ内のアプリケーションサー

バ、データサーバ、Web サーバ、メッセージサーバなど、Windows ベースのエン

タープライズサーバを管理および設定するための一元的なインターフェイスが用

意されています。

l アプリケーションサーバ：特定の Hyperion Enterprise プロセスのサーバベース

の実行をサポートします。

l データサーバ：データアクセス機能を向上させます。

l Web サーバ：データと仕訳帳の入力、データと仕訳帳の読み込み、インター

ネットまたはイントラネットを使用した連結のために使用されます。

l メッセージサーバ：アプリケーションバックアップの実行前および実行中に

同報通信メッセージを送信します。

Hyperion Enterprise サーバ管理を使用すると、次のタスクを実行できます。

l データベースとサーバステータスの表示
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l サーバサービスの開始または停止。これは、サーバがインストールされてい

るマシンで行う必要があります。

l データベースパス、サーバ詳細、サーバ ID、およびサーバファイルの場所の

編集

l 処理量の管理とアプリケーションログの表示

l アプリケーション間の切り替えとアプリケーション設定の変更

l アプリケーションのサーバサービスの有効化と無効化

Hyperion Enterprise サーバ管理へのアクセス

ä Hyperion Enterprise サーバ管理にアクセスするには、次のタスクを実行します。

l ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］、［Hyperion Solutions］、

［Hyperion Enterprise］、［サーバーの管理］の順に選択します。

l ［Hyperion Enterprise Application］モジュールで、［ナビゲート］メニューの

［サーバーの管理］を選択します。

［Enterprise サーバー管理］画面が表示されます。

Hyperion Enterprise サーバ管理では、アプリケーションサーバ、データサーバ、

メッセージサーバ、および Web サーバなどのあらゆるインストール済サーバを管

理できます。

また、サーバ管理モジュール内のアプリケーションにログインすることで、その

アプリケーション固有の情報を更新できます。
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注： ［Enterprise サーバー管理］で application.iniの設定を変更するには、ア

プリケーションモジュールタスクに対する「変更」セキュリティ権限が必

要です。

INI パラメータについて詳しくは、417 ページの「Application.ini ファイル」を参

照してください。

Enterprise サーバ管理におけるアプリケーション固有
の設定の変更

Enterprise サーバ管理でアプリケーション固有の設定を変更できます。

［スタート］メニューから Enterprise サーバ管理にログインしていて、Hyperion

Enterprise にはまだログインしていない場合、アプリケーション固有の設定を変更

するには次の操作を行います。

ä Enterprise サーバ管理でアプリケーション固有の設定を変更するには、次の手順に

従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で［ログオン］をクリックします。

［ログオン - Server Administration］画面が表示されます。

2 ［ログオン - Server Administration］でアプリケーションを選択し、［ユーザー名］と［パ

スワード］を入力します。

3 ［OK］をクリックします。

［Hyperion Enterprise サーバー管理］ウィンドウ

図 76  Enterprise サーバ管理。
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［Hyperion Enterprise サーバー管理］ウィンドウの左ペインには、選択した Hyperion

Enterprise アプリケーションに関する［アプリケーションの設定］、［詳細設定］、

［アプリケーションサーバー］、［データサーバー］、［メッセージサーバー］、およ

び［Web サーバー］が表示されます。右ペインには、選択したタスクに関連した

情報が表示されます。［Hyperion Enterprise Application］ウィンドウからサーバ管

理モジュールを開くと、Hyperion Enterprise でユーザがログオンしているアプリ

ケーションがデフォルトで表示されます。

［Hyperion Enterprise サーバー管理］ウィンドウの左ペインは 2 つのセクションに

分かれています。

l アプリケーションの設定

l サーバの管理の設定

l アプリケーションの設定

m ［アプリケーションの設定］を使用すると、サーバサービスを有効化また

は無効化したり、サーバパラメータの値を設定したりできます。

m ［詳細設定］を使用して［Enterprise サーバー管理］で application.ini

パラメータを変更するには、アプリケーションモジュールタスクに対する

「変更」セキュリティ権限が必要です。INI パラメータは［Enterprise サー

バー管理］でのみ変更できます。

l サーバの管理の設定

m ［アプリケーションサーバー］では、［管理］タブにステータスが表示され

ます。［設定］ボタンをクリックすると、アプリケーションサーバの設定

詳細やデータベースパス、ログファイルの場所などを表示し、設定できま

す。［処理量］タブには、実行されているタスクの詳細が表示されます。

処理量の表示を更新するには、［表示の更新］ボタンをクリックします。

例えば、システムリソースに問題があるためにタスクが応答しない場合

は、［タスクの終了］ボタンをクリックすることで、そのタスクを停止で

きます。［ログの表示］タブには、アプリケーションサーバに関連したロ

グファイルの詳細が表示されます。

m ［データサーバー］では、［管理］タブにデータサーバのステータスが表示

されます。データサーバの設定詳細とファイルの場所を表示して設定する

には、［設定］ボタンをクリックします。［ログの表示］タブには、選択し

たアプリケーションに関連したログファイルの詳細が表示されます。

m ［Messaging Server］の［管理］タブには、アプリケーションに関連したメッ

セージングサーバのステータスが表示されます。［設定］ボタンをクリッ

クすると、メッセージサーバの設定詳細とファイルの場所を表示して設定

できます。

m ［Web サーバー］では、［管理］タブにステータスが表示されます。Web

サーバの設定詳細とファイルの場所を表示して設定するには、［設定］ボ

タンをクリックします。［処理量］タブには、実行されているタスクの詳

細が表示されます。表示を更新するには［表示の更新］ボタンをクリック

し、タスクを停止するには［タスクの終了］ボタンをクリックします。

［アプリケーションサーバー］、［データサーバー］、および［メッセージ

サーバー］で［自動開始］ボタンをクリックした場合は、サーバを起動す

るたびにサービスが自動的に開始されます。デフォルトのユーザ名とパス

ワードは、［ユーザー ID の変更］を選択して変更できます。
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Hyperion Enterprise サーバ管理ユーティリティでアクションを実行する前

に、［アプリケーションの設定］でアプリケーションサーバ、データサー

バ、Web サーバ、およびメッセージサーバを有効にしておく必要がありま

す。

m FDM 設定では、FDM に対する Hyperion Enterprise データのドリルバック

によって、インポートされた FDM データの詳細を表示できます。Hyperion

Enterprise データベースセルまたは Hyperion Enterprise Web データグリッド

から FDM にドリルダウンして、データソースの詳細を表示できます。

注： メッセージサーバのアドレスまたはポート番号を修正する場合は、修正内

容を［Enterprise サーバー管理］ウィンドウの［アプリケーションの設定］

に必ずコピーしてください。複数の異なる IP ポートを使用すると、1 つの

アプリケーションに対してメッセージサーバを複数回有効にすることがで

きます。［Enterprise サーバー管理］ウィンドウでは、別のアプリケーション

に切り替えることもできます。アプリケーションを変更する方法について

は、「アプリケーションの変更」を参照してください。

アプリケーションの変更

ä Hyperion Enterprise サーバ管理でアプリケーションを変更するには、次の手順に従

います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で［アプリケーションの変更］をクリックします。

2 ［アプリケーションの変更 - ログイン］で、アプリケーションを選択し、ユーザ名とパ

スワードを入力します。

3 ［OK］をクリックします。

Hyperion Enterprise アプリケーションサーバ
Hyperion Enterprise アプリケーションサーバは、特定の Hyperion Enterprise プロセ

スのサーバベースでの実行をサポートしており、TCP/IP プロトコルを使用しま

す。Hyperion Enterprise アプリケーションサーバを使用すると、処理はクライアン

トワークステーションではなくアプリケーションサーバで実行されます。クライ

アントコンピュータにおける大量処理は、高レベルのネットワークトラフィック

の原因となり、パフォーマンスを低下させます。Hyperion Enterprise アプリケー

ションサーバは、この問題を解決します。また、クライアントワークステーショ

ンのハードウェアやソフトウェアをアップグレードせずに、迅速かつ簡単に処理

することもできます。アプリケーションが拡張され、クライアントユーザが増え

ても、ユーザはクライアントコンピュータに潜在する処理能力の制約によって拘

束されることがありません。

さらに、データがリモートで処理されるため、処理中もワークステーションを使

用できます。例えば、データの処理中に Hyperion Enterprise をアイコン化するか

閉じることにより、他の処理を実行できます。
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適なパフォーマンスを実現するためには、アプリケーションごとに異なるコン

ピュータを使用し、各コンピュータでサービスを 1 つずつ実行してください。但

し、複数のアプリケーションを 1 つのサーバで使用することも可能です。

注： アプリケーションサーバとデータサーバには、それぞれ異なるポート番号

を指定する必要があります。

Hyperion Enterprise アプリケーションサーバでは、次の処理タスクがサポートされ

ています。

l データの保護

l 連結

l データの読み込みと抽出

l 計算式の読み込みと抽出。読み込み時にロジックをチェックするオプション

を使用します。

l 仕訳帳の読み込みと抽出

l アプリケーションの読み込みと抽出

l セキュリティの読み込みと抽出

l エンティティの除去

l 仕訳帳の転記

l 仕訳帳の保護と保護解除

l 計算式ロジックのチェック

アプリケーションサーバが有効になっていると、ワークステーションではなくサー

バ上でこれらのタスクを実行できます。

注： サーバでタスクを実行する前に、Hyperion Enterprise アプリケーションサー

バサービスを実行しておく必要があります。詳しくは、323 ページの「アプ

リケーションサーバの起動または終了」を参照してください。

Hyperion Enterprise のインストールプロセスでは、アプリケーションサーバコン

ポーネントをインストールするかどうかを指定できます。『Hyperion Enterprise イ

ンストールガイド』を参照してください。

サーバベースのアプリケーションの作成
パフォーマンスを 適化するためには、サーバベースの Hyperion Enterprise アプ

リケーションを専用のアプリケーションサーバに作成するか移動する必要があり

ます。アプリケーションはアプリケーションサーバの物理ドライブにインストー

ルすることをお勧めします。アプリケーションがアプリケーションサーバ上にな

い場合は、サーバのユーザ名とパスワードが、アプリケーションが置かれている

ファイルサーバで有効であることを確認してください。
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注： Hyperion Enterprise のインストール時に［アプリケーションサーバー］オプ

ションを選択しなかった場合、［アプリケーション］ウィンドウの［アプリ

ケーションサーバー］タブは使用できません。

インストール時に Hyperion Enterprise アプリケーションサーバを選択すると、

hypent.iniファイルが更新され、アプリケーションサーバを Enterprise データ

ベースに対して有効にしたときに選択されるアプリケーションサーバサービスが

インストールされます。

Hyperion Enterprise アプリケーションのサーバ機能を使用する前に、サーバとクラ

イアントワークステーションでいくつかの作業を行う必要があります。

l アプリケーションサーバとクライアントワークステーションは、TCP/IP がイ

ンストールされている必要があり、一意の IP アドレスによって識別できなけ

ればなりません。

l クライアントワークステーションから、サーバとクライアントワークステー

ション間の TCP/IP 接続を確認する必要があります。これを行うには、アプリ

ケーションサーバの IP アドレスまたは名前を使用して ping コマンドを実行し

ます。

l さらに、HEServers.xmlファイルの場所を選択する必要があります。このファ

イルいは、どのアプリケーションサーバがユーザに対して使用可能になって

いるかに関する情報が保存されます。データベースのパスがレジストリで見

つからない場合は、デフォルトとしてサーバのパスが使用されます。データ

ベースのパスは、すべてのコンピュータからアクセスできるように設定する

必要があります。ユーザーに対してこの場所を尋ねるプロンプトが表示され

るため、Hyperion Enterprise のシステム管理者は、すべてのユーザーにデータ

ベースの場所を知らせる必要があります。

l アプリケーションサーバを使用する前に、Hyperion Enterprise サーバ管理の［ア

プリケーションの設定］ウィンドウでサーバを有効にします。

Enterprise サーバ管理に初めてログオンすると、アプリケーションサーバのオプ

ションである［クライアント上でのサーバータスクステータスの表示］（サーバ

ベースタスクの進行状況を示すインジケータを表示）と［ワークステーション上

でのタスクの実行を可能にする］（指定されたユーザによるローカルでのサーバタ

スクの実行を許可）が有効になります。

注： Hyperion Enterprise アプリケーションのデータベースがアプリケーションサー

バ上に存在し、ユーザにサーバベースの処理を実行する管理者権限がない

場合は、<Application>.iniファイルを変更して、

APP_DISABLE_LOCAL_SYSTEM_LOCK =1を設定します。

ä サーバベースのアプリケーションを作成するには、次の手順に従います。

1 アプリケーションを作成します。詳しくは、44 ページの「アプリケーションの定義」

を参照してください。

2 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。
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デフォルトで、［アプリケーションの設定］の［アプリケーションサーバー］、［デー

タサーバー］、［メッセージサーバー］、および［Web サーバー］は無効に設定さ

れています。タスクを実行する前にサーバを有効にしておく必要があります。

3 右ペインで、［アプリケーションサーバー］の［アプリケーションサーバー］を有効

にします。

4 アプリケーションの［アプリケーションサーバー ID］と［データベースのパス］を選

択します。

ヒント： ［アプリケーションサーバー ID］フィールドと［データベースのパス］

フィールドには、デフォルトで自動的に値が挿入されます。リモート

データベースファイルを使用するには、アプリケーションのデータベー

スパスをドロップダウンメニューから選択します。アプリケーション

サーバ ID が自動的に挿入されます。

5 ［クライアント上でのサーバータスクステータスの表示］を有効または無効にします。

6 ［ワークステーション上でのタスクの実行を可能にする］を有効にすると、指定され

たユーザがローカルでサーバベースのタスクを実行できるようになります。

7 ［適用］、［OK］の順にクリックして、Hyperion Enterprise サーバ管理を終了します。

サーバ処理のためのアプリケーションの有効化
アプリケーションのサーバオプションを有効にするには、次の手順に従います。

高のパフォーマンスを得るには、アプリケーションサーバ上にアプリケーショ

ンを配置します。325 ページの「Enterprise サーバ管理に対するサーバの追加」を

参照してください。

注： サーバ上に Hyperion Enterprise アプリケーションを追加または作成する必要

があります。サーバ ID が変更されている場合は、Hyperion Enterprise サー

バ管理からサーバを再選択します。

Enterprise サーバ管理に初めてログオンすると、アプリケーションサーバのオプ

ションである［クライアント上でのサーバータスクステータスの表示］（サーバ

ベースタスクの進行状況を示すインジケータを表示）と［ワークステーション上

でのタスクの実行を可能にする］（指定されたユーザによるローカルでのサーバタ

スクの実行を許可）が有効になります。サーバタスクをローカルで実行するアク

セス権を指定されたユーザに割り当てるには、第 4 章「セキュリティの設定」を

参照してください。但し、2 回目以降に Enterprise サーバ管理にログオンすると、

前回選択したオプションが表示されます。

ä サーバ処理のために既存のアプリケーションを有効化するには、次の手順に従い

ます。

1 Hyperion Enterprise サーバ管理で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択しま

す。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。

322 Hyperion Enterprise Server Administration



2 右ペインで、［アプリケーションサーバー］の［アプリケーションサーバー］を選択

します。

3 アプリケーションの［アプリケーションサーバー ID］と［データベースのパス］を選

択します。

4 ［ワークステーション上でのタスクの実行を可能にする］を有効にすると、指定され

たユーザがローカルでサーバベースのタスクを実行できるようになります。

5 ［適用］をクリックして、［OK］をクリックします。

アプリケーションサーバの起動または終了
Hyperion Enterprise のタスクをサーバ上で実行する前に、サーバ上で Hyperion

Enterprise アプリケーションサーバプログラム（HsvrCtrl.exe）を実行する必要

があります。Hyperion Enterprise アプリケーションサーバプログラムは、Windows

サービスとして実行するように設計されており、NT サービスの MMC または［ア

プリケーションサーバーマネージャ］タブから起動できます。

Hyperion Enterprise サーバ管理で、［アプリケーションサーバーの設定］の［自動

開始］を選択した場合は、Hyperion Enterprise アプリケーションサーバを起動する

たびに、アプリケーションサーバプログラムがサービスとして開始されます。

Enterprise サーバ管理または Windows のコントロールパネルを使用する、現在の

サーバを終了できます。サーバの起動と終了を行えるのは、管理者権限がある場

合のみです。

ä アプリケーションのアプリケーションサーバを起動または終了するには、次のい

ずれかの操作を行います。

l ［Hyperion Enterprise サーバー管理］ウィンドウで、左ペインからアプリケー

ションサーバ、データサーバ、およびメッセージサーバなどのサーバコンポー

ネントを選択して、［管理］タブを選択します。［サーバーの起動］または

［サーバーの終了］をクリックします。

l Windows 2003 のコントロールパネルからサーバコンポーネントをサービスと

して起動または終了するには、［管理ツール］をダブルクリックしてから、

［サービス］をダブルクリックします。一覧から［Hyperion Enterprise アプリ

ケーションサーバー］を選択し、［開始］または［停止］を選択します。

注： ［サービス］ダイアログボックスからアプリケーションサーバを起動できな

い場合は、サービスを実行するアカウントのアクセス権をチェックして、

［Hyperion Enterprise Application Server Properties（Hyperion Enterprise アプリ

ケーションサーバーのプロパティ）］の［ログオン］タブでアカウントをリ

セットします。

FDM データに接続するための Hyperion Enterprise アプ
リケーションの設定

FDM データに接続するための Hyperion Enterprise アプリケーションの設定 323



このタスクでは、FDM への接続が作成され、FDM へのドリルバックが可能にな

ります。このタスクに伴って、必要な設定および構成タスクを FDM で行う必要

があります。詳しくは FDM のマニュアルを参照してください。

接続を設定する前に実行が必要なタスクは次のとおりです。

l FDM データのドリルバックを構成するための Hyperion Enterprise アプリケー

ションにログオンします。

l FDM がインストールされ構成されている必要があります。

l Enterprise 用 FDM アダプタがインストールされ構成されている必要がありま

す。

l Enterprise アプリケーションが FDM で作成されている必要があります。

FDM への接続を設定すると、Hyperion Enterprise Database モジュールまたは

Hyperion Enterprise Web View Data モジュールから FDM データを操作できるよう

になります。ただし、Hyperion Enterprise Web から FDM データを操作するには、

FDM への接続を設定した後で、Hyperion Enterprise Web サーバをリセットする必

要があります。345 ページの「Hyperion Enterprise サーバ管理を使用したアプリ

ケーションの Web 対応化」または342 ページの「Web 用のアプリケーションの設

定」を参照してください。

ä FDM への接続を設定するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］の［アプリケーションの設定］で、［FDM 設定］までスク

ロールダウンしてからボタンをクリックして、ステータスを［有効］に変更します。

2 ［FDM サーバー URL］に次の形式で URL 情報を入力します。http://<ホスト名>/<仮想

ディレクトリ>/

l <ホスト名>には FDM サーバのホストコンピュータの名前を入力します。

l <仮想ディレクトリ>には FDM の仮想ディレクトリセットの名前を入力します。

例えば、http://<mysr4567>/HyperionFDM/と入力します。

3 ［FDM Adapter Key（FDM アダプタキー）］にアダプタキー情報を入力します。

例えば、HE6x-G4-B と入力します。アダプタキーについて詳しくは、FDM のマ

ニュアルを参照してください。このフィールドでは大文字と小文字が区別されま

す。

4 ［FDM アプリケーション名］に、Hyperion Enterprise に対して作成されたアプリケーショ

ンの名前を入力します。

例えば、Test_FDM_Application と入力します。このフィールドでは大文字と小文

字が区別されます。

サーバデータベースの管理
使用可能なアプリケーションサーバ、データサーバ、メッセージサーバ、および

Web サーバのデータベースを管理するには、Hyperion サーバ管理（EAM.exe）を

使用します。以下は、サーバデータベースの管理タスクです。これらのタスクは、

［Enterprise サーバー管理］ウィンドウから実行できます。
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l データベースへのサーバの追加

l データベースからのサーバの削除

l データベースからのサーバ設定の編集

l サーバ情報の印刷

Enterprise サーバ管理に対するサーバの追加

アプリケーションサーバ、データサーバ、メッセージサーバ、および Web サーバ

などのサーバを、サーバの管理によって追加できます。

ä サーバを追加するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、追加するサーバの種類を右クリックして［サーバーの

追加］を選択します。

例えば、アプリケーションサーバを追加するには、［アプリケーションサーバー］

を右クリックしてから［サーバーの追加］を選択します。

2 サーバ情報を指定して、［適用］をクリックします。

注： サーバ情報は HEServers.xmlファイルに保持されます。この情報は

Enterprise サーバ管理ソフトウェアプログラムによってアクセスされます。

Enterprise サーバ管理からのサーバの削除

アプリケーションサーバ、データサーバ、メッセージサーバ、および Web サーバ

などのサーバを、サーバの管理によって削除できます。

ä サーバを削除するには、次の操作を行います。［Enterprise サーバー管理］で、削

除するサーバを右クリックして［サーバーの削除］を選択します。

サーバ情報の編集
アプリケーションサーバ、データサーバ、メッセージサーバ、および Web サーバ

などのサーバを、サーバの管理によって編集できます。

ä サーバデータベースを編集するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、編集するサーバを右クリックして［サーバーの編集］

を選択します。

2 ［サーバーの詳細］を編集して、［適用］をクリックします。

注： サーバ情報は HEServers.xmlファイルに保持されます。この情報は

Enterprise サーバ管理ソフトウェアプログラムによってアクセスされます。
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サーバ情報の印刷
データベース内のサーバの一覧とそのステータスを印刷するには、［Hyperion サー

バー管理］ウィンドウを使用します。

ä サーバ情報を印刷するには、［Enterprise サーバー管理］で次の操作を行います。

l サーバのステータスを表示するには、左ペインでサーバを選択します。サー

バの情報が右ペインに表示されます。

l ［Enterprise サーバー管理］で、印刷するサーバの種類を右クリックして［サー

バーの印刷］を選択します。

注： サーバパス情報を変更、あるいはアプリケーションのサーバパスワードを

変更するには、［設定］をクリックします。

サーバデータベース管理の移行

旧リリースの Hyperion Enterprise では、サーバ情報は HsvrCtrl.datファイルに保

持されていました。今回のリリースでは、サーバ情報は HEServers.xmlファイル

に保持されます。インストール中に、サーバ情報は HsvrCtrl.datファイルから

HEServers.xmlファイルに書き込まれます。ただし、インストールプロセス終了

後もサーバにその他の HsvrCtrl.datファイルが含まれる場合は、HsvrCtrl.dat

ファイルから HEServers.xmlファイルにデータを移行できます。

ヒント： すべてのサーバに対する一元的な情報リポジトリを HEServers.xmlファ

イルで保持することをお勧めします。

ä サーバ情報を HsvrCtrl.datファイルから HEServers.xmlファイルに移行する

には、次の操作を行います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、［サーバーの管理］を右クリックして［サーバーの移

行］を選択します。

2 右ペインで、HsvrCtrl.datファイルがある場所を参照して、［移行］をクリックし

ます。

Hyperion Enterprise サーバとプロセスの管理
これらのタスクを実行するには、『Hyperion Enterprise インストールガイド』の第

9 章「Hyperion Enterprise のアップグレード」を参照してください。

データの連結
サーバベースの処理を使用してデータを連結する場合、処理はアプリケーション

サーバ上で実行されます。リモートまたはローカルでデータを連結するには、［連
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結］ウィンドウの［タスク］メニューを使用します。データ連結について詳しく

は、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

連結処理の間は、進行状況を示すウィンドウが表示されます。このウィンドウは

別のプログラムであるため、連結中に Hyperion Enterprise で他のタスクを実行し

たり、Hyperion Enterprise を終了することができます。サーバで連結が終了すると

このウィンドウは閉じます。問題が発生した場合はエラーメッセージが表示され

ます。

ä リモートまたはローカルでデータを連結するには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、アプリケーションを開

きます。

2 ［連結］メニューの［タスク］を選択して、連結コマンドを選択します。サーバ上で

連結するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

3 サーバ上で連結を実行するには［サーバー］を選択し、クライアントワークステー

ション上で連結を実行するには［ローカル］を選択します。

データの読み込み
サーバベースまたはローカルのデータ読み込みを実行するには、Hyperion Enterprise

の［データベース］ウィンドウを使用します。データ読み込みについては、

『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

ä リモートまたはローカルでデータを読み込むには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、データの読み込み先の

アプリケーションを開きます。

2 ［データベース］で［タスク］メニューの［データの読込］を選択します。

3 データ読み込みオプションを選択して、［OK］をクリックします。

読み込みファイルと読み込みエラーファイルはサーバからアクセスできなければ

ならないため、クライアントワークステーションのローカルドライブには配置し

ないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

データ読み込み処理の間は、進行状況を示すステータスウィンドウが表示さ

れます。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理中に

Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終了する

ことができます。サーバでデータの読み込みが終了するとこのウィンドウは

閉じます。問題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。
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データの抽出
サーバベースまたはローカルのデータ抽出を実行するには、Hyperion Enterprise の

［データベース］ウィンドウを使用します。データ抽出については、『Hyperion

Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

ä リモートまたはローカルでデータを抽出するには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、アプリケーションを開

きます。

2 ［データベース］からデータを選択して、［タスク］メニューの［データの抽出］を選

択します。

3 データ抽出オプションを選択して、［OK］をクリックします。

抽出ファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアントワー

クステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

データ抽出処理の間は、進行状況を示すステータスウィンドウが表示されま

す。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理中に Hyperion

Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終了することがで

きます。サーバでデータの抽出が終了するとこのウィンドウは閉じます。問

題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。

アプリケーションの読み込み
サーバベースまたはローカルのアプリケーション読み込みを実行するには、

Hyperion Enterprise の［アプリケーション］ウィンドウを使用します。

ä リモートまたはローカルでアプリケーションを読み込むには、次の手順に従いま

す。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、読み込むアプリケーショ

ンを選択します。

2 ［アプリケーション］で［タスク］メニューの［アプリケーションの読込］を選択し

ます。

3 アプリケーション読み込みオプションを選択して、［OK］をクリックします。

読み込みファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアン

トワークステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。
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4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

アプリケーション読み込み処理の間は、進行状況を示すステータスウィンド

ウが表示されます。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの

処理中に Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise

を終了することができます。サーバで読み込みが終了するとこのウィンドウ

は閉じます。問題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。

アプリケーションの抽出
サーバベースまたはローカルのアプリケーション抽出を実行するには、Hyperion

Enterprise の［アプリケーション］ウィンドウを使用します。

ä リモートまたはローカルでアプリケーションを抽出するには、次の手順に従いま

す。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、抽出するアプリケーショ

ンを開きます。

2 ［アプリケーション］からアプリケーションを選択して、［タスク］メニューの［アプ

リケーションの抽出］を選択します。

3 アプリケーション抽出オプションを選択して、［OK］をクリックします。

抽出ファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアントワー

クステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかのオプションを選択します。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

アプリケーション抽出処理の間は、抽出の進行状況を示すステータスウィン

ドウが表示されます。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバ

の処理中に Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise

を終了することができます。サーバで抽出が終了するとこのウィンドウは閉

じます。問題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。

仕訳帳の読み込み
サーバベースまたはローカルの仕訳帳読み込みを実行するには、Hyperion Enterprise

の［仕訳帳］ウィンドウを使用します。仕訳帳の読み込み方法について詳しくは、

『Hyperion Enterprise ユーザガイド』の第 5 章「仕訳帳の入力」を参照してくださ

い。
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ä リモートまたはローカルで仕訳帳を読み込むには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、仕訳帳の読み込み先の

アプリケーションを開きます。

2 ［仕訳帳］で［タスク］メニューの［仕訳帳の読込］を選択します。

3 仕訳帳読み込みオプションを選択して、［OK］をクリックします。

読み込みファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアン

トワークステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

仕訳帳読み込み処理の間は、進行状況を示すステータスウィンドウが表示さ

れます。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理中に

Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終了する

ことができます。サーバで仕訳帳の読み込みが終了するとこのウィンドウは

閉じます。問題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。

仕訳帳の抽出
サーバベースまたはローカルの仕訳帳抽出を実行するには、Hyperion Enterprise の

［仕訳帳］ウィンドウを使用します。仕訳帳の抽出方法について詳しくは、

『Hyperion Enterprise ユーザガイド』の第 5 章「仕訳帳の入力」を参照してくださ

い。

ä リモートまたはローカルで仕訳帳を抽出するには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、アプリケーションを開

きます。

2 ［仕訳帳］から仕訳帳を選択して、［タスク］メニューの［仕訳帳の抽出］を選択し、

［全期間］または［単一期間］を選択します。

3 仕訳帳抽出オプションを選択して、［OK］をクリックします。

抽出ファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアントワー

クステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。
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仕訳帳抽出処理の間は、進行状況を示すステータスウィンドウが表示されま

す。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理中に Hyperion

Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終了することがで

きます。サーバで抽出が終了するとこのウィンドウは閉じます。問題が発生

した場合はエラーメッセージが表示されます。

計算式の読み込み
サーバベースまたはローカルの計算式読み込みを実行するには、Hyperion Enterprise

の［ロジック］、［更新ルール］、または［カスタム関数］ウィンドウを使用しま

す。

ä リモートまたはローカルで計算式を読み込むには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、計算式読み込み先のア

プリケーションを開きます。

2 ［ロジック］、［更新ルール］、または［カスタム関数］で、［タスク］メニューの［計

算式の読込］を選択します。

3 計算式読み込みオプションを選択して、［OK］をクリックします。

読み込みファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアン

トワークステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

計算式読み込み処理の間は、進行状況を示すステータスウィンドウが表示さ

れます。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理中に

Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終了する

ことができます。サーバで読み込みが終了するとこのウィンドウは閉じます。

問題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。

計算式の抽出
サーバベースまたはローカルの計算式抽出を実行するには、Hyperion Enterprise の

［ロジック］、［更新ルール］、または［カスタム関数］ウィンドウを使用します。

ä リモートまたはローカルで計算式を抽出するには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、アプリケーションを開

きます。

2 ［ロジック］、［更新ルール］、または［カスタム関数］で計算式を選択して、［タスク］

メニューの［計算式の抽出］を選択します。

3 計算式抽出オプションを選択します。
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抽出ファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアントワー

クステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

計算式抽出処理の間は、進行状況を示すステータスウィンドウが表示されま

す。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理中に Hyperion

Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終了することがで

きます。サーバで抽出が終了するとこのウィンドウは閉じます。問題が発生

した場合はエラーメッセージが表示されます。

セキュリティの読み込み
サーバベースまたはローカルのセキュリティ読み込みを実行するには、Hyperion

Enterprise の［セキュリティアクセス］ウィンドウまたは［セキュリティの設定］

ウィンドウを使用します。

ä リモートまたはローカルでセキュリティを読み込むには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、セキュリティの読み込

み先のアプリケーションを開きます。

2 ［セキュリティアクセス］または［セキュリティの設定］で、［タスク］メニューの

［セキュリティの読込］を選択します。

3 セキュリティ読み込みオプションを選択します。

読み込みファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアン

トワークステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかのオプションを選択します。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

セキュリティ読み込み処理の間は、進行状況を示すステータスウィンドウが

表示されます。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理

中に Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終

了することができます。サーバで読み込みが終了するとこのウィンドウは閉

じます。問題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。
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セキュリティの抽出
サーバベースまたはローカルのセキュリティ抽出を実行するには、Hyperion

Enterprise の［セキュリティアクセス］ウィンドウまたは［セキュリティの設定］

ウィンドウを使用します。

ä リモートまたはローカルでセキュリティを抽出するには、次の手順に従います。

1 クライアントコンピュータ上で Hyperion Enterprise を起動して、アプリケーションを開

きます。

2 ［セキュリティアクセス］または［セキュリティの設定］で、［タスク］メニューの

［セキュリティの抽出］を選択します。

3 セキュリティ抽出オプションを選択します。

抽出ファイルはサーバからアクセスできなければならないため、クライアントワー

クステーションのローカルドライブには配置しないでください。

アプリケーションがサーバベースの場合は、［サーバーオプション］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションがサーバベースである場合に、サーバ上でタスクを実行す

るには、［サーバー］を選択します。

l ローカルワークステーション上でタスクを実行するには、［ローカル］（選択

可能な場合）を選択します。

セキュリティ抽出処理の間は、進行状況を示すステータスウィンドウが表示

されます。このウィンドウは別のプログラムであるため、サーバの処理中に

Hyperion Enterprise で他のタスクを実行したり、Hyperion Enterprise を終了する

ことができます。サーバで抽出が終了するとこのウィンドウは閉じます。問

題が発生した場合はエラーメッセージが表示されます。

Hyperion Enterprise データサーバ
Hyperion Enterprise データサーバにより、ユーザが Hyperion Enterprise アプリケー

ションとそのデータにアクセスする方法に影響する設定を更新および管理できま

す。データサーバは、データ管理、アクセシビリティ、およびパフォーマンスを

支援します。データサーバ 1 台につき 1 つのアプリケーションのみ実行すること

をお勧めします。

Hyperion Enterprise では、データサーバが有効になったアプリケーションごとに

データサーバインスタンスが 1 つ作成されます。各データサーバインスタンスは、

データサーバコントローラによって管理されます。要件によっては、1 台のサー

バに複数のデータサーバインスタンスが存在する場合があります。但し、1 台の

サーバ上で複数のデータサーバインスタンスを作成する場合は、システムリソー

スについて考慮する必要があります。パフォーマンスを 適化するために、デー

タサーバを有効に設定した Hyperion Enterprise アプリケーションは、Hyperion

Enterprise データサーバと同じサーバに配置する必要があります。

アプリケーションでデータサーバと Web サーバの両方を使用する場合、アプリ

ケーションを Web 対応にするには、データサーバをインストールしてアプリケー
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ションをクライアントモードまたはシングルユーザモードで実行しておく必要が

あります。

1 台のサーバ上に複数のデータサーバインスタンスを作成する前に、次の可変要

素を考慮に入れてください。

l 各アプリケーションのユーザ数、サイズ、および複雑性

l 処理する機能（連結またはレポート作成）

注： サイズは、データサーバよりむしろ、アプリケーションの種類やサポート

されるユーザの数によって決まります。

データサーバのセキュリティ
Hyperion Enterprise データサーバでは、Hyperion Enterprise のセキュリティだけで

なく、DCOM セキュリティが使用されます。データサーバを使用していない場合

は、Hyperion Enterprise アプリケーションのセキュリティだけが使用されます。

データサーバが使用されている場合、サーバへの接続には DCOM が使用されま

す。アプリケーションに接続しようとしているユーザを信頼できるドメインによっ

て認証できない場合は、接続を確立できないことがあります。

データサーバの有効化
Hyperion Enterprise ユーザのデータアクセスを向上させるには、データサーバを有

効化します。データサーバは、Hyperion Enterprise アプリケーションに対して有効

にできます。

データサーバを有効にする前に、ユーザをアプリケーションからログアウトさせ、

Web サーバを無効にしておく必要があります。「Web サーバの無効化」を参照し

てください。データサーバが有効になったアプリケーションにログオンしている

場合は、アプリケーションを自動リセットするように求めるメッセージプロンプ

トが表示されます。メッセージの［はい］をクリックして、データサーバを有効

化します。

ä データサーバを有効化するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

2 右ペインの［データサーバー］で［データサーバー］を有効化します。

3 データサーバのパラメータを指定します。

ヒント： データサーバがインストールされているコンピュータの名前を指定しま

す。データサーバログファイルの場所と名前を指定します。

4 ［適用］をクリックします。
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データサーバの起動または終了

ä データサーバを起動または終了するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］の左ペインで、［サーバーの管理］の下の［データサー

バー］を選択します。

2 ［管理］で、［データサーバー］を起動または終了します。

データサーバサービスの開始または停止
Hyperion Enterprise データサーバは、Windows 2003 サービスまたは Windows 2008

サービスとして実行するように設計されています。データサーバで Hyperion

Enterprise のタスクを実行する前に、データサーバサービスを開始しておく必要が

あります。データサーバサービスをタスク間で開始することはできません。

ä Windows 2003 または Windows 2008 でデータサーバサービスを開始または停止す

るには、次の手順に従います。

1 コントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順に選択します。

2 一覧で［Hyperion Enterprise データサーバーコントローラ］を右クリックして、データ

サーバを起動または終了します。

データサーバ設定の編集
ネットワークアドレスまたはポートを修正した場合は、それらの変更をデータサー

バに反映させる必要があります。データサーバの設定を編集する前に、ユーザが

アプリケーションからログアウトしており、Web サーバが無効化されていること

を確認します。「Web サーバの無効化」を参照してください。

ä データサーバ設定を編集するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［データサーバー］を選択します。

2 ［管理］の［設定］をクリックします。

3 ［データサーバーの設定］で、サーバ識別情報とサーバファイルの場所を修正します。

4 ［OK］をクリックします。

アプリケーションのデータサーバ設定の編集
アプリケーションのデータサーバ設定は、Hyperion Enterprise サーバ管理を使用し

て変更できます。

ä データサーバ設定を変更するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。
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2 右ペインで、［データサーバー］の［データサーバー］を選択します。

注： データサーバのパラメータを変更する前に、［アプリケーションの設定］で

データサーバサービスを有効化します。

3 ［データサーバー］にデータサーバ名を入力します。

4 ［データサーバーのポート］にデータサーバのポート番号を入力します。

注： アプリケーションに一意のポート番号を割り当てます。

5 ［データサーバーログファイル］にサーバログファイル名を入力します。

ヒント： 例えば、c:\mylog.logと入力します。

6 ［適用］をクリックします。

7 ［OK］をクリックします。

注： アプリケーションがコンピュータメモリに読み込まれたら、アプリケーショ

ンにログオンします。読み込み中にログオンしようとすると、エラーメッ

セージが返されます。

データサーバサービスの削除
データサーバを別のコンピュータに移動する場合は、データサーバサービスをコ

ンピュータから削除する必要があります。

ä データサーバサービスを削除するには

1 ［スタート］メニューの［コントロールパネル］を選択します。

2 ［アプリケーションの追加と削除］をダブルクリックして、［Hyperion Enterprise］を選択

します。［変更と削除］をクリックします。

3 ［インストールの変更］を選択して、［次へ］をクリックします。

4 ［Enterprise データサーバー］を選択解除して、［次へ］をクリックします。

5 ［はい、今すぐコピュータを再起動します。］または［いいえ、後でコピュータを再起

動します。］を選択します。

6 ［完了］をクリックします。

データモード
Hyperion Enterprise アプリケーションとそのデータアクセス機能は、データモード

によって制御されます。Hyperion Enterprise アプリケーションをデータモードにす

ると、システム管理、アクセシビリティ、およびパフォーマンスが向上します。

データモードには以下の種類があります。

l 参照のみモード：どのユーザも Hyperion Enterprise でデータ読み込み、HP リ

ンク、管理を行うことができません。これによって、システムはユーザの要

求をすばやく処理して、アプリケーションデータを読み取ったり、レポート
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を作成できるようになります。参照のみモードには、アプリケーションモ

ジュールの［オプション］タブからアクセスできます。

l デフォルトモードまたはクライアントモード：特定のデータサーバを使用し

てデータが自動的に読み込まれます。クライアントモードで Hyperion Enterprise

データにアクセスすると、システムとユーザ間のデータ転送を高速化できま

す。

l 単一ユーザモード：システム管理者のみがアプリケーションにログオンして、

アプリケーション管理を実行できます。アプリケーション管理を行うには、

すべてのユーザがシステムからログオフしている必要があります。単一ユー

ザモードには、Hyperion Enterprise サーバ管理の［アプリケーションの設定］

からアクセスできます。

参照のみモード

参照のみモードの Hyperion Enterprise アプリケーションを開くと、保護記号と「読

込」という文字がデスクトップの右下隅に表示されます。アプリケーションが参

照のみモードであることを示すメッセージはユーザに対して表示されません。

注： アプリケーションがクライアントモードの場合、それを参照のみモードに

変更することはできません。参照のみモードにする場合は、クライアント

モードからアプリケーションを除去する必要があります。

セキュリティ権限は、参照のみモードのアプリケーションにも適用されます。但

し、アプリケーションが参照のみモードのときにレポートやデータを表示するこ

とはできません。

参照のみモードには、次のような制限があります。

l レポートは作成できません。但し、行や列見出しを変更することによって、

レポートを表示および修正することができます。レポートのラベル名と説明

は変更できません。

l 参照のみモードでレポートをプレビューする場合は、フォントまたはフォン

トサイズなどのページ書式またはページ設定オプションの変更ができません。

レポートでは、アプリケーションを参照のみモードにする前に有効であった

設定が使用されます。

l アプリケーションが参照のみモードのときにレポートに加えた変更は保存さ

れません。

アプリケーションの参照のみモードへの設定

アプリケーションを参照のみに設定するには、修正アクセス権が必要です。

ä アプリケーションを参照のみモードに設定するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise にログオンして、アプリケーションモジュールにアクセスします。

2 Hyperion Enterprise からすべてのユーザがログオフしていることを確認します。
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ヒント： アプリケーションモジュールの［ユーザー］タブを選択すると、アプリ

ケーションにログオンしているユーザが表示されます。ユーザにログオ

フすることを要求する即時メッセージを送信できます。63 ページの「即

時メッセージの送信」を参照してください。

3 ［オプション］を選択してから、［参照のみモード］を選択します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

アプリケーションの書き込み可能モードへの再設定

システム管理者が［参照のみ］オプションを変更するまで、アプリケーションは

参照のみモードのままです。

ä アプリケーションを書き込み可能モードに戻すには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise にログオンして、［アプリケーション］モジュールにアクセスしま

す。

2 Hyperion Enterprise からすべてのユーザがログオフしていることを確認します。

ヒント： アプリケーションモジュールの［ユーザー］タブを選択すると、アプリ

ケーションにログオンしているユーザが表示されます。ユーザにログオ

フすることを要求する即時メッセージを送信できます。63 ページの「即

時メッセージの送信」を参照してください。

3 ［オプション］を選択してから、［参照のみモード］を選択解除します。

4 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

デフォルトモードまたはクライアントモード

アプリケーションがクライアントモードの場合、システムは特定のデータサーバ

を使用してデータを読み込みます。アプリケーションがクライアントモードでは

ない場合、システムは Hyperion Enterprise アプリケーション全体を保存している

コンピュータにデータの要求を送信し、データはハードディスクからアクセスさ

れます。クライアントモードでは、Hyperion Enterprise のメタデータはデータサー

バによってキャッシュされます。キャッシュとは、現在の情報で更新される特殊

なバッファストレージメモリです。データサーバではメタデータがキャッシュさ

れるので、システムパフォーマンスが向上します。保護もサーバ上のメモリによっ

て処理されます。

アプリケーションがクライアントモードのときは、クライアントモードアイコン

 がステータスバーに表示されます。モードを変更しない限り、アプリケーショ

ンはクライアントモードのままとなります。

クライアントモードを使用する前に、次のシステム要件が満たされていることを

確認します。

l Microsoft Windows 2003 または Windows 2008 server がデータサーバのあるコン

ピュータにインストールされている。

l Hyperion Enterprise アプリケーションが、データサーバのあるコンピュータに

存在し、そのコンピュータ上の hypent.iniファイルの一覧に含まれている。
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アプリケーションのクライアントモードへの設定

データサーバ実行可能ファイルはデータサーバが有効になったアプリケーション

でしか実行されないので、アプリケーションをクライアントモードにする前に、

アプリケーションでデータサーバを有効化しておく必要があります。320 ページ

の「サーバベースのアプリケーションの作成」を参照してください。

データサーバコントローラサービスを停止しても、Hyperion Enterprise がユーザに

よってログインされるのを防げるわけではありません。データサーバが有効になっ

た Hyperion Enterprise アプリケーションにユーザがログオンできなくするには、

Windows タスクマネージャから各データサーバプロセスを終了します。

ä アプリケーションをクライアントモードに設定するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。

2 右ペインで、［データサーバー］の［データサーバー］を選択します。

3 アプリケーションからすべてのユーザがログオフしていることを確認します。

ヒント： アプリケーションモジュールの［ユーザー］タブを選択すると、アプリ

ケーションにログオンしているユーザが表示されます。ユーザにログオ

フすることを要求する即時メッセージを送信できます。63 ページの「即

時メッセージの送信」を参照してください。

4 ［適用］をクリックします。

単一ユーザモード

アプリケーションがクライアントモードになっている場合は、複数のユーザが同

じアプリケーションに同時にアクセスできます。単一ユーザモードでは、Hyperion

Enterprise アプリケーションに複数のユーザが同時にログオンできません。アプリ

ケーションを単一ユーザモードに設定するには、アプリケーションでデータサー

バを有効化しておく必要があります。アプリケーションが単一ユーザモードの場

合、ログオンできるのは、そのオプションを選択したユーザのみです。単一ユー

ザモードは、システム管理者がすべてのユーザをシステムからログオフさせ、シ

ステムの管理を実行する必要がある場合に使用します。

注： 単一ユーザモードは、アプリケーションがクライアントモードの場合にの

み有効にできます。

注： アプリケーションを単一ユーザモードとして設定すると、同じユーザ名を

使用してアプリケーションの複数のセッションにログインできます。

アプリケーションの単一ユーザモードへの設定

アプリケーションを単一ユーザモードに設定するには、修正アクセス権が必要で

す。
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ä アプリケーションを単一ユーザモードに設定するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。

2 右ペインで、［データサーバー］の［単一ユーザーモード］を選択します。

3 アプリケーションからすべてのユーザがログオフしていることを確認します。

注： アプリケーションモジュールの［ユーザー］タブを選択すると、アプリケー

ションにログオンしているユーザが表示されます。ユーザにログオフする

ことを要求する即時メッセージを送信できます。63 ページの「即時メッセー

ジの送信」を参照してください。

4 ［適用］をクリックします。

アプリケーションのクライアントモードへの再設定

アプリケーションは、モードを変更するまで単一ユーザモードのままです。

ä アプリケーションをクライアントモードに戻すには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。

2 システムから他のすべてのユーザがログオフしていることを確認します。

ヒント： アプリケーションモジュールの［ユーザー］タブを選択すると、アプリ

ケーションにログオンしているユーザが表示されます。ユーザにログオ

フすることを要求する即時メッセージを送信できます。63 ページの「即

時メッセージの送信」を参照してください。

3 右ペインで、［データサーバー］の［単一ユーザーモード］を選択解除します。

4 ［適用］をクリックします。

クライアントモードでのアプリケーションのバックアップ

クライアントモードのアプリケーションのバックアップは、データサーバ上で実

行されていないアプリケーションのバックアップと似ています。

ä アプリケーションをクライアントモードでバックアップするには、次の手順に従

います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。

2 バックアップするアプリケーションからすべてのユーザがログオフしていることを確

認します。
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ヒント： アプリケーションモジュールの［ユーザー］タブを選択すると、アプリ

ケーションにログオンしているユーザにログオフするように求める即時

メッセージを送信できます。

3 右ペインで、［データサーバー］の［単一ユーザーモード］を選択します。

ヒント： 単一ユーザモードを選択すると、アプリケーションのバックアップ中に

他のユーザによってログオンされるのを防ぐことができます。

4 ［適用］をクリックします。

注： アプリケーションからすべての管理者がログオフしていることを確認しま

す。

5 一般的なバックアップ手順を使用してアプリケーションをバックアップします。アプ

リケーションのバックアップについては、21 ページの「アプリケーションバックアッ

プユーティリティ」を参照してください。

6 アプリケーションをバックアップしたら、［単一ユーザーモード］を選択解除して、

アプリケーションをクライアントモードに戻します。

Hyperion Enterprise Web サーバ
Hyperion Enterprise Web サーバを実行するには、タスクサーバ、セッションマネー

ジャ、Web アプリケーションという、3 つの Web サーバコンポーネントが必要で

す。Web アプリケーションは、Hyperion Enterprise アプリケーションを Web 用に

設定または有効化するために使用します。タスクサーバは、Web ベースのアプリ

ケーションに関連する大型プロセスのオフロードに使用します。タスクサーバは、

Hyperion Enterprise Reporting Web サーバや Hyperion Enterprise アプリケーション

サーバなどの複数のサーバにインストールして、Web を介して送信されるタスク

を共有することができます。セッションマネージャは、次の Hyperion Enterprise

Web アプリケーション情報を管理します。

l ログインしているユーザ

l 実行中のタスク

l POV

l ステータス

セッションマネージャは、Hyperion Enterprise Web サーバまたは Hyperion Enterprise

Reporting Web サーバにインストールする必要があります。

hypent.iniファイルは Hyperion Enterprise Web サーバ上にあります。この

hypent.iniファイルには、Web ベースのアプリケーションの場所の情報が含ま

れています。

Microsoft IIS をインストールしたら、Web アプリケーションコンポーネントをイ

ンストールできます。IIS のインストールと設定および Web アプリケーションコ

ンポーネントのインストールについては、『Hyperion Enterprise インストールガイ

ド』を参照してください。
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Hyperion Enterprise Web サーバの起動

Hyperion Enterprise Web サーバは、Windows 2003 server または Windows 2008 server

上で実行するように設計されています。

ä Windows 2003 および Windows 2008 で Hyperion Enterprise Web サーバを起動するに

は、次の手順に従います。

1 ［スタート］ボタンをクリックし、［コントロールパネル］、［管理ツール］の順に選択

します。

2 ［サービス］アイコンをダブルクリックします。

［サービス］ダイアログボックスが表示されます。

3 ［サービス］の一覧から［IIS 管理サービス］を選択します。

4 次のいずれかの操作を行います。

l Web サーバサービスの状態が「開始」となっている場合は、［停止］をクリッ

クします。

l Web サーバサービスの状態が「終了」となっている場合は、［開始］をクリッ

クします。

注： IIS 管理サービスを終了すると、FTP 発行サービス、Microsoft SMTP サー

ビス、および World Wide Web 発行サービスも自動的に終了します。但

し、World Wide Web 発行サービスは開始する必要があります。

5 ［閉じる］をクリックして［サービス］ダイアログボックスを閉じます。

6 ［管理ツール］ダイアログボックスを閉じます。

Hyperion Enterprise サーバ管理を使用した Web サー
バの起動または終了

ä Hyperion Enterprise サーバ管理を使用して Web サーバを起動または終了するには、

次の手順に従います。

1 ［Hyperion Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［Web サーバー］を選択します。

2 ［管理］の［サーバーの起動］をクリックします。

ヒント： ［サーバーの終了］をクリックすると、Web サーバサービスを停止でき

ます。

Web 用のアプリケーションの設定

Web サーバのインストールが完了したら、Hyperion Enterprise アプリケーションを

Web 対応にする必要があります。Web アプリケーション、タスクサーバ、セッ

ションマネージャのインストールについて詳しくは、『Hyperion Enterprise インス

トールガイド』を参照してください。アプリケーションを Web 対応にするには、

default.aspx ページまたは Enterprise サーバ管理を使用します。アプリケーション
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を Web 対応にする前に、アプリケーションのメタデータを読み込んでおく必要が

あります。

複雑にネストされた組織構造を持つアプリケーションを Web 対応にすると、「ア

プリケーションの読み込みに失敗しました。POV（データの視点）キャッシュを

読み込むことができません」というエラーメッセージが表示される場合がありま

す。この問題を回避するには、<application>.iniファイルに

EnableCacheForSmartview=0の値を設定します。<application>.iniファイル

は Enterprise サーバ管理モジュールから更新できます。

注： <application>.iniファイルで EnableCacheForSmartview=0の場合、

SmartView ではメンバ選択を先頭文字で検索できなくなります。

ä アプリケーションを Web 対応にするには、次の手順に従います。

1 Web ブラウザを開き、次の情報をアドレスボックスに入力します。http://<Webサー

バ>/<仮想ディレクトリ>/default.aspx例えば、http://myserver/HEWeb/

default.aspxと入力します。

パラメータ 説明

Web サーバ Web サーバの名前

仮想ディレクトリ 仮想ディレクトリの名前

default.aspx Hyperion Enterprise Web ログオンページの名前

注： Web 対応にするすべてのアプリケーションに対して次の手順を実行し、す

べての情報を同時に送信できます。

2 ［Hyperion Enterprise Web ログオン］ページのグローバル選択ペインで、［タスク］メニュー

の［管理］を選択します。

管理モジュールで実行できるタスクがローカル選択ペインに表示されます。

3 ローカル選択ペインで、［アプリケーションの設定］を選択します。

［アプリケーションの設定］ページが表示されます。

4 設定するアプリケーションを選択して、次の図に示すように［Web 使用可能］チェッ

クボックスをオンにします。
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5 ［ユーザー名］と［パスワード］に、Enterprise 管理ユーザ名とパスワードを入力しま

す。

6 ［タスクサーバー］に、タスクサーバとセッションマネージャがインストールされて

いるサーバの名前を指定します。

注： UNC 命名規則を使用してパスを指定するようにお勧めします。データアッ

プロード先のディレクトリは、タスクサーバがインストールされているコ

ンピュータから共有およびアクセスできる必要があります。

7 ［ファイルをアップロードする場所］で、データ読み込み用にファイルをアップロー

ドする Web サーバまたはタスクサーバ上のディレクトリを指定します。

8 オプション：Hyperion Enterprise Reporting Web をインストールしてある場合は、それがイ

ンストールされているサーバを指定します。

9 Web アプリケーションコントローラが実行されているサーバと Web 接続プールで使用

されている Enterprise 接続の数を指定します。

10 ［送信］をクリックします。Web コンポーネントをインストールすると、Web インター

フェイスでアプリケーションを使用できるようになります。

Web アプリケーションの設定が完了すると、［Web 管理結果］ページが表示され

ます。

11 次のいずれかの操作を行います。

l ［Enterprise へのログオン］をクリックして［Hyperion Enterprise Web ログオ

ン］ページを開きます。

注： これ以降のユーザは、default.aspxファイルを使用して、つまり Web

ブラウザのアドレスボックスに http://<Webサーバ>/<仮想ディレクトリ

>/default.aspx.と入力すれば、Web アプリケーションにログオンでき

ます。例えば、http://myserver/HEWeb/default.aspxと入力します。

l ［Web 管理へ戻る］をクリックして［Hyperion Enterprise Web 管理］ページに

戻り、別のアプリケーションを設定します。
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注： 外部認証を無効にした後でも、ユーザは外部認証用のユーザ情報を使用し

て Hyperion Enterprise Web アプリケーションにログオンする必要がありま

す。この問題を解消するには、Hyperion Enterprise Web アプリケーションを

無効にした後、もう一度有効に設定します。

Hyperion Enterprise サーバ管理を使用したアプリケーションの

Web 対応化

Hyperion Enterprise アプリケーションは Web で使用できるように設定する必要が

あります。アプリケーションを Web 対応にする前に、アプリケーションのメタ

データが読み込まれていることを確認してください。

ä アプリケーションを Web 対応にするには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。

2 右ペインの［Web サーバー］で［Web サーバー］を有効化します。

3 ［Web サーバー URL］にサーバの場所を入力します。

例えば、http://myserver/HEWebと入力します。

4 ［セッションマネージャ］で、セッションマネージャがインストールされているサー

バ設定パスを指定します。

5 ［タスクサーバー］で、タスクサーバがインストールされているサーバ設定パスを指

定します。

注： UNC 命名規則を使用してパスを指定するようにお勧めします。データアッ

プロード先のディレクトリは、タスクサーバがインストールされているコ

ンピュータから共有およびアクセスできる必要があります。

6 ［ファイルをアップロードする場所］で、データ読み込み用にファイルをアップロー

ドする Web サーバまたはタスクサーバ上のディレクトリを指定します。

7 ［Hyperion Enterprise Reporting Web サーバー］で、Hyperion Enterprise Reporting Web サーバが

インストールされているサーバを指定します。

8 ［Web アプリケーションコントローラ］に、Web アプリケーションコントローラが実行

されているサーバと Web 接続プールで使用されている Hyperion Enterprise 接続の数を指

定します。

9 ［接続数］に接続の数を指定します。

10 ［適用］、［OK］の順にクリックします。

Web コンポーネントをインストールすると、Web インターフェイスでアプリケー

ションを使用できるようになります。

注： これ以降のユーザは、default.aspxファイルを使用して、つまり Web ブラ

ウザのアドレスボックスに HTTP://<Webサーバ>/<仮想ディレクトリ>/
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default.aspxと入力すれば、Web アプリケーションにログオンできます。

例えば、http://myserver/HEWeb/default.aspxと入力します。

Hyperion Enterprise Web インストールの確認

ä Hyperion Enterprise Web を起動するには、次の手順に従います。

1 Web ブラウザを開きます。

2 アドレスボックスに次の URL を入力します。

http://<コンピュータ名>/<仮想ディレクトリ>/default.aspx 例えば、http://

myserver/HEWeb/default.aspxと入力します。

<コンピュータ名>には Hyperion Enterprise Web サーバのホストコンピュータの名前

を入力します。

Hyperion Enterprise のログオンページが表示されます。

Hyperion Enterprise Web を終了するには、［ファイル］メニューの［ログオフ］を

選択します。

Web ブラウザからの Hyperion Enterprise の起動

Hyperion Enterprise Web サーバをインストールして、そのステータスを確認した

ら、Hyperion Enterprise ログオンページの Web アドレスをユーザに伝達する必要

があります。Web ブラウザで Hyperion Enterprise を起動する際、コンピュータと

エイリアスディレクトリの場所を指定しなければなりません。

ä Web ブラウザで Hyperion Enterprise を起動するには、次の手順に従います。

1 Web ブラウザを起動します。

2 アドレスボックスに次の URL を入力します。http://<マシン名>/<仮想ディレクトリ>/

default.aspx例えば、http://myserver/HEWeb/default.aspxと入力します。

ここで、<マシン名>は Hyperion Enterprise とそのコンポーネントがインストールさ

れているコンピュータの名前、<仮想ディレクトリ>は作成した仮想ディレクトリ

の名前です。

Hyperion Enterprise Web アプリケーションの無効化

アプリケーションを Web 対応にすると、アプリケーションのユーザログオンデー

タが Hyperion Enterprise Web サーバによってキャッシュされます。これらの接続

は、アプリケーションをバックアップする前に無効にしておく必要があります。

これを行うには、Web サーバを閉じるか、Web サーバを再起動せずにコントロー

ルパネルから Web サービスを停止します。

ä Hyperion Enterprise Web 接続を無効化するには、次の手順に従います。

1 Hyperion Enterprise Web アプリケーションからすべてのユーザがログオフしていることを

確認します。
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ヒント： アプリケーションモジュールの［ユーザー］タブを選択すると、アプリ

ケーションにログオンしているユーザが表示されます。ユーザにログオ

フすることを要求する即時メッセージを送信できます。

2 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［アプリケーションの設定］を選択します。

新規アプリケーションを選択するには、「アプリケーションの変更」を参照してく

ださい。

3 右ペインで、［Web サーバー］の［Web サーバー］を選択解除します。

Hyperion Enterprise メッセージサーバ
Hyperion Enterprise メッセージサーバを使用すると、アプリケーションバックアッ

ププロセスの実行中に、アプリケーションにログオンしているユーザに対して自

動化された同報通信メッセージをアプリケーションバックアッププログラムから

送信できます。メッセージの送信は、ユーザが指定した間隔で行われます。また、

修正アクセス権を持つユーザと管理者は、アプリケーションにログオンしている

ユーザに即時メッセージを送信することもできます。例えば、連結やデータ抽出

などの管理タスクを実行するときにメッセージを送信できます。

注： ユーザはすべて、割り当てられた権限にかかわらずメッセージを受信する

ことができます。但し、ユーザがメッセージを受信するのは、メッセージ

の送信元以外のコンピュータにユーザがログオンしている場合のみです。

Hyperion Enterprise では、メッセージサーバが Hyperion Enterprise アプリケーショ

ンで有効になっている場合のみ、メッセージクライアントインスタンスが作成さ

れます。Enterprise サーバ管理を使用して、Hyperion Enterprise およびそのアドイ

ンに対するメッセージングを設定できます。メッセージサーバをアプリケーショ

ンに対して有効にすると、ユーザが Enterprise モジュールにログオンする際に

Hyperion Enterprise メッセージサーバクライアントプログラムが自動的に起動し、

タスクバーからアクセスできるようになります。

メッセージサーバクライアントプログラムには、Hyperion Enterprise Windows 32

ビットアプリケーションユーザと Hyperion Enterprise Reporting ユーザが含まれま

す。

Web 用のメッセージサーバコンポーネントのインストールをすでに選択している

場合は、Enterprise サーバ管理を使用して、Hyperion Enterprise Web に対するメッ

セージクライアントおよびサーバを設定できます。また、Hyperion Enterprise

Reporting Web およびそのアドインに対するメッセージクライアントおよびサーバ

も設定できます。

注： Hyperion Enterprise Windows 32 ビットクライアントまたは Hyperion Enterprise

Web に対するメッセージサーバコンポーネントをインストールするには、

『Hyperion Enterprise インストールガイド』を参照してください。
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メッセージサーバサービスのアプリケーションに
対する有効化
メッセージをユーザに送信する前に、メッセージサーバをアプリケーションに対

して有効にしておく必要があります。メッセージサーバを有効にすると、メッセー

ジサーバサービスとメッセージサーバクライアントプログラムが自動的に開始さ

れます。Hyperion Enterprise Web ユーザに対するメッセージングオプションの有効

化を選択できます。

ä メッセージサーバのオプションを設定するには、次の手順に従います。

1 現在のアプリケーションの Enterprise サーバ管理を開きます。

「Hyperion Enterprise サーバ管理へのアクセス」を参照してください。

2 左ペインで、［アプリケーションの設定］を選択します。

3 右ペインの［メッセージサーバー］で［メッセージサーバー］を有効化します。

4 ［メッセージングコンポーネント］で、次のいずれかのオプションを選択します。

注： この選択は、インストール手順でユーザが選択した内容と相互に依存しま

す。

l

［Web Messaging］を選択した場合は、［Web Messaging］を選択して、Hyperion

Enterprise Windows 32 ビットアプリケーションおよび Hyperion Enterprise Web

アプリケーションに対するメッセージングを有効化します。

l ［Windows-only messaging（Windows のみメッセージング）］を選択した場合は、

［Windows32 Messaging（Windows32 メッセージング）］を選択して、Hyperion

Enterprise Windows 32 ビットアプリケーションに対するメッセージングを有効

化します。

5 ［Web Messaging］を選択した場合は、［Web Message Server の URL］で、URL 情報を

http://<サーバ名>/HEMessageWebServiceという形式で入力します。例えば、

http:// myserver/HEMessageWebServiceと入力します。

6 ［Windows32 Messaging（Windows32 メッセージング）］を選択した場合は、次の操作を行

います。

1. ［メッセージサーバー］に、メッセージサーバのアドレスを入力します。

2. ［メッセージサーバーポート］に、メッセージサーバのインストール時に指

定したポート番号を入力します。

7 ［適用］をクリックします。

（HEMessageClient）がシステムトレイに表示されます。

メッセージサーバの起動または終了
メッセージサーバをインストールすると、Hyperion Enterprise メッセージサーバプ

ログラムが自動的に起動します。メッセージサーバの自動起動を停止するには、
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［メッセージサーバーの設定］ウィンドウで［自動開始］チェックボックスをオフ

にします。メッセージサーバをアプリケーションに対して有効化すると、Hyperion

Enterprise メッセージクライアントプログラムが自動的に起動します。

ä メッセージサーバを起動または終了するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［メッセージサーバー］を選択します。

2 右ペインで、［サーバーの起動］をクリックしてメッセージサーバを起動します。

注： メッセージサーバが起動した後は、［サーバーの終了］ボタンをクリックし

てサーバを終了できます。

Hyperion Enterprise Windows 32 ビットクライアント
のメッセージサーバ設定の編集
メッセージサーバ設定を表示および編集できます。

ä Windows メッセージクライアントのメッセージサーバ設定を編集するには、次の

手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［メッセージサーバー］を選択します。

2 右ペインの［設定］をクリックします。

［メッセージサーバーの設定］が表示されます。

3 ［サーバーの識別］で、次のいずれかまたはすべての操作を行います。

l ［ポート］でポート番号を変更します。

注： 変更を有効にするには、コンピュータを再起動する必要があります。

l メッセージサーバの自動起動を停止するには、［自動開始］チェックボックス

をオフにします。

ヒント： メッセージサーバをインストールした後、［自動開始］チェックボッ

クスはデフォルトでオンになっています。［自動開始］チェックボッ

クスをオフにした場合は、Windows コントロールパネルの［サービ

ス］ウィンドウで Hyperion Enterprise メッセージサーバサービスを

手動で開始する必要があります。

l メッセージサーバの［ユーザー名］と［パスワード］を変更するには、［ユー

ザー ID の変更］を選択します。

注： ［サーバーの識別］ボックスには、マシン名、サービス名、およびポート番

号が表示されますが、修正できるのはポート番号だけです。

4 サーバパスとログファイルの場所を変更するには、［サーバーファイルの場所］で［参

照］をクリックします。

5 ［適用］をクリックして、メッセージサーバの設定を更新します。

6 ［OK］をクリックして、［Enterprise サーバー管理］ウィンドウを閉じます。
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Web アプリケーションのメッセージサーバ設定の
編集
Hyperion Enterprise Web、Hyperion Enterprise Reporting Web、Hyperion Enterprise

Reporting Distributed Schedule、および Hyperion Enterprise Reporting Distributed

Retrieve などの Web アプリケーションのメッセージサーバを設定するには、次の

操作を行います。

注： 変更を有効にするには、コンピュータを再起動する必要があります。

ä Web 対応アプリケーションのメッセージサーバ設定を編集するには、次の手順に

従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［メッセージサーバー］を選択します。

2 右ペインの［設定］をクリックします。

［メッセージサーバーの設定］が表示されます。

3 ［サーバーの識別］で、次の操作を行います。

l ［ポーリング間隔］で、間隔設定に必要な情報を提供します。ポーリング間隔

のデフォルト値は 3 秒です。

l ［ 大メッセージ数］で、メッセージ数に必要な情報を提供します。 大メッ

セージ数のデフォルト値は 100 です。

注： ポーリング間隔は、メッセージサーバからメッセージをフェッチするため

に必要な時間の間隔です。少なくとも 3 秒は必要です。

注： 大メッセージ数は、メッセージサーバにバッファ可能なメッセージの数

です。

4 ［OK］をクリックして、［Web Message Server の設定］ウィンドウを閉じます。
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メッセージサーバ設定の表示

ä メッセージサーバの詳細を表示するには、次の手順に従います。

1 ［Enterprise サーバー管理］で、左ペインの［メッセージサーバー］を選択します。

2 ［サーバーの詳細］に、サーバの名前、ステータス、ポート番号、および説明が表示

されます。

メッセージの送信
アプリケーションにログオンしているすべてのユーザまたは特定のユーザにメッ

セージを送信できます。

ä メッセージを送信するには、次の手順に従います。

1 システムトレイで をダブルクリックします。

2 ［アプリケーションの選択］でアプリケーションを選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

l メッセージをすべてのユーザに送信するには、［すべてのユーザーを選択］を

選択します。

l メッセージを特定のユーザに送信するには、［ユーザーの選択］でユーザを選

択します。

4 ［次のタイトルでメッセージを送信］で、ユーザ名を選択します。

5 メッセージを入力し、［送信］をクリックします。

メッセージの表示と削除

ä メッセージを表示して削除するには、次の手順に従います。

1 システムトレイで をダブルクリックします。

2 ［ 近のメッセージ］に、送受信されたメッセージが表示されます。

3 送受信されたメッセージを削除するには、［クリア］をクリックします。

メッセージサーバサービスの削除
コントロールパネルを使用すると、メッセージサーバをコンピュータから削除で

きます。

ä メッセージサーバサービスを削除するには、次の手順に従います。

1 ［スタート］メニューの［コントロールパネル］を選択します。

2 ［アプリケーションの追加と削除］をダブルクリックして、［Hyperion Enterprise］を選択

します。［変更と削除］をクリックします。

3 ［インストールの変更］を選択して、［次へ］をクリックします。
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4 ［Enterprise メッセージサーバー］を選択解除して、［次へ］をクリックします。

5 ［はい、今すぐコピュータを再起動します。］または［いいえ、後でコピュータを再起

動します。］を選択します。

6 ［完了］をクリックします。

Hyperion Enterprise サーバのトラブルシューティング
サーバの起動、接続、または実行に問題がある場合は、以下の情報を参考にして

ください。

アプリケーションサーバに関するトラブルシュー
ティング
次の項では、アプリケーションサーバを設定する際に発生する可能性のある問題

を取り上げます。

アプリケーションサーバ起動時の問題

［Hyperion Enterprise サーバー管理］ウィンドウで［サーバーの起動］をクリック

した場合、またはコントロールパネルを使用した場合のいずれの方法でも Hyperion

Enterprise アプリケーションサーバプログラムを起動できない場合は、サーバの設

定時に指定したユーザ名に、サービスとしてログオンするセキュリティ権限とオ

ペレーティングシステムの一部として機能するセキュリティ権限があるかどうか

を確認します。ユーザパスワードが変更されている場合は、パスワード情報も更

新する必要があります。また、Hyperion Enterprise アプリケーションサーバセット

アッププログラムで、サーバ設定時にアカウント無効のエラーメッセージが表示

される場合は、ユーザ名、パスワード、セキュリティ権限も確認してください。

アプリケーションサーバ接続に関する問題

Hyperion Enterprise のアプリケーションウィンドウに［アプリケーションサー

バー］タブが表示されない場合は、クライアントサーバオプションがワークステー

ションにインストールされていないことを示しています。クライアントサーバオ

プションをインストールするには、Windows ディレクトリにある hypent.iniファ

イルの[Default]セクションに Use_Server=1を追加してください。

Hyperion アプリケーションサーバでタスクを実行すると、接続エラーのメッセー

ジが表示される場合があります。これには、次のような問題が考えられます。

l サーバコンピュータまたはサーバプログラムが実行されていない。

l IP ポートの変更後、サーバ情報のデータファイルが更新されていない。

l サーバ ID がデータベースから削除されているか、サーバ ID が変更されてい

る。

l クライアントコンピュータとサーバ間で、Hyperion Enterprise のバージョンが

異なる。クライアントコンピュータで、「サーバーの接続タイムアウト」とい

うメッセージが受信される。
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接続の問題を調査するには、次の操作を試してください。

l サーバプログラムがサーバ上で実行されていることを確認します。

l Hyperion Enterprise アプリケーションサーバ管理プログラム（hadmin.exe）を

実行します。サーバ ID が Hyperion Enterprise のアプリケーションウィンドウ

に表示されるサーバ ID と一致していることを確認し、その他のサーバ情報

フィールドも正しいことを確認します。

l 特定のアプリケーションに対して、サーバおよびクライアントワークステー

ションから Hyperion Enterprise を実行できることを確認します。

l ping.exeを実行して、サーバおよびクライアントワークステーション間の

TCP/IP 接続を確認します。

アプリケーションサーバ実行時の問題

サーバの実行に関する問題を調査するには、次のエラーログを確認します。

l クライアントおよびサーバ上にある Hyperion Enterprise アプリケーションエ

ラーログ。その内容が同一であるかないかは、［アプリケーションの設定変

更］ダイアログボックスで指定したユーザパスの値によって決定されます。

l サーバログ。サーバログの場所は、Hyperion Enterprise アプリケーションサー

バセットアッププログラムで指定されています。特定のセッションで問題が

発生した場合、ログファイルのコピーを保存しておくと、Hyperion Solutions

で問題を解決させていただく際に役立ちます。サーバエラーログは追加また

は削除できます。

l サーバ上のイベントビューア。イベントビューアは、Windows NT 管理ツール

プログラムグループまたはメニューにあります。HEServer メッセージを確認

するには、［ログ］メニューの［アプリケーション］を選択します。

サーバのローカルドライブに存在しないアプリケーションを使用している場合、

サーバ上でタスクを実行しようとすると、アプリケーションの起動時にエラーが

発生したことを示すメッセージが表示されることがあります。

l サーバの Windows ディレクトリの hypent.iniファイルを確認し、アプリケー

ションパスの設定（AppPath と UserPath）を UNC 形式（<computer name>

\<ShareName>\<Path>）に変更します。

l サーバのセットアップ時に指定されたユーザ名とパスワードが、アプリケー

ションがインストールされているコンピュータで有効であることを確認しま

す。

データサーバに関するトラブルシューティング
次の項では、データサーバを初めて設定する際に発生する可能性のある問題につ

いて説明します。

注： クライアントまたはリモートコンピュータからサービスを開始する場合に

も、同様の問題が発生します。サービスが開始されていることを確認して

ください。
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データサーバがコンソールモードで実行しない

データサーバがコンソールモードで実行しない場合は、次の原因が考えられます。

l データサーバが既に稼動している。

l コンソールを実行しているユーザが、レジストリ内のポート情報を更新する

許可を持っていない。

l アプリケーションのキャッシュ処理に問題がある。テクニカルサポートにご

連絡ください。

データサーバをクライアントモードで実行すると、クライア
ントコンピュータでクライアント／サーバアプリケーション
にアクセスできない

クライアントモードでデータサーバを実行しているきに、クライアントワークス

テーションからクライアント／サーバアプリケーションにログオンできない場合

は、次の原因が考えられます。

l データサーバでのキャッシングが終了していない。しばらく待機してからも

う一度ログオンしてください。

l データサーバが実行されていない（停止している）。

l ログオンに使用した NT ユーザがサーバ上で認証されない。この問題を解決す

るには、サーバ上または同じドメイン上にあるユーザ一覧にユーザ名を追加

します。

これらのいずれの問題もあてはまらない場合は、ネットワーク管理者にお問い合

わせください。

Data Server Administrator を使ってサービスとしてデータサーバ

を実行できない

Data Server Administrator を使ってデータサーバをサービスとして開始した後にク

ライアント／サーバアプリケーションにアクセスできない場合は、次の原因が考

えられます。

l NT 権限の「サービスとしてログオン」が設定されていない。

l サーバコンピュータに対する管理者権限がない。

メッセージサーバに関するトラブルシューティン
グ
次の項では、Windows 32 ビットのメッセージサーバサービスを初めて設定すると

きに発生する可能性がある問題とその解決策を示します。

メッセージサーバのインストール時に発生する問題

メッセージサーバの機能を使用する前に、サーバおよびクライアントのワークス

テーション上で次の操作を行います。
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l メッセージサーバとクライアントワークステーションは、TCP/IP がインストー

ルされている必要があり、一意の IP アドレスによって識別できなければなり

ません。

l クライアントワークステーションから、メッセージサーバの IP アドレスまた

は名前を使用して ping コマンドを実行して、サーバとクライアントワークス

テーション間の TCP/IP 接続を確認します。

メッセージサーバの起動時に発生する問題

［Enterprise サーバー管理］ウィンドウの［サーバーの起動］をクリックしてもメッ

セージサーバサービスが開始しない場合は、サーバのセットアップ時に指定した

IP ポート番号を確認します。ポート番号を確認する方法については、「メッセー

ジサーバ設定の表示」を参照してください。

メッセージサーバへの接続時に発生する問題

Hyperion Enterprise メッセージサーバでタスクを実行すると、以下の問題が原因で

接続エラーメッセージが表示される場合があります。

l サーバコンピュータまたはサーバプログラムが実行されていない。

l メッセージサーバのポート番号またはアドレスが変更されたが、サーバ情報

のデータファイルで更新されていない。

l メッセージサーバの名前またはポート番号が無効である。

l 2 番目のメッセージサーバインスタンスが同じポート番号を使用して開始され

ている。

接続の問題を調査するには、次の操作を試してください。

l サーバプログラムがサーバ上で実行されていることを確認します。

l メッセージサーバプログラムを実行します。［Enterprise サーバー管理］ウィン

ドウで、サーバ情報フィールドの値が正しいことを確認します。

l 特定のアプリケーションに対して、サーバおよびクライアントワークステー

ションから Hyperion Enterprise を実行できることを確認します。

l ping.exeを実行して、サーバおよびクライアントワークステーション間の

TCP/IP 接続を確認します。

メッセージサーバの実行時に発生する問題

メッセージサーバの実行時には、以下の理由で問題が発生する場合があります。

l システムがネットワークに接続されていない。

l サーバとクライアントワークステーション間の TCP/IP 接続が無効になってい

る。

Hyperion Enterprise データは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,

Fusion Edition へのドリルバックオプションに対応しています。

Hyperion Enterprise Reporting はレポートの生成に使用できます。
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Hyperion Enterprise は財務の連結に使用できます。
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A
連結ステータス

この付録の内容
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この付録では、連結ステータスに影響する可能性がある管理タスクについて説明

します。

連結ステータスの概要
さまざまなエンティティや期間の連結ステータスは、［連結］ウィンドウに表示さ

れます。変更を行うと、エンティティと期間の連結ステータスが「影響あり」ま

たは「算出」に変わる場合があります。これらのステータスが変わった場合は、

連結を実行し、すべてのエンティティと期間のステータスを「OK」に戻す必要が

あります。連結ステータスについて詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』

を参照してください。

ステータスに影響を与える可能性のある変更を行う前に期間を保護することがで

きます。期間の保護について詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参

照してください。

表 59 に、連結ステータスインジケータとその説明を示します。

表 59 連結ステータスインジケータ

ステータ
ス 説明

影響あり このエンティティに集計されたデータが変更されました。

算出 ロジックの計算式が変更されました。連結を再度実行して、影響を受けたエン
ティティの値を計算し直す必要があります。

変更あり 下位エンティティのデータが変更されました。
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ステータ
ス 説明

OK エンティティは既に連結されており、データは変更されていません。この期間
を連結する必要はありませんが、［すべての連結］または［データのあるもの
すべての連結］を使用して強制的に連結を実行できます。

データな
し

このエンティティには、指定の期間のデータが含まれていません。

保護済 このエンティティには、指定の期間に保護されたデータが含まれています。こ
のステータスのエンティティは連結されません。

非アク
ティブ

このエンティティは当期中アクティブではありません。このステータスは、
データ種別と期間別に編成されているアプリケーションでのみ表示されます。

また、変更内容によっては、ロジックが無効になる場合があります。変更がロジッ

クに影響する場合は、ロジックを再コンパイルする必要があります。ロジックの

チェック方法について詳しくは、250 ページの「ロジックのチェック」を参照し

てください。

アプリケーションの設定のステータス
表 60 に、アプリケーションの設定中に実行可能なさまざまな管理タスクとそれら

がどのように連結ステータスに影響するかを示します。表 60 のいずれの操作も連

結ステータスを変更し、編集または削除するレートおよび勘定科目を使用するエ

ンティティにデータが含まれているとします。エンティティにデータが含まれて

いない場合は、連結ステータスは変わりません。

表 60 アプリケーション設定時の連結ステータス

操作 結果

保護勘定科目の変更 ステータスに変化なし

アプリケーション基本通貨の変更 データを含むすべての親で「影響あり」ステータス
に変わります。

収益、費用、フローのレート勘定科
目の変更

データを含むすべての親で「影響あり」ステータス
に変わります。

収益、費用、フローのロジックの変
更

データを含むすべての親で「影響あり」ステータス
に変わります。

資産、負債、残高のレート勘定科目
の変更

データを含むすべての親で「影響あり」ステータス
に変わります。

資産、負債、残高のロジックの変更 データを含むすべての親で「影響あり」ステータス
に変わります。

エンティティのステータス
表 61 に、エンティティモジュールで実行可能なさまざまな管理タスクとそれらが

どのように連結ステータスに影響するかを示します。表 61 のいずれの操作も連結

ステータスを変更し、追加、編集、または削除するエンティティにデータが含ま
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れているとします。エンティティにデータが含まれていない場合は、連結ステー

タスは変わりません。

表 61 エンティティの連結ステータス

操作 結果 連動組織での結果

新しい場所へのエンティティ
の移動

元の連結パスと新しい連結パ
スにデータを含むすべての親
のステータスが「影響あり」
に変わります。

変更が加えられた期間とデー
タ種別のステータスに影響し
ます。

エンティティの追加 新しい連結パスにデータを含
むすべての親のステータスが
「影響あり」に変わります。

エンティティを追加する期間
とデータ種別のステータスに
影響します。

エンティティの削除 削除されたエンティティの連
結パスにデータを含むすべて
の親のステータスが「影響あ
り」に変わります。

エンティティが削除される期
間とデータ種別のステータス
に影響します。

エンティティの ID の変更 ステータスに変化なし ステータスに変化なし

エンティティの説明の変更 ステータスに変化なし ステータスに変化なし

エンティティの通貨の変更 連結パスにデータを含むすべ
てのエンティティのステータ
スが「影響あり」に変わりま
す。エンティティのステータ
スは「OK」です。

データを含むすべての期間と
データ種別のステータスに影
響します。

入力ロジックの変更 下位エンティティのステー
タスは「算出」に、データを
含むすべての親で「影響あ
り」ステータスに変わりま
す。

下位エンティティのステー
タスは「算出」に、データを
含むすべての親で「影響あ
り」ステータスに変わりま
す。

連結ロジックの変更 下位エンティティのステー
タスは「OK」に、データを含

むすべての親で「影響あり」
ステータスに変わります。

下位エンティティのステー
タスは「OK」に、データを含

むすべての親で「影響あり」
ステータスに変わります。

換算ロジックの変更 下位エンティティのステー
タスは「OK」に、データを含

むすべての親で「影響あり」
ステータスに変わります。

下位エンティティのステー
タスは「OK」に、データを含

むすべての親で「影響あり」
ステータスに変わります。

エンティティへの下位構造の
添付、エンティティの下位構
造の変更、またはエンティ
ティからの下位構造の削除

連結パスにデータを含むすべ
ての親のステータスが「影響
あり」に変わります。

データを含むすべての期間と
データ種別のステータスに影
響します。

単位の変更 下位エンティティのステー
タスは「算出」に、データを
含むすべての親で「影響あ
り」ステータスに変わりま
す。

下位エンティティのステー
タスは「算出」に、データを
含むすべての親で「影響あ
り」ステータスに変わりま
す。

コードの変更 下位エンティティのステー
タスは「算出」に、データを
含むすべての親で「影響あ
り」ステータスに変わりま
す。

下位エンティティのステー
タスは「算出」に、データを
含むすべての親で「影響あ
り」ステータスに変わりま
す。
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操作 結果 連動組織での結果

［消去］チェックボックスを
オンにする

連結パスにデータを含むすべ
ての親のステータスが「影響
あり」に変わります。

連結パスにデータを含むすべ
ての親のステータスが「影響
あり」に変わります。

［消去］チェックボックスを
オフにする

連結パスにデータを含むすべ
ての親のステータスが「影響
あり」に変わります。

連結パスにデータを含むすべ
ての親のステータスが「影響
あり」に変わります。

［会社間］チェックボックス
をオンまたはオフにする

データを含むすべてのエン
ティティのステータスは「影
響あり」に変わります。

データを含むすべてのエン
ティティのステータスは「影
響あり」に変わります。

［仕訳帳］チェックボックス
をオンまたはオフにする

ステータスに変化なし ステータスに変化なし

出資比率の変更 連結パスにデータを含むすべ
ての親のステータスが「影響
あり」に変わります。

変更が加えられた期間とデー
タ種別のステータスに影響し
ます。

支配比率の変更 ステータスに変化なし ステータスに変化なし

連結比率の変更 連結パスにデータを含むすべ
ての親のステータスが「影響
あり」に変わります。

変更が加えられた期間とデー
タ種別のステータスに影響し
ます。

［加算］から［減算］または
［減算］から［加算］への変
更

連結パスにデータを含むすべ
ての親のステータスが「影響
あり」に変わります。

データを含むすべての期間と
データ種別のステータスに影
響します。

［子は表示しない］チェック
ボックスをオンまたはオフに
する

ステータスに変化なし ステータスに変化なし

下位構造からのサブエンティ
ティの削除

下位構造が関連付けられてい
るすべての 下位エンティ
ティの連結パスにデータを含
むすべての親のステータスが
「影響あり」に変わります。

データを含むすべての期間と
データ種別のステータスに影
響します。

持株会社の変更 該当なし データを含むすべての期間と
データ種別のステータスに影
響します。

親の調整の入力ロジックの変
更

データを含むすべての 下位
エンティティのステータスは
「算出」に、データを含むす
べての親で「影響あり」ス
テータスに変わります。

データを含むすべての期間と
データ種別のステータスに影
響します。

組織構造の自動作成 該当なし ステータスに変化なし

支配比率と提案ロジックの算
出

該当なし 算出した期間とデータ種別の
ステータスに影響します。

出資比率と連結比率の算出 該当なし 算出した期間とデータ種別の
ステータスに影響します。

終出資率の算出 該当なし 算出した期間とデータ種別の
ステータスに影響します。
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データ種別のステータス
表 62 に、データ種別モジュールで実行可能なさまざまな管理タスクとそれらがど

のように連結ステータスに影響するかを示します。表 62 のいずれの操作も連結ス

テータスを変更し、追加、編集、または削除するデータ種別を使用するエンティ

ティにデータが含まれているとします。エンティティにデータが含まれていない

場合は、連結ステータスは変わりません。

表 62 データ種別モジュールの管理タスク

操作 結果

データ種別の追加 ステータスに変化なし

データ種別の名前変更 ステータスに変化なし

データ種別の削除 ステータスに変化なし

期間単位の変更 ステータスに変化なし

単位の変更 データを含むすべての 下位エンティティのステータスは「算
出」に、データを含むすべての親で「影響あり」ステータスに
変わります。

前期のデータ種別の変更 ステータスに変化なし

データ表示形式の変更 データを含むすべての 下位エンティティのステータスは「算
出」に、データを含むすべての親で「影響あり」ステータスに
変わります。

開始期間の変更 ステータスに変化なし

仕訳帳の［データなしは
ゼロ］オプションの変更

このデータ種別を使用するデータを含むすべての親で「影響あ
り」ステータスに変わります。このデータ種別を使用するデー
タを含むすべての 下位エンティティのステータスは「算出」
に変わります。

非仕訳帳エンティティの
［データなしはゼロ］オプ
ションの変更

このデータ種別を使用するデータを含むすべての親で「影響あ
り」ステータスに変わります。このデータ種別を使用するデー
タを含むすべての 下位エンティティのステータスは「算出」
に変わります。

勘定科目のステータス
表 63 に、勘定科目モジュールで実行可能なさまざまな管理タスクとそれらがどの

ように連結ステータスに影響するかを示します。表 63 のいずれの操作も連結ス

テータスを変更し、追加、編集、または削除する勘定科目を使用するエンティティ

にデータが含まれているとします。エンティティにデータが含まれていない場合

は、連結ステータスは変わりません。

表 63 勘定科目モジュールの管理タスク

操作 結果

勘定科目の追加 ステータスに変化なし
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操作 結果

勘定科目の削除 データを含むすべての親で「影響あり」ステータスに変わります。す
べての 下位エンティティのステータスは「算出」に変わります。

勘定科目の移動 データを含むすべての親で「影響あり」ステータスに変わります。す
べての 下位エンティティのステータスは「算出」に変わります。

勘定科目属性の変更 データを含むすべての親で「影響あり」ステータスに変わります。す
べての 下位エンティティのステータスは「算出」に変わります。

コードの変更 ステータスに変化なし

サブ勘定科目の移動 ステータスに変化なし

サブ勘定科目表の削
除

データを含むすべての親で「影響あり」ステータスに変わります。す
べての 下位エンティティのステータスは「算出」に変わります。

計算式のステータス
表 64 に、計算式モジュールで実行可能なさまざまな管理タスクとそれらがどのよ

うに連結ステータスに影響するかを示します。表 64 のいずれの操作も連結ステー

タスを変更し、追加、編集、または削除するロジックを使用するエンティティに

データが含まれているとします。エンティティにデータが含まれていない場合は、

連結ステータスは変わりません。

表 64 計算式モジュールの管理タスク

操作 結果

ロジックの編集 ステータスに変化なし

カスタム関数の編集 ステータスに変化なし

更新ルールの編集 ステータスに変化なし

ロジックコードの変更 ステータスに変化なし

ロジックのチェック データを含むすべての親で「影響あり」ステータスに変わります。
すべての 下位エンティティのステータスは「算出」に変わりま
す。

データベースのステータス
データベースモジュールで加えられたデータ変更によって、データを含むすべて

の親のステータスは「影響あり」に変わり、すべての 下位エンティティのステー

タスは「算出」に変わります。

連結詳細ステータス
表 65 に、実行可能なさまざまな管理タスクとそれらがどのように連結詳細ステー

タスに影響するかを示します。
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表 65 連結詳細の管理タスク

操作 結果

データの変更 全組織のすべての親に関連するエンティティの比率、消去、および調整後の
値のステータスは「影響あり」に変わり、エンティティの通貨がその親の通
貨と異なる場合は換算値のステータスが「影響あり」に変わります。

出資比率、連
結比率、連結
ロジックの変
更

親の分岐内のデータを含むすべてのエンティティの比率、消去、および調整
後の値のステータスは「影響あり」に変わり、エンティティの出資比率また
は連結比率を変更すると、データを含む親の調整のステータスは「算出」に
変わります。

エンティティ
の換算ロジッ
クの変更

特定の親のエンティティの換算ロジックを変更する場合で、エンティティと
親の通貨が異なり、 下位エンティティにデータが含まれる場合には、比
率、消去、調整後の値のステータスは「影響あり」に変わります。

エンティティ
の通貨の変更

換算、比率、消去、および調整後の値のステータスは「影響あり」に変わり
ます。

通貨の変更によって、親とエンティティの通貨が同じになる場合は、既存の
換算詳細は無効になり、無効な連結詳細をクリアする過程で削除されます。
詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

入力ロジック
の変更

比率、消去、および調整後の値のステータスは「算出」に変わります。
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B
計算式関数

この付録の内容
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この付録では、各計算式関数の構文など、計算式関数について説明します。

計算式関数の概要
計算式関数とは、特定の勘定科目値を取り出したり、特定の計算を行うようシス

テムに指示するためのキーワードです。例えば、平均関数は、指定された勘定科

目の当期の値と前期の値の平均を求めるようにシステムに指示します。

多くの計算式関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックに使用

できますが、1 種類のロジックにしか使用できない計算式関数もあります。この

付録の各項では、計算式関数について説明し、使用する際の形式を示し、例を 1

つ以上示します。さらに、これらの関数が有効であるロジックの種類も示します。

注： 勘定科目から計算式関数を削除しても、計算されたデータは削除されませ

ん。手動でデータを入力したり、読み込んだりするのと同様に、計算式の

計算では指定されたレコードのデータファイルに物理的に入力が行われま

す。新しいデータを読み込むと、算出値は削除されます。手動で算出値を

削除することもできます。

ロジックについて詳しくは、第 8 章「計算式の定義」を参照してください。計算

式スクリプトについて詳しくは、付録 C「計算式スクリプト」を参照してくださ

い。

計算式関数の形式と例
次の項では、計算式関数の形式とこれらの使用例を説明します。

A12 - 12 期間の平均関数

12 期間の平均関数は、残高、資産、または負債の勘定科目に関して、12 期間の平

均を計算します。この関数は、前期のデータ種別累計のデータ種別にリンクされ

ているデータ種別累計のデータ種別に対してのみ有効です。前期のデータ種別に
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は 12 の期間が必要です。その期間が設定されていない場合、システムが計算を行

うことはできません。システムは、次の計算式を使用して 12 期間の平均を計算し

ます。

前の 11 期間の合計+現在の期間／12

この関数は入力ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

A12(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では Cash 勘定科目の 12 期間の平均を計算します。

A12(#CASH) 

A24 - 24 期間の平均関数

24 期間の平均関数は、残高、資産、または負債の勘定科目に関して、24 期間の平

均を計算します。この関数は、前期のデータ種別にリンクされているデータ種別

累計のデータ種別に対してのみ有効です。システムは、次の計算式を使用して 24

期間の平均を計算します。

期首残高+ [(開始期間から直前の期間までの合計* 2)] +現在の期間／2 * 経過期間

数

この関数は入力ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

A24(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では Cash 勘定科目の 24 期間の平均を計算します。

A24(#CASH)

ABS - 絶対値関数

絶対値関数を使うと、式の絶対値が得られます。例えば、式の結果が-1 である場

合には、結果の絶対値は 1 です。ABS 関数を使うと、差異を正の数値として記録

できます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。ま

た、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を

使用します。

ABS(Expression)

ここで、Expression は任意の有効な式です。

例えば、次の式では 2 つの異なる期間の売上の差異を計算し、その差異を正の数

値として記録します。

ABS(#SALESTHISPER-#SALESLASTPER)
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AVE - 平均関数

平均関数では、現在の期間と以前のすべての期間の平均値を計算します。この関

数は入力ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

AVE(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では Sales 勘定科目のデータ種別に含まれる現在の期間と以前のす

べての期間の平均を計算します。

AVE(#SALES)

BALANCE - 残高関数

残高関数では、指定の基準勘定科目を使用して、調整勘定科目の値を計算します。

この関数を使うと、貸借対照表で合致しない勘定科目の値を取り込むことができ

ます。残高関数は、残高、資産、または負債の属性の勘定科目に関連付けられて

いる必要があります。BALANCE 関数は、通貨換算の前でも後でも使用できます。

この関数は入力ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

BALANCE(#Account1,#Account2,#Account3)

変数 説明

Account1 初の基準勘定科目の ID

Account2 2 番目の基準勘定科目の ID

Account3 3 番目の基準勘定科目の ID。この勘定科目はオプションです。

一般に、Total Assets 勘定科目の値は、入金勘定科目の小計です。次の式では、Total

Liabilities 値と Total Equity 値の合計を Total Assets 値と比較することによって調整

勘定科目の値を取得し、Total Assets 値を再計算することによって Plug 値を組み込

んで貸借対照表をバランスさせます。

BALANCE(#TOTLIAB,#TOTEQUITY,#TOTASSETS)

表 66 に、Total Assets 勘定科目の初期値が 100 である場合の結果を示します。

表 66 BALANCE 例の結果

勘定科目 種別 入力値 算出値

PLUG 資産  -20

TOTASSETS 資産  80

TOTLIAB 負債 30  

TOTEQUITY 負債 50  
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BASE - 残高勘定科目の 下位エンティティ関数

下位エンティティ関数では、現在のデータ種別の配賦先勘定科目の期首残高に、

前期のデータ種別の配賦元勘定科目の期末値を設定します。前期のデータ種別が

指定されない場合には、システムはゼロを返します。この関数は、入力ロジック、

換算ロジック、および連結ロジックの残高勘定科目に対して有効です。 下位エ

ンティティ関数をフロー勘定科目に指定した場合には、常にゼロが返されます。

次の形式を使用します。

BASE(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

BASE 関数はさらに複雑な計算式に組み込むことができます。例えば、次の計算式

では、Capital 勘定科目の現在値から Capital 勘定科目の期首残高を減算することに

よって、割り当てられている勘定科目の期首残高が得られます。

#CAPITAL-BASE(#CAPITAL)

BASEFLOW - フロー勘定科目の 下位エンティティ
関数
フロー勘定科目の 下位エンティティ関数では、現在のデータ種別の配賦先勘定

科目の期首残高に、前期のデータ種別の配賦元勘定科目のデータ種別累計の期末

値を設定します。前期のデータ種別が指定されない場合には、システムはゼロを

返します。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックのフ

ロー勘定科目に対して有効です。 下位エンティティ関数を残高勘定科目に指定

した場合には、常にゼロが返されます。次の形式を使用します。

BASEFLOW(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の計算式では、Long-term Payables Total 勘定科目から、割り当てられて

いる勘定科目の期首残高を取り出します。

BASEFLOW(#LT_PAYABLES.TOT)

CATEGORY - データ種別関数

データ種別関数では、別のデータ種別の配賦元勘定科目から値を取り出し、現在

のデータ種別の配賦先勘定科目の対応する会計期間に格納します。この関数は、

入力ロジック、連結ロジック、および換算ロジックで有効です。次の形式を使用

します。

CATEGORY(Category,#Account)

変数 説明

Category 現在のデータ種別以外の任意のデータ種別

Account 配賦元勘定科目
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例えば、現在のデータ種別が Actual である場合には、Budget データ種別から勘定

科目値を得ることができます。次の計算式では、Budget データ種別から同じ勘定

科目の値を取り出し、それを 10%だけ増やすことによって、Actual データ種別の

Marketing Expense 勘定科目の値を計算します。

CATEGORY(BUDGET,#MKTEXP)*1.1

CONSOL - 連結オプション

1 つまたはすべてのデータ種別のすべての勘定科目を連結するには、セクション

見出しで連結オプションを使用します。このオプションでは、連結ロジックが割

り当てられているエンティティについてのみ連結が行われます。このオプション

が適用されるのは、すべてのデータ種別に NOCONSOL オプションを使用して、

あらかじめ連結が無効にされているときだけです。

この関数が連結ロジックで有効なのは、計算式スクリプトエディタでロジックを

表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示している場

合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで連結オプションを使うと、

データ種別内のデータを連結できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,CONSOL]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。

例えば、Actual データ種別内の勘定科目を連結するには、次の見出しを使用しま

す。

[CATEGORY=ACTUAL,CONSOL]

CPN - 現在の期間番号関数

現在の期間番号関数では、現在の期間番号を取り出し、その番号を残高勘定科目

に格納します。システムは、期間 1 をデータ種別における 初の期間として、期

間に連続番号を付けます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。ま

た、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を

使用します。

CPN

CPN を計算式の中の変数として使用すれば、予算や売上が予定どおりに増加して

いるかどうかを判定できます。次の形式を使用します。

#Account/CPN

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、Gross Sales 勘定科目にデータ種別累計売上の合計が含まれている場合に

は、次の計算式によってこの値を現在の期間の数で除算し、期間ごとの平均売上

を計算することができます。

#GRSALES/CPN

計算式関数の形式と例 369



ヒント： CPN 関数と一緒に期別値関数を使うと、データ種別の累計表示で現在

の期間の数に誤差が生じていないことを確認できます。

CROSSRATE - クロスレート関数

クロスレート関数では、親と子の関係、またはノード（通貨変更がある場合）の

クロスレートを計算します。この関数を使用すると、システムは通貨に関するア

プリケーション設定を考慮に入れます。システムは、親の通貨の除算または乗算

設定、および子の通貨の除算または乗算設定に基づいて、子のレート勘定科目を

親のレート勘定科目で除算するか、またはそれらを乗算します。この関数は換算

ロジックのみで有効です。次の形式を使用します。

CROSSRATE(#Rate)

ここで、Rate はレート勘定科目です。

例えば、次の式では指定のレート勘定科目に関して、子の為替レートとその親の

為替レートの比率を計算します。

CROSSRATE(#AVERATE)

表 67 に、US がアプリケーション通貨であり、NOK が親通貨であり、EUR が子通

貨であるときに、配賦先勘定科目に格納される結果をシステムが計算する方法を

示します。US の平均レート勘定科目には値 1 があり、NOK の平均レート勘定科

目には値 10 があり、EUR の平均レート勘定科目には値 5 があります。

表 67 通貨設定が CROSSRATE 計算に与える影響

親 子 計算 結果

乗算 乗算 5/10 .5

除算 除算 10/5 2

乗算 除算 1/10/5 .02

除算 乗算 10/(1/5) 50

CTD - データ種別累計関数

データ種別累計関数では、データ種別に対するデフォルトのデータ表示形式が期

別であるかデータ種別累計であるかとは無関係に、勘定科目に対するデータ種別

累計値を戻します。累積関数とは異なり、この関数では、期別データとデータ種

別累計データを区別し、既にデータ種別累計である値を累積しません。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。ま

た、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を

使用します。

CTD(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では、データ種別のデフォルトのデータ表示形式とは無関係に、

純利益勘定科目のデータ種別累計値を計算します。
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CTD(#NETINCOME)

CUM - 累積関数

累積関数では、配賦元勘定科目の値を現在のデータ種別の第 1 期から現在の期間

まで合計し、その合計を配賦先勘定科目に格納します。CUM 関数を使うと、期別

表示によるデータ種別内の収入項目や支出項目のデータ種別累計合計を計算でき

ます。

この関数は入力ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

CUM(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

次の式では、Monthly Sales 勘定科目の期別値を合計して、Sales 配賦先勘定科目の

データ種別累計値を取得します。

CUM(#MONTHLYSALES)

表 68 に、このステートメントの結果を示します。

表 68 CUM 関数の結果

勘定科目 1 月 2 月 3 月

MONTHLYSALES 10 10 10

SALES 10 20 30

ヒント： データ種別累計関数や年次累計関数を使うと、デフォルトのデータ表示

形式にかかわらず、データ種別累計値や年次累計値をすべてのデータ種

別の貸借対照表にインポートできます。

DFB - 下位エンティティとの差異関数

下位エンティティとの差異関数では、残高勘定科目の期首残高と期間ごとのそ

の値との差異を計算します。ある期間の値が期首残高より小さい場合には、結果

は負数となります。この関数を使うと、長期負債上に対する現在の負債を計算で

きます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。次

の形式を使用します。

DFB(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

次の式では、NOTEPAY2 勘定科目から現在と期首の残高の差異を計算します。

DFB(#NOTEPAY2)

表 69 に、NOTEPAY2 勘定科目の現在の値をその期首残高から減算することによっ

て、システムが NOTEPAY1 勘定科目の値を計算する方法を示します。この表で

は、NOTEPAY2 勘定科目の 12 月の値を 20 と想定しています。
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表 69 DFB 例の結果

勘定科目 1 月の値 2 月の値 3 月の値

NOTEPAY2 20 30 43

NOTEPAY1 0 10 23

DIFF - 差異関数

差異関数では、ある勘定科目の今期と前期の値の差異を計算します。例えば、現

金勘定科目の今期と前期の差異を追跡できます。今期の値が前期の値より小さい

場合には、結果は負数となります。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、

および連結ロジックで有効です。次の形式を使用します。

DIFF(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

次の式では、Sales 勘定科目の今期と前期の差異を計算します。

DIFF(#SALES)

前の式を Sales 勘定科目の Difference に割り当て、前期のデータ種別における 後

の期間の値は 10 であるとします。表 70 に、期別表示によるデータ種別の Sales 勘

定科目の値からシステムがその値を取得する方法を示します。

表 70 DIFF 例の結果、期別表示

勘定科目 期間 1 の値 期間 2 の値 期間 3 の値

SALES 10 5 15

DIFSALES 0 -5 10

表 71 に、データ種別累計表示によるデータ種別の同じ勘定科目に対する DIFF 計

算の結果を示します。

表 71 DIFF 例の結果、データ種別累計表示

勘定科目 期間 1 の値 期間 2 の値 期間 3 の値

SALES 10 15 30

DIFSALES 0 5 15

DSUB - 詳細小計関数

詳細小計関数では、一連の勘定科目のサブ勘定科目ごとに小計を計算します。小

計を受け取る配賦先勘定科目は、勘定科目表において配賦元勘定科目の直後にあ

る必要があります。

この範囲にあるすべての勘定科目は、同じサブ勘定科目を持つ必要があります。

この関数は、サブ勘定科目の詳細を含む勘定科目のサマリを作成するために役立
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ちます。例えば、DSUB 関数を使用して、製品サブ勘定科目の詳細を持つ Sales 勘

定科目と Cost of Goods Sold 勘定科目のサマリを作成できます。

DSUB 関数を使用するとき、配賦先勘定科目にはすべての配賦元勘定科目と同じ

サブ勘定科目種別と表が必要になります。例えば、配賦先勘定科目にチェック済

みサブ勘定科目があり、Products サブ勘定科目表を使用する場合には、配賦元勘

定科目にもチェック済みサブ勘定科目があり、Products サブ勘定科目表を使用す

る必要があります。

この関数は入力ロジックで有効です。また、連動表示勘定科目を定義するときに

もこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

DSUB(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目の範囲における 初の勘定科目です。

注： 指定した範囲に連動表示勘定科目と非連動表示勘定科目が含まれる場合に

は、システムは、連動表示勘定科目の値を合計に組み込みません。この範

囲に連動表示勘定科目だけが含まれる場合には、システムはそれらの勘定

科目を合計に含みます。

次の式では、Sales 勘定科目から始まり、この式が割り当てられる勘定科目の前に

ある勘定科目で終わる範囲で、詳細小計を計算します。

DSUB(#SALES)

Sales 勘定科目の後には Service 勘定科目と Revenues 配賦先勘定科目が続き、これ

ら 3 つの勘定科目にはチェック済みサブ勘定科目があり、Products サブ勘定科目

表を使用するものとします。また、Product サブ勘定科目表には Cars サブ勘定科

目が含まれるものとします。この例の式では、Sales 勘定科目と Service 勘定科目の

Cars サブ勘定科目値を加算し、その結果を Revenues 勘定科目の Cars サブ勘定科

目に格納します。システムは、一致する他のすべてのサブ勘定科目の小計も計算

します。

注： 小計関数でも指定の範囲の勘定科目を合計しますが、サブ勘定科目の合計

は配賦先勘定科目に格納されません。

DSUSA - 第 1 レベルでの詳細小計関数

第 1 レベルでの詳細小計関数では、主要勘定科目の一連の第 1 レベルサブ勘定科

目を合計します。この範囲は、指定した第 1 レベルサブ勘定科目から始まります。

この式によって得られる値は、主要勘定科目の値に追加されません。この関数を

使用するのは、第 2 レベルサブ勘定科目が存在する時だけです。第 2 レベルサブ

勘定科目が存在しない場合は、SUBSA（第 1 レベルサブ勘定科目の小計）関数を

使用します。

この関数は入力ロジックでのみ有効です。また、連動表示勘定科目を定義すると

きにもこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

DSUSA(#Subaccount)
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ここで、Subaccount は、合計する範囲のサブ勘定科目で 初の第 1 レベルサブ勘

定科目です。

例えば、次の式を Receivables Subtotal サブ勘定科目に関連付けるとします。

DSUSA(#RECEIV.MOVE)

サブ勘定科目が次の順序で表示される場合には、システムは、Receivables Move か

らこの式が関連付けられているサブ勘定科目までのサブ勘定科目のみを合計しま

す。

RECEIV            800

   RECEIV.OPEN                 300

      RECEIV.OPEN.PARTNER1                    100

        RECEIV.OPEN.PARTNER2                    200

   RECEIV.MOVE                500

      RECEIV.MOVE.PARTNER1                    250

      RECEIV.MOVE.PARTNER2                    250

   RECEIV.INC                320

      RECEIV.INC.PARTNER1                    110

      RECEIV.INC.PARTNER2                    210

   RECEIV.SUB                820

      RECEIV.SUB.PARTNER1                    360

      RECEIV.SUB.PARTNER2                    460

   RECEIV.TOTAL                1120

      RECEIV.TOTAL.PARTNER1                    460

      RECEIV.TOTAL.PARTNER2                    660

上記の例では、Receivables Subtotal サブ勘定科目の合計には、Receivables Move 値

と Receivables Increase 値が含まれます。Receivables Subtotal Partner 1 サブ勘定科目

には、Receivables Move Partner 1 値と Receivables Increase Partner 1 値が含まれます。

Receivables Subtotal Partner 2 サブ勘定科目には、Receivables Move Partner 2 値と

Receivables Increase Partner 2 値が含まれます。

DTOSA - 第 1 レベルと第 2 レベルのサブ勘定科目の
詳細合計関数
第 1 レベルと第 2 レベルのサブ勘定科目の詳細合計関数では、主要勘定科目の配

賦先サブ勘定科目に先行するすべての第 1 レベルサブ勘定科目を合計します。こ

の式によって得られる値は、主要勘定科目の値に追加されません。この関数を使

用するのは、第 2 レベルサブ勘定科目が存在する時だけです。第 2 レベルサブ勘

定科目が存在しない場合には、TOTSA（第 1 レベルサブ勘定科目の合計）関数を

使用します。この関数は入力ロジックで有効です。また、連動表示勘定科目を定

義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

DTOSA

例えば、この関数を Receivables Total サブ勘定科目に関連付けた場合には、システ

ムは、Receivables Opening Value からこれが関連付けられているサブ勘定科目まで

サブ勘定科目を合計します。

#RECEIV.TOTAL = DTOSA:

RECEIV            800
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    RECEIV.OPEN            300

      RECEIV.OPEN.PARTNER1            100

        RECEIV.OPEN.PARTNER2            200

   RECEIV.MOVE            500

      RECEIV.MOVE.PARTNER1                    250

      RECEIV.MOVE.PARTNER2                    250

   RECEIV.TOTAL            800

      RECEIV.TOTAL.PARTNER1                350

      RECEIV.TOTAL.PARTNER2                450

上記の例では、Receivables Total サブ勘定科目の合計には、Receivables Opening 値

と Receivables Move 値が含まれます。Receivables Total Partner 1 サブ勘定科目には、

Receivable Opening Value Partner 1 値と Receivables Move Partner 1 値が含まれます。

Receivables Total Partner 2 サブ勘定科目には、Receivable Opening Value Partner 2 値

と Receivables Move Partner 2 値が含まれます。

DTOT - 詳細合計関数

詳細合計関数では、勘定科目グループ内の勘定科目を特定のサブ勘定科目ごとに

合計します。この関数は、サブ勘定科目の詳細によって勘定科目グループのサマ

リを作成する場合に便利です。

この関数は入力ロジックで有効です。また、連動表示勘定科目を定義するときに

もこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

DTOT

注： 配賦先勘定科目は、合計される勘定科目に続く必要があります。指定した

範囲に連動表示勘定科目と非連動表示勘定科目が含まれる場合には、シス

テムは、連動表示勘定科目の値を合計に組み込みません。この範囲に連動

表示勘定科目だけが含まれる場合には、システムはそれらの勘定科目を合

計に含みます。

例えば、Net Income 勘定科目の計算式として DTOT を割り当てた場合には、シス

テムは同じグループ内でそれに先行するすべての勘定科目とサブ勘定科目の値を

合計し、その値を Net Income 勘定科目に割り当てます。

#NET_INCOME=DTOT

ヒント： この合計関数は、勘定グループの値も合計しますが、サブ勘定科目の合

計を配賦先勘定科目に格納しません。

DUR - 範囲関数

範囲関数では、指定した期間または期間範の勘定科目に値を割り当てます。その

他すべての期間に対しては、システムは勘定科目にゼロを設定します。式の前に、

DUR ステートメントに適用する開始期間番号と終了期間番号を使用して期間の範

囲を定義します。期間番号の指定には式を入力しないでください。この関数は入

力ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

DUR(Start,End,Expression)
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変数 説明

Start 配賦先勘定科目が値を受け取る 初の期間

End 勘定科目が値を受け取る 後の期間

Expression 配賦先勘定科目の値を生成する式

さまざまな期間のさまざまな配賦元勘定科目から配賦先勘定科目の値を取り出す

には、複数の DUR 関数を含む 1 つのステートメントを使用して、これらの関数を

プラス記号（+）で接続します。

例えば、次の計算式では、データ種別累計値から毎月の税引き前利益を計算しま

す。

DUR(1,1,#PRETAXEARN)+DUR(2,12,DIFF(#PRETAXEARN))

この例では、この計算式が割り当てられている勘定科目の 初の期間値は、Pretax

Earnings 勘定科目の残高に等しくなります。期間 2 から 12 では、システムは、配

賦先勘定科目値を、Pretax Earnings 勘定科目の今期と前期の残高の差異として計算

します。この例は、データ種別累計データをベースにしています。

表 72 に、この例から得られる結果を示します。

表 72 DUR の例

勘定科目 1 月 2 月 3 月 4 月

PRETAXEARN 10 20 25 35

MOPRETAXEARN 10 10 5 10

DWV - 日数による重み付け値関数

日数による重み付け値関数では、勘定科目の平均日数による重み付け値を計算し

ます。期間ごとに、システムは勘定科目値とその期間の日数を乗算し、結果の累

計を保持します。システムは各期間の日数の累計も保持します。DWV 関数では、

累計重み係数を各期間の日数の累計で除算します。DWV では次の 2 つの計算を自

動化します。

l 重み係数 = (#Account) * (期間の日数)

l 重み付き平均 = (累計重み係数) / (累計日数)

月など、期間の長さが同じでない場合には、売上の重み平均を計算するために

DWV が便利です。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジッ

クで有効です。次の形式を使用します。

DWV(#Account1,#Account2)

変数 説明

Account1 重み付けなしの値を含んでいる勘定科目

Account2 期間の日数を含んでいる勘定科目
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次の式では、Days in Period 勘定科目の値を使用して、Sales 勘定科目の重み付き平

均を計算します。

DWV(#SALES,#DAYSINPER)

ECODE - エンティティコード関数

エンティティコード関数では、現在のエンティティのコードを取り出します。こ

の関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで関数を使用する

式の中でのみ有効です。次の形式を使用します。

ECODE

例えば、次の計算式では、エンティティコードと Sales 勘定科目の値に基づいて、

配賦先勘定科目を更新します。

IF(ECODE IS "A" or ECODE IS "F" , #SALES* .1 , #SALES*.05)

コードの定義方法について詳しくは、177 ページの「コード」を参照してくださ

い。

ECODEIC - 会社間パートナーエンティティコード関
数
会社間パートナーエンティティコード関数では、現在のエンティティの会社間パー

トナーのコードを取り出します。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、お

よび連結ロジックで関数を使用する式の中でのみ有効です。次の形式を使用しま

す。

ECODEIC

例えば、次の計算式では、エンティティコードと Sales 勘定科目の値に基づいて、

配賦先勘定科目を更新します。

IF(ECODEIC IS "A" or ECODEIC IS "F",#SALES*.1,#SALES*.05)

コードの定義方法について詳しくは、177 ページの「コード」を参照してくださ

い。

ELIM - 消去オプション

特定のデータ種別内でデフォルトの会社間消去を有効にするには、セクション見

出しで消去オプションを使用します。このオプションが適用されるのは、すべて

のデータ種別に NOELIM オプションを使用して、あらかじめデフォルトの会社間

消去が無効になっているときだけです。

この関数が連結ロジックで有効なのは、計算式スクリプトエディタでロジックを

表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示している場

合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで連結オプションを使うと、

データ種別内のデータを連結できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,ELIM]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。
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例えば、Actual データ種別で消去を行うには、次の見出しを使用します。

[CATEGORY=ACTUAL,ELIM]

GET - 値の取得関数

値の取得関数では、指定したエンティティ、データ種別、および期間から勘定科

目値を取り出し、その値を現在のエンティティ、期間、およびデータ種別の配賦

先勘定科目に格納します。GET 関数では、ロジック内の勘定科目、エンティティ、

データ種別、または期間に対して迅速なアクセスが可能です。例えば、任意のエ

ンティティと期間に関して、Budget データ種別から勘定科目値を取り出すことが

できます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。次

の形式を使用します。

GET(Entity,Category,#Account,Period)

変数 説明

Entity システムが値を取り出すエンティティ。現在のエンティティを指定するには、@ENT
を入力します。

Category システムが値を取り出すデータ種別。現在のデータ種別を指定するには、@CAT を入

力します。

Account 配賦元勘定科目現在の勘定科目を指定するには、@ACC を入力します。

Period システムが値を取り出す期間。現在の期間を指定するには@PER を入力します。

例えば、現在のエンティティは Canada、配賦先勘定科目は Revenues、現在のデー

タ種別は Budget であるとします。次の式では、Revenues 勘定科目から Actual デー

タ種別の期間 3 の値を取り出し、それを Revenues 勘定科目の Budget データ種別の

第 3 期間に格納します。

GET(@ENT,ACTUAL,@ACC,3)

GROW - 増加値レート関数

増加値レート関数では、複合増加値レートを計算し、配賦先勘定科目をこのレー

トだけ増やします。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジッ

クで有効です。また、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用でき

ます。

次の形式を使用します。

GROW(#Account,#Rate)

変数 説明

Account 増加させる値を含んでいる勘定科目

Rate レート勘定科目またはレート値
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例えば、次の計算式では、Sales 勘定科目の増加値レートを複合レートによって計

算します。

GROW(#SALES,#COMPOUNDRATE)

GTZ - ゼロより大きい関数

ゼロより大きい関数では、式の値が正である場合に、その値を勘定科目に割り当

てます。式の値がゼロまたは負数である場合には、システムは勘定科目にゼロを

設定します。この関数は、財務報告書から負の値を除外する、条件付き計算式を

作成するために便利です。また、残高勘定科目の正の値だけを利益勘定科目に割

り当てるためにも使用できます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。ま

た、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を

使用します。

GTZ(Expression)

ここで、Expression は任意の有効な式です。

例えば、次の式では、Balance 勘定科目の値を取り出し、その値が正である場合

に、その値を配賦先勘定科目に割り当てます。

GTZ(#BALACCT)

IF - IF 条件関数

IF 条件関数では、2 つの値のうち 1 つを配賦先勘定科目に割り当てます。システ

ムは、条件テストを使用してステートメントが真であるか偽であるかをチェック

し、対応する位置の値を配賦先勘定科目に割り当てます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。ま

た、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を

使用します。

IF(Expression1,Expression2,Expression3)

変数 説明

Expression1 システムが条件テストとして使用する値

Expression2 テスト式が真である場合に、システムが勘定科目に割り当てる値

Expression3 テスト式が偽である場合に、システムが勘定科目に割り当てる値

注： 式の値がゼロとなり、配賦先勘定科目にデータが含まれていない場合には、

システムは、配賦先勘定科目に値を割り当てません。

例えば、次の式で現在のエンティティのコードが USDIV または EURODIV である

場合には、システムは、Sales 勘定科目の値に 10%を乗算し、その結果を配賦先勘

定科目に割り当てます。現在のエンティティのコードが USDIV や EURODIV でな
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い場合には、システムは、Sales 勘定科目の値に 0.5%を乗算し、その結果を配賦先

勘定科目に割り当てます。

IF(ECODE=”USDIV” or ECODE=”EURODIV”,#SALES*.1,#SALES*.05)

IF 関数では、キーワード AND と OR を使用できます。例えば、次に示す式を作成

できます。

IF (ECODE=”A” OR ECODE=”B” OR ECODE=”C”, 1,0)

IF ステートメントの中では、かっこを使用できません。例えば、次のような式は

作成できません。

IF (ECODE=”A” OR (ECODE=”B” AND MCODE=”D”) ) ... .

IFT - IF THEN 条件関数

IF THEN 条件関数では、3 つの値のうち 1 つを配賦先勘定科目に割り当てます。

システムは、条件テストを通じて負、ゼロ、または正の値をチェックし、対応す

る位置にある値を配賦先勘定科目に割り当てます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。ま

た、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を

使用します。

IFT(Expression1,Expression2,Expression3,Expression4)

変数 説明

Expression1 システムが条件テストとして使用する値

Expression2 テスト式が負である場合に、システムが勘定科目に割り当てる値

Expression3 テスト式がゼロである場合に、システムが勘定科目に割り当てる値

Expression4 テスト式が正である場合に、システムが勘定科目に割り当てる値

次の式では、税引き後利益に基づいて、Bonus 配賦先勘定科目の値を計算します。

IFT((#AFTERTAX),0,0,(#AFTERTAX*.1))

この例では、After Tax 勘定科目にゼロまたは負の値がある場合には、Bonus 勘定

科目の値はゼロになります。After Tax 勘定科目の値が正である場合には、Bonus

勘定科目の値は、After Tax 勘定科目の値の 10%に等しくなります。

INC - 増分関数

増分関数では、特定の勘定科目を式の値だけ増分します。この関数は、分割支払

いの計算に便利です。負数を入力した場合には、値は減少します。

次の形式を使用します。

INC(#Account,Expression)

変数 説明
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Account 加算または減算する値を含んでいる勘定科目

Expression 任意の有効な式

例えば、次の計算式では、Revenues 勘定科目を Sales 勘定科目の値だけ増分し、

100 を加算します。

INC(#REVENUES,#SALES+100)

INP - 入力関数

入力関数では、子から値を集計する代わりに、親会社の勘定科目値を直接に入力

します。この関数は入力ロジックでのみ有効です。INP 関数はどの入力ロジック

でも使用できますが、一般には親エンティティに割り当てられた特殊な入力ロジッ

クで INP 関数を使用します。次の形式を使用します。

INP

例えば、Cash 勘定科目の計算式として INP を割り当てた場合には、システムは、

Cash 勘定科目の入力を受け付けます。Europe が親エンティティであるとし、Europe

に割り当てる入力ロジックにこの計算式を組み込むものとします。これによって、

現在のエンティティが Europe である場合には、Cash 勘定科目の入力を行うこと

ができます。

#CASH=INP

サブ勘定科目を持つ勘定科目の計算式として INP を割り当てた場合には、デフォ

ルトでは、システムは、そのサブ勘定科目を入力勘定科目として扱いますが、主

要勘定科目にデータを入力することはできません。計算式 INP 付きの主要勘定科

目を持つサブ勘定科目の 1 つに計算式を割り当てた場合には、その計算式はサブ

勘定科目の INP 計算式を無効にします。

LEVEL - 会社間レベル関数

会社間レベル関数では、組織の現在のレベルから消去すべき会社間エンティティ

の値を取り出して消去します。この関数は、連結ロジックでのみ有効です。次の

形式を使用します。

LEVEL(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

次の式では、Long-term Receivables 勘定科目から値を取り出して消去します。

LEVEL(#LT_REC)

図 77 に示す構造で、この式は France、Norway、および Israel の Long-term

Receivables 勘定科目から値を消去します。

LEVEL(#LT_REC) * -1
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図 77 LEVEL による会社間消去

LOC - 現地通貨値関数

現地通貨値関数では、配賦先勘定科目の現地通貨値に別の現地通貨を換算なしで

設定します。LOC 関数は、予測した為替レートの影響を勘定科目に投影するため

に便利です。

この関数は換算ロジックのみで有効です。次の形式を使用します。

LOC(Expression)

ここで、Expression は任意の有効な式です。

注： LOC は等号の直後に記述する必要があります。その前に他の関数や式があっ

てはいけません。

次の式では、Income 勘定科目のローカル値または未換算値に Forecast Exchange Rate

勘定科目の値を乗算して、そのレートの影響を調べます。

LOC(#INC * #FCSTRATE)

LOC 関数を使うと、換算されていない結果を取得することもできます。例えば、

次の計算式では、Value of Cash 勘定科目の値が正、ゼロ、負のいずれであるかに

応じて、配賦先勘定科目に異なる値を戻す関数を持つ LOC 関数を使用します。

LOC(IFT(#VALCASH,#VALCASH,#CASH*EOPRATE,#VALCASH))

LTZ - ゼロより小さい関数

ゼロより小さい関数では、式の結果が負である場合にだけ、式の結果を配賦先勘

定科目に割り当てます。式の結果がゼロまたは正の数である場合には、システム

は配賦先勘定科目にゼロの値を格納します。この関数は、入力ロジック、換算ロ

ジック、および連結ロジックで有効です。また、連動表示勘定科目を定義すると

きにもこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

LTZ(Expression)

ここで、Expression は任意の有効な式です。

次の式では、Balance 勘定科目の値が負である場合に、Balance 勘定科目の値を配

賦先勘定科目に割り当てます。

LTZ(#BALANCE)
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MAX - 大値関数

大値関数では、2 つの式を比較して、大きい方の値を配賦先勘定科目に割り当

てます。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効

です。また、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。

次の形式を使用します。

MAX(Expression1,Expression2)

変数 説明

Expression1 比較する 初の式

Expression2 比較する 2 番目の式

例えば、営業担当者は 10%の手数料を受け取る権利があり、 低額は 1,000 ドル

であるとします。次の式では、Sales 勘定科目をチェックし、10%の手数料を計算

して、その手数料と 1,000 ドルのうち、大きい額を配賦先勘定科目に割り当てま

す。

MAX(#SALES*.1,1000)

注： 計算式が 1 つの連動表示勘定科目を参照する場合には、その計算式で参照さ

れる他のすべての勘定科目も連動表示勘定科目である必要があります。

MCODE - 連結ロジック関数

連結ロジック関数では、現在の期間に含まれる現在のエンティティの連結ロジッ

クのコードを取り出します。この関数は、連結ロジックで関数を使用する式での

み有効です。次の形式を使用します。

MCODE

例えば、次の式では、現在のエンティティの連結ロジックコードが V または H で

ある場合には値 1 を割り当て、そうでない場合には値ゼロを割り当てます。

IF(MCODE IS "V" OR MCODE IS "H",1,0)

MCODEIC - 会社間パートナーの連結ロジック関数

会社間パートナーの連結ロジック関数では、現在の期間に含まれる現在のエンティ

ティの会社間パートナーの連結ロジックのコードを取り出します。この関数は、

連結ロジックで関数を使用する式でのみ有効です。次の形式を使用します。

MCODEIC

例えば、次の式では、現在の会社間エンティティの連結ロジックコードが V また

は H である場合には値 1 を割り当て、そうでない場合には値ゼロを割り当てま

す。

IF(MCODEIC IS "V" OR MCODEIC IS "H",1,0)
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MIN - 小値関数

小値関数では、2 つの値のうち小さい方を勘定科目に割り当てます。この関数

は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。また、連動

表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を使用しま

す。

MIN(Expression1,Expression2)

変数 説明

Expression1 比較する 初の式

Expression2 比較する 2 番目の式

例えば、営業担当者は、1,000 ドルを超えない範囲で 10%の手数料を受け取るとし

ます。次の式では、Sales 勘定科目をチェックし、10%の手数料を計算して、その

手数料と 1,000 ドルのうち、小さい額を配賦先勘定科目に割り当てます。

MIN(#SALES*.1,1000)

注： 計算式が 1 つの連動表示勘定科目を参照する場合には、その計算式で参照さ

れる他のすべての勘定科目も連動表示勘定科目である必要があります。

NEXT - 次の期間関数

次の期間関数では、現在のデータ種別に関して、現在の期間の次の期間の勘定科

目値を取り出します。一般には、実績データの代わりに予測データや予算データ

を取り出すために NEXT 関数を使用します。この関数は、入力ロジック、換算ロ

ジック、および連結ロジックで有効です。次の形式を使用します。

NEXT(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、現在のデータ種別には年 4 回の期間単位があり、現在の期間が第 3 四半

期である場合には、次の式では、勘定科目 A から第 4 四半期の値を取り出しま

す。

NEXT(#ACCOUNTA)

ヒント： 前期関数を使うと、現在のデータ種別に含まれるか前期のデータ種別に

含まれるかにかかわらず、現在の期間より 1 つ前の期間の勘定科目値を

取り出すことができます。

NMP - 期間数関数

期間数関数では、現在のデータ種別に含まれる期間数を取り出します。この数は、

予測用の式に使用できます。例えば、毎月の予算を見積もるには、現在のデータ

種別に含まれる期間数を求め、予算合計をその期間数で除算します。この関数は、

入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。また、連動表示

勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を使用します。
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NMP

例えば、Accounting Periods 残高勘定科目の計算式として NMP を割り当てた場合

には、システムは、現在のデータ種別の期間数をその勘定科目に割り当てます。

計算を行わない計算式で NMP を使用した場合には、配賦先勘定科目を残高勘定

科目とします。さもなければ、データ種別累計表示によって値に誤差が生じるこ

とがあります。

NMP 関数は、もっと複雑な計算式でも使用できます。例えば、現在のデータ種別

に毎月の期間単位がある場合には、次の式では毎月の売上平均が得られます。

CTD(#SALES)/NMP

NOC - 勘定科目の連結なし関数

勘定科目の連結なし関数では、この関数が関連付けられた勘定科目の連結を禁止

します。この関数は、連結ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

NOC

この関数は比率勘定科目と一緒に使用されることがあります。例えば、Current

Ratio 勘定科目の計算式として NOC を割り当てた場合には、システムは、その勘

定科目の値を連結しません。

NOCONSOL - 連結なしオプション

1 つまたはすべてのデータ種別のすべての勘定科目の連結を禁止するには、セク

ション見出しで連結なしオプションを使用します。このオプションは、連結ロジッ

クが割り当てられているエンティティに対してのみ適用されます。例えば、この

オプションを使うと、少数の純資産勘定科目だけを連結できます。連結を必要と

する勘定科目に対しては、連結ロジック式で NOCONSOL オプションを使用でき

ます。

この関数が連結ロジックで有効なのは、計算式スクリプトエディタでロジックを

表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示している場

合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで連結なしオプションを使う

と、データ種別内のデータの連結を禁止できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,NOCONSOL]

ここで、Category には、ALL を指定するか、このセクションが適用されるデータ

種別の ID を指定します。

例えば、すべてのデータ種別の連結を禁止するには、次の見出しを使用します。

[CATEGORY=ALL,NOCONSOL]

NOELIM - 消去なしオプション

特定のデータ種別内でデフォルトの会社間消去を無効にするには、セクション見

出しで消去なしオプションを使用します。このオプションを使用すると、システ

ムは、専用の特殊な消去用に記述された式だけを実行します。

計算式関数の形式と例 385



この関数が連結ロジックで有効なのは、計算式スクリプトエディタでロジックを

表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示している場

合には、［データ種別の設定］ダイアグボックスで消去オプションをオフにすれ

ば、消去を禁止できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,NOELIM]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。

例えば、Actual データ種別で消去を禁止するには、次の見出しを使用します。

[CATEGORY=ACTUAL,NOELIM]

NOINP - 入力なし関数

入力なし関数では、データベースモジュールとデータ入力表モジュールで配賦先

勘定科目での入力を禁止します。この関数は入力ロジックでのみ有効です。次の

形式を使用します。

NOINP

例えば、Cash 勘定科目の計算式として NOINP を割り当てた場合には、Cash 勘定

科目に入力できません。

NOROUND - 四捨五入なしオプション

セクション見出しに四捨五入なしオプションを組み込むと、通貨換算の後で、シ

ステムでは勘定科目値の四捨五入を行いません。

この関数が換算ロジックで有効になるのは、計算式スクリプトエディタでロジッ

クを表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示してい

る場合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで四捨五入オプションを無

効にすれば、四捨五入を禁止できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,NOROUND]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。

例えば、Actual データ種別で四捨五入を禁止するには、次の見出しを使用します。

[CATEGORY=ACTUAL,NOROUND]

NOSIGN - 属性識別を無効にする関数

属性識別を無効にする関数では、更新ルールの実行時に、収益など勘定科目に定

義した属性に基づいて、システムが正や負の符号を考慮することを禁止します。

この式を勘定科目に割り当てると、システムは常に符号を無視してこの勘定科目

の値を計算し、値の符号を反転することはできません。このロジックは、入力ロ

ジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。また、連動表示勘定科

目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

NOSIGN(Expression)

ここで、Expression は任意の有効な式です。
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例えば、次の式では、Sales 勘定科目の値から Cost of Sales 勘定科目の値を減算し

て、一方の勘定科目には収益属性があり、他方の勘定科目には経費属性があるこ

とを無視するようシステムに指示します。

NOSIGN(#SALES-#COST_OF_SALES)

Sales 勘定科目と Cost of Sales 勘定科目の値が 100 であるとします。上記の計算式

を使用した場合に、配賦先勘定科目の値は 0 となります。システムで各勘定科目

の属性を考慮する方法について詳しくは、395 ページの「SIGN - 属性識別を有効

にする関数」を参照してください。

NOTRANS - 換算なしオプション

1 つまたはすべてのデータ種別の通貨換算をオフにするには、セクション見出し

で換算なしオプションを使用します。為替レートで計算関数および期別値で換算

関数では、個別の勘定科目の NOTRANS を無効にします。

この関数が換算ロジックで有効になるのは、計算式スクリプトエディタでロジッ

クを表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示してい

る場合は、［データ種別の設定］ダイアログボックスで換算オプションを解除すれ

ば、データ種別内のデータの換算を禁止できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,NOTRANS]

ここで、Category には、ALL を指定するか、このセクションが適用されるデータ

種別の ID を指定します。

例えば、Forecast データ種別の勘定科目の通貨換算をオフにするには、次の見出し

を使用します。

[CATEGORY=FORECAST,NOTRANS]

OPE - 期首残高関数

期首残高関数をフロー勘定科目に割り当てると、前の期間の値が取り出されます。

配賦元勘定科目はフロー勘定科目であることが必要です。OPE を残高勘定科目に

割り当てると、そのデータ種別の期首残高が取り出されます。これは前期のデー

タ種別の期末残高です。前期のデータ種別の期間数は、アプリケーションカレン

ダーで定義されたものと一致する必要があります。配賦元勘定科目は残高勘定科

目である必要があります。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連

結ロジックで有効です。次の形式を使用します。

OPE(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では、Ending Balance Retained Earnings 残高勘定科目の前期のデー

タ種別の期末残高を配賦先勘定科目に割り当てます。

OPE(#EBRETEARN)
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OPEN - 開始値関数

開始値関数では、出資比率、連結比率、ロジック、またはエンティティコードの

開始値やテキスト文字列を取り出します。この関数は、連結ロジックでのみ有効

です。次の形式を使用します。

OPEN(Function)

ここで、Function は、次の計算式関数の 1 つであることが必要です。

ECODE ECODEIC

MCODE MCODEIC

PCONS PCONSIC

POWN POWNIC

例えば、次の式では現在のエンティティのエンティティコードを取り出します。

OPEN(ECODE)

OPENELIM - 期首残高（消去）関数

期首残高（消去）関数では、現在の子の消去の詳細から勘定科目の開始値を取り

出します。アプリケーションの連結が期別である場合には、システムは前期値を

取り出します。アプリケーションの連結がデータ種別累計である場合には、シス

テムは前期のデータ種別値を取り出します。この関数は、連結ロジックでのみ有

効です。次の形式を使用します。

OPENELIM(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では現在の子の消去の詳細からこの式が関連付けられた Long-Term

Receivables 勘定科目の開始値を取り出します。

OPENELIM(#LT_REC)

OPENPROP - 期首残高（比率）関数

期首残高（比率）関数では、現在の子の比率の詳細から、勘定科目の開始値を取

り出します。アプリケーションの連結が期別である場合には、システムは前期値

を取り出します。アプリケーションの連結がデータ種別累計である場合には、シ

ステムは前期のデータ種別値を取り出します。この関数は、連結ロジックでのみ

有効です。次の形式を使用します。

OPENPROP(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では現在の子の比率の詳細からこの式が関連付けられた Long-Term

Receivables 勘定科目の開始値を取り出します。

OPENPROP(#LT_REC)
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OPENTRAN - 期首残高（換算）関数

期首残高（換算）関数では、現在の子の換算の詳細から勘定科目の開始値を取り

出します。アプリケーションの連結が期別である場合には、システムは前期値を

取り出します。アプリケーションの連結がデータ種別累計である場合には、シス

テムは前期のデータ種別値を取り出します。この関数は換算ロジックのみで有効

です。この関数を使用するには、アプリケーションの設定時に、換算の詳細オプ

ションを選択する必要があります。次の形式を使用します。

OPENTRAN(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では現在の子の換算の詳細からこの式が関連付けられた勘定科目

の開始値を取り出します。

OPENTRAN(#LT_REC)

PCH - 差異率を計算関数

差異率を計算関数では、1 つの勘定科目の前期から今期までの差異率を計算して、

その結果として得られる値を配賦先勘定科目に割り当てます。PCH 関数は、5 年

間にわたる売上比率の増減など、財務記録データの作成に役立ちます。

この関数は入力ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

PCH(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

注： システムは、フロー勘定科目の前期のデータ種別からはデータを取り出し

ません。配賦元勘定科目がフロー勘定科目である場合には、PCH 関数は、

現在のデータ種別の 初の期間のデータを戻しません。

次のステートメントでは、Balance 勘定科目に関して、今期と前期の差異率を取り

出します。

PCH(#BALANCE)

PCONS - 連結比率関数

連結比率関数では、親の調整にのみ使用する現在の子の連結比率を取り出します。

この関数は入力ロジックと連結ロジックでのみ有効です。この関数を使用するに

は、アプリケーションの設定時に、［期間およびデータ種別ごとの親子関係］を選

択する必要があります。次の形式を使用します。

PCONS

例えば、次の計算式では、現在のエンティティのグループ出資比率を計算します。

POWN/PCONS
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PCONSIC - 会社間パートナー連結比率関数

会社間パートナー連結比率関数では、現在の会社間パートナーの連結比率を取り

出します。この関数は、連結ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

PCONSIC

例えば、次の計算式では、現在の会社間パートナーのグループ出資比率を計算し

ます。

POWNIC/PCONSIC

PER - 期間関数

期間関数では、指定した期間から勘定科目値を取り出します。配賦元勘定科目が

残高勘定科目であり、 初の期間より前に期間を指定した場合には、システムは

初の期間の前にマイナス符号（-）を使用して、前期のデータ種別からデータを

取り出します。PER 関数は、予算や予測のために使用できます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。次

の形式を使用します。

PER(#Account,Expression)

変数 説明

Account 配賦元勘定科目

Expression 現在の期間の後の期間数、またはマイナス符号（-）と現在の期間の前の期間数。

例えば、次の式では、現在の期間より前の 3 つの期間から、Sales 勘定科目値を配

賦先勘定科目に割り当てます。

PER(#SALES,-3)

ヒント： 期間関数を使うと、前期のデータ種別の期間を指定できます。

POWN - 出資比率関数

出資比率関数では、現在の子の出資比率を取り出します。この関数は、連結ロジッ

クでのみ有効です。この関数を使用するには、アプリケーションの設定時に、［期

間およびデータ種別ごとの親子関係］オプションを選択する必要があります。次

の形式を使用します。

POWN

例えば、次の計算式では、現在のエンティティのグループ出資比率を計算します。

POWN/PCONS

POWNIC - 会社間パートナー出資比率関数

会社間パートナー出資比率関数では、現在の会社間パートナーの出資比率を取り

出します。この関数は、連結ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。
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POWNIC

例えば、次の計算式では、現在の会社間パートナーのグループ出資比率を計算し

ます。

POWNIC/PCONSIC

PRD - 期別値関数

期別値関数では、現在のデータ表示形式とは無関係に、配賦元勘定科目から期別

値を取り出します。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジッ

クで有効です。次の形式を使用します。

PRD(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の計算式では、Sales 勘定科目の期別値を取り出して、それを Gross

Margin 勘定科目の期別値で除算します。

PRD(#SALES)/PRD(#GROSSMARG)

PRE - 前期関数

前期関数では、前期から勘定科目値を取り出します。残高勘定科目やフロー勘定

科目で PRE を使うと、前期のデータ種別のデータ種別末勘定科目の値を、現在の

データ種別の経費勘定科目の第 1 期残高に割り当てることができます。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。次

の形式を使用します。

PRE(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では、Balance 勘定科目から前期の値を取り出します。

PRE(#BALANCE)

PVA - 期別値で換算関数

期別値で換算関数では、換算時に通貨換算のアプリケーションデフォルトを無効

にします。PVA 関数では今期と前期のローカル値の差異を計算して、今期の為替

レートを使用して差異を換算します。続いて、得られた値を前期の換算値に加算

します。

一般に、残高勘定科目では VAL または期間末の換算ロジックを使用します。一般

に、フロー勘定科目では PVA または期別ロジックを使用します。期別値で換算関

数を使うと、残高勘定科目で PVA ロジックを使用できます。この方法は、新しい

機器や賃貸物件への改良など、固定資産の活動量を換算する場合に便利です。

この関数は換算ロジックのみで有効です。次の形式を使用します。

PVA(#Account,#Rate)
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変数 説明

Account 配賦元勘定科目

Rate 使用する為替レートを含んでいる勘定科目

注： 配賦先勘定科目と配賦元勘定科目は同じにすることができます。

例えば、次の式では、Fixed 勘定科目と Rate 1 為替レート勘定科目の期別値を使用

して、配賦先勘定科目を換算します。

PVA(#FIXED,#RATE1)

通貨換算のためにデフォルトの為替レートを設定する方法について詳しくは、50

ページの「通貨換算のデフォルトの設定」を参照してください。

注： 通貨換算が必要ない場合、TRANS ロジックは実行されません。これは、勘

定科目は為替レートが"1"で換算されるため、連結数に差異が生じる原因と

なります。application.ini ファイルの APP_ALWAYS_EXEC_TRANS_LOG 値を

0（No）から 1（Yes）に変更して、TRANS ロジックが常に実行されるよう

に設定できます。

RET - 勘定科目の値の検索関数

勘定科目の値の検索関数では指定したエンティティから値を取り出します。この

関数は、GET 関数に類似しています。この関数は、入力ロジック、換算ロジック、

および連結ロジックで有効です。次の形式を使用します。

RET(Entity)

ここで、Entity は、システムが値を取り出すエンティティです。現在のエンティ

ティを指定するには、@ENT を入力します。

例えば、現在のエンティティは Canada であり、その親は North America であり、

配賦先勘定科目は Revenues であるとします。次の式では、North America の

Revenues 勘定科目から値を取り出し、それを Canada の Revenues 勘定科目に格納

します。

RET(@N_AMERICA)

RND - 四捨五入関数

四捨五入関数では、ある勘定科目から値を取り出し、それを指定した定数の も

近い倍数に四捨五入して、その結果を別の勘定科目に割り当てます。この関数は

入力ロジックでのみ有効です。また、連動表示勘定科目を定義するときにもこの

関数を使用できます。次の形式を使用します。

RND(#Account,Constant)
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変数 説明

Account 配賦元勘定科目

Constant 丸め係数。これは 10 の累乗とする必要があります（例えば、1、10、100、1000、.1、
.01、.001）。

次の式では、Sales 勘定科目値を取り出し、それを百の位に四捨五入して、その値

を配賦先勘定科目である Estimated Sales に割り当てます。

RND(#SALES,100)

表 73 に、このステートメントによって得られる結果を示します。

表 73 RND 例の結果

勘定科目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

SALES 100 120 150 -25 -75

ESTSALES 100 100 200 0 -100

ROUND - 換算の四捨五入オプション

通貨換算の後で勘定科目値を四捨五入するには、セクション見出しに四捨五入オ

プションを組み込みます。システムはデータ種別累計値を使用して、勘定科目値

を も近い整数に四捨五入ます。

この関数が入力、換算、および連結のロジックで有効になるのは、計算式スクリ

プトエディタでロジックを表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウで

ロジックを表示している場合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで四

捨五入オプションを使用すれば、データ種別内のデータを四捨五入できます。

四捨五入オプションを使うと、システムとレポートで表示されるすべての値の四

捨五入を変更できます。例えば、通貨換算によって小数部分の桁数の多い値が得

られた場合には、レポートから小数値を消去することもできます。このオプショ

ンを使用するときには、次の要点を忘れないでください。

l 四捨五入によって、連結値に誤差が生じます。

l 四捨五入によってシステムの速度が低下します。

すべてのデータ種別に適用されるセクションの見出しで四捨五入オプションを使

用した場合には、システムはすべてのデータ種別で換算値を四捨五入します。デー

タ種別固有のセクションの見出しで四捨五入オプションを使用した場合には、シ

ステムはそのデータ種別だけの換算値を四捨五入します。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,ROUND]

ここで、Category には、ALL を指定するか、このセクションが適用されるデータ

種別の ID を指定します。

例えば、Forecast データ種別の換算値を四捨五入するには、次の見出しを使用しま

す。

[CATEGORY=FORECAST,ROUND]
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データ種別固有のセクションの見出しから四捨五入オプションを省いた場合には、

システムはそのデータ種別の換算値を四捨五入しません。すべてのデータ種別に

適用されるセクションの見出しに四捨五入オプションを指定しなかった場合には、

データ種別固有のセクションの見出しでそのデータ種別の値の四捨五入を指定し

ない限り、システムはどの換算値も四捨五入しません。

次の例に示す入力ロジックは、すべてのデータ種別に適用されるセクションで始

まり、その後に Budget データ種別と Actual データ種別用のセクションが続きま

す。

[CATEGORY=ALL]

#ROA=#NETINCOME/#TOTALASSET  !資産収益率

#ROS=#NETINCOME         !売上高収益率

#GM=TOT               !売上総利益率

#OPINCOME=TOT           !営業利益

#PRETAX=TOT         !税込所得

#NETINCOME=TOT          !純利益

#NI=#NETINCOME+#SURPLUS !留保利益

#CURRENTASSET=TOT       !流動資産合計

#SURPLUS=BAL(#TOTALASSET,#TOTALLIABEQ)) !残高勘定科目

#LASSET=SUB(#PPE)       !固定資産合計

#TOTALASSET=TOT         !資産合計

#CURRENTLIAB=TOT        !流動負債合計

#LTLIAB=SUB(#LTDEBT)!固定負債合計

#TOTALLIAB=TOT          !負債合計

#REBEG=OPE(#REEND)      !留保利益 - BB

#REEND=SUB(#REBEG)      !留保利益 - EB

#EQUITY=SUB(#CAPITAL)   !自己資本

#TOTLIABEQ=TOT          !負債および資本合計

[CATEGORY=BUDGET,ROUND]

#NI=YTD(#NETINCOME)     !留保利益-当期利益

[CATEGORY=ACTUAL]

#NI=#NETINCOME          !留保利益-当期利益

この例では、見出し［CATEGORY = BUDGET,ROUND］は、Budget データ種別セ

クションを示します。このセクションには Budget データ種別にだけ適用される計

算式が含まれており、そのデータ種別の換算値が四捨五入されます。見出し

[CATEGORY = ACTUAL]は、Actual データ種別セクションを示します。このセク

ションには、Actual データ種別にだけ適用される計算式が含まれています。これ

らのデータ種別固有の計算式は、それらの計算式と矛盾するすべての一般計算式

を無効にします。

SCA - 単位関数

単位関数では、現在のエンティティやデータ種別の単位値を取り出します。デー

タ種別の単位は、エンティティの単位を無効にします。この関数は、入力ロジッ

ク、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。また、連動表示勘定科目を

定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

SCA

例えば、エンティティの単位に Units (0)を設定した場合には、この関数を使用し

て勘定科目には 1 が表示されます。エンティティの単位に Hundreds（2）を設定

した場合には、100 が表示されます。
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データ種別の単位設定方法について詳しくは、162 ページの「単位」を参照して

ください。エンティティの単位設定方法について詳しくは、204 ページの「単位」

を参照してください。

SIGN - 属性識別を有効にする関数

属性識別を有効にする関数を使うと、システムは、更新ルールの実行時に、Income

勘定科目に対する正符号など、勘定科目の暗黙の正符号や負符号を考慮します。

この関数は入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックに有効です。また、

連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を使用

します。

SIGN(Expression)

ここで、Expression は任意の有効な式です。

例えば、次の式では、システムは、Sales 勘定科目の値から Cost of Sales 勘定科目

の値を減算して、Sales 勘定科目には正の属性があり、Cost of Sales 勘定科目には負

の属性があるものとみなします。

SIGN(#SALES-#COST_OF_SALES)

Sales 勘定科目と Cost of Sales 勘定科目の値が 100 であるとします。上記の計算式

を使用すると、配賦先勘定科目の値は 200 になります。システムが正と負の勘定

科目属性を考慮しないようにする方法について詳しくは、386 ページの「NOSIGN

- 属性識別を無効にする関数」を参照してください。

SUBTOTAL - 小計関数

小計関数では、一連の勘定科目の小計を計算し、その小計を配賦先勘定科目に格

納します。この関数では、計算時に Income や Expense などの勘定科目種別を考慮

します。勘定科目が SUBTOTAL(#SALES)のように SUBTOTAL 関数で明確に参照さ

れ、Sales が関数算出勘定科目になっていない限り、この関数の計算には、指定さ

れた範囲の勘定科目のうち SUBTOTAL、DSUB、または TOTAL によって算出され

た値の勘定科目は含まれません。

この関数は入力ロジックで有効です。また、連動表示勘定科目を定義するときに

もこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

SUBTOTAL(#Account)

ここで、Account は小計に組み込まれる 初の勘定科目です。

注： 指定した範囲に連動表示勘定科目と非連動表示勘定科目が含まれる場合に

は、システムは、連動表示勘定科目の値を合計に組み込みません。この範

囲に連動表示勘定科目だけが含まれる場合には、システムはそれらの勘定

科目を合計に含みます。

例えば、次の式では、Sales 勘定科目で始まる一連の勘定科目の小計を計算しま

す。

SUBTOTAL(#SALES)
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一般に、一連の主要勘定科目の合計を取り出すには、SUBTOTAL 関数を使用しま

す。配賦先勘定科目にサブ勘定科目がある場合は、詳細小計関数を使用してサブ

勘定科目の小計を取り出す必要があります。詳しくは、372 ページの「DSUB - 詳

細小計関数」を参照してください。

SUBSA - 第 1 レベルサブ勘定科目の小計関数

第 1 レベルサブ勘定科目の小計関数では、算出勘定を含む主要勘定科目の一連の

第 1 レベルサブ勘定科目を合計します。この範囲は、指定したサブ勘定科目から

始まります。この式によって得られる値は、主要勘定科目の値に追加されません。

この関数は第 2 レベルサブ勘定科目が存在しない場合にだけ使用してください。

第 2 レベルサブ勘定科目が存在する場合は、DSUB 関数を使用します。詳しくは、

372 ページの「DSUB - 詳細小計関数」を参照してください。

この関数は入力ロジックでのみ有効です。また、連動表示勘定科目を定義すると

きにもこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

SUBSA(#Subaccount)

Subaccount は、合計する範囲のサブ勘定科目で 初の第 1 レベルサブ勘定科目で

す。

例えば、Investment Subtotal サブ勘定科目に次の式を関連付けるとします。

SUBSA(#INVEST.INCR)

サブ勘定科目が次の順序で表示される場合には、システムは、Investment Increase

サブ勘定科目からこの式が関連付けられている勘定科目までのサブ勘定科目のみ

を合計します。

INVEST            800

   INVEST.OPEN                100

   INVEST.INCR            500

   INVEST.MOVE            400

    INVEST.SUB            900

   INVEST.TOTAL            800

注： 今回のリリースから、application.ini ファイル内の計算済み勘定科目を SUBSA

計算式に含めるかどうかを選択できるようになりました。

sAPP_SUBSA_INC_CALCを 1 に設定すると、SUBSA 関数の計算にすべての勘

定科目が含まれます。APP_SUBSA_INC_CALCを 0 に設定すると、SUBSA 関数

の計算には他の SA 関数が付加されている計算済み勘定科目は含まれませ

ん。

SUM - 合計関数

合計関数では、一連の勘定科目を合計します。計算時、この関数は残高およびフ

ロー勘定科目の勘定科目種別を考慮しません。収益、費用、負債、および資産の

場合、勘定科目種別は計算する関数と見なされます。この関数は入力ロジックで

有効です。また、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。

次の形式を使用します。

SUM(#First,#Last)
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変数 説明

First 合計する勘定科目範囲の 初の勘定科目

Last 合計する勘定科目範囲の 後の勘定科目

注： 指定した範囲に連動表示勘定科目と非連動表示勘定科目が含まれる場合に

は、システムは、連動表示勘定科目の値を合計に組み込みません。この範

囲に連動表示勘定科目だけが含まれる場合には、システムはそれらの勘定

科目を合計に含みます。

例えば、次の式では、Sales から Rentals までのすべての勘定科目を合計します。

SUM(#SALES,#RENTALS)

SUM 関数を使うと、さまざまな勘定科目グループに含まれる勘定科目から値を取

り出すことができます。ただし、これらの勘定科目は、勘定科目表の中で連続し

ていることが必要です。例えば、Group 1 の Cash 勘定科目から始まり、Group 3 の

Assets 勘定科目で終わる範囲には、次の勘定科目が含まれます。

l Group 1 の Cash およびそれに続くすべての勘定科目

l Group 2 のすべての勘定科目

l Group 3 の Assets とそれに先行するすべての勘定科目

TOTAL - 合計関数

合計関数では、勘定科目グループにおいて配賦先勘定科目に先行するすべての勘

定科目を合計します。この関数は、勘定グループのサマリを作成するのに便利で

す。この関数では、計算時に Income や Expense などの勘定科目種別を考慮しま

す。この関数では、指定された範囲の勘定科目のうち SUB、DSUB、または TOTAL

関数によって算出された値の勘定科目は SUM 関数の計算に含まれません。

この関数は入力ロジックで有効です。また、連動表示勘定科目を定義するときに

もこの関数を使用できます。次の形式を使用します。

TOTAL

注： 指定した範囲に連動表示勘定科目と非連動表示勘定科目が含まれる場合に

は、システムは、連動表示勘定科目の値を合計に組み込みません。この範

囲に連動表示勘定科目だけが含まれる場合には、システムはそれらの勘定

科目を合計に含みます。

例えば、Net Income 勘定科目の計算式として TOTAL を割り当てた場合には、Net

Income 勘定科目には、同じグループでそれに先行するすべての勘定科目の合計値

が表示されます。

ヒント： 詳細合計関数では、同じく勘定グループの値を合計しますが、サブ勘定

科目の合計を配賦先勘定科目に格納します。合計関数では主要勘定科目
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の合計だけを格納します。詳しくは、375 ページの「DTOT - 詳細合計

関数」を参照してください。

TOTSA - 第 1 レベルサブ勘定科目の合計関数

第 1 レベルサブ勘定科目の合計関数では、配賦先勘定科目に先行するすべての第

1 レベルサブ勘定科目を合計します。この式によって得られる値は、主要勘定科

目の値に追加されません。この関数は第 2 レベルサブ勘定科目が存在しない場合

にだけ使用してください。第 2 レベルサブ勘定科目が存在する場合は、第 1 レベ

ルと第 2 レベルのサブ勘定科目の詳細合計関数を使用します。詳しくは、374 ペー

ジの「DTOSA - 第 1 レベルと第 2 レベルのサブ勘定科目の詳細合計関数」を参照

してください。この関数は入力ロジックでのみ有効です。また、連動表示勘定科

目を定義するときにもこの関数を使用できます。

次の形式を使用します。

TOTSA

例えば、次の式を Investment Total サブ勘定科目に関連付けた場合に、システムは

Investment Opening Value サブ勘定科目から、このサブ勘定科目に関連付けられて

いるサブ勘定科目までのサブ勘定科目を合計します。

INVEST        800

   INVEST.OPEN            100

   INVEST.INCR            500

   INVEST.MOVE            400

   INVEST.DECR            -200

   INVEST.TOTAL            800

TRANSP - 転置関数

転置関数では、エンティティからの値を親レベルで会社間サブ勘定科目に連結し

ます。この関数は、連結ロジックでのみ有効です。次の形式を使用します。

TRANSP(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式を Golf Sales 勘定科目に割り当てた場合には、各 下位エンティ

ティの Golf Sales 勘定科目の値が、親エンティティのサブ勘定科目に連結されま

す。

TRANSP(#TOTSALES)

表 74 に、この例に示すエンティティごとに Golf Sales 勘定科目の値を示します。

表 74 Golf Sales 勘定科目の値

エンティティ Golf Sales の値

USDIV（親エンティティ） 1900

USWEST（ 下位エンティティ） 500
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エンティティ Golf Sales の値

USEAST（ 下位エンティティ） 600

USNORTH（ 下位エンティティ） 800

表 75 に、この例に示す USDIV 親エンティティに対する Golf Sales 主要勘定科目の

サブ勘定科目の値を示します。

表 75 USDIV に対する Golf Sales サブ勘定科目の値

勘定科目 値

#GOLFSALES.USWEST 500

#GOLFSALES.USEAST 600

#GOLFSALES.USNORTH 800

USE - ロジックの使用関数

ロジックの使用関数は、指定したロジックの内容を現在のロジックにインポート

します。例えば、いくつかの計算式を含むロジックを作成してから、ロジックの

使用関数によって、そのロジックをいくつかの異なるロジックに組み込むことが

できます。この関数で組み込むロジックには、任意の有効な計算式を含めること

ができますが、計算式セクションを定義するための CATEGORY キーワードを含

めることはできません。

この関数が入力、換算、および連結のロジックで有効になるのは、計算式スクリ

プトでロジックを表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジック

を表示している場合には、［結合ロジック］ダイアログボックスを使用できます。

次の形式を使用します。

USE Method

ここで、Method は、現在のロジックに組み込むロジックの名前です。

ロジックの使用関数は、ロジックの任意の場所に置くことができます。例えば、

CHART1 というロジックに、CHARTB ロジックでも使用する計算が含まれている

とします。CHARTB ロジックに次の行を入力できます。

USE CHART1

CHARTB に「USE CHART1」ステートメントが含まれ、CHART1 ファイルを変更

した場合は、CHART1 および CHARTB をチェックする必要があります。

この関数を使うと、ロジックの使用関数も含むロジックを組み込むこともできま

す。例えば、CHRTFLOW というロジックは、CHART1 ロジックを組み込むため

のロジックの使用関数を含むことができます。CHART1 ロジックは、CHART2 ロ

ジックを組み込むためのロジックの使用関数を含むことができます。7 レベルま

でロジックをネストして使用できます。

［データベース］ウィンドウまたは［データ入力表］ウィンドウで［計算式の表

示］オプションを使用した場合には、システムは、ロジックの使用関数を使用し

て組み込まれた計算式を表示しません。［データベース］ウィンドウでの計算式の
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表示については、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』の「データの読み込みと抽

出」の章を参照してください。［データ入力］ウィンドウでの計算式の表示につい

て詳しくは、「データ入力表へのデータ入力」を参照してください。

VAL - 累積値で計算関数

為替レートで計算関数では、換算時に通貨換算のアプリケーションデフォルトを

無効にします。一般にフロー勘定科目では、VAL やデータ種別累計ロジックの代

わりに、期別換算ロジックを使用します。しかし、損益活動勘定科目の換算にデー

タ種別累計ロジックを使用する会社もあります。累積値で計算関数では、データ

種別累計ロジックを使用してフロー勘定科目を換算できます。

この関数は換算ロジックのみで有効です。次の形式を使用します。

VAL(#Account,#Rate)

変数 説明

Account 換算する値を含んでいる勘定科目

Rate 使用する為替レートを含んでいる勘定科目

例えば、次の式では、Sales 勘定科目と Special Rate 為替レート勘定科目のデータ種

別累計値を使用して、配賦先勘定科目を換算します。

VAL(#SALES,#SPECRATE)

注： 通貨換算が必要ない場合、TRANS ロジックは実行されません。これは、勘

定科目は為替レートが"1"で換算されるため、連結数に差異が生じる原因と

なります。application.ini ファイルの APP_ALWAYS_EXEC_TRANS_LOG 値を

0（No）から 1（Yes）に変更して、TRANS ロジックが常に実行されるよう

に設定できます。

YTD - 年次累計関数

年次累計関数では、データ種別のデータ表示形式とは無関係に、勘定科目の年次

累計値を返します。

この関数は、入力ロジック、換算ロジック、および連結ロジックで有効です。ま

た、連動表示勘定科目を定義するときにもこの関数を使用できます。次の形式を

使用します。

YTD(#Account)

ここで、Account は配賦元勘定科目です。

例えば、次の式では、Net Income 勘定科目の年次累計値を配賦先勘定科目に格納

します。

YTD(#NETINCOME)
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この付録では、ロジック、カスタム関数、更新ルールを編集するための計算式ス

クリプトエディタの使用方法を説明します。

計算式スクリプトの概要
Hyperion Enterprise では、次のようなエディタを使用してロジックを表示および編

集できます。

l ［ロジック］ウィンドウ。表に基づいた編集が可能です。

l 計算式スクリプトエディタ。テキストベースの編集が可能です。

Hyperion Enterprise では、ロジックはファイルの代わりに内部表に保存されるの

で、これらのエディタを交互に使用して、ロジックを表示または編集できます。

注： この付録は、「計算式の定義」の情報を補足するためのものです。ロジッ

ク、カスタム関数、および更新ルールの定義方法を理解するには、まず「計

算式の定義」の章を読んでおく必要があります。

計算式スクリプトの表記規則
この項の表記規則は、「計算式の定義」の表記規則を補足します。計算式スクリプ

トエディタでは、次の仕様に従う必要があります。

l 計算式の配賦先勘定科目を指定する。

l ロジックを編集する場合に、データ種別セクションの計算式を指定する。

l 計算式が次の行で継続されるタイミングを指示する。

計算式スクリプトの概要 401



l コメントテキストの前に符号を付ける。

計算式の表記規則について詳しくは、232 ページの「表記規則」を参照してくだ

さい。

配賦先勘定科目
スクリプトエディタを使用する場合は、手動で定義する計算式に配賦先勘定科目

および等号（=）を指定する必要があります。配賦先勘定科目は、等号の後に指

定された計算式の値を含む勘定科目です。例えば、次のロジックの行では Account

A が配賦先勘定科目になります。

#ACCOUNTA=#ACCOUNTB+#ACCOUNTC

ヒント： ［編集］メニューの［勘定科目の貼り付け］メニューオプションを使用

して、配賦先勘定科目を挿入できます。

スクリプトセクション
スクリプトエディタでロジックを表示する場合に、複数のセクションに分割でき

ます。ロジックには、すべてのデータ種別に適用される一般計算式のセクション

と、その後に特定のデータ種別にのみ適用される他のセクションを含めることが

できます。特定のデータ種別に適用される計算式は、それらの計算式と競合する

すべての一般計算式を無効にします。

ロジックがすべてのデータ種別に適用される計算式のセクションを含む場合には、

これらの計算式はロジックの先頭に表示され、次の見出しを使用する必要があり

ます。

[CATEGORY=ALL]

一般計算式の後に、特定のデータ種別のセクションを追加できます。各データ種

別固有のセクションは、そのデータ種別を識別する見出しで始まる必要がありま

す。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。

ヒント： セクションの見出しでは、CATEGORY の略称として CAT を使用できま

す。

例えば、Last Year データ種別にのみ適用される計算式のセクションは、次の見出

しを使用します。

[CATEGORY=LASTYR]

ロジックは、データ種別ごとに 1 つのセクションを含むことができます。たとえ

ば、Budget データ種別の計算式を作成する場合は、すべての計算式を

[CATEGORY=BUDGET]という同じセクションに含める必要があります。

計算式のセクションが複数のデータ種別に適用される場合は、これらのデータ種

別に 1 つのセクション見出しを使用できます。例えば、セクションの計算式が
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Budget データ種別および Actual データ種別に適用される場合は、次のセクション

見出しを使用できます。

            [CATEGORY=BUDGET,ACTUAL]

行継続
計算式が［計算式スクリプトエディタ］に表示されるときに 1 行に収まらない場

合は、 初の行の終わりにアンパサンド（&）を使用して、ステートメントが次

の行に継続することを示します。例えば、 初の行と 2 番目の行の終わりにアン

パサンドがある次の計算式では、3 行すべてが 1 つの計算式としてみなされます。

#DEST.MINEXP = MIN(#SOURCE.&

MIN-100+#DEST.MIN,#SOURCE.MIN *2&

+#DEST.MIN*2)

上記の例からアンパサンドを省略すると、各行は個別の計算式として読み取られ

ます。 初の行に始まりの小かっこが含まれていて終わりの小かっこがないため、

ロジックのチェック時にエラーメッセージが表示されます。

コメント
コメントは、システム管理者やユーザに作成するスクリプトに関する情報を示す

ものです。各コメントの 初に感嘆符（!）を付ける必要があります。この記号

は、スクリプトがチェックおよび適用されるときに、感嘆符の後のテキストを無

視するように指示します。

計算式スクリプトエディタでは、計算式ごとに 1 つのコメントを追加できます。

コメントは、参照される計算式と同じ行に表示される必要があり、2 行目に継続

できません。計算式の後にその計算式を説明するコメントが続く例を次に示しま

す。

#ACCOUNTA=OPE(#ACCOUNTB)*3 !ACCOUNTB期首残高の3倍に等しい

スクリプトエディタでの計算式の編集
計算式スクリプトエディタでは、計算式の表示や編集を行うことができます。ス

クリプトエディタでロジックを表示すると、計算式の配賦先勘定科目である勘定

科目だけがスクリプトに表示されます。

注： Hyperion Enterprise では、ロジック内で参照される配賦先勘定科目は、勘定

科目表の順に格納されます。従って、スクリプトエディタでロジックを表

示したときには、計算式がワークセッションごとに異なる順序で表示され

ることがあります。

ä スクリプトエディタで計算式を編集するには、次の手順に従います。

1 ［ロジック］ウィンドウで、［表示］メニューの［テキスト］を選択します。

2 ロジックを編集します。
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ヒント： ID が正しいことを確認するには、［編集］メニューから、［勘定科目の

貼り付け］、［エンティティの貼り付け］、および［データ種別の貼り付

け］をそれぞれ選択して、勘定科目、エンティティ、およびデータ種別

ID を選択し、定義している計算式に貼り付けてください。

3 ［ファイル］メニューから［保存］を選択します。

4 追加した計算式をチェックするには、［タスク］メニューから［ロジックのチェック］

を選択します。

スクリプトエディタでのテキスト検索
入力ロジック、換算ロジック、連結ロジックに含まれる関数、値、勘定科目に指

定するテキストを検索するには、スクリプトエディタを使用します。この方法を

使用すると、矢印ボタンを使用してスクリプト内の勘定科目と計算式の一覧をス

クロールする方法よりも迅速に処理できる場合があります。

ä スクリプトエディタでテキストを検索するには、次の手順に従います。

1 ［編集］メニューから［テキストを検索］を選択します。

2 ［検索］編集ボックスに、検索するテキストを入力します。

3 オプション：テキストが次に現れる箇所に移動するには、［>>］キーをクリックし、

テキストが前に現れた箇所に移動するには、［<<］キーをクリックします。

計算式のインポート
作成する計算式は ASCII テキストファイルでインポートできます。ロジック、カ

スタム関数、または更新ルールをインポートする場合は、「計算式スクリプトのサ

ンプル」の項に示す構文を使用する必要があります。詳しくは、412 ページの「計

算式スクリプトのサンプル」を参照してください。

ä 計算式をインポートするには、次の手順に従います。

1 計算式スクリプトエディタで、［編集］メニューから［計算式のインポート］を選択

します。

2 インポートするロジック、カスタム関数、または更新ルールを含んでいるファイル

名、ドライブ、およびディレクトリを指定して、［OK］をクリックします。

計算式のエクスポート
作成する計算式は ASCII テキストファイルにエクスポートできます。ロジック、

カスタム関数、または更新ルールをエクスポートする場合は、「計算式スクリプト

のサンプル」の項に示す構文を使用します。詳しくは、412 ページの「計算式ス

クリプトのサンプル」を参照してください。
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ä 計算式をエクスポートするには、次の手順に従います。

1 計算式スクリプトエディタで、［編集］メニューから［計算式のエクスポート］を選

択します。

2 ロジック、カスタム関数、または更新ルールを抽出するファイル名、ドライブ、およ

びディレクトリを指定して、［OK］をクリックします。

ロジックスクリプトのデータ種別オプション
表 76 に、データ種別の設定を定義するとき使用できるデータ種別オプションを示

します。データ種別の設定の定義方法について詳しくは、250 ページの「データ

種別の設定の定義」を参照してください。

表 76 データ種別オプション

オプション ID と説明 オプションの定義 有効なロジック

CONSOL - 連結オプション データ種別のすべての勘定科
目またはすべてのデータ種別
は、連結ロジックが割り当て
られているエンティティと連
結されます。

連結

ELIM - 消去オプション 特定のデータ種別内でデフォ
ルトの会社間消去を有効にし
ます。

連結

NOCONSOL - 連結なしオプショ

ン

データ種別の連結を禁止しま
す。

連結

NOELIM - 消去なしオプション 特定のデータ種別内でデフォ
ルトの会社間消去を無効にし
ます。

連結

NOROUND - 四捨五入なしオプ

ション

通貨換算の後で勘定科目値の
四捨五入を禁止します。

入力、換算、連結

NOTRANS - 換算なしオプショ

ン

データ種別の換算を禁止しま
す。

換算

ROUND - 換算の四捨五入オプ

ション

データ種別の換算勘定科目を
四捨五入します。

入力、換算、連結

USE - ロジックの使用 現在のロジック内の他のロ
ジックで定義されたすべての
数式を含みます。

入力、換算、連結

CONSOL - 連結オプション関数

1 つまたはすべてのデータ種別のすべての勘定科目を連結するには、セクション

見出しで連結オプションを使用します。このオプションでは、連結ロジックが割

り当てられているエンティティについてのみ連結が行われます。このオプション

が適用されるのは、すべてのデータ種別に NOCONSOL オプションを使用して、

あらかじめ連結が無効にされているときだけです。
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この関数が連結ロジックで有効なのは、計算式スクリプトエディタでロジックを

表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示している場

合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで連結オプションを使うと、

データ種別内のデータを連結できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,CONSOL]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。

例えば、Actual データ種別内の勘定科目を連結するには、次の見出しを使用しま

す。

[CAT=ACTUAL,CONSOL]

ELIM - 消去オプション関数

特定のデータ種別内でデフォルトの会社間消去を有効にするには、セクション見

出しで消去オプションを使用します。このオプションが適用されるのは、すべて

のデータ種別にこのオプションを使用して、あらかじめデフォルトの会社間消去

が無効になっているときだけです。

この関数が連結ロジックで有効なのは、計算式スクリプトエディタでロジックを

表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示している場

合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで連結オプションを使うと、

データ種別内のデータを連結できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,ELIM]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。

例えば、Actual データ種別で消去を行うには、次の見出しを使用します。

[CAT=ACTUAL,ELIM]

NOCONSOL - 連結なしオプション関数

1 つまたはすべてのデータ種別のすべての勘定科目の連結を禁止するには、セク

ション見出しで連結なしオプションを使用します。このオプションは、連結ロジッ

クが割り当てられているエンティティに対してのみ適用されます。例えば、この

オプションを使うと、少数の純資産勘定科目だけを連結できます。連結を必要と

する勘定科目に対しては、連結ロジック式で NOCONSOL オプションを使用でき

ます。

この関数が連結ロジックで有効なのは、計算式スクリプトエディタでロジックを

表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示している場

合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで連結なしオプションを使う

と、データ種別内のデータの連結を禁止できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,NOCONSOL]

ここで、Category には、ALL を指定するか、このセクションが適用されるデータ

種別の ID を指定します。

例えば、すべてのデータ種別の連結を禁止するには、次の見出しを使用します。

[CAT=ALL,NOCONSOL]
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NOELIM - 消去なしオプション

特定のデータ種別内でデフォルトの会社間消去を無効にするには、セクション見

出しで消去なしオプションを使用します。このオプションを使用すると、システ

ムは、専用の特殊な消去用に記述された式だけを実行します。

この関数が連結ロジックで有効なのは、計算式スクリプトエディタでロジックを

表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示している場

合には、［データ種別の設定］ダイアグボックスで消去オプションをオフにすれ

ば、消去を禁止できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,NOELIM]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。

例えば、Actual データ種別で消去を禁止するには、次の見出しを使用します。

[CAT=ACTUAL,NOELIM]

NOROUND - 四捨五入なしオプション関数

セクション見出しに四捨五入なしオプションを組み込むと、通貨換算の後で、シ

ステムでは勘定科目値の四捨五入を行いません。

この関数が換算ロジックで有効になるのは、計算式スクリプトエディタでロジッ

クを表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示してい

る場合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで四捨五入オプションを無

効にすれば、四捨五入を禁止できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,NOROUND]

ここで、Category はそのセクションが適用されるデータ種別の ID です。

例えば、Actual データ種別で四捨五入を禁止するには、次の見出しを使用します。

[CAT=ACTUAL,NOROUND]

NOTRANS - 換算なしオプション関数

1 つまたはすべてのデータ種別の通貨換算をオフにするには、セクション見出し

で換算なしオプションを使用します。この関数では、個別の勘定科目の NOTRANS

を無効にできます。

この関数が換算ロジックで有効になるのは、計算式スクリプトエディタでロジッ

クを表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウでロジックを表示してい

る場合は、［データ種別の設定］ダイアログボックスで換算オプションを解除すれ

ば、データ種別内のデータの換算を禁止できます。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,NOTRANS]

ここで、Category には、ALL を指定するか、このセクションが適用されるデータ

種別の ID を指定します。

例えば、Forecast データ種別の勘定科目の通貨換算をオフにするには、次の見出し

を使用します。

[CATEGORY=FORECAST,NOTRANS]
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ROUND - 換算の四捨五入オプション関数

通貨換算の後で勘定科目値を四捨五入するには、セクション見出しに四捨五入オ

プションを組み込みます。システムはデータ種別累計値を使用して、勘定科目値

を も近い整数に四捨五入ます。

この関数が入力、換算、および連結のロジックで有効になるのは、計算式スクリ

プトエディタでロジックを表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウで

ロジックを表示している場合には、［データ種別の設定］ダイアログボックスで四

捨五入オプションを使用すれば、データ種別内のデータを四捨五入できます。

四捨五入オプションを使うと、システムとレポートで表示されるすべての値の四

捨五入を変更できます。例えば、通貨換算によって小数部分の桁数の多い値が得

られた場合には、レポートから小数値を消去することもできます。このオプショ

ンを使用するときには、次の要点を忘れないでください。

l 四捨五入によって、連結値に誤差が生じます。

l 四捨五入によってシステムの速度が低下します。

すべてのデータ種別に適用されるセクションの見出しで四捨五入オプションを使

用した場合には、システムはすべてのデータ種別で換算値を四捨五入します。デー

タ種別固有のセクションの見出しで四捨五入オプションを使用した場合には、シ

ステムはそのデータ種別だけの換算値を四捨五入します。次の形式を使用します。

[CATEGORY=Category,ROUND]

ここで、Category には、ALL を指定するか、このセクションが適用されるデータ

種別の ID を指定します。

例えば、Forecast データ種別の換算値を四捨五入するには、次の見出しを使用しま

す。

[CATEGORY=FORECAST,ROUND]

データ種別固有のセクションの見出しから四捨五入オプションを省いた場合には、

システムはそのデータ種別の換算値を四捨五入しません。すべてのデータ種別に

適用されるセクションの見出しに四捨五入オプションを指定しなかった場合には、

データ種別固有のセクションの見出しでそのデータ種別の値の四捨五入を指定し

ない限り、システムはどの換算値も四捨五入しません。

次の例に示す入力ロジックは、すべてのデータ種別に適用されるセクションで始

まり、その後に Budget データ種別と Actual データ種別用のセクションが続きま

す。

[CATEGORY=ALL]

#ROA=#NETINCOME/#TOTALASSET  !資産収益率

#ROS=#NETINCOME         !売上高収益率

#GM=TOT    !売上総利益率

#OPINCOME=TOT    !営業利益

#PRETAX=TOT    !税込所得

#NETINCOME=TOT    !純利益

#NI=#NETINCOME+#SURPLUS    !留保利益

#CURRENTASSET=TOT    !流動資産合計

#SURPLUS=BAL(#TOTALASSET,#TOTALLIABEQ)) !残高勘定科目

#LASSET=SUB(#PPE)    !固定資産合計

#TOTALASSET=TOT    !資産合計

#CURRENTLIAB=TOT    !流動負債合計
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#LTLIAB=SUB(#LTDEBT)!固定負債合計

#TOTALLIAB=TOT    !負債合計

#REBEG=OPE(#REEND)    !留保利益 - BB

#REEND=SUB(#REBEG)    !留保利益 - EB

#EQUITY=SUB(#CAPITAL)    !自己資本

#TOTLIABEQ=TOT    !負債および資本合計

[CATEGORY=BUDGET,ROUND]

#NI=YTD(#NETINCOME)    !留保利益-当期利益

[CATEGORY=ACTUAL]

#NI=#NETINCOME    !留保利益-当期利益

この例では、見出し［CATEGORY = BUDGET,ROUND］は、Budget データ種別セ

クションを示します。このセクションには Budget データ種別にだけ適用される計

算式が含まれており、そのデータ種別の換算値が四捨五入されます。見出し

[CATEGORY = ACTUAL]は、Actual データ種別セクションを示します。このセク

ションには、Actual データ種別にだけ適用される計算式が含まれています。これ

らのデータ種別固有の計算式は、それらの計算式と矛盾するすべての一般計算式

を無効にします。

USE - ロジックの使用関数

ロジックの使用関数は、指定したロジックの内容を現在のロジックにインポート

します。例えば、いくつかの計算式を含むロジックを作成してから、ロジックの

使用関数によって、そのロジックをいくつかの異なるロジックに組み込むことが

できます。この関数で組み込むロジックには、任意の有効な計算式を含めること

ができます。

この関数が入力、換算、および連結のロジックで有効になるのは、計算式スクリ

プトエディタでロジックを表示しているときだけです。［ロジック］ウィンドウで

ロジックを表示している場合には、［結合ロジック］ダイアログボックスを使用で

きます。次の形式を使用します。

USE Method

ここで、Method は、現在のロジックに組み込むロジックの ID です。

ロジックの使用関数は、ロジックの任意の場所に置くことができます。例えば、

CHART1 というロジックに、CHARTB ロジックでも使用する計算が含まれている

とします。CHARTB ロジックに次の行を入力できます。

USE CHART1

注： CHARTB に「USE CHART1」ステートメントが含まれ、CHART1 ファイルを

変更した場合、CHART1 をもう一度チェックする必要があります。

この関数を使うと、ロジックの使用関数も含むロジックを組み込むこともできま

す。例えば、CHRTFLOW というロジックは、CHART1 ロジックを組み込むため

のロジックの使用関数を含むことができます。CHART1 ロジックは、CHART2 ロ

ジックを組み込むためのロジックの使用関数を含むことができます。7 レベルま

でロジックをネストして使用できます。
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USE ロジックは、上書きと同じルールに従い、USE ロジックが処理された後に検

出されたすべての競合するステートメントが優先されます。USE 関数は、データ

種別ステートメントから、またはロジックの特定のデータ種別内で別個に書き込

むことができます。この関数がデータ種別に割り当てられていない場合は、デフォ

ルトのデータ種別 ALLとして処理されます。

USE 関数は、関数が割り当てられたデータ種別に基づいて実行されるロジックの

ステートメントに適用されます。例えば、Category=ALL の下に USE CHARTX が

書き込まれると、CHARTX 内のすべてのステートメントが実行されます。

Category=ACTUAL の下に USE CHARTX が書き込まれた場合は、ALL と Actual の

データ種別の CHARTX のステートメントのみが適用されます。例えば、次に示す

ステートメントがあるとします。

例 1

For Chart1

USE Chart 5

[Category =Actual]

#Acc1=10

例 2

For Chart1

[Category=Actual]

USE Chart5

#Acc1=10

上記の各例の結果は異なります。USE ステートメントがデータ種別ステートメン

トに関連付けられている場合は（例 2）、データ種別に一致する Chart5 のステート

メントのみがそのデータ種別に実行されます。例 1 では、USE ステートメントが

どのデータ種別にも関連付けられていないので、デフォルトの Category=ALL を受

け取ります。つまり、関連付けられるデータ種別にかかわらず、Chart5 内のすべ

てのステートメントが実行されます。

USE ステートメントはこのロジックに固有のステートメントの前に実行されます。

USE 関数で実行された計算式は、前のロジックのロジックステートメントのみを

無効にします。例えば、CHART で次のように入力するとします。

例：CHART

[CATEGORY= TESTCAT]

#acct2=2000

[CATEGORY= LASTYR, ACTUAL]

#ACCT2=50

USE CHARTTEST

更新されると、次のように表示されます。

[CATEGORY= TESTCAT]

#ACCT2=2000

[CATEGORY= LASTYR, ACTUAL]

USE Charttest

#ACCT2=50
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USE Charttest ステートメントが移動されました。USE ステートメントは、一般ス

テートメントの前に、一般ステートメントが発生するセクションまたはデータ種

別で実行されます。

USE ステートメントは、CATEGORY=ALL の計算式を使用し、その後に USE ステー

トメントが割り当てられたデータ種別のステートメントが続きます。次の例で、

上記の内容について説明し、計算式が実行される様子を詳しく示します。

例：CHART LOGIC

[CATEGORY=ALL]

USE ChartUse1

#income1 = 100

[CATEGORY = ACTUAL]

#income2 = 100

例：CHART1 LOGIC

[CATEGORY=ALL]

#income2 = 200

[CATEGORY=LASTYR]

USE ChartUse2

#income1 =200

例：ChartUse1 LOGIC

[CATEGORY=ALL]

#income1 = 400

[CATEGORY=ACTUAL]

#income3 = 100

例：ChartUse2 LOGIC

[CATEGORY = ALL]

#income2 = 1000

#income3 = 500

[CATEGORY = ACTUAL]

#income1 = 100

ロジックは次の順序で読み込まれます。

Actual：

ChartUse1 category = ALL statements                            (#income1 

= 400)

ChartUse1 category = ACTUAL statements                                

(#income3 = 100)

Chart  Category = ALL statements                                

(#income1 = 100)

Chart category = ACTUAL statements                            (#income2 

= 100)

Chart1 category = ALL statements                                

(#income2 = 200)

Chart1 category = ACTUAL statements                                

<empty)
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Lastyr：

ChartUse1 category = ALL statements                            (#income1 

= 400)

ChartUse1 category = LASTYR statements                                

<empty>

Chart  Category = ALL statements                                

(#income1 = 100)

Chart category = LASTYR statements                            <empty>

Chart1 category = ALL statements                                

(#income2 = 200)

ChartUse2 Category = ALL statements                        (#income2 = 

1000, #income3 = 500)

ChartUse2 category = LASTYR statements                                

<empty>

Chart1 category = LASTYR statements                            Linked 

(#income1 = 200)

結果を次の表に示します。

 

ACTUAL LASTYR

#income1 100（CHART および ALL の場

合）：ChartUse1 ロジックの

データ種別 ALL のステートメ

ントは読み込まれましたが、
CHART ALL が USE ロジックの

後に読み込まれたため、
CHART ALL のロジックによって

上書きされました。

200（CHART1 および LASTYR の

場合）：ChartUse1 のステート

メントは破棄され、ChartUse2
のステートメントは Chart1 ロ

ジックの上書きによって破棄
されました。

#income2 200（CHART1 および ALL の場

合）

1000（ChartUse2 および ALL の
場合）：USE ロジックは、

Chart1 ALL ケースの後に読み込

まれたため、優先されます。

#income3 100（ChartUse1 および ACTUAL
の場合）

500（ChartUse2 および ALL の
場合）

注： 上記の例で、ChartUse2 の[CATEGORY = ACTUAL]のセクションはこのロジッ

クの USE で、LASTYR ケースで読み込まれるためにのみ呼び出されるので、

どのケースでも使用されません。しかし、ChartUse2 は有効なロジックであ

り、エンティティに直接割り当てられるか、使用可能なセクションがある

他のロジック内で使用される可能性があります。

計算式スクリプトのサンプル
この項では、次の項目についてテキストベースの計算式の例を示します。

l 入力ロジック

l 換算ロジック

l 連結ロジック

l 更新ルール
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l カスタム関数

入力ロジックスクリプトのサンプル
一般計算式と Actual データ種別にのみ適用されるセクションを含む入力ロジック

のサンプルを次に示します。

[CATEGORY=ALL]

#GM=TOT             !総売上の合計

#OPEXP=SUB(#MKTEXP) !販売費の小計

#TOTEXP=SUB(#MKTEXP)!販売費の小計

#OPINCOME=SUB(#GM)  !売上総利益率の小計

#PRETAX=SUB(#OPINCOME)  !営業利益の小計

#NETINCOME=SUB(#PRETAX) !税込所得の小計

#CURRENTASSET=SUB(#CASH)!現金所得の小計

#LTASSET=SUB(#PPE)  !不動産、工場、装置の小計

#TOTALASSET=SUB(#CURRENTASSET)!流動資産の小計

#CURRENTLIAB=SUB(#STDEBT)!短期負債の小計

#LTLIAB=SUB(#LTDEBT)     !長期負債の小計

#TOTLIAB=TOT!グループの合計

#REEND=SUB(#REBEG)  !留保利益期首残高の小計

#EQUITY=SUB(#CAPITAL)!資本の小計

#TOTLIABEQ=#TOTLIAB+#EQUITY !負債および資本合計

#NI=YTD(#NETINCOME)  !累計純利益を留保利益に戻す

#PSALES=#PUNIT*#PPRICE  !製品売上 = 製品単位 * 製品単価

[CATEGORY=ACTUAL]

#REBEG=OPE(#REEND) !前期のデータ種別の期末残高から取得する期首残高

入力ロジックについて詳しくは、249 ページの「ロジックの設定」を参照してく

ださい。

換算ロジックスクリプトのサンプル
米国の履歴データエンティティの通貨換算を行う換算ロジックの例を次に示しま

す。すべてのデータ種別に適用される一般的なルールのみを示します。

[CATEGORY=ALL]

#2AMORTFLV=PVA(#RATEGW)

#2AMORTCIT=PVA(#RATEGW)

#2AMORTOTH=PVA(#RATEGW)

#3GOODWILL=VAL(#RATEGW)

#6ICOSALUKFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALHOLFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALGERFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALINDFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALAUSFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALSGPFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALJAPFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALJAPFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALMEXFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALUSFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALTOTFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALUKCT=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALHOLCT=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALGERCT=PVA(@ACC,#RATE1)
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#6ICOSALSGPCT=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALJAPCT=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALMEXCT=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALUSCT=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOSALTOTCT=PVA(@ACC,#RATE1)

#6ICOCOSUKFL=PVA(@ACC,#RATE1)

#2SERVFEEINC=PVA(@ACC,#RATE1)

#2SERVFEEEXP=PVA(@ACC,#RATE1)

#2COMMISSINC=PVA(@ACC,#RATE1)

#2COMMISSEXP=PVA(@ACC,#RATE1)

#2ROYALTYINC=PVA(@ACC,#RATE1)

#2ROYALTYEXP=PVA(@ACC,#RATE1)

#2INTINCICO=PVA(@ACC,#RATE1)

#2INTEXPICO=PVA(@ACC,#RATE1)

換算ロジックについて詳しくは、249 ページの「ロジックの設定」を参照してく

ださい。

連結ロジックスクリプトのサンプル
連結ロジックのサンプルを次に示します。

#LTPAYINTC=IFT(#BAL.60),(9BAL.60),PRE(#BAL.93),(#BAL.60)

#COMMSTK=IFT(#BAL.62),(#BAL.602),PRE(#BAL.96),(#6002.00)

#OPRETEARN=IFT(#BAL.64),(#BAL.64),PRE(#BAL.96),(#6004.00)

#9600.00=IFT(#HISTCS),(#HISTCS),PRE(#BAL.96),(#HISTCS)

#NEWBAL=BAL(ACC.89,#ACC.95,#ACC.98)

連結ロジックについては、249 ページの「ロジックの設定」を参照してください。

更新ルールスクリプトのサンプル
更新ルールは、連結ロジックで使用できる特殊な関数です。使用する計算式のグ

ループを識別する ID を定義し、他のエンティティの勘定科目に値を配賦できま

す。

消去表、比率表、またはパートナーの消去表で各配賦先勘定科目の計算式を作成

します。割り当てられる各計算式のパラメータも指定できます。各更新ルールに

割り当てることができるパラメータは 大 4 つです。更新ルール内でも更新ルー

ルを使用できます。次の形式を使用します。

[RULE=ID,Description,Execute,Processing,Security] INST=Instructions

PARAM=@Parameter1,@Parameter2,@Parameter3,@Parameter4

#Account=Proportion,Elimination,Partner Expression

変数 説明

ID 更新ルールの ID は 20 文字以内です。

Description 更新ルールの説明は 40 文字以内です。

Execute 勘定科目がデータを含まない場合に、勘定科目でルールを実行するかどうかを指
定します。ルールを実行する場合は、X を入力します。それ以外の場合は空白のま

まにします。
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変数 説明

Processing ルールが実行時に勘定科目種別の正の値または負の値を考慮するかどうかを指定
します。ルールで勘定科目種別を考慮する場合は、X を入力します。それ以外の場

合は空白のままにします。

Security 更新ルールのセキュリティクラス

Instructions 更新ルールの使用方法。使用方法の長さは 120 文字以内です。［更新ルール］ウィ

ンドウで更新ルールを表示するときに、このテキストは［指示］ボックスに表示
されます。

Parameter 1 更新ルールに渡されるパラメータ。 大 4 つのパラメータを渡すことができます。

Parameter 2 更新ルールに渡されるパラメータ。 大 4 つのパラメータを渡すことができます。

Parameter 3 更新ルールに渡されるパラメータ。 大 4 つのパラメータを渡すことができます。

Parameter 4 更新ルールに渡されるパラメータ。 大 4 つのパラメータを渡すことができます。

Account 値を配賦する勘定科目。更新ルールで必要なだけ勘定科目を指定できますが、各
勘定科目は新しい行で始まる必要があります。

Proportion 比率表で指定された勘定科目に割り当てられる計算式

Elimination 消去表で指定された勘定科目に割り当てられる計算式

Partner パートナーの消去表で指定された勘定科目に割り当てられる計算式

Investment という更新ルールの例を次に示します。

[RULE=INVESTMENT,Consolidates investments,X,X,Class1]

INST=Pass the TYPE of reserves as parameter

PARAM=@TYP,,,

@CACC.VAR=,-ELIMINV(@CACC.OPE),

#LINK@TYP.VAR=,ELIMINV(@CACC.OPE),-ELIMINV(@CACC.OPE)

#RESCONG@TYP.VAR=,,ELIMINV(@CACC.OPE)*%G

#RESCONM@TYP.VAR=,,ELIMINV(@CACC.OPE)*%M

#RESCONG@TYP.VAR=,,-ELIMINV(@CACC_FXO.OPE)*%G

#RESCONM@TYP.VAR=,,-ELIMINV(@CACC_FXO.OPE)*%M

#RESFXOG@TYP.VAR=,,ELIMINV(@CACC_FXO.OPE)*%G

#RESFXOM@TYP.VAR=,,ELIMINV(@CACC_FXO.OPE)*%M

更新ルールについては、255 ページの「更新ルール」を参照してください。

カスタム関数スクリプトのサンプル
カスタム関数を使用して、入力ロジック、換算ロジック、または連結ロジックで

独自の計算式関数を作成できます。カスタム関数を作成すると、他の計算式関数

を使用するのと同じ方法で、関数をどのロジックでも使用できます。有効な計算

式を使用して、関数が行う計算を定義できます。次の形式を使用します。

[FUNC=ID,Description,Security, Chart,Translation,Consolidation] INST=Instructions

PARAM=@Parameter1,@Parameter2,@Parameter3,@Parameter4 EXP=Expression
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変数 説明

ID 関数の ID は 20 文字以内です。

Description 関数の説明は 40 文字以内です。

Security 関数のセキュリティクラス

Chart 関数を入力ロジックで使用できるようにする場合は、X を入力します。

Translation 関数を換算ロジックで使用できるようにする場合は、X を入力します。

Consolidation 関数を連結ロジックで使用できるようにする場合は、X を入力します。

Instructions 関数の使用方法。使用方法の長さは 120 文字以内です。［カスタム関数］ウィン

ドウで関数を表示するときに、このテキストは［指示］ボックスに表示されま
す。

Parameter 1 関数に渡されるパラメータ。関数に 大 4 つのパラメータを渡すことができま

す。

Parameter 2 関数に渡されるパラメータ。関数に 大 4 つのパラメータを渡すことができま

す。

Parameter 3 関数に渡されるパラメータ。関数に 大 4 つのパラメータを渡すことができま

す。

Parameter 4 関数に渡されるパラメータ。関数に 大 4 つのパラメータを渡すことができま

す。

Expression カスタム関数がロジックまたは更新ルール内から呼び出されるとき実行する条件
式

Elimination of Receivables というカスタム関数の例を次に示します。

[FUNC=ELIMREC,Elimination of receivables,MAXIMUM,C]

INST=Pass the account to be eliminated as parameter

PARAM=@EAC

IF(MCODEIC IS NOT "E",LEVEL(@EAC)*MIN(1,PCONSIC/PCONS),0)

カスタム関数については、257 ページの「カスタム関数」を参照してください。
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D
ファイルの書式

この付録の内容
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この付録では、Hyperion Enterprise のシステム設定が記録されているテキストファ

イルについて説明します。

Hyperion Enterprise INI ファイル
Hyperion Enterprise では、アプリケーションにアクセスしたときに 2 つの INI ファ

イルが使用されます。application.iniファイルには、アプリケーションの設定が

記録されています。hypent.ini ファイルには、個々のユーザによる設定変更が記録

されています。

Application.ini ファイル

application.iniファイルには、Hyperion Enterprise が各種処理に使用するアプリ

ケーションの情報が保存されています。例えば、［アプリケーション］ウィンドウ

でデフォルトのアプリケーション通貨を定義すると、選択された通貨に対する内

部識別子が、そのアプリケーションの application.ini ファイルに保存されます。

application.iniファイルはアプリケーションごとに用意され、アプリケーション

名には 20 文字の ID が使用されます。このファイルは、アプリケーションの作成

時に、ユーザが指定したアプリケーションディレクトリに作成されます。例えば、

TAX アプリケーションを作成するとき、アプリケーションディレクトリを

<Install Directory>\Hyperion Solutions\Hyperion Enterprise\taxに指定

すると、<Install Directory>\Hyperion Solutions\Hyperion Enterprise

\tax\tax.iniというファイルが作成されます。アプリケーションを定義する方法

については、44 ページの「アプリケーションの定義」を参照してください。

注： アプリケーションに固有の一部の情報は hypent.iniファイルに保存されま

す。hypent.iniファイルについて詳しくは、430 ページの「Hypent.ini ファ

イル」を参照してください。
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application.iniファイルのアプリケーションの設定は、随時表示して編集するこ

とが可能ですが、システムでのみ解釈可能な形式の設定もあります。そのため、

Hyperion Enterprise の適切な手順に従って、application.ini ファイルに保存される設

定を変更してください。application.ini のサンプルファイルについては、428 ペー

ジの「Application.ini のサンプルファイル」を参照してください。

次に application.ini ファイルの書式を示します。

[Application]

APP_NAME = Application

APP_DESC = Description

APP_PATH = Application Path

APP_SITE = Application Identifier

APP_DATA = Data Path

APP_INBOX = Inbox Path

APP_OUTBOX = Outbox Path

APP_REPORT = Report Path

MODAPPDLL = HEFILE

APP_CURRENCY = Application Currency

APP_BALACCT = Default Balance Account

APP_FLOACCT = Default Flow Account

APP_ISBALACCTPVA = BalPVA

APP_ISFLOACCTPVA = FlowPVA

APP_ACCTFORLOCK = Lock

APP_JOUR_REVIEW = Review

APP_JOUR_RUN_LOGIC = Formulas

APP_JOUR_AUTONUMBER=Numbering

APP_IS_ORGBYPER = Dynamic

APP_HOLDING_LOGIC = Holding Company Method

APP_INPUT_PCT = Input

APP_NUM_IS_SYSTEM = Number is System

APP_BILLIONS = Billions

APP_MILLIONS = Millions

APP_THOUSANDS = Thousands

APP_DECIMAL = Decimal

APP_NUM_DECIMALS = Digits

APP_JOUR_TOPLEVEL = Adjustments

APP_STORECONDETAIL = Contribution

APP_STORETRANDETAIL = Translation

APP_IMPACTFUTURECAT = Impact

APP_SUBACCTSIG = Signatures

APP_CALENDAR = LOAD.PER

APP_EXPECTED_ACCTS = Accounts

APP_EXPECTED_ENTITIES = Entities

APP_EXPECTED_CATS = Categories

APP_EXPECTED_REPORTS = Reports

APP_CONSOL_IS_PER = Consolidation

APP_USE_CHILD_RATES = Child Rates

APP_ALWAYS_EXEC_TRANS_LOG = Always Execute Translation Logic

APP_DVIMPLIED = Dynamic View Implied

APP_DELETEERRORLOG = Delete Error Log

APP_USE_SERVER = Use Application Server

APP_SERVER = Server Name

APP_USEACE = Use Statutory Consolidation Engine

APP_USE_MULTI_THREAD = Enable Multi-Threading

APP_DATACACHESIZE = Cache Size
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APP_CSS_ENABLED = Common security Services enabled

APP_CSS_CONFIG_FILE = CSS Configuration file location

APP_SUBSA_INC_CALC = Include calculated accounts in SUBSA function

APP_FILTER_SUBENTITIES = Always select subentities flag in entity POV 

box

APP_TIME_AUTOREFRESH_USERLIST = Modify user list automatic refresh 

intervals

APP_USE_TIMER_REFRESH = Enables user list automatic refresh

APP_FIND_ACCOUNT = Enables Find Account

APP_DB_LOG_ENABLE = Enable database logging

APP_DATA_LOG_ENABLE = Enable data changes in database log

APP_METADATA_LOG_ENABLE = Enable metadata changes in database log

APP_SECURITY_LOG_ENABLE = Enable security changes in database log

APP_REPORT_LOG_ENABLE = Log report changes in database log

APP_SECURITY_LOG_ENABLE = Log file

APP_REPORT_LOG_ENABLE = Log file

APP_DB_CONN_STRING = Database connection String

APP_TABLE_LOG_NAME = Database Table name for event logging

APP_EVENT_LOG_THREADS = Number of dedicated threads to be run for 

logging

APP_EVENT_LOG_CONN_TIMEOUT = Connection Time Out Interval

APP_BACKUP_ISRUNNING = Application Backup Running

ENABLECACHEFORSMARTVIEW = Enable cache for Smart View

APP_CONTROLLER = Application Controller

DATA_CONTROLLER = Data Controller

HER_WEBSERVER = HER Web Server

HUBSERVERURL = Server URL

APP_WEBSERVER_URL = Web Server URL

CONNECTION_POOL_SIZE = Connection Pool Size

APP_USEMESSAGESERVER = Message Server

APP_USEMESSAGESERVER = Message Server

APP_MESSAGESERVERPORT = Message Server Port

APP_NO_OF_MESSAGES = Maximum number of Messages

APP_MESSAGE_SERVER_LOG = Server Log File

APP_COMPRESS=Compress Files

LOCKSVRADDRESS = Server Address

LOCKSVRPORT = Server Port

DATASERVERSESSIONLOG = Log File

USEDATASERVER = Use Data Server

WEBSERVERENABLED = Web Server Enabled

UPLOADPATH = c:\temp

APP_WEBTASKSERVER = Server Name

APP_WEBSESSIONMGRSERVER = Server Name

APP_USELOGGING = I/O Logging

APP_LOGFILECREATION = Application File Logging

APP_LOGFILEREAD = Reads to Application Logging

APP_LOGFILEWRITE = Writes to Application Logging

APP_LOGFILELOCKS = Lock Logging

APP_LOGFILEALL = Log All

APP_SESSTIMEOUT_INTERVAL = Time Out Interval

application.ini ファイルの各行についての説明を次に示します。

l [Application] - アプリケーション ID の 初の 20 文字が大かっこに囲まれて、

application.ini ファイルの先頭に表示されます。例えば、LEGAL アプリケーショ

ンの legal.ini ファイルの 1 行目は次のようになります。
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[LEGAL]

l APP_NAME - アプリケーション ID を保存します。APP_NAME 設定の書式は

APP_NAME=Application です。ここで、Application はアプリケーションの 初

の 20 文字です。システムではこの ID を使用して、他のアプリケーションファ

イルやディレクトリ以外のアプリケーションを識別します。

l APP_DESC - アプリケーションの説明を保存します。APP_DESC 設定の書式は

APP_DESC=Description です。ここで、Description は 40 文字のアプリケーショ

ンの説明です。例えば、アプリケーション名が TAX の場合、そのアプリケー

ションの説明を Tax Application にすることができます。

l APP_PATH - アプリケーションファイルを含むディレクトリへのパスを保存し

ます。APP_PATH 設定の書式は APP_PATH=Path です。ここで、Path はアプリ

ケーションファイルがある DOS パスです。

l APP_SITE - アプリケーションの識別子として数字を保存します。デフォルト

の 0 は、アプリケーションを作成したときに自動設定されますが、後で変更

できます。

l APP_DATA - アプリケーションのデータへのパスを保存します。APP_DATA 設

定の書式は APP_DATA=Data です。ここで、Data はアプリケーションのデー

タディレクトリの DOS パスです。システムでは、このディレクトリの下のデー

タ種別のサブディレクトリにデータファイルを保存します。例えば、データ

ディレクトリが<Install Directory>\Hyperion Solutions\Hyperion

Enterprise\TAX\DATAの場合、ACTUAL データ種別のデータファイルのパス

は<Install Directory>\Hyperion Solutions\Hyperion Enterprise\TAX

\DATA\ACTUALになります。

l APP_INBOX - アプリケーションに読み込むデータ読み込みファイルおよび仕

訳帳の読み込みファイルへのデフォルトパスを保存します。APP_INBOX 設定

の書式は APP_INBOX=Inbox です。ここで、Inbox はインボックスディレクト

リの DOS パスです。インボックスディレクトリには、任意の有効なディレク

トリ名を使用できます。ディレクトリ名に 大長はありません。但し Hyperion

Enterprise には、 初の 6 文字しか表示されないダイアログボックスがありま

す。

［仕訳帳］ウィンドウと［データベース］ウィンドウで該当するダイアログ

ボックスにアクセスすると、インボックスディレクトリのデータ読み込みファ

イルと仕訳帳読み込みファイルが検索されます。これらのファイルには、他

のディレクトリを選択してアクセスすることもできます。データと仕訳帳の

読み込みについては、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してくださ

い。

l APP_OUTBOX - データまたは仕訳帳を抽出したときに作成するファイルへの

デフォルトパスを保存します。APP_OUTBOX 設定の書式は

APP_OUTBOX=Outbox です。ここで、Outbox はアウトボックスディレクトリ

の DOS パスです。アウトボックスディレクトリには、任意の有効なディレク

トリ名を使用できます。ディレクトリ名に 大長はありません。但し Hyperion

Enterprise には、 初の 6 文字しか表示されないダイアログボックスがありま

す。
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アウトボックスディレクトリには、データ抽出ファイル、仕訳帳抽出ファイ

ル、アプリケーション抽出ファイル、計算式の抽出ファイルが保存されてい

ますが、これらのファイルは別のディレクトリを指定して保存することもで

きます。データと仕訳帳の抽出については、『Hyperion Enterprise ユーザガイ

ド』を参照してください。

l APP_REPORT - アプリケーションの作成レポートへのパスを保存します。

APP_REPORT 設定の書式は APP_REPORT=Report です。ここで、Report はレ

ポートディレクトリの DOS パスです。レポートディレクトリには、任意の有

効なディレクトリ名を使用できます。ディレクトリ名に 大長はありません。

但し Hyperion Enterprise には、 初の 6 文字しか表示されないダイアログボッ

クスがあります。

レポートディレクトリには、Hyperion Enterprise レポート、パッケージスクリ

プトエディタ、Hyperion Enterprise Reporting で作成したすべてのレポートおよ

びパッケージが保存されています。これはレポートをインポートするデフォ

ルトディレクトリへのパスでもありますが、他のディレクトリを選択するこ

ともできます。

l MODAPPDLL - アプリケーションを実行するときに使用する DLL ファイルの

名前を保存します。ファイルベースのアプリケーションの場合、この設定で

HEFILE を読み取ります。SQL アプリケーションの場合、この設定で HESQL

を読み取ります。詳しくは、『Hyperion Enterprise SQL Technical Reference』を

参照してください。

l APP_CURRENCY - アプリケーション基本通貨を保存します。APP_CURRENCY

設定の書式は APP_CURRENCY=Currency です。ここで、Currency は基本通貨

を識別する内部番号です。

アプリケーション基本通貨は、アプリケーションモジュールでアプリケーショ

ンを編集するときに定義します。システムはすべての通貨をこのアプリケー

ション基本通貨と関連させて換算します。システムは通貨を直接換算しませ

ん。例えば、ユーロをシェケルに換算するようにアプリケーションが設定さ

れているのにアプリケーション基本通貨が米国ドルの場合、ユーロが米国ド

ルに換算され、次に米国ドルがシェケルに換算されます。

l APP_BALACCT - 資産、負債、残高の勘定科目を換算するデフォルトレート勘

定科目を保存します。APP_BALACCT 設定の書式は APP_BALACCT=Balance で

す。ここで、Balance は勘定科目を表す内部番号です。デフォルトのレート勘

定科目は、アプリケーションの換算オプションを定義するときに設定を指定

します。

l APP_FLOACCT - 収益、費用、フロー勘定科目を換算するデフォルトレート勘

定科目を保存します。APP_FLOACCT 設定の書式は APP_FLOACCT=Flow で

す。ここで、Flow は勘定科目を表す内部番号です。デフォルトのレート勘定

科目は、勘定科目種別に、アプリケーションの換算を定義するときに設定を

指定します。

l APP_ISBALACCTPVA - 資産、負債、残高の勘定科目を換算するデフォルトレー

トを保存します。APP_ISBALACCTPVA 設定の書式は、

APP_ISBALACCTPVA=BalPVA です。ここで、BalPVA は PVA または VAL を

レートとして表すコードです。BalPVA の有効なコードは次のとおりです。

0 = 為替レートで計算（VAL）
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1 = 期別値（PVA）

デフォルトのレートは、アプリケーションの換算を定義するときに PVA また

は VAL に指定します。換算の設定については、50 ページの「通貨換算のデ

フォルトの設定」を参照してください。

l APP_ISFLOACCTPVA - 収益、費用、フロー勘定科目を換算するデフォルトレー

ト勘定科目を保存します。APP_ISFLOACCTPVA 設定の書式は、

APPISFLOACCTPVA= FlowPVA です。ここで、FlowPVA は PVA または VAL を

レートとして表すコードです。FlowPVA の有効なコードは次のとおりです。

0 = 為替レートで計算（VAL）

1 = 期別値（PVA）

デフォルトのレートは、アプリケーションの換算を定義するときに PVA また

は VAL に指定します。換算の設定については、50 ページの「通貨換算のデ

フォルトの設定」を参照してください。

l APP_ACCTFORLOCK - 期間を保護する前にシステムが勘定科目の値を検証す

る場合に使用する保護勘定科目を識別する値を保存します。

APP_ACCTFORLOCK 設定の書式は APP_ACCTFORLOCK=Lock です。ここで、

Lock は勘定科目（通常は残高勘定）を表す内部番号です。チェック勘定科目

の設定は、アプリケーションモジュールでアプリケーションを編集する場合

に指定します。換算の設定については、50 ページの「通貨換算のデフォルト

の設定」を参照してください。

l ENABLECACHEFORSMARTVIEW - SmartView で、メンバ選択を先頭文字で検

索できます。有効なオプションは次のとおりです。

0 = 先頭文字を使用してメンバ選択を検索できない

1 = 先頭文字を使用してメンバ選択を検索できる

l APP_JOUR_REVIEW - アプリケーションの承認ステータスを表す値を保存しま

す。APP_JOUR_REVIEW 設定の書式は APP_JOUR_REVIEW=Review です。ここ

で、Review は、アプリケーションで転記前に仕訳帳の承認が必要かどうかを

決定する値です。Review の有効な値は次のとおりです。

0 = 仕訳帳の転記前に承認しない

1 = 仕訳帳の転記前に承認する

仕訳帳設定は、アプリケーションを作成または編集する場合に設定します。

仕訳帳の転記設定については、51 ページの「アプリケーションの仕訳帳オプ

ションの選択」を参照してください。仕訳帳の承認ステータスについては、

『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

l APP_JOUR_RUN_LOGIC - 仕訳帳の計算式の実行設定を表す値を保存します。

APP_JOUR_RUN_LOGIC 設定の書式は APP_JOUR_RUN_LOGIC=Formulas で

す。ここで、Formulas は、仕訳帳を転記、取り消し、逆仕訳する場合に計算

式を実行するかどうかを決定する値です。Formulas の有効な値は次のとおり

です。

0 = 仕訳帳を転記、取り消し、逆仕訳する場合に計算式を実行しない

1 = 仕訳帳を転記、取り消し、逆仕訳する場合に計算式を実行する
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仕訳帳設定は、アプリケーションを追加または編集する場合に設定します。

詳しくは、51 ページの「アプリケーションの仕訳帳オプションの選択」を参

照してください。

l APP_JOUR_AUTONUMBER - アプリケーションの仕訳帳の番号付けを表す値を

保存します。APP_JOUR_AUTONUMBER 設定の書式は

APP_JOUR_AUTONUMBER=Numbering です。ここで、Numbering は、各仕訳

帳に連番を割り当てるかどうかを決定する値です。有効なオプションは次の

とおりです。

0 = 仕訳帳に番号を割り当てない

1 = 仕訳帳に番号を割り当てる

仕訳帳設定は、アプリケーションを追加または編集する場合に設定します。

詳しくは、51 ページの「アプリケーションの仕訳帳オプションの選択」を参

照してください。

l APP_IS_ORGBYPER - アプリケーションの［期間およびデータ種別ごとの親子

関係］設定を表す値を保存します。APP_IS_ORGBYPER 設定の書式は

APP_IS_ORGBYPER=Dynamic です。ここで、Dynamic は、アプリケーション

に連動組織を含めることができるかどうかを決定する値です。有効な設定は

次のとおりです。

0 = 親子関係は期間およびデータ種別ごとに変化しない

1 = 親子関係は期間およびデータ種別ごとに変化する

アプリケーションの設定について詳しくは、44 ページの「アプリケーション

の定義」を参照してください。

l APP_HOLDING_LOGIC - アプリケーションの持株会社のデフォルト連結ロジッ

クの内部識別子を保存します。例えば、アプリケーションの連結ロジックが

HOLD_1 の場合、設定は APP_HOLDING_LOGIC = Signature と読み取られま

す。詳しくは、61 ページの「連結の設定」を参照してください。

l APP_INPUT_PCT - 親子関係の株式の入力方法を表す値を保存します。この設

定を使用して、株式を入力するか株式比率を入力するかを決定します。有効

な設定は次のとおりです。

0 = 親子関係を株式として入力する

1 = 親子関係を株式比率として入力する

詳しくは、39 ページの「［株式の入力方法］オプション」を参照してくださ

い。株式の入力方法について詳しくは、61 ページの「連結の設定」を参照し

てください。

l APP_NUM_IS_SYSTEM - ［システム設定の使用］アプリケーション設定を表す

値を保存します。この設定を使用して、オペレーティングシステムで数値の

デフォルトを設定するかどうかを決定します。有効なオプションは次のとお

りです。

0 = システム設定を使用しない

1 = システム設定を使用する

l APP_BILLIONS - アプリケーションの数値書式の十億の区切り文字を保存しま

す。APP_BILLIONS 設定の書式は、APP_BILLIONS=Billions です。ここで、
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Billions は十億の桁と億の桁を区切る文字です。アプリケーションの数値書式

は、［アプリケーション］ウィンドウで定義します。詳しくは、52 ページの

「数値書式の設定」を参照してください。

l APP_MILLIONS - アプリケーションの数値書式の百万の区切り文字を保存しま

す。APP_MILLIONS 設定の書式は、APP_MILLIONS=Millions です。ここで、

Millions は百万の桁と十万の桁を区切る文字です。アプリケーションの数値書

式は、［アプリケーション］ウィンドウで定義します。詳しくは、52 ページの

「数値書式の設定」を参照してください。

l APP_THOUSANDS - アプリケーションの数値書式の千の区切り文字を保存し

ます。APP_THOUSANDS 設定の書式は、APP_THOUSANDS=Thousands です。

ここで、Thousands は千の桁と百の桁を区切る文字です。アプリケーションの

数値書式は、［アプリケーション］ウィンドウで定義します。詳しくは、52

ページの「数値書式の設定」を参照してください。

l APP_DECIMAL - アプリケーションの数値書式の小数の区切り文字を保存しま

す。APP_DECIMAL 設定の書式は、APP_DECIMAL=Decimal です。ここで、

Decimal は一の桁と小数点の桁を区切る文字です。アプリケーションの数値書

式は、［アプリケーション］ウィンドウで定義します。詳しくは、52 ページの

「数値書式の設定」を参照してください。

l APP_NUM_DECIMALS - アプリケーションの数値書式の小数点以下に表示する

桁数を保存します。APP_NUM_DECIMALS 設定の書式は

APP_NUM_DECIMALS=Decimals です。ここで、Decimals は小数点以下に表示

する桁数を示します。詳しくは、52 ページの「数値書式の設定」を参照して

ください。

l APP_JOUR_TOPLEVEL - ［親の調整の許可］アプリケーション設定を表す値を

保存します。この設定を使用して、親の調整を許可するかどうかを決定しま

す。有効なオプションは次のとおりです。

0 = 親の調整を許可しない

1 = 親の調整を許可する

親の調整の許可については、51 ページの「アプリケーションの仕訳帳オプショ

ンの選択」を参照してください。親の調整については、『Hyperion Enterprise

ユーザガイド』を参照してください。

l APP_STORECONDETAIL - ［連結の詳細を保存］アプリケーション設定の値を

保存します。この設定を使用して、比率、消去、および連結の詳細を保存す

るかどうかを決定します。有効なオプションは次のとおりです。

0 = 連結の詳細を保存しない

1 = 連結の詳細を保存しない

詳しくは、44 ページの「アプリケーションの定義」を参照してください。

l APP_STORETRANDETAIL - ［換算の詳細を保存］アプリケーション設定の値

を保存します。この設定を使用して、連結の換算の詳細を保存するかどうか

を決定します。有効なオプションは次のとおりです。

0 = 換算の詳細を保存しない

1 = 換算の詳細を保存する
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詳しくは、44 ページの「アプリケーションの定義」を参照してください。

l APP_IMPACTFUTURECAT - APP_IMPACTFUTURECAT 設定は今回のリリース

では機能しません。

l APP_SUBACCTSIG - ［Subaccount Signatures（サブ勘定科目の記号）］アプリ

ケーション設定を表す値を保存します。この設定を使用して、同じ ID を持ち

異なる表に表示されるサブ勘定科目で同じ記号を共有するか、一意の記号を

使用するかを決定します。有効なオプションは次のとおりです。

0 = 共有サブ勘定科目記号

1 = 一意のサブ勘定科目記号

詳しくは、44 ページの「アプリケーションの定義」を参照してください。

l APP_CALENDAR - アプリケーションのデータ種別と期間を設定するファイル

名を保存します。例えば、LOADJAN.PER を使用してアプリケーションのカレ

ンダーを定義する場合、設定は APP_CALENDAR = LOADJAN.PER のようにな

ります。詳しくは、44 ページの「アプリケーションの定義」を参照してくだ

さい。

l APP_EXPECTED_ACCTS - 予期される勘定科目の記号数を保存します。この設

定は起動時に、勘定科目数を事前に割り当て、アプリケーションの読み込み

効率を高めるために設定されます。この設定がデフォルトオプションです。

0 = 事前に割り当てない

数値が制限を超えると、通常の割り当てに戻ります。

l APP_EXPECTED_ENTITIES - 予期されるエンティティの数を保存します。この

設定は起動時に、エンティティ数を事前に割り当て、アプリケーションの読

み込み効率を高めるために設定されます。この設定がデフォルトオプション

です。

0 = 事前に割り当てない

数値が制限を超えると、通常の割り当てに戻ります。

l APP_EXPECTED_CATS - 予期されるデータ種別の数を保存します。この設定は

起動時に、データ種別数を事前に割り当て、アプリケーションの読み込み効

率を高めるために設定されます。この設定がデフォルトオプションです。

0 = 事前に割り当てない

数値が制限を超えると、通常の割り当てに戻ります。

l APP_EXPECTED_REPORTS - 予期されるレポートの数を保存します。この設定

は起動時に、レポート数を事前に割り当て、アプリケーションの読み込み効

率を高めるために設定されます。この設定がデフォルトオプションです。

0 = 事前に割り当てない

数値が制限を超えると、通常の割り当てに戻ります。

l APP_CONSOL_IS_PER - 連結が期別かデータ種別累計かを示す値を保存しま

す。有効なオプションは次のとおりです。

0 = データ種別累計

1 = 期別連結
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l APP_USE_CHILD_RATES - 換算中、アプリケーション設定によって、子の為替

レートは親の為替レートで乗算または除算されます。結果のクロスレートは、

換算が必要な各勘定科目に適用されます。APP_USE_CHILD_RATES 設定には、

子の非グローバル勘定科目から親と子の両方のレートを取得するかどうかを

示す値を保存します。有効なオプションは次のとおりです。

0 = いいえ

1 = はい

l APP_ALWAYS_EXEC_TRANS_LOG - 換算ロジックを常に実行するかどうかを示

す値を保存します。有効値は次のとおりです。

0 = いいえ

1 = はい

l APP_DELETEERRORLOG - 各処理ごとにエラーログを消去するかどうかを示す

値を保存します。有効な値は次のとおりです。

0 = エラーログを追加する

1 = エラーログを消去する

l APP_USE_SERVER - アプリケーションサーバを使用中かどうかを示す値を保存

します。有効な値は次のとおりです。

0 = いいえ

1 = はい

l APP_SERVER - 使用中のアプリケーションサーバの名前を保存します。

l APP_USEACE - Hyperion Enterprise アプリケーションが Statutory Consolidation

Engine（SCE）を使用するかどうかを示す値を保存します。有効な値は次のと

おりです。

0 = SCE を使用しない

1 = SCE を使用する

l APP_USE_MULTI_THREAD - Hyperion Enterprise アプリケーションがマルチス

レッドを使用するかどうかを示す値を保存します。有効な値は次のとおりで

す。

0 = マルチスレッドの使用を禁止する

1 = マルチスレッドの使用を可能にする

l APP_DATACACHESIZE - データ読み込み時に保存を実行する前にシステムが

キャッシュするデータファイルの数を保存します。この設定の有効範囲は 0 ～

1000 の整数です。デフォルト値は 5 です。

注意 システムに十分な RAM がない限り、この値を変更しないでください。

l APP_NODVIMPLIED - APP_NODVIMPLIED 設定は今回のリリースでは機能し

ません。

l APP_COMPRESS - APP_COMPRESS 設定は今回のリリースでは機能しません。

l LOCKSVRADDRESS - データサーバのアドレスを保存します。
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l LOCKSVRPORT - データサーバのポート番号を保存します。

l DATASERVERSESSIONLOG - データサーバのログファイルの名前を保存しま

す。

l USEDATASERVER - アプリケーションにデータサーバを使用しているかどうか

を示す値を保存します。有効な値は次のとおりです。

0 = いいえ

1 = はい

l WEBSERVERENABLED - Hyperion Enterprise アプリケーションが Web 対応かど

うかを示す値を保存します。有効な値は次のとおりです。

0 = アプリケーションは Web 非対応

1 = アプリケーションは Web 対応

l UPLOADPATH -データが読み込まれ、連結がアップロードされるディレクト

リ名を保存します。

l APP_WEBTASKSERVER - Hyperion Enterprise Web タスクサーバのアドレスを保

存します。

l APP_WEBSESSIONMGRSERVER - Hyperion Enterprise Web セッションマネージャ

のアドレスを保存します。

l APP_USELOGGING - 詳細 I/O ファイルログメッセージをアプリケーションの

error.log ファイルに書き込むかどうかを示します。有効な値は次のとおりで

す。

0 = ログに記録しない

1 = ログに記録する

l APP_LOGFILECREATION - システムで Hyperion Enterprise アプリケーション

ファイルの開閉をログに記録するかどうかを示します。有効な値は次のとお

りです。

0 = ログに記録しない

1 = ログに記録する

l APP_LOGFILEREAD - システムで Hyperion Enterprise アプリケーションが読み

取られたときにログに記録するかどうかを示します。有効な値は次のとおり

です。

0 = ログに記録しない

1 = ログに記録する

l APP_LOGFILEWRITE - システムで Hyperion Enterprise アプリケーションに書き

込みがあったときにログに記録するかどうかを示します。有効な値は次のと

おりです。

0 = ログに記録しない

1 = ログに記録する
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l APP_LOGFILELOCKS - システムで Hyperion Enterprise アプリケーションのすべ

ての保護および保護解除要求をログに記録するかどうかを示します。有効な

値は次のとおりです。

0 = ログに記録しない

1 = ログに記録する

l APP_LOGFILEALL - システムで Hyperion Enterprise アプリケーションのすべて

のアクティビティをログに記録するかどうかを示します。1 に設定されている

場合、他のログ設定はすべて無視されます。有効な値は次のとおりです。

0 = ログに記録しない

1 = ログに記録する

l APP_SESSTIMEOUT_INTERVAL - APP_SESSTIMEOUT_INTERVAL 設定は

Microsoft Windows NT 設定です。Hyperion Enterprise でのシステム保護要求が

タイムアウトする前の待ち時間をミリ秒で制御します。NT の sesstimeout より

も 1500ms 少なく設定してください。アプリケーションの複数のインスタンス

が同じコンピュータにアクセスした場合は、メモリ内の保護が使用されます。

Application.ini のサンプルファイル

次に TAX アプリケーションの application.ini のサンプルファイルを示します。

[TaxApp]

APP_NAME="TaxApp"

APP_DESC="Tax App"

APP_PATH="C:\Program Files\Hyperion Solutions\TaxApp"

APP_SITE="0"

APP_DATA="@APP\Data"

APP_INBOX="@APP\Inbox"

APP_OUTBOX="@APP\Outbox"

APP_REPORT="@APP\Report"

MODAPPDLL="HEFILE"

APP_CURRENCY="0"

APP_BALACCT="0"

APP_FLOACCT="0"

APP_ISBALACCTPVA="0"

APP_ISFLOACCTPVA="0"

APP_ACCTFORLOCK="-1"

APP_JOUR_REVIEW="0"

APP_JOUR_RUN_LOGIC="1"

APP_JOUR_AUTONUMBER="1"

APP_IS_ORGBYPER="0"

APP_HOLDING_LOGIC="7"

APP_INPUT_PCT="1"

APP_NUM_IS_SYSTEM="0"

APP_BILLIONS=","

APP_MILLIONS=","

APP_THOUSANDS=","

APP_DECIMAL="."

APP_NUM_DECIMALS="6"

APP_JOUR_TOPLEVEL="1"

APP_STORECONDETAIL="1"
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APP_STORETRANDETAIL="1"

APP_IMPACTFUTURECAT="0"

APP_SUBACCTSIG="0"

APP_CALENDAR="Load.per"

APP_EXPECTED_ACCTS="0"

APP_EXPECTED_ENTITIES="0"

APP_EXPECTED_CATS="0"

APP_EXPECTED_REPORTS="0"

APP_CONSOL_IS_PER="1"

APP_USE_CHILD_RATES="0"

APP_ALWAYS_EXEC_TRANS_LOG="0"

APP_NODVIMPLIED="0"

APP_DELETEERRORLOG="0"

APP_USE_SERVER="0"

APP_SERVER=""

APP_USEACE="1"

APP_USE_MULTI_THREAD="1"

APP_DATACACHESIZE="5"

APP_COMPRESS=”0”

APP_ATTACH_LOGIC_DVA="0"

APP_CSS_ENABLED="0"

APP_CSS_CONFIG_FILE=""

APP_SUBSA_INC_CALC="0"

APP_FILTER_SUBENTITIES="0"

APP_TIME_AUTOREFRESH_USERLIST="1"

APP_USE_TIMER_REFRESH="0"

APP_FIND_ACCOUNT="1"

APP_DB_LOG_ENABLE="0"

APP_DATA_LOG_ENABLE="0"

APP_METADATA_LOG_ENABLE="0"

APP_SECURITY_LOG_ENABLE="0"

APP_REPORT_LOG_ENABLE="0"

APP_DB_CONN_STRING=""

APP_TABLE_LOG_NAME=""

APP_EVENT_LOG_THREADS="1"

APP_EVENT_LOG_CONN_TIMEOUT="15"

APP_BACKUP_ISRUNNING="0"

ENABLECACHEFORSMARTVIEW="0"

APP_COMPRESS=0

WEBSERVERENABLED="1"

APP_WEBTASKSERVER="localhost"

APP_WEBSESSIONMGRSERVER="localhost"

UPLOADPATH="C:\temp"

APP_CONTROLLER="localhost"

DATA_CONTROLLER=LOCALHOST

HER_WEBSERVER="localhost"

HUBSERVERURL=""

APP_WEBSERVER_URL="http://localhost/HEWeb/default.aspx"

CONNECTION_POOL_SIZE="12"

APP_USE_SERVER="0"

APP_SERVER_PROGRESS="1"

APP_TASKSONWORKSTATION="1"

APP_USEMESSAGESERVER="0"

APP_MESSAGESERVERNAME=""

APP_MESSAGESERVERPORT="0"

APP_NO_OF_MESSAGES="0"

APP_MESSAGE_SERVER_LOG=""
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LOCKSVRADDRESS=”Server1”

LOCKSVRPORT=”2001”

DATASERVERSESSIONLOG=”temp.txt”

USEDATASERVER=”0”

WEBSERVERENABLED=”1”

UPLOADPATH=c:\temp

APP_WEBTASKSERVER=”CorpServ1”

APP_WEBSESSIONMGRSERVER=”CorpServ2”

APP_USELOGGING=”1”

APP_LOGFILECREATION=”1”

APP_LOGFILEREAD=”1”

APP_LOGFILEWRITE=”1”

APP_LOGFILELOCKS=”1”

APP_LOGFILEALL=”0”

APP_SESSTIMEOUT_INTERVAL=”30000”

Hypent.ini ファイル

hypent.ini ファイルは、Hyperion Enterprise をインストールしたときに Windows 9x

の WINDOWS フォルダまたは Windows NT の WINNT フォルダに作成されます。

hypent.ini の設定には、アプリケーションのデフォルト設定に関する情報が保存さ

れます。hypent.ini には、作成する各アプリケーションのセクションが含まれてい

ます。アプリケーションセクションの識別子には次の書式が使用されます。

[Application]

ここで、Application はアプリケーション ID です。

Hyperion Enterprise でアプリケーションを変更するたびにアプリケーションセク

ションの設定は更新されます。

Hypent.ini には、[DEFAULT]というラベルが付いたセクションもあり、ここで実

行するすべての Hyperion Enterprise アプリケーションのデフォルト値を設定でき

ます。[DEFAULT]セクションで設定したオプションがすべてのアプリケーョンの

デフォルト値になります。DEFAULT セクションの設定は、アプリケーションのア

プリケーションセクションで設定したオプションによって上書きされます。例え

ば、TAX アプリケーションを除くすべてのアプリケーションでステータスバーを

表示するとします。この場合、[DEFAULT]セクションでステータスバーの設定を

YES にし、hypent.ini ファイルの[TAX]セクションでは設定を NO にします。

テキストエディタを使用して、hypent.ini ファイルの[DEFAULT]セクションを次の

ように設定します。

[DEFAULT]

UserID=User

AppID=Application

HPDRVn=Driver

HPDRVCNT=DriverCount

AppDefPath=Application Default Path

IS_KANJI=Kanji

HACCESSDataTableCacheCount=CacheCount

FormatInfo=FormatInfo

APP_PRE_DATA_EXTRACT_VIEW_VALIDATED_ACCOUNT_CHECKBOX=1
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hypent.ini 設定は次のとおりです。設定の後ろにアスタリスクが続く場合、テキス

トエディタを使用して、hypent.ini ファイルを設定する必要があります。

ExecuteExcel=Excel*

No Data As Zero=No Data As Zero

Error as Zero=Error as Zero

ScaleHPVAL=Scale*

AppPath=Path

AppDesc=Description

Organization=Org

NameX=Namesig

Category=Category

PeriodX=Per

Account=Accountsig

Schedule=Schedule

UserPath=User

DeleteErrorLog=Log

EnterKey=Action

SaveChanges=Save

ColorX=Color

OrgPrefFontsize=Orgsize1 

OrgPrefFaceName=Orgfont* 

OrgPrefWeight=Orgbold*

OrgPrefItalic=Orgitalic* 

OrgPrefName=Orgname* 

DBPrefFontsize=Size* 

DBPrefFaceName=Font* 

DBPrefWeight=Weight* 

DBPrefItalic=Italic* 

DBPrefName=Name* 

DBPref=Data*

OrgInitExpandLevels=Expand Levels

Session_Mgr_Task_Expiration

hyperion.ini ファイルの各行についての説明を次に示します。

l Application ID - Hyperion Enterprise のデフォルトアプリケーションを指定しま

す。Hyperion Enterprise を起動すると、そのアプリケーションの［ログオン］

ダイアログボックスが自動的に表示されます。Application は、デフォルトに使

用するアプリケーションのアプリケーション ID です。デフォルトセクション

でアプリケーションを指定しないと、Hyperion Enterprise を起動するたびにア

プリケーションを選択するよう求めるプロンプトが表示されます。この例で

は、デフォルトアプリケーションが TAX に設定されます。

AppID=TAX

注： この設定は、hypent.ini ファイルの DEFAULT セクションでのみ有効で

す。

l User ID - Hyperion Enterprise のデフォルトユーザ名を設定します。User はデ

フォルトに設定するユーザ名です。指定するユーザ名は、Hyperion Enterprise

を起動するたびに Hyperion Enterprise のサインオン画面の［ユーザー名］フィー

ルドに表示されます。デフォルトセクションでユーザ名を指定しないと、デ

フォルトテストに USER が使用されます。
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この例では、デフォルトユーザ名が Bob に設定されます。

UserID=Bob

注： デフォルトユーザは、hypent.ini のアプリケーションセクションでも指定

できます。

l HPDRVn - HPDRVn 設定を使用して、特定のアプリケーションドライバの DLL

名、ユーザインターフェイス名、ドライバテキスト名を保存します。n はイン

ストールされているドライバ数を示します。

この例は、コンピュータに読み込まれているファイルベースのアプリケーショ

ンと SQL ベースのアプリケーションドライバを示します。

HPDRV1=HEFile, HEFILEUI, File-based Application

HPDRV3=HEORASQL, HESQLUI, Oracle SQL-based Application

l HPDRVCNT - コンピュータに読み込んだドライバの数を保存します。この例

では、3 つのドライバがコンピュータに読み込まれています。

HPDRVCNT=3

l Application Default Path - プログラムディレクトリとアプリケーション名が異な

るデフォルトアプリケーションパスを保存します。アプリケーション作成時

にこの設定を使用すると、アプリケーションパスの情報を上書きせずに別の

場所にアプリケーションファイルを配置できます。この設定を更新した場合

は、hypent.ini ファイルの DEFAULT セクションに Application Default Path 設定

を配置する必要があります。

ディレクトリ名の後に次の例のように円記号（\）を含めてください。

AppDefPath = d:\test\

l Kanji-based System - Hyperion Enterprise の漢字バージョンを使用するかどうか

を指定します。値は、漢字ベースのシステムを使用していれば 1、使用してい

なければ 0 です。漢字設定を使用しなかったり空白にしておくと、Hyperion

Enterprise の漢字バージョンを使用しないと見なされます。漢字設定を使用し

た場合は、hypent.ini ファイルの DEFAULT セクションにこの設定を配置する

必要があります。

l HACCESS Data Table Cache Count - Hyperion Enterprise でキャッシュする

Hyperion Enterprise データ表の数を指定します。データファイルには、データ

種別、エンティティ、連結の詳細の組み合わせの全データが含まれています。

適なパフォーマンスを得るには、この数を Hyperion Retrieve スプレッドシー

トで使用するデータファイル数と同じかそれよりも大きい値に設定してくだ

さい。但し、数を大きくすると、RAM 要件が増える場合があります。この設

定に入力しないと、デフォルト値の 20 が使用されます。有効値は、10 ～ 100

の整数です。

次の例は、デフォルトデータ表キャッシュ数を 50 に設定しています。

HACCESSDataTableCacheCount=50

l Format Info - データ抽出処理中に書式情報を ASCII ファイルに書き込むかどう

かを指定します。FormatInfo は、Hyperion Enterprise リリース番号、抽出を実

行したユーザのユーザ名、抽出に使用した書式オプションの値（区切り文字、

負、小数点、単位、データ表示形式、非表示オプション、派生データの抽出
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オプション、変換表、演算）を ASCII ファイルに書き込む場合、1 です。書式

情報が抽出されない場合は、FormatInfo は 0 に設定されます。

l Execute Excel - レポートで［Excel ワークシート］設定を使用した後で Excel を

起動してワークシートを読み込むかどうかを指定します。値は、ワークシー

トを自動的に Excel に読み込む場合は YES、読み込まない場合は NO です。こ

の設定を空白にするか省略すると、ワークシートは自動的に Excel に読み込ま

れません。

l Scaling - Hyperion Retrieve の HPVAL 関数を使用して取り出す値の単位を変更す

るかどうかを指定します。値は単位を変更して取り出す場合は 1、単位を変更

せずにデータを取り出す場合は 0 です。ScaleHPVAL 設定を省略するか空白に

すると、単位を変更した値が返されます。

l No Data as Zero - Hyperion Retrieve を使用して取り出したデータがない場合に

ゼロで表示するかどうかを指定します。データなしをゼロで表示する場合は

1、表示しない場合はゼロです。この設定は、［ファイル］メニューの［設定

変更］から［ユーザー］メニューコマンドを使用して、編集することもでき

ます。

l Error as Zero - Hyperion Retrieve を使用して取り出したエラーを表示する値を保

存します。エラーをゼロで表示する場合は 1、表示しない場合はゼロです。こ

の設定は、［ファイル］メニューの［設定変更］から［ユーザー］メニューコ

マンドを使用して、編集することもできます。

l Application Path - ［新規アプリケーション］ダイアログボックスで指定された

アプリケーションのパスを保存します。ここで Path はアプリケーションファ

イルの DOS パスです。詳しくは、44 ページの「アプリケーションの定義」を

参照してください。

l Application Description - ［新規アプリケーション］ダイアログボックスで指定

されたアプリケーションの説明を保存します。ここで Description はアプリケー

ションの説明です。詳しくは、44 ページの「アプリケーションの定義」を参

照してください。

l Default Organization - アプリケーションのデフォルト組織を指定する数を保存

します。デフォルト組織は、Hyperion Enterprise を起動したときに［データの

視点］に表示される組織です。Org は組織の数です。この値は、システムでの

み解釈可能な書式です。変更する場合は、テキストエディタを使用せず、

Hyperion Enterprise の適切な手順に従って変更してください。詳しくは、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l Default Entity - 各組織のデフォルトエンティティを指定します。組織のデフォ

ルトエンティティは、組織にアクセスしたときに［データの視点］に表示さ

れるエンティティです。X の数値は組織を表し、Entitysig の数値はエンティ

ティを表します。これらの数値は、システムでのみ解釈可能な書式です。変

更する場合は、テキストエディタを使用せず、Hyperion Enterprise の適切な手

順に従って変更してください。詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガ

イド』を参照してください。

l Default Category - アプリケーションのデフォルトデータ種別を指定する値を保

存します。デフォルトデータ種別は、Hyperion Enterprise を起動したときに

［データの視点］に表示されるデータ種別です。Category はデータ種別の数で

す。デフォルトのデータ種別を選択しない場合、値は-1 です。この数値は、
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システムでのみ解釈可能な書式です。変更する場合は、テキストエディタを

使用せず、Hyperion Enterprise の適切な手順に従って変更してください。詳し

くは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l Default Period - 各データ種別のデフォルトの期間を指定する値を保存します。

デフォルト期間は、データ種別にアクセスしたときに［データの視点］に表

示される期間です。X の数値はデータ種別を表し、Per の数値はエンティティ

を表します。これらの数値は、システムでのみ解釈可能な書式です。変更す

る場合は、テキストエディタを使用せず、Hyperion Enterprise の適切な手順に

従って変更してください。デフォルトの期間を選択しない場合、値は-1 です。

詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l Default Account - アプリケーションのデフォルト勘定科目を指定する値を保存

します。デフォルト勘定科目は、Hyperion Enterprise を起動したときに［デー

タの視点］に表示される勘定科目です。Account の数値はデフォルト勘定科目

を表します。この値は、システムでのみ解釈可能な書式です。変更する場合

は、テキストエディタを使用せず、Hyperion Enterprise の適切な手順に従って

変更してください。詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参

照してください。

l Schedule - アプリケーションのデフォルトデータ入力表を指定する値を保存し

ます。Schedule の数値はデフォルトデータ入力表を表します。この値は、シス

テムでのみ解釈可能な書式です。変更する場合は、テキストエディタを使用

せず、Hyperion Enterprise の適切な手順に従って変更してください。詳しくは、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l User Path - ［アプリケーションの設定変更］ダイアログボックスで指定された

ERROR.LOG ファイルのパスを保存します。Path はファイルの DOS パスです。

詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l Delete Error Log - ［ユーザー設定変更］ダイアログボックスで指定されたエ

ラーログの設定を保存します。Log の有効な入力値は、既存のエラーログを消

去する場合は YES、エラーログに追加する場合は NO です。詳しくは、

『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l Enter Key - ［Enter］キーを押したときのカーソルの動きを定義します。

［Enter］キーを押したときの動作の定義に使用できるコードは次のとおりで

す。

コード 機能

Nextrow カーソルを次の行に移動します。

Nextcol カーソルを次の列に移動します。

Samecell カーソルを同じセルにとどめます。

詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照してください。

l Save Changes - Hyperion Enterprise を終了するときに、データの視点および［User

Defaults（ユーザーデフォルト）］ダイアログボックスに加えた変更を保存する

設定を保存します。この設定は、［User Defaults（ユーザーデフォルト）］ダイ

アログボックスで行います。Save の有効な入力値は、変更を保存する場合は
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YES、保存しない場合は NO です。詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアッ

プガイド』を参照してください。

l Colors -［User Defaults（ユーザーデフォルト）］ダイアログボックスで指定し

た色設定を保存します。X の数値は、画面の一部を識別し、値は色の数値で

す。これらの数値は、システムでのみ解釈可能な書式です。変更する場合は、

テキストエディタを使用せず、Hyperion Enterprise の適切な手順に従って変更

してください。詳しくは、『Hyperion Enterprise セットアップガイド』を参照し

てください。

l Font Size for Database Window - データベースモジュールの［設定変更］ダイア

ログボックスで指定したフォントサイズ設定を保存します。Size はフォントサ

イズに 10 を乗算した値です。詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』

を参照してください。

l Font Name for Database Window - データベースモジュールの［設定変更］ダイ

アログボックスで指定したフォント名設定を保存します。Name はフォント名

です。詳しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

l Font Weight for Database Window - データベースモジュールの［設定変更］ダイ

アログボックスで指定した太字体を保存します。Weight はテキストを太字で

表示する場合は 700、しない場合は 400 です。詳しくは、『Hyperion Enterprise

ユーザガイド』を参照してください。データベースモジュールの［設定変更］

ダイアログボックスで指定した斜体設定を保存します。Italic はテキストを斜

体で表示する場合は 1、しない場合はゼロです。詳しくは、『Hyperion Enterprise

ユーザガイド』を参照してください。

l Database Preferences - データベースモジュールの勘定科目の列幅、データ列幅、

自動再計算、表示ロジックの設定を保存します。これらの設定は、システム

でのみ解釈可能な書式で保存されます。変更する場合は、テキストエディタ

を使用せず、Hyperion Enterprise の適切な手順に従って変更してください。詳

しくは、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

l Display ID or Description for Database Window - データベースモジュールの［設

定変更］ダイアログボックスで指定した ID 設定を保存します。Display は ID

を表示する場合は 1、説明を表示する場合はゼロです。詳しくは、『Hyperion

Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

l Font Size for Organization Window - エンティティモジュールの［設定変更］ダ

イアログボックスで指定するフォントサイズ設定を保存します。Orgsize はフォ

ントサイズに 10 を乗算した値です。詳しくは、197 ページの「組織オプショ

ンの設定」を参照してください。

l Font Name for Organization Window - エンティティモジュールの［設定変更］

ダイアログボックスで指定するフォント名設定を保存します。Orgfont はフォ

ント名です。詳しくは、197 ページの「組織オプションの設定」を参照してく

ださい。

l Font Weight for Organization Window - エンティティモジュールの［設定変更］

ダイアログボックスで指定した太字体を保存します。Orgbold はテキストを太

字で表示する場合は 700、しない場合は 400 です。詳しくは、197 ページの「組

織オプションの設定」を参照してください。
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l Font Style for Organization Window - エンティティモジュールの［設定変更］ダ

イアログボックスで指定した斜体を保存します。Orgitalic はテキストを斜体で

表示する場合は 1、しない場合はゼロです。詳しくは、197 ページの「組織オ

プションの設定」を参照してください。

l Display ID or Description for Organization Window - エンティティモジュールの

［設定変更］ダイアログボックスで指定した ID 設定を保存します。Orgname

は ID を表示する場合は 1、説明を表示する場合はゼロです。詳しくは、197

ページの「組織オプションの設定」を参照してください。

l Expand Levels - 組織で展開されるエンティティのレベル数を保存します。ファ

イルでこの設定を指定しないと、デフォルトで 2 レベルに設定されます。

l Session Manager Task Expiration - タスク情報を復元する日数を保存します。タ

スクの送信後にサーバが停止した場合、このタスク情報がシステムに保存さ

れます。サーバを再起動すると、この設定で指定された日数分のタスクが再

送信されます。

Hypent.ini のサンプルファイル

[DEFAULT]

UserID=ADMIN

ExecuteExcel=No

AppID=TAX

ConsolidateTimer=No

DatabaseLoadTimer=No

ScaleHPVAL=No

[DEVTEST]

AppPath=c:\hyp20\tax

AppDesc=Tax Application

UserID=JOE

Category=0

Period0=0

Period1=0

Period2=0

Period3=-1

Period4=-1

Period5=-1

Period6=-1

Period7=-1

Period20=-1

Period9=-1

Period10=-1

Period11=-1

Period12=-1

Period13=-1

Period14=-1

Period15=-1

Period16=-1

Period17=-1

Period120=-1

Period19=-1

Period20=-1

Period21=-1

Period22=-1
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Period23=-1

Account=1310720

Schedule=0

Parent=1

ConsolidationDetail=0

UserPath=c:\hyp20\tax

DeleteErrorLog=YES

Color0=255,255,0

Color1=255,255,255

Color2=255,255,255

Color3=0,0,0

Color4=0,0,0

Color5=255,255,0

Color6=0,0,0

Color7=255,255,255

Color20=0,0,0

Color9=192,192,192

Color10=255,255,255

Color11=0,0,0

Color12=0,0,0

Color13=255,255,255

Color14=0,0,0

Color15=192,192,192

Color16=0,0,0

Color17=255,255,0

Color120=0,0,0

Color19=255,255,255

Color20=0,0,0

Color21=255,255,255

Color22=0,0,0

Color23=192,192,192

Color24=0,0,0

Color25=255,255,0

Color26=0,0,0

Color27=255,255,0

Color220=0,0,0

Color29=255,255,0

Color30=0,0,0

Color31=0,0,0

Color32=255,255,255

Color33=0,0,0

Color34=0,0,0

Color35=255,255,255

EnterKey=Nextrow

SaveChanges=Yes

OrgPrefFontSize=100

OrgPrefFaceName=Helvetica

OrgPrefWeight=700

OrgPrefItalic=0

Entity16=-1

Entity17=32

Entity120=-1

Entity19=-1

Entity20=-1

Entity21=-1

Entity22=-1

Entity23=-1
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ErrorMode=1

Organization=11

Entity0=-1

Entity1=-1

Entity2=-1

Entity3=-1

Entity4=-1

Entity5=-1

Entity6=25

Entity7=-1

Entity20=201

Entity9=-1

Entity10=-1

Entity11=16

Entity12=-1

Entity13=-1

Entity14=-1

Entity15=-1 

カレンダーファイル
カレンダーファイルは、アプリケーションの期間単位の関係を定義します。アプ

リケーションのカレンダーファイルをテキストエディタで変更することができま

す。カレンダーファイルのサンプルについては、440 ページの「カレンダーファ

イルのサンプル」を参照してください。

注意 カレンダーファイルを編集する前に、コピーを作成し、Oracle コンサルタ

ントまでお問い合わせください。

カレンダーファイルの書式
カレンダーファイルの情報は、期間単位セクションに分けられています。各期間

単位のはじめには、期間単位を定義するヘッダーがあります。期間単位ヘッダー

の下には、その期間単位内の各期間の定義があります。期間単位セクションは、

1 年の期間数が も多いものから少ないものの順に表示されます。期間単位ヘッ

ダーについては、439 ページの「期間単位ヘッダー」を参照してください。期間

の行については、439 ページの「期間の行」を参照してください。

各期間単位の構造は、アプリケーションの他の期間単位の構造によって異なりま

す。1 つの期間単位または期間の情報を変更すると、他の期間単位および期間も

影響を受ける可能性があります。

注： カレンダーファイルは、アプリケーションを作成する前にのみ変更または

編集できます。アプリケーション構築後はシステムでカレンダーファイル

を使用するため、変更または編集できません。
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期間単位ヘッダー

各期間単位セクションには、Hyperion Enterprise が期間単位構造を構築するのに必

要な情報が含まれたヘッダー行があります。期間単位を定義するときは、次の書

式を使用してください。

Freq, ID, Description, Periods, Start, Year

情報 説明

Freq 期間単位の位置の数。期間単位 1 は期間数が も多く、期間単位 2 は 2 番目に多く

なります。

ID 期間単位を 1 文字で表した ID。このラベルは、データ入力表、データベース、およ

び連結の列見出しに表示されます。

Description 10 文字以内の説明。

Periods その期間単位の 1 年の合計期間数。期間の行については、439 ページの「期間の

行」を参照してください。

Start その期間単位の次の暦年が始まる期間。

Year 会計年度は F、暦年は C です。

例えば、LOADAPR.PER ファイルの期間単位ヘッダーでは月次の期間単位が次の

ように定義されます。

3,M,Monthly,12,10,F

この期間単位ヘッダーでは次の属性が定義されます。

l Monthly（月次）は 3 番目の期間単位です。

l M はシステムが期間単位の識別に使用する ID です。

l 期間単位には 12 の期間があります。

l 次の暦年は期間単位の 10 番目の期間で始まります。

l 期間単位は会計年度に基づいています。

カレンダーファイルのサンプルについては、440 ページの「カレンダーファイル

のサンプル」を参照してください。カレンダーファイルの書式については、438

ページの「カレンダーファイルの書式」を参照してください。

期間の行

各期間単位セクションには、Hyperion Enterprise が期間単位構造を期間に分けるの

に使用する情報が含まれた行があります。期間の行では、他の各期間単位に関連

させて期間を定義します。例えば、各四半期は、日、週、月、三半期、半期、終

了年で定義されます。期間を定義するときは、次の書式を使用してください。

ID, Description, Per1, ...Pern

情報 説明

ID ［データ入力］、［データベース］、［連結］、［レポート］の各ウィンドウの列見出
しに表示される ID。
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情報 説明

Description 期間の 10 文字以内の説明。

Per1 定義対象期間の 後を示す期間単位 1 の期間。

Pern 定義対象期間の 後を示す 後の期間単位の期間。

例えば、LOADJAN.PER ファイルの期間の行では、第 4 月の April（4 月）が次のよ

うに定義されます。

APR,April, 85,17,4,2,1,1,1

月次期間 April の期末は、他の期間単位の次の期間に対応しています。

l 第 85 日

l 第 17 週

l 第 4 月

l 第 2 四半期

l 第 1 三半期

l 第 1 半期

l 第 1 年

カレンダーファイルのサンプルについては、440 ページの「カレンダーファイル

のサンプル」を参照してください。カレンダーファイルの書式については、438

ページの「カレンダーファイルの書式」を参照してください。

注： 半期と四半期は三半期に一致しません。対応する期間はゼロで置き換えら

れます。

カレンダーファイルのサンプル
次に LOADAPR.PER ファイルを示します。サンプルファイルの後で各行について

詳しく説明します。

1,D,Daily,260,196,F

D1 ,Day 1 , 1, 1, 1,1,1,1,1

D2 ,Day 2 , 2, 1, 1,1,1,1,1

D3 ,Day 3 , 3, 1, 1,1,1,1,1

D4 ,Day 4 , 4, 1, 1,1,1,1,1

D5 ,Day 5 , 5, 1, 1,1,1,1,1

D6 ,Day 6 , 6, 2, 1,1,1,1,1

D7 ,Day 7 , 7, 2, 1,1,1,1,1

D8 ,Day 8 , 8, 2, 1,1,1,1,1

D9 ,Day 9 , 9, 2, 1,1,1,1,1

D10 ,Day 10 , 10, 2, 1,1,1,1,1

D11 ,Day 11 , 11, 3, 1,1,1,1,1

D12 ,Day 12 , 12, 3, 1,1,1,1,1

D13 ,Day 13 , 13, 3, 1,1,1,1,1

D14 ,Day 14 , 14, 3, 1,1,1,1,1

D15 ,Day 15 , 15, 3, 1,1,1,1,1
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D16 ,Day 16 , 16, 4, 1,1,1,1,1

D17 ,Day 17 , 17, 4, 1,1,1,1,1

D18 ,Day 18 , 18, 4, 1,1,1,1,1

D19 ,Day 19 , 19, 4, 1,1,1,1,1

D20 ,Day 20 , 20, 4, 1,1,1,1,1

D21 ,Day 21 , 21, 5, 2,1,1,1,1

D22 ,Day 22 , 22, 5, 2,1,1,1,1

D23 ,Day 23 , 23, 5, 2,1,1,1,1

D24 ,Day 24 , 24, 5, 2,1,1,1,1

D25 ,Day 25 , 25, 5, 2,1,1,1,1

D26 ,Day 26 , 26, 6, 2,1,1,1,1

D27 ,Day 27 , 27, 6, 2,1,1,1,1

D28 ,Day 28 , 28, 6, 2,1,1,1,1

D29 ,Day 29 , 29, 6, 2,1,1,1,1

D30 ,Day 30 , 30, 6, 2,1,1,1,1

D31 ,Day 31 , 31, 7, 2,1,1,1,1

D32 ,Day 32 , 32, 7, 2,1,1,1,1

D33 ,Day 33 , 33, 7, 2,1,1,1,1

D34 ,Day 34 , 34, 7, 2,1,1,1,1

D35 ,Day 35 , 35, 7, 2,1,1,1,1

D36 ,Day 36 , 36, 8, 2,1,1,1,1

D37 ,Day 37 , 37, 8, 2,1,1,1,1

D38 ,Day 38 , 38, 8, 2,1,1,1,1

D39 ,Day 39 , 39, 8, 2,1,1,1,1

D40 ,Day 40 , 40, 8, 2,1,1,1,1

D41 ,Day 41 , 41, 9, 3,1,1,1,1

D42 ,Day 42 , 42, 9, 3,1,1,1,1

D43 ,Day 43 , 43, 9, 3,1,1,1,1

D44 ,Day 44 , 44, 9, 3,1,1,1,1

D45 ,Day 45 , 45, 9, 3,1,1,1,1

D46 ,Day 46 , 46,10, 3,1,1,1,1

D47 ,Day 47 , 47,10, 3,1,1,1,1

D48 ,Day 48 , 48,10, 3,1,1,1,1

D49 ,Day 49 , 49,10, 3,1,1,1,1

D50 ,Day 50 , 50,10, 3,1,1,1,1

D51 ,Day 51 , 51,11, 3,1,1,1,1

D52 ,Day 52 , 52,11, 3,1,1,1,1

D53 ,Day 53 , 53,11, 3,1,1,1,1

D54 ,Day 54 , 54,11, 3,1,1,1,1

D55 ,Day 55 , 55,11, 3,1,1,1,1

D56 ,Day 56 , 56,12, 3,1,1,1,1

D57 ,Day 57 , 57,12, 3,1,1,1,1

D58 ,Day 58 , 58,12, 3,1,1,1,1

D59 ,Day 59 , 59,12, 3,1,1,1,1

D60 ,Day 60 , 60,12, 3,1,1,1,1

D61 ,Day 61 , 61,13, 3,1,1,1,1

D62 ,Day 62 , 62,13, 3,1,1,1,1

D63 ,Day 63 , 63,13, 3,1,1,1,1

D64 ,Day 64 , 64,13, 3,1,1,1,1

D65 ,Day 65 , 65,13, 3,1,1,1,1

D66 ,Day 66 , 66,14, 4,2,1,1,1

D67 ,Day 67 , 67,14, 4,2,1,1,1

D68 ,Day 68 , 68,14, 4,2,1,1,1

D69 ,Day 69 , 69,14, 4,2,1,1,1

D70 ,Day 70 , 70,14, 4,2,1,1,1

D71 ,Day 71 , 71,15, 4,2,1,1,1

D72 ,Day 72 , 72,15, 4,2,1,1,1
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D73 ,Day 73 , 73,15, 4,2,1,1,1

D74 ,Day 74 , 74,15, 4,2,1,1,1

D75 ,Day 75 , 75,15, 4,2,1,1,1

D76 ,Day 76 , 76,16, 4,2,1,1,1

D77 ,Day 77 , 77,16, 4,2,1,1,1

D78 ,Day 78 , 78,16, 4,2,1,1,1

D79 ,Day 79 , 79,16, 4,2,1,1,1

D80 ,Day 80 , 80,16, 4,2,1,1,1

D81 ,Day 81 , 81,17, 4,2,1,1,1

D82 ,Day 82 , 82,17, 4,2,1,1,1

D83 ,Day 83 , 83,17, 4,2,1,1,1

D84 ,Day 84 , 84,17, 4,2,1,1,1

D85 ,Day 85 , 85,17, 4,2,1,1,1

D86 ,Day 86 , 86,18, 5,2,2,1,1

D87 ,Day 87 , 87,18, 5,2,2,1,1

D88 ,Day 88 , 88,18, 5,2,2,1,1

D89 ,Day 89 , 89,18, 5,2,2,1,1

D90 ,Day 90 , 90,18, 5,2,2,1,1

D91 ,Day 91 , 91,19, 5,2,2,1,1

D92 ,Day 92 , 92,19, 5,2,2,1,1

D93 ,Day 93 , 93,19, 5,2,2,1,1

D94 ,Day 94 , 94,19, 5,2,2,1,1

D95 ,Day 95 , 95,19, 5,2,2,1,1

D96 ,Day 96 , 96,20, 5,2,2,1,1

D97 ,Day 97 , 97,20, 5,2,2,1,1

D98 ,Day 98 , 98,20, 5,2,2,1,1

D99 ,Day 99 , 99,20, 5,2,2,1,1

D100,Day 100,100,20, 5,2,2,1,1

D101,Day 101,101,21, 5,2,2,1,1

D102,Day 102,102,21, 5,2,2,1,1

D103,Day 103,103,21, 5,2,2,1,1

D104,Day 104,104,21, 5,2,2,1,1

D105,Day 105,105,21, 5,2,2,1,1

D106,Day 106,106,22, 6,2,2,1,1

D107,Day 107,107,22, 6,2,2,1,1

D108,Day 108,108,22, 6,2,2,1,1

D109,Day 109,109,22, 6,2,2,1,1

D110,Day 110,110,22, 6,2,2,1,1

D111,Day 111,111,23, 6,2,2,1,1

D112,Day 112,112,23, 6,2,2,1,1

D113,Day 113,113,23, 6,2,2,1,1

D114,Day 114,114,23, 6,2,2,1,1

D115,Day 115,115,23, 6,2,2,1,1

D116,Day 116,116,24, 6,2,2,1,1

D117,Day 117,117,24, 6,2,2,1,1

D118,Day 118,118,24, 6,2,2,1,1

D119,Day 119,119,24, 6,2,2,1,1

D120,Day 120,120,24, 6,2,2,1,1

D121,Day 121,121,25, 6,2,2,1,1

D122,Day 122,122,25, 6,2,2,1,1

D123,Day 123,123,25, 6,2,2,1,1

D124,Day 124,124,25, 6,2,2,1,1

D125,Day 125,125,25, 6,2,2,1,1

D126,Day 126,126,26, 6,2,2,1,1

D127,Day 127,127,26, 6,2,2,1,1

D128,Day 128,128,26, 6,2,2,1,1

D129,Day 129,129,26, 6,2,2,1,1
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D130,Day 130,130,26, 6,2,2,1,1

D131,Day 131,131,27, 7,3,2,2,1

D132,Day 132,132,27, 7,3,2,2,1

D133,Day 133,133,27, 7,3,2,2,1

D134,Day 134,134,27, 7,3,2,2,1

D135,Day 135,135,27, 7,3,2,2,1

D136,Day 136,136,28, 7,3,2,2,1

D137,Day 137,137,28, 7,3,2,2,1

D138,Day 138,138,28, 7,3,2,2,1

D139,Day 139,139,28, 7,3,2,2,1

D140,Day 140,140,28, 7,3,2,2,1

D141,Day 141,141,29, 7,3,2,2,1

D142,Day 142,142,29, 7,3,2,2,1

D143,Day 143,143,29, 7,3,2,2,1

D144,Day 144,144,29, 7,3,2,2,1

D145,Day 145,145,29, 7,3,2,2,1

D146,Day 146,146,30, 7,3,2,2,1

D147,Day 147,147,30, 7,3,2,2,1

D148,Day 148,148,30, 7,3,2,2,1

D149,Day 149,149,30, 7,3,2,2,1

D150,Day 150,150,30, 7,3,2,2,1

D151,Day 151,151,31, 8,3,2,2,1

D152,Day 152,152,31, 8,3,2,2,1

D153,Day 153,153,31, 8,3,2,2,1

D154,Day 154,154,31, 8,3,2,2,1

D155,Day 155,155,31, 8,3,2,2,1

D156,Day 156,156,32, 8,3,2,2,1

D157,Day 157,157,32, 8,3,2,2,1

D158,Day 158,158,32, 8,3,2,2,1

D159,Day 159,159,32, 8,3,2,2,1

D160,Day 160,160,32, 8,3,2,2,1

D161,Day 161,161,33, 8,3,2,2,1

D162,Day 162,162,33, 8,3,2,2,1

D163,Day 163,163,33, 8,3,2,2,1

D164,Day 164,164,33, 8,3,2,2,1

D165,Day 165,165,33, 8,3,2,2,1

D166,Day 166,166,34, 8,3,2,2,1

D167,Day 167,167,34, 8,3,2,2,1

D168,Day 168,168,34, 8,3,2,2,1

D169,Day 169,169,34, 8,3,2,2,1

D170,Day 170,170,34, 8,3,2,2,1

D171,Day 171,171,35, 9,3,3,2,1

D172,Day 172,172,35, 9,3,3,2,1

D173,Day 173,173,35, 9,3,3,2,1

D174,Day 174,174,35, 9,3,3,2,1

D175,Day 175,175,35, 9,3,3,2,1

D176,Day 176,176,36, 9,3,3,2,1

D177,Day 177,177,36, 9,3,3,2,1

D178,Day 178,178,36, 9,3,3,2,1

D179,Day 179,179,36, 9,3,3,2,1

D180,Day 180,180,36, 9,3,3,2,1

D181,Day 181,181,37, 9,3,3,2,1

D182,Day 182,182,37, 9,3,3,2,1

D183,Day 183,183,37, 9,3,3,2,1

D184,Day 184,184,37, 9,3,3,2,1

D185,Day 185,185,37, 9,3,3,2,1

D186,Day 186,186,38, 9,3,3,2,1
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D187,Day 187,187,38, 9,3,3,2,1

D188,Day 188,188,38, 9,3,3,2,1

D189,Day 189,189,38, 9,3,3,2,1

D190,Day 190,190,38, 9,3,3,2,1

D191,Day 191,191,39, 9,3,3,2,1

D192,Day 192,192,39, 9,3,3,2,1

D193,Day 193,193,39, 9,3,3,2,1

D194,Day 194,194,39, 9,3,3,2,1

D195,Day 195,195,39, 9,3,3,2,1

D196,Day 196,196,40,10,4,3,2,1

D197,Day 197,197,40,10,4,3,2,1

D198,Day 198,198,40,10,4,3,2,1

D199,Day 199,199,40,10,4,3,2,1

D200,Day 200,200,40,10,4,3,2,1

D201,Day 201,201,41,10,4,3,2,1

D202,Day 202,202,41,10,4,3,2,1

D203,Day 203,203,41,10,4,3,2,1

D204,Day 204,204,41,10,4,3,2,1

D205,Day 205,205,41,10,4,3,2,1

D206,Day 206,206,42,10,4,3,2,1

D207,Day 207,207,42,10,4,3,2,1

D208,Day 208,208,42,10,4,3,2,1

D209,Day 209,209,42,10,4,3,2,1

D210,Day 210,210,42,10,4,3,2,1

D211,Day 211,211,43,10,4,3,2,1

D212,Day 212,212,43,10,4,3,2,1

D213,Day 213,213,43,10,4,3,2,1

D214,Day 214,214,43,10,4,3,2,1

D215,Day 215,215,43,10,4,3,2,1

D216,Day 216,216,44,11,4,3,2,1

D217,Day 217,217,44,11,4,3,2,1

D218,Day 218,218,44,11,4,3,2,1

D219,Day 219,219,44,11,4,3,2,1

D220,Day 220,220,44,11,4,3,2,1

D221,Day 221,221,45,11,4,3,2,1

D222,Day 222,222,45,11,4,3,2,1

D223,Day 223,223,45,11,4,3,2,1

D224,Day 224,224,45,11,4,3,2,1

D225,Day 225,225,45,11,4,3,2,1

D226,Day 226,226,46,11,4,3,2,1

D227,Day 227,227,46,11,4,3,2,1

D228,Day 228,228,46,11,4,3,2,1

D229,Day 229,229,46,11,4,3,2,1

D230,Day 230,230,46,11,4,3,2,1

D231,Day 231,231,47,11,4,3,2,1

D232,Day 232,232,47,11,4,3,2,1

D233,Day 233,233,47,11,4,3,2,1

D234,Day 234,234,47,11,4,3,2,1

D235,Day 235,235,47,11,4,3,2,1

D236,Day 236,236,48,12,4,3,2,1

D237,Day 237,237,48,12,4,3,2,1

D238,Day 238,238,48,12,4,3,2,1

D239,Day 239,239,48,12,4,3,2,1

D240,Day 240,240,48,12,4,3,2,1

D241,Day 241,241,49,12,4,3,2,1

D242,Day 242,242,49,12,4,3,2,1

D243,Day 243,243,49,12,4,3,2,1
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D244,Day 244,244,49,12,4,3,2,1

D245,Day 245,245,49,12,4,3,2,1

D246,Day 246,246,50,12,4,3,2,1

D247,Day 247,247,50,12,4,3,2,1

D248,Day 248,248,50,12,4,3,2,1

D249,Day 249,249,50,12,4,3,2,1

D250,Day 250,250,50,12,4,3,2,1

D251,Day 251,251,51,12,4,3,2,1

D252,Day 252,252,51,12,4,3,2,1

D253,Day 253,253,51,12,4,3,2,1

D254,Day 254,254,51,12,4,3,2,1

D255,Day 255,255,51,12,4,3,2,1

D256,Day 256,256,52,12,4,3,2,1

D257,Day 257,257,52,12,4,3,2,1

D258,Day 258,258,52,12,4,3,2,1

D259,Day 259,259,52,12,4,3,2,1

D260,Day 260,260,52,12,4,3,2,1

2,W,Weekly,52,40,F

W1 ,Week 1, 5, 1, 1,1,1,1,1

W2 ,Week 2, 10, 2, 1,1,1,1,1

W3 ,Week 3, 15, 3, 1,1,1,1,1

W4 ,Week 4, 20, 4, 1,1,1,1,1

W5 ,Week 5, 25, 5, 2,1,1,1,1

W6 ,Week 6, 30, 6, 2,1,1,1,1

W7 ,Week 7, 35, 7, 2,1,1,1,1

W8 ,Week 8, 40, 8, 2,1,1,1,1

W9 ,Week 9, 45, 9, 3,1,1,1,1

W10,Week 10, 50,10, 3,1,1,1,1

W11,Week 11, 55,11, 3,1,1,1,1

W12,Week 12, 60,12, 3,1,1,1,1

W13,Week 13, 65,13, 3,1,1,1,1

W14,Week 14, 70,14, 4,2,1,1,1

W15,Week 15, 75,15, 4,2,1,1,1

W16,Week 16, 80,16, 4,2,1,1,1

W17,Week 17, 85,17, 4,2,1,1,1

W18,Week 18, 90,18, 5,2,2,1,1

W19,Week 19, 95,19, 5,2,2,1,1

W20,Week 20,100,20, 5,2,2,1,1

W21,Week 21,105,21, 5,2,2,1,1

W22,Week 22,110,22, 6,2,2,1,1

W23,Week 23,115,23, 6,2,2,1,1

W24,Week 24,120,24, 6,2,2,1,1

W25,Week 25,125,25, 6,2,2,1,1

W26,Week 26,130,26, 6,2,2,1,1

W27,Week 27,135,27, 7,3,2,2,1

W28,Week 28,140,28, 7,3,2,2,1

W29,Week 29,145,29, 7,3,2,2,1

W30,Week 30,150,30, 7,3,2,2,1

W31,Week 31,155,31, 8,3,2,2,1

W32,Week 32,160,32, 8,3,2,2,1

W33,Week 33,165,33, 8,3,2,2,1

W34,Week 34,170,34, 8,3,2,2,1

W35,Week 35,175,35, 9,3,3,2,1

W36,Week 36,180,36, 9,3,3,2,1

W37,Week 37,185,37, 9,3,3,2,1

W38,Week 38,190,38, 9,3,3,2,1

W39,Week 39,195,39, 9,3,3,2,1
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W40,Week 40,200,40,10,4,3,2,1

W41,Week 41,205,41,10,4,3,2,1

W42,Week 42,210,42,10,4,3,2,1

W43,Week 43,215,43,10,4,3,2,1

W44,Week 44,220,44,11,4,3,2,1

W45,Week 45,225,45,11,4,3,2,1

W46,Week 46,230,46,11,4,3,2,1

W47,Week 47,235,47,11,4,3,2,1

W48,Week 48,240,48,12,4,3,2,1

W49,Week 49,245,49,12,4,3,2,1

W50,Week 50,250,50,12,4,3,2,1

W51,Week 51,255,51,12,4,3,2,1

W52,Week 52,260,52,12,4,3,2,1

3,M,Monthly,12,10,C

APR,April,   20, 4, 1,1,1,1,1

MAY,May,    40, 8, 2,1,1,1,1

JUN,June,   65,13, 3,1,1,1,1

JLY,July,   85,17, 4,2,1,1,1

AUG,August,  105,21, 5,2,2,1,1

SEP,September, 130,26, 6,2,2,1,1

OCT,October,  150,30, 7,3,2,2,1

NOV,November, 170,34, 8,3,2,2,1

DEC,December, 195,39, 9,3,3,2,1

JAN,January,  215,43,10,4,3,2,1

FEB,February, 235,47,11,4,3,2,1

MAR,March,   260,52,12,4,3,2,1

4,Q,Quarterly,4,4,F

Q1,1st Quarter, 65,13, 3,1,0,1,1

Q2,2nd Quarter,130,26, 6,2,0,1,1

Q3,3rd Quarter,195,39, 9,3,0,2,1

Q4,4th Quarter,260,52,12,4,0,2,1

5,T,Trimester,3,3,F

T1,1st Trimester, 85,17, 4,0,1,0,1

T2,2nd Trimester,170,34, 8,0,2,0,1

T3,3rd Trimester,260,52,12,0,3,0,1

6,H,Half-Yearly,2,2,F

HY1,Half-Year 1,130,26, 6,2,0,1,1

HY2,Half-Year 2,260,52,12,4,0,2,1

7,Y,Yearly,1,2,F

Y,Yearly,260,52,12,4,3,2,1prc_app_period_year 

日次期間単位ヘッダー
このヘッダーでは日次期間単位が定義されます。

1,D,Daily,260,196,f

項目 定義

1 第 1 期間単位。1 年あたりの期間数が 多の期間単位。

D 短い ID は D です。

Daily 長い説明は Daily（日次）です。

260 この期間単位には 1 年に 260 の期間があります。
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項目 定義

196 次の暦年はこの期間単位の 196 番目の期間に始まります。

F 期間単位は会計年度に基づいています。

週次期間単位ヘッダー
このヘッダーでは週次期間単位が定義されます。

2,W,Weekly,52,40,F

項目 定義

2 第 2 期間単位。1 年の期間数が 2 番目に多い期間単位。

W 短い ID は W です。

Weekly 長い説明は Weekly（週次）です。

52 この期間単位には 1 年に 52 の期間があります。

40 次の暦年はこの期間単位の 40 番目の期間に始まります。

F 期間単位は会計年度に基づいています。

月次期間単位ヘッダー
このヘッダーでは月次期間単位が定義されます。

3,M,Monthly,12,10,C

項目 定義

3 第 3 期間単位。1 年の期間数が 3 番目に多い期間単位。

M 短い ID は M です。

Monthly 長い説明は Monthly（月次）です。

12 この期間単位には 1 年に 12 の期間があります。

10 次の暦年はこの期間単位の 10 番目の期間に始まります。

F 期間単位は会計年度に基づいています。

四半期期間単位ヘッダー
このヘッダーでは四半期期間単位が定義されます。

4,Q,Quarterly,4,4,F
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項目 定義

4 第 4 期間単位。1 年の期間数が 4 番目に多い期間単位。

Q 短い ID は Q です。

Quarterly 長い説明は Quarterly（四半期）です。

4 この期間単位には 1 年に 4 つの期間があります。

4 次の暦年はこの期間単位の 4 番目の期間に始まります。

F 期間単位は会計年度に基づいています。

三半期期間単位ヘッダー
このヘッダーでは三半期期間単位が定義されます。

5,T,Trimester,3,3,F

項目 定義

5 第 5 期間単位。1 年の期間数が 5 番目に多い期間単位。

T 短い ID は T です。

Trimester 長い説明は Trimester（三半期）です。

3 この期間単位には 1 年に 3 つの期間があります。

3 次の暦年はこの期間単位の 3 番目の期間に始まります。

F 期間単位は会計年度に基づいています。

半期期間単位ヘッダー
このヘッダーでは半期期間単位が定義されます。

6,H,Half-Yearly,2,2,F

項目 定義

6 第 6 期間単位。1 年の期間数が 6 番目に多い期間単位。

H 短い ID は H です。

Half-Yearly 長い説明は Half-Yearly（半期）です。

2 この期間単位には 1 年に 2 つの期間があります。

2 次の暦年はこの期間単位の 2 番目の期間に始まります。

F 期間単位は会計年度に基づいています。
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年次期間単位ヘッダー
このヘッダーでは年次期間単位が定義されます。

7,Y,Yearly,1,2,F

項目 定義

7 第 7 期間単位。1 年の期間数が 7 番目に多い期間単位。

Y 短い ID は Y です。

Yearly 長い説明は Yearly（年次）です。

1 この期間単位には 1 年に 1 つの期間があります。

1 次の暦年はこの期間単位の 1 番目の期間に始まります。

F 期間単位は会計年度に基づいています。

第 1 日期間

この行は第 1 日を定義します。

D1, Day 1, 1, 1, 1, 1, 1, 1,1

項目 定義

D1 この期間の短い ID は D1 です。

Day 1 この期間の長い説明は Day 1（第 1 日）です。

1 期末は 1 日目に対応します。

1 期末は 1 週目に対応します。

1 期末は 1 か月目に対応します。

1 期末は第 1 四半期に対応します。

1 期末は第 1 三半期に対応します。

1 期末は第 1 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

第 106 日期間

この行は第 106 日を定義します。

D106, Day 106, 106, 22, 6, 2, 2, 1, 1

項目 定義

D106 この期間の短い ID は D106 です。

カレンダーファイルのサンプル 449



Day 106 この期間の長い説明は Day 106（第 106 日）です。

106 期末は 106 日目に対応します。

22 期末は 22 週目に対応します。

6 期末は 6 か月目に対応します。

2 期末は第 2 四半期に対応します。

2 期末は第 2 三半期に対応します。

1 期末は第 1 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

第 197 日期間

この行は第 197 日を定義します。

D197, Day 197, 197, 40, 10, 4, 3, 2, 1

項目 定義

D197 この期間の短い ID は D197 です。

Day 197 この期間の長い説明は Day 197（第 197 日）です。

197 期末は 197 日目に対応します。

40 期末は 40 週目に対応します。

10 期末は 10 か月目に対応します。

4 期末は第 4 四半期に対応します。

3 期末は第 3 三半期に対応します。

2 期末は第 2 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

第 5 週期間

この行は第 5 週を定義します。

W5, Week 5, 25, 5, 2, 1, 1, 1, 1

項目 定義

W5 この期間の短い ID は W5 です。

Week 5 この期間の長い説明は Week 5（第 5 週）です。

25 期末は 25 日目に対応します。
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項目 定義

5 期末は 5 週目に対応します。

2 期末は 2 か月目に対応します。

1 期末は第 1 四半期に対応します。

1 期末は第 1 三半期に対応します。

1 期末は第 1 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

第 42 週期間

この行は第 42 週を定義します。

W42, Week 42, 210, 42, 10, 4, 3, 2, 1

項目 定義

W42 この期間の短い ID は W42 です。

Week 42 この期間の長い説明は Week 42（第 42 週）です。

210 期末は 210 日目に対応します。

42 期末は 42 週目に対応します。

10 期末は 10 か月目に対応します。

4 期末は第 4 四半期に対応します。

3 期末は第 3 三半期に対応します。

2 期末は第 2 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

6 月期間

この行は 6 月を定義します。

JUN, June, 65, 13, 3, 1, 1, 1, 1

項目 定義

JUN この期間の短い ID は JUN です。

6 月 この期間の長い説明は June（6 月）です。

65 期末は 65 日目に対応します。

13 期末は 13 週目に対応します。
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項目 定義

3 期末は 3 か月目に対応します。

1 期末は第 1 四半期に対応します。

1 期末は第 1 三半期に対応します。

1 期末は第 1 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

1 月期間

この行は 1 月を定義します。

JAN, January, 215, 43, 10, 4, 3, 2, 1

項目 定義

JAN この期間の短い ID は JAN です。

January この期間の長い説明は January（1 月）です。

215 期末は 215 日目に対応します。

43 期末は 43 週目に対応します。

10 期末は 10 か月目に対応します。

4 期末は第 4 四半期に対応します。

3 期末は第 3 三半期に対応します。

2 期末は第 2 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

第 2 四半期期間

この行は第 2 四半期を定義します。

Q2, 2nd Quarter, 130, 26, 6, 2, 0, 1, 1

項目 定義

Q2 この期間の短い ID は Q2 です。

2nd Quarter この期間の長い説明は 2nd Quarter（第 2 四半期）です。

130 期末は 130 日目に対応します。

26 期末は 26 週目に対応します。

6 期末は 6 か月目に対応します。
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2 期末は第 2 四半期に対応します。

0 期末は三半期に対応しません。

1 期末は第 1 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

第 3 三半期期間

この行は第 3 三半期を定義します。

T3, 3rd Trimester, 260, 52, 12, 0, 3, 2, 1

項目 定義

T3 この期間の短い ID は T3 です。

3rd Trimester この期間の長い説明は third Trimester（第 3 三半期）です。

260 期末は 260 日目に対応します。

52 期末は 52 週目に対応します。

12 期末は 12 か月目に対応します。

0 期末は四半期に対応しません。

3 期末は第 3 三半期に対応します。

2 期末は半期に対応しません。

1 期末は第 1 年に対応します。

上期期間
この行は上期を定義します。

H1, Half-Year 1, 130, 26, 6, 2, 0, 1, 1

Yearly Period

項目 定義

H1 この期間の短い ID は H1 です。

Half-Year 1 この期間の長い説明は Half-Year 1（上期）です。

130 期末は 130 日目に対応します。

26 期末は 26 週目に対応します。

6 期末は 6 か月目に対応します。

2 期末は第 2 四半期に対応します。

0 期末は三半期に対応しません。
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項目 定義

1 期末は第 1 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

この行は年次を定義します。

Y, Yearly, 260, 52, 12, 4, 3, 2, 1

項目 定義

Y この期間の短い ID は Y です。

Yearly この期間の長い説明は Yearly（年次）です。

260 期末は 260 日目に対応します。

52 期末は 52 週目に対応します。

12 期末は 12 か月目に対応します。

4 期末は第 4 四半期に対応します。

3 期末は第 3 三半期に対応します。

2 期末は第 2 半期に対応します。

1 期末は第 1 年に対応します。

アプリケーションの読み込みファイルと抽出ファイ
ル

アプリケーションからアプリケーション要素を抽出して、ASCII テキストファイ

ルを作成します。次に、アプリケーションテキストファイルを使用してアプリケー

ション要素を設定または再作成するアプリケーションに読み込むことができます。

アプリケーションのすべてのアプリケーション要素の定義を 1 つのファイルに保

存することも、異なる要素の定義を別のファイルに保存することもできます。例

えば、あるファイルにデータ種別の定義を保存し、別のファイルに勘定科目モ

ジュールで設定された勘定科目グループ、サブ勘定科目表、および他のアプリケー

ション要素の定義を保存できます。

アプリケーションファイルはさまざまなタイプのアプリケーション要素の定義を

含むセクションに分かれています。このタイプのファイルは、データ種別の定義、

組織の定義、勘定科目グループなどのセクションを含むことができます。

Hyperion Enterprise をインストールすると、Microsoft Excel のサンプル構文ファイ

ルも組み込まれます。システム抽出ファイル（ASCIIFMT.XLS）と仕訳帳ファイル

（ASCIIJES.XLS）のサンプルは、Hyperion Enterprise 実行可能ファイルがインストー

ルされている Hyperion Enterprise ディレクトリにあります。
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コードセクション
アプリケーションファイルに含まれるコードセクションは 1 つだけで、アプリケー

ションのすべてのコードを定義します。アプリケーションからコードを抽出する

と、アプリケーションテキストファイルにコードセクションのコード定義がすべて

保存されます。

コードセクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリ

ケーションの既存のコード定義はファイルのコード定義によって置き換えられま

す。コードセクションは、アプリケーションファイルの他のセクションより前に

含まれている必要があります。

コードセクションでは次の書式を使用する必要があり、計算式を読み込みまたは

抽出するときに、この書式が使用されます。

[CODES]

Code !Description !Security !Accountype !Entitytype !Methodtype !Journaltype Code !

Description !Security !Accountype !Entitytype !Methodtype !Journaltype .... .. .. .. .. .. .. ..

Code !Description !Security !Accountype !Entitytype !Methodtype !Journaltype

情報 説明

Code 20 文字以内のコード ID。

Description 40 文字以内のコードの説明。

Security コードに割り当てられたセキュリティクラス。

Accountype 勘定科目にコードを使用できるかどうかを示す定義。X は勘定科目コードを示し、

それ以外は空白です。

Entitytype エンティティにコードを使用できるかどうかを示す定義。X はエンティティコード

を示し、それ以外は空白です。

Methodtype ロジックにコードを使用できるかどうかを示す定義。X はロジックコードを示し、

それ以外は空白です。

Journaltype 仕訳帳にコードを使用できるかどうかを示す定義。X は仕訳帳コードを示し、それ

以外は空白です。

コードセクションの例を次に示します。

[CODES]

ACCOUNT1    !Code 1 for accts    !MAXIMUM    !X !        !    !

WEST    !WestDiv Reporting    !MANAGER    !    !X    !    ! 

YEAREND    !Year end journals    !USER_3    !    !    !    !X 

上記の例で Account1 は勘定科目コード、West はエンティティコード、Yearend は

仕訳帳コードを示します。

計算式セクション
アプリケーションファイルに含まれる計算式セクションは 1 つだけで、アプリケー

ションのすべてのロジックを定義します。アプリケーションからロジックを抽出

すると、すべてのロジック定義はアプリケーションテキストファイルの計算式セ

クションに保存されます。
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計算式セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリ

ケーションの既存の計算式定義はファイルのロジック定義によって置き換えられ

ます。

アプリケーションファイルにコードセクションがある場合、計算式セクションは

コードセクションの次に含まれている必要があります。他のセクションはすべて

計算式セクションの後に含まれている必要があります。

計算式ロジックセクションでは次の書式を使用する必要があり、計算式を読み込

みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[FORMULAS] Method !Description !Security !Type !Code !SCE Method !Description !

Security !Type !Code !SCE .... .. .. .. .. .. .. .. Method !Description !Security !Type !Code !SCE

情報 説明

Method 20 文字以内の計算式ロジックの ID

Description 40 文字以内のロジックの説明

Security ロジックに割り当てられたセキュリティクラス

Type 入力ロジックは A、換算ロジックは T、連結ロジックは C です。

Code システムで定義された有効な 20 文字のコード

以下のロジックが計算式セクションに存在します。

l CONSOL

l TRANS

l CHART

l CHARTDSM

l DYNVIEWACCTS

CHART ロジックは、アプリケーションのデフォルトの入力ロジックです。

CHARTDSM ロジックは、連結の詳細に使用する入力ロジックです。

DYNVIEWACCTS ロジックは、連動表示勘定科目に計算式を書き込むするために

使用するロジックです。

計算式セクションの例を次に示します。

[FORMULAS]

CHART    !Chart method for system    !MAXIMUM    !A!

CHARTDSM    !Chart method for consolidation detail    !MAXIMUM    !A!

DYNVIEWACCTS    !Chart method for dynamic view accounts    !MAXIMUM    !

A!

CHART1

!Chart method for FASB20        !LOW    !A!

CONSOL

!Consolidation method for system        !MAXIMUM    !C!

CHART2

!Chart method for FASB52        !MANAGER    !A!

TRANS1

!Translation method for FASB20        !MAXIMUM    !T!
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データ種別セクション
アプリケーション読み込みファイルに含まれるデータ種別セクションは 1 つだけ

で、アプリケーションのすべてのコードを定義します。アプリケーションからデー

タ種別を抽出すると、すべてのデータ種別定義はアプリケーションテキストファ

イルのデータ種別セクションに保存されます。データ種別セクションを含んでい

るアプリケーションファイルを読み込むと、アプリケーションの既存のデータ種

別定義はファイルのデータ種別定義によって置き換えられます。

データ種別セクションは、アプリケーションにあるコードセクションまたは計算

式セクションの後に含まれている必要があります。他のセクションはすべてデー

タ種別セクションの後に含まれる必要があります。

データ種別セクションでは次の書式を使用する必要があり、データ種別定義を読

み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[CATEGORY] Cat !Desc !Sec !Freq !View !Scale !Per !Start !Year !Nodata !Path !Prior !Jrn !

Restart !Cont !JrnNoData

情報 説明

Cat 20 文字以内のデータ種別 ID

Desc 40 文字以内のデータ種別の説明

Sec データ種別に割り当てられたセキュリティクラス

Freq データ種別の期間単位コード。D（日次）、W（週次）、M（月次）、Q（四半期）、T（三

半期）、H（半期）、Y（年次）があります。

View データ種別のデフォルトのデータ表示形式。期別には PER、累計には YTD を使用で

きます。

Scale データ種別のデータ表示単位を表した 0 ～ 9 の一桁の数字、または、データ種別で

表示単位を使用しない場合はスペースを指定します。

Per データ種別の期間の合計数で、 大値は 999 です。

Start データ種別の開始期間の ID で、データ種別の期間単位の有効な期間である必要があ

ります。

Year データ種別の開始期間の年を 4 桁で表したもの

Nodata フロー勘定科目で、データのない期間の累計値を表示する場合は ZEROYTD を、デー

タのない期間にゼロを表示する場合は ZEROPER を使用します。他の勘定科目では空

白スペースです。

Path 1,220 文字以内のデータ種別のデータパス。完全な DOS パスを手動で指定するか、

@Data\XXX 書式を使用することができます。ここで Data はアプリケーションのデフォ

ルトデータパス、XXX はデフォルトデータパスの下に作成するサブディレクトリの

名前です。@Data\XXX 書式を使用した場合、アプリケーションのデフォルトデータパ

スが変更されるたびにデータ種別のデータパスは更新されます。

Prior 前期のデータ種別の ID、または、前期のデータ種別を使用しない場合はスペースを

指定します。前期のデータ種別は、データ種別セクションの前半で定義する必要が
あります。

Jrn データ種別の開始仕訳帳番号。アプリケーションの作成時に［仕訳帳に自動的に番
号を付ける］を選択した場合にのみ使用されます。
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情報 説明

Restart データ種別で仕訳帳の番号付けを期間ごとにリセットするかどうかを示す定義。ア
プリケーションの作成時に［仕訳帳に自動的に番号を付ける］を選択した場合にの
み使用されます。

Cont 調整後と消去の詳細を特定のデータ種別に生成するための定義

JrnNoData 転記済み仕訳帳のデータを累計または期別として表示するかどうかを示す定義。
データのない期間の累計値を表示する場合は ZEROYTD を、データのない期間にゼロ

を表示する場合は ZEROPER を入力します。

注： 既にデータが含まれているデータ種別のデータパスを変更すると、既存の

データにはアクセスできません。

データ種別セクションの例を次に示します。

[CATEGORY]

LASTYR!Last Year Data !PLANRS !M!YTD!!12!JAN!1990!ZEROYTD!@DATA\Lastyr!

Prior2!1!X!X!

通貨セクション
アプリケーションファイルに含まれる通貨セクションは 1 つだけで、アプリケー

ションのすべての通貨を定義します。アプリケーションから通貨を抽出すると、

すべての通貨定義はアプリケーションテキストファイルの通貨セクションに保存

されます。

通貨セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリケー

ションの既存の通貨定義はファイルの通貨定義によって置き換えられます。コー

ド、計算式、データ種別に関連したセクションがアプリケーションファイルにあ

る場合、それらのセクションは通貨セクションの前に含まれている必要がありま

す。他のセクションはすべて通貨セクションの後に含まれる必要があります。

通貨セクションでは次の書式を使用する必要があり、通貨を読み込みまたは抽出

するときに、この書式が使用されます。

[CURRENCY] Currency !Description !Security !Operator !Symbol Currency !Description !

Security !Operator !Symbol .... .. .. .. .. .. .. .. Currency !Description !Security !Operator !

Symbol

情報 説明

Currency 20 文字以内の通貨 ID

Description 40 文字以内の通貨の説明

Security 通貨に割り当てられたセキュリティクラス

Operator 連結時に通貨に為替レートを乗算する場合は M を、為替レートで除算する場合は D
を使用します。

Symbol 20 文字以内の通貨記号

5 つの通貨の定義を含む通貨セクションの例を次に示します。
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[CURRENCY]

USD    !US dollars    !MIN !D        !$

EUR    !French euros    !MIN !D        !

NOK    !Norwegian kroner    !MGR5!D        !

HK    !Hong Kong dollars    !MIN !M        !

YEN    !Japanese yen    !MIN !M        !Y

サブエンティティセクション
アプリケーションファイルに含まれるサブエンティティセクションは 1 つだけで、

アプリケーションのすべてのサブエンティティを定義します。アプリケーション

からサブエンティティを抽出すると、すべてのサブエンティティ定義はアプリケー

ションテキストファイルのサブエンティティセクションに保存されます。

サブエンティティセクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込む

と、アプリケーションの既存のサブエンティティ定義はファイルのサブエンティ

ティ定義によって置き換えられます。コード、計算式、データ種別、通貨に関連

したセクションがアプリケーションファイルにある場合、それらのセクションは

サブエンティティセクションの前に含まれている必要があります。他のセクショ

ンはすべてサブエンティティセクションの後に含まれる必要があります。

サブエンティティセクションでは次の構文を使用する必要があり、サブエンティ

ティを読み込みまたは抽出するときに、この構文が使用されます。

[SUBENTITY]

Sub-entity !Desc !Security !Currency !Scale !Code !Journflag !Chart

Sub-entity !Desc !Security !Currency !Scale !Code !Journflag !Chart

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Sub-entity !Desc !Security !Currency !Scale !Code !Journflag !Chart

情報 Description

Sub-entity 20 文字以内のサブエンティティ ID

Desc 40 文字以内のサブエンティティの説明

Security 通貨に割り当てられたセキュリティクラス

Currency サブエンティティの通貨の ID

Scale サブエンティティの単位。空白の値は、単位が［なし］であることを示します。

Code サブエンティティに割り当てられたコード

Journflag サブエンティティで仕訳帳入力を使用できるどうか

Chart サブエンティティでアプリケーションのデフォルト入力ロジックを上書きする計算
式ロジックの ID、または、サブエンティティでデフォルトの入力ロジックを使用す

る場合はスペースを指定します。
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11 のサブエンティティ定義を持つサブエンティティセクションの例を次に示しま

す。

[SUBENTITY]

TOTAL    !Total    !MIN    !    !USD    !0    !    !    !    !    !CHARTB

TAXADJ    !Tax Adjustment    !MIN    !    !USD    !0    !    !

X    !    !    !CHARTB

DOLLAR    !Dollar Translation    !MIN    !    !USD    !

0    !    !    !    !    !

ECU    !ECU Translated Co    !MIN    !    !ECU    !

0    !    !    !    !    !

BASE    !Base Input Component    !MIN    !    !    !

0    !    !    !    !    !CHARTB

BASEADJ    !Base Adjustment    !MIN    !    !    !0    !    !

X    !    !    !CHARTB

TRANS    !Translated    !MIN    !    !USD    !0    !    !    !    !    !

INPUT    !Base Input Component    !MIN    !    !    !

0    !    !    !    !    !CHARTB

DIVTOT    !Total Divisions    !MGR5    !    !USD    !

0    !    !    !    !    !CHARTB

DIVA    !Division A    !MGR5    !    !USD    !0    !B    !    !    !

X    !CHARTB

DIVB    !Division B    !MGR5    !    !USD    !0    !A    !    !    !

X    !CHARTB

アプリケーションファイルのサブエンティティセクションに空白値が含まれてい

る場合、これらの値を埋めるために次の表の値が使用されます。

欠落している値 使用される値

Currency なし

Security ユーザのセキュリティ

Code なし

Scale なし

Journal Flag オフ

サブエンティティの親子関係セクション
アプリケーションファイルに含まれるサブエンティティの親子関係セクションは

1 つだけで、アプリケーションの親エンティティとその子のすべての関係を定義

します。アプリケーションからサブエンティティの親子関係定義を抽出すると、

すべての定義はアプリケーションテキストファイルのサブエンティティの親子関

係セクションに保存されます。

サブエンティティの親子関係セクションを含んでいるアプリケーションファイル

を読み込むと、アプリケーションの既存のサブエンティティ親子関係定義はファ

イルのサブエンティティ親子関係定義によって置き換えられます。コード、計算

式、データ種別、通貨に関連したセクションがアプリケーションファイルにある

場合や、サブエンティティセクションがある場合は、それらのセクションがサブ

エンティティの親子関係セクションの前に含まれている必要があります。他のセ
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クションはすべてサブエンティティの親子関係セクションの後に含まれる必要が

あります。

サブエンティティの親子関係セクションでは次の書式を使用する必要があり、サ

ブエンティティの親子関係定義を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使

用されます。

[SUBOWN]

Parent !Dependent !Calc !Con !Tran !%Owned !%Consol!%Control

Parent !Dependent !Calc !Con !Tran !%Owned !%Consol !%Control

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Parent !Dependent !Calc !Con !Tran !%Owned !%Consol!%Control

情報 説明

Parent 20 文字以内の親サブエンティティの ID。この ID は、ファイルのサブエンティティ

セクションに配置しないと、サブエンティティの親子関係セクションで使用できま
せん。

Dependent 20 文字以内の子サブエンティティの ID。

Calc 子の合計を親の合計に加算する場合は ADD、子の合計を親の合計から減算する場合

は SUB を指定します。

Con デフォルトの連結ロジックを上書きして子のサブエンティティのデータを集計する
ロジックの ID、または、デフォルトの連結ロジックを使用する場合はスペースを指

定します。

Tran サブエンティティでアプリケーションのデフォルト換算ロジックを上書きする計算
式ロジックの ID、または、サブエンティティでデフォルトの換算ロジックを使用す

る場合はスペースを指定します。

%Owned 親がエンティティを所有する比率

%Consol 親に連結されるエンティティの比率

%Control エンティティに対する親の支配比率

サブエンティティの親子関係セクションの例を次に示します。

[SUBOWN]

PTADJ    !TRAN    !ADD!CONSOL!TRANS!100!100!100

TRAN    !PADJ    !ADD!CONSOL!TRANS!100!100!100

PADJ    !ADJ    !ADD!CONSOL!TRANS!100!100!100

下位構造セクション
アプリケーションファイルに含まれる下位構造セクションは 1 つだけで、アプリ

ケーションのすべての下位構造を定義します。各定義には下位構造の ID と説明、

および 上位のサブエンティティの ID が含まれています。アプリケーションの下
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位構造を抽出すると、すべての下位構造定義はアプリケーションテキストファイ

ルの下位構造セクションに保存されます。

下位構造セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプ

リケーションの既存の下位構造定義はファイルの下位構造定義によって置き換え

られます。コード、計算式、データ種別、通貨に関連したセクションがアプリケー

ションファイルにある場合や、サブエンティティセクションまたはサブエンティ

ティの親子関係セクションがある場合は、それらのセクションは下位構造セクショ

ンの前に含まれている必要があります。他のセクションはすべて下位構造セクショ

ンの後に含まれる必要があります。

下位構造セクションでは次の書式を使用する必要があり、下位構造を読み込みま

たは抽出するときに、この書式が使用されます。

[SUBSTRUCTURE]

Substructure !Description !Security !Top

Substructure !Description !Security !Top

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Substructure !Description !Security !Top

情報 説明

Substructure 20 文字以内の下位構造 ID

Description 40 文字以内の下位構造の説明

Security 下位構造に割り当てられたセキュリティクラス

Top 下位構造の 上位サブエンティティの ID

4 つの下位構造定義を含む下位構造セクションの例を次に示します。

[SUBSTRUCTURE]

ALLTRADJ    !All translations/adjustment    !CLASS_7 !PTADJ

ADJTRANS     !Local adjustments w/transl.    !CLASS_7 !TRAN

ADJUST     !Adjustments only    !CLASS_7 !PADJ

TRANSL     !Translations only    !CLASS_7 !TRANONLY

エンティティセクション
アプリケーションファイルに含まれるエンティティセクションは 1 つだけで、ア

プリケーションのすべてのエンティティを定義します。アプリケーションのエン

ティティを抽出すると、すべてのエンティティ定義はアプリケーションテキスト

ファイルのエンティティセクションに保存されます。

エンティティセクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、

アプリケーションの既存のエンティティ定義はファイルのエンティティ定義によっ

て置き換えられます。コード、計算式、データ種別、通貨、サブエンティティに

関連したセクションがアプリケーションファイルにある場合、それらのセクショ
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ンはエンティティセクションの前に含まれている必要があります。他のセクショ

ンはすべてエンティティセクションの後に含まれる必要があります。

エンティティセクションでは次の書式を使用する必要があり、エンティティを読

み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[ENTITY]

Ent !Desc !Sec !Sub !Curr !Scale !Code !Jrn !Elim !Interco !Cht !Contr !Hldg !Topadj !Topcht

Ent !Desc !Sec !Sub !Curr !Scale !Code !Jrn !Elim !Interco !Cht !Contr !Hldg !Topadj !Topcht

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Ent !Desc !Sec !Sub !Curr !Scale !Code !Jrn !Elim !Interco !Cht !Contr !Hldg !Topadj !Topcht

情報 説明

Ent 20 文字以内のサブエンティティなしのエンティティの ID。エンティティ ID の後にピリ

オドを入力し、次に 20 文字以内のサブエンティティ ID を入力できます。

Desc 40 文字以内のエンティティの説明

Sec エンティティに割り当てられたセキュリティクラス

Sub エンティティの下位構造の ID、または、エンティティに下位構造がない場合はスペー

スを指定します。

Curr エンティティの通貨の ID

Scale エンティティの単位を表す 1 桁の数字

Code 任意の有効な 20 文字のコード

Jrn 名前で仕訳帳入力を使用できる場合は X、使用できない場合はスペースを指定します。

Elim エンティティを会社間消去に使用する場合は X、使用しない場合はスペースを指定しま

す。

Interco エンティティを会社間照会の会社間サブ勘定科目表に使用する場合は X、使用しない場

合はスペースを指定します。

Cht エンティティでアプリケーションのデフォルト入力ロジックを上書きする計算式ロジッ
クの ID、または、エンティティでデフォルトの入力ロジックを使用する場合はスペー

スを指定します。

Contr エンティティの調整後の詳細を保存する場合は X

Hldg 持株会社として指定されたエンティティ

Topadj 親エンティティの調整が可能な場合は X

Topcht 親の調整に使用する入力ロジック

3 つのエンティティ定義を持つエンティティセクションの例を次に示します。

[ENTITY]
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Israel    !Israeli Subsidiary!CLASS_7    !ILS !

6                ! ! ! ! ! 

NORWAY    !Norwegian Subsidiary !CLASS_6    !NOK    !0        ! ! ! ! !

BENELUX    !Belg-Neth-Lux Sub !CLASS_7    !TRAN !

0                ! ! ! ! !CHAR1

エンティティの親子関係セクション
アプリケーションファイルに含まれるエンティティの親子関係セクションは 1 つ

だけで、アプリケーションの親エンティティとその子のすべての関係を定義しま

す。アプリケーションのエンティティの親子関係定義を抽出すると、すべての定

義はアプリケーションテキストファイルのエンティティの親子関係セクションに

保存されます。

エンティティの親子関係セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読

み込むと、アプリケーションの既存のエンティティの親子関係定義はファイルの

エンティティの親子関係定義によって置き換えられます。コード、計算式、デー

タ種別、通貨、サブエンティティに関連したセクションがアプリケーションファ

イルにある場合や、エンティティセクションがある場合は、それらのセクション

がエンティティの親子関係セクションの前に含まれている必要があります。他の

セクションはすべてエンティティの親子関係セクションの後に含まれる必要があ

ります。

エンティティの親子関係セクションでは次の書式を使用する必要があり、エンティ

ティの親子関係定義を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[OWNERSHIP]

Parent !Child !Calc !Con !Tran !%Owned !%Consol !%Control !Hide

Parent !Child !Calc !Con !Tran !%Owned !%Consol !%Control !Hide

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Parent !Child !Calc !Con !Tran !%Owned !%Consol !%Control !Hide

エンティティの親子関係セクションの例を次に示します。

[OWNERSHIP]

TOP

TOP

EURDIV

EURDIV

EAST

!EURDIV

!EAST

!Israel

!France

!US100

!ADD !

!ADD !

!ADD !

!ADD !

!ADD !CON1

!

!

!

!TRAN1

!

!100!100!

100!

!100!100!

100!

!100!100!

100!

!100!100!

100!

!100!100!

100!
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期間およびデータ種別ごとの親子関係のみを持つアプリケー
ションの場合

[OWNERSHIP=@Category]

Beg Period !End Period !Parent !Child !Calc !Con !Tran !%Owned !%Consol !%Control !

Hide

情報 説明

@Category エンティティデータのデータ種別

Beginning
Period

親が子を取得した期間

End Period 親が子を売却した期間

Parent 20 文字以内の親エンティティの ID。この ID は、ファイルのエンティティセク

ションに配置しないと、エンティティの親子関係セクションで使用できません。

Child 20 文字以内の子エンティティの ID

Calc 子の合計を親の合計に加算する場合は ADD、子の合計を親の合計から減算する

場合は SUB を指定します。

Con デフォルトの連結ロジックを上書きして子のエンティティのデータを集計する
計算式ロジックの ID、または、デフォルトの連結ロジックを使用する場合はス

ペースを指定します。

Tran エンティティでアプリケーションのデフォルト換算ロジックを上書きする計算
式ロジックの ID、または、エンティティでデフォルトの換算ロジックを使用す

る場合はスペースを指定します。

%Owned 親がエンティティを所有する比率

%Consol 親に連結されるエンティティの比率

%Control エンティティに対する親の支配比率

Hide 子を非表示にするかどうかを指定します。

期間ごとの組織アプリケーションのエンティティ親子関係セクションの例を次に

示します。

[OWNERSHIP=LASTYR]

1 !12 !CORP !

CORPE

LIM

!ADD !

CONSO

L

!

TRANS

!100.

00

!100.

00

!100.

00 

1 !12 !CORP !

USREG

!ADD !

CONSO

L

!

TRANS

!100.

00

!100.

00

!100.

00

1 !12 !

USREG

!

USELI

M

!ADD !

CONSO

L

!

TRANS

!100.

00

!100.

00

!100.

00

アプリケーションの読み込みファイルと抽出ファイル 465



1 !12 !

USREG

!MICH !ADD !

CONSO

L

!

TRANS

!100.

00

!100.

00

!100.

00

1 !12 !

USREG

!

CALIF

!ADD !

CONSO

L

!

TRANS

!100.

00

!100.

00

!100.

00

1 !12 !

USREG

!

TEXAS

!ADD !

CONSO

L

!

TRANS

!100.

00

!100.

00

!100.

00

1 !12 !CORP !

EUROP

E

!ADD !

CONSO

L

!

TRANS

!100.

00

!100.

00

!100.

00

組織セクション
アプリケーションファイルに含まれる組織セクションは 1 つだけで、アプリケー

ションのすべての組織を定義します。アプリケーションの組織を抽出すると、す

べての組織定義はアプリケーションテキストファイルの組織セクションに保存さ

れます。

組織セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリケー

ションの既存の組織定義はファイルの組織定義によって置き換えられます。コー

ド、計算式、データ種別、通貨、サブエンティティ、エンティティ、エンティティ

の親子関係に関連したセクションがアプリケーションファイルにある場合は、そ

れらのセクションが組織セクションの前に含まれている必要があります。他のセ

クションはすべて組織セクションの後に含まれる必要があります。

組織セクションでは次の書式を使用する必要があり、組織を読み込みまたは抽出

するときに、この書式が使用されます。

[ORGANIZATION]

Organization !Description !Security !Top

Organization !Description !Security !Top

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Organization !Description !Security !Top

情報 説明

Organization 20 文字以内の組織 ID

Description 40 文字以内の組織の説明

Security 組織に割り当てられたセキュリティクラス

Top 組織の 上位エンティティの ID
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3 つの組織定義を含む組織セクションの例を次に示します。

[ORGANIZATION]

CORP    !Corporate Organization    !CLASS_7!HQ

PROD    !Products    !CLASS_7!MFG   

EUROPE    !European Subsidiaries    !CLASS_6!LONDON

エンティティ変換セクション
アプリケーションファイルには、複数のエンティティ変換セクションを含めるこ

とができます。各エンティティ変換セクションによって、エンティティ変換表が

1 つ定義されます。アプリケーションからエンティティ変換表を抽出すると、各

表定義はアプリケーションテキストファイルの個別のエンティティ変換セクショ

ンに保存されます。

エンティティ変換セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込む

と、アプリケーションファイルのエンティティ変換表定義は既存のエンティティ

変換表定義に追加されます。アプリケーションファイルによって、既存の表と同

じ ID を持つエンティティ変換表が定義されると、既存の定義はアプリケーション

ファイルの定義によって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、サブエンティティ、エンティティ、エンティ

ティの親子関係、組織に関連したセクションがアプリケーションファイルにある

場合は、それらのセクションがエンティティ変換セクションの前に含まれている

必要があります。他のセクションはすべてエンティティ変換セクションの後に含

まれる必要があります。

エンティティ変換セクションではこの構文に従う必要があり、エンティティ変換

表定義を読み込みまたは抽出するときに、この構文が使用されます。

[ECONV =Table !Description !Security !Type]

External !Internal

External !Internal

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

External !Internal

情報 説明

Table 20 文字以内のエンティティ変換表の ID

Description 40 文字以内の表の説明

Security 表に割り当てられたセキュリティクラス

Type データの読み込みに表を使用するが、抽出には使用しない場合は L、抽出にのみ表

を使用する場合は E、表に 1 対 1 の関係が含まれており、読み込みと抽出の両方に

使用する場合は B を指定します。

External 20 文字以内の外部エンティティの ID
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情報 説明

Internal Hyperion Enterprise 入力エンティティの ID。その後にピリオドを入力し、次に 下位

サブエンティティの ID を入力できます。

このエンティティ変換セクションの例で定義する表は、データの読み込みと抽出

の両方に使用されます。

[ECONV=CONV1 !Conversion Table 1 !RESTRICT !B]

NY   !US100

PA   !US200

CT   !US300

VT   !US400.001

MA   !US400.002

このセクションで定義する表は、データの読み込みにのみ使用し、抽出には使用

しません。

[ECONV=CONV2 !Conversion Table 2 !RESTRICT !L]

MD    !US100

NNJ    !US200

SNJ    !US200

EPA    !US300

WPA    !US300

このセクションで定義する表は、データの抽出にのみ使用し、読み込みには使用

しません。

[ECONV=CONV3 !Conversion Table 3 !CLASS_7 !E]

MD    !US100

NJ    !US200.001

NJ    !US200.002

PA    !US300.001

PA    !US300.002

エンティティ一覧セクション
アプリケーションファイルには、複数のエンティティ一覧セクションを含めるこ

とができます。各エンティティ一覧セクションによって、エンティティ一覧が 1

つ定義されます。アプリケーションからエンティティ一覧定義を抽出すると、各

エンティティ一覧は個別のエンティティ一覧セクションに保存されます。

エンティティ一覧セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込む

と、アプリケーションファイルのエンティティ一覧定義は、アプリケーションの

既存のエンティティ一覧の定義に追加されます。アプリケーションファイルによっ

て、既存のエンティティ一覧と同じ ID を持つエンティティ一覧が定義されると、

既存の定義はアプリケーションファイルの定義によって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、サブエンティティ、エンティティ、エンティ

ティの親子関係、組織、エンティティ変換表に関連したセクションがアプリケー

ションファイルにある場合は、それらのセクションはエンティティ一覧セクショ

ンの前に含まれている必要があります。他のセクションはすべてエンティティ一

覧セクションの後に含まれる必要があります。
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エンティティ一覧セクションの書式は、固定エンティティ一覧を定義するか連動

エンティティ一覧を定義するかによって異なります。固定エンティティ一覧を定

義するセクションの場合、一覧でエンティティを指定します。連動エンティティ

一覧を定義するセクションの場合、一覧に含めるエンティティの条件を指定しま

す。

固定エンティティ一覧を定義するセクションでは次の書式を使用する必要があり、

固定エンティティ一覧を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されま

す。

[ENTITYLIST=List !Description !Security !F]

Entity

Entity

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Entity

情報 説明

List 20 文字以内のエンティティ一覧の ID

Description 40 文字以内のエンティティ一覧の説明

Security 一覧に割り当てられたセキュリティクラス

Entity 固定一覧のエンティティの ID

次に、固定エンティティ一覧を定義するエンティティ一覧セクションの例を示し

ます。

[ENTITYLIST=BASE !All US Base Companies !MAX !F]

US100

US200

US300.10

US300.20

US400

連動エンティティ一覧を定義するセクションでは次の書式を使用する必要があり、

連動エンティティ一覧を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されま

す。

[ENTITYLIST=List !Description !Security !D]

ORG=Organization

ENTITY=Entity

ALLDEP=Dependent

IMMDEP=Immediate

PARENT=Parent

BASE=Base
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ELIM=Elimination

JOURNAL=Journal

INTERCO=Intercompany

SUBSTRUCTURE=Substructure

SUBENTITY=Sub-entity

CURRENCY=Currency

CHART=Chart

CONSOL=Consol

TRANS=Trans

CODE=Code

DUPLICATE=Duplicate

情報 説明

List 20 文字以内のエンティティ一覧の ID

Description 40 文字以内のエンティティ一覧の説明

Security 一覧に割り当てられたセキュリティクラス

Organization 現在の組織には<CUR>、すべての組織には<ALL>、または特定の組織の ID を指定し

ます。

Entity 現在のエンティティには<CUR>、すべてのエンティティには<ALL>、または特定の

エンティティの ID を指定します。次の表に、現在の組織で使用できるエンティ

ティ、すべての組織で使用できるエンティティ、特定の組織 ID で使用できるエン

ティティを示します。

Dependent エンティティ一覧に指定した各エンティティの子をすべて含める場合は Y、含め

ない場合は N を指定します。

Immediate エンティティ一覧に指定した各エンティティの直属の子をすべて含める場合は Y、
含めない場合は N を指定します。

Parent エンティティ一覧に指定した各エンティティの親をすべて含める場合は Y、含め

ない場合は N を指定します。

Base エンティティ一覧に指定した各エンティティの 下位の子をすべて含める場合は
Y、含めない場合は N を指定します。

Elimination エンティティ一覧に消去エンティティをすべて含める場合は Y、含めない場合は N
を指定します。

Journal エンティティ一覧に仕訳帳入力できるエンティティをすべて含める場合は Y、含

めない場合は N を指定します。

Interco エンティティ一覧に会社間エンティティをすべて含める場合は Y、含めない場合

は N を指定します。

Substructure エンティティ一覧に組織の下位構造をすべて含める場合は<ALL>、下位構造を含め

ない場合は<NONE>、あるいは、1 つまたは複数の特定の下位構造 ID を区切り文字

で区切って指定します。
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情報 説明

Sub-entity エンティティ一覧に組織のサブエンティティをすべて含める場合は<ALL>、サブエ

ンティティを含めない場合は<NONE>、あるいは、1 つまたは複数の特定のサブエ

ンティティ ID を区切り文字で区切って指定します。

Currency エンティティ一覧に組織の通貨をすべて含める場合は<ALL>、あるいは、1 つまた

は複数の特定の通貨 ID を区切り文字で区切って指定します。

Chart 計算式ロジックが割り当てられているエンティティのみを含む一覧の場合、1 つ

または複数の入力ロジック ID を区切り文字で区切ります。また、特定の入力ロ

ジックを持つエンティティに限定されない一覧の場合は<ALL>を指定します。

Consol 計算式ロジックが割り当てられているエンティティのみを含める一覧の場合、1
つまたは複数の連結ロジック ID を区切り文字で区切ります。また、特定の連結ロ

ジックを持つエンティティに限定されない一覧の場合は<ALL>を指定します。

Trans 計算式ロジックが割り当てられているエンティティのみを含める一覧の場合、1
つまたは複数の換算ロジック ID を区切り文字で区切ります。また、特定の連結ロ

ジックを持つエンティティに限定されない一覧の場合は<ALL>を使用します。

Code 任意の有効な 20 文字のコード

Duplicate エンティティ一覧で重複エンティティを選択できる場合は Y、できない場合は N
を指定します。

次の表に、エンティティ一覧セクションに表示される可能性がある組織単位と組

織の組み合わせを示します。

表 77 組織単位と組織の組み合わせ

ORG ENTITY

<CUR> <CUR>または<ALL>

<ALL> <ALL>

組織 ID <ALL>またはエンティティ ID

特定の組織のエンティティをすべて使用して EURBASE という連動エンティティ

一覧を定義するエンティティ一覧セクションの例を示します。

[ENTITYLIST=EURBASE !European Base Companies !LOW !D]

ORG=EUROPE

ENTITY=<CUR>

ALLDEP=Y

IMMDEP=Y

PARENT=N

BASE=Y

ELIM=Y

JOURNAL=Y

INTERCO=Y

SUBSTRUCTURE=<ALL>

SUBENTITY=<ALL>

CURRENCY=<ALL>

CHART=<ALL>

CONSOL=<ALL>

TRANS=
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CODE=

DUPLICATE=N

サブ勘定科目表セクション
アプリケーションファイルに含まれるサブ勘定科目表換セクションは 1 つだけで

す。サブ勘定科目表セクションでは、ID、説明、セキュリティクラス、会社間フ

ラグ、およびアプリケーションのすべてのサブ勘定科目表の種類を定義します。

サブ勘定科目表セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、

アプリケーションファイルのサブ勘定科目表定義はアプリケーションの既存のサ

ブ勘定科目表定義に追加されます。アプリケーションファイルによって、既存の

表と同じ ID を持つサブ勘定科目表が定義されると、既存の定義はアプリケーショ

ンファイルの定義によって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティに関連したセクションがアプ

リケーションファイルにある場合、それらのセクションはサブ勘定科目表セクショ

ンの前に含まれている必要があります。他のセクションはすべてサブ勘定科目表

セクションの後に含まれる必要があります。

サブ勘定科目表セクションではこの構文に従う必要があり、サブ勘定科目表を読

み込みまたは抽出するときに、この構文が使用されます。

[SUBTABLE]

Table !Descr !Security !Interco !Type

Table !Descr !Security !Interco !Type

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Table !Descr !Security !Interco !Type

情報 説明

Table 20 文字以内のサブ勘定科目表の ID

Descr 40 文字以内のサブ勘定科目表の説明

Security 表に割り当てられたセキュリティクラス

Interco 会社間サブ勘定科目表の場合は X、会社間サブ勘定科目が表に含まれていない場合は

スペースを指定します。

Type サブ勘定科目表の種別。Income、Expense、Asset、Liability、Balance、Flow、または種別が

ない場合はスペースを指定します。

サブ勘定科目表セクションの例を次に示します。

[SUBTABLE]

FIXSGL  !Table of Fixed Subaccount-second level!MAXIMUM  !X!Income

FIXMUL  !Table of Fixed Subaccount-Multi Level !MAXIMUM  !X!Income

LOC    !Table of Local Subaccount    !MAXIMUM  !X!Income

SINGLE  !Table of Single level Subaccount         !MAXIMUM  !X!Income
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INTC    !Table of Intercompany Transactions    !MAXIMUM  !X!Income

VAL    !Table of Validated Subaccount    !MAXIMUM  !X!Income

VALMUL  !Multi level Validated Subaccount table!MAXIMUM  !X!Income

サブ勘定科目セクション
アプリケーションファイルには、複数のサブ勘定科目セクションを含めることが

できます。各サブ勘定科目セクションでは、サブ勘定科目表セクションに示され

たサブ勘定科目表の詳細を定義します。アプリケーションからサブ勘定科目表定

義を抽出すると、各表定義は個別のサブ勘定科目セクションに保存されます。

サブ勘定科目セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、

アプリケーションファイルのサブ勘定科目表定義はアプリケーションの既存のサ

ブ勘定科目表定義に追加されます。アプリケーションファイルによって、既存の

表と同じ ID を持つサブ勘定科目表が定義されると、既存の定義はアプリケーショ

ンファイルの定義によって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティ、サブ勘定科目表に関連した

セクションがアプリケーションファイルにある場合、それらのセクションはサブ

勘定科目セクションの前に含まれている必要があります。他のセクションはすべ

てサブ勘定科目セクションの後に含まれる必要があります。

サブ勘定科目セクションでは次の書式を使用する必要があり、サブ勘定科目表を

読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[SUBACCT=Table1]

Subaccount !Descr !Security !Type !Table2 !Code !Revsign

Subaccount !Descr !Security !Type !Table2 !Code !Revsign

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Subaccount !Descr !Security !Type !Table2 !Code !Revsign

情報 説明

Table1 20 文字以内のサブ勘定科目表の ID

Subaccount 20 文字以内のサブ勘定科目表 ID。

Descr 40 文字以内のサブ勘定科目の説明

Security サブ勘定科目に割り当てられたセキュリティクラス

Type 固定サブ勘定科目の詳細には Fixed、チェック済サブ勘定科目の詳細には Validated、
サブ勘定科目の詳細がない場合は None を指定します。

Table2 複数レベルの表にリンクされた単一レベルのサブ勘定科目の ID、または、単一レ

ベルの表のサブ勘定科目にはスペースを指定します。

Code 任意の有効な 20 文字のコード
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情報 説明

Revsign サブ勘定科目の詳細を上書き、または符号を逆にします。逆の符号の付いたサブ
勘定科目が主要勘定科目に付属していると、account. sub-account のすべての入力項

目の符号が逆になります。

サブ勘定科目セクションの例を次に示します。

[SUBACCT=FIXSGL]

F1  !Fixed Subaccount 1  !MAXIMUM  !None  !! ! 

F2  !Fixed Subaccount 2  !MAXIMUM  !None  !! ! 

F3  !Fixed Subaccount 3  !MAXIMUM  !None  !! ! 

F4  !Fixed Subaccount 4  !MAXIMUM  !None  !  ! ! 

勘定科目グループセクション
アプリケーションファイルには、複数の勘定科目グループセクションを含めるこ

とができます。各勘定グループセクションでは、1 つの勘定グループとそれに含

まれるすべての勘定科目が定義されます。勘定科目グループ定義をアプリケーショ

ンから抽出すると、勘定科目表がすべて抽出されますが、各勘定科目グループは

個別の勘定科目グループセクションに保存されます。

勘定科目グループセクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込む

と、アプリケーションファイルの勘定科目グループはアプリケーションの既存の

勘定科目グループ定義に追加されます。アプリケーションファイルによって、既

存の表と同じ ID を持つ勘定科目グループが定義されると、既存の定義はアプリ

ケーションファイルの定義によって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティ、サブ勘定科目セクションに

関連したセクションがアプリケーションファイルにある場合は、それらのセクショ

ンは勘定科目グループセクションの前に含まれている必要があります。他のセク

ションはすべて勘定科目グループセクションの後に含まれる必要があります。

アプリケーションファイルの勘定科目グループセクションの見出しでは、グルー

プとそのデフォルトの勘定科目属性が識別されます。勘定グループセクションに

は、グループの各勘定科目の定義も含まれます。グループに割り当てられたデフォ

ルト属性は、個別の勘定科目に割り当てられた属性で上書きされます。

勘定科目グループセクションでは次の書式を使用する必要があり、勘定科目グルー

プを読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[GROUP=Group !Grdesc !Grsec !Type !Con !Curr !Scale !Dyn !Dec !Code !Sub !Table !

First]

Account !Acdesc !Acsec !Type !Con !Curr !Scale !Dyn !Dec !Code !Sub !Table !First

Account !Acdesc !Acsec !Type !Con !Curr !Scale !Dyn !Dec !Code !Sub !Table !First

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Account !Acdesc !Acsec !Type !Con !Curr !Scale !Dyn !Dec !Code !Sub !Table !First
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情報 説明

Group 20 文字以内の勘定科目グループ ID

Grdesc 40 文字以内のグループの説明

Grsec グループに割り当てられたセキュリティクラス

Account 20 文字以内の勘定科目 ID

Acdesc 40 文字以内の勘定科目の説明

Acsec 勘定科目に割り当てられたセキュリティクラス

Type 勘定科目種別。Income、Expense、Liability、Asset、Balance、または Flow を指定できます。

Con 連結されている勘定科目には X、連結されていない勘定科目にはスペースを指定しま

す。

Curr 通貨換算のある勘定科目には X、通貨換算のない勘定科目にはスペースを指定します。

Scale 値の単位を変更した勘定科目には X、値の単位を変更しない勘定科目にはスペースを

指定します。

Dyn 勘定科目が連動表示勘定科目である場合は X、勘定科目が連動表示勘定科目でない場

合は空白です。

Dec この勘定科目の値の小数点以下桁数。0 ～ 9 の数字を使用できます。

Code 任意の有効な 20 文字のコード

Sub 勘定科目に割り当てられたサブ勘定科目の種別。サブ勘定科目の種別には、None、
Fixed、Validated のいずれかを指定できます。

Table 勘定科目に割り当てられたサブ勘定科目表の ID、または、サブ勘定科目がない場合は

スペースを指定します。

First 第 1 レベルのサブ勘定科目表のみを付属する場合は X、すべてのレベルのサブ勘定科

目表を付属する場合は空白です。

この例の勘定科目グループセクションでは、NONFINAN というラベルの勘定科目

グループを定義します。

[GROUP=NONFINAN !Non-Financial Accounts !HIGH !Balance!! !1 !0 ! !None!

&#xA0;]

HEADCOUNT!Headcount         !HIGH  !Balance!!! !1 !0 !None!

TAXRATE    !Tax Rate     !TAX   !Balance!!! !1 !0 !None!

ROA    !Return On Asset    !HIGH    !Balance!&#xA0;!!!1 !0 !None!

ROS    !Return On Sales !HIGH    !Balance!!! !1    !0 !None!

会社間セクション
会社間セクションでは、アプリケーションの会社間勘定科目の全グループを定義

し、連結時に消去を行うかどうかを指定します。アプリケーションから会社間の

ペア定義を抽出すると、すべての会社間のペア定義はアプリケーションテキスト

ファイルの会社間セクションに保存されます。

会社間セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリ

ケーションの既存の会社間ペア定義はファイルの会社間ペア定義によって置き換
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えられます。コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティ、サブ勘定科目

セクション、勘定科目グループセクションに関連したセクションがアプリケーショ

ンファイルにある場合は、それらのセクションは会社間セクションの前に含まれ

ている必要があります。他のセクションはすべて会社間セクションの後に含まれ

る必要があります。

会社間セクションでは次の書式を使用する必要があり、会社間ペア定義を読み込

みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[INTCACCT= Group!Setdesc!Security!Plug!TransRate] Account1!Account2 Account1!

Account2 .... .. .. .. .. .. .. .. Account1!Account2:

表 78

[INTCACCT=Group !Setdesc !Security !Plug]

Account1 !Account2

Account1 !Account2

.. .. ..

.. .. ..

.. .. ..

Account1 !Account2

情報 説明

Group 一対一または複数対一の関係の勘定科目ペアのセットを識別する ID

Setdesc セットの説明

Security セットに割り当てられたセキュリティクラス

Plug 会社間勘定科目ではない入力勘定科目またはサブ勘定科目の ID、または、ペアの消

去を行わない場合はスペースを指定します。

Account1 ペアの第 1 主要勘定科目の ID。この勘定科目は、会社間のサブ勘定科目表を持つ勘

定科目グループで定義する必要があります。

Account2 ペアの第 2 主要勘定科目の ID。この勘定科目は、会社間のサブ勘定科目表を持つ勘

定科目グループで定義する必要があります。

TransRate BAL レートを使用して換算を強制する場合は X、勘定科目種別に基づいたレートを使

用する場合はスペースを指定します。

会社間セクションには、同じセット ID と入力サブ勘定科目を持つ複数の勘定科目

ペアの定義を含めることができます。これらの定義が連続している場合は、 初

の定義にセット ID が必要ですが、他の定義ではセット ID はオプションです。同

じセットの後続の勘定科目ペアの定義では、セット ID の代わりにスペースを指定

できます。

会社間セクションの例を次に示します。

[INTCACCT = ANtoN  !ANtoN  !MAXIMUM !PLUGASSET4]

ICRECDET4  !ICPAYDET4

ICRECDET5  !ICPAYDET5

ICRECDET6  !
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[INTCACCT = A1toNil  !A1toNil  !MAXIMUM !PLUGASSET7]

ICRECDET7  !

[INTCACCT = ANoPlug1  !ANoPlug1  !MAXIMUM !]

ICRECDET8  !ICPAYDET8

会社間の子セクション

注： このセクションは、期間ごとの組織アプリケーションでのみ使用します。

アプリケーション読み込みファイルでは、異なるデータ種別およびデータ種別内

の異なる期間の範囲に応じて複数の会社間の子を持つことができます。アプリケー

ションから会社間の子を抽出すると、すべての会社間の子定義はアプリケーショ

ンテキストファイルの会社間セクションに保存されます。会社間の子セクション

を含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリケーションの既存

の会社間の子定義はファイルの会社間の子定義によって置き換えられます。

会社間の子セクションでは次の書式を使用する必要があり、会社間の子定義を読

み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[ICDEPEND = <category>] Begperiod !Endperiod !Parent !Dependent !ConsolMethod !

%Own !%Consol !%Control !

情報 説明

Begperiod 期間の開始。データ種別内にある必要があります。

Endperiod 期間の終了。データ種別内にある必要があります。

Parent 20 文字以内の親エンティティの ID。この ID は、アプリケーション読み込みファ

イルのエンティティセクションに配置しないと、会社間の子セクションで使用で
きません。

Dependent 20 文字以内の子エンティティの ID

ConsolMethod 親に関連した子に指定された連結ロジック。この表の後の注意書きを参照してく
ださい。

%Own 親がエンティティを所有する比率

%Consol 親に連結されるエンティティの比率

%Control エンティティに対する親の支配比率

注： デフォルトの連結ロジックを上書きして子のサブエンティティのデータを

集計するロジックの ID、または、デフォルトの連結ロジックを使用する場

合はスペースを指定します。

会社間の子セクションの例を次に示します。

[ICDEPEND = ACTUAL]
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1 !12 !DIV1 !CORP1 !CONSOL!100!
100!100

1 !12 !DIV2 !CORP2 !CONSOL!100!
100!100

1 !12 !DIV2 !CORP3 !CONSOL!100!
100!100

勘定科目変換セクション
アプリケーションファイルには、複数の勘定科目変換セクションを含めることが

できます。各勘定科目変換セクションでは、データの読み込み、抽出、また両方

に使用する勘定科目変換表を 1 つ定義します。アプリケーションから勘定科目変

換表定義を抽出すると、各表定義は個別の勘定科目変換セクションに保存されま

す。

勘定科目変換セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、

アプリケーションファイルの勘定科目変換表定義は既存の勘定科目変換表定義に

追加されます。アプリケーションファイルによって、既存の表と同じ ID を持つ勘

定科目変換表が定義されると、既存の定義はアプリケーションファイルの定義に

よって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティ、サブ勘定科目セクション、

勘定科目グループセクション、会社間セクションに関連したセクションがアプリ

ケーションファイルにある場合は、それらのセクションは勘定科目変換セクショ

ンの前に含まれている必要があります。他のセクションはすべて勘定科目変換セ

クションの後に含まれる必要があります。

勘定科目変換セクションでは次の構文を使用する必要があり、勘定科目変換表定

義を読み込みまたは抽出するときに、この構文が使用されます。

[ACONV=Table !Description !Security !Type] External !Hyperion !Oper External !

Hyperion !Oper .... .. .. .. .. .. .. .. External !Hyperion !Oper

情報 説明

Table 20 文字以内の勘定科目変換表の ID

Description 40 文字以内の表の説明

Security 表に割り当てられたセキュリティクラス

Type データの読み込みに表を使用するが、抽出には使用しない場合は L、抽出にのみ表

を使用して読み込みには使用しない場合は E、読み込みと抽出の両方に表を使用す

る場合は B を指定します。

External 20 文字以内の外部勘定科目の ID

Hyperion 主要勘定科目の Hyperion Enterprise の勘定科目 ID を 大 20 文字まで入力します。主

要勘定科目 ID の後には順番に、ピリオドと 20 文字の第 1 レベルのサブ勘定科目、

2 番目のピリオドと 20 文字以上の第 2 レベルのサブ勘定科目を入力できます。

Oper 変換時に配賦先勘定科目に勘定科目の値を加算する場合は ADD を、配賦先勘定科目

から勘定科目の値を減算する場合は SUB を指定します。
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次に、一対一の関係を持つ表を定義する勘定科目変換セクションの例を示します。

[ACONV=CONV1 !Conversion Table 1 !CLASS_3 !B]

100000    !CASH    !ADD

100001    !ACCTREC    !ADD

1000101    !ACCTREC.092071    !ADD

1000102    !ACCTREC.216200    !ADD

1000103    !ACCTREC.34616    !ADD

次に、複数対一の関係を持つ表を定義する勘定科目変換セクションの例を示しま

す。

[ACONV=CONV2 !Conversion Table 2 !CLASS_6 !L]

100000    !CASH    !ADD

100001    !ACCTREC    !ADD

10000101    !ACCTREC    !ADD

10000102    !ACCTREC    !ADD

10000103    !ACCTREC    !ADD

100002    !INVENTORY    !ADD

次に、一対複数の関係を持つ表を定義する勘定科目変換セクションの例を示しま

す。

[ACONV=CONV3 !Conversion Table 3 !CLASS_8 !E]

100000    !CASH    !ADD

100001    !ACCTREC.092071    !ADD

100001    !ACCTREC.216200    !ADD

100001    !ACCTREC.34616    !ADD

100002    !INVENTORY    !ADD

勘定科目一覧セクション
アプリケーションファイルには、複数の勘定科目一覧セクションを含めることが

できます。各勘定科目一覧セクションによって、勘定科目一覧が 1 つ定義されま

す。アプリケーションから勘定科目一覧定義を抽出すると、各一覧定義は個別の

勘定科目一覧セクションに保存されます。

勘定科目一覧セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、

アプリケーションファイルの勘定科目一覧定義はアプリケーションの既存の勘定

科目一覧定義に追加されます。アプリケーションファイルによって、既存の勘定

科目一覧と同じ ID を持つ勘定科目一覧が定義されると、既存の定義はアプリケー

ションファイルの定義によって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティ、勘定科目に関連したその他

のセクションがアプリケーションファイルにある場合は、それらのセクションは

勘定科目一覧セクションの前に含まれている必要があります。他のセクションは

すべて勘定科目一覧セクションの後に含まれる必要があります。

勘定科目一覧セクションの書式は、固定勘定科目一覧を定義するか連動勘定科目

一覧を定義するかによって異なります。固定勘定科目一覧を定義するセクション

の場合、一覧で勘定科目を指定します。連動勘定科目一覧を定義するセクション

の場合、一覧に含める勘定科目の条件を指定します。

固定勘定科目一覧を定義する勘定科目一覧では、次の書式を使用する必要があり、

固定勘定科目一覧を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。
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[ACCTLIST=List !Description !Security !F] Account !Subaccount Account !

Subaccount .... .. .. .. .. .. .. .. Account !Subaccount

情報 説明

List 20 文字以内の勘定科目一覧 ID

Description 40 文字以内の勘定科目一覧の説明

Security 一覧に割り当てられたセキュリティクラス

Account 勘定科目 ID

Subaccount 一覧に勘定科目のサブ勘定科目を含める場合は Y を、含めない場合は N を指定し

ます。

次に、固定勘定科目一覧を定義する勘定科目一覧セクションの例を示します。

[ACCTLIST=ACCT1 !Account List 1 !LOW !F]

CASH                                                !                   

                 Y

ACCTREC !Y

ACCTPAY !N

SALES    !N 

CGS    !Y

連動勘定科目一覧を定義する勘定科目一覧セクションでは、次の書式を使用する

必要があり、連動勘定科目一覧を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使

用されます。

[ACCTLIST=List !Description !Security !D] GROUP=Group INPUT=Input CALC=Calc

SINGLE=Single MULTI=Multi DYNAMIC=Dynamic DETAIL=Major Accounts

TYPE=Type TABLE=Table SUBACCT=Subaccount CODE=Code SHOW

TABLE=Account

情報 説明

List 勘定科目一覧 ID

Description 勘定科目一覧の説明

Security 一覧に割り当てられたセキュリティクラス

Group 勘定科目一覧に勘定科目グループをすべて含める場合は<ALL>、あるいは、1 つま

たは複数の特定のグループ ID を区切り文字で区切って指定します。

Input 勘定科目一覧に入力勘定科目を含める場合は Y を、含めない場合は N を指定しま

す。

Calc 勘定科目一覧に算出勘定科目を含める場合は Y を、含めない場合は N を指定しま

す。

Single 勘定科目一覧に単一レベルのサブ勘定科目をすべて含める場合は Y を、含めない場

合は N を指定します。

Multi 勘定科目一覧に複数レベルのサブ勘定科目をすべて含める場合は Y を、含めない場

合は N を指定します。
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情報 説明

Dynamic 勘定科目一覧に連動表示勘定科目を含める場合は Y を、含めない場合は N を指定

します。

Detail 勘定科目一覧に選択した主要勘定科目のすべてのサブ勘定科目の詳細を含める場
合は Y を、含めない場合は N を指定します。

Type 勘定科目一覧にすべての種別を持つ勘定科目を含める場合は<ALL>を、あるいは、

1 つまたは複数の種別を指定します。

Table 勘定科目一覧にサブ勘定科目表をすべて含める場合は<ALL>を、あるいは、1 つま

たは複数の特定のサブ勘定科目表 ID を区切り文字で区切って指定します。

Subaccount 勘定科目一覧に特定のサブ勘定科目の詳細を含める場合は<ALL>を、あるいは、1
つまたは複数の詳細を指定します。

Code 勘定科目一覧にすべてのコードを持つ勘定科目を含める場合は<ALL>を、あるいは、

1 つまたは複数の特定のコードを指定します。

Show Table 勘定科目一覧にサブ勘定科目表を指定した勘定科目を含めて、［共用記号］オプ
ションが選択されている場合は<Y>を指定します。

次に、連動勘定科目一覧を定義する勘定科目一覧セクションの例を示します。

[ACCTLIST=ACCT2 !Account List 2 !LOW !D]

GROUP=Group2 !Group3

INPUT=Y

CALC=Y

SINGLE=Y

MULTI=N

TABLE=<ALL>

LEVEL=1

DETAIL=Y

データ入力表セクション
アプリケーションファイルに含まれるデータ入力表セクションは 1 つだけで、ア

プリケーションのすべてのデータ入力表を定義します。アプリケーションからデー

タ入力表を抽出すると、すべてのデータ入力表定義はアプリケーションテキスト

ファイルのデータ入力表セクションに保存されます。データ入力表セクションを

含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリケーションの既存の

データ入力表定義はファイルのデータ入力表定義によって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティ、勘定科目に関連したセクショ

ンがアプリケーションファイルにある場合、それらのセクションはデータ入力表

セクションの前に含まれている必要があります。他のセクションはすべてデータ

入力表セクションの後に含まれる必要があります。

データ入力表セクションでは次の書式を使用する必要があり、データ入力表定義

を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[SCHEDULE] Sched!Desc!Sec!L1!L2!Disp!Show!Recalc!Log!Nodata!Acol!Pcol!Font!Sty!

Size

アプリケーションの読み込みファイルと抽出ファイル 481



情報 説明

Sched 20 文字以内のデータ入力表 ID

Desc 40 文字以内のデータ入力表の説明

Sec データ入力表に割り当てられたセキュリティクラス

L1 データ入力表の 上部の勘定科目一覧の ID

L2 データ入力表の 下部の勘定科目一覧の ID、または、2 番目の勘定科目一覧がない場

合はスペースを指定します。

Disp データ入力表の勘定科目 ID を表示する ID、または、説明を表示する場合は Desc を指

定します。

Show データ入力表のすべての期間を表示する場合は All、現在の期間のみを表示する場合は

Cur を指定します。

Recalc 値を入力するたびにデータ入力表の値をすべて再計算する場合は Y を、自動計算しな

い場合は N を指定します。

Log データ入力表の下に選択した勘定科目のロジックを表示する場合は Y を、非表示にす

る場合は N を使用します。

Nodata すべての期間において、データを含まない勘定科目を非表示にする場合は Y を、表示

する場合は N を指定します。

Acol データ入力表の勘定科目の列幅。 大 40 文字まで使用できます。

Pcol データ入力表のデータの列幅。 大 25 文字まで使用できます。

Font データ入力表のデータフォントの名前。引用符で囲んで指定します。フォントにはシ
ステムで提供されているものを使用する必要があります。

Sty データ入力表のデータを太字で表示する場合は Bold を、斜体で表示する場合は Italic
を、太字の斜体で表示する場合は Bold Italic を、太字も斜体も使用せずに文字を表示す

る場合は Normal を使用します。スタイルは、引用符で囲んで指定する必要がありま

す。

Size データ入力表のデータの文字サイズ。 大 99 ポイントまで使用できます。

データ入力表セクションの例を次に示します。

[SCHEDULE]

BS    !Balance Sheet    !CLASS_9 !BAL1    !    !ID    !ALL!Y!N!N!27!13!"HELV"!"BOLD" !

20

P&L !Profit & Loss     !CLASS_7 !INC        !EXP!DESC    !CUR    !N!N!Y!20!

15!"HELV"!"NORMAL"!9

INV !Inventory        !CLASS_7 !STOCK    !ORD!DESC !ALL!Y!N!N!27!13!"HELV"!"ITALIC"!9

Hyperion Enterprise データ入力モジュールを使用したデータ入力表の定義方法につ

いては、『Hyperion Enterprise ユーザガイド』を参照してください。

期別替セクション
期別替セクションでは、アプリケーションのすべての期別替セットとデータ種別

ペアを定義します。アプリケーションから期別替定義を抽出すると、すべての期
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別替定義はアプリケーションテキストファイルの期別替セクションに保存されま

す。

期別替セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリ

ケーションの既存の期別替定義はファイルの期別替定義によって置き換えられま

す。データ種別セクションがアプリケーションファイルにある場合、そのセクショ

ンが期別替セクションの前に含まれている必要があります。

期別替セクションでは次の書式を使用する必要があり、期別替定義を読み込みま

たは抽出するときに、この書式が使用されます。

[ROLLSET=ID !Descr !Security !Type !]Category !Category !Category !

Category !.. .. .. .. .. .. .. .. .. Category !Category !

情報 説明

ID 期別替ペアのセットを識別する ID。ID の 大長は 20 文字です。

Descr 期別替セットの説明。説明の 大長は 40 文字です。

Security 期別替セットに割り当てられたセキュリティクラス

Type 現在のデータを前年度のデータ種別に移動する場合、一般的な期別替のタイプは Year
end（年度末）です。

期別替セクションの前にデータ種別セクションが含まれている例を次に示します。

[CATEGORY]

.

.

.

[ROLLSET=Set1 !Rollover set 1 !MAXIMUM  !YearEnd]

Actual    !Lastyr              

Lastyr    !Prior2              

Prior2    !5YrHst              

Budget    !Oldbud              

Oldbud                    !BudHst              

Fcst    !     

期別替の定義方法について詳しくは、165 ページの「期別替」を参照してくださ

い。

書式セクション
アプリケーションファイルに含まれる書式セクションは 1 つだけで、アプリケー

ションのすべてのデータ読み込みと抽出を定義します。アプリケーションから書

式を抽出すると、すべてのデータ読み込みおよび抽出の書式定義はアプリケーショ

ンテキストファイルの書式セクションに保存されます。

書式セクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、アプリケー

ションの既存の書式定義はファイルの書式定義によって置き換えられます。書式

セクションは、アプリケーションファイルの 後のセクションである必要があり

ます。

書式セクションでは次の書式を使用する必要があり、書式定義を読み込みまたは

抽出するときに、この書式が使用されます。
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[FORMAT] Format !Desc !Sec !Type !View !Zeros !Aconv !Econv !Neg !Sep !Dec !Scale !

File !Method !By Format !Desc !Sec !Type !View !Zeros !Aconv !Econv !Neg !Sep !Dec !Scale !

File !Method !By .... .. .. .. .. .. .. .. Format !Desc !Sec !Type !View !Zeros !Aconv !Econv !Neg !

Sep !Dec !Scale !File !Method !By

情報 説明

Format 20 文字以内の書式 ID

Desc 40 文字以内の書式の説明

Sec 書式に割り当てられたセキュリティクラス

Type ASCII データを読み込む場合の書式には L を、データを抽出する場合は E を、データの

読み込みと抽出の両方を行う場合は B を指定します。

View データの累計を表示する場合は YTD、期別に表示する場合は Per、データ種別のデフォ

ルト表示を使用する場合は Cat を指定します。

Zeros データ抽出に使用する書式で、ゼロ値を非表示にする場合は Y、表示する場合は N を

指定します。このオプションは読み込み書式では使用できません。自動的にスペース
が指定されます。

Aconv 勘定科目変換表の ID、または、勘定科目の変換が必要ないデータで使用する書式には

スペースを指定します。

Econv エンティティ変換表の ID、または、エンティティの変換が必要ないデータで使用する

書式にはスペースを指定します。

Neg 負の記号を示す文字。この文字は引用符で囲む必要があります。

Sep データファイルの項目を区切る文字。この文字は引用符で囲む必要があります。

Dec 抽出書式のデータの小数点以下桁数。0 ～ 9 を使用できます。このオプションは読み

込み書式には使用できません。その場合はスペースが自動的に指定されます。

Scale データの単位を指定する 0 ～ 9 の数字、または、デフォルトの単位を使用する場合は

スペースを指定します。

File ファイル名は、［データの読込］または［データの抽出］ダイアログボックスの［ファ
イル］編集ボックスに表示されます。ファイル名は引用符で囲む必要があり、DOS ワ

イルドカード文字も使用できます。

Method 演算（乗算または除算）

By ロジックで指定した演算の数

書式セクションの例を次に示します。

[FORMAT]

LONLOAD!Load London    !L!CAT!!ACCTLON!NAMELON!"-"!"!"!!3!"*.DAT"

BRLOAD !Load Brussels    !L!CAT!!ACCTBR !NAMEBR !"-"!"!"!!3!"*.DAT"

HKLOAD !Load Hong Kong !L!CAT!!ACCTHK !NAMEHK !"-"!"!"!!3!"*.DAT"

レポートセットセクション
アプリケーションファイルには、複数のレポートセットセクションを含めること

ができます。各レポートセットセクションによって、レポートセットが 1 つ定義
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されます。アプリケーションからレポートセットを抽出すると、各セットは個別

のレポートセットセクションに保存されます。

レポートセットセクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込むと、

アプリケーションファイルのレポートセット定義は、アプリケーションの既存の

レポートセットの定義に追加されます。アプリケーションファイルによって、既

存のレポートセットと同じ ID を持つレポートセットが定義されると、既存の定義

はアプリケーションファイルの定義によって置き換えられます。

コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティ、勘定科目、期別替、データ

入力表に関連したセクションがアプリケーションファイルにある場合は、それら

のセクションはレポートセットセクションの前に含まれている必要があります。

他のセクションはすべてレポートセットセクションの後に含まれる必要がありま

す。

レポートセットセクションでは次の書式を使用する必要があり、レポートセット

を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[REPSET= !Set !Setdesc !Security] Report !Repdescrip !Security Report !Repdescrip !

Security .... .. .. .. .. .. .. .. Report !Repdescrip !Security

情報 説明

Set 20 文字以内のレポートセット ID

Setdescrip 40 文字以内のセットの説明

Report 20 文字以内のレポート ID

Repdescrip 40 文字以内のレポートの説明

Security レポートに割り当てられたセキュリティクラス

この例のレポートセットセクションでは、3 つのレポートが含まれる INCOME と

いうセットを定義します。

[REPORTSET=INCOME !Income Statements !MODERATE]

ISEUR    ! Europe Income Statement    !Moderate

ISUS    ! U.S. Income Statement    !Maximum

ISMEX    ! Mexico Income Statement    !Moderate

各アプリケーションのマスタアプリケーションファイルには、セット説明のない

NONE というレポートセットセクションが含まれています。セットに属さないレ

ポートにはこのレポートセットセクションを使用します。NONE というセットの

セクションの例を次に示します。

[REPSET=NONE]

CASHUS    ! United States Cash Flow

CASHMEX    ! Mexico Cash Flow 

オプションのステータスインジケータを使用すると、複合レポートを指定できま

す。

後の列が R、フィールドなし、または空白である場合、標準のレポートである

ことを示します。次の例に、3 つの標準レポートを表す行を示します。
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COL2A !COL FREQ WITH DIFF 

DATES

!MAXIMUM!R

COL1 !MON & YTD FREQ !MAXIMUM

COL2 !QUA & QTD FREQ !MAXIMUM!

後の列が C である場合、複合レポートであることを示します。

COL2A !COL FREQ WITH DIFF 

DATES

!MAXIMUM!C

セクションヘッダーレコードでのオプションのフラグは、レポートセットを

Hyperion Schedules のデータ入力に使用できるかどうかを示します。 後の列が空

白の場合やフィールドがない場合、Hyperion Schedules では使用できません。

[REPORTSET=AM1 !Column Freq with CMO 

or Period Number

!MAXIMUM]

[REPORTSET=AM1 !Column Freq with CMO 

or Period Number

!MAXIMUM!]

[REPORTSET=AM1 !Column Freq with CMO 

or Period Number

!MAXIMUM!]

後の列が X の場合、Hyperion Schedules で使用できます。

[REPORTSET=AM1 !Column Freq with CMO 

or Period Number

!MAXIMUM!X]

パッケージセットセクション
アプリケーションファイルに含まれるパッケージセットセクションは 1 つだけで、

アプリケーションのすべてのパッケージを定義します。アプリケーションからパッ

ケージを抽出すると、すべてのパッケージ定義はアプリケーションテキストファ

イルのパッケージセットセクションに保存されます。

パッケージセットセクションを含んでいるアプリケーションファイルを読み込む

と、アプリケーションの既存のパッケージ定義はファイルのパッケージ定義によっ

て置き換えられます。コード、計算式、データ種別、通貨、エンティティ、勘定

科目、期別替、データ入力表セクションに関連したセクションがアプリケーショ

ンファイルにある場合、またレポートセットセクションがある場合は、それらの

セクションがパッケージセットセクションの前に含まれている必要があります。

書式セクションのみ、パッケージセットセクションの後に含めることができます。

パッケージセクションでは次の書式を使用する必要があり、パッケージ定義を読

み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[BOOKSET=Set !Setdescrip !Security] Book !Description !Security Book !Description !

Security .... ..

.. .. .. .. .. .. Book !Description !Security
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情報 説明

Set 20 文字のパッケージセットの ID

Setdescrip 40 文字以内のパッケージセットの説明

Book 20 文字以内のパッケージ ID

Description 40 文字以内のパッケージの説明

Security パッケージセットのセキュリティクラス

パッケージセクションの例を次に示します。

[BOOKSET=NUMBOOKS !Books ending with numbers !MAXIMUM]

Book1 !27 Page Test Book    !MAXIMUM

Book2 !Ask Functions    !MAXIMUM

Book3 !Names    !MAXIMUM

Book4 !Dates    !MAXIMUM

Book5 !Frequencies    !MAXIMUM

連結割り当て表セクション

注： この情報は、期間ごとの組織アプリケーションにのみ適用されます。

アプリケーションファイルには、連結割り当てのセクションを含めることができ

ます。このセクションを含めるには、アプリケーションが期間とデータ種別ごと

に変わるアプリケーション設定を選択する必要があります。

連結割り当て表セクションでは次の書式を使用する必要があり、連結割り当て定

義を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[CONSOLASSIGN=<ConsolidationforHolding>] %ControlTo !ConsolMethod !

%Consolidate %ControlTo !ConsolMethod !%Consolidate %ControlTo !ConsolMethod !

%Consolidate

情報 説明

ConsolidationforHolding 持株会社に割り当てられた連結ロジック

%ControlTo 支配比率の範囲。範囲の開始は自動的に指定されるので、終了範囲を指
定します。連続した 0 ～ 100 の比率を指定する必要があります。

ConsolMethod 指定した範囲内に該当する、エンティティに割り当てられた連結ロジッ
ク

%Consolidate 連結比率。%OWNMIN または%OWN のいずれかを指定します。小数点以下

の桁数が 6 桁を超える数値は入力できません。

%ControlTo オプションを指定する場合、次のルールが適用されます。

l 各入力項目は数値か、または数値の前に小なり記号（<）を付けたものである

必要があります。
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l 各入力項目は 0（ゼロ）より大きく、100 以下である必要があります。

l 後続の各行には、前の行よりも大きい数値を含める必要があります。

l 入力項目の小数点以下の桁数は 6 桁を超えない必要があります。

アプリケーションオプションセクション
アプリケーションファイルには、アプリケーションオプションのセクションが含

まれています。

アプリケーションオプションセクションでは次の書式を使用する必要があり、ア

プリケーション定義を読み込みまたは抽出するときに、この書式が使用されます。

[APPLICATION] APPCURR=Currency FLOWRATE=FlowRate

FLOWMETHOD=FlowMethod BALRATE=BalRate BALMETHOD=BalMethod

ACCTLOCK=LockingAccount JOURREVIEW=Reviewed JOURLOGIC=Calculate

SYSSETTING=SystemSetting BILLION="Billion" MILLION="Million"

THOUSAND="Thousand" DECIMAL="Decimal"

情報 説明

Currency 有効な通貨

FlowRate 有効なレート勘定科目

FlowMethod PVA または VAL

BalRate 有効なレート勘定科目

BalMethod PVA または VAL

LockingAccount 有効な勘定科目

Reviewed 仕訳帳の承認済ステータスをアプリケーションで使用する場合は Y、このステー

タスを使用しない場合は N を指定します。

Calculate 仕訳帳を入力するたびに値をすべて再計算する場合は Y を、自動計算しない場

合は N を指定します。

SystemSetting Windows 数値設定を使用する場合は Y を、十億、百万、千、および小数の区切り

文字を指定する場合は N を指定します。SysSetting=Y の場合は、区切り文字の情

報を入力する必要はありません。

Billion 十億の区切り文字に使用する文字。この文字は引用符（""）で囲む必要があり

ます。

Million 百万の区切り文字に使用する文字。この文字は引用符（"）で囲む必要がありま

す。

Thousand 千の区切り文字に使用する文字。この文字は引用符（"）で囲む必要がありま

す。

Decimal 小数の区切り文字に使用する文字。この文字は引用符（"）で囲む必要がありま

す。
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テキストファイルの変更
システム情報が入った ASCII ファイルは、テキストエディタで編集できます。例

えば、総勘定元帳から Hyperion Enterprise に勘定科目表を変換するとします。テ

キストエディタを使用して勘定科目グループとサブ勘定科目表の定義を変更して

から、Hyperion Enterprise に読み込みます。

システムファイルを編集する際のガイドラインを示します。

l アプリケーションファイルにアプリケーション内の全要素の定義が含まれて

いる場合は、アプリケーション要素の定義を参照する他の定義よりも前にア

プリケーション要素の定義が配置される必要があります。例えば、エンティ

ティ定義は、エンティティを使用するエンティティ変換表の定義よりも前に

含まれている必要があります。

l アプリケーション要素の ID と属性が、Hyperion Enterprise モジュールで定義

された ID と属性の長さを超えることはできません。例えば、通貨 ID の 大

長は、エンティティモジュールを使用して定義した場合もテキストエディタ

を使用して定義した場合も 20 文字です。

l 各行の項目を区切るための区切り文字を揃えて、システムファイルを読みや

すくすることができます。

ファイルは必ず ASCII 形式で保存してください。

テキストファイルの変更 489
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E
Webユーザインターフェイス

のカスタマイズ

この付録の内容

組織のロゴの表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 491

この付録では、ビジネス環境での Hyperion Enterprise Web デスクトップ表示のカ

スタマイズについて説明します。

組織のロゴの表示
Hyperion Enterprise Web デスクトップをカスタマイズして、組織のロゴを表示でき

ます。

ä 組織のロゴを表示するには、次の手順に従います。

1 ロゴの画像のサイズを変更して、縦横比を保持したまま高さを 33 ピクセル以下にし

ます。

2 ロゴ画像ファイルの名前を customer_header.bmpに変更します。

3 ロゴ画像ファイルを次のディレクトリにコピーします。

<path>\Hyperion Solutions\Hyperion Enterprise\HEWeb\themes

\theme_tadpole\images_global

組織のロゴの表示 491
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F
予約済みラベル

ディメンション要素を設定する際には、次の予約済みラベルを使用しないでくだ

さい。例えば、勘定科目に CRITERIA というラベルを指定しないでください。指

定すると、オラクル社の Hyperion(R) Enterprise(R) Reporting で正しくコンパイル

されません。

表 79 予約済みラベル

@ACC @AFTER @ALL @APP

@ASK @BAS @BEFORE @CAT

@CMC @CMO @CON @CUR

@DAT @DEP @DES @END

@EXC @EXPAND @FDE @FIRST

@FRE @FUL @HEA @LAB

@LAST @NAM @PAR @SCA

@START @SUB A24 ABS

ACCLEVEL ACCLIST ACCOUNT AFTER

ALL AND AS ASSET

ASTART ATTRIBUTE AUTO AVG

BALANCE BAS BASE BEFORE

BEGINREPORT BET BETWEEN BLANK

BMP BOOK BOOKS CALCULATED

CALORDER CATEGORY CELL CENTER

CFMT CHACC CHANGE CHCAT

CHDATE CHFREQ CHG CHNAME

CLN COL COLHEAD COLOR

COLREF COLTITLES COLUMN COLUMNS

COMMENTS CONVTONUM CPN CRITERIA

CUM DAILY DATE DBZ
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DETAIL DFMT DIF DRILL

DUR DWVDAYS DYTD END

ENDREPORT ENTENUM ENTITY ERR

ERROR ESORT EXPAND EXPENSE

FIL FIRST FIRST FIX

FLOW FMT FOOTERS FOR

FRAME FREQ FROM FULL

GRID HAL HEAD HFMT

HSTART HTD HYTD IF

IFT IMPORT INCOME INPUT

IS JUSTIFY KEYS LABELS

LANDSCAPE LARGEVOL LAST LAYOUT

LEADING LEFT LEGAL LFMT

LIABILITY LIMPCH LIST MAJOR

MARGINS MAXCOL MAXROW MID

MONTHLY MUL NEXT NO

NODATA NOT NSTART NUMBER

NUMLINES OPE OPTIONS OR

ORGBYPER ORIENT PAGE PAGEORDER

PARENT PBE PCH PCR

PCT PER PGSIZE PLUG

PORTRAIT PRE QTD QUA

QYTD RANK RAT REGULAR

REPORT REVERSE RFMT RIGHT

RND ROUND ROW ROWHEAD

ROWREF ROWS SACCTAB SCALING

SCALINGOFFSET SHAREDRC SHORT SKIP

SORT SPACE SPARSEDATA START

STATEMENTS STYLE SUB SUBACC

SUBNAM SUM SUPPRESS TABLE
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TEXT THEN TIME TITLES

TRANS TRI TTD TYTD

UNFORMATTED UNTIL VALUE WEE

WROW WYTD YEA YTD

ZERO ‘（アポストロフィ）  

オラクル社の HyperionR EnterpriseR Reporting はレポートの生成に使用できます。
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索引

記号
, 60

12 期間の平均（A12）関数, 365

24 期間の平均（A24）関数, 366

A - Z
A12 関数, 365

A24 関数, 366

ABS 関数, 366

Active Directory

基本 DN, 138

ホスト名, 138

ポート番号, 138

Active Directory の導入シナリオ, 149, 151, 152

Advanced Consolidation Engine。「Statutory

Consolidation Engine」を参照

API, 34

APP（@APP）, 44

APP_ACCTFORLOCK アプリケーションオプ

ション, 422

APP_BALACCT アプリケーションオプション,

421

APP_BILLIONS アプリケーションオプション,

423

APP_CALENDAR アプリケーションオプショ

ン, 425

APP_CONSOL_IS_PER アプリケーションオプ

ション, 425

APP_CURRENCY アプリケーションオプショ

ン, 421

APP_DATACACHESIZE アプリケーションオプ

ション, 426

APP_DATA アプリケーションオプション, 420

APP_DECIMAL アプリケーションオプション,

424

APP_DESC アプリケーションオプション, 420

APP_EXPECTED_ACCTS アプリケーションオプ

ション, 425

APP_EXPECTED_CATS アプリケーションオプ

ション, 425

APP_EXPECTED_ENTITIES アプリケーション

オプション, 425

APP_EXPECTED_REPORTS アプリケーション

オプション, 425

APP_FLOACCT アプリケーションオプション,

421

APP_HOLDING_LOGIC アプリケーションオプ

ション, 423

APP_IMPACTFUTURECAT アプリケーションオ

プション, 425

APP_INBOX アプリケーションオプション, 420

APP_INPUT_PCT アプリケーションオプショ

ン, 423

APP_IS_ORGBYPER アプリケーションオプショ

ン, 423

APP_ISBALACCTPVA アプリケーションオプ

ション, 421

APP_ISFLOACCTPVA アプリケーションオプ

ション, 422

APP_JOUR_AUTONUMBER アプリケーション

オプション, 423

APP_JOUR_REVIEW アプリケーションオプ

ション, 422

APP_JOUR_RUN_LOGIC アプリケーションオ

プション, 422

APP_JOUR_TOPLEVEL アプリケーションオプ

ション, 424

APP_MILLIONS アプリケーションオプション,

424

APP_NUM_DECIMALS アプリケーションオプ

ション, 424

APP_OUTBOX アプリケーションオプション,

420

APP_PATH アプリケーションオプション, 420

APP_REPORT アプリケーションオプション,

421
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APP_STORECONDETAIL アプリケーションオ

プション, 424

APP_STORETRANDETAIL アプリケーションオ

プション, 424

APP_SUBACCTSIG アプリケーションオプショ

ン, 425

APP_THOUSANDS アプリケーションオプショ

ン, 424

APP_USE_CHILD_RATES アプリケーションオ

プション, 426

［Application Backup（アプリケーションバック

アップ）］ダイアログボックス, 30, 31, 32, 33

［Backup Profiles（バックアッププロファイ

ル）］タブ, 30

［スケジュール］タブ, 32

［復元］タブ, 33

［ロジック］タブ, 31

Application Default Path オプション, 432

Application Description オプション, 433

Application ID オプション, 431

Application Path オプション, 433

Application.INI ファイル, 47, 417–426

APP マクロ; マクロ, APP, 322

ASCII ファイル, 67

アプリケーション, 64

アプリケーションの再構築, 65

AVE 関数, 367

BALANCE 関数, 367

BASEFLOW 関数, 368

BASE 関数, 368

CATEGORY 関数, 368

CHARTDSM ロジック, 60

CONSOL 関数, 405

CPN 関数, 369

CROSSRATE 関数, 370

CSS.xml

手動設定, 142

CSS.xml の手動設定, 142

CTD 関数, 370

CUM 関数, 371

Database Preferences オプション, 435

Default Account オプション, 434

Default Category オプション, 433

Default Entity オプション, 433

Default Organization オプション, 433

Default Period オプション, 434

Delete Error Log オプション, 434

DFB 関数, 371

DIFF 関数, 372

Display ID or Description for Database Window オ

プション, 435

Display ID or Description for Organization Window

オプション, 436

DSUB 関数, 372

DSUSA 関数, 373

DTOSA 関数, 374

DTOT 関数, 375

DUR 関数, 375

DWV 関数, 376

ECODEIC 関数, 377

ECODE 関数, 377

ELIM 関数, 406

ENABLE CACHE FOR SMARTVIEW アプリケー

ションオプション, 422

Enter Key オプション, 434

Error as Zero オプション, 433

Execute Excel オプション, 433

FDM 設定, 324

FDM データへの接続, 323

Font Name for Database Window オプション,

435

Font Name for Organization Window オプション,

435

Font Size for Database Window オプション, 435

Font Size for Organization Window オプション,

435

Font Style for Organization Window オプション,

436

Font Weight for Database Window オプション,

435

Font Weight for Organization Window オプショ

ン, 435

GTZ 関数, 379

HACCESS Data Table Cache Count オプション,

432

HEServer.xml ファイル（Centserver）; ファイル

サーバセットアッププログラム実行可能

ファイル, 324

HPDRVCNT オプション, 432

HPDRVn オプション, 432

HSRVCTRL.EXE プログラム, 323

Hub

外部認証用の設定, 137

HYPENT.INI ファイル, 430–438
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更新; ファイル

HYPENT.INI, 321

場所; ファイル

HYPENT.INI, 341

Hyperion Enterprise

API, 34

テスト, 19

Hyperion Enterprise Web アプリケーション

無効化, 346

Hyperion Enterprise アプリケーションの変換,

38

Hyperion Enterprise サーバ

管理; 設定, 315

Hyperion Enterprise サーバ管理

アクセス, 316

概要, 315

Hyperion Retrieve

セキュリティ, 127

IF THEN 条件（IFT）関数, 380

IFT 関数, 380

IF 条件（IF）関数, 379

IF 条件関数, 379

INC 関数, 380

INI ファイル

application のサンプル, 428

HYPENT のサンプル, 436

INP 関数, 381

LDAP

基本 DN, 138

バージョン, 130

プロバイダ設定名, 138

プロバイダの追加または設定, 138

ホスト名, 138

ポート番号, 138

LDAP の導入シナリオ, 148, 151, 153

LEVEL 関数, 381

LOAD.PER ファイル

カレンダー, 438

書式, 438

変更, 37

編集, 438

LOC 関数, 382

LTZ 関数, 382

MAX 関数, 383

MCODEIC 関数, 383

MCODE 関数, 383

Microsoft Active Directory

プロバイダ設定名, 138

プロバイダの追加または設定, 138

MIN 関数, 384

MODAPPDLL アプリケーションオプション,

421

NEXT 関数, 384

NMP 関数, 384

No Data as Zero オプション, 433

NOCONSOL 関数, 406

NOC 関数, 385

NOELIM 関数, 407

NOINP 関数, 386

NOROUND 関数, 407

NOSIGN 関数, 386

NOTRANS 関数, 407

NT LAN Manager

設定の必要条件, 136

ドメインの指定, 142

必要なユーザ権限, 136

プロバイダ設定名, 141

プロバイダの追加または設定, 141

NT LAN Manager 設定のドメインプロパティ,

142

NT LAN Manager の導入シナリオ, 150, 151

OPENELIM 関数, 388

OPENPROP 関数, 388

OPENTRAN 関数, 389

OPEN 関数, 388

OPE 関数, 387

ou, 139

OWN（%OWN）値, 61

OWNMIN（%OWNMIN）値, 61

PCH 関数, 389

PCONSIC 関数, 390

PCONS 関数, 389

PER 関数, 390

POWNIC 関数, 390

POWN 関数, 390

PRD 関数, 391

PRE 関数, 391

PVA 関数, 391

RET 関数, 392

RND 関数, 392

ROUND 関数, 408

Save Changes オプション, 434

SCA 関数, 394

SCE（Statutory Consolidation Engine）, 60
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Schedule オプション, 434

SIGN 関数, 395

SiteMinder

バージョン, 130

Sites

アクセス, 82

Statutory Consolidation Engine, 60

［Statutory Consolidation Engine］オプションの

使用, 42

SUBSA 関数, 396

SUBTOTAL 関数, 395

SUM 関数, 396

TOTAL 関数, 397

TOTSA 関数, 398

TRANSP 関数, 398

UDL ファイルの作成, 54

UNIX

バージョン, 130

URL

LDAP／MSAD プロバイダ, 138

User ID オプション, 431

User Path オプション, 434

USE 関数, 409

VAL 関数, 400

Web サーバ

起動; サーバ

Web サーバの起動, 342

Web ブラウザ, Hyperion Enterprise の起動; サー

バ

Hyperion Enterprise Web の起動; Web サーバ

Hyperion Enterprise Web の起動, 346

Web メッセージング, 348

Windows

バージョン, 130

YTD 関数, 400

あ行
アクセス

制限, 97

セキュリティ, 82

［セキュリティ］デスクトップ, 82

アクセス権

上書き, 97

セキュリティ, 77

タスク, 121

メンバ, 90

ユーザグループのアクセス権の上書き, 97

アクセス権レポート, 114

アクティブな Web ユーザ一覧ページ; Web

ユーザ情報, 71

アジア

連結, 60

値の取得（GET）関数, 378

アップグレード

テスト, 19

アドレス

LDAP／MSAD プロバイダ, 138

アプリケーション

ASCII ファイルからの再構築, 65

Hyperion Enterprise 5, 82

ID, 35

Web, 設定; Web

アプリケーション, 設定, 341

Web 用に設定; Web サーバ

アプリケーションの設定; サーバ, 342

後で変更できない設定, 33, 35

オプション, 35

クライアントモード, 339

クライアントモードでのバックアップ; バッ

クアップ

クライアントモード; モード, 340

参照のみモード, 337

サーバ処理に対する有効化; サーバ

アプリケーション処理の有効化; アプリケー

ションサーバ, 322

サーバを使用した抽出, 329

サーバを使用した読み込み, 328

［サーバー管理］ウィンドウでの変更, 319

設計, 33

単一ユーザモード, 339

抽出, 64, 67

通貨, 180, 181

定義, 44

ドライバ, 37

場所の変更, 45

バックアップ, 21, 64

ユーザの保護, 97

読み込み, 64, 66

リモートでの抽出, 329

リモートでの読み込み, 328

連結ステータス, 358

ログオンしているユーザ, 69

［アプリケーション］ウィンドウ, 49
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［アプリケーションカレンダー］オプション,

37

アプリケーションサーバ

セットアッププログラム; サーバ

アプリケーションサーバ, 326

トラブルシューティング, 352

アプリケーションの再構築, 65

アプリケーションの設定, 33

後で変更できない, 33

アプリケーションのバックアップロジック

管理, 25

選択, 25

編集, 26

アプリケーションのユーザレポート, 69

アプリケーションバックアップのスケジュール

管理, 26

選択, 27

編集, 28

アプリケーションファイル

エンティティ一覧セクション, 468

エンティティセクション, 462

エンティティの親子関係セクション, 464

エンティティ変換セクション, 467

下位構造セクション, 461

会社間セクション, 475

会社間の子セクション, 477

勘定科目一覧セクション, 479

勘定科目グループセクション, 474

勘定科目変換セクション, 478

期別替セクション, 482

計算式セクション, 455

コードセクション, 455

サブエンティティセクション, 459

サブエンティティの親子関係セクション,

460

サブ勘定科目セクション, 473

サブ勘定科目表セクション, 472

書式セクション, 483

組織セクション, 466

通貨セクション, 458

データ種別セクション, 457

データ入力表セクション, 481

パッケージセットセクション, 486

レポートセットセクション, 484

連結割り当て表セクション, 487

アプリケーションファイルのエンティティ一覧

セクション, 468

アプリケーションファイルのエンティティセク

ション, 462

アプリケーションファイルのエンティティの親

子関係セクション, 464

アプリケーションファイルのエンティティ変換

セクション, 467

アプリケーションファイルの下位構造セクショ

ン, 461

アプリケーションファイルの会社間セクショ

ン, 475

アプリケーションファイルの勘定科目一覧セク

ション, 479

アプリケーションファイルの勘定科目グループ

セクション, 474

アプリケーションファイルの勘定科目変換セク

ション, 478

アプリケーションファイルの期別替セクショ

ン, 482

アプリケーションファイルの計算式セクショ

ン, 455

アプリケーションファイルのコードセクショ

ン, 455

アプリケーションファイルのサブエンティティ

セクション, 459

アプリケーションファイルのサブエンティティ

の親子関係セクション, 460

アプリケーションファイルのサブ勘定科目セク

ション, 473

アプリケーションファイルのサブ勘定科目表セ

クション, 472

アプリケーションファイルの書式セクション,

483

アプリケーションファイルの組織セクション,

466

アプリケーションファイルの通貨セクション,

458

アプリケーションファイルのデータ種別セク

ション, 457

アプリケーションファイルのデータ入力表セク

ション, 481

アプリケーションファイルのパッケージセット

セクション, 486

アプリケーションファイルのレポートセットセ

クション, 484

アプリケーションファイルの連結割り当て表セ

クション, 487

アプリケーションモジュール

セキュリティ, 122
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アプリケーション要素レポート, 115, 116

［アプリケーション読み込みの 適化］オプショ

ン, 44

一覧

固定一覧の作成, 309, 313

定義, 306

移動

［組織］ウィンドウ, 192

イベントログオプション, 53

イベントログ情報の消去; データベースの消去,

58

イベントログの表示, 57

インストール

Hyperion Enterprise Web インストールの確

認; Web サーバ

Hyperion Enterprise Web インストールの確

認; サーバ, 346

インポート

計算式, 404

ウィンドウ

アプリケーション, 49

エンティティ一覧, 310

下位構造, 227

会社間照合, 288

カスタム関数, 257

勘定科目表, 271

期別替, 168

更新ルール, 255

コード, 178

サブ勘定科目表, 279

組織, 191–199

通貨, 181

データ種別, 156

変換表, 297

ロジック, 246

エクスポート

計算式, 404

エラー

ログレベル, 142

エラーメッセージ

設定, 142

演算子, 233

エンティティ

移動, 359

親が未定義のエンティティの除去, 214

親子関係, 205–206

親子関係の算出, 224

会社間サブ勘定科目に連結, 398

計算式に貼り付け, 240

子の非表示, 193

子の表示, 193

コピー, 213

コード, 383

削除, 359

消去属性, 205

設定, 203

組織からの削除, 214

組織からの除去, 214

組織内で検索, 196

組織への追加, 209

属性, 203–205

単位属性, 204

追加, 359

定義, 186, 210

デフォルトの設定, 208

名前の変更, 359

フィルタ, 312

変更, 210

他のシステムからの変換, 295

マウスによる移動, 212

未定義, 214

メニューコマンドを使用した移動, 211

連結ステータス, 358

エンティティ一覧

概要, 310

コピー, 304

削除, 304

設定, 304

編集, 304

［エンティティ一覧］ウィンドウ, 310

エンティティコード（ECODE）関数, 377

エンティティのドラッグアンドドロップ, 212

エンティティ変換表

定義, 301

［エンティティ変換表］ウィンドウ, 297

エンティティモジュール

セキュリティ, 126

重み付け値, 376

親

親の仕訳帳, 41

組織内で検索, 196

調整, 39

入力値, 381

入力ロジック, 208
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親が未定義のエンティティ

概要, 214

除去, 214

親が未定義のエンティティの除去, 214

親子関係

影響, 61

エンティティ, 205

開始値, 388

子, 390

算出, 224, 360

属性の設定, 210

デフォルトの設定, 208

データの入力, 218

パートナー, 390

表のフィルタ, 220

変更, 360, 363

［親の調整の許可］オプション, 41

親レベルの四捨五入, 244

か行
下位構造

印刷, 228

影響, 211

エンティティ属性, 203

概要, 188

サブエンティティの削除, 360

追加, 359

定義, 228

プレビュー, 228

［下位構造］ウィンドウ, 227

［開始期間］データ種別属性, 159

開始値（OPEN）関数, 388

［開始年］データ種別属性, 159

会社間

エンティティ属性, 205

概要, 287

サブ勘定科目表, 281, 289

消去値, 381

消去への更新ルールの使用, 255

設定, 360

レポート, 292

会社間照合

グループの作成, 291

グループの定義, 289

更新ルール, 292

［会社間照合］ウィンドウ, 288

会社間照合レポート, 292

会社間の子

更新, 226

表示, 199

会社間の子セクション

アプリケーションファイル, 477

会社間パートナー。「パートナー」を参照

会社間パートナーエンティティコード

（ECODEIC）関数, 377

会社間パートナー出資比率（POWNIC）関数,

390

会社間パートナーの連結ロジック

（MCODEIC）関数, 383

会社間パートナー連結比率（PCONSIC）関数,

390

会社間レベル（LEVEL）関数, 381

開発ツール, 34

書き込み可能モード; モード

書き込み可能; アプリケーション

書き込み可能モード, 338

カスタム関数

概要, 257

計算式ファイルからの抽出, 263

計算式ファイルへの読み込み, 263

削除, 258

サンプル, 415

設定, 258

抽出, 260

読み込み, 259

［カスタム関数］ウィンドウ, 257

株式

影響, 61

親子関係, 206

抽出, 221–224

入力, 39, 218

読み込み, 221–224

［株式の入力方法］オプション, 39

カレンダーファイル

サンプル, 440

書式, 438

定義, 438

監査証跡

仕訳帳, 43

監査証跡の詳細

追跡, 39

換算

禁止, 407

四捨五入, 243
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設定, 50

デフォルト, 181

ロジック, 206

換算詳細

期首残高, 389

保存, 39

換算値の四捨五入（ROUND）関数, 408

換算なし（NOTRANS）関数, 407

［換算の詳細］オプション, 41

換算ロジック

サンプルスクリプト, 413

変更, 359, 363

漢字ベースのシステムオプション, 432

勘定科目

Enterprise 勘定科目の検索, 300

値の取得, 378, 392

移動, 279, 362

会社間照合グループの検索, 288

勘定科目の定義, 278

勘定科目表での検索, 272

外部勘定科目の検索, 300

概要, 267, 270

計算式スクリプト, 402

計算式に貼り付け, 240

計算式の表記規則のラベル, 232

計算式を含む, 268

合計, 375, 396, 397

削除, 277, 362

サブ勘定科目を添付, 275

詳細の追加, 284

設定, 277

設定値, 375

増分値, 380

属性, 273–275

属性の変更, 362

定義, 268, 278

入力を禁止, 386

フィルタ, 307

符号, 386, 395

他のシステムからの変換, 295

保護の選択, 52

モジュール連結ステータス, 361

連結ステータス, 361

連結の禁止, 385

連動表示, 268

連動表示の定義, 252

レート, 51

レートを含める, 181

ロジック内の検索, 248

ロジックの表記規則, 232

勘定科目一覧

概要, 304

コピー, 304

削除, 304

設定, 304

編集, 304

勘定科目グループ

移動, 277

勘定科目表での検索, 272

概要, 270

グローバル情報, 270

削除, 276

設定, 276

選択項目を表示, 272

定義, 276

勘定科目の値の検索（RET）関数, 392

勘定科目の符号, 386, 395

勘定科目の連結なし（NOC）関数, 385

勘定科目表

表示, 248

［勘定科目表］ウィンドウ, 271

勘定科目変換表

定義, 300

［勘定科目変換表］ウィンドウ, 297

勘定科目モジュール

セキュリティ, 121

関数

計算式に貼り付け, 240

管理ウィンドウ; サーバ

管理ウィンドウ; アプリケーションサーバ

管理ウィンドウ, 317

外部認証

設定, 137

期間

LOAD.PER での定義, 438

LOAD.PER での変更, 438

数, 384

期間の年の変更, 165

差異, 372

取得, 369

定義, 439

開く, 217

ファイルの定義, 37

編集, 37
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期間（PER）関数, 390

［期間およびデータ種別ごとの親子関係］オプ

ション, 38

期間数（NMP）関数, 384

［期間数］データ種別属性, 160

期間単位

影響, 166

期別替, 176

定義, 439

データ種別属性, 159

ヘッダー, 439

記号

定義, 42

期首残高

換算詳細, 389

勘定科目, 368, 387

差異, 371

消去, 388

比率詳細, 388

フロー勘定科目, 368

期首残高（OPE）関数, 387

期首残高 - 換算（OPENTRAN）関数, 389

期首残高 - 消去（OPENELIM）関数, 388

期首残高 - 比率（OPENPROP）関数, 388

期別替

アクセス権, 169

概要, 165–168

ケーススタディ, 170–173

実行, 68

セットの定義, 169

必要なアクセス権限, 68

例, 173–177

［期別替］ウィンドウ, 168

期別替セット

概要, 166

定義, 169

期別値, 51

期別値（PRD）関数, 391

期別値（PVA）関数, 391

［期別連結］オプション, 38

基本 DN

LDAP／MSAD, 138

議決権株, 218

行継続, 403

クライアントモード; モード

クライアント, 338

クラス

セキュリティ, 74

グループ

ディレクトリ内の場所, 139

グループ URL, 139

グループからのユーザの除去, 107

グループの割り当てと除去, 92

グループを含める, 93

グローバル勘定科目グループ

概要, 270

警告

ログレベル, 142

計算記号, 233

計算式

2 行以上, 403

インポート, 404

エクスポート, 404

エンティティの貼り付け, 240

格納する勘定科目, 268

勘定科目の貼り付け, 240

関数の貼り付け, 240

概要, 231

切り取り, 240

コピー, 240

コメント, 403

作成, 234

スクリプトエディタでの編集, 403

抽出, 260

データ種別の貼り付け, 240

貼り付け, 240

表記規則, 232

優先, 409

読み込み, 259

リンク, 241

リンクの表示, 241

連結ステータス, 362

計算式スクリプト

サンプル, 412

使用, 248

計算式の実行

パフォーマンス, 38

計算式モジュール

セキュリティ, 126

ケーススタディ

期別替, 170–173

月次データ

期別替, 174, 175

現在の期間番号（CPN）関数, 369
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現地通貨値（LOC）関数, 382

子

出資比率, 390

非表示, 193

表示, 193

表のフィルタ, 220

連結比率, 389

更新ルール

会社間照合, 292

概要, 255

計算式ファイルからの抽出, 262

計算式ファイルへの読み込み, 262

削除, 256

サンプルスクリプト, 414

設定, 256

抽出, 260

定義, 256

読み込み, 259

［更新ルール］ウィンドウ, 255

固定

サブ勘定科目, 275

固定一覧

作成, 309, 313

定義, 303

［子のレート勘定科目を使用］オプション, 43

コメント

計算式スクリプト, 403

定義, 233

コード

エンティティ, 218, 377, 388

エンティティ属性, 204

勘定科目, 274

概要, 177

検索, 155

削除, 178

サブ勘定科目, 274

定義, 179

パートナー, 377

変更, 359

ロジック, 383

［コード］ウィンドウ, 178

コード勘定科目属性, 274

合計

勘定科目, 375, 396, 397

サブ勘定科目, 374

合計（SUM）関数, 396

さ行
差異（DIFF）関数, 372

下位エンティティとの差異（DFB）関数,

371

［ 終支配比率の算出］オプション, 225

［ 終出資率の算出］オプション, 225

［ 終連結比率の算出］オプション, 225

小値（MIN）関数, 384

大値（MAX）関数, 383

適化

アプリケーション, 44

差異率を計算（PCH）関数, 389

削除

メッセージ, 351

サブエンティティ

削除, 360

非表示, 195

表示, 195

サブ勘定科目

移動, 285, 362

同じ ID を使用, 42

会社間, 289

概要, 269

計算式の表記規則のラベル, 232

検索, 281

固定, 275

コードとサブ勘定科目, 274

合計, 374

再利用, 284

削除の影響, 275

小計, 396

チェック済, 275

表内の定義, 284

ロジックの表記規則, 232

［サブ勘定科目の記号を共有］オプション, 42

サブ勘定科目表

会社間, 289

概要, 281

削除, 281, 362

定義, 284

［サブ勘定科目表］ウィンドウ, 279

サブ勘定科目表勘定科目属性, 275

サブ勘定科目表種別勘定科目属性, 275

算出

親子関係, 224

サンプル

Application.INI ファイル, 428
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サーバ

アプリケーションの抽出, 329

アプリケーションの読み込み, 328

起動, 323

仕訳帳の抽出, 330

仕訳帳の読み込み, 329

セキュリティの抽出, 333

セキュリティの読み込み, 332

停止, 323

データの抽出, 328

データの読み込み, 327, 331

データの連結, 326

ロジックの抽出, 331

ロジックの読み込み, 331

サーバの移行

サーバデータベース管理の移行, 326

サーバの印刷

サーバ情報の印刷, 326

サーバの削除

Enterprise サーバ管理からのサーバの削除,

325

サーバの追加

Enterprise サーバ管理に対するサーバの追加,

325

サーバの編集

サーバ情報の編集, 325

サーバベースのアプリケーション

作成, 320

四捨五入

親レベル, 244

換算ロジック, 243

勘定科目, 392

ガイドライン, 242

概要, 242

禁止, 407

単位変更した値, 242

デフォルトの入力ロジック, 243

データ種別, 408

四捨五入（RND）関数, 392

四捨五入なし（NOROUND）関数, 407

システム

アクセス保護可能なタスク, 121

システムファイル

LOAD.PER, 37, 438

支配

算出, 360

変更, 360

資本消去, 207

出資比率（POWN）関数, 390

取得

追跡, 38

種別勘定科目属性, 273

消去

エンティティ属性, 205

会社間値, 381

禁止, 407

設定, 360

データ種別, 406

レポート, 292

消去（ELIM）関数, 406

消去詳細

定義, 41

保存, 39, 164

消去なし（NOELIM）関数, 407

消去の期首

残高, 388

小計, 372, 373

勘定科目, 372

サブ勘定科目, 396

連動表示勘定科目, 395

詳細合計（DTOT）関数, 375

詳細小計（DSUB）関数, 372

詳細設定, 318

小数表示

組織, 197

小数表示勘定科目属性, 273

仕訳帳

アプリケーションオプション, 51

エンティティ属性, 205

エンティティに許可, 360

親のエンティティ, 41

監査証跡, 43

期別替, 167

記録, 167

サーバを使用した抽出, 330

サーバを使用した読み込み, 329

自動的な番号付け, 43

番号付け, 163, 167

リモートでの抽出, 330

リモートでの読み込み, 329

仕訳帳テンプレート

期別替, 168

［仕訳帳に自動的に番号を付ける］オプション,

43

A - Z あ行 か行 さ行 た行 な行 は行 ま行 や行 ら行 わ行

索引 507



影響, 163

仕訳帳モジュール

セキュリティ, 127

信頼設定

LDAP／Active Directory, 140

条件式

計算式, 231

情報

ログレベル, 142

数値書式, 52

スクリプトエディタ

計算式の編集, 403

テキストの検索, 404

スクリプトセクション, 402

ステータス

連結, 357, 358

「制限」アクセス権, 78

セキュリティ

Hyperion Retrieve, 127

アクセス権, 77

アプリケーションモジュール, 122

アプリケーション要素, 120

エンティティモジュール, 126

勘定科目モジュール, 121

管理, 34

期別替, 169

クラス, 74

クラス分け, 74

計算式モジュール, 126

初の設定, 84

作成, 80

サーバを使用した抽出, 333

サーバを使用した読み込み, 332

仕訳帳モジュール, 127

設計, 79

タスク, 113, 121, 123

抽出, 119

デスクトップモジュール, 125

デフォルト, 81

データ種別モジュール, 123

データ入力モジュール, 124

データベースモジュール, 124

パッケージモジュール, 123

メンバ, 90

ユーザのロックアウト, 97

要素, 74

読み込み, 117

リモートでの抽出, 333

リモートでの読み込み, 332

レポート, 114

レポートモジュール, 128

連結モジュール, 123

セキュリティクラス

アクセス, 90

アプリケーション要素, 115, 116

エンティティ属性, 204

概要, 74

期別替, 166

作成, 88

タスク, 115

デフォルト, 81

［セキュリティ］デスクトップ

一覧の検索, 84

設定, 137

Hyperion Enterprise のタスク, 112

外部認証, 137

絶対値（ABS）関数, 366

ゼロ値, 160

ゼロより大きい（GTZ）関数, 379

ゼロより小さい（LTZ）関数, 382

前期（PRE）関数, 391

［前期のデータ種別］属性

概要, 163

期別替, 166

組織

印刷, 228

エンティティの追加, 209

オプションの設定, 197

期別替, 168

構造, 186

構造のコピー, 226

構造の変化, 38

削除, 202

資本, 207

詳細設定オプション, 207

属性の変更, 202

単純, 207

定義, 202

表示, 218

複雑で法的, 207

分岐の表示, 196

プレビュー, 228

連動, 216

連動組織のオプションの設定, 218
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［組織］ウィンドウ, 191–199

組織構造の変化, 38

ソフトウェア

テスト, 19

増加値（GROW）関数, 378

増分（INC）関数, 380

属性識別を無効にする（NOSIGN）関数, 386

属性識別を有効にする（SIGN）関数, 395

た行
タスク

セキュリティ, 80, 121

セキュリティクラスの割り当て, 113

ユーザの表示; ユーザ

タスク, 69

タスクレポート, 115

単位

影響, 162, 274

エンティティ属性, 204

取得, 394

データ種別属性, 162

変更, 359

単位（SCA）関数, 394

単位勘定科目属性, 274

単一ユーザモード; モード

単一ユーザ, 339

［単位］データ種別属性, 162

単位変更した値, 242

単純な組織, 207

第 1 レベルサブ勘定科目の合計 - TOTSA, 398

第 1 レベルサブ勘定科目の小計（SUBSA）関

数, 396

第 1 レベルでの詳細小計（DSUSA）関数, 373

第 1 レベルと第 2 レベルのサブ勘定科目の詳細

合計（DTOSA）関数, 374

ダイアログボックス

アプリケーションバックアップ, 30

チェック勘定科目

変更, 358

チェック済

サブ勘定科目, 275

致命的

ログレベル, 142

抽出

アプリケーション, 64, 67

株式, 221–224

セキュリティ, 119

ページ書式, 68

ロジック, 260

抽出ファイルオプションの変換, 38

長期負債, 371

調整勘定科目

定義, 287

調整後

定義, 40

調整後の詳細

保存への影響, 207

通貨

エンティティ属性, 203

概要, 180

検索, 155

現地, 382

削除, 181

設定, 50, 181

定義, 182

デフォルトの上書き, 391, 400

変換, 206

変更, 358, 359, 363

レート, 181

［通貨］ウィンドウ, 181

通貨換算のデフォルト, 50

通貨勘定科目属性, 274

次の期間（NEXT）関数, 384

［提案ロジック］オプション, 225

定数

計算式, 233

ロジック, 233

テキストエディタ

ファイルの変更, 489

テキストファイル

セキュリティの抽出, 119

セキュリティの読み込み, 117

テスト

アプリケーション, 19

ソフトウェアアップグレード, 19

テスト環境, 19

転置（TRANSP）関数, 398

ディスク領域

必要条件, 165

デスクトップモジュール

セキュリティ, 125

デバッグ

ログレベル, 142

デフォルト

セキュリティ, 81
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デフォルトのユーザグループ, 90

データ

移動, 68

クリア, 68

サーバを使用した抽出, 328

サーバを使用した読み込み, 327

サーバを使用した連結, 326

自動削除, 277

データ種別からクリア, 165

データのない期間, 160

モード; モード, データ, 336

リモートでの抽出, 328

リモートでの読み込み, 327

リモートでの連結, 326

ローカルでの連結, 326

データサーバ

起動, 335

クライアントモード; クライアントモード,

354

コンソールモード; コンソールモード, 354

サービス設定の編集; サーバ

データサーバサービス設定の編集; データ

サーバサービス, 335

セキュリティ, 334

停止, 335

トラブルシューティング, 353

有効化, 334

データサーバサービス

起動; サーバ

データサーバサービスの開始; データサー

バ, 335

削除; サーバ

データサーバサービスの削除; データサー

バ, 336

データサーバ設定

アプリケーションの編集, 335

データ種別

値の取得, 368

換算の禁止, 407

概要, 156

計算式に貼り付け, 240

検索, 155

削除, 157

四捨五入, 408

四捨五入を禁止, 407

消去, 406

消去の禁止, 407

設定, 157

設定の定義, 250

属性, 158–164

定義, 164

データの更新, 68

データをクリア, 165

日付の更新, 165

連結ステータス, 361

連結の禁止, 406

連結の指定, 405

ロジック内の検索, 248

［データ種別］ウィンドウ, 156

データ種別モジュール

セキュリティ, 123

データ種別累計（CTD）関数, 370

［データなしはゼロ］オプション

変更, 361

［データなしはゼロ］データ種別属性, 160

データ入力表

サブ勘定科目, 275

小数表示, 273

単位, 274

データ入力モジュール

セキュリティ, 124

［データパス］データ種別属性

概要, 162

期別替, 166

データ表示形式

影響, 166

データの取得, 370

［データ表示形式］データ種別属性, 160

データベース

管理; サーバ

データベース, 324

サブ勘定科目, 275

小数表示, 273

単位, 274

連結ステータス, 362

データベースモジュール

セキュリティ, 124

連結ステータス, 362

匿名バインド, 139

トークン

信頼設定（LDAP／Active Directory）, 140

導入シナリオ

Active Directory, 149, 151, 152

LDAP, 148, 151, 153
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NT LAN Manager, 150, 151

ドライバ

アプリケーション, 37

［ドライバ］オプション, 37

な行
「なし」アクセス権, 78

日数による重み付け値（DWV）関数, 376

入力

禁止, 386

入力（INP）関数, 381

入力なし（NOINP）関数, 386

入力ロジック

エンティティ属性, 204

親の調整, 208

サンプルスクリプト, 413

四捨五入, 243

変更, 359, 360, 363

年次累計（YTD）関数, 400

年度末

期別替の例, 173

年度末処理, 165

ノード

定義, 41

は行
配賦先勘定科目, 402

範囲（DUR）関数, 375

売却

追跡, 38

バックアップ, 21

アプリケーション, 67

復元, 28

バックアッププロファイル

管理, 22

作成, 22

編集, 24

パスワード

指定, 98

信頼設定（LDAP／Active Directory）, 140

パスワードの有効期間, 99

パッケージモジュール

セキュリティ, 123

パートナー

親子関係, 390

連結比率, 390

ロジック, 383

日付

アプリケーションでの更新, 165

増加, 68

表記規則

計算式, 232

計算式スクリプト, 401

ロジック, 232

表示

メッセージ, 351

「表示」アクセス権, 78

［比率および消去の詳細を使用可能にする］オ

プションの保存

影響, 164

比率詳細

期首残高, 388

定義, 41

保存, 39, 164

［比率と消去の詳細］オプション, 41

ファイル

Application.INI ファイル, 417–426

ASCII, 67

HSVRSET.EXE（サーバセットアッププログ

ラム）; HSVRSET.EXE ファイル（サーバ

セットアッププログラム）; サーバセット

アップ実行可能ファイル, 320

HYPENT.INI, 430–438

アプリケーションの抽出, 454–488

アプリケーションの読み込み, 64, 454–488

テキストエディタでの変更, 489

ファイルの書式

application.INI のサンプル, 428

HYPENT.INI のサンプル, 436

カレンダー, 438

カレンダーのサンプル, 440

フィルタ

エンティティ, 312

エンティティ一覧のエンティティ, 312

勘定科目, 274

勘定科目一覧の勘定科目, 307

フォント

組織, 197

複合増加値レート, 378

フロー勘定科目の 下位エンティティ

（BASEFLOW）関数, 368

分岐, 196

ブールステートメント, 380

プレビュー

下位構造, 228
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組織, 228

プロバイダ設定名（LDAP／MSAD）, 138

プロバイダ設定名（NTLM）, 141

プロパティファイル

変更, 137

平均

関数, 365, 366, 367

平均（AVE）関数, 367

変換表

定義, 300–301

変換表のウィンドウ, 297

「変更」アクセス権, 77

ベンチマーク, 19

ページ書式, 68

法定連結, 60

法的親子関係, 207

保護

影響, 167

保護勘定科目, 52

ホスト名

LDAP／MSAD, 138

ポート番号

LDAP／MSAD, 138

ま行
マルチユーザモード; モード

マルチユーザ; アプリケーション

マルチユーザ, 340

メッセージ

設定, 142

送信, 351

即時送信, 29

メッセージ, 即時送信; サーバ

メッセージ, 即時送信, 63

メッセージサーバ, 347

サーバ:起動

メッセージサーバの起動, 348

サーバ:終了

メッセージサーバの終了, 348

サーバ設定の表示

メッセージサーバ設定の表示, 351

サーバ設定の編集

メッセージサーバ設定の編集, 349

トラブルシューティング, 354

メッセージサーバサービス

アプリケーションに対する有効化

メッセージサーバのアプリケーションに対

する有効化, 348

削除; サーバ

メッセージサーバサービスの削除; メッセー

ジサーバ, 351

メンバ

権限の割り当て, 90

持株会社

影響, 224

変更, 360

持株会社のオプション, 207

モード

参照のみ; 参照のみモード, 337

や行
ユーザ

アクセス権, 97

概要, 76

グループからのユーザの除去, 91

権限の割り当て, 90

削除, 110

作成, 86

ディレクトリ内の場所, 139

デフォルト, 81

パスワードの指定, 98

ユーザグループに追加, 90

ロックアウト, 97

ユーザ DN とパスワード, 139

ユーザ URL, 139

ユーザアカウント

ディレクトリに接続するためのデフォルト設

定, 139

ユーザアカウント制御, 47

ユーザ一覧, 更新; サーバ

ユーザ一覧, 更新, 62

ユーザ一覧自動更新の間隔の変更, 63

ユーザ一覧の自動更新, 62

ユーザエントリ

LDAP／MSAD での一意の識別, 143

ユーザおよびユーザ権限, 97

ユーザグループ

概要, 76

グループからのユーザの除去, 91

権限の上書き, 97

権限の割り当て, 90

削除, 96

作成, 84
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デフォルト, 81

ユーザグループに追加, 90

ユーザグループの追加, 90

ユーザの追加, 90

ユーザグループの除去, 93

ユーザへの権限の割り当て, 108

ユーザポリシー

NT LAN Manager に必要, 136

ユーザメッセージ; メッセージ, 351

予算データ, 384

予測データ, 384

読み込み

アプリケーション, 64, 66

株式, 221–224

ページ書式, 68

読み込みの 適化, 44

ヨーロッパ

連結, 60

ら行
履歴データ

期別替, 174

累積（CUM）関数, 371

累積値, 51

累積値で計算（VAL）関数, 400

レポート

アクセス権, 114

アプリケーション要素, 115, 116

セキュリティ, 114

タスク, 115

レポートモジュール

セキュリティ, 128

連結

Statutory Consolidation Engine の使用, 60

アジア, 60

エンティティ, 206

オプション, 59

開始値, 388

勘定科目と連結, 274

禁止, 385, 406

子の比率, 389

システム処理, 60

詳細の保存, 39

設定, 38, 61, 360

パフォーマンス, 38

パートナーの比率, 390

密度の低いデータのパフォーマンス, 42

ヨーロッパ, 60

ロジック, 206

連結（CONSOL）関数, 405

連結勘定科目属性, 274

連結詳細

影響, 167

［連結詳細］オプション, 39

連結ステータス

連結詳細, 362

連結なし（NOCONSOL）関数, 406

連結比率（PCONS）関数, 389

連結フロー, 186

連結モジュール

セキュリティ, 123

連結ロジック

サンプル, 414

変更, 359

連結ロジック（MCODE）関数, 383

連動一覧

定義, 303

連動組織

オプションの設定, 218

親子関係の算出, 224

株式の読み込み, 223

概要, 216

表示, 218

表のフィルタ, 220

連動表示勘定科目

概要, 268

小計, 373, 395

定義, 252

レート勘定科目, 51

概要, 181

変更, 358

ログイン属性, 143

ログオン, 82

ログレベル, 142

ロジック

オプションの選択, 252

換算, 206

勘定科目の検索, 248

概要, 244

計算式ファイルからの抽出, 261

計算式ファイルへの読み込み, 261

結合, 251

更新ルール, 255, 256

サーバを使用した抽出, 331
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サーバを使用した読み込み, 331

設定, 249

チェック, 250, 362

抽出, 260

定義, 249

データ種別の検索, 248

変更, 358, 359

読み込み, 259

リモートでの抽出, 331

リモートでの読み込み, 331

連結, 206

ロジックを含める, 409

［ロジック］ウィンドウ, 246

ロジックの使用（USE）関数, 409

ロジックの表記規則, 232

わ行
割り当て

グループのメンバ; 割り当て

他のグループにグループを割り当てる, 89

グループへのユーザの割り当て, 107

セキュリティクラスに対するクラス権限,

110

ユーザグループのアクセス権, 95
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